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1.1 タイ マ BIOS 概 説 


タク イマ BIOS は , 日 付 時 刻 の 制御 , イン ター バル レタ イマ の 設定 , ビー プ 機 能 を 持 
衝 


田 タ イマ BIOS 機 能 一 覧 (INT 1CH) 


ヤマ タプ マ の // の 背 懇 一 息 (/W7 76 の 


イン ター ノノ マレ タダ イマ は 次 の 機能 を も つつ . 


・ イ ンタ ー ノ マレ タイ マ 値 を 設定 し イン ター バル タイ マ を 起動 する . 設定 値 ま で 
時 間 が 経過 する と タダ タイムアウト と な り , タイマ 割り 込み が 発生 し , ユー ザー の 
タイ マ 割 り 込み 処理 ルー チン に 制御 を 移す . 

・ ハ イレ ゾ モ ー ド で は マル チイ ベン ト の イン ター ノノ マレ タイ マ 有 要求 を 処理 する こと 
が 可能 で ある . ユー ザー プロ グラ ム は あたかも 複数 の タイ マ が 存在 する か の よ 
うに タイ マ 要 求 を 発行 で きる . た と えば 連続 し て , 10ms ec, 50msec, 
100msec 要 求 を 発行 し , 各々 異な る イベ ント を 発生 させ る こと も 可能 で ある . 
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2 レツ の ド で は り ビ ピー デッド モー ド あ 信人 作る の る 。 この ギー ド で グイ マ 村 ポ 

を 行う と ,。 タイ ム ア ウ ト に な り イ ベン ト 発 生後 , 再度 同じ 値 で タイ マ て 要求 を 行 
う 、 つ まり , 一 度 こ の モー ド で 要求 する と , 繰り 返し て イン ター バル タイ マ 要 
求 が 発行 され る . 


1.2 ノー マル モー ド で の 処理 


① ユ ー ザ ー プ ロ グラ ム か ら , イン ター バル タイ マ て 要求 の 内 部 割 り 込み が 発行 され 
る . 

② イ ンタ ー ノ シレ タダ イマ 処理 / レ ー チ ン で は , 10msec ご と に タイ マ 割 り 込み が 発生 す 
る よう に , イン ター バレ タイ マセ ッ ト ル ー チ ン に よっ て , PD8253C-5 を 設定 
SD 

③ イ ンタ ー ノ ツマ レタ イマ を セッ ト し た 後 は , 一 度 エ ユー ザー プロ グラ ム に リタ ー ン ます 
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④10msec 経 過 後 , イン ター ノ ツ マレ タダ タイマ は ハー ドウ ェ ア 割 り 込 み を 発生 する . 

⑤(BI0S の ) タイ マ 割 り 込 み レ ー チ ン は , AH=03H と し た INT 1CH に よる 内 部 割り 
込み を 発生 し , タイ マ 処 理 ル ー チ ン に 制御 を 移す . 

⑥ タ イマ 処理 レー チン は , カウ ンタ を 1 減算 し , 0 で な けれ ば ぱ ば , 次 の 10msec を 設 
定 す る た め に , 上 記 ③⑳⑤ を 繰り 返す . 

⑦ 小 算 の 結果 カウ ンタ が 0 に な っ た 場合 , ユー ザー の タイ マ 割 り 込み 処理 ルー 
チン に 制御 を 移す . 
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貞二 すき 
ゴロ ジラ ュ 
インター バル タイ マ 
巡 理 ルー キー 
。 (5 
BIHS 10msec セ ッ ト 


イン ダー リ バル ダイ マ 
lyー ヨ 2 


(8 
0 ドロ ェ ア 割 軸 乏 


10msec 振 
gPD8253E-5 | ,【 割 加 込 み 08H) 


3 ーー 


第 1 章 タイ マ BIOS 


1.3 ハイ レゾ モー ド で の 処理 


① ユ ー ザ ー の タイ マ 割 り 込み 処理 ルー チン は , BIOS の タイ マ 割 り 込 み 処 理 ルー 
チン より , マル チイ ベン ト な ら TINT 07H の 内 部 割り 込み で , シン グル イベ ント 
の 場合 は Pushf と Ca11f を 使っ て 内 部 割り 込み と 同 ヒ レレ ベル で 呼び 出さ れる . 

② ユ ー ザ ー の タイ マ 割 り 込 み 処 理 ル シー チン は , AX 以外 の すべ て の レジ スタ を 保証 
し な けれ ば な ら な い . BIOS の タイ マ 割 り 込み 処理 ルー チン へ は IRET で 返る . 

③ リ ター ンコ ー ド と し て , AH=00H ま た は FFH を 返す . リピ ー テ ッ ド モー ド 時 に 
は , この リタ ー ン コー ド で 次 の 処理 が 決定 され る . 

④ 制 御 の 移行 . 


INT 8H ロード ・ 宮 イマ 割 映 基 再 ) 


に pushf。callf。 (内 部 割り 込み を Fake) 
と ドド 


INT HH “内 部 割 遇 基 副 ) 


処理 1 
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田 イ ンタ ー バ ル タ イ マ 使 用 上 の 注意 


マル チイ ベン ト 使 用 時 , 同時 に 複数 の タイ ム ア ウ ト が 発生 し た 場合 , 先行 イベ ン 
ト 処 理 終了 時 に 後発 イベ ント が アク ティ ブ に な る た め , 先行 イベ ント 処理 時 間 分 だ 
け タ イム ラグ が 生じ る . 

シン グル イベ ント タイ ム ア ウ ト 時 も , 処理 時 間 分 だ け 後 発 イ ベン ト が 遅れ る . 上 
記 の タイ ムラ グ は 積算 的 な の で 注意 を 要する . 


ィ ベ ント 2 〇 うーーーーーーー| 


ィ ベ ント 1 〇 O 大 
ィ イベ ント 0( 〇 ーーーーー] 


計 一 - PO 一 キーー P1 一 と ョ ーー P? 一 一 


NE 6 | †t ( 時 問 ) 
UN | PT+P1 の タダ イム ラダ 徐 
325 時 イベ ント 2 が アウ ティ ゴ に な る る. 
Pi の タイ ムラ ぢ 後 
イベ ント 1 が アタ ティ ゴ | に な る . 
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ビー プ 機 能 で 要求 時 間 経 過 前 に 次 の ビー プ 要 求 が 発行 され る と , 本 ルー チン は 次 
に 示す よう に 対処 する . 


[ 側 ] 1 回 5Imsgr 


トーーーー ト ーー 上 ト = ー- ト ー 
hmsercf| に 2 回目 恋 相 msgc 


中 一 ーーーーー 庄 7Fmser BEEPITg 


田 マ ル チ イ ベン ト タ イ マ の 実現 方 式 


本 ルレ ー チ ン は ユー ザー プロ グラ ム か ら の タイ マ て 要求 を 処理 する タイ マ て 要求 処理 モ 
ジュ ー ル と , 10msec 間 隔 で 発生 する タイ マ 割 り 込 み を 処理 する 割り 込み 処理 モ 


ジュ ー ル より 構成 され る . 


@ タ イマ 要求 処理 モジ ュー ル 

現在 与え られ た タイ マ 値 と ,。 すでに キュ ー イ ング され て いる PB( パ ラメ ー タ ブ 
ロッ ク ) 群 の タイ マ 値 を 比較 し て , タイ マ 値 の 小さ いも の か ら 順 に キュ ー イ ング さ 
れ て いる よう に する . PB の 大 き さ は 任意 で , BIOS は 指定 され た アド レス か ら 12 バ 
イト を 使用 する . 


タイ マ 値 を キー に し て 
ーー ーーー 次 ぁ * キ ュー イン ダグ し て いく 。 


Rinnt - 
List 


販 一 一 ーーーーーーー 還 = 
イマ 博 


小 
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PB へ PB+5 :BIOS が 使用 する ワー クエ リア 
PB+6 へ PB+7 : タ イマ 値 . 範囲 は 0001H^FFFFH (10msec へ 655350msec) 
PB+8^PB+11  : 処 理 ル ー チ ン の アド レス (オフ セッ ト , セグ メン ト ) 


FEB| NET PE オオ コセット 


時 | MEXT PB セ ダ メ ント 
nA| リピ ー ト ワー ク 


BI 内 合用 


キュ ー イ ング 用 リン クボ ポイ ンタ は PB の 上 位 4 バ イト を 使用 する . 

NEXT PB が 存在 し な いと き , この ポイ ンタ は 0 で ある . 

マル チイ ベン ト 管理 に 加え て , この ルー チン で は シン グル イベ ント を 管理 する 
2 つの カウ ンタ を 使っ て いる . 通常 の シン グル イベ ント 用 と ビー ブ プ 機能 用 で ある , 
これ ら の カウ ンタ は , マル チイ ベン ト の PB の キュ ー と は 独立 に 管理 され る . 


人 @ 着 り 込み 処理 モジ ュー ル 

10ms ec 毎 に タイ マ 割 り 込 み が 発 生 す る . ビー プ 機 能 の カウ ンタ を デ ク リ メン ト 
する . 0 に な っ た ら ビ ー プ を off に する . 

シン グル イベ ント の カウ ンク を デ ク リ メン ト す る 0 に な っ た ら 該 当 す る ルー 
チン を コー ル す る . (Pushf, Callf を 使っ て INT を fake す る ) 

Root-List よ り タイ マ 値 格納 域 が 0 の PB に 対し て 順に INT 07H の 内 部 割り 込み を 
使用 し て , PB の デキ ュー 後 制御 を 渡す . 
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@ 概 要 フ ロー 


・ タ イマ 要求 処理 
マ タプ マ 有 災 女 友 の フワ ロー 


ココ 


マン シン ング ルプ アベ ント タプ マ 愛 災 / ど ー プ 旨 諸 妥 災 女 密 フワ ロー 


マブ ンタ ー ン ソル タブ マチ キヤ ン を ん 交 夏 フワ ー 


ココ 


・ 割 り 込 み 処 理 
マ // の 6/ み の タプ マ 基 グ 巡 み 女 フ ワー 


ココ 
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1.4 タイ マ BIOS コ マン ド 


INT 1CH AH=00H N 


ェ 


日 付 ・ 時 刻 の 読み 出し 


入 カ 


AH=00H 
ES:BX= 読 み 出し た 日 付 , 時 刻 を 格納 する デー タバ ッ フ ァ (6 バ イト ) の アド レス 


出 カ 


AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


現在 の 日 付 (年 。 月 , 曜 日, 日), 時刻 ( 時 , 分 , 秒 ) の 読み 出し を 行う . 


処 理 


現在 の 年 , 月 , 曜日 , 日 , 時 , 分 , 秒 を PD4990C(PD1990) より 読み 出 
し て , デー タバ ッ フ ァ に 格納 する . 


デー タバ ッ フ アァ 形式 


万 克 の テー プ ジ と (7 ん 7 7 の の 


中 


注 


ニー ゴ 
忌 、 
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> PO=ー980I BPI 2 3. 0 U2 VEROU 2 4 UV2 PO 00 人 AN で 5 


年 」 は 不揮発 メモ リ に 格納 され る た め ( 
うる う 年 も サポ ー ト され な い . 
月 」 は 月 の 大 小 を 自動 判 串 す る . 


= 
ーッ 


目 動 的 に 更新 され な い . また , 
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INT 1CH AH=01H NH 


日 付 ・ 時 刻 の 設定 


人 入 カカ 


AH=01H 


ES:BX= 設 定 す る 日 付 ・ 時 刻 が 格納 され て いる デー タバ ッ フ ァ (6 バ イト ) の アド 
の 


出 カ 


AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


シス テム の 日 付 を 設定 する . 


処 理 


デー タバ ッ フ ァ に 格納 され て いる 年 , 月 , 曜日 , 日 , 時 , 分 , 秒 を 
尽 PD4990C( PD1990C) へ 設定 し , 時 刻 の 動作 を 開始 する . 


デー タバ ッ フ アァ 形式 


注 


ニー ゴ 
居 、 


B 


「 日 付 ・ 時 刻 の 読み 出し AH=00H」 の 注意 参照 . 


員 


マ 万 辱 の テー プル 77 7 の 7 の 
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INT 1CH AH=02H NH 


イン ター バル タイ マ の 設定 
(シン グル イベ ント ) 


| 入力 

AH=02H 

CX= イ ンタ ー ン マレ タイ マ 値 n = も ブ 10) 
イン ター バル タイ マ 値 n は 繕 過 時 間 も を 10msec の 単位 で 換算 し た 値 で ある . 
10msec ミ t ミ 655360msec ( 約 11 分 ) 
CX=0001H の と き 10msec(n=1) 
CX=0000H の と き 655360msec(n=65536) 

ES :BX ニ = ユー ザー の タイ マ 割 り 込 み 処 理 シ ルー チン の アド レス 


出 カ 


AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


イン ター バル タイ マ 値 を 設定 し ,。 イン ター バル レタ イマ を 起動 する . 設定 値 ま 
で 時 間 が 経過 する と タイ ム ア ウ ト と な り , 割り 込み を 発生 し , ユー ザー の タイ 
マ 割 り 込み 処 下 レレ ー チ ン に 制御 を 移す . 1 回 の 要求 に 対し て 1 回 だ け イ ンタ ー バ 
ルル タイマ が 起動 され る . 
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INT 1CH AH=03H | 日 
タイ マキ ャ ン セ ル 

入 力 

AH=03H 


ES:BX= キ ャ ン セ ル す る パラ メー タブ ロッ ク の アド レス 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 

00H: 正常 終了 

FFH: 異常 終了 

(キャ ン セ ル 和 失敗: 指定 さ れ た パラ メー タブ ロッ ク が 見 つか ら な い ) 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


指定 され た パラ メー タブ ロッ ク を イン ター バレル タイ マキ ュー より 削除 する . 
つま り , イン ター バル タイ マ 設 定 コ マン ド に より 指定 され た 待ち イベ ント の 実 
行 を 中 止 す る . 
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INI 1CH AH=04H H 


イン ター バル タイ マ の 設定 
(ワン ショ ッ ト モ ー ド ) 


入 力 


AH=04H 
BSIBX ニ ZN ラメ デー グフ ロッ クツ グ の アド レス 


出 力 


AH=00H 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


注意 : タイ マ 割 り 込み 処理 ルー チン は , AH=00H を 返す こと . 


機 能 


1 回 の 割り 込み に 対し て 1 回 だ け イ ンタ ー バ レタ イマ が 起動 され る . 

与え られ た イン ター ノッ マレ タイ マ 値 で 。 イ ンタ ー ノ マレ タイ マ を 起動 し し タイ ム 
アデ ウト 時 に ユー ザー の タイ マ 割 り 込 み 処 理 ル シー チン に 内 部 割り 込み (INT 07B) 
で 制御 を 渡す . 
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INT 1CH AH=05H H 


イン ター バル タイ マ の 設定 
し りー デア ツ ド 重り 


入力 
AH=05H 
ES:BX= パ ラメ ー タ ブロ ッ ク の アド レス 


出 カ 
AH=INT 07H で 呼び 出さ れる 処理 ルー チン の リ ビ ピート 条 件 
00H: リ ビート の 中 止 
FFH: リピ ビート 続行 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 
与え られ た イン ター バル レタ イマ 値 で . イン ター ノ ツ マレ タイ マ を 起動 し タイ ム 
アウト 時 に ユー ザー の タイ マ 割 り 込 み 処 理 ル ー チ ン に 内 部 割り 込み (INT 07 
で 制御 を 渡す . 1 回 の 要求 で 繰り 返し イン ター バレ タイ マ が 起動 きれ る . た だ 
し , ユー ザー の タイ マ 割 り 込み 処理 ルー チン か ら の リタ ー ン シン コード に より 次 の 
要求 を キャ ン セ ル で きる . 
マル チイ ベン ト 処 理 可能 . 
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INTI 1CH AH=06H H 


ビー ブ 機 能 


人 入 カカ 


AH=06H 


CX= ビ ー プ 時 間 . 範囲 は , 0001H^CFFFFH(10msec へ 655350msec) 
DX= 音 調 (周波 数 ) 範囲 は 20H^8000H(Hz) 


出 力 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


与え られ た 時 間 だ け ビ ー プ 音 を 発生 する . 
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系 2 草 


キー ボー ド BI0S 


2.1 キー ボー ド BIOS 概 説 


キー ボー ド BI0S は , キー ボー ド か ら の ハー ドウ ェ ア 割 り 込み を 処理 し , 内 部 の 
バッ ファ に デー タ を 格納 する モジ ュー ル と , プロ グラ ム か ら の 要求 に し た が っ て, 
バッ ファ の 値 を 返す モジ ュー ル の 2 つか ら 成 り 立 っ て いる . 


田 キ ー ボ ー ド BI0S 機 能 一 覧 (INT 18H) 


マチ キー が 一 の / の 次 懇 一 息 /7/W7 7 の 


キー ボー ド の デー タ を 格納 する バッ ファ は , 

・ シ フト 状態 を 示す フラ グ :1 バ イト 

・ 各 キー の 押下 状態 を キー コー ド グ ル ー プ ご と に 対応 付け た テー ブル : 16 バ イト 
・ 押 され た キー の デー タダ 2 バイ ト を 順次 格納 し て お く リ ング バッ プ ァ :32 バ イト 


の 3 つと , それ を 管理 する ワー クエ リア で 和 構成 され て いる . 
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画 キ ー ボ ー ド BIOS の 処理 概要 


① キ ー ボ ー ド は , キー が 押さ れ た と き と 離 され た と き に デー タ を 発生 する . キー 
ボー ド が 発生 する デー タ は , キー の 並び 順に し た が っ た コー ド ( キ ー コ ー ド ) で 
ある . キー ボー ド が デー タ を 発生 し た こと に より , INT 09H の ハー ドウ ェ ア 割 
り 込み が か か り , BIOS に 制御 が 移さ れる . 

②BIOS は リン グ バ ッ フ ァ の 状態 を 調べ でぶ , オー バー フロ ー し た 場合 ビ ドープ 音 を 発生 
する (0000 :0500H の BI0S_FLAG D5 ビ ッ ト に より , ビー プ 音 を 抑止 する こ と が 
SR 

③BIOS は 入力 状態 テー ブル を 更新 し た うえ , 押さ れ た キー が シフ トミ キー 
(SHIFT, CAPS, CTRL, カナ , GRPH の いずれ か ) で あれ ば , シフ トキ ー ス テー タ 
ス を 変更 する . 
押さ れ た キー が STOP, COPY キ ー で あれ ば , 内 部 割り 込み を 発生 する . 
押さ れ た キー が 一 般 の キー で あれ ば , シフ トキ ー ス テー タス を 参照 し た うえ 変 
換 テ ー ブ ル か ら キ ー デ ー タ (アス キー コー ド ) を 作成 し 。 キー コー ド と 共に リン 
グ バ ッ プ ファ に 格納 する . 割り 込み が , キー が 離さ れ た こと に よる も の で あれ 
ば , 入力 状態 テー ブル を 更新 する . シフ トキ ー で あれ ば , シフ トキ ー ス テー タ 
ス も 更新 する . 

(〈④ ユ ー ザ ー プ ログ ラム か ら TINT 18H に よっ て キー ボー ド BI0S が 呼び 出さ れ た 場 
合 , 要求 され た 機能 に し た が い , バッ ファ か ら デ ー タ を 読み 出し リタ ー ン ます 
る . デー タ 読 み 出 し の 要求 で や れ ば , バッ ファ の ポイ ンタ を 更新 する . 
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第 2 章 キー ボー ド BI0S 
@ キ ー コ ー ド か ら キ ー デ ー タ へ の 変換 
9 ァ 
を キー イン する と キー コー ド 03 が 入力 され る . 


了 


キー デー タ は シフ トキ ー 状 態 と 関連 付け を 行い , 深 の よう に な る . 


2 39 03 AZ 
カナ 03 BI 
Cap1tal Shift 03 23 
Capita1 03 33 
Shift 03 23 
ベー ス 03 33 


を キー イン する と キー コー ド 27 が 入力 され る . 
キー デー タ は シフ トキ ー 状 態 と 関 車 付け を 行い , 次 の よう に な る . 


Graphic 27 94 
レ MS] (90 27 B9 
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副 キ ーー 配列 と キー コー ド と の 対応 表 
マチ ー 路 と キー フー だ の 7 チー 婦 // 
mi 


キー 引 多 と キー コー だ が ツ 7 チー あめ 


一 キー コー ド と キー デー タ 対応 表 
マチ キー コー/ と キー デー タ 記 応 基 
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第 2 章 キー ボー ド BI0S 


2.2 ハイ レゾ モー ド で の 機能 


デー タタ 処理 の 基本 的 な 流れ は ノー マル モー ド と 同一 で あり , BIOS コ ー ル に よっ て 
返さ れる 値 に つい て 互換 性 が 保 た れ て いる が , 以下 の 点 で 異な っ て お り 自 由 度 が 大 
7 の OKU YO 


田 デ ー タ バッ フ ア ァ 


0000:0410H~ て 0413H= キー ボー ド バ ッ ファ アド レス (最初 の 2 バイ ト が 
バッ ファ の オフ セッ ト , 後 の 2 バ イト が バッ ファ の セグ メン ト ア ドレ ス ) 
0000H:0522H= バ ッ フ ァ サ イズ (バッ ファ に 格納 で きる キー 情報 (2 バイ ト ) 
の 個数 ) 


リッ クツ アア に 格 交 きれ る 6 テーク グ は ポー コー ド と キー テー グ で な がく ぐ 。、 圭二 
ボー ド か ら 渡 され た キー コー ド の キー コー ド が 発生 し た 時 点 で の シフ トス テー タス 
で の 。 

キー コー ド か ら キ ー デ ー タ へ の 変換 は INT 18H の 処理 の 中 で 行わ れる . 


上 位 パ イト 下位 ポイ ト 
キー コー ド シフ トス テー タス 


また た, データ バッファ は 指定 し た 空間 に 設け る こと が で きる , 


5 二 語 の 250 


ーーーーーーmーーーーーー" 


EE 


トーーー ポッ コ ァ サイ ズ ※ 2 ーーーーーーーーーー] 
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注意 : バッ ファ に 関係 の ある 共通 域 を 変更 し た と き は , バッ ファ の 初期 化 を 実行 
な けれ ば な ら な い . 


田 シ フト キー 
0000:0408HC040FH= シ フト キー コー ド 


シフ トキ ー は ユー ザー プロ グラ ム に よっ て 定義 で きる . 
キー コー ド が 発生 し た と き , BIOS は シフ トキ ー コ ー ド に 格納 され て いる コー ド の 
比較 し , その ユー ド が 格納 され て いれ ば シフ トキ ー と みな し , シフ トキ ー ス テー タ 
ス の 対応 する ビッ ト を 0N ノ OFF す る . その コー ド が 格納 され て いな けれ ば ぱ ば, 一 般 の 
二 だ 上 AG 扱う 。 
KSP で SI の ポ 小 北 み 9 下 
下位 上 上位 


中 H SHIFT 

JH UP 

7 字 H カナ 

raH ERFH 

HETRL 
IFFH 
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第 2 章 キー ボー ド BI0S 


田 キ ー コ ー ド 変換 テー ブル 


0000:0414H て 0417H= エ ント リ テ ー ブ ル ア ド レス 


0000:053AH= シ フト キー ステ ー タ ス 
キー コー ド を キー デー タ に 変換 する た め に , キー デー タ と な る アス キー コー ド を 


な ら べ た キー コー ド 変 換 テ ー ブ ル が 必要 で ある . 
キー コー ド 変 換 テ ー ブ ル は , エン トリ テー ブル に よっ て 設定 され る . 


EEUD つ EUC PO (NIR 


| エエ NMpー ョ ub 
キー コー ド 実 換 テ ー ゴ ル 


半 寺 ドー 


エン トリ テー ブル の エン トリ 値 は シフ トキ ー ス テー タス に よっ て 参照 する . エン 
トリ 値 は 変換 テー ブル (128 バ イト 単位 ) の 何 番目 の テー ブル か を 指し て いる . 

シフ トキ ー ス テー タス が 3 な ら ば 4 番目 の エン トリ 値 を 使用 する . 

実際 に 取り 出す キー デー タ は , エン トリ 値 X128+ キ ー コ ー ド で ある . 
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第 2 章 キー ボー ド BI0S 
田内 部 割り 込み 発生 キー 


0000:0418H て 041BH= 割 り 込 み テ ー ブ ル アド レス 


ユー ザー プロ グラ ム は 内 部 割り 込み を 発生 させ る キー を 任意 に 決め られ る . 

BIOS が 割り 込み 発生 キー と 他 の キー と 識別 する た め に , 割り 込み テー ブル が 必要 
で ある . 割り 込み テー ブル の 最初 の 1 バイ ト に は 割り 込み テー ブル に 格納 し て ある 
キー コー ド の 個数 を 格納 する . 

以後 は 割り 込み の 発生 の キー コー ド を 格納 する . この キー コー ド の 最上 位 ビ ッ ト 
が ON(1) の と き INT 05H を OFF (0) の と き INT 06H を それ ぞ れ 発生 させ る . 


還 較 | 量 ドレ スス て キュ コイ ト ) 
| 。 割 人 辻 み テー ブル 


割り 込み テー ゴル の 個 技 
デフ ォ ル ト 値 5 
DB HL.UEIH.IE1H 
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第 2 章 キー ボー ド BI0S 
田 基 | り 込 み 処理 
0000:0528H= キ ー ボ ー ド バッ ファ カウ ンタ 


ハイ レゾ モー ド で は , キー ボー ド か ら の ハー ドウ ェ ア 割 り 込 み INT 09H の 発生 
時 , お よび ユー ザー プロ グラ ふ が キ ー デ ー タ 引き 取り の た め に INT 18H を 発行 し た 
時 点 で INT 1FH を 発行 する . 


(1) INT 09H 
キー ボー ド BIOS は ハー ドウ ェ ア か ら の 割り 込み が ある と , キー ステ ー タ ステ ー ブ 
ル を 更新 し , 次 の よう に レジ スタ に 値 を 格納 し て , INT 1FH を 実行 する . 


AH=88H 
AL= キ ー コ ー ド 
BL=AL の キー コー ド で 更新 され て いな い シ フト 状態 


キー ボー ド BI0S に 戻っ て きた と き に キャ リー フラ グ が ON の と き は , キー ボー ド 
BIOS は 処理 を 中 止 し 割り 込み を 終了 する . 


(2) INT 18H 
バッ ファ に キー デー タ が な い 場 合 に , 次 の よう に レジ スタ に 値 を 格納 し 
INT 1FH を 実行 する . 


AH=80H 
AL=00H 


また , キー コー ド を 内 部 コー ド に 変換 し た と き に 0FFH に な り , キー ボー ド バ ッ 
ファ カウ ンタ が 0 の と き に も 前 記 の よう に 行う . 
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2.3 キー ボー ド BIO0S コ マン ド 


INI 18H AH=00H N 


キー デー タ の 読み 出し 


人 入 カ 


AH=00H 


出 カ 


AH キー コー ド 
人 ec 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


キー バッ ファ の 先頭 に 格納 され て いる キー 情報 を キー デー タコ ー ド に 変換 し 
て 読み 出す . キー バッ ファ 内 に キー コー ド が 格納 され て いな けれ ば , 格納 され 
る まで 待つ . ハイ レゾ モー ド 時 は , AX に 8000H を 格納 し , INT 1FH を 実行 す 
る . キー ボー ド BI0S に 制御 が 戻っ て きた と き に キー コー ド が 格納 され て いな 
けれ ば , 格納 され る まで 待つ . 
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INT 18H AH=01H N HH 


キー バッ ファ 状態 の セン ス 


和信 カカ 


AH=01H 


出 カ 


AH= キ ー コ ー ド 
川邊 の の 
BH=AX に 読み 出し た デー タ の 状態 
01H: 有 効 
00H: 無効 
AX, BH 以 外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


リン グ バ ッ フ ァ 内 の 先頭 に 格納 され て いる キー 情報 を 読み 出す . も し , バッ 
ファ 内 に デー タ が 存在 しない 場合 は その 冒 を 通知 する . 

この コマ ンド が 実行 され て も バッ ファ の 更新 は 行わ な い . また , シフ トキ ー 
状態 も 変化 し な い . 


注 


人 


幾 有 は セン ス の み 行 い , バッ ファ の 状態 を 変化 させ な い の で , 通常 は , こ 
の コマ ンド の 後に 「 キ ー デ ー タ の 読み 出し AH=00H」 コ マン ド を 実行 させ る 
ki 寺 MG4o の 2 
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INT 18H AH=02H NHI 


シフ トキ ー 状 態 の セン ス 


人 入 カカ 


AH=02H 


出 カ 


AL= シ フト キー 状態 
格納 形式 は 次 の 通り で ある . 


回 回 軸 較 回 軸 回 
eHIFT 
EN 
pp 
iRFH 
じ TRL 


該当 する シフ トキ ー が 押下 され て いる 状態 の と き , 対応 ビッ ト は 1 と な る . 
該当 する シフ トキ ー が 離さ れ て いる 状態 の と き , 対応 ビッ ト は 0 と な る . 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 
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第 2 章 キー ボー ド BI0S 


機 能 


現在 の 押下 され て いる シフ トキ ー 状 態 を 調べ る . 
シフ トキ ー と は 次 の キー の こと を 指す . 


ISHIFT| | caPs| | カナ |leRPH| | cTRL 


これ ら の シフ トキ ー の 状態 に よっ て 入力 (押下 ) され た キー の 対応 する 内 名 
コー ド が 決ま る , 
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INT 18H AH=03H IN|IIH 


キー ボー ドイ ンタ ー フ ェ イ ス の 初期 化 


人 入 カ 
AH=03H 


出 カカ 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 
キャー お ボ つ の NBU0S が 合用 じ く い の プ アセ リキ リア と キー ボー ドイ シン クー ラフ ョ 
イス PD8251A を 初期 化す る . 新た に 入力 可能 状態 を 作る . 


処 理 
キー ボー ド イン ター フェ イス PD8251A の 初期 化 を 行う . 
キー ボー ド BI0S が 使用 し て いる メモ リエ リア の 初期 化 を 行う . 
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INT 18H AH=04H N HH 


キー 入力 状態 の セン ス 


入 カカ 


AH=04H 
ALl= キ ー コ ー ド グル ー プ 番号 (00H て 0FH) 


出 カ 


AH= キ ー コ ー ド グル ー プ 内 の 8 つの キー 状態 


機 能 


該当 する キー コー ド グ ル レー プ の キー 入力 状態 を 調べ , 押下 され て いる キー は 
対応 ビッ ト を 1, 押下 され て いな い キ ー は 0 と し て , その 状態 を 通知 する . 

キー コー ド グ ル ー プ は , キー コー ド (00H6BH) を , 00H-07H ま で を 0 キー 
コー ド グ ル ー プ , 08H^0FH ま で を 1 キー コー ド グ ル ー プ , …… の よう に 区 分 
し , 16 グ ルー プ あ る . それ ぞ れ の グル ー プ は 8 個 の キー か ら な っ て いる . 


処 理 


該当 する キー 入力 状態 テー ブル を 読み 出し , AH に 格納 する . 
マ チー ハア 災 衣 テ デー プル /( チ ー グ ルー プー ご ン リ 
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INI 18H 


AH=05H 


H 


バッ ファ か ら の キー コー ド の 読み 出し 


人 入 カカ 


AH=05H 


出 カ 


AH= キ ー コ ー ド 
人 四 和 ポー デー グ 
BH= キ ー コ ー ド の 存在 
01H: 有効 
00H: 無効 
AX, BH 以 外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


バッ プ ァ 内 に キー コー ド が 格納 され て いる か 人 否 か を 調べ ぶ ,。 も し キー コー ド が 
存在 レ し たら , バッ ファ の 先頭 に 格納 され て いる コー ド の キー デー タ を 取得 す 
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ド B10S 


INI 18H AH=06H 


H 


バッ ファ の 初期 化 


人 入 カカ 


AH=06H 


出 力 


Rb 


AX 以外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


バッ ファ を 初期 化す る . 
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INI 18H AH=0 /H 


H 


シフ ト 状 態 と キー デー タ の 読み 出し 


人 入 カカ 


AH=07H 


出 カ 


AH= キ ー コ ー ド 
2 ン 
BL= シ フト 状態 


AX, BL 以外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


キー バッ ファ の 先頭 に 格納 され て いる キー 情報 の シフ ト 状 態 と , 生成 し た 
キー デー タ を 読み 出す . キー デー タバ ッ フ ァ 内 に キー デー タ が 格納 され て いな 
けれ ば , AX に 8000H を 格納 し , INT 1FH を 実行 する . キー ボー ド BIO0S に 制御 が 
戻っ て きた と き に キー デー タ が 格納 され て いな けれ ば 格納 され る まで 待つ . 
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INI 18H 


AH=08H 


TH 


シフ ト 状 態 と キー 


デー タ の セン ス 


人 入 カカ 


AH=O8H 


出 カ 


AH= キ ー コ ー ド 
Al= キ ー デ ー タ 
BL= シ フト 状態 


AX, BL 以外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


キー バッ ファ の 先頭 に 格納 され て いる キー 情報 の , シフ ト 状 態 と 生成 し た 


キー デー タ を 読み 出す . 


注 意 


本 機能 は セン ス の み を 行い , バッ ファ の 状態 を 変化 させ な い . 


通常 は この コ 


マン ド の 後に 「 シ フト 状態 と キー デー タ の 読み 出し AH=07H」 を 実行 させ る 


De2S2O 
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INI 18H 


AH=09H 


キー デー タ の 作成 


人 入 カカ 


AH=09H 
A 三 ギー ロー ド 
BL= シ フト 状態 


出 力 


Al キー コー ド 
利 記 直 王 デ ー グ 


AX, BL 以外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


与え られ た キー コー ド と シフ ト 状 態 に より キー デー タ を 生成 する . 
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第 3 草 CRT BIOS 


系 う 草 


CRI BIOS 


3.1 CRI BIOS 概 説 


田 CRI BIOS 機 能 一 覧 (INT 18H) 


マ の の 7 // の 区 懇 一 息 //W7 79 の 


CRT BIOS は 次 の 機能 を 有する . 


置 画面 設定 機能 (ハイ レゾ モー ド の み ) 


通常 VRAM は , 物理 的 に 80 カ ラム で 管理 され , スク ロー ル は 垂直 方 向 ( 上 , 下 ) で 
行わ れ て いる . 

表示 幅 の 設定 コマ ンド を 実行 する こと に より , 物理 的 な カラ ム 数 を 80 よ り 大 きく 
する こと が で きる た め , 水平 考 向 の スク ロー ル も 可能 と な る . 


マテ キス 人 WW の 生 天 友 と スク ワー ルウ 1 アレ ンー 人 の め / 


員 
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一 表示 域 設 定 機能 


表示 域 設定 機能 で は , 画面 分 割 , 表示 開始 アデ ド レス を 制御 する . 

通常 VRAM の 連続 し た 領域 が 1 画面 と し て 表示 され る が , この 機能 を 使用 する こと 
に より , 画面 を 最大 4 分 割 で きる . 

また , 前 述 の 画面 設定 機能 と 併用 し て 画面 の スク ロー ル を 行う こと も で きる . 


下品 
・ VER 呈 連続 し た 額 最 才 表記 し た 側 


通 沿 は 、 こ ご 相 状態 


クン ク ク ク ク ク ク ググ レ ・ YRAM を 分割 し て 表示 し た 倒 
NN 


ウ ク ク ク クル 
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田 カ ー ソ ル 制 御 機能 


カー ソル に 関す る 機能 と し て は 次 の も の が ある . 


・ カ ー ン ル 形 状 の 設定 (ハイ レゾ モー ド の み ) 
・ ブ リン ク の 有無 指定 

・ カ ー ソ ル 表 示 の 開始 , 停止 

・ カ ー ソ ル 表 示 ア ドレ ス の 設定 


田 フ ォ ン トバ ター ン 読 み 出 し 書き 込み 機能 


文字 (ANK, 漢字 ) の フォ ント パタ ー ン の CG か ら の 読み 出し , ユー ザー 定義 文字 
(2 バイ ト 系 ) パ ター ン の , スタ ティ ッ ク RAM へ の 人 敬 録 が で きる . 


@⑱ フ ォ ン ト 読 み 出し 書き 込み 動作 

ノー マル モー ド 時 , フォ ント の 読み 出し 書き 込み は I/0 ボ ー ト 0A9H を 通し て ア 
クセ ス す る . ハイ レゾ モー ド 時 は フォ ント の 読み 出し / 書 き 込 み は , Cc ウィ ンド ウ 
を 介し て 行う . 


@KCG ア クセ スモ ー ド 
フォ ント の 読み 出し ノ 書 き 込 み 時 , テキ スト 画面 表示 中 か 人 否 か に よっ て 2 つの ア 
クセ スモ ー ド が 存 寿 する (ユー ザー プロ グラ ム が 決定 ) . 


・ テ キス ト 画 面 に 漢字 を 表示 し て いる 場合 , KCC ア デ ク セ スモ ー ド は , コー ドア ク 
セス に な っ て いな けれ ば な ら な い . 

・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の み の 表 示 の 場合 ,KCC ア クセ スモ ー ド は , ドッ ト ア クセ ス 
94 

・KCG ア クセ スモ ー ド の フォ ント 読み 出し 書き 込み 時 の BIO0S の 動作 
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KCG ア クセ スモ ー ド が コー ドア クセ ス の 場合 

KCG ア クセ スモ ー ド が コー ドア クセ ス の と き , CRT BIOS は , 画面 の 乱れ 等 を 防ぐ 
た め CRT ハ ー ドウ ェ ア の VSYNC 割 り 込 み を 待つ . 実際 の CGC アク セス は , VBLANK 中 の 
VSYNC の 立ち 上 が り の 後 。 KCC ア クセ スモ ー ド を 一 時 的 に ドッ ト ア クセ ス に し て 行 


ーー で 時 填 


WeTME 三 1 


SYME 三 1 


こ 拓 間 に 、REE デ アジ セス モー ド 埋 hhT 癌 ESS 
に し て CE アウ セス 埋 行 つ . 
WEL 品 MR 


DISP : バー ドウ ェ ア に よる 表示 の 期間 
ELAE : 素 志 と 素直 李 間 に 証 る 無 表示 期 才 


KCG ア クセ スモ ー ド が ドッ ト ア クセ ス の 場合 


KCG ア クセ スモ ー ド が ドッ ト ア クセ ス の と き , CRT BIOS は , VSYNC 割 り 込 み を 待 
ただす CCGG ア クセ スル を 行う 。 
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画 ブ ザー ビー プ 機 能 


ブザー ビー プ 機 能 は , ブザー の 鳴動 開始 , 停止 の 制御 を 行う . 
また , ハイ レゾ モー ド で は ブザー の 周波 数 を 変更 する 機能 も 提供 する . 


田 メ モリ スイ ッ チ 読み 出し 書き 込み 機能 
(ハイ レゾ モー ド の み ) 


ハイ レゾ モー ド で は , BIOS ユ マン ド に よっ て 不揮発 メモ リ ( メ モリ スイ ッ チ ) の 
内 容 の 読み 込み / 書 き 込 み を 行う. 
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3.2 CRT BIOS コ マン ド 


INT 18H AH=0AH N 


CRT モ ー ド の 設定 


人 入 カ 


AH=0AH 
AL= モ ー ド 設定 情報 


ノー マ ノ ルモード 
陳 四 還 国 止 凶 据 


画面 当 丁 行状 
Bf 本 
Ia 

当り の 


1: | 
アト リピ ュー ト 


1 : 簡易 同 ヨ 

RE アデ ウ セ ス (11 
ml: コ ー ド アウ セ ス 有 郊 
1: ドッ ト ア ウジ セス 有 苑 


(1) PE-H81 補 は 舞 癌 
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つ 有 郊 


第 3 草 CRT BIOS 


ハイ レゾ モー ド 
陳 四 還 還 上 四 凶 所 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


テキ スト 制御 用 GDC( マ スタ ) PD7220 お よび ライ ンカ ウン タ 制 御 回 路 に 対 
し て モー ド 設 定 を 行 う . 


処 理 


指定 され た モー ド 設 定 情報 と , シス テム で 一 意 に 定義 し て いる 情報 に よっ 
て , GDC( マ スタ ) お よび ライ ンカ ウン タ 制 御 回 路 の モー ド 設 定 を 行 2. 

KCG ア クセ スモ ー ド に より , 漢字 (JIS 第 1 水準 第 2 水準 お よび ユー ザー 定 
義文 字 ) の 表示 可能 な 画面 が 決定 され る . コー ドア ク セス を 選ぶ おぶ と, テキ スト 
画面 お よび グラ フィ ッ ク 画 面 上 に 漢字 が 表示 で きる . ドッ ト ア クセ ス で は グラ 
フィ ッ ク 画 面 し か 表示 で き な い が , 漢字 表示 は コー ドア クセ ス に 比べ 速く な 
る . また , ドッ ト ア クセ ス 時 に , テキ スト 画面 に 漢字 コー ド を 設定 する と ゴミ 
が 表示 され る . 


注 


Ii 


PC=9801 で は ドッ ト ア クモ べ は サポ ー ト し て の いない 
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INT 18H AH=0BH NH 


CRT モ ー ド の セン ス 


AL= モ ー ド 設 定 状態 


ノー マ ノ ルモード 
陳 四 績 国 四 凶 


画面 当 西行 画 
l: 串 行 
1: 訓 行 

行 当日 西 橋 画 
Il・ 宇 


エイ スゴ レイ 
| 秋 用 各 前 休 度 チ スプ レイ 


PE-98H1 は 舞 紹 
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2 レジ モード 
Da ピッ ト お よび Da ピッ ト 才 を 除い て 
mp Ds hs ha Da he hn hn 「C-78HOU ジ レリーズ 五 換 の た の 


加 回 回 還 較 回 回 回 學 定 恒 斉 返す . 


中 カラ 此 衣 品行 中 有 純 埋 志 すす 
現在 の RCE アウ ゼス ヌス モード 
ii コー ドア ウ セ ゼス 
1: ドッ ト ア ジウ セ ス ヌ 
画面 当日 証 条 状 
: 折 行 
1 : 1 行 
専用 言 酔 像 度 デ ィ ュ スゴ レイ 忘 志す 


機 能 


撲 続き まれ て いる CRT の 現在 の モー ド を 調べ る . 


処 理 


ICRT モ ー ド の 設定 AH=O0AH」 と 逆 の 処理 を 行う . BIOS プ ログ ラム 上 で 
は , モー ド の 設定 時 に 格納 し た CRT ス テー タス テー プ ブル (1 バイ ト ) か ら の 読み 
出し を 行う . 


46 


第 3 章 CRT BIOS 


INI 18H 


AH=0OCH N H 


テキ スト 画面 の 表示 開始 


人 入 カカ 


AH=0CH 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


テキ スト 画面 表示 用 GDC( マ スタ ) に 表示 開始 要求 を 行う . 
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INI 18H 


AH=ODH N H 


テキ スト 画面 の 表示 停止 


人 入 カカ 


AH=ODH 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


テキ スト 画面 表示 用 GDC( マ スタ ) に 表示 停止 要求 を 行う . 
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INT 18H AH=OEH NH 
1 つの 表示 領域 の 設定 

入 カ 

AH=OEH 


DX= 表 示す る 人 域 の 開始 アド レス 


テキ ス ト VRAM の CPU ア ドレ ス 20 ビッ ト の うち , 下位 16 ビ ッ ト を 指定 する 
(上 位 4 ビ デット は ノー マル モー ド 時 0AH, ハイ レゾ モー ド 時 0EH に 固定 され て 


いる ) . 


出 カ 


DX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


テキ スト 画面 へ 表示 する 領域 を 1 つ だ け 設 定 す る . 
テキ ヌメ ト WE 唱 


と 開 映 議 ド じ ス 


注意 : アデ アトリ ビュ ー ト 領 域 を 指定 し た 場合 , 動作 は 保証 され な い . 


り 1 
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INT 18H AH=OFH N HH 
複数 の 表示 領域 の 設定 

入 カ 

AH=OFH 


BX= 表 示 領 域 リ スト の セグ メン ト ア ドレ ス 
CX= 表 示 傾 域 リ スト の オフ セッ ト ア ドレ ス 
DH= 表 示 領 域 リ スト で 最初 に 定義 する エン トリ の 表示 領域 番号 (0 て 3) 


た と えば , 前 回 3 分割 し て お き , 今回 2 番目 の 表示 傾 域 を 変更 する 場合 , DH 


= と する 。 
DL= 表 示 信 域 リス ト で 定義 する エン トリ 個数 1 て 4) 


表示 領域 リス ト の 形式 
マ 竣 数 の 先天 怒 ソ スム テ ー プ に ツ 777 7 ん の 


m 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 
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機 能 


最大 4 個 ま で の , テキ スト 画面 へ 表示 する 領域 を 設定 する コマ ンド で ある . 
1 つの 表示 領域 の 定義 は ,、 テキ スト VRAM 上 の 開始 アド レス と CRT 上 の 表示 行 数 
に よっ て 定義 する . 4 個 ま で の 表示 領域 を 定義 する た め に , メモ リ 上 に 次 の よ 
うな 形式 を し た リス ト ( 表 ) を 作成 し この アド レス を 指定 する . 

〒 基 の 午 巡 と 北 数 琴 天 友 を 膨 浅 し た テキ ス ム /74/7 ル 7 7 の ん ゲ め 


避 


処 理 


主 に 表示 領域 リス ト の 内 容 を GDC の SCROLL コ マン ド 用 パラ メー タ に 変換 し 
GDC の 内 部 RAM マ ッ プ に 書き 込む む . 
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INT 18H AH=10H N HH 


カー ソル タイ プ ブ の 設定 


入 カカ 


AH=10H 

AL= カ ー ソ ル を ブリ ンク に する か か の 指定 
仙人 馬 ジリ ング し 人 がい 
00H: ブ リン ク す る 


出 力 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


カー ソル の タイ プ を 設定 する . ノー マル モー ド で は 箱 形 の 大 き さ , ブリ ンク 
速度 は シス テム で 一 意 に 決め て いる (処理 参照 ) . ここ で は ,。 カー ソル を ブリ ン 
ク さ せる か どう か 設定 する . 


処 理 


GDC に 対し , CSRFORM( カ ー ン ソル 形式 設定 ) コマ ンド (4BH) を 発行 する . 
ノー マル モー ド で は , カー ソル の 大 きき さ , ブリ ンク 速度 を 次 の よう に シス デ テ 
ム で 設定 し て いる . 
マ シス テム 半 義 夫 の カー ン ル 導 (7 人 7 7 のみ 7 の の 
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INI 18H 


AH=11H 


N 日 


カー ソル の 表示 開始 


人 入 カカ 


AH=11H 


出 力 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


「 カ ー ソ ル タ イ プ の 


4 


設定 AH=10H AH=1EH」 で 定義 し た カー ソル を 表示 す 


りり 
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INI 18H 


AH=12H 


N 日 


カー ソル の 表示 停止 


人 入 カカ 


AH=12H 


出 力 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


カー ソル 表示 を 停止 する . 
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INI 18H 


AH=13H 


N 日 


カー ソル 位置 の 設定 


人 入 カカ 


AH=13H 


DX= 表 示す る カー ソル の 位置 を VRAM 上 の アド レス 
アデ アド レス は CPU か ら み た バイ ト ア ドレ ス で あり , テキ スト VRAM の CPU アド 


レス 20 ビ ッ ト の うち , 下位 16 ビ ッ ト で 指定 する . 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


VRAM アド レス を 指定 する こと に より , 画面 上 の 対応 する 位置 に , カー ソル 


を 移動 表示 させ る . 
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INI 18H AH=14H N 


フォ ント パタ ー ン の 読み 出し (16 ド ッ ト ) 


人 入 カカ 

AH=14H 

BX:CX ニ フォ ント パタ ー ン バッ プ ァ の 先頭 アド レス 

下 伺 アド レス PID 


Mi コ ォ オー ト ポポ ー ン ロッ ファ KB8.16.8 バ イト の いずれ 直人) 


† 
BWR (ココ ォ オー ント ゴーー ン リッ コ ェ 本 衝 題 デ ド レス 


ANK コー ド の 場合 
DL= 展 開 す る コー ド 
DH=CRT タ イプ 
00H: 標 準 CRT(6 X7 ア フォ ント :10 バ イト バッ ファ アァ) 
80H: 専用 高 解像度 CRT (7 X13 フ ォ ン ト :18 バ イト バッ ファ ) 


側 :7x18 コ ォ ン ト で 「 年 」 (OFH) 呈 DEBOFEH 
の コ ォ ント パタ ー ン を 読み 出す 
DL… 支 字 コ ー ド 
DH…ANR7X18 
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日 本 語 コ ー ド の 場合 
D 演 展開 する コー ド 
1/4 角 の 場合 は ANK コ ー ド と 同じ で ある . 
倒 :「 河 」 (3441H) の フォ ント FDR=3441H 
バタ ダー ンジ 才 読 品 出す 
Neeb5i 東 下 デ ド 
第 3 バイ ト 目 
hH… JIS 河 宇 コー ド 
第 1 バイ ト 目 


1 月 「 加 」 西 コ ォ ント ポー ンー 補 DWHO4OH 


を 読み 出す 
| し タテ コ ー 
DH…aNMRE 8 


出 力 


AH, BX, CX, DX 以外 の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


指定 され た 英 数 カナ (ANK) コー ド , また は 日 本 語 コ ー ド ( ユ ー ザ ー 定 義文 字 
を 含む ) に 対応 する フォ ント パタ ー ン を , 指定 の フォ ント パタ ー ン バッ ファ へ 
読み 出す (PC-9801 で は , ユー ザー 定義 文字 は サポ ー ト され な い ) . 

一 般 に は , 読み 出し た フォ ント パタ ー ン を グラ フィ ッ ク VRAM に 移送 し ディ 
スプ レイ に 表示 する . 

フォ ント パタ ー ン は , ANK コード の 場合 , 専用 高 解像度 ディ スプ レイ 用 
7 X13( 横 ※ 縦 の ドッ ト 数 ), 標準 ディ スプ レイ 用 6 X8, また 日 本 語 コ ー ド の 場 
合 デ ィ ス プレ イ の タイ プ に は 関係 な く , 全角 は 15 X16, 半角 7X16 の ドッ ト 数 
か ら な っ て いる . 1 ノ 4 角 は ANK コ ー ド の 表示 と 同じ で ある . 

必要 な フォ ント パタ ー ン バッ ファ の 大 き さ と , フォ ント パタ ー ン の ドッ ト 数 
と の 関係 は 次 の 表 の よう に な っ て いる . 
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ヤマ 文 学 の 逆 義 に よる パッ ファ グ ア ズ と ルル の デー タ 7 ん 7 7 の ん 7 の 


フォ ント バッ ファ 形式 


KCG ROM か ら 読み 出し た フォ ント パタ ー ン は , 次 の 形式 で BX, CX で 指定 し た 
フォ ント パタ ー ン バッ ファ に 書き 込ま れる . 


ANK(6X8), 日 本 語 1 プ 4 角 
マ 4 ル (の ② メ の, 万 共有 却 ん 夕 壇 の バッ ファ / 戻 グ 旋 / 7 ル 7 7 の ん 7 タ の 


呈 


ANK(7X13) , 日 本 語 半角 
マ 4/ ル の ァ / ツ , 万 表 懇 学 壇 の イッ ファ / 戻 グ 旋 7 7 79 の 7 人 の 


呈 


日 本 語 全角 
マ 万 共 懇 作 存 の パッ ファ / 戻 ググ 旋 / 747 7 みん 72 の 


呈 
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注 意 


・ 日 本 語 コ ー ド の 半角 に つい て は N88-BASIC の マニ ュ ア ル 中 の コー ド 表 に 対応 
する 内 部 コー ド 表 を 使用 する こと . 内 部 コー ド に つい て は 次 の 「 文 字 パ 
ター ン ROM 内 部 コー ド 」 を 参照 する こと . 

・GDC の 漢 宣 ROM に 対す る アク セス 方 式 は ,。 この コマ ンド を 除い て コー ド 方 式 
に な っ て いる . この コマ ンド 処理 の は じ め と 終わ ちり で は , モー ド フ リッ プ フ 
ロッ プ を ドッ トマ ッ プ 方 式 に セッ ト , リセ ッ ト し て いる . 


NN マタ ノ 有 有 N の セッ トド コー ド 方 式 の セッ ト 
MOV AL, 0BH MOV AL, 0AH 
0U1 66H, AL 0UT] 66H, AL 


・1 プ 4 角 の 場合 , ANK コ ー ド と 同じ コー ド を 使用 する . 
N88-BASIC で は , N88-BASIC の マニ ュ ア ル 中 の コー ド 表 「 グ ラフ ィ ッ ク 画面 
に 表示 で きる 1 /4 角 文字 一 覧 表 」 の コー ド を グラ フ LI0 で 「 キ ャ ラク タ コー 
ド 表 」 の 対応 する コー ド に 変換 し , これ を 使っ て ANK-CC か ら フ ォ ン ト パ 
ター ン を 読み 出す . 
マク ラフ ァ ッ ク 由 万 に 条 天 で まき る 学友 文学 一 般 本 (77 79% み 7 の 
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第 3 草 CRT BIOS 


INT 18H AH=16H N H 


テキ スト VRAM の 初期 化 


人 入 カカ 


AH=16H 
DH= ア トリ ビュ ー ト エリ ア を クリ ア す る 文字 1 バイ ト ) 
マ テキ ス ム 避 4 の 交 六 と アト ソノ デビ ュー ム =77/77 ル 7 7 の 72 の 


呈 


DL= 表 示 エ リア を クリ ア す る 文字 1H バ イト) 


出 カカ 


AH, DX 以外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


テキ ス ト VRAM の 全 領 域 を 指定 され た 文字 で クリ ア す る . 
表示 エリ ア , アト リ ビ ュ ー ト エリ ア を 区 別して , クリ ア す る 文字 を 指定 する 
こと が で きる . た だ し , 奇数 番地 は ゼロ で クリ ア さ れる . 
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第 3 草 CRT BIOS 


INI 18H AH=1AH N 


ユー ザー 文字 の 定義 (16 ド ッ ト ) 


入 力 

AH=1AH 

BX:CX= フ ォ ン ト パ タ ー ン バッ ファ の 先頭 アド レス 
DX= 登 録 コ ー ド 

出 カ 


AH, BX, CX, DX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 
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第 3 草 CRT BIOS 


機 能 


ユー ザー の 作成 し た 文字 , 記号 の フォ ント パタ ー ン を , KCG RAM へ 登録 す 
る . 
この コマ ンド 発行 以後 、 テ キス ト 画 面 . グラ フィ ッ ク 画 面 へ の 表示 が 可能 こ 
な る (この コマ ンド は CRT に 対し て ユー ザー 文字 定義 を 行う も の で , プリ ンタ 
の ユー ザー 定義 文字 と は 別 な の で 注意 する こと ). 
マ 底 間 に こよ る ユー ゲー 生 肘 駐 学 数 一 穫 //7 7 の ル 74 の 


フォ ント バッ ファ 形式 


マユ スー グー 一 定 寺 叉 学 の テー プ ビ ツ に ツ 777 7 の グル め 


避 
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第 3 草 CRT BIOS 


INI 18H AH=1BH 


N 日 


KCG ア クセ スモ ー ド の 設定 


人 入 カカ 


AH=1BH 

AM ニア クセ クス モー ド 
(04 思 ーR グ ガク ス 
1: ドッ ト ア クセ ス 


出 カ 


AX 以外 の すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


KCG の アク セス モー ド を ドッ ト ア クセ ス , ある い は コー ドア クセ ス に 設定 す 


る 


ドッ ト ア クセ ス を 選択 する と , テキ スト 画面 へ の (ユー ザー 定義 文字 を 含め ) 
党 字 表示 は で き な い . テキ スト VRAM に 漢字 コー ド を 設定 する と ゴミ が 表示 さ 
れる . し か し , フォ ント 読み 出し は コー ドア クセ ス 選 択 時 より も 速く 行え る . 


コー ドア クセス を 選択 する と , テキ スト 画面 の 党 字 表示 が 可能 に な る . 
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第 3 草 CRT BIOS 


INI 18H AH=1CH H 


CRT の 初期 化 


人 入 カカ 


AH=1CH 
AL= カ ー ソ ル 人 制御 情 報 
マカ ー ン ル 称 交 居 芝 =4 // ル 7 7 ん 76 の 


ココ 


DH= カ ー ソ ル 表 示 開 始 ラ イン 
DL= カ ー ソ ル 表 示 終 了 ラ イン 
マ カー ン ル の 大 まき さと ルル に 項 証 で きる 施 -Y/77 7 のみ 74 の 


ココ 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


CRT BIOS の 初期 化 を 行い カー ソル の 形状 な ど を 設定 する . 
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第 3 草 CRT BIOS 


INI 18H AH=1DH H 


表示 幅 の 設定 


入 カカ 


AH=1DH 
AL= カ ラム 数 , GDC の 管理 する 物理 的 な カラ ム 数 
2 の 倍数 で 定義 する (この た め 指 定 は 2 行 ず つ に な る ). 範囲 は 80 て 162. 


出 カカ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


VRAM の 幅 ( 例 : カラ ム ) 数 を 設定 する . 


注 意 


カラ ム 数 に 80 未 満 や 164 以 上 を 指定 する と , それ ぞ れ 横 方 向 , 縦 方 向 が 
"フッ プア フウ ワンド” し, 残り の カラ ム , ライ ン に 同じ も の が 表示 され る . 
マ 共 定 カラ ム 犬 に よる ラッ プア ラウ ン だ 077 7 の グ 7 の 


避 


67 
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INI 18H 


AH=1EH 


カー ソル タイ ブ の 設定 


人 入 カカ 


AH=1EH 
Al= カ ー ソ ル 人 制御 情報 
hp 績 四 四 是 后 


( 洗 ビ ピット 本 意味 は 「CRT 本 家 化 衣 三 1EH」 と 同じ ) 


DH= カ ー ン ソル 表示 開始 ライ ン (「CRT の 初期 化 AH=1CH」 参 照 ) 
DL= カ ー ソ ル 表 示 終 了 ラ イン ( ICRT の 初期 化 AH=1CH」 参 時 ) 


出 力 


1 ゴリ ンタ レー ト 


ブリ ンク 中 有 舞 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


カー ソル の ブリ ンク の 有無 , また 表示 開始 , 終了 ライ ン を 指定 する こと に よ 
り , カー ソル の 縦 方 向 の 大 き さ を 設定 する . ( 横 方 向 の 大 き さ は 一 定 ) . 
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素直 開 嵐 イー 
素地 終了 ライ ー 


第 3 草 CRT BIOS 


INI 18H 


AH=1FH 


H 


フォ ント パタ ー ン の 読み 出し (24 ド ッ ト ) 


人 入 カカ 


AH=1FH 
DS:BX= フ ォ ン ト パ タ ー ン を 格納 する バッ ファ の アド レス 
DX= 展 開 す る コー ド を 設定 JIS コー ドン ASCII コ ー ド ) 


ANK コ ユー ド の 場合 

DH=00H 

DL=ASCII コ ー ド 

バッ ファ サイ ズ は 48 バ イト (24 X2) . 


日 本 語 コ ー ド の 場合 


DX=]IS コ ー ド 

バッ ファ サイ ズ は , 全角 の 場合 72 バ イト (24 X3) , 半角 の 場合 48 バ イト 
(24 ※2) 。 
出 カカ 


DL 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


指定 され た 英 数 カナ (ANK) コー ド ま た は 日 本 語 コ ー ド (ユー ザー 定義 文字 を 
含む ) に 対応 する 24 ドッ ト フ ォ ン ト パ タ ー ン を , 指定 の フォ ント パタ ー ン バッ 


ファ へ 読み 出す . 


一 般 に は , 読み 出し た フォ ント パタ ー ン を グラ フィ ッ ク VRAM に 転送 し ディ 


スプ レイ に 表示 する . 
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出力 バッ ファ 形式 


フォ ント パタ ー ン と は キャ ラク タフ ェ イ ス ( 注 意 参 照 ) で 読み 出さ れる . 各 文 
写 ソ ババ ターン の バッ ファ へ の 格納 形式 は 次 の 通り . 
員 日 本 語 【 王 崩 ) 


5 バイ イト 


計 日 本 語 半角 ) , 部 
DS i 思 一 


24 バ イト 


紀 ョ イト 


電 各 了 アド し ルス 西 四 hmm が ピット は 常に 
咽 “" コ ォ ーー ト は 14 2 た 大) 
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注意 : 画面 表示 の と き の 1 文字 の 大 き さ ( ボ ディ ー フ ェ イ ス ) と , この コマ ンド 
で 読み 出さ れる 文字 の 大 き さ ( キ ャ ラク タフ ェ イ ス ) と は 異な る . キャ ラ 
クタ フェ イス は 正味 の フォ ント で , その まわ り に 空白 を 置い て 文字 を 見 
PS し CC も の の が ボディー ショ イグ で あの 
① 日 本 語 て 生 表 ) 。 
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第 3 草 CRT BIOS 


INI 18H 


AH=20H 


日 


ユー ザー 文字 の 定義 (24 ド ッ ト ) 


人 入 カカ 


AH=20H 
DS:BX= フ ォ ン ト パ タ ー ン を 格納 する バッ ファ の アド レス 

(「 フ ォ ン トバ パタ ー ン の 読み 出し (24 ドッ ト ) AH=1FH」 参照 ) 
DX=JIS 日 本 語 コ ー ド (7621H て 767EH, 7721HC777EH) 


出 カカ 


DL 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


ユー ザー の 作成 し た 文字 , 記号 の 24 ドッ ト フ ォ ン ト パ タ ー ン を , KCG RAM へ 
谷 録 する . 

この コマ ンド 発行 以降 。 テ デキ スト 画面 , グラ フィ ッ ク 画 面 へ の 表示 が 可能 に 
な る (この コマ ンド は CRT に 対し て ユー ザー 文字 定義 を 行う も の で , プリ ンタ 
の ユー ザー 文字 定義 と は 別 な の で 注意 する こと ). 

ユー ザー が 定義 可能 な 日 本 語 コ ー ド は 762 1H^767EH お よび 7721H 777BH 
で ある . 
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第 3 草 CRT BIOS 


INI 18H 


AH=21H 


メモ リス イッ チ の 読み 出 し 


人 入 カカ 


AH=21H 


AL= ス イッ チ 番 号 n (n=1 へ 8) 


出 力 


DL= メ モリ スイ ッ チ n の 内 容 


DL 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 
メモ リス イッ チ の 内 容 を 読み 出す . 
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第 3 草 CRT BIOS 


INI 18H 


AH=22H 


メモ リス イッ チ の 書き 込み 


人 入 カカ 


AH=22H 


Al= ス イッ チ 番 号 n (n=1^ へ 8) 
DL= メ モリ スイ ッ チ n の 内 容 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


メモ リス イッ チ に 内 容 を 書き 込む . 不揮発 メモ リ は 通常 書き 込み 禁止 と な っ 
て いる た め , CRT BIOS は 書き 込む と き に 一 時 的 に 「 書 き 込 み 許 可 」 に する . 


74 


第 3 草 CRT BIOS 


INI 18H AH=19H N 


ライ トペ ン 押 下 状 態 の 初期 化 


人 入 カカ 


AH=19H 


出 力 


AH を 除い た すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


ライ トペ ン が 押さ れ た 状態 を 検出 する た め の 状 態 表 示 を クリ ア す る . 

ライ トペ ン が 押さ れ た こと を 検出 で きる タイ ミン グ は , この コマ ンド が 発行 
され て か ら 「 ラ イト ペン の 位置 の 読み 出し AH=15H」 コ マン ド が 発行 され る 
まで の 間 で ある . し た が っ て , 「 ラ イト ペン の 位置 の 読み 出し 」 コ マン ド を 発 
行 す る 前 に , 必ず 本 コマ ンド を 発行 し な けれ ば な ら な い . 
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第 3 草 CRT BIOS 


INI 18H AH=15H 


ライ トペ ン 位 置 の 読み 出 し 


人 入 カカ 


AH=15H 


出 カ 


AH= ラ イト ペン の 状態 
0 : 押 され て いる 
1: 押 され て いな い 


DX= ラ イト ペン が 押さ れ た 位置 を 対応 する テキ スト VRAM 上 の バイ ト ア ドレ ス 


(AH=1 の 場合 の み 有 効 ) 


機 能 


ライ トペ ン が 押さ れ て いる か を 通知 する . また 


, フライト ベン が 押さ れ て いる 


場合 に は , 押さ れ て いる 位置 を , 対応 する テキ スト VRAM 上 の バイ トト アド レス 


で 知ら せる . 
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第 3 章 CRT BIOS 
INT 18H AH=17H NH 
ブザー の 起 呼 


人 入 カカ 


AH=17H 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


ブザー の 鳴動 を 開始 する . 
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第 3 章 CRT BIOS 
INI 18H AH=18H N H 
ブザー の 停止 


人 入 カカ 


AH=168H 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


鳴動 中 の ブザー を 停止 させ る . 
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INT 18H AH=23H 


ブザー 周波 数 の 設定 


人 入 カカ 


AH=23H 
DX= 音 調 (周波 数 ) 範囲 は 20H<8000H(Hz) 


出 力 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


ブザー の 周 濾 数 を 設定 する . 
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INT 18H 


AH=24H 


ブザー の 時 間 設 定 と 鳴動 


人 入 カカ 


AH=24H 


CX= 鳴 動 時 間 


OH: ビー プ な し 
1H--FFFFH: (10msec へ 655350msec) 
DX= 音 調 ( 言 波数 ) 範 因 は 20H~8000H(Hz) 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


鳴動 時 間 を 


設定 し て 鳴動 を 行う . 
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第 4 章 グラ フィ ッ ク BI0S (ノー マル モー ド ) 


滞 4 音 


グラ フィ ッ ク 
BIOS( ノ ー マ ル モー ド ) 


4.1 グラ フィ ッ ク BIOS 
(ノー マル モー ド ) 概説 


ノー マル モー ド の グラ フィ ッ ク BI0S に は , 拡張 グラ フィ ッ ク 機 能 (4096 色 中 1 6 色 
モー ド の サボ ポ ボート な ど ) は , 含ま れ て いな い . し た が っ て , 必要 な 場合 に は グラ フ 
LIO(「 第 6 章 グラ フ LI0」 参 照 ) を 使用 する こと . 
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第 4 章 グラ フィ ッ ク BI0S( ノ ー マ ル モー ド ) 


田 グ ラフ ィ ッ ク BIOS( ノ ー マ ル モー ド ) 機 能 一 覧 


ダラ ブフ ィ ッ カタ 画面 中 素 示 開 只 
ダラ ブフ ィ ッ カタ 画面 相 素 示 停 目 
素 示 衣 域 員 誠 定 

イレ リット レジ スタ 西 設 
ボー ダー カラ ー 呈 設定 


ド g ト 中 書き 迄 訪 

ド ョ ト 忠 読 郭 出し 

直 齋 , 算 形 本 抽 画 
円 聞 尿 描画 

ダラ ブ ィ リタ 長 字 本 指 画 
描画 モー ド 中 設定 


田 使 用 上 の 注意 
グラ フィ ッ ク BI0S を 使用 する 際 は , 次 に 挙げ る 点 に つい て 注意 する 必要 が ある . 
@ ス タッ クエ リア 


グラ フィ ッ ク BIO0S を 使用 する 場合 に は , ユー ザー は , スタ ッ ク エ リア を 30 バ イ 
ト 以 上 確保 し , SS, SP を セッ ト し な けれ ば な ら な い . 
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第 4 章 グラ フィ ッ ク BI0S (ノー マル モー ド ) 


@ ス テー タス フラ グ 
CPU の ステ ー タ ス フ ラ グ の うち , IF, TF ビ ッ ト を 次 の 状態 に し て お く こ と . 


IF : セット (割り 込み 可 ) 
TF : ク リア (シン グル ステ ッ プ モー ドク リア ) 


人 制御 情報 域 

グラ フィ ッ ク BI10S を 使用 する た め に は , 描画 な どの 情報 の 受け 渡し , 保存 の た め 
に , 約 80 バ イト の 制御 情報 域 ( こ れ を UCW と 呼ぶ ) を 必要 と する . ユー ザー は , この 
領域 を 前 も っ て 確保 し な けれ ば な ら な い . この 領域 は 次 の よう な 構成 に な っ て い 


いび 


マテ デー プル (グラ ファ ッ ク g/ の (ンー マル テー / リ 


人 @ 指 画 方 向 
邊 形 , 円 弧 グラ フィ ッ ク 文字 な どの 描画 に お いて は , 描画 開始 (終了 点 の 指定 
の 他 , 描画 方 向 の 指定 が 必要 に な る . 直線 , 邊 形 の 描画 で は , 描画 開始 点 , 終了 
点 。 方 向 の 3 つの 関係 に 矛盾 の な いよ う 注 意 す る こと . 
マ 必 の 義 逆 と 計 記 紗 放 必 / の (グラ ファ ッ ク g/2 ツ 


呈 
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4.2 グラ フィ ッ ク BIOS 
(ノー マル モー ド ) コマ ンド 


INT 18H AH=40H N 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 開始 


人 入 カカ 


AH=40H 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


グラ フィ ッ ク 画 面 の CRT へ の 表示 を 開始 する . テキ スト 画面 の 表示 状態 と は 
独立 し て 機能 する . 


処 理 


GDC に 対し て 表示 制御 用 の START コ マン ド (ODH) を 発行 する . FIFO バ ッ ファ 
が FULL で は な く , VSYNC 状 態 で あや る こと を 確認 し た 後に 次 の コマ ンド が 発行 さ 
れる . 

MOV AL, ODH 
OUT 0A2H, AL 
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INT 18H Al=41H N 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 停止 


人 入 カ 
AH=41H 


出 カカ 
すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 
グラ フィ ッ ク 画 面 の CRT へ の 表示 を 停止 する . テキ スト 画面 の 表示 状態 と は 
独立 し て 機能 する . 


処 理 
GDC に 対し て 表示 制御 用 の STOP コ マン ド (OCH) を 発行 する . 
FIFO バ ッ フ ァ が FULL で な いこ と を 確認 し た 後に 次 の コマ ン ド が 発行 され 
OS 


MOV AL, 0CH 
0U1 0A2H, AL 
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INI 18H AH=42H N 


表示 領域 の 設定 


人 入 カカ 


AH=-42H 
CH=CRT デ ィ ス プレ イ の モー ド 指 定 , VRAM 領域 指定 
専用 高 解像度 モー ド (640X400) の と き ALL, 標準 解像度 モー ド (640 X200) 
の と き LOWER ま た は UPPER を 指定 する こと . 
lp 績 引 四 是 思 


素 応 サンジ の 指定 
ロゴ イン グロ 斉 使 用 
1 1 ンダ 1 恋 使 用 
RT ディ スゴ レイ の モー ド 指 定 
hh ・ カ ラー 
| 国 
ER 品 突 寺 指 定 
ll] HIFFER 


1 LUWER 
11 吊 L 


吐 ・FE-d801ZUE 補 は 。 表示 リン 本 指定 は 邊 可 。 と し て お くく こと . 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 
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機 能 


表示 対象 と する 描画 メモ リ 領 域 を 設定 する . 

使用 する CRT デ ィ ス プレ イ の モー ド ( モ ノ ク ロ ンカ ラー の いずれ ヵ ) と 使用 す 
る グラ フィ ッ ク VRAM 領 域 を 指定 する . グラ フィ ッ ク VRAM 領 域 の 指定 方 法 は 
1 つの 表示 画面 に 対応 する VRAM 領域 が どの アド レス に 対応 する か を 示す も の で 
ある . VRAM 上 の 32K バ イト 全体 を 1 つの 表示 画面 と する 場合 は ALL, 下位 16K バ 
イト を 1 つの 表示 画面 と する 場合 は LOWER, 1 


する 場合 は UPPER と 呼び この 3 つの 領域 の 指定 区 分 の どれ か を 指定 する . 
目 定 さ れ た 条件 に し た が っ て , GDC へ 表示 領地 6 設定 を 行う . 
0E 中 間 描画 画面 
1B000B 0 
dglIIB 
9 LUWER 


2 | 


処 理 


① グ ラフ ィ ッ ク 関 係 の 情報 を キー ドレ ジス タ に セッ ト す る . 
グラ フィ ッ ク モ ー ド と し て モノ クロ また は カラ ー を セッ ト す る (03H 
02H) . 同時 に 走査 線 数 と し て 200 本 また は 400 本 を セッ ト す る (09HI, 08H) . 


走 省 齋 填 


末 @ 。 Hm レン 
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②1 行 中 の 表示 ライ ン 数 を , GDC に 対し て CSRFORM コ マン ド で セッ ト す る . 
専用 高 解像度 ディ スプ レイ の 場合 1 ライ ン 数 ノ 行 
標準 ディ スプ レイ の 場合 2 ライ ン 数 ノ 行 
③ 表 示 開 始 ア ドレ ス お よび 画面 表示 領域 の 大 き さ を , GDC に 対し て SCROLL コ 
マン ド で セッ トト する 、 


表示 開始 アド レス 
te ln =) )、{} 


IFPFER | 1BHHOCOT イ オト デ ドレ ネス 』 


lm le  、 


マデ ァ ス プレ アプ の 導 間 に よる ⑰/ の 認 刻 琴 天 如 友 (7/ ル 7 7/ み ルク 


グラ フィ ッ ク VRAM 領 域 と 描画 画面 と の 関係 


a) カラ ー モ ー ド ノ 専 用 高 解像度 モー ド 
4 人 / ん 4 の 2 クー の 277727:7 の 723 の ノル シッ プク グフ 拓 //// 計 //// ク // 


員 
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b) カラ ー モ ー ド ノ 標 準 解像度 モー ド 
マル 錠 4 懇 九 と 夏 及 妥 太 の 奄 災 (カラ テー/ 底 用 / 47 7 ルク 
下 


c) モノ クロ モー ドン / ノ 専用 高 解像度 モー ド 
マルル 747 競 友 と 夏 妥 大 太 の 血 迷 / テ ンク / 湯 疾 衣 / 77 79 ル 錠 炉 


避 


d モノ クロ モー ドン ノ 標 準 解像度 モー ド 
マリ 7 訓 友 て 夏 瓦 故 太 の 血 (/ テ ンク / 底 雰 / (747 79 ル ダグ 


ココ 
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INI 18H AH=43H N 


バレット レジ スタ の 設定 


入 カカ 


AH=4S3H 
DS :BX=UCW の アド レス 
UCW の GBCPC( オ フ セ ッ ト 04H, 4 バイ ト )= パ レッ トレ ジス タ に セッ ト す る カ 
ラー コー ド 
222 の ア だ レス と の の テー ブル (7/7 79 タ 2 の 


弄 


出 カカ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


パレ ッ ト レ ジス タダ タ に カラ ー コ ー ド を 設定 する . 
モノ クロ モー ド の 場合 に は 表示 画面 の 選択 , 合成 の 指定 を 行う . 
パレ ッ ト レ ジス タ の 働き を 次 図 に 示す . 

マ バ レッ トレ ジス タ 識 肝 (777 7 の ん 22 の 


ココ 
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多 ラ ー コ ヨー ド (8 公 で 次 の よう に な つて いる の, 


普 色 
V@ ツ 
青 


時 U 


1 
MI 人 


( ) 内 の 圭 字 : カラ ー コ ー ド 


処 理 


制御 情報 城 UCW 中 の 4 バイ ト か ら な る カラ ー コ ユー ド 情 報 GBCPC(8 エ ント リ か 
ら な り , 1 エン トリ 4 ビッ ト で 構成 され て いる ) を , 順次 パレ ッ ト レ ジス タ に 書 
き 込む . ライ ト パ レ ッ ト レ ジス タ (OA8H, 0AAH, 0ACH, 0AEH) に より 出力 が 行わ 
れる . 1 回 の パレ ッ ト レ ジス タ へ の 書き 込み で , 2 エン トリ 分 の カラ ー コ ー ド を 
出力 する . 
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INI 18H AH=44H N 


ボー ダー カラ ー の 設定 


人 入 カカ 


AH=44H 
DS :BX=UCW の アド レス 
UCW の GBBCC( オ フ セ ッ ト 01H, 1 バイ ト ) = セット する ボー ダー カラ ー コ ー ド 


RE 


BEE 


陳 四 因 上 引 四 是 


BBEEIU Bi FR B II ll HH 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 
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機 能 


標準 ディ スプ レイ を 使用 し て いる 場合 に は , ボー ダー カラ ー を 設定 する こと 
が で きる . これ は ボー ダー カラ ー を ボー ダー カラ ー レ ジス タ に セッ ト す る も の 
で ある . 
マー ター カラ ー(77 7 のみ ダイク の 


避 


処 理 


制御 情報 域 UCW 中 の 1 バイ ト か ら な る ボー ダー カラ ー ユ コー ド 情 報 GBBCC を AL 
に 移送 し , ライ ト ボ ー ダ ー カ ラー(G6CH) に より 出力 する . 
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INI 18H AH=45H N 


ドッ ト の 書き 込み 


入 カカ 


AH=45H 
CH= 対 象 と する 描画 画面 の 指定 
陳 四 因 目 四 是 所 


u 間 症 凍 症 回 回 回 回 


指 画 画面 オル ネー 
HI :・ FTP41 
HH :P(P5 
1 : PSUPE 
11: PPE デ PS 
(PP 所 PE 】 
指 画 画面 田 団 
日 ・ LIUERL デ iL 
1 ・ IFFER 
* 蛋 度 モ ー ド 
標準 酔 像 度 
1 : 専用 高 酵 像 度 
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07 | 06| D5 D4| 拉 画 画面 と 大 き さ | 


P1(m--1 要 】 1BRB 
PH 認 王 4R』 
PE 眉 ー-8R』 
P1FEP 


PT 記 --3E』 
P5 (EE 中 
PE(8UE--HER』 
PP5P 


P1(--3 路 
PH 認 B 眉 』 
PE 眉 ーBR』 
P1FEP dBRB 


ーー ビー 
ーー ご ご ーー ご ご デ 


ーー デー ビリー ーー 


l 
l 
1 
1 
l 
l 
1 
1 


ES= 描 画 パ ター ン バ ッ ファ の セグ メン ト ア ドレス 
DS : BX=UCW の アド レス 
UCW の コン トロ ー ル ワー ド 


GBON_PTN(1 バ イト ) : 3 画面 同 寺 書き 込み 時 の 捕 画 画面 ナン バー と 
描画 オペ レー ショ ン モ ー ド 指定 


GBDOTU(1 バ イト ) : 単 一 画面 処理 時 の 描画 オペ レー ショ ン モ ー 
ド 指定 

GBSX1 (2 バイ ト ) ・ 描画 開始 アド レス X 座 標 ( ナ オリ ジ ナ ルス ク 
リー ン 座 標 ) 

GBSY1 (2 バイ ト ) ・ 描画 開始 アド レス Y 座 標 ( オ ナリ ジ ナル スク 


リー ン 座 標 ) 

GBLNG1(2 バ イト ) : 書き 込み 長 さ (ドッ ト 数 ) 

GBWDPA(2 バ イト ) : 描画 パタ ー ン バッ ファ の 開始 アド レス (オフ 
9920 
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GBON_PTN( オ フ セ ッ ト OH) 
3 画面 同時 書き 込み の 場合 に 使用 する , 描画 ナベ レー ショ ン モ ー ド 指定 
[7 [hg ii 四国 


GBONPTNIOIOIOI919| | | | 


指 画 画面 PTP4) (ロロ iDElgar。 1 : Sat 1 
指 画 画 面 本!(P5)【( ロ iDElgar。 1 : Sat 1 
指 画 画面 PIPE】【( ロ iDElgar。 1 : Sat1 


注 : 画面 Pl,。 PE. PF8 (また | は P4。 PF5。 FE) | に 対し て 同 H 放 に こ IE 
CHDDmDe 志 11) に 描画 オペ レー ショ ーー モード 埋 指 定 す 


抽 画 パタ ーー 
人間 』 hm ht De ha Da Di De 思 思 De …… 
DNS MNOSOEN 998 
押 画 庄 時 
十 十 1 十 二 
F1 
hi (PF4) 


リロ トーPlmeF_ = 0 m In 0 nm 0 
に 間 還 1 に 間 間 間 
OUO ON 人 WU モニ 


職 還 St 
脱 
十 十 1 十 寸 


F3 
(PF 寺 : ※ 印 は 押 画 前 本 械 能 て 齋 形 タ ー ジ 慌 醒 
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GBDOTU( オ フ セ ッ ト 02H) 


単 一 画面 処理 の 場合 に 使用 する , 描画 ナベ レー ショ ン モ ー ド 指定 
hp 因 貞 四 是 思 


Il ・ Rgplacg 


ll ・ [nmp lement 
1H・ [lgar 
11 : Sgt 


a) Replace 
押 画 イ 補 ーー ンジ |H 1 11nmnn 


モ 呈 まま 置換 
描画 旗 時 nn1l 1n 1 nm 一 


b) Complement 


拉 画 前 の 状態 [111nn1n1 一 --、 


6 CiUR っ 
抽 画 リタ ーー nnllnln ロ ーー 
画 


押 画 結果 痢 時 重量 三面 重 画 | 


コー 


c) Clear 
描画 ダーン |U 110100m ロ 一 
生 ーー 本 と 寺 抽 画 前 中 枢 態 埋 
画 


[cr1 XX メ ュ の ま ま O き つく 


ji ターン 1 の と き 0 に ウリ ア 。 


田 
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d) Set 
抽 画 パタ ー ン |0 0 1 1 0 1 0.0 へ 、 太 ター ンジ が 1" の と き “1” に セッ ト 。 
すき カー ンー 直 PT 下 と 寺 抽 画 前 中 状態 電 
描画 結果 |* 1 1 1 ex 革 ー の て 【 モ 本 まま て k 寺 つ 


GBSX1,GBSY1( オ フ セ ッ ト 08H, 0AH) 
描画 開始 アド レス を オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 を 使用 し て 指定 する . 
マ の 7 の 2577 (大 大 朋 即 アバ レス / の 宅 双 (777 7 の ん 


ココ 


GBLNG1( オ フ セ ッ ト 0OCH) 
操作 する 描画 画面 の 長 さ を ドッ ト 数 で 表わす . 
NM 72/2//74 を 72777277277/ の 7 に オニ プ 所 9///4 半 //// グ ル //// 


ココ 


GBWDPA( オ フ セ ッ ト OEH) 
描画 パタ ー ン バッ プ ァ の 開始 アド レス 
M 4//// グ グレ ェ = シグ / ガ 2//// 半 //// グ の // 


ココ 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 
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機 能 


邊 定 さ れ た 描画 画面 (G-VRAMW) ヘ ドッ ト 単 位 の 書き 込み を 行う . P1, P2, P3 
(P4, P5, P6) へ の 個別 の 書き 込み , 3 画面 へ の 同時 の 書き 込み が 可能 で ある . 単 
一 指 画 画面 へ の 書き 込み で は , それ 以前 の 画面 の 状態 と , 与え た 描画 パタ ー ン 
と の 間 で オペ ベレ ーション 操作 (Replace, Comp1ement, Clear, Set) を 行い , そ 
の 結果 を 書き 込む こと が で きる . 

マブ ペレ ーション 交 欠 に よる 北 故 旋 須 の 旭 い 77 7 の 


避 


処 理 


(CH の 内 容 か ら 描 画 画面 を 決定 する . 

② 摘 画 開始 アド レス を 計算 し , 最初 の ビッ ト 端 数 を 決定 する . 

③8 画 面 同時 書き 込み と 単 一 画面 書き 込み と を 区 分 し て , 描画 パタ ー ン と 描画 
画面 と の 描画 ナベ レー ショ ン 操 作 (Replace, Complement, Clear, Set) を 行 
い , 捕 画 画面 へ の 書き 込み を 行う . 最初 に ビッ ト 端 数 を 処理 し , 次 か ら は バ 
イト ご と の 処理 , 最後 の ビッ ト 端 数 の 処理 と 進む . 3 画面 同時 書き 込み に つ 
いて は , 同一 ビッ ト , また は バイ ト の 処理 を 3 画面 に つい て 順次 アド レス を 
更新 し な が ら 3 回 ずつ の 処理 を すす め て ゆく . 

④1 ドッ ト だ け の 書き 込み 処理 は , 処理 を 高速 に 行う た め に 特別 な 処理 が 行わ 
れる . 
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INI 18H AH=46H N 


ドッ ト の 読み 出し 


入 カカ 


AH=46H 
CH= 対 象 と する 描画 画面 の 指定 
75727777 グ の ルル = コク /44/7/// 衝 /2// グ //// 


ココ 


DS :BX=UCW の アド レス 
ES= 読 み 出 し バッ ファ (1 へ 3) の セグ メン ト ア ドレ ス 
UCW の コン トロ ー ル ワー ド ( バ イト 境界 を も つ 読 み 出 し バッ ファ ) 


GBSX1 (2 バイ ト ) :・ 描画 画面 上 の 読み 出し 開始 アド レス X 座 標 
(オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 ) 
GBSY1 (2 バイ ト ) :・ 描画 画面 上 の 読み 出し 開始 アド レス Y 上 座標 


(オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 ) 
GBLNG1 (2 バイ ト ) : 読み 出す 長 さ (ドッ ト 数 ) 
GBRBUF1 (2 バイ ト )  : 読み 出し バッ ファ 1 の 開始 アド レス (オフ 


セッ ト ア ドレ ス ) 

GBRBUF2 (2 バイ ト )  : 読み 出し バッ ファ 2 の 開始 アド レス (オフ 
セッ ド ト ア ドレ ス ) 

GBRBUF3 (2 バイ ト )  : 読み 出し バッ ファ 3 の 開始 アド レス (オフ 
セッ ト ア ドレ ス ) 
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GBSX1, GBSY1( オ フ セ ッ ト 08HL, 0AH) 
描画 画面 上 の 読み 出し を 開始 する アド レス 


h1i 過 
HBSW1 se オイ エロ 5 
h1i hm 
HEST1 sy ( ュ イ オリ) 「 ドッ ト 書 寺 迄 如 則 三 疾 H」 基 照 


GBLNG1( オ フ セ ッ ト 0CH) 
描画 画面 か ら 読 み 出 す ド ッ ト 長 
[1i [im 


BLNG1 1 リリ イ ナリ 5 「 ド ッ ト 書 計 芝 刺 則 三 4 閣 H」 会 曲 


GBRBUF1, GBRBUF2, GBRBUF3 (オフ セッ ト 10HL, 12H, 14H) 
描画 画面 か ら メ モリ 上 の バッ ファ に 読み 出す バッ ファ の 先頭 アド レス 
〒 マ (の 7 / め チク 2 の 室 ア が レス /777 7 の 6 の 


ココ 


単 一 画面 読み 出し 処理 は GBR BUF1 だ け を 使用 する . 3 画面 同時 読み 出し 処理 の 
場合 は GBRBUF1 の ポイ ント 先 か ら ド ッ ト 長 まで の バッ ファ に P1 (P4) 画面 か ら 
の 読み 出 レ デー タ が , GBRBUF2 の ポイ ント 先 か ら ドッ ト 長 ま で の バッ ファ に P2 
(P5) 画面 か ら の 読み 出し レデ ー タ が , GBRBUF3 の ポイ ント 先 か ら ド ッ ト 長 まで の 
バッ ファ に P3 (P6) 画面 か ら の 読み 出 レデ ー タ が それ ぞ れ 格納 され る . 
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出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


指定 され た 捕 画 画面 (G-VRAW) か ら , 指定 し た バッ ファ に 対し ドッ ト 単 位 の 
読み 出し を 行う . P1, P2, P3 (P4, P5, P6) か ら の 個別 の 読み 出し , 3 画面 か ら の 
同時 の 読み 出し が 可能 で ある . 


処 理 


「 ド ッ ト の 書き 込み AH=45H」 と 逆 の 処理 を 行う . 

(①CH レ ジス タ よ り 措 画 画面 ナン バー を 得る . 場合 に よっ て は 3 画面 の 同時 読 
み 出 し 処理 で ある こと を 確認 する . 

② 読 み 込 み 開 始 デ ド レス を 計算 し , 最初 の 端数 ビッ ト の バッ ファ へ の 読み 出 
し を 行う . バイ ト 単 位 の 転送 を 行い , 最後 の 端数 ビッ ト の 処理 は バイ ト 境 
界 に そろ え , 端数 ビッ ト 以 外 の ビッ ト 傾 域 は 不定 と な る . 
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INI 18H AH=4 /H N 


直線 , 息 形 の 措 画 


人 入 カカ 


AH=47H 
CH= 対 象 と する 描画 画面 の 指定 
陳 暫 因 目 四 是 所 


u 還 還 時 症 回 回 加 回 


指 画 画面 オル ネー 
HI: PTUPA 
HH : P 門 UP5 
1 : PSUPE 
11: PPE デ PS 
(PP PE 】 
指 画 鞭 団 
日 ・ LIUER デ iL 
1 ・LFFER 
本 介 度 モー ド 
ロロ: 柄 準 酔 像 度 
1 : 専用 高 酵 像 度 
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DS :BX=UCW の アド レス 
UCW の コン トロ ー ル レワード 


GBON_PTN(1 バ イト ) : 3 画面 同 寺 書き 込み 時 の 捕 画 画面 ナン バー と 
描画 オペ レー ショ ン モ ー ド 指定 


GBDOTU(1 バ イト ) : 単 一 画面 処理 時 の 描画 オペ レー ショ ン モ ー 
ド 指定 

GBDSP (1 バイ ト ) : 描画 開始 方 向 

GBSX1 (2 バイ ト ) ・ 描画 開始 アド レス X 座 標 ( オ ナリ ジ ナ ルス ク 
リー ン 座 標 ) 

GBSY1 (2 バイ ト ) ・ 描画 開始 アド レス Y 座 標 ( オ ナリ ジ ナル スク 
リー ン 座 標 ) 

GBSX2 (2 バイ ト ) ・ 描 画 終了 アド レス X 座 標 ( オ ナオ リ ジ ナ ルス ク 
リー ン 座 標 ) 

GBSY2 (2 バイ ト ) ・ 描 画 終了 アド レス Y 座 標 ( オ ナリ ジ ナル スク 


リー ン 座 標 ) 
GBLPTN(2 バ イト ) : 線 種 パ ター ン 
GBDTYP バ イト ) : 描画 タク イプ 
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GBON_PTN( オ フ セ ッ ト OH) 
3 画面 同時 書き 込み の 場合 に 使用 する 描画 ナベ レー ショ ン モ ー ド の 指定 
[7 hf 還 遇 四 是 思 i 


LE SET 
押 画 画面 PiP4j 四 1 


押 画 画面 FE(F5』 四 1 
押 画 画面 PFE』 四 1 


3 画面 P1/P2 プ P3 (また は P4 ノ P5 ン ノ P6) に 対し て 同時 書き 込み を 行う 場合 (CH の 
D5D4 が 11) に 描画 オペ レー ショ ン モ ー ド は 次 の よう な 働き を する . 線 種 パ 
ター ン (16 ビ ッ ト ) は 16 ドッ ト 単 位 で 繰り 返さ れる . 

マ 2 /7 ル の 変 定 燈 と 砂 妥 着 突 77 79 み ダイ / が 


GBDOTU( オ フ セ ッ ト 02H) 
単 一 画面 書き 込み の 場合 に 使用 する 描画 ナベ レビ ーション モ ー ド の 指定 
陳 四 因 引 四 凶 思 


Il: Heplacg 
ll] ・ [nmp lement 
Hi [lrFar 
11 : Set 


( 線 年! タージ ) (描画 画面 の の 前 本 状 聴 》 一 て 描画 画面 へ の 書き 芝 み ) 


押 画 村 代 レー ショー 
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GBDSP( オ フ セ ッ ト 03H) 
描画 方 向 の 指定 (00H か ら 07H ま で の 数 値 を 指定 ) 
陳 hf 還 目 思 是 思 


19T919191」 
方 向 の 指定 CD て 7 ) 


描画 方 向 の 指定 方 法 の 「 方 向 」 に つい て は , 「 較 グラ フィ ッ ク BIOS( ノ ー マ ル 
モー ド ) 概説 」 を 参照 . 


GBSX1, GBSY1( オ フ セ ッ ト 08H, 0AH) 
描画 開始 アド レス 
マ の 577 (577 ( 誠 大 其 即 アバ レス) の テー ズ プ と 7779 の 


叶 


GBSX2, GBSY2 (オフセット 16HL, 18H) 
描画 終了 アド レス 措 画 パ ター ン 
マッ ツク が 5 少 / 砂 認 災 アア だ レス リ の テー プル ん 7 7 


員 
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GBLPTN( オ フ セ ッ ト 20H) 
線 種 パタ ー ン 
N 7//2 グ //42///4W// ル グル ク // 


GBDTYP( オ フ セ ッ ト 28H) 
描画 タイ プ 
[7 [fg 四国 


由 
画面 上 に 描く 描画 タイ ブ を 指定 する . 
6BDTP [9 19 | 0919| , , | OH 短 褒 32H で 示す 。 


器 1・ 直 紳 
1 ・ 息 形 
Im 円 胃 て 「 円 症 貞 押 画 胡 三 8H」 功 昭 ) 


出 力 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 
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機 能 


指定 され た 捕 画 画面 (G- VRAM) に 直線 (実線 , 破線 等 ) また は 邊 形 を 書き 込 
む . この コマ ンド で は , 線 種 パ マタ ー ン を 16 ビ ッ ト の パタ ー ン に よっ て 指定 し 
これ と 前 の 措 画 画面 の 状態 と の 間 で オペ ベレ ーション 操作 (Replace, 
Complement, Clear, Set) を 行い , その 結果 が 書き 込ま れる . 


描画 パタ ー ン I11 
描画 画面 本 前 中居 器 IlI1 


[nm lamght 
描画 中 結果 
員 


処 理 


この 処理 は 「 円 弧 の 描画 AH=48H」 で 読 明 する 円 また は 円 紋 を 描画 する 
ルッ ー デ ン と 便通 し て いる , 
直線 , 逢 形 , 円 , 円 弧 の 描画 に つい て GDC に 対す る コマ ンド 指示 の 概要 を 示 
9 
マ ⑦ の こ 巡 る 婦 夏 フワ ロール 7 7 タダ 


ココ 
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INI 18H 


AH=46H N 


円 弧 の 描画 


人 入 カカ 


AH=48H 


CH= 対 象 と する 描画 画面 の 指定 (「 直 線 , 邊 形 の 描画 AH=47H」 参照 


DS:BX=UCW の アド レス 


UCW の コン トロ ー ル ワー ド 


GBON_PTN(1 バ イト ) 


GBDOTU バ イト ) 


GBDSP バイト) 
GBSX1 (2 バイ ト ) 


GBSY1 (2 バイ ト ) 


GBLNG1 (2 バイ ト ) 
GBMDOT(2 バ イト ) 
GBCIR(2 バ イト ) 

GBLPTN(2 バ イト ) 
GBDTYP(1 バ イト ) 


: 3 画面 同時 書き 込み 時 の 描画 画面 ナン バー と 


描画 オペ レー ショ ン モ ー ド 指定 


・ 単 一 画面 処理 時 の 描画 ベレ ーション モー 


ド 指定 


: 描画 開始 方 向 
: 描画 開始 アド レス X 座 標 ( ナ オリジナ ルス ク 


リー ン 座 柄 ) 


: 描 画 開始 アド レス Y 座 標 ( ナ オリジナ ルス ク 


リー ン 座 柄 ) 


・ 描画 総 ド ッ ト 数 

・ マス キン グ ド ッ ト 数 

: 半径 

: 線 種 パタ ー ン 

・ 描画 タイ プ ( 円 弧 :04BH) 
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GBON_PTN(「 直 線 , 邊 形 の 描画 AH=47H」 参照) 
GBDOTU(「 直 線 , 邊 形 の 描画 AH=47H」 参照) 
GBDSP(「 直 線 , 征 形 の 描画 AH=47H」 参照 ) 


円 弧 描 画 の 場合 は ,。 1 ン 8 引 を 描画 単位 と し て いる . 描画 方 向 と は どの 領域 に 含 
まれ る 1 ン /8 弧 で ある か を 示す た め の も の で ある . 
GBDSP は 前 好 の よう な (0) て ⑦ ま で の 傾 域 を 対応 し た コー ド 0 か ら 7 で 示す . 
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GBSX1, GBSY1( オ フ セ ッ ト 08H, 0AH) 

指 画 開始 アド レス X, Y 座 標 ( ナ オリジナ ルス クリ ー ン 座標 ) 

円 紅 描 画 の 描画 アドレス は 次 の よう に 定義 する . 

指 画 方 向 「0」⑧④⑦ の 領域 に ある 中 心 PG, y), 半径 r の 円 訴 に つい て は 捕 画 
開始 アド レス を (x+r, y) と 定義 する . 

GBSX1 の 内 容 が x+r, GBSY1 の 内 容 が y と な る . 

また , 描画 方 向 D②⑥⑥ の 領域 に ある 中 心 PG, y), 半径 r の 円 弧 に つい て は 搬 
画 開始 アド レス を (x, yr) と 定義 する . 

GBSX1 の 内 容 が x, GBSY1 の 内 容 が y+r と な る . 


の 0 KN 
ツ に る > 


GBSX1, GBSY1 の 内 容 は オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 で 表わさ れ , それ ぞ れ 次 の 範 
囲 と な る . 

0 ミ (GBSX1) ミ 639 

0 ミ (GBSY1) ミ 199 (標準 解像度 ) , また は 399 (専用 高 解像度 ) 
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GBLNG1( オ フ セ ッ ト 0OCH, 描画 絵 ド ッ ト 数 ) 
GBMDOT( オ フ セ ッ ト 1AH, マス キン グ ド ッ ト 数 ) 
〒 マ 777 太め 27/ の テー プル ん 7 ん 7 7 の ル タダ 9 


ココ 


マ の 7 ん 77, め 07 の テー プル の 遂 ど (7W7 72 の 


GBCIR (半径 ) 
マ の // ル の テー プレ と ル (7 ル 7 7 の ルル タ 9 
量 


GBLPTN( 「 直 線 , 邊 形 の 描画 AH=47H」 参照 ) 
GBDTYP 措 画 タイ プ 


77 の の ど ビッ トム ア グ ア プン 077 79 の タダ 6 の 
叶 


出 力 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 
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機 能 


指定 され た 描画 画面 (G-VRAM) に 円 紋 ( 円 は ほ 8 つの 円 紋 の 集まり と し て 扱う ) 
を 書き 込む . 
書き 込み の 条件 と し て , 直線 , 邊 形 の 描画 と 同様 に 描画 オペ ベレ ーション 操作 
の 指定 , 半径 マス キン グ ド ッ ト 数 , 描画 絵 ド ッ ト 数 , 描画 開始 方 向 等 を 与え 
る 必要 が ある . 
マヤ 盛 効 を 紗 太 する 克 / こ 必要 婦 ノ パラ メー タ 77 7 の 9 の 


処 理 


[直線 , 邊 形 の 描画 AH=47H」 参照 . 


注 4 トマ 3 


Il 


GDC で は 1 回 の コマ ンド で 1/8 円 紋 し か 描画 する こと が で き な い . それ ゆ 
え , 円 弧 を 描画 する に は , 描画 開始 アド レス , 搬 画 開始 方 向 を 変更 し な が ら , 
この コマ ンド を 8 回 使用 する . 

この コマ ンド で 搬 画す る 円 紋 (また は 円 ) は 専用 高 解像度 モー ド の 疑 横 比 で 
計算 を 行う . それ ゆえ , 標準 解像度 モー ド で は 円 が 権 円 と し て 表示 され る . 正 
円 が 描け る の は 専用 高 解像度 ディ スプ レイ だ け で ある . 

円 を 描画 する た め に 描画 開始 方 向 を 指定 する に は , コマ ンド を 発行 する ご と 
に mod 8 で 5 ずつ 増分 する こと に より 可能 で ある . 


[ 例 ] 7 つ 4 つ 1 っ つ 6 一 3 っ 0 一 5- つ 2 
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INI 18H 


AH=49H N 


グラ フィ ッ ク 文 字 の 描画 


人 入 カカ 


AH=49H 


CH= 対 象 と する 描画 画面 の 指定 (「 直 線 , 邊 形 の 描画 AH=47H」 参照 


DS:BX=UCW の アド レス 


UCW の コン トロ ー ル ワー ド 


GBON_PTN(1 バ イト ) 


GBDOTU バ イト ) 


GBDSP バイト) 
GBSX1 (2 バイ ト ) 


GBSY1 (2 バイト) 
GBLNG1 (2 バイ ト ) 


GBLNG2 (2 バイト) 
GBDOTI バ イト ) 


: 3 画面 同時 書き 込み 時 の 描画 画面 ナン バー と 


描画 オペ ベレ ーション モ ー ド 指定 


・ 単 一 画面 処理 時 の 描画 ナベ レー ショ ン モ ー 


ド 指定 


: 描画 開始 方 向 
: 描画 開始 アド レス X 座 標 ( ナ オリジナ ルス ク 


リー ン 座 標 ) 


: 描 画 開始 アド レス Y 座 標 ( ナ オリジ ナル スク 


リー ン 座 標 ) 
第 拉 四 画 方 向 ド ッ ト 数 
第 2 描画 方 向 ド ッ ト 数 


放 バ ター ン 情 報 ( ド ッ ト 構 成 情報) 
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GBON_PTN( オ フ セ ッ ト 00H) 

3 画面 同時 書き 込み の 場合 に 使用 する . 

指 画 開始 アデ ドレス (CO0, r0) , 描画 方 向 ( 下 か ら 上 へ ^ へ ) の 場合 , 描画 ベレ ー 
ショ ン は 次 の よう に し て 行わ れる . 


(①r0 行 に 対し て TX1 の D0^D7 を 描画 オペ レー ショ ン と し て 繰り 返し 使用 する . 
② 次 に r1 行 に 対し て TX2 の DO0^D7 を 描画 ナベ レー ショ ン と し て 繰り 返し 使用 す 
295 
この よう に 順次 ,r1, r1+1 と 進め る . 
③r8 行 , r9 行 , … に な る と も う 一 度 TX1, TX2, … と 繰り 返し 適用 する . 


B M 
hn hi De Ha 績 hf 臣 
T 遇 
T 
T 郭 
T 紹 
1 
T8 
T 計 
BHTI 一 T 計 


基本 バダ ーー 情報 
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| TIITTITIT 
し | TITTTITTITIT 


| TIT TITTITIT 
剛 還 国 還 還 較 較 較 較 男 半 
『 

呈 庫 男 賠 聞 看 男 開 間 画 
Ll TIIIIII 


En Pl PE 由 中 抽 還 店 男 止 
抽 画 開始 アド レス 電 画 屯 KOX10F ド ッ ト 】 


マブ ペレ ンー ンション 交 疹 に よる 夏 故 半 容 の 導い 7 ル 7 7 ルズ の の 


ココ 


GBDOTU( オ フ セ ッ ト 02H) 
単 一 画面 書き 込み の 場合 に 使用 する 描画 オペ ベレ ーション モー ド の 指 呈 
(「 直 線 , 邊 形 の 描画 AH=47H」 参照 ) 


GBDSP( オ フ セ ッ ト 03H) 
描画 開始 方 向 の 指定 (「 直 線 , 征 形 の 描画 AH=47H」 参照 ) 


GBSX1, GBSY1( オ フ セ ッ ト 08H, 0AH) 
描画 開始 アド レス X 座 標 , Y 座 標 (「 直 線 。 息 形 の 描画 AH=47H」 参照 
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MNO 
第 1 描画 方 向 ド ッ ト 数 (x) 
[ hm 


て 本 ゴロ 5 


8xX8 ドッ ト の 信 域 に 対す る グラ フィ ッ ク 文 字 指 画 の 場合 は x の 値 を 0 と する . 
8X8 ドッ ト 以 外 の 領域 に グラ フィ ッ ク 文 字 を 描画 する 場合 は 横 方 向 の ドッ ト 数 
を x の 値 と する . 


GBLNG2 (オフセット 1I1EH) 
第 2 描画 方 向 ド ッ ト 数 ) 
[ 中 


バイ オロ ) 


8X8 ドッ ト の 傾 域 に 対す る グラ フィ ッ ク 文 字 描 画 の 場合 は y の 値 を 0 と する . 
8X8 ドッ ト 以 外 の 領域 に グラ フィ ッ ク 文 字 を 描画 する 場合 は 縦 方 向 の (ドッ ト 
数 -1) を y の 値 と する . 


中 - 中 - 中 - 申 - 中 中 - 遇 中 和幸 
NSK 痢 REI 


FTIR FTD UTEE だ FTIR FTE TIO 
TI 「 四 
FTIR FT U_U TEE だ I FTIR FRE TID 
ビ h 

TaO FT To FL に 上 FL THT> 
由 呈 昭 所 中 語 相 天 昭 相 『 且 朗 本 且 員 所 呈 遍 要 皿 


岳 画 開 眉 アド レス 


117 


第 4 章 グラ フィ ッ ク BI0S( ノ ー マ ル モー ド ) 


GBDO0TI( オ フ セ ッ ト 20H) 
基本 パタ ー ン 情報 
グラ フィ ッ ク 文 字 描 画 時 に 描画 領域 に 対し て 描画 ナベ レー ショ ン を 行う た め の 
ドッ ト パ タ ー ン を も つ 8 バ イト 情報 で ある . 
この 8 バイト 情報 は GDC の コマ ンド で ある TEXTW コマ ンド に よっ て , GDC 内 識 
デー タ RAM に 格納 され る . 
GBDOTI か ら GBDOTT+7 の 順番 に GDC 内 蔵 デ ー タ RAM の ア ドレ ス TX8 か ら TX 1 へ 
TEXTW コ マン ド の 8 個 の パラ メー タ に よっ て 格納 され る . 

hm h De 時 項 Hf 


H HH 1 HH HH HH 1 日 ー 誠 


EhHTT - 


EhITIT+1 っ 0 mn 1 ロロ 1 ロー: 
GEDTI+T8 王 | ロ 1 1 ロロ I 1 
GBD0T1i+8 っ 01.0.1.0.1.0.0| 
EDITI+T』 王 人 1 1 1 mn 
EDTI+5 一 | 人 1 ロ ロロ 1 nn 
GEDOTI+6 つ | 
GEDOTI+7ー っ me 


Im PE 四 引 績 軸 臣 


描画 時 に は TX1 か ら TX8 の 順に 参照 され る . 
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第 4 章 グラ フィ ッ ク BI0S (ノー マル モー ド ) 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


指定 され た 描画 画面 (G-VRAM) に グラ フィ ッ ク 文 字 を 書く . グラ フィ ッ ク 文 
字 の 指 画 は , 与え られ た 基本 パタ ー ン 情報 (8 X8 ドッ ト ま た は 8※X8 ドッ ト よ り 
小さ いも の ) に よっ て , 与え られ た 領域 に 描画 ナベ レー ショ ン を 行い な が と 書 
き 込 み を 行う . 描画 すべ き 領域 が 基本 ノ パ ターン 情報 より も 大 きい 場合 , 基本 パ 
ター ン 情 報 に より , 繰り 返し すべ て の 描画 すべ き 領 域 に 対し て 操作 が 行わ し 
る . この コマ ンド は 8 X8 ドッ ト よ り 大 き な 領 域 を 同一 の 8 X8 ドッ ト の パ 
ター ン で 浴 り つぶ す 場 合 な ど に 有効 で ある . 

マ 砂 認 症 茹 全 考 作 ノ パターン 克 の 砂 故 疑 (/ ル 7 7 の ルズ の の 


ココ 


72727 ク た 学 ミ 称 . ツ タス ア 2 ググ メグ 77 と と 7//4 半 //// グ 4/// 


処 理 


GDC に 対す る コマ ンド 指示 は 次 の 通り . 


(TEXTW コ マン ド に よっ て 基本 パタ ー ン 情報 を GDC に 送付 する . 
②WRITE コ マン ド に よっ て 描画 オペ ベレ ーション モー ド を 設定 する . 
③CSRW コ マン ド に よっ て 捕 画 領域 を 設定 する . 

(④WVECTW コ マン ド に よっ て 搬 画 方 向 , 描画 種類 を 設定 する . 
⑤TEXTE コ マン ド に よっ て グラ フィ ッ ク 文 字 描 画 の 実行 を 開始 する . 
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INI 18H 


AH=4AH 


描画 モー ド の 設定 


人 入 カカ 


AH=4AH 


CH= 描 画 タ イミ ング モー ド の 設定 


06H: フ ラッ シュ 画 


16H: フラ ッシュ レス 措 画 


陳 四 因 上 四 止 凶 


191919| 19IIIIT9 
描画 タイ ミン ダ モ ー ド 


ロ : コラ ッシュ 押 画 
1 ・ コ ラッ シャ ュ レス 抽 男 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 
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台 ヒ 
BE 


描画 画面 に 対す る GDC か ら の 書き 込み (描画 ) タイ ミン グ に は 2 つの タイ ミン 


グ が ある . 


・CRT デ ィ ス プレ イ へ の 表示 期間 と VRAM メモ リリ フレ ッシュ 期間 を 除い た 期 

間 を 書き 込み タイ ミン グ と する . …… フラ ッシュ レス 描画 

・CRT デ ィ ス プレ イ へ の 表示 期間 で も VRAM へ の 書き 込み を 可能 に する . この 

た め に CRT デ ィ ス プレ イ 画 面 上 に フラ ッシュ が 発生 する が , フラ ッシュ レ 
ス 描 画 に 較べ て 書き 込み 時 間 は 約 5 倍速 め る こと が で きる . …… の 人 アス 

シュ 描画 (高速 書き 込み モー ド ) 


この コマ ンド は フラ ッシュ レス 措 画 , また は フラ ッシュ 捕 画 の いずれ か を 選 


択 す る た め の も の で ある . 
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4.3 サン プル プロ グラ ム 


田 環境 の 設定 


/ 4 ぐ ・ 人 6g702777 た 6 と 65/ 巡 を 閉 室 
7/// ダ パル 6 
//// ダ の ルレ 6 
M/ SS 4 
//4 4 ル / ア 574 2 の 7/WW 
7//// 人 の 2 アル 6 
ら // 
/7/ ダ クツ 作 /22 の ば 必 / き / リ /| 
ルル (= ゲ /S と / 7 た 74 4 


@ ス タッ クエ リア 
メメ S/4/7 4/ た 4 xx 


//o/4 7 の 圧 2 の 2 
// ア 574 / の //W/ 7 / 


メ ※ え 4// 5/747/ 74 ※※x 

克 / 47 2 の 7 572/ の /s//2 の ルフ マン ム 人 の 閉 訂 

/ ル / /@7 

//// 

//// 

克 ルル 47 多 /7 5e7 の /s//2 有 7/e2 フ マン た の 克 か 
九 / の 7 

/ ル / 7 の 

//// 
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第 4 章 グラ フィ ッ ク BI0S( ノ ー マ ル モー ド ) 
田 直 線 と 息 形 の 措 画 


メ ※% 4// 如 // た /// / 芝 夏 の 74 ル の 7 た 
克 ル / // が た 7 7 474 コン ズ タ ン た エ テグ アデ 
/ ん 4 8/ 7 /? の 7 /7 ル  / デー タ エ / ア に 北 須 
克 / 錠 27 
/ 夏 / /M 人 6 
克 / の ゆめ の 7 , 六 迷 
婦 / 47 7 
//// 計 ん // 
婦 / / ア が // ル の 7 が 
M/ // が の 7// の の 77 7/ 人 大 
克 / の め ゆ の 7 : 大 訓 


/M/ 47 7 が 
/ ル / 7 の 7 
デー タ エ リ ア 
メメ // /4/4 ** 
/ ア 47] 
/ ア 7 ア // ル // の 
// が の (と // の 
/ ア の の の // // の 
// の 5/ // の 
// 77 の CC // の 220 の 
// 577 // の 
// 577 // の 
// の 7 7/ // の 
2 拓 の 7////| // の 
// 6777 が / た // の 2 の 
// 7 ツク // の 
// 5 // の 
/ ア 6 の の / // の 
/ ア / 77// ア // の 
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// 7 ルツ // の 
// 7// ル // の 
の 7 ( び /SZ7 め ツ 
// (7 の の // / り の の 


の 
// の の // ア / ぢ の 
/ ア / 7 人 が た / ぢ の 
// (7 の 7 が ぐ // の りり の の り の の の の 9 の 20 の 
/ ア / 7 の / / // の り の りり の の の 2 の 0 の 

メ ※※ プ / の 7 // た /// / 芝 夏 の 74 ル の / た *※※ 
// / の 7 // ル 7 が の 7 が 


// /97 の と / ぢ の 

2 の 7//7//7//// / ぢ の の 7 が 

/ ア /9776/ / ぢ の 

/ ア /97 の と // の り の の の 0 の 


// /97677 /7 7 の 

// /27577 // 7 の 

2 の 7 の 474///7/ // の 

2 者 47 の 7/// グ | // の 

// / の の 77 が / が // の の 0 の 

/ ア / の 275 ルク // 29 

/ ア / の 5/ グ /// 計 ソル 

/ ア / の 4 の の 7 // の 

// /97C/ ア // の 

/ ア / /5 の が ルル グ // の 

// /? の 7 // ル // ザ //7 
の 7 ( び /SZ7 ツン 

// /?7 の の // 7 ダ 

/ ア / の の / 7 の / の 9 の 7 が 

/// の 06 た 。 7 が の 
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第 4 章 グラ フィ ッ ク BI0S( ノ ー マ ル モー ド ) 
画 円 の 措 画 


※※ と 4// / 如 // た 47/ *xx 
九 上 // SE7 7/Z ア 太 4 フ コン スタ ント た テ ソン 


/ ん 4 8/ 7 の /7W /7 ル 。 / データ エ ノア に 北 交 
九 / 比 2/ 

/ 夏 / /M 上 6Z 
克 の 7 の の 7 
妨 / 47 297 記入 方 ルー プ 
//// 計 ん // rC4// 女 // た 4 
//// 衝 // 導 ハン 222 記 故 / 錠 み / ワ ー/ 
克 / の 7 の の 7 
克 / 47 27 
// 7@7 rC4// 女 // た 4 
//7// 衝 // 導 7 バン 衝角 272 ん < アッ 7/c/ ん 7/ 


女 / // 7 が 677 2 の 
婦 / // 7 が 7577, 729 


克 / の 7 の の 7 

克 / 47 297 

// 7@7 rC4// 女 // た 4 
//// 和 2 導 2 ルル ん 攻 / 衣 暑 2 の /277/2/ ッ ア Z7/:/ ム m/ 
克 / の 7 の の 7 

克 / 47 267 

/ ル / 7@ の 7 rC4// 女 // た 4 
/// 作 / 導 2 バン 0 じ 人 半 /272722/2 グ 27/2 ん 5 


婦 / // 7577, 2 の 9 
婦 / // が 7977, グ ク 


九 / の 7 の の 7 

女 // 47 2%7 

// 7@7 rC4// 女 // た 4 
の の ーー 2 故 示 方 カー の 
九 / の 7 の の 


/ 47 67 
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// 7@7 


婦 / / ア が の 5/ ら 
婦 / // 7 が 577, 2 の 
女 / // 7577, 2 の 7 


克 の 7 の の 7 
克 / 47 297 
/ ル / 7@ の 7 


妙 / / ア が 6/ ク グ 


克 の 7 の の 7 
/ 47 67 
// 7%7 


第 4 章 グラ フィ ッ ク BI0S (ノー マル モー ド ) 


と 47/ 婦 // た 4 
ーー 胡 維 み ゆー 


と 47/ 女 // た 4 
ーー 多め ー ク 


rC4// 女 // た 4 


デー タ エ リ ア は 「 信 直線 と 知 形 の 描画 」 参照 


コン スタ ント エリ ア 
※※ プ / の 7 如 // た 47/ *xx 


// / グ 7 // ル 
/ ア / グ 7 の (と 
/ ア / グ 4 の の // 
// / グ 7 の 5/ 
/ ア / グ 7 の と 
// / グ 7677 
// / グ 7677 
// / グ 7 ん 77 
/ ア / グ 0 
// / グ 47 が / た 
/ ア / グ 75 ル パグ 
/ ア / グ 75/ グ 
727/7/7/7/4 
/ ア / グ 7C/ ア 
/ ア / グ 2 ルル グ 
// / グ の 7 // ル 


/ ぢ 
// 
/ ぢ 


// 


の 7777 


の 7 ( び /SZ7 め 


/ ア / グ 7 の の / / 


7/4 


グ 
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// / グ 7 の / / ゲ / ぢ の の 7 が 
// /22 人 6 と 7 が の 
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田 グ ラフ ィ ッ ク 文 字 の 描画 


メメ ※% 4// 7// た (が 47// の 4 の 7 た 7 *% 
克 ル / // が / た 2 た 7 / ア 2474 コン スズ タン た エグ アデ 
/ ん 4 8/ 7 の /9% の 7 /7 ル  / データ エグ / ア に 北 交 


///// タ ニク 人 レプ 
/ 夏 / /M 上 6Z 


克 の 7 の の 7 
克 / 47 2 の 7 


// 7%7 


:C4// 女 // た の 477C の 4 の 7 た 7 


デー タ エ リ ア は 「 信 直線 と 知 形 の 描画 」 参照 


コン スタ ント エリ ア 
メ ※※% 2 / の 7 女 // た 74 が // 47 た 7 xx 


// /27 の 7 // ル 
/ ア /27 が (と 
/ ア /2 の 7 の の // 
/ ア /2776/ 
/ ア /27 の と 
// /27577 
// /27677 
// /2 の 7 77 
/ ア /2%M グ 
// / の の 747 が / が 
/ ア /275 ル パグ 
/ ア /275/ グ 
/ ア /2674 の の 7 
// /27C/ ア 
// /2 の 7 ルツ 
// /2 の 7// ル 


/ ぢ 


// 


2/4 


の 77 (の /%Z7 め 


// /27 の の / / 
/ ア /2 の / 


/ 
/ ぢ 


の 7777 の 7777 の 7777 の 7777 
/ 
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///272006 た 。 7 の の 
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第 4 章 グラ フィ ッ ク BI0S (ノー マル モー ド ) 


田 ド ッ ト の 読み 出し 書き 込み 


刀 / // 2 の 
た. 
克 ル / // が た 7 / ア 2474 コン スズ タン た テグ アデ 
/4 5/ / ア / の / データ エグ ア に 切 送 
九 / 錠 77 
/ 夏 / /M 上 6Z と 
始 / ルル 7 yo と / 7/ の 7 
が / 
克 / 47 297 
ん / 7 27 の 盛 局 大 鞍 之 
// 7%7 rC4// 磁 4/ / の / ⑦ 4/// 


o の // の 7577 2 ゲー クタ 
//4 4 / ア 砂 7 
九 / // が 4 4 パ 


妙 / 47 7 

太 ル 履 の 7 の //e 万 導入 み 

/ ル / 7 の と 4// 女 // だ 2/ /4 條 ん 

/ // / め 連 2 

九 / が 7 の ⑰ 776 の / 盛 寺 入 輝 

/ ル / 7 の と 4// 厩 // だ の / /4 條 グ 

4/ // / 巡 妨 力 

太 ル 27 リー の /667 盛 導 届 み 

/ ル / 7 の と 4// 厩 // だ の / /4 條 め の 

/ // 47577 2 5 の =577 ァ 7 の 

の / ル Y / 

の // 

克 / / ア 娘 // ル 7 / 誠 人 7 が 7 の / / ア 胎 
/ / ア 7 の 5/Z 67 /7 の 7/ / ア の 意 で 寿 人 か 


婦 / // (7 が 577 629 , 必 次 747 
婦 / // 577, 7 の の 

九 / // 7477, 2 の 

///// 衝 2 拓 74/// グ 年 ノ 
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婦 / // が の の 7/, ゲ /// が 
克 / / ア の の 777 グ ゲル /7 ガ 
婦 / // が の の 7/ ァ テク が /// ガ 
婦 / // が の 7/ ヵ 2 が /// ガ 
九 / 7 2 の 7 
克 / 47 の 7 
/ ル / 7@ の 7 
:C47/ 婦 // た 7477/C の 74467 た 7 

So の /// 
〆 / だ た / 7 チア 
の 777 ゲ ア 

// 必 /2Z9. の 
//// 


第 4 章 グラ フィ ッ ク BI0S (ノー マル モー ド ) 


デー タ エ リ ア は 「 夫 直線 と 息 形 の 描画 」 参照 


@RDOT プ WDOT 用 バッ ファ エリ ア 
/ め の / 4 7// た の / が が が // パ 


/ ア / 砂 侯 / 
/ ア / が が ゲ ク 
/ ア / が が マ 


74 の 6@ の 
74 6@ の 
74 の 6@ の 


コン スタ ント エリ ア 
*%X の / の 7 4 の 7 の 7 4 め 克 / 夏 7 *xx 


7 / の 


/ ぢ 


り の の の の 


げ / バ た / / ア / 砂 / 
げ / バ た / / ア / 砂 / 
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// ゲ /S た / // / 砂 ゲ ク 
// が /% た / // / め が マッ 
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一 VRAM の ダイ レク ト ア クセ ス 方 法 


CPU の VRAM へ の 直接 アク セス に よる 描画 は , GDC が 描画 処理 を 行っ て いな いと き 
に 行わ な けれ ば な ら な い . 以降 に VRAM を 直接 アク セス する 方 法 を 示す . 


@GDC の ステ ー タ ス フ ラ グ 

GDC に は , 次 に 示す 8 種類 の ステ ー タ ス フ ラ グ が 用 意 さ れ て いる . ユー ザー は 
テー タス フラ グ の 状態 を 判断 し て , VRAM アク セス を 行う . 

VRAM へ の アク セス (Read プ Write) の 主体 と し て , CPU と GDC の 2 つが 存在 する た 
め , これ ら の アク セス が 競合 する と 期待 し た 描画 結果 と な ら な い . この た め , CPU 
側 か ら , VRAM アク セス を 行う 場合 は , GDC の ステ ー タ ス を 読み 出し て , GDC が 捕 画 
中 で な い ( か つつ 直後 に 描画 を 開始 する お それ が な い ) こと を 確認 し て か ら 行 う 必 要 が 
ある . 

の / ス テー タ ズ (ん の - の の の 
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@GDC ス テー タス の 読み 出し 
GDC ス テー タス は , IN 命令 で 読み 出す . な お , シス テム ボート 番 号 は 0AOH を 使用 
する . 


@GDC ス テー タス の 判断 方 法 
GDC ス テー タス の 遷移 を 次 に 示す . 


IN 病 革 に より Gi 
ペ エ テー ポス 赤 読 む 


間 HDPhraw ing 貞 ) 
同期 待 つ 


IN 語 革 に より Gi 
メ エ テー ポス 赤 読 む 


中 交 世 豆 


@GDC タ イミ ング チャ ー ト 


の の ステー タ ズ の タタ ミング チャー ム た 
] 
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人 実行 例 
/ ※※※ の . /7/5/ た 7 654 **x 
//67 た ? 
/ ※※※ の . / の 7 / を 4 / め / 5/4/ の 0 *Xx 6 の 7 の (マテ デ テー タス が Y 
の /////77/4 用 時 //g/ 三 9//744/ 
/ ※%% / 4 の の / 5747 の 6 xx ァ み ダ 定 
/ ル 4/ (と 7 に なる 
/ た 5/ 4/ 0 の 27 マル ループ 
/ ※※※ 7 // 5/47 の 6 /? た // た た の 7 2 xx 
/ 区 // ル ルル // 層 の た / ア 区 区 区 
/ (277 了 
/ メ ※※ の . 54 4 人 た // ア // 22 巡 27 *xx の の チク 6//oc ん 〆/ 
娘 / の め 2 災 27/ の た 好 /77/77// さ どる 
タメ ※※ の . / 研 / 4/ チ / ル ZZ /27 4 條 / *xx , / 逐 の 忌 /) プ ワ 
ル 222//, 7 ァ グ ラム を 疹 邦 
4 芝 グ / ツ 婦 / た る に こ / ル アク を 
九 / 2 婦 の 7/ 必 / 克 スズ 圧 の 婦 友 を 交 か 
いら そ 7 が ラッ / 
/ ※※※ の . / の 7 4 / め / 5/4/ の 0 *Xx 6 の 7 の (ステー タス が Y 
の 2//////〆// 月 明寺 /2745/// リ //////』/ 
/ ※※※ / . /4/ (の / 5/74//6 ※%※ の 
/ ル 4/ 7 時 725/// リ //////7Aml 
/ た 5/ 4/ 97 , 女 る 次 で ルー プ 
/ ※※※ 7 / た 5/47 の 6 /? 人 の 7 7 人 47" 2 *ww デリ 
/ 区 区 // が ルル ルル // た / ア レン ン 
の / / め め の /2 の 
の 2/////7/ ん // 月 
/ ※※※ の . / の の Z 77 た 尽 4 他 女 /7/ 人 7 7 ルーツ *※x 
刀 / // 7 巡 7/ ル / 7 坊 が アク を ズ を 


婦 / 47 97 の 7 な ケ フ 
娘 / の 62/ ル イ /, 47 
//?/ 6》 の 67/ の 人 7, の / プ 女 // た 
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デー ト D ニー デデデ 


グラ フィ ッ ク BIOS 
(ハイ レゾ モー ド ) 


5.1 グラ フィ ッ ク BIOS 
(ハイ レゾ モー ド ) 概説 
ハイ レゾ モー ド の グラ フィ ッ ク BIOS は , ノー マル モー ド の グラ フィ ッ ク BI0S 


(「 第 4 章 グラ フィ ッ ク BIOS( ノ ー マ ル モー ド ) 」 参 照 ) 、 グラ フ L10 (「 第 6 章 グ 
ラフ L10」 参 照 ) に 相当 する 機能 を も っ て いる . 


画 グ ラフ ィ ッ ク BIOS( ハ イレ ゾ モ ー ド ) 機 能 一 覧 


マク ラフ ァ ッ ク // の (ウブ レン ぞ テーパ 鞭 懇 一 監 (7W7 7 


ノー マル モー ド の グラ フィ ッ ク B10S, グラ フ LT0 と は 機能 の 呼び 出し 方 法 。 お よ 
O び G-VRAM の 違い に より パラ メー タ の 内 容 が 変更 され て いる . お も な 機能 を 次 に 玉 
す 
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人 図形 描画 機能 
直線 。 四辺 形 。 椿 円 , 領域 の 塗り つぶ し 等 の 基本 的 な 図形 の 描画 を 統一 的 な 論理 
座標 系 を イン ター フェ イス と し て 実現 する . 


@ 表 示 制 御 機能 
カラ ー ン 白黒 の 表示 モー ド に し た が い , 512KB VRAM 上 の どの 領域 を 表示 する か 
を 制御 する . また , 表示 カラ ー, 画面 合成 等 の 制御 を 行う . 


人 @ 措 画 領域 制御 機能 
画面 モー ド に し た が っ て , 表示 制御 と は 独立 に , 図形 等 を 描画 する 信 域 の 制御 を 
MM 


NN 


田 コ ユー ザー イン ター フェ イス 


グラ フィ ッ ク BI0S で は , G-VRAM 等 の グラ フィ ッ ク 用 ハー ドウ ェ ア を 論理 的 な 形 
で ユー ザー に 提供 する . 


@ 画 面 モ ー ド 
画面 モー ド  : カラ ー, 白黒 
分 解 能 ・ 1120 X936 ドッ ト ( た だ し , ディ スプ レイ に 表示 で きる の は 
1120 X750 ドット) 
アク ティ ブ 画 面 
02 で 
512K バ イト すべ て 使用 …………… 1 ペー ジ ( ペ ー ジ 0) 
自 黒 浴 ド 
512K バ イト を 4 分 割 し て 使用 …… 4 ペー ページ 0 で) 
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@ デ ィ ス プレ イ 画 面 
7 で 
0 ……… 表示 RM 
] ………・ 表示 する 
白黒 モ ー ド 
0 ……… 表示 し な い 8 ……… ン ペ ペー ツジ 3 を 表示 
1 …… ペー ジ 0 を 表示 Ma ペー ジ 0 と ペー ジ 3 の 合成 表示 
2 ペー ジ 1 を 表示 0 2 ペー ジ 1 と ペー ジ 3 の 合成 表示 
3 …… ペー ジ 0 と ペー ジ 1 の 合成 表示 11 …… ペー ジ 60, 1, 3 の 合成 表示 
人 on ペー ジ 2 を 表示 24906 ペー ジ 2 と ペー ジ 3 の 合成 表示 
5 …… の 0ー ジ ンク の 合成 表示 19. て の ペー ジ 60, 2, 3 の 合成 表示 
6 ……… ペー ジ 1 と ペー ジ 2 の 合成 表示 14 …… ペー ジ 1, 2, 3 の 合成 表示 
9008 ペー ジ 0, 1, 2 の 合成 表示 2 地 ペー ジ 60, 1, 2, 3 の 合成 表示 
人 @ 論 理 座標 系 


最 | バ ー387B8) 


最 |ー387B8 % 最 誠 (32i 


0 T111.835) 


『 
最大 (32767 
指定 座標 値 は 。-32768^32767 の 稚 囲 


た だ し , 実際 に 描画 が 行わ れる 表示 可能 な 大 き さ は アク ティ ブ 画 面 内 の 貨 域 の 
み . 


138 


第 5 章 グラ フィ ッ ク BI0S( ハ イレ ゾ モ ー ド ) 


@ カ ラー 指定 
カラ ー モ ー ド 時 
図形 描画 時 の カラ ー 指 定 は パレ ッ ト 番 号 に より 行う . 
対応 
ー 
白黒 モー ド 時 
パレ ッ ト 番 号 0 …………・ 黒 パ レッ トレ ジス タ で 指定 され る 表示 色 


バ パレット 番号 0 以外 …… 白 パ レッ トレ ジス タ で 指定 され る 表示 色 


@ 作 業 域 
相対 デ ド レス 
DS 一 
ラコ ィ ッ ク BIOS ラコ BIHS 利 用 中 は 常に 1 球 証 
IEW (25BB) する 届 要 志 古人 f 華 宮 域 


バー タロ スト ユー ザー 直上 西 呈 ラ マー 宇 丁 
"1?8B) 彰 受 二 六 し に 使用 され 洛 必 業 域 


ラコ フィ ッ ク BIOS ダラ コ BIHS 宮 機 能 呼 Cy 出し 時 
ー ジ K518B) に 便 用 され る ff 華 若 


本 用 スタッ ピク の きき さ ニー ダラ コ BIOS 部 で キオ イト て 十 串 』 


注意 : ・ グ ラフ ィ ッ ク BI0S は , G-VRAM, GDC を 一 括 し て 制御 し て いる た め , 少 
フィ ッ ク B10S 使 用 時 に ユー ザー が 直接 で G-VRAM, GDC を アク セス する 場合 
は , グラ フィ ッ ク BIO0S の 制御 と 矛盾 を 生じ な いよ う 細 心 の 注意 が 必要 で あ 
6 
・ 一 般 に グラ フィ ッ ク BI0S 使 用 時 は , ユー ザー は グラ フィ ッ ク B10S を 通 し て 
の み G-VRAM, GDC に アク セス する 方 が よい . 
・ ユ ー ザ ー が 上 直 援 G-VRAM, GDC ヘ へ アク セス する 場合 に は , グラ フィ ッ ク BI0S の 
管理 情報 と 矛盾 し な いよ うに 注意 する だ け で な く , ハー ド 上 の 制約 事項 も 
十分 に 熟知 し て いる 必要 が ある . 
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画 使 用 方 法 


グラ フィ ッ ク BIOS の 機能 を 利用 する に あたっ て の 使用 方 法 お よび 制約 事項 等 を 次 
に 述べ る . 


信 初 期 設 定 

グラ フィ ッ ク B10S 使 用 に あたっ て は , 各種 リソー ス の 初期 設定 が 必要 で あり , 
ユー ザー は 必ず 「 グ ラフ ィ ッ ク BTIOS の 初期 化 AH=00H」 を コー ル し な けれ ば な ら 
な い . この と き , DS に は 前 項 で 述べ た 作業 域 を 下す アド レス を 設定 する こと に よっ 
て , その 作業 域 に 各 変 数 が 割り 当て られ 初期 化 さ れる . 

また , SS, SP に は スタ ッ ク ア ドレ ス を 設定 し て お か な けれ ば な ら な い . 

以降 , グラ フィ ッ ク BI0S の 各 ル ー チ ン を コー ル す る 際 に は , DS は 「 グ ラ 
フィ ッ ク BI10S の 初期 化 」 で 指定 し た 値 と 同一 で な けれ ば な ら な い . 


@ 呼 び 出し 方 法 
グラ フィ ッ ク BI0S 各 ノー チン を 呼び 出す と き に は , 次 の よう に 行う こと . 


①DS に 「 グ ラフ ィ ッ ク BIOS の 初期 化 」 時 に 指定 し た DS と 同じ 値 を 設定 する . 

② 必 要 な ら ば パラ メー タリ スト を 作成 する . また , 必要 な ら ば 各 レジ スタ に パラ 
メー タ を 設定 する . 

③ グ ラフ ィ ッ ク BIOS で 使用 可能 な スタ ッ ク ア ドレ ス を SS, SP に 設定 する . 

④ 壮 応 す る ルー チン の 機能 番号 を AH に 格納 し て , INT 1DH を 実行 する . 
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:・ グ ラフ ィ ッ ク BIOS 処 理 中 は , 外部 割り 込み 可 と な っ て いる . 
・BI0S ル ー チ ン は , 必ず シリ アル に 呼び 出さ な けれ ば な ら な い . 
・ 指 定 値 以外 の 値 を パラ メー タ と し て 指定 し た 場合 , 結果 は 保証 され な い . 
・ グ ラフ ィ ッ ク BIOS で は , 比較 的 時 間 が か か る 描画 処理 を 行っ て いる と き 


(GCIRCLE, GPAINT 1,GPAINT 2 な ど ) , 描画 処理 の 中 断 を 可能 と する た め 
に , 一 定 処理 ご と に GTINIT で 渡さ れ た アド レス へ Far Cal1 を 行っ て い 
と 

この た め , ユー ザー は , この アド レス に 何ら か の 対応 する ルー チン (Far 
RET の み の ル レル ー チ ン で も よい ) の アド レス を 設定 し て お か な けれ ば な ら な 
MO の と き 。 その アデ ドレ スベ (6 赴 の 0 の 0 ルー チン は 次 の イン クー ジイ 
ス を 守ら な く て は な ら な い . 


a) セグ メン トレ ジス タ も 含め て 全 レ ジス タ を 保証 し な く て は な ら な い . 

b) この ルー チン か ら 再 び グ ラ フィ ッ ク B10S ル ルー チン を 呼び 出し て は な ら 
/VS 

c) グラ フィ ッ ク BI0S ル ー チ ン 使 用 の 作業 域 を こわ し て は な ら な い . 

d グラ フィ ッ ク B10S 管 理 リ ソー ス (G-VRAM, GDC 等 ) の 状態 を 変更 し て は 
な ら な い . 


た だ し , グラ フィ ッ ク BI0S の 処理 続行 が 不要 な 場合 に は , グラ フィ ッ ク 
BIOS ル ー チ ン に 制御 を 戻す 必要 は な い . 


・ リ ター ン 時 の パラ メー タリ スト の 内 容 は 保証 され る . 
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5.2 グラ フィ ッ ク BIO0S 
(ハイ レゾ モー ド ) コマ ンド 


INT 1DH AH=00H H 


グラ フィ ッ ク BI0S の 初期 化 [GINIT] 


人 入 カカ 


AH=00H 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 
グラ フィ ッ ク BIOS が 使用 する ワー クエ リア 380H バ イト は ユー ザー が 確保 す 
の 
DS:100HDS :101H= 中 断 処 理 ル レー チン オフ セッ ト ア ドレ ス 
DS:102H-DS:103H= 中 断 処 理 ル ケー チン セグ メン ト ア ドレ ス 
SS:SP= ユ ー ザ ー が 確保 する グラ フィ ッ ク BI0S ス タッ クエ リア の アド レス 
グラ フィ ッ ク BIOS ス タッ クエ リア 約 64 バ イト は ユー ザー が 確保 する . 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 
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第 5 章 グラ フィ ッ ク BI0S( ハ イレ ゾ モ ー ド ) 


グラ フィ ッ ク BIO0S の 初期 化 を 行う . 
グラ フィ ッ ク BI0S を 使用 する 場合 に は , 必ず 最初 に この コマ ンド を 実行 す 
る 必要 が ある . この コマ ンド を 実行 する こと に よっ て , 以下 の よう に な る . 


・ 画 面 モ ー ド は カラ ー グ ラフ ィ ッ クモ ー ド . 
・ ア クティ ブ 画 面 (描画 対象 と な る 領域 ) は ペー ジ 0. 
・ デ ィ ス プレ イ 画 面 (表示 モー ド に し た が っ て 表示 され る 領域 ) は ペー ジ 1. 
・ パ レッ ト 番 号 は 次 表 の 通り . 
ヤマ デフ チル た の パレ ルッ トム 一 覧 77 7 の 


アク ティ ブ ペ ー ジ 内 描 


注 意 


画 領域 は アク ティ ブ ベ ページ 全体 に 初期 設定 され る . 


・ 搬 画 領域 の 初期 値 は (0, 0) て (1119, 935) と な る . 
・ 表 示 傾 域 の 表示 開始 Y 座 標 は 0 と な る . 
NIIISZO ei グラ フィ ッ ク を 描画 し て も 表示 され 


な い . 表示 させ る た め に |! 
また は 01H に 変更 する か , 
必要 が ある . 


よ , 「 モ ー ド 設定 AH=0 1H」 で 画面 スイ ッ チ を 00H 
「 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 表示 開始 AH=11H」 を 呼ぶ 
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INI 1DH 


AH=01H 


モー ド 設 定 [GSCREEN] 


人 入 カカ 


AH=01H 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


2 バク パー グリ 人.N 
DS+10H + 11H + 102H + 103H 


画面 モー ド 
画面 モー ド は 次 の 2 種類 が ある . 
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画面 スイ ッ チ 
マ 太 スマ プッチ の ソノ パラメータ 77 7 の ん の 7 


アデ アクティブ 画面 
マ アク テ ァ ン フ 大 万 の バ パラメータ 77 7 ん の 7 


ディ スプ レイ 画面 
〒 マ ディ スズ プレ ンプ 大 万 の バ パラメータ /77 7 の 7 の 
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出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


画面 モー ド , 画面 スイ ッ チ , アク ティ ブフ ブ 画面 ., ディス プレ イ 画 面 を 設定 す 
8 

本 コマ ンド に よっ て , 捕 画 領域 は アク ティ ブ 画 面 全体 と な り , 表示 領域 の 表 
示 開 始 Y 座 標 は 初期 化 さ れる . 

モー ド が 変更 され た と き の パ レッ ト レジ スタ は , 前 の モー ド で の 値 が 使用 さ 
れる . 


注 意 


画面 モー ド , アク ティ ブ 画 面 . ディ スプ レイ 画面 の 組合 せ が 不 適当 な 場合 
(ば: 処理 を 行わ すず す デ エラー リク ー ン する 、 
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INI 1DH 


AH=02H H 


指 画 領域 の 指定 [GVIEW] 


入 カカ 


AH=02H 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


マハ バラ アメ デー グリ スズ ス ド 
マ 券 妥 訓 唐 基 定 の パラ メー タテ ー ズ ジレ と (77 7 の 2 の 


弄 


出 カカ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 
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機 能 


アク ティ ブ 画 面 内 の 描画 領域 (ビュ ー ボ ポー ト ) を 指定 する . また ビュー ボー 
ト 内 の 塗り つぶ し , 外 梓 の 描画 を 行う . 

この コマ ンド の 実行 に よっ て , アク ティ ブ 画 面 へ の 図形 描画 は , ビュ ー ボ ー 
ト 内 に の みみ 反映 さ れる よう に な る . 


中間 旧 


1 


(RY 


1468 


第 5 章 グラ フィ ッ ク BI0S( ハ イレ ゾ モ ー ド ) 


INT 1DH AH=03H H 
オア クラ ウン ドカ ラー 

バッ ク ク グラ ウン ドカ ラー の 指定 [GCOLOR 1」 
入力 

AH=03H 


DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


ヤク バシ ンズ メー グル グズ ト 
DS+100H + 11H 


定 す る 色 電 上 じ ッ ト 番 号 で で 与え 放 
EE 生じ ッ ト 番 号 
FFH : 写 ま で 本 色 赤 引 寺 維 京 


出 力 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 
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機 能 


ZN の 2 クラ ツウ ンド の ンー。 ア ポア クラ レン ドル ラー を 放 必 する, 

バッ ク グ ラウ ンド カラ ー と は , グラ フィ ッ ク 画 面 の 地 の パ レッ ト 番 号 の こと 
で , この 命令 実行 後 「 描 画 領域 の クリ ア AH=05H」 に よっ て 画面 を クリ ア す 
る と , この 色 に よっ て 画面 が 塗り 変え られ る . また , 以後 「 ド ッ ト の 書き 込み 
AH=06H」 を 色 指 定 な し で 実行 する と , この 色 が 採用 され る . 

フォ アグ ラウ ンド カラ ー と は , 図形 描画 に お いて パレ ッ ト 番 号 省 略 時 に 使用 
され る パレ ッ ト 番 号 の こと で ある . 
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INI 1DH AH=04H H 


パレ ッ ト 番 号 と 表示 色 の 対応 [GCOLOR 2] 


人 入 カカ 


AH=04H 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


マハ バク ワン メー グリ スズ ド 
ヤマ バ パレット ム 項 定 の パパ ラメ ー タ テー ジレ (77 7 の ん の 2 の 


弄 


出 カカ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


パレ ッ ト 番 号 と 表示 色 コ ー ド を 対応 させ , パレ ッ ト 番 号 で 表わす 色 を 定義 す 
る 6 
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INI 1DH 


AH=05H 


指 画 領域 の クリ ア [GCLS」 


人 入 カカ 


AH=05H 


DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 


AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


アク ティ ブ 画 面 内 の 描画 領域 を 。 バック グ ラウ ンド カラ ー の パレ ッ ト 番 号 の 


表示 色 で 塗り つぶ す . 
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INI 1DH AH=06H H 


ドッ ト の 書き 込み [GPSET」 


入 カカ 


AH=06H 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 
ヤバ パフ メー タリ スト 

ヤマ バッ 人 の 彦 き 及 み の ノバ パ ラメ ー タ テー プレ と 77 7 ん 06 の 


ココ 


AL= 動 作 モ ー ド の 指定 
01H: 表示 色 ( パ レッ ト 番 号 ) 省略 時 , フォ アグ ラウ ンド カラ ー の パレ ッ ト 番 


訪 を 使用 する . 
02H: 表 示 色 し じ パ レッ ト 番 号 ) 省略 時 , バッ ク グ ラウ ンド カラ ー の パレ ッ ト 番 
号 を 使用 する . 


出 カカ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


アク ティ ブ ベ ペー ジ の 描画 領域 内 の 指定 座標 に , 指定 色 で 点 を 打つ (描く ). 
色 は パレ ッ ト 番 号 で 指定 する . 
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INI 1DH 


AH=0 /H H 


直線 , 邊 形 の 描画 [GLINE」 


入 カカ 


AH=07H 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


ヤバ ラフ メー タリ スト 
直線 , 邊 形 の 場合 
マヤ 大 衣 勿 の 砂 有 尺 の パラ メー タテ ー プ と 77 7 カル の の 


員 


塗り つぶ され た 乱 形 の 場合 
ヤ 座 グ つ ぶん た 紹 彩 の パパ ラメ ー タ テー ジル (77 7 の 


ココ 


ライ ンス タイ ル の 表現 
DS :10BH(Lo) , DS : 10CH(Hi ) で 表現 され る ビッ ト 位 置 と , ディ スプ レイ 上 に 表 
現 (VRAM 上 ) され る ドッ ト 位 置 と の 関係 を 次 図 に よ す . ビッ ト が 1 な ら ば ドッ ト 
が 打 た れる . 指定 が な いと , FFFFH と みな す . 

マラ アンス タ プル ん の 夫 巡 と バ パラメータ (77 7 カル の / め 


ココ 
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出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


アク ティ ブ ベ ペー ジ の ビュ ー ボ ポー ト 内 の 指定 され た 2 点 を 結ぶ 線 分 。, ま た は 
この 線 分 を 対角線 と する 御 形 を 描画 する . 征 形 内 を 塗り つぶ すこ と も で きる . 
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INI 1DH 


AH=08H H 


円 , 椿 円 の 描画 [GCIRCLE] 


人 入 カカ 


AH=08H 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


マハ バン メー グリ スズ ド 
マ 選 竣 軌 の パラ メー タテ デー ズブ プ ん (77 7 ん 0 の 


硬 


椿 円 (描画 開始 点 , 終了 点 を 指定 し な い 場 合 ) 
NZ アグ /2727797// 僧 ////472// 


ココ 


開始 点 S, 終了 点 E, 開始 線 分 CS, 終了 線 分 CE の 意味 
マ 選 玉 の 砂 万 // ル 7 7 ん の 9 の 


避 


弧 の 描画 
マ 効 の 砂 亡 / ル 7 7 の の 


ココ 
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出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
06H: 演 算 オ ー バ ー フ ロー 
AX 以外 の すべ で て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 
指定 され た 中 心 点 ,X 方 向 半径 Y 方 向 半径 を も と に , 椿 円 また は 円 を 拉 画 
すぐ 、 


開始 点 , 終了 点 を 指定 する こと に より , 円 紋 また は 扇形 を 描画 する こ と が 
'G き の 。 
円 , 椿 円, 扇形 の 内 部 を 塗り つぶ すこ と が で きる . 
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INT 1DH AH=09H 日 


指定 色 に よる 塗り つぶ し [GPAINT 1] 


人 入 カカ 


AH=09H 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


マハ バク メーク グル ド 
マヤ 甘 万 に よる 蓋 の つぶ と の ノリ ラメ ー タ テー ジレ (77 7 の 09 の 


弄 


ベイ ント の た め の 作 業 域 の アド レス 指定 は パラ メー タリ スト で 行う (領域 は 
デー タ セ グ メ ント 内 に ある こと ). 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 

00H: 正常 終了 

05H: 不正 呼び 出し 

07H: ワー ク 域 不足 の た め , 処理 中 断 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


指定 し た 点 と 境界 色 で 決定 され る 閉 領 域 を , 指定 の 色 ( 領 域 色 に な る ) で 塗 
りつ ぶす . 


156 


第 5 章 グラ フィ ッ ク BI0S( ハ イレ ゾ モ ー ド ) 


注 意 


この コマ ンド で は , 専用 の ワー ク 域 を 使用 する . この ワー ク 城 は 十分 大 きく 
と る 必要 が ある . この コマ ンド で ワー ク 域 を 使い 切る と , 使い 切っ た 時 点 で 娘 
理 を 中 断 し 。 エラ ー リ ター ン す る . 

描画 は アク ティ ブ 画 面 の ビュ ー ボ ー ト 内 に の み 反 映 さ れる . 


159 


第 5 章 グラ フィ ッ ク BI0S (ハイ レゾ モー ド ) 


INT 1DH AH=0AH H 
タイ ル パ タ ー ン に よる 塗り つぶ し 
[GPAINT 2 

| 入力 | 

AH=OAH 


DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


2 ツク メ シー グル ペ ト 
マダ タ プ ノ ン ィ ター ン に よる 区 の つぶ ん の ノリ パラメータ (77 7 の ん の の 


ココ 


ベイ ント の た め の 作 業 域 ( ワ ー ク 域 ) の アド レス 指定 は パラ メー タリ スト で 行う 
(領域 は デー タ セ グ メ ント 内 に ある こと ) . 
タイ ル パ タ ー ン 格納 域 の アド レス 指定 は パラ メー タリ スト で 行う . 

ヤマ タブ ノル パパ ター ン 交 間 受 へ の アンタ (7 ん 7 7 の ルル の の 


ココ 


タイ ル パ タ ー ン の 格納 域 に 格納 する タイ ル パ タ ー ン 形式 は 次 の よう に な る . 


画面 モー ド が カラ ー の 場合 

タイ ル パ バターン は , 横 85 ドッ ト を 一 組 に , 縦 方 向 に 必要 な 数 量 分 だ け , 横 8 ドッ 
ト ご と に 定義 し た ドッ ト の 集まり か ら な る . そし て , この 基本 パタ ー ン に よっ 
て , 指定 され た ビュ ー ボ ポート の 開始 点 か ら 埋 め て ゆく . 実際 の 描画 は , 埋め ら 
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れ た パタ ー ン の 中 の 指定 され た 領域 に つい て の み 反 映 さ れる . 
カラ ー の 場合 は 各 ド ッ ト ご と に パレ ッ ト 番 号 に よっ て 表示 色 が 定義 され る. 
各 ド ッ ト に 対応 する 表示 色 を 定義 する パレ ッ ト 番 号 は 次 和 区 の よう に な る . 
画面 上 の 横 8 ドッ ト が , 次 図 の よう に 4 バイ ト の ビッ ト ご と に 対応 し 。 この ビッ 
ト 情報 に よっ て 対応 する ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 を 表わす . 

ヤマ パ レッ トム 攻 三 と ど ッ ム 人 注 切 (77 7 の ん 信 め 


ココ 


だ ヨク /627:7 ガ 97// 悦 /4// 


画面 モー ド が モノ クロ の 場合 
タイ ル バ パタ ー ン は , 横 8 ドット の 白 ・ 黒 表示 を 一 組 に , 縦 方 向 に 必要 な 数 時 分 
だ け , 横 8 ドッ ト ご と に 定義 し た ドッ ト の 集まり か ら な る . 
横 S ドッ ト の 白 ・ 黒 表示 は 1 バイ ト の 8 ビッ ト 情 報 で 表わす . 
マテ ンク ワーム た の タイ ノン ターン 芦 定 /77 7 の 


ココ 


カラ ー デ ィ ス プレ イ に 対し て は 背景 色 に よっ て 白 ・ 黒 に 対応 する 2 色 が 決ま 
0 
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タイ ル パ タ ー ン 格納 域 の デー タ 表 現 (X『」 : 16 進 数 1 桁 を 表わす ) 
a) カラ ー モ ー ド の 場合 
マク ラー テー た の タプ / ノ ソイ ターン 義 細 (/77 7 の 
ロ 和 E| 


b) モノ クロ モー ド の 場合 
マ テン クワ テー た の タ プル / ノ リタ ー ン 義政 (/ ル 7 7 の の 


員 


タイ ル パ タ ー ン の 画 位置 
タイ ル を は りつ め る の は , ビュ ー ボ ポー ト の 基点 (左上 ) か ら 始 まる . 


出 


AH= 終 了 条 件 

00H: 正常 終了 

05H: 不正 呼び 出し 

07H: ワー ク 城 不足 の た め , 処理 中 断 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


指定 し た 点 と 境界 色 で 決定 され る 領域 を , 指定 の タイ ル パ タ ー ン で 塗り つぶ 
す - 
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INI 1DH AH=0BH H 


画面 イメ ー ジ の 格納 [GGET] 


人 入 カカ 


AH=0BH 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


マハ バク アメ ンー グリ リズ ドド 
マヤ 局 万 放 紗 アメ ー ジ の パラ メー タテ ー ン ジル ん (77 7 ル の 


弄 


指定 する 座標 の 条件 

(X1, Y1), (X2, Y2) は アク ティ ブ 画 面 上 の ビュ ー ポ ボー ト 内 に ある こと . 
X2 全 NIIY2 VI で ある こら 。 

X, Y は 整数 値 . 

格納 域 の 指定 条件 (\ : 整数 の 割り 算 の 商 < 余 り 切 り 捨 て >) 


a) 画面 モー ド が カラ ー の 場合 
格納 域 の 長 さ ((X2-X1+8) \8) X(Y2-Y1+1) X4+4 


b) 画面 モー ド が モノ クロ の 場合 
格納 域 の 長 さ 三 ((X2-X1+8) \8) X(Y2-Y1+1)+4 


格納 域 に パラ メー タリ スト で 定義 し た 信 域 を 確保 する . 
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出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


指定 傾 域 の 画面 イメ ー ジ を , 指定 の 格納 域 へ 格納 する . 


格納 域 の 形式 


画面 モー ド が カラ ー の 場合 
a) 画面 イメ ー ジ 
〒 マ 属 成 プア メー ジ / カ ラー テー /) 7 人 7 7 ん ル の め 


ココ 


b) メモ リ 上 の 格納 域 イ メー ジ ( バ イト 表現 ) 
マ 導 紗 ア メー ジ / カ ラー ぞ ー パ 7 人 7 7 ルル の 


避 


c) 格納 域 イ メー ジ の バイ ト と 対応 ビッ ト と の 関係 
マ 閣 紗 ア メー ジ の バブ 人 と 調 広 デ ッ た (カカ ラー モー パ ) 077 7 の ん の の 


避 
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d) 画面 イメ ー ジ の ドッ ト と 格納 域 の バイ ト の 対応 
マ 成 プア メージ と と 攻 紗 ア メー ジ の ソバ イア た (カテ ー 7 人 7 7 カル の 


e) 各 ド ッ ト の カラ ー 表 示 

ある ドッ ト に 対応 する 4 列 の ドッ ト 情 報 (mii US 2 1037. 
Dmi ) か ら , 次 の 式 に よっ て 計算 され る パレ ッ ト 番 号 が 示す 表示 色 で 表 
示さ れる . 


の 


画面 モー ド が モノ クロ の 場合 
a) 画面 イメ ー ジ 
[画面 モ ー ド が カラ ー の 場合 」 と 同じ 
b) メモ リ 上 の 格納 域 イ メー ジ ( バ イト 表現 ) 
十 
ドッ ト 半 m ドッ ト 半 n 
+『』) 陸 必 4 」』: 衣 生 電池 全 電 誠 人 NF 1 
+ 條 十 k】 


二 (4 二 中) 


+ 全 キリ ロー 小 】 


トー( 記 一 計 二 時 8 


165 


第 5 章 グラ フィ ッ ク BI0S (ハイ レゾ モー ド ) 
格納 域 イ メー ジ の バイ ト と 対応 ビッ ト と の 関係 


『 Bi 5 上 『 1 I 
回 = モビ mii EEIIIEIRIIIEIRIIIEIIIIE 症 MIE ii 」 


ョ 
ii 三 0 また は 1 “sg 三 ーー テ 。 コー1-Cn。」 コ 1ーー ド 」 


画面 イメ ー ジ の ドッ ト と 格納 域 の バイ ト の 対応 


ーーーーーーーーーー"ーーーーーーーーーーーーー+ 

De Fi 時 衣 | 昌 是 LIUL RMB 

|) 1 人 8 計 
『 B 1 1 『 8 

呈 」] 央 jj1 PT 呆 」] 唱 且 | ja. ja FLIT LE 


各 ド ッ ト の 白黒 表示 , ドッ ト に 対応 する ビッ ト が 1 の と き 白 , 0 の と 
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INT 1DH AH=0CH H 
画面 イメ ー ジ の 復帰 [GPUT 1] 

入 カ 

AH=O0CH 


DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


マハ バク ワン メー グリ スズ ス ド 
マヤ 局 太 アメ ー ン ジ の パラ メー タテ ー ブ プレ ル (77 7 ルル 


描画 モー ド 


描画 モー ド (00H--04H) は , 次 の よう な 操作 を 表わす . 


この 表 で 操作 は , # 
ター ン を B, 格納 域 の 描画 パタ ー・ 


ビー テム 


日 T 


順 域 上 の 現在 の 描画 パタ ー ン を A0, 格納 域 の 描画 パ 
ン に よっ て 操作 し た 指定 領域 上 の 描画 パ 


ター ン を AN と し た と き , A0 に 対し て B で OP 操 作 を 行っ た 結果 が AN の と き , 次 の 
よう に 表現 し て いる . 
AO OP B - AN 
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格納 城 画 面 イ メー ジ の 形式 は , 「 画 面 イ メー ジ の 格納 AH=0BH」 を 参照. 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


指定 格納 域内 の 画面 イメ ー ジ を , 指定 の 貨 域 上 に 戻す . 


注 意 


描画 領域 左上 点 , Y), 右 下 点 (TX 方 向 ド ッ ト 数 -1, YY 方 向 ド ッ ト 数 -1) は 
アク ティ ブ ベ ペー ジ の 捕 画 領域 内 に な けれ ば な ら な い . そう で な いと , 処理 は 行 
22409 こ ロジー リ タク ーー ン ま る 

カラ ー モ ー ド に お ける 描画 モー ド の それ ぞ れ の 操作 は , 各 ド ッ ト の パレ ッ ト 
番号 を 表現 する 4 ビッ ト の ビッ ト 列 に 対し て , 論理 演算 を 行う . 

アオ テク ラ ソ ンド カラ ー,、 パッ ク ク ラ ウン ドカ ラー の 指 は 画面 和夫 王 ド が みみ 
ラー の と きのみ 意味 を も つ . 


1668 


第 5 章 グラ フィ ッ ク BI0S (ハイ レゾ モー ド ) 


INI 1DH AH=ODH H 


日 本 語 の 描画 [GPUT 2」] 


人 入 カカ 


AH=ODH 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


マハ バフ ア メー ク グリ スズ ド 
万 表 懇 の 夏 太 の パパ ラメ ダー タテ ー ズ ジレ と (77 7 の ん の の 


員 


出 カカ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 

指定 の 日 本 語 (JIS コ ー ド ) を , 指定 の 領域 上 に 描画 する . 
指 画 領域 
指定 日 本 語 が 全角 の 場合 …… (X, Y) て (X+27, Y+29) 


指定 日 本 語 が 半角 の 場合 …… (X, Y) て (%+13, Y+29) 
上 記 領 域 は アク ティ ブ ベ ペー ジ 内 の 領域 で な けれ ば な ら な い . そう で な いと エ 
ジー リク デン する 、 
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INI 1DH AH=0OEH H 


画面 イメ ー ジ の 移動 [GROLL」 


人 入 カカ 


AH=OEH 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


マハ バク ワン メー グリ スズ ドド 
マヤ 局 太 プア メ ー ジ の 痛 歌 の パラ メー タテ ー ズ ん (77 7 ん 合 の 


硬 


出 カカ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


アク ティ ブ 画 面 全体 の 画面 イメ ー ジ を , 指定 ドッ ト 数 分 上 下 ま た は 左右 方 
へ 移動 する . 
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注 意 


・ 描 画 情報 移動 後 の 残 り の 領域 に は , クリ アフ ラグ に し た が い , パレ ッ ト 番 号 
0 また は バッ ク グ ラウ ンド カラ ー の 表示 色 が 設定 され る . 

・ 上 下 ド ッ ト 数 が 正 の 場合 に は 上 方 向 , 負 の 場合 に は 下方 向 へ , 左右 ドッ ト 数 
が 正 の 場合 に は 左 方 向 , 負 の 場合 に は 右 方 向 へ 描画 情報 を 移動 する . 

・ 左 右 方 向 へ の 移動 を 行 う 場 合 , 実際 に 移動 する ドッ ト 数 は , その 絶対 値 以下 
で 最も 近い 8 の 倍数 分 で め ある. 


171 


第 5 章 グラ フィ ッ ク BI0S( ハ イレ ゾ モ ー ド ) 


INT 1DH AH=0FH 記 
指定 ドッ ト の パ バレット 番号 の 取得 
[GPOINT 2] 

| 入力 | 

AH=OFH 


DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


ヤマ パラ メー タリ スト 
[誠二 IIH 填 10gH 


[ 


1 レッ ト 番 号 を 求め る ドッ ト の 座標 (8.Y) 
Y は 錠 数 値 


出 力 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AL= 指 定 さ れ た ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 
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戻 グ 大 の 萬 妖 (7/W7 7 の 


機 能 
指定 座標 の ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 を 取得 する . 
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INI 1DH AH=10H H 


表示 領域 の 設定 LGSCROLL] 


人 入 カカ 


AH=10H 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 
DS :100H-DS : 101H= 表 示 開 始 Y 座 標 (0 て 186) 


出 カ 


AlH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


表示 対象 と する 描画 メモ リ 領 域 を 設定 する . 
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INI 1DH AH=11H H 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 開始 [GSTART] 


入 カカ 


AH=11H 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


出 力 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


グラ フィ ッ ク 画 面 の CRT へ の 表示 を 開始 する . デキ スト 画面 の 表示 状態 と は 
独立 し て 機能 する . 
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INI 1DH AH=12H H 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 停止 [GSTOP] 


人 入 カカ 


AH=12H 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


グラ フィ ッ ク 画 面 の CRT へ の 表示 を 停止 する . デキ スト 画面 の 表示 状態 と は 
独立 し て 機能 する . 
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INI 1DH AH=13H H 


グラ フィ ッ ク BIOS の 終了 [GTERM] 


人 入 カカ 


AH=13H 
DS=UCW の セグ メン ト ア ドレ ス 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


グラ フィ ッ ク BIOS の 使用 を 終了 する . 
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系 0 草 


グラ フ LIO 


6.1 グラ フ LIO 概 説 


拡張 グラ フィ ッ ク 機 能 (4096 色 中 16 色 モー ド , GRCG ン BEGC を 利用 し た 高速 描画 等 ) 
は グラ フ LI0 に より サポ ー ト され る が , 機種 や 動作 状況 に より サポ ボート され な し 場 
合 が ある の で 注意 する こと . グラ フ LI0 は , ノー マル モー ド で し みかみ 閑 | 用 で き な い . 
田 グ ラフ LI0 の 機能 一 


マク ラン / の の 座 有 一 息 


@ グ ラフ LI0 の 用 途 

グラ ブフ LTIO0 は N88-BASIC の グラ フィ ッ ク 機 能 を 実現 し て いる モジ ュー ル で あり , 
グラ ブフ LI0 を 呼び 出す こと に より , CP/M-86, MS-DO0S, また は N88-BASIC シ ステ ム 
上 の 機械 語 プ ログ ラム か ら グ ラフ ィ ッ ク 機 能 が 使用 で きる よう に な る . 
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人 @ 論 理 上 の 位置 付け 
グラ フィ ッ ク BI0S お よび テキ ス ト BIO0S は CRT 関 係 ハ バード ウェ ア を 直接 に 制御 し 
より 上 位 の プロ グラ ム か ら 使用 し や すく する た め に ある . グラ フ LIT0 は これ ら の 
BIOS を 利用 し て , より 論理 的 な グラ フィ ッ ク 処 理 機能 の 使用 を 可能 に する . 
グラ フ LI0 は 用 途 に 示し た よう に , より 上 位 の 機械 語 プ ログ ラム に よっ て 使用 さ 
れる 。 
マグ ラン / の の 克 壮 77 


ココ 


@ 実 際 の 位置 付け 

グラ フ LI0 は ROM 上 に 存在 する . 

グラ フ LI0 は 17 種 の コマ ンド か ら で き て お り , グラ フ LI0 の 1 つ 1 つ の コマ ンド は 
割り 込み ベク タ を 介し て 呼び 出さ れる . 

グラ アプ LI0 の 0 ロコ ロマン NE 09 の 2 ョ ヨン トリ ポイ ント 0 シス グアム テー グル こし て 
グラ フ LI0 モ ジュ ー ル の 特定 エリ ア に 格納 され て いる . 上 位 プ ログ ラム が グラ フ L10 
を 使用 する 場合 は , まず この エン トリ テー ブル の 内 容 を , 使用 する 割り 込み ベク タ 
に 設定 する 必要 が ある . グラ フ LIO ユ コマ ンド の エン トリ ポイ ント テー ブル は , 次 の 
形式 で アド レス F9900H 番 地 か ら の ROM 上 に 格納 され て いる . 

マク ラン / の の 災 雄 膨 の エン トノ が アン ム 
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田 グ ラフ LI0 の 機能 概要 


人 @ 図 形 描 画 機能 (論理 座標 系 上 の 処理 ) 
論理 座標 系 (-32768~ て 32767 ま で の 整数 を 使用 し た X, Y 座 標 系 ) で 表現 し た 直 
線 , 邊 形 , 椿 円 , 領域 の 塗り つぶ し , 点 等 の 図形 を 描く 機能 . 


@ 表 示 制 御 機能 (表示 画面 の 制御 , 表示 制御 ) 

ディ スプ レイ 装置 に 実際 に 表示 する た め の G-VRAM 上 の 画面 領域 (プレ ー ン と も 呼 
ぶ ) 制御 , すなわち , 画面 合成 , 画面 モー ド ( 色 表示 , 解像度 ) に し た が っ て 表示 画 
面 を 制御 する . 


人 @ 措 画 領域 制御 機能 (アク ティ ブ 画 面 上 の 処理 ) 
G-VRAM 上 の 図形 等 を 描画 する 領域 (ビュ ー ポ ボー ト と 呼ぶ ) に 対す る 制御 を 行 2 機 


ムロ 
月 ビ . 


@ 画 面 情 報 の 退避 , 復旧 制御 
画面 情報 を メモ リ 上 の 別 領域 に 格納 し た り , そこ か ら 戻し た りす る 機能 
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第 6 章 グラ フ LI0 
画 拡 張 グ ラフ ィ ッ ク 機 能 の サポ ー ト 範囲 


本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ SW1-8 が ON の 状態 で シス テム が 起動 され た 場合 , 拡張 グ 
ジイ ツク 穫 ご ーー ド あな る 、 

拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド は , 基本 グラ フィ ッ ク モ ー ド と 比較 し て 湊 の 2 点 が 異な 
る . 


・GRCG(BEGC) を 使用 する た め , 描画 が 高速 に 行わ れる . 
・4096 色 中 16 色 , 4096 色 中 8 色 の 中 間 色 表示 が 可能 . 


グラ フ LI0 は 拡張 グラ フィ ッ ク 機 能 を サポ ー ト し て いる が , 以下 の 機種 動作 雇 
況 で は 拡張 グラ フィ ッ ク 機 能 は サポ ー ト され な い . 


・PC-9801, E, F1, F2, F3, M2, M3 
・PC-9801U2, VF2, VMO, VM2, VM4, VX0, VX2, VX4 
PC-9801VX01, VX21, VX41 の PD70116CPU 動 作 時 お よび S0286CPU8MHz 動 作 時 
(N88- 日 本 語 BASIC(86) の み で サポ ー ト され る ) 


注意 : 中 間 色 表示 を 行う た め に は , アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ が 必要 で ある . 
PC-9801U2, VF2, VMO, VM2, VM4 で は , 16 色 表示 機能 は オプ ショ ン で あ 
る . 


181 


第 6 章 グラ フ LI0 
田 グ ラフ HL IO 使用 上 の 概念 


@ 男 面 モ ー ド 
グラ フ LIO0 に お いて は , 解像度 , 色 の 有無 に より , 次 図 の よ うな 4 つの モー ド が 人 存 
在 する . 
これ ら は 場合 に より , 解像度 また は 色 表 示 の どちら か の 観点 か ら だ け で 区 分 する 
場合 も ある . 
ヤマ 大 応 了 テー が (クラ / の 


@ グ ラノ フ 画面 
グラ フ 画 面 は ,。 上 に 述べ た モー ド に より , 使用 で きる 画面 数 が 異な る . 
マヤ 万 了 テー と 大 万 数 / グ ラブ / の 


@ ア クティ ブ 画 面 と ディ スプ レイ 画面 

アク ティ ブ 画 面 と は 描画 する 対象 の 画面 の こと で , 画面 番号 で 指定 する . 

ディ スプ レイ 画面 は ディ スプ レイ 装置 に 表示 する 画面 の こと で , 単 一 画面 また は 
合成 画面 を 識別 コー ド に よっ て 指定 する . 


@L10 論 理 座標 系 
-32768 へ 32767 内 の 整数 値 を と る X, Y 座 標 系 で 論理 的 な 図形 描画 を 行う . 
実際 に 描画 が 行わ れ , 表示 が 可能 な の は 次 科 に ある アク ティ ブ 画 面 内 で ある . 
マグ ク グラン / の の 競 贅 族 迷 夷 


呈 
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@ バ レッ トモ ー ド 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 指 定 の モー ド を 指定 する . 


0 : 8 色 中 8 色 モ ー ド 
1 : 4096 色 中 8 色 モ ー ド 
2 : 4096 色 中 16 色 モー ド 


パレ ッ ト モ ー ド の 指定 は , 拡張 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド と きのみ 可能 . 

基本 グラ フィ ッ ク モ ー ド で は , 8 色 中 8 色 モ ー ド し か 使用 で き な い た め , 指定 は 省 
略す る . PC-980 1U2, VF2, VMO, VM2, VM4 で 16 色 表示 オプ ショ ン を 実装 し て いな し 場 
合 , 4096 色 中 16 色 モー ド を 指定 する と エラ ー と な る . 


@ カ ラー 指定 

図形 描画 に お ける カラ ヲ ラー 指 定 は パレ ッ ト 番 号 と 呼ぶ 論理 的 な 色 で 行う . パレ ッ ト 
番号 は , 0(8 色 モー ド 時 ) か ら 7 (16 色 モー ド 時 は 0 か ら 6F) まで の 正 整数 で 表現 する . 
パレ ッ ト 番 号 は 4 画面 の ビッ ト 状 態 で 表現 され る . 

モノ クロ ディ スプ レイ へ の 表示 は パレ ッ ト 番 号 が 0 な ら ば 黒 , 0 以外 で あれ ば 白 と 
し て 扱わ れる . モノ クロ モー ド の 表示 は 1 画面 の ビッ ト 状 態 で 黒 , 白 が 表現 され 
9 


@ ビ ュー ボー ト 

論理 座標 系 の アク ティ ブ 画 面 内 の 描画 領域 の こと を 示す . 実際 の 描画 機能 は 
ビュ ー ボ ー ト 内 に の み 反 映 さ れ , ビュ ー ボ ー ト が 指定 され て いな い 場 合 は , アク 
ティ ブ 画 面 全体 を 描画 領域 と する . 
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田 グ ラフ L IO 使用 の た め の 人 準備 


⑱$ ワ ー ク エリ ア (UCW) 

グラ フ LI0 を 使用 する た め に は , 各 コ マン ド で 使用 する ワー クエ リア を 確保 する 
必要 が ある . この エリ ア は , ユー ザー の 任 に お いて 1400H バ イト 確保 する 必要 が 
ある . な お , ユー ザー は 直接 この エリ ア を 使用 する こと は で き な い . 

この ワー クエ リア は グラ フ LI0 コ マン ド 呼 び 出 し 時 に DS レジ スタ で 指定 する . す 
な わ ち , デー タ セ グ メ ント に 位置 づけ られ , し か も デー タ セ グ メ ント 上 の 相対 0 番 
地 か ら と られ る . 

ヤマ グラ ンプ / の の クー クエ ノア 


避 


@ ス タッ クエ リア 

グラ フ LI0 を 使用 する た め に は , スタ ッ ク エ リア と し て 約 128 バ イト の エリ ア を 
確保 する 必要 が ある . 

グラ フ L1I0 内 で の スタ ッ ク 情 報 の た め に 使用 する と と も に , グラ フ LI0 か ら グラ 
フィ ッ ク BTIO0S ま た は テキ スト BI0S を 使用 する た め に , それ ぞ れ の BI0S で 使用 する 
スタ ッ ク エ リア を 合わ せ た 大 き さ の エリ ア が 必要 で ある . 

この スタ ッ ク エ リア は グラ フ LTI0 コ マン ド 呼 び 出し 時 に SS : SP レジ スタ で 指定 す 
る . 

SS 


ダラ コ LI 還 有 ピコ フィ ッッ BIOS| テキ スト BIOS 
中 イイ ゴト ) ra コバ イト * “ 訂 2 オイ ゴト ) 


F 
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人 @ 当 | り 込 み ベ クタ の 設定 

グラ ブフ LI 時 AA ド の エン トリ ポイ ント の テー ブル が あ 
る . グラ フ LI0 を 使用 する 際 に は , 利用 に 先だって この 値 を 割り 込み ベク タ の オフ 
NR プア ドレ スス の し 生音 ナ れ ば な ら な い . セグ メン トペ ベース は F990H 
で ある . 

な お , CPM-86 や MS-DOS 上 で 使用 する 場合 に は , 割 0 グ が 未 使 用 で あ 
9 と を 確認 し た 上 で , エン トリ ポイ ント テー ブル の TD 情 報 が , 割り 込み ベク タ 番 

号 に 対応 する よう に ベク タ の 値 を 設定 する こと が 必要 で ある . 

1 科 S0 コマ ンド の 説明 で 示 ボ し て いる 内 部 割り 込み コー ド は , N88-BASIC シス 
テム の 場合 を 示し て いる . 

CPM-86 そ MS-DO0S 上 で 使用 する 場合 に , 割り 込み ベク タ を 他 の 目的 に 使用 する 
割り 込み ベク タ と 同一 に する こ と も あり える . この 場合 に は , 割り 込み ベク タ の 設 
定 を 行う 前 に 旧 割 り 込 み ベ クタ を 退避 し , 使用 後に は 旧 割 り 込 み ベ クタ を 復旧 し て 
お く こ と が 必要 で ある . 


人 @ 内 部 割り 込み コー ド 0C5H に 対応 する 割り 込み 処理 ルー チン の 作成 

と 登録 

グラ フ LI0 で は , 比較 的 時 間 が か か る 描画 処理 を 行っ て いる 場合 に , 描画 処理 の 
途中 で の 中 断 を 可能 と する た め に , 一 定 処 理 ご と に , 0C5H の 内 部 割り 込み に よる 割 
り 込み 処理 ルー チン を コー ルレ し て いる . ここ で は , 中 断 し た と き の 捕 画 情 報 の 退 衣 
や 。 STOP キー が 押下 され た と き の 捕 画 情報 の 扱い な ど に 対し て , LIO 使 用 者 
が 必要 に 応じ た 対応 が で きる よう に な っ て いる . その た め , 割り 込み ベク タ 番 号 
0C5H の 割り 込み ベク タ の 内 容 は , 対応 する 割り 込み 処理 ルー チン の エン トリ ボ 
イン ト を 指す よう に 設定 する 必要 が ある . 

割り 込み 処理 ルー チン 作成 に あたっ て は , 次 の 点 に 注意 を する こと . 


・ グ ラフ LTI0 ル ー チ ン で 使用 し て いる レジ スタ を 保証 する . 
・ 本 ノル レー チン か ら 再 び グ ラフ LI0 ル レー チン を 呼び 出し て は な ら な い . 


185 


第 6 章 グラ フ LI0 


・ グ ラフ LI0 で 使用 する 作業 域 を 保証 する . 

・ グ ラフ L10 で 使用 する ハー ドウ ェ ア お よび ソフ トウ ェ ア 制 御 上 の リソー ス の 状 
態 を 変更 させ て は いけ な い (G-VRAM,G-GDC。 グラ フィ ッ ク BTIOS ルー チン 
等 ) . 


な お , この レー チン は , IRET の み で あっ て も よい . 
この 内 部 割り 込み コー ド 0C5H に 対応 する 割り 込み 処理 ルー チン は 
STOP | キー 押下 を チェ ッ ク す る た め に 使用 する こと が で きる . 
以下 に , 」 STOP キー 押下 を チェ ッ ク す る た め の 方 法 を 図示 する . 
〒 マ 57 の 7 チー 門人 テ チェッ ク 才 妥 


ココ 
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@[ コ ー デ ィング 例 ] 
〒 マ STOP 割り 込み 処理 ルー チン 


/67 。 の 

//7// /? の 6.75 7 2 バテ //『/ 還 ツ コ ///9/// 
//2// o7 の の //74 の 7 7 

/〆 7 

/ 夏 / 


・DS_TBL に は プロ グラ ム の デー タ セ グ メ ント の ベー ス ア ドレス を 設定 し て お く . 
・STOP_FLAG に は STOP キ ー 割 り 込 み が 起こ っ た こと を 示す 制御 情報 を 格納 する . 


| STOP | キー 押下 チェ ッ ク ル ー チ ン 


/67 。 が 
//7// / の 7 が 7 
の //2 o7 の の //74 の の 


た //// 
7/// パ ア 
/// ガ 4 /? mr97 の の キー/ 婦 人 さて 6) 交 の 
/// 
24 7 の 0/ チ ー ガ が 導 人 さて / ) ろ 
/ 


/ 97 の 7742 の 
// 
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画 使 用 方 法 


條 初期 設定 
・「 グ ラフ LI0 の 初期 化 割り 込み コー ド =0AOH」 コ マン ド を 呼び 出す . 
まず , グラ フ LI0 を 使用 する に あたっ て , 各種 リツ ソース の 初期 化 を 行 うた め 
に , ! グ ラフ L10 の 初期 化 」 を 実行 する . 
・DS は グラ フ LI0 ワ ー ク エリ ア の 先頭 を 相対 アド レス 0 と し て 設定 する . 
・SS:SP は グラ フ LIO ス タッ クエ リア を 設定 する た め に 使用 する . 


@ グ ラフ LI0 コ マン ド の 呼び 出し 方 法 
・DS は 「 グ ラフ LTI0 の 初期 化 」 で 指定 し た DS と 同じ 値 を 使用 する . 
・ パ ラメ ー タ リス ト は デー タ セ グ メ ント (DS に よっ て 示さ れ た 領域 ) 内 に 作成 す 
9 
・ パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス は BX で 示す . 
・ ス タッ クア ドレ ス を SS:SP で 設定 する . 
・ 内 部 割り 込み に よっ て コマ ンド を 呼び 出す (INT 命 令 ) . 


注意 : グラ フ LIO0 コ マン ド 処 理 中 は ハー ドウ ェ ア 割 り 込み が 可能 な 状態 に な っ て 
6、 
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6.2 グラ フ LIO0 コ マン ド 


割り 込み コー ド 0AOH N 


グラ フ LI0 の 初期 化 [GINIT] 


入 カ 


割り 込み コー ド =0AOH 
DS= グ ラフ LI0 ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS:SP= グ ラフ LIO ス タッ クエ リア の アド レス 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み 


機 能 


グラ フ LI0 の 初期 化 を 行 う . 
グラ フ L10 を 使用 する 場合 に は , 必ず 最初 に この コマ ンド を 実行 する 必要 が 
ある . この コマ ンド を 実行 する こと に よっ て , 以下 の よう に 設定 され る . 


si 貞二 NR は の ア デー クラ アフ イッ クキ ー た 

・ ア クティ ブ 画 面 (描画 対象 と な る 領域 , ページ と も 呼ぶ ) は 0. 

・ デ ィ ス プレ イ 画 面 (表示 モー ド に し た が っ て 表示 され る 領域 ) は 1. 

・ パ レッ トモ ー ド は 0(8 色 中 8 色 モ ー ド ). 

・ バ パレット 番号 は 表示 色 コ ー ド (0 て 7 が それ ぞ れ , 黒 , 青 , 赤 , 紫 , 緑 , 水 
色 , 黄 , 白 に 対応 ) の 色 に 対応 . 
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・ ア クティ ブ 画 面 全体 は 初期 状態 . 

・ フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー は パレ ッ ト 番 号 7. 

・ バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー は パレ ッ ト 番 号 0. 

ポー ター カラ ー は パレ ッ ト 著 兄 0. 

・ 表 示 モ ー ド は 0 (640 X200). 

・ 表 示 ス イッ チ は 0( グ ラフ ィ ッ ク 表 示 有 , 普通 描画 )/. た だ し , PC-9801UV2 
で は , 表示 スイ ッ チ 1( グ ラフ ィ ッ ク 表 示 有 , 高速 描画 ) と な る . 


本 コマ ンド の 実行 後 , 各 パ レッ トレ ジス タ は 次 の よう に 初期 化 さ れる . 


8 色 中 8 色 モ ー ド 
マ デフ テル た カラ ー(⑫ の 万 そ ー バ ) 777 の ge の の の 


4096 色 中 8 色 モ ー ド 
マ デフ チル た カラ ー(②@2 の 9 万 デー バ ) 7 の ge の の 


4096 色 中 16 色 モー ド 
マ デフ チル 人 カラー の 7 の 292 の 記 テ ー/) 747 の 2e の の の 
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割り 込み コー ド 0A1H N 
ー ド 設定 [GSCREEN] 
人 入 カカ 


割り 込み コー ド =0A1H 

DS= グ ラフ LIO ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS:SP= グ ラフ LI0 ス タッ クエ リア の アド レス 
BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス 


ヤバ パン メー グリ スト 
マヤ 局 万 一 人 愛生 の パラ メー タテ ー ブ プレ と 077 の ge の 7 の 


避 


出 力 


AH= 終 了 条 件 

00H: 正常 終了 

05H: 不正 呼び 出し (処理 し な い ) 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 


機 能 


画面 モー ド , 画面 スイ ッ チ , アク ティ ブ 画 面 . ディ スプ レイ 画面 を 


る . 
本 コマ ンド に よっ て , 描画 領域 は アク ティ ブ 画 面 全体 と な る . 
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注 意 


画面 モー ド , アク ティ ブ 画 面 , ディ スプ レイ 画面 の 組合 せ が 不 適当 な 場合 
は , 処理 を 行わ むず エラー リタ ー ン する . 


パラ メー タ の 詳細 


画面 モー ド 
画面 モー ド は 次 の 4 種類 が ある . 
〒 乙 太 テー が (7 ge 紀 / 久 


画面 スイ ッ チ 
〒 乙 廊 スマ ブッチ (7 ge 4/ め 


アクティブ 画面 
ヤマ アク テ ァ レン フ 大 盛 (//7 の ge 世 / 久 
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ディ スプ レイ 画面 


注意 : PC-9801, U2 に つい て は 16 以 上 の 値 は 指定 で き な い . 


a) 基本 グラ フィ ッ ク モ ー ド 時 
マ ディ ァ ズ プレア 族 万 ( 厩 夫 クラ ファ ッ ク ) 7 の ge 紀 / め 


b) 拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド 時 
マデ ァ ズ スプ レン アプ 夏 盛 ( 務 交 クラ ファ ッ ク ) / 77 の oe 包め 
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割り 込み コー ド 


0A2H 


指 画 領域 の 指定 [GVIEW] 


人 入 カカ 


割り 込み コー ド =02AH 


D0 ニ クラ クル L10 ワ ー ク 0 U の し クス メン ドア ドレ ス 
SSSSP ョ ニク グ タ 2LI0 ペ ベタ ダック グ こ U 7 の 7 アドレ 
BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレス 


ヤバ パラ メー タリ スト 


ヤマ ピュ ー が 一 人 意 定 の パラ メー タテ ー ジ と ん (77 の ge の 42 の 


避 


出 力 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 


保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 
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台 ヒ 
BE 


アク デ ティブ 画 面 内 の 描画 硫 域 (ビュ ー ボ ー ト ) を 指定 する . 


ト 内 の 浴 り つぶ し , 外 梓 の 描画 を 行う . 
この コマ ンド の 実行 に よって, アク ティ ブ 画 面 へ の 図形 摘 面 は ビュ ー ボ ー 
ト 内 に の み 反 映 さ れる よう に な る . 


中間 旧 


1 


(RY 


座標 系 


論理 座標 系 


X 軸 -32768 ミ X ミ 32767 
Y 軸 -32768 ミ Y ミ 32767 の 整数 値 で 表現 


アク ティ ブ 画 面 領域 


0 ミ X ミ 639 
0 SY ミ 199 ま た は 399 
実際 に 描画 が 行わ れ , 表示 が 可能 な 誤 域 は アク ティ ブ 画 面 内 で ある . 


Y 胸 石 親 素 と ビュ ー が ー た の 科 
m 
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また ビュ ー ボ ー 


第 6 章 グラ フ LI0 


割り 込み コー ド 0A3H N 


ー の 指定 [GCOLOR 1] 


入力 


割り 込み コー ド =0A3H 

DS= グ ラブ LTO0 ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS:SP= グ ラフ LI0 ス タッ クエ リア の アド レス 
BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス 


ヤバ パ バラ メー タリ スト 
ヤマ フチ テア パッ ク カ ラー の 彦 克 ソソ アラ メー タテ ー ズ プレ と (777 の ge の 42 の 


避 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 


機 能 


AN の WI ウッ 0 
レッ トモ ー ド を 指定 する . 

バッ ク グ ラウ ンド カラ ー と は , グラ フィ ッ ク 画 面 の 地 の 色 の こと で , この コ 
マン ド 実 行 後 「 描 画 領域 の クリ ア 割り 込み コー ド =0A5H」 に よっ て 画面 を ク 
リア する と , この 色 に よっ て 画面 が 浴 り 変え られ る . また , 以後 「 ド ッ ト の 書 
き 込 み 割り 込み コー ド =0A6H」 を 人 色 指 定 な し で 実行 する と , この 色 が 採用 さ 
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る 

ボー ダー カラ ー と は , グラ フ L10 が 制御 可能 な ディ スプ レイ 画面 の 外側 の 色 
の こと で ある . た だ し , 専用 高 解像度 ディ スプ レイ 接続 時 は 意味 が な い . 

フォ アグ ラウ ンド カラ ー と は , 隊形 描画 に お いて パレ ッ ト 番 号 省 略 時 に 使用 
され る 色 の こと で ある . 

パレ ッ ト モ ー ド は , 色 指 定 の モー ド を 指示 する も の で , 拡張 グラ フィ ッ ク 
モー ド 時 に の み 必 要 で ある . 
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割り 込み コー ド 0A4H 


N 


パレ ッ ト 番 号 と 表示 色 の 対応 [GCOLOR 2] 


人 入 カカ 


割り 込み コー ド =0A4H 

DS= グ ラブ LT0 ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS:SP= グ ラフ LIO ス タッ クエ リア の アド レス 
BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス 


ヤバ ラメ ー タ リス ト 
8 色 中 8 色 モ ー ド 


コ ヌー リロ ミト 
十 十 ] 土 


パレット 番 号 | 表地 臣 コード 
IH--7H) IH--7H) 


T 
BN 


表地 取 コ ー ド : RGB 宮 1 ビット の 組合 せ 


xlxlxlxlxlslle 
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4096 色 中 8 色 , 4096 色 中 16 色 モー ド 
天上 


+I + 1 +8 


ー ド 


素直 到 

YUHH--UFFFH) 
員 H--07H: 409E 色 中 日 色 モ キー ド 
EN 0H--0FH : 4mB 色 中 1B 色 モー ド 


表地 取 コー ド ・ Fi5B 者 4 ピッ ト 唄 組 天 合 わせ 


吐 : 1 つの 呈 じ し ッ ト 番 語 に 初雪 相 表示 色 コー ド 赤 を 指定 する こと は で き が な し 1. 
パレット 番 品 員 対応 する 表記 色 コ ー ド 赤 変 軒 し た 場合 は す 回 に 反 画 消 
図表 志 色 も , 変 思 し た 表示 色 に な る ・ 


出 


力 


AH= 終 了 条 件 


00H: 正常 終了 


保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 


機 


能 


パレ ッ ト 番 号 と 表示 色 コ ー ド を 対応 させ , パレ ッ ト 番 号 で 表わす 色 を 定義 す 


る . 
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割り 込み コー ド 0A5H N 


指 画 領域 の クリ ア [GCLS」 


人 入 カカ 


割り 込み コー ド =O0A5H 
DS= グ ラフ LI0 ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS2SP ニ クラ ン LIO ス グッ ク 半 り ア の アド レス 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 


機 能 


アク ティ ブ 画 面 内 の 描画 領域 を 。 バッ ク グ ラウ ンド カラ ー の 表示 色 で 塗り つ 
ぶす . 
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割り 込み コー ド 


0A6H 


ドッ ト の 書き 込み [GPSET」 


入 カカ 


割り 込み コー ド =0A6H 


D0 ニ クラ クル L10 ワ ー ク U だ の し クス メン ドア ドレ ス 
SSSSP ニ グ タ 2LI0 ペ タッ グ U 7 の 7 アドレ る 
BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレス 


マヤ パク プペ メー ク グリ ズ ド 


ヤマ バッ 人 の 引 太 の パラメータ テー ジレ と (77 62ge の 6 の 


員 


AH= 動 作 モ ー ド の 指定 


01H: 表 示 色 (パレ ッ ト 番 号 ) 省略 時 フォ アグ ラウ ンド カラ ー の パレ ッ ト 番 


ぢ を 使用 する . 


02H: 表示 色 し パレ ッ ト 番 号 ) 省略 時 , バッ ク グ ラウ ンド カラ ー の パレ ッ ト 番 


ぢ を 使用 する . 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 


保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 


機 能 


指定 座標 に , 指定 色 で 点 を 打つ (描く ). 色 は パレ ッ ト 番 号 で 指定 する . 
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割り 込み コー ド 


0A/H N 


直線 , 邊 形 の 描画 [GLINE」 


人 入 カカ 


割り 込み コー ド =0A7H 

DS= グ ラフ LIO0 ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS:SP= グ ラフ LI0 ス タッ クエ リア の アド レス 
BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス 
タイ トル パタ ー ン 格納 域 


ペク ワッ クリ 6 


PC-9801 の 場合 
大 訓 参 の 緒 太 (7 の - の 9 の 7 の 夢 含 / (7/7 62ge 4/ め 


ココ 


PC-9801 以 外 の 場合 
大 訓 参 の 引 太 7 の - の 9 の 7 必 釣 / (77 の 296 の 


叶 
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ライ ンス タイ ル の 表現 
BX+ 11 (Lo) , BX+ 12 (Hi ) で 表現 され る ビット 位置 と , ディ スプ レイ 上 に 表現 


(VRAM 上 ) され る ドッ ト 位 置 と の 関係 を 次 図 に 下す . ビッ ト が 1 な ら ば ドッ ト が 
打 た れる . 指定 が な いと , FFFFH と みな す . 
マラ グン スズ タプ ブル の 具 富 7 62ge 包 / 


叶 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 


機 能 


旨 定 され た 2 点 を 結ぶ 線 分 。, ま た は , この 線 分 を 対角線 と する 逢 形 を 描画 す 
る . PC-9801 以 外 の 機種 で は , 息 形 内 を 塗り つぶ すこ と も で きる . 
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割り 込み コー ド 0A6H N 


円 , 椿 円 の 描画 [GCIRCLE] 


人 入 カカ 


割り 込み コー ド =0ASH 

DS= グ ラフ LIO0 ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS:SP= グ ラフ LI0 ス タッ クエ リア の アド レス 
BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス 
タイ ルッ パ ター ン 格 納 城 


ヤマ パラ メー タリ スト 
PC-9801 の 場合 
ヤマ 誠 切 の 落 万 の の - の 9 の 7 の 間 今 ) (7W7 の ge の の 


員 


PC-9801 以 外 の 場合 
〒 マ 万 導 の 砂 記 7 の 9 の 7 必 多 ) 77 の ge の 


避 


出 カカ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
06H: 演算 オー バー フロ ー 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 
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機 能 
指定 され た 中 心 点 ,X 方 向 半径 ,。 Y 方 向 半 径 を も と に , 棒 円 また は 円 を 拉 画 
する . 


開始 点 , 終了 点 を 指定 する こと に より , 円 弧 ) また は 扇形 を 描画 する こ と が 
OS の 

PC-9801 以 外 の 機種 で は , 円 , 椿 円 , 円 弧 , 扇形 の 内 部 を 浴 り つぶ すこ と が 
GS き W 


パラ メー タ の 詳細 


権 円 (描画 開始 点 , 終了 点 を 指定 し な い 場 合 ) 
マヤ 閣 の パラ メー タ 77 の ge 49 の 


ココ 


開始 点 S, 終了 点 E, 開始 線 分 CS, 終了 線 分 CE の 意味 
マ 羽 彩 の バ パラメータ 7/7 の ge の の 


ココ 


弧 の 描画 
マ 交 の パラ メー タ 77 の oe の の 


避 
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割り 込み コー ド 0A9H N 


指定 色 に よる 塗り つぶ し [GPAINT 1] 


人 入 カカ 


割り 込み コー ド =0A9H 

DS= グ ラフ LIO0 ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 

SS:SP= グ ラフ LIO ス タッ クエ リア の アド レス 

BX= パ ラメ ー タ リス ト の オフ セッ ト ア ドレ ス (パラ メー タリ スト は デー タ セグ 
メン ト 内 に 設定 する ) 


ヤバ パラ メー タリ スト 
頻 戸 に よる 疹 グフ つぶ ん 777 の ge の の 


避 


9 2 の ドレ ス 指 定 は パラ メー タリ スト で 行う (領域 は 


出 カカ 


AH= 終 了 条 件 

00H: 正常 終了 

05H: 不正 呼び 出し 

07H: ワー ク 域 不足 の た め , 処理 中 断 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 
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機 能 


指定 し た 点 と 境界 色 で 決定 され る 領域 を , 指定 の 色 (領域 色 に な る ) で 浴 り 
の つ 8 す 3 


注 意 


ワー ク 域 は 十分 大 きく と る 必要 が ある . 

ワー ク 城 を 使い 切る と , 使い 切っ た 時 点 で 処理 を 中 断 し 。 エラ ー リ ター ン す 
DS 

描画 は アク ティ ブ 画 面 の ビュ ー ボ ー ト 内 に の み 反 映 さ れる . 
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割り 込み コー ド 0AAH N 


タイ ル バ パタ ー ン に よる 塗り つぶ し 
[GPAINT 2] 


入 力 


割り 込み コー ド =OAAH 

DS= グ ラブ LTO0 ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS:SP= グ ラフ LI0 ス タッ クエ リア の アド レス 
BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス 


キク バク メーク グリス トド 
ヤマ タプ ノクターン に よる 其 グ つぶ ん (77 の 6296 の 4 


員 


ペイ ント の た め の 作 業 域 (ワー ク 域 ) の アド レス 指定 は パラ メー 
(領域 は デー タ セ グ メ ント 内 に ある こと ). 
マ ワー クエ テ ソ アヘ へ の が アプ ンタ 77 の ge の 4 の 


ココ 


タリ スト で 行う 


タイ ルフ パパ ター ン 格 納 域 の アド レス 指定 は パラ メー タリ スト で 行う . 
マ タプ / ン ター ン 交 紗 有 へ の が アンタ 77 の ge の 4 の 


ココ 
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出 カ 


AH= 終 了 条 件 

00H: 正常 終了 

05H: 不正 呼び 出し 

07H: ワー ク 城 不足 の た め , 処理 中 断 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 


機 能 


指定 し た 点 と 境界 色 で 決定 され る 領域 を , 指定 の タイ ル パ タ ー ン で 塗り つぶ 
ボ ) 
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タイ ル パ バターン 


タイ ルッ パパ ター ン の 格納 域 に 格納 する タイ ル パ タ ー ン 形式 は 次 の よう に な る . 


画面 モー ド が カラ ー の 場合 

タイ ル パ バター ン は , 横 8 ド ッ ト を 一 組 に , 縦 方 向 に 必要 な 数 量 分 だ け , 横 8 
ドッ ト ご と に 定義 し た ドッ ト の 集まり か ら な る . そし て , この 基本 パタ ー ン に 
よっ て , 指定 され た ビュ ー ポ ボート の 開始 点 か ら 埋 め て ゆく . 実際 の 描画 は , 埋 
め ら れ た パタ ー ン の 中 の 指定 され た 傾 域 に つい て の み 反 映 さ れる . 

カラ ー の 場合 は , 各 ドッ ト ご と に パレ ッ ト 番 号 に よっ て 表示 色 が 定義 され 
る . 各 ド ッ ト に 対応 する 表示 色 を 定義 する パレ ッ ト 番 号 は 次 図 の よう に な る . 

画面 上 の 横 5 ドッ ト が , 次 図 の よう に 3(4) バ イト の ビッ ト ご と に 対応 し , こ 
の ビッ ト 情 報 に よっ て 対応 する ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 を 表わす . 


a) 8 色 カ ラー モー ド 
マ バ ルレ ッ ム 謝 三 と ど ッ た 記 切 @ デ テーパ 777 ge の 4 の 


ココ 


b) 16 色 カラ ラー モード 
マヤ マ バ レッ ム 次 三 と ど ッ 人 育 切 72 名 デー パ ) 7 の ge の 4 


ココ 
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画面 モー ド が モノ クロ の 場合 
タイ ルフ パパ ターン は , 横 8 ドッ ト の 白 ・ 黒 表示 を 一 組 に , 縦 方 向 に 必要 な 数 量 
分 だ け , 横 8 ド ッ ト ご と に 定義 し た ドッ ト の 集まり か ら な る . 
横 8 ドッ ト の 白 ・ 黒 表示 は 1 バイ ト の 8 ビッ ト 情 報 で 表わす . 
マヤ マ ノ バル レッ トム 人 毅 三 と ど デット ム 誠 雪 (モン クワ ロモ デー パ 7 人 7 の oe の 4 の 


員 


カラ ー デ ィ ス プレ イ に 対 し て は 背景 色 に よっ て 白 ・ 黒 に 対応 する 2 色 が 決ま 
の 。 


タイ ル パ タ ー ン 格納 域 の デー タ 表 現 (X*」: 16 進 数 1 桁 を 表わす ) 
a) 8 色 カ ラー モー ド の 場合 
マ 2 事 デー た の タプ ノル ソイ ターン デー タ 閉 細 /77 の ge の 4 の 


本 
b) 16 色 カラ ー モ ー ド の 場合 
〒 /2 あ チ ー ム た の タプ ノノ パターン デー タ 発 更 //W7 の oe の 4 の 
本 
c) モノ クロ モー ド の 場合 
マテ ンク ワー 人 た の タプ ブル パタ ー ン デー タ 義 旨 (/7 の ge の 4 
本 


タイ ル パ タ ー ン の 描画 位 軒 
タイ ル を は りつ め る の は , ビュ ー ボ ー ト の 基点 (左上 ) か ら 始 まる . 
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割り 込み コー ド 


0ABH 


画面 イメ ー ン ジ 


へ や 


の 格納 [GGET] 


人 入 カカ 


割り 込み コー ド =O0ABH 


D0 ニ クラ クル L10 ワ ー ク 0U の し ルクス メン ドア ドレ ス 


SS:SP= グ ラフ LI0 ス タッ クエ リア の デア ドレ ス 


BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレス 


マヤ パク メー グリ スト 


マ 局 成 ア メー ジ の 次 紋 の パラ メー タテ ー ズ プル と 


避 


指定 する 座標 の 条件 
(X1, Y1), (X2, Y2) は アク ティ ブ 画 面 上 の ビュ ー ポ ボー ト 内 に ある こと . 
X2 テ XX1, Y2 テ Y1 で ある こと . 


X, Y は 整数 値 . 


格納 域 の 指定 条件 (\ : 整数 の 割 算 の 商 く 余り 切り 捨て >) 


a) 画面 モー ド が 8 色 カ ラー の 場合 


格納 域 の 長 さ 竹 ((X2-X1+8) \8) X (Y2-Y1+1) X3+4 


b) 画面 モー ド が 16 色 カラ ー の 場合 


格納 成 の 長 さ ((X2-X1+8) \8) X(Y2-Y1+1) x4+4 
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c) 画面 モー ド が モノ クロ の 場合 
格納 域 の 長 さ 且 ((X2-X1+8) \8) xX (Y2-Y1+1) +4 
格納 域 に パラ メー タリ スト で 定義 し た 領域 を 確保 する . 
マ デー タ 導 紗 太 へ の が アン タ 7 の ge の 6 


ココ 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 


機 能 


mm 


邊 定 唄 域 の 描画 情報 を , 指定 の 格納 域 へ 格納 する . 
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格納 域 の 形式 


画面 モー ド が 8 色 カ ラー の 場合 


a) 画面 イメ ー ジ 


PRHRRRRRRRE ローー ロ ーー ロ 
Wn1 "ng Wn3 


(m 三 縮 一 置 十 1 


' 王 


b) メモ リ 上 の 格納 域 イ メー ジ ( バ イト 表現 ) 
マ 導 紗 ア メー ジ (@ 大 / (777 (296 の 2 


廊 


c) 格納 域 イ メー ジ の バイ ト と 対応 ビッ ト と の 関係 
ET ビット. 見 ビッ ト 
+L +L +L +L 


mi⑩H ま た は 1 (s=0-7, に 1-m。 に 1ーk, に 1ー3) 
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d) 画面 イメ オー ジ の ドッ ト と 格納 域 の バイ ト の 対応 
レー ツー 一 、 ーーーーーー デ ペーーーーーー、、 
人 昌和 CT 


† { † † † † LULIHILHLINLLIII 
MPP FUJIPHTDUM PU Io 6) 
ャ ーーーーーーーーーーーーーー。ーーーーーーーーーーーーー 一 " トーーーーー ッ ーーーーーー“ 


e) 各 ド ッ ト の カラ ラー 表示 
ある ドッ ト に 対応 する 3 列 の ビッ ト 情 報 (SmijtU, Smii(2. Smii9 ) か 
ら , 次 の 式 に よっ て 計算 さ れる パレ ッ ト 番 号 が 示す 表示 色 で 表示 され る . 


PSmi (2 xSmi 1(2)14 xSmi (3 
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画面 モー ド が 16 色 カラ ー の 場合 


a) 画面 イメ ー ジ 
[画面 モ ー ド が 8 色 カ ラー の 場合 」 と 同じ 


b) メモ リ 上 の 格納 域 イ メー ジ ( バ イト 表現 ) 
マ 導 紗 アメ ー ジ 6/ 7 ん 7 の ge の 4 の 


c) 格納 域 イ メー ジ の バイ ト と 対応 ビッ ト と の 関係 
| ビ w ト EE ビッ トド ト “の リピ ビット , 見 ピット 


Gm.,⑩H ま た は 1 (s=0-7, に 1 つ m。 に 1ーk, に 3) 


d) 画面 イメ ー ジ の ドッ ト と 格納 域 の バイ ト の 対応 
ょ 一 一 一 一 一 ーーーーーーーー“ ーーーーーーーーーーーーーーー-、 IEEE 
人 中 FFP 


† { † † † † HLLINILHLINILIHI 
ITPRO PIE 隊 M FUPEH UESDD (=1.2. 9, 利 
ャ ーーーーーーーーーーーーーー。-ーーーーーーーーーーーー 一 " ーーーーー ッ ーーーーーー“ 
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e) 各 ド ッ ト の カラ ー 表 示 

ある ドッ ト に 対応 する 4 列 の ドッ ト 情 報 (SmijU) Sm (2) Smi 1(3) 
Smi 1(4)) か ら , 次 の 式 に よっ て 計算 され る パレ ッ ト 番 号 が 示す 表示 色 で 表示 
され る . 


P=Omi ] (1) +2 XOmi ] (2) 十 4 XOmi ] (3) †8 XOmi ] (4) 
画面 モー ド が モノ クロ の 場合 


a) 画面 イメ ー ジ 
画面 モー ド が 8 色 カ ラー の 場合 」 と 同じ 


b) メモ リ 上 の 格納 域 イ メー ジ ( バ イト 表現 ) 
相対 デ ド レミ Ti +g 


ドッ ト 画 n 


ドッ ト 填 m 


填 (』 
十 十 に ) 


圭二 中 ) 


+ 呈 ロ ー1】※k】 


トー( 記 一 計 二 ) 導 8 
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c) 格納 域 イ メー ジ の バイ ト と 対応 ビッ ト と の 関係 


M 二 (ii mi BN UN ee mh NN Om )) 
Sm1J=0 ま た は 1 (s=0 て 7, 1=1 へ mn, 1 へ k) 


d) 画面 イメ ー ジ の ドッ ト と 格納 域 バ イト の 対応 


ニー B ョ 1 | E ] 
UTEEUHEEEMUITEISUHEEUIIESMUIESMUHESMUITP 


*m 日 ま た は 1 (sl に 1n。 1ー ド ) 


e) 各 ド ッ ト の 白黒 表示 ドッ ト に 対応 する ビッ ト が 1 の と き 白 , 0 の ⑦ 
と き 黒 . 
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割り 込み コー ド 0ACH N 


画面 イメ ー ジ の 復帰 [GPUT 1」 


人 入 カカ 


割り 込み コー ド =OACH 

DS= グ ラフ LIO0 ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS:SP= グ ラフ LI0 ス タッ クエ リア の アド レス 
BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス 


マヤ パク メー グリ スト 
マヤ 局 太 アメ ー ジ 敵 旭 の パラ メータ テー ジレ と /(77 の ge の 4 の 


員 


描画 モー ド 

指定 領域 上 の 現在 の 描画 パタ ー ン を A0, 

格納 域 の 描画 の パタ ー ン を B, 

格納 域 の 描画 パタ ー ン に よっ て 操作 し た 指定 領域 上 の 描画 パタ ー ン を AN と し た 
と き , A0 に 対し て B で OP 操 作 を 行っ た 結果 が AN と する と , 


AO O0PB AN 
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描画 モー ド 
描画 モー ド (00H--04H) は 次 の よう な 操作 を 表 む わす. 
Li! "1 


I1H 


IdH 
IE 


この 表 で 操作 は , 指定 領域 上 の 現在 の 描画 パタ ー ン を Ao, 格納 域 の 描画 パ 

ター ン を B, 格納 域 の 描画 パタ ー ン に よっ て 操作 し た 指定 領域 上 の 描画 パ 

(0 Ap に 対し て B で OP 操 作 を 行っ た 結末 が AN の と き , 次 の 
に 表現 し て いる . 

5 OP B - AN 

格納 域 (描画 情報 ) の 形式 は 「 画 面 イ メー ジ の 格納 内 部 割り 込み コー ド = 

0ABH」 を 参照 の こと 


注意 : 描画 領域 左上 点 ,Y), 右 下 点 (%+X 方 向 ド ッ ト 数 -1, Y+Y 方 向 ド ッ ト 
数 -1) は アク ティ ブ ベ ペー ジ の 捕 画 領域 内 に な けれ ば な ら な い . そう で な 


いと , 処理 は 行わ れず エラ ー リ ター ン す る . 
(MY) 


(W 十 計 証 還 ドッ ト 走 一 1.『+T 方 向 ド ッ ト 趣 一 1 
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8 色 カ ラー モー ド に お ける 描画 モード の それ ぞ れ の 操作 は , 各 ド ッ ト の パレ ッ 
ト 番号 を 表現 する 3 ビッ ト の ビッ ト 列 に 対し て , 論理 演算 を 行う . 16 色 カラ ー 
モー ド で は , 同様 に 4 ビッ ト の 列 に 対し て 演算 を 行う . 

ルツ グラ レシ ンド パル ジ ー。、 が ウツ クノ クラ ウン ドル ラー の 相 き 画 面 年 ド 0 
ラー の と きのみ 意味 を も つ . 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 


機 能 


指定 格納 域内 の 描画 情報 を , 指定 の 太 域 上 に 戻す . 
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割り 込み コー ド 0ADH N 


日 本 語 の 捕 画 [GPUT 2」] 


人 入 カカ 


割り 込み コー ド =OADH 
DS= グ ラフ LIO0 ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS:SP= グ ラフ LI0 ス タッ クエ リア の アド レス 
BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス 


マヤ パプア メーク グリ ズ ド 
万 表 懇 の 夏 太 の パラメータ テー ジレ と (77 62ge の 4 の 


員 

描画 領域 
指定 日 本 語 が 全角 の 場合 …… (X, Y) て (%+15, Y+15) 
指定 日 本 語 が 半角 の 場合 …… (X, Y) て (X+7, Y+15) 


指定 日 本 語 が 1 プ 4 角 の 場合 …… 0.0 0 0 


上 記 領 域 が アク ティ ブ ベ ペー ジ 内 の 領域 で な けれ ば な ら な い . そう で な いと エ 
ラー リタ ー ン する . 
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出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 


機 能 


指定 の 日 本 語 JIS コ ー ド ) を , 指定 の 太 域 上 に 描画 する . 
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第 6 章 グラ フ LI0 


割り 込み コー ド 0AEH N 


画面 イメ ー ジ の 移動 [GROLL」 


人 入 カカ 


割り 込み コー ド =OAEH 

DS= グ ラフ LIO ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS:SP= グ ラフ LI0 ス タッ クエ リア の アド レス 
BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス 


マヤ パン メー クリ クト 
PC-9801 の 場合 
ヤマ 局 訪 ア メー ン の の 送 動 //Z- の 7 の 夢 含 / // ル 7 の ge の の 


ココ 


PC-9801 以 外 の 場合 
マヤ 大 太 プ アメ ー ジ の 交 勤 ///- の 57 747 の ge の の 


員 


出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
05H: 不正 呼び 出し 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 
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機 


台 ヒ 
BE 


アク ティ ブ 画 面 全体 の 描画 情報 を , 指定 ドッ ト 数 分 上 下 ま た は 左右 方 向 へ 移 


動 す る . た だ し , PC-9801 の 場合 は 上 方 向 に だ け 移 動 で きる . 


注 


ーー ゴ 
忌 、 


PC-9801 以 外 の 機種 に 対し て 次 の 注意 事項 が ある . な お , PC-9801 に つい て 


は これ に 準じ た 注意 事項 が 適用 され る . 


・ 描 画 情報 移動 後 の 残 り の 傾 域 に は ,. クリ アフ ラグ に し た が い , パレ ッ ト 番 呈 


0 また は バッ ク グ ラウ ンド カラ ー の 表示 色 が 設定 され る . 


・ 表 示 モ ー ド が 標準 CRT の 場合 に は , 上 下 ド ッ ト 数 の 指定 は -199 199 の 答 天 


に な けれ ば な らい . そう で な い 場 合 , 処理 は 行わ ん れず エ ラー リタ ー ン する . 


・ 上 トド ッ ト 数 が 正 の 場合 に は 上 方 向 , 負 の 場合 に は 下方 向 へ , 左右 ドッ ト 数 


が 正 の 場合 に は 左 方 向 , 負 の 場合 に は 右 方 向 へ 描画 情報 を 移動 する . 


・ 左 右 方 向 へ の 移動 を 行 う 場合 , 実際 に 移動 する ドット 数 は , その 絶対 値 以 下 


で 最も 近い 8 の 倍数 分 で ある . 
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割り 込み コー ド 0AFH N_ 


指定 ドッ ト の パ バレット 番号 の 取得 
[GPOINT 2] 


| 内 カ | 
割り 込み コー ド =OAFH 
DS= グ ラフ LI0 ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS:SP= グ ラフ LTO ス タッ クエ リア の アド レス 
BX= パ ラメ ー タ リス ト の 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス 
ES=DS 


ヤバ パラ メー グリ スト 
+l + ど +』 
邊 
8 パレ ッ ト 番 号 を 求め る ドッ ト の 座標 CX。Y) 
, Y は 整 人 
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出 カ 


AH= 終 了 条 件 
00H: 正常 終了 
AL= 指 定 さ れ た ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 
保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 
マ 戻 グ 謙 の 萬 災 47 の ge の / め 


機 能 


指定 座標 の ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 を 取得 する . 
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割り 込み コー ド 0CEH N 


画面 イメ ー ジ の 展開 [GCOPY」 


人 入 カカ 


害 |! り 込 み モ ー ド =OCEH 
DS= グ ラフ LIO ワ ー ク エリ ア の セグ メン ト ア ドレ ス 
SS :SP= グ ラフ LI0 ス タッ クエ リア の ア ドレ ス 
AX= 指 定 右 域 左上 点 X 座 標 (0000H て 027FH) 
BX= 指 定 領域 左上 点 Y 座 標 (0000H て 018FH) 
CL= 指 定 領域 方向 ド ッ ト 数 (00H-FFH) (dx) 
CH= 指 定 領域 Y 方 向 ド ッ ト 数 (02H ン 82H, 04H ノ 84HL, 08H) (dy) 
DI= 格 納 域 オフ セッ ト ア ドレ ス (0000H^FFFFH) 
ES= 格 納 域 セ グ メ ント ベー ス (0000H--FFFFH) (DS と 同じ 
マ 太 プア メ ー ジ 捕 能 の パラ メー タ の 容 巡 (7/ ル 7 ge の た の 


員 
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X, Y, dx, dy に つい て の 注意 事項 
a) X, dx に つい て 

X, dx は 8 の 倍数 で ある こと 

X+dx-] 生 027FH (CS の 


b) Y, dy に つい て 
画面 モー ド が 標準 モー ド の 場合 (640 X200) 
Y ミ 00C7H 
Y+dy-1 ミ 00C7H を みた すこ と 
画面 モー ド が 専用 高 解像度 モー ド の 場合 (640 X400) 
Y ミ 018FH 
Y+dy-1 ミ 018FH を なみ だ すこ と 


表示 画面 上 の 格納 する 領域 と メモ リ 上 の 格納 領域 と の 対応 
マ 局 万 の 緯 と アメ そ / と た と の プ メ ー ジ (77 の ge の 


ココ 


表示 ドッ ト と 格納 領域 ビッ ト と の 関係 
a) 画面 モー ド が カラ ー の 場合 
ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 が 0 つ ビッ ト 表 現 Di=0 
ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 が 0 以外 つ ビッ ト 表 現 Di=1 


b) 画面 モー ド が モノ クロ の 場合 


ドッ ト が 黒 つ Di=0 
ドッ ト が 自 つ Di=1 
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出 カ 


保証 され る レジ スタ は DS, SS, SP の み . 
AH は 不定 と な る . 


機 能 


ディ スプ レイ 画面 に 表示 され て いる 表示 画面 上 の 指定 領域 に お ける 画面 イ 
メー ジ を , 指定 の 格納 域 へ 設定 する . 

ここ で の 「 画 面 イ メー ジ 」 と は , 次 の よう な 形 で 表現 され る . 

・ 画 面 モ ー ド が カラ ー モ ー ド の 場合 は 表示 中 の ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 が 0 の 


と き は 0, それ 以外 の と き は 1 
・ 画 面 モ ー ド が モノ クロ モー ド の 場合 は , 画面 の 合成 を 含め て , 表示 中 の ドッ 


ト が 黒 の と き は 0, 白 の と き は 1 
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系 / 草 


グラ フィ ックス ドラ イ バ 


7.1 グラ フィ ックス ドラ イ バ 概 説 


MS-DOS で は , PC-9800 シ リー ズ の グラ フィ ッ ク 機 能 を 活用 する た め の 基 本 的 な 措 
画 機能 を 収め た グラ フィ ックス ライ ブラ リ が デバ イス ドラ イ バ と し て 提供 され て お 
り 。 ア デン アリ ケー ショ ンプ ログ ラム で 利用 する こと が で きる 、 

弄 グ ラフ ィ ッ クス ドラ イ バ 機 能 一 


マグ ラフ ァ ッ クス が ライ ィ ン ) 姿 一息 
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田 グ ラフ ィ ッ クス ドラ イ バ の 組み 込み 


グラ フィ ックス ドラ イ バ は , GRAPH. SYS, GRAPH.LIB の 2 つの ファ イル で 構成 さ 
れ , デバ イス ドラ イ バ と し て 提供 され て いる . 

グラ フィ ックス ドラ イ バ を 利用 する に は , CONFIG. SYS ファ イル に 次 の よう な 1 行 
を 加え て シス テム を 起動 する こと . 


DEVICE=GRKAPH. SYS 


注意 :GRAPH.LIB フ ァイル は , カレ ント ドラ イブ の カレ ント (また は ルー ト ) デ ィ イレ 
クト リ に 格納 し な けれ ば な ら な い . 


画 使 用 方 法 


グ クジ ジィ ックス ドラ イボ の 各 コ マン ド は 。 次 の 手順 で 悦び 上 出す で と 

① グ ラフ ィ ッ クス ドラ イ バ の エン トリ テー ブル の 先頭 アド レス を 取得 する . 

AI レジ スグ DSINB0 レ ジス ク を 次 の よう に セッ ト し NT CDH 行 りら 
DS :BX が 指す 領域 (0WORD) に エン トリ テー ブル の 先頭 アド レス (上 位 ワ ー ド に セ 
グ メ ント , 下位 ワー ド に オフ セッ ト ) が 格納 され る (使用 例 参照 ) . 


AX=0 
DS : BX= 任 意 の アド レス (セグ メン ト と オフ セッ ト ) 


た だ し , グラ フィ ックス ドラ イ バ が 組み 込ま れ て いな い 場 合 は 動作 は 保証 され 
な い の で , デバ イス 名 “GRAPHAA$” (AP 印 は 空白 1 文字 を 表わす ) を オー プン 
(IN 2 フウ ァ ジグ クン ショ ンジ 8DHN) ず る こと に より 。 グラ ラフィ ックス ドラ イク 2 の 
組み 込み の 有無 を 確認 後 , INT CDH を 実行 する こと . 


232 


第 7 章 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


② グ ラフ ィ ッ クス ドラ イ バ で 使用 する デー タク 領域 を 確保 する . 
下 に 示す 形式 で デー タク 領 域 (2048 バ イト ) を 確保 する . 


デー 窟 寺 m 
バタ ー ダ ブロッ ツ 
HH Betgs 
ae 員 箇 
gl Bytgs 
③ コ マン ド を 呼ぶ . 


② で 確保 し た デー タ 領 域 の パラ メー タブ ロッ ク に , 各 コ マン ド で 必要 な パラ 
メー タ を 設定 する . 次 に デー タ 領域 の 先頭 アド レス を セグ メン ト , オフ セッ ト 
の 順に スタ ッ ク に 格納 し て , エン トリ テー ブル 内 の 対応 する アドレス に FAR 
CALL す る (使用 例 参 照 ) . 


田 エ ラー コー ド 一 覧 


各 コ マン ド で は , リタ ー ン 時 に AX 孝 0 の と き , 通常 その 値 は エラ ー コ ー ド を 意味 
する . 以下 に エラ ー コ ー ド と その 意味 に つい て 示す - 


玉 正 呼び が 出し. パラメータ に 語 玖 寺 訓 宮 . 


作業 域 不 足 . 上 伺か ら 受 は け 取 っ 志 性 業 域 で は , 


欄 用 を 寒 ロ する ご と 直人 次 寺 直 いい. 
窒 算 号 オ ー バ ー コ ロー. 本 円 描画 な どど 室 不 正 な 
パラ メー タ に よ 了 の 措 画 中 実行 が 不可 能 . 


本 止 コ ァ ンタ カタ ション. 理 在 選 の コ ァ ンタ ショ ヨン 
は 中 素 き 所 て いい ない . 
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人 @ 使 用 例 


グロ ログ デ 形 ジン マジ 


6/ ル ///4/ た 7/ の の * グ ァ グ ラン 瞬 引 . フ ファンクション の 
6/ た 7 た 7/ の /* グ ァ グ ラン ア ファンクション / 
292A7247/4 た 7/ / /* グ / 生 天 スプ ブッ チ ファンクション 77 
6⑰/6 た / た 7/ /2* グ / 太 契 太 ・ フ ァ ン クシ ョ ン め 7/2 
デー タテ エ テ / ソ ア 
/4/4 yg の ///9/ 7 
22/// 奏 //// コ /// の 47 の クラ ファ ックス が ライノ の 

// の プク リプ ブス 名 
74/77 4/ ア /// の > テン トム グ テー プル ん の 

, 稀 胡 アゲ ンズ 
4 44 // ノ の 2〆 Z/ の の イラ メータ ブロ ワック と 
/ アー クエ ノア 

/4/4 ヴ //72】 
スタック 
?/74/ S た の ルル / 5/4/ 

/ ル クノ 26 の / の 
グリ ク / ヴ //72】 
コーム 洲 
2// by コム ///9//4 

SS の の.6 の た の 5.74/4 
6/747/- 刀 ル 4 イ 7 

/ /? 4T 

と 4// /7/ の が / が ライ ノリ の 彦 克 

, を 胡 認 る 


5// 。 娘 7 5747/ 
5//2 4 用 // 
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D// の 4 計 プ / // 


64// 
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の 7// 記 う /// テン トム グ アム た ルズ 
, の 用 疹 

ら /, 6////4/ y グ ラフ ァ ッ クス 
. の 穫 

/64// 

ルイ び /SZ7 の の - 婦 村 444 / 盛 の 凌 太 

娘 め /77 5./ の の , 才 家 ノリ ラダー タ 


め 77 が バク / 選 7 2 

め 7 が. / 履 / 2 ラス タブ ペン 一 
/ シラ ン 落 写 

め /77 の 5.2 / 九 / / , 夢 77/ た 医 三 

の //7 の 5. の / ル 2 の , 太 を 契 みる 


/ ル 放 意 

の /77 の の 7 / ル 72 の. 砂 太 チ る 
/ / 克 旋 

人 め /77 が. の 7 / ル , / イン ッ ツ 人 毅 三 
, (人 人 767/ 7 

人 め /77 が. の 7 / ル の フイ ン ッ 人 毅 三 
, (と 故 7 の の / 7 

ら /, 6 の 0 た / 

/64// 

ルイ ゲ /6 と 7 の 4 444 / 馬 天 スプ ッ テ の 
ラプ 7 コ 


の //7 の プイ //, 7 , 舟 大 訓 
ら /, の の 6 


/64// 

47 の 7 が , 九 認 の た め 
, ん 4 の ス ア 夏 ろ 

グ / ガ 

っ / / た 7 y グ ラフ ァ ッ クス 
, の 凌 ア 

/64// 

4 ル 多 の 7 

ンプ /// 


235 


第 7 章 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


グラ ファ ックス が ラプ ノ \ の 歩 な ず 北 認 
(チャ グー フラ ク カ 7 な ら が ライ ンプ 彦 な し な ん リツ 


/Y/ の が 7 の / 
///// 


//7// 
/7 
ソ と 


//7// 


//7// 
7///4 
の と 
アア の AA 識 / 
/Y/ の が 生 // 


/ た 47 

4 2 の 7 / 尽 ラ イノ を 
/ ブー プン 

/f / び // の 5. テア 炒 佐 

グ / ガ 

/7/ の 7 ブー プン に 笑 克 
/ 存 存 ん と 婦 /) 
/ グ ブー ブン に 太 錠 . 
, 聞 存 ずる 

ルル ルル / 尽 ラ イノ \ を 
コグ ロー ズ 

と / 代 りり 9/4 

ジグ /// 


グラ ファ ックス が ラプ ノ の テン トム ソテー プル の アア が ンス を 成 彦 チ る 
(6 の 4Z7 477/ に テン トバ ソテー プル の を クメン トム ト ア が ンス を 導線 


の /⑰ 7 7 の / 
//// 
//7// 
/ ル 7 
/ 夏 / 

の /⑰ 7 た // 


/ ル た 4 
4 ル の 
ルル 他 /6 と 7 5. の 4 が 4//7 
(27// 


グラ ファ ックス が ラ ィ イノ) の 背 六 を 辱 び 妨 チ 
⑳⑮/ に テン トノ ソテー プル と と の チ フ を ッ ム を 雄 及 ん て 厨 の の 


/64// 7 の / 


/ た 47 

ルル 大 た 7/ / が 5./ 材 4 條 4 

/? / の 5 返 克 

/? グラ ファ ックス ズ 
6 / が ライノ 1 へ の 


/ ノ フィラ メー タダ 
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//? ルル の の の 4 が 7 4 の 7 
64// / の の /77 が の./ の 25// 


/ の の /? , の 5 北 誠 
/ 夏 / 

/64// 生 // 

と の た ///A7 


休 //// ら 747/ 
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@( 言 語 
MS-C の バー ジョ ン 3.0 で コン パイ ル す る 場合 は , オプ ショ ン ( ン ZE) を 指定 する 必 
要 が ある . 


//7 と // の 6 く s7 の / の . / グ > 
//C// の 6 < の Os. / ジ > 
//7C//76 く C の 77/ の . / グ 2 


7/ の 77 6//272/2g 
777S/g776 の /77  /7 グ ダグ / / ノ ※ デ ー タ 疹 厩 の 客 疾 */ 
s// の 7 /se77/gg / / タ 雇 超 万 の パラ メー タプ ワッ ク */ 
の 75 72776 の / の 277  /ese/ ル @/ 
の 75/g776 の //7 た 2 の, 
77S/g776 の 72/ 4c 婦 296, 
77S/2776 の /77/ 人 
の 775/g776 の //77 た ア : 
の 75/g776 の /277g 697 の // 
/ /se7/2g , 
s7/7 /s/S み ん タタ 生 天 ス プッ チ の パラ メー タプ ワッ ク */ 
775 72776 の / の 277  /ese/ ル @/ 
の 75/g776 の 772/  s/77/ 
/ /s/% み / 
/ の み /727272g / 
s の /oZ /7/7cZ77 ア 7gg / ノ ※ フ ァ ン クシ ョ ン の 定 豚 */ 
/77 72/ /2s2/ * //C/ プ 7/) (775/g77e の /27g の / 
/ 大 /* の / 
/// た / ※* め / 
7/ の 77 / た 65 //7/@gs, 0/7/egs / 


2/7 り / 
ノ ※ クラ ファ ックス が ライノ) の 上 彦 左 を 康 る メ ノ 


/7/( = 722e7 の 47 妙 7 ケ フ ) だ た の / 
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7c/ose 7) ノ ※ 彦 友 ず る */ 
/ ge/se / 
/eZ7//7( の , ノ テ 彦 な し な ん k/ 
/」 
ノ ※ テン トノ テ ー ズ プル ん の 六 郁 アゲ レン スズ の 用 疹 メ / 
777/@gs, え , 2 の 
///egs. ア /Y =( 77 た ノ 4 の 7 / 
7779 の ( の cc の @//7/egs, @2/7/egs / / 
ノ * グ ラフ ァ ッ クズ の 請 放 / 
(%( の ⑦ -2 //7 の /2// //(7s/g77e の /27g の 777 太 /* 4 の 727272g / / 
ノ ※ 成 の 圧 太 み / 


ノ \ 才 パラ メー タメ */ 
ノ \ ラ スタ ブナ ペ レー ショ ン 苑 怒 */ 
7 ,  /% 三 / を 導 緒 */ 


6///272/2g. /se7/2g ese/ ル ら 6 ニニ 
6 の ///272/2gr /se7/2g / の の 還 
6///272/2g /se7/2g 4c 婦 296 = 


// 
// 


の /727g72g /se7/2g = グ の の , /※ 記 を 砂 太 る ル 密 尊 */ 

の /727g72g /se7/2g ア = 7 の の , /※ 記 を 砂 太 ナチ る ル 族 閥 */ 

の の /7g7272g  /se772g の /o/ 。 = ニノ,/ ノン パレ ッ ム 疾 三 %/ 

\( の つ /2C/727// /47s/g77e の /27g の 77 太 / め 4 の op727272g / / 
の み /727g72g sp 5y/7C/ = 7/ /※ 琴 天 ス アッ テ の 謙 定 */ 
(の - /2 の /77/ ル / (75/g77e の /27g の (777 夏 / 4 の ん //27272g / / 
ge7c/2/( ノ / ノ タ 友 広 の を た め の /⑫ 和 スカ 夏 ろ */ 

ノ * グ ラフ ァ ッ クズ の 導 ア */ 


(%( の ⑦ - // の の 77 (75/g77e の /o7 の の 777 太 / め の ん 727272g ノ , 
/ 
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7.2 グラ フィ ックス ドラ イ バ コ マン ド 


相対 アド レス 00H N HH 


グラ フィ ッ ク の 開始 


人 入 カ 


相対 アド レス =00H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常 に 正常 終了 


機 能 


グラ フィ ッ ク 専 用 ハー ドウ ェ ア , イン ター フェ イス の 初期 設定 を し , 実行 
境 を 整え る . 


還 
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解 説 


グラ フィ ックス ドラ イ バ を 使用 する と き は , 必ず 本 コマ ンド を いち ば ん 最初 
に 実行 する こと . な お , この コマ ンド は 画面 消去 は 行わ な い . 必要 に 応じ て 
[画面 消去 相対 アド レス =38H」 を 実行 する こと . 
具体 的 な 初期 化 内 容 ( シ ステ ム VRAM お よび 各種 設定 ) は 次 の 通り . 
マク ラフ ァ ッ ク の 腕 疹 碗 の 刻 の 衝 枯 パ ラメ ー タ ( 交 交 4 み の の 


仮想 VRAM の 初期 化 は , ! 仮 想 VRAM の 生成 相対 アド レス =08H」 実行 時 に 行 
2 も の 、 
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相対 アド レス 04H 


N 日 


グラ フィ ッ ク の 終了 


人 入 カカ 


相対 アド レス =04H 


スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 カカ 
AX= ス テー タス 情報 

0: 常 に 正常 終了 
機 能 


グ クジ クイ ルク 専用 ハー ドウ コア を り リセ ッ ド 下す る 


解 説 


グラ フィ ックス ドラ イ バ の 利用 を 終了 する 場合 本 コマ ンド を 実行 する こ 
と . これ に より , グラ フィ ックス ドラ イ バ で 設定 し た ハー ドウ ェ ア の 状態 が 
この 後に 動作 する プロ グラ ム に 影響 し な いよ うに な る . 
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相対 アド レス 08H IN|IH 


仮想 VRAM の 生成 


人 入 カカ 


相対 アド レス =08H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤマ バ パク メー クン ロック ノ 


人 選 想 眠 部 構造 価 の アド レネ 
伯 想 WE 部 還 了 アド レネ 


\ 誕 向 串 ド ッ ト 閉 
『 記 向 串 ド ッ ト 族 
プレ ー ン 凌 


仮想 VRAM 構造 体 の アド レス 

仮想 VRAM 構造 体 は 仮想 VRAM の アド レス や プレ ー ン 数 な どの 情報 を 格納 し て 
お く 場 所 で あり , あら か じ め 64 バ イト 確保 し て お く . この 仮想 VRAM 構造 体 の 
先頭 アド レス (上 位 ワ ー ド : セグ メン ト , 下位 ワー ド : オフ セッ ト ) を 指定 す 
る . 
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仮想 VRAM の アド レス 
あら か じ め 確 保 し て お いた 仮想 VRAM の ア ドレ ス ( 上 位 ワ ー ド : セ グ メ ント , 下 
位 ソ ワー ド : オ フ セ ッ ト ) を 指定 する . 
仮想 VRAM の サイ ズ は , 次 の 式 で 求め られ る . この サイ ズ は 64K を 超え て も か ま 
わな い . た だ し , この コマ ンド で は メ モリ の 管理 を 行わ な い . サイ ズ が 64K バ 
イト を 超え る 場合 , 連続 し た 位置 に 確保 し て お く こ と が 必要 で ある . 

仮想 VRAM の サイ ズ ( バ イト 数 ) 

=( (方向 ド ッ ト 数 +15) 16) X2 ※ 縦 方 向 ド ッ ト 数 X プ レー ン 数 


X ノ Y 方 向 の ドッ ト 数 

仮想 VRAM の 大 き さ を 次 の 範囲 で 指定 する . 
0<X 方 向 ド ッ ト 数 全 1120 
0<Y 方 向 ド ッ ト 数 全 1120 


プ レーン 数 

仮想 VRAM の プレ ー ン 数 を 指定 する . 指定 し た プレ ー ン 数 に よっ て , その 後 こ 
の 仮想 VRAM に 設定 で きる カラ ー モ ー ド が 次 の よう に 異な る . カラ ー モ ー ド に 
つい て は 「 表 示 モ ー ド の 設定 相対 アド レス =0CH」 を 参照 する こと . 


INS 
14 。 上 1 |OD1O 
B 色 :B 色 中 8 色 革 まぜ 和 B 色 中 8 色 モ ー ド 
1g 色 : BB 色 中 1B 色 モ ー ド 
(設定 人 で 計る 。 設定 で き な い 
1) バイ レゾ モー ド は 指定 谷 き な いい 
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出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
0: 異 常 終了 
指定 の プレ ー ン 数 が 4 を 超え た と き な ど に 異常 終了 と な る . 


機 能 


メモ リ 上 に 仮想 的 な VRAM を 生成 し , 初期 化 を 行う . 
初期 状態 は ノー マル モー ド , ハイ レゾ モー ド と も 次 の よう に な る . 仮 還 
VRAM は , 解像度 に よる 区 別 は な い . 


索 上 夫人 Kenteeoes 電 メ グロ 
描画 プレ ー ン … 48 20 グレ ー ン 0 
ビュ ー ボ ー の ーー (0.0) 方 向 ド ッ ト 数 -1.Y 方 向 ド ッ ト 数 -1) 
2 ポッ ング フラ ウジ ドク ンー や 9 パレ ッ ト 番 号 7 
AN ジグ クラフ レツ ドル クー の パレ ッ ト 番 号 0 


仮想 VRAM と 仮想 VRAM 構造 体 は あら か じ め 確 保 し て お く こ と . 


仮想 VRAM …………… ド ドー 任意 の サイ ズ 
仮想 VRAM 構造 体 ………… 64 バ イト 
解 説 


仮想 VRAM に 対 し て は , 環境 設定 コマ ンド , 環境 取得 コマ ンド , お よび 領 
城 転 送 相対 アド レス =64H」 が 実行 で きる . 
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相対 アド レス 0CH N HH 


表示 モー ド の 設定 


人 入 カカ 


相対 アド レス =OCH 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マク バラス メーク グ ロッ タク 


ETIEZZ3E: 放 : 表 


IH DMRED | 対 筑 県 部 
中 MIRD | 素 志 モー ド 


表示 モー ド 
1 111 すす 5 5 生き 


IDIIEEIIPIIIEIEIE 
男 ーー 


酢 避 度 中 指定 モー ド 指 定 
Hi EMH mm : キッ ウロ 
HEMU 家 利 昌 器 1: 日 色 中 日 色 モ ー ド 
11: 11 串 家訓 1 : 4B5 色 中 日 色 モ ー ド 


中 1: 6 色 中 16 色 モー ド 
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設定 で きる カラ ー モ ー ド と 解像度 の 組み 合わ せ は 以下 の 通り 」 
| 上 解 人 度 | モノ ラロ |8 色 |16 色 | 
ソー マル 640x200 | ロ |1O IO | 


モー ド 640mx400 |1 ロ 1O1O 


ォ MM 
上 較 11 衣 Ti に 
モー ド 


ロロ 色 :B 色 中 色 玩 よ ザ 邊 明 色 中 日 色 モ キー ド 
1 色 ・ 4 色 中 16 色 モ ー ド 
設定 で きる , ※ 設 定 できない 


対象 VRAM 


シス テム VRAM の 表示 モー ド を 設定 する 場合 は 0, 仮想 VRAM の 表示 モー ド を 設定 
する 場合 は 仮想 VRAM 構造 体 の 先頭 アド レス (上 位 ワ ー ド : セ グ メ ント , 下位 
ワー ド : オ フ セ ッ ト ) を 指定 する . 


出 カ 
AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 


デ 0: 異 常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照) 
パー ド ワ ウェア 的 に 設定 で き な い モー ド を 指定 し た と き は 半 常 終了 と な る . 


機 能 


シス テム VRAM また は 仮想 VRAM の 表示 モー ド の 設定 を 行う . 
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これ ら 


解 説 
描画 プ レー ン , 表示 プレ ー ン , ビュ ー ポ ー ト , フォ アグ ラウ ンド カラ ー ン 
バッ ク グ ラウ ンド カラ ー ノ ボー ダー カラ ー, 表示 領域 が 初期 化 さ れる . 
の 初期 状態 に つい て は , 対応 する 環境 設定 コマ ンド を 参照 する こと . 
パレ ッ ト の 状態 は , 前 回 の その モー ド で の 値 が 引き 継が れる . 仮想 VRAM の 


表示 モー ド を 設定 する 場合 解像度 は 無視 され る . 
ノー マル モー ド で ディ ッ プ スイ ッ チ SW1-8 を OFF に し て 利用 する と , 下記 の 
モー ド の 利用 は で き な い . 


4096 色 中 8 色 モ ー ド 
4096 色 中 16 色 モー ド 
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相対 アド レス 10H NH 


描画 プレーン の 設定 


人 入 カカ 


相対 アド レス =10H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マク ハラ メー ク ブ ロッ ク 


IH DMRED | 対 穫 政 部 
中 hMHRD | 抽 画 プレ ー ン 


描画 プレ ー ン 
15 14 18 8 11 10 9 8 7 B 5 』 3 8 1 1 
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ペー ジ と は ディ スプ レイ に 表示 可能 な 画面 の 単位 で あり , プレ ー ン と は ペー ジ 
の 構成 要素 で ある . 

プレ ー ン で は , 描画 し た い プ レー ン に 対応 する ビッ ト を 1 に 設定 する . また , 
同時 に 複数 の プレ ー ン を 指定 する こと も 可能 で ある . た だ し , 指定 で き る プ 
レー ン は カラ ー モ ー ド に よっ て 異な る . 


1 本 フレ ーッ 
hg 


\1」) モッ カロ モー ド で 設定 可能 な ププ レーン は, 様 
種 に よ っ て 異な る . 詳し X は げ ば レー ン 准 取得 
相対 アド レス =TUH 」 記 華 曲 . 


ペー ジ は 0^3 の 数 で 指定 する . た だ し , 仮想 VRAM に 設定 で きる ペー ジ は 0 の み 
で ある . シス テム VRAM に 対 し て 設定 する 場合 は 複数 の ペー ジ が 利用 で き る た 
め , 表示 する ペー ジ と 搬 画す る ペー ジ を 別々 に 設定 する こと も 可能 で ある . 
定 で きる ペー ジ は 解像度 に よっ て 異な る . 


角 人 度 
Hg | Hm は (人 1) 


3』W 
ロス 


BI 交 1 (1 」 
Hox59l9 = ))、〈{、 
1 ) 設 正 で きる ペー ジ は , 杜 種 に よ っ て 異 大 る 


議 し く は 「 プ レー ン ン 数 丁 取 湯 相 財 了 アド レネ =TH 」 
き 要 昭 . 
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「 表 示 モ ー ド の 設定 相対 アド レス =0CH」 を 実行 する と , 描画 プ レー ン は 初 
期 化 され る . 初期 状態 は 、 カラ ー モ ー ド に より 次 の よう に 異な る . 


8 色 中 8 鉛 , BB 色 中 8 色 ペー ジロ プレー ジ Hg 
df 色 中 15 色 0 が le 


対象 VRAM 

シス テム VRAM の 表示 モー ド を 設定 する 場合 は 0, 仮想 VRAM の 表示 モー ド を 設定 
する 場合 は , 仮想 VRAM 構造 体 の 先頭 アド レス (上 位 ワ ソード: セグ メン ト , トト 位 
ワー ド : オ フ セ ッ ト ) を 設定 する . 


出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
正常 終了 
0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 
ハー ドウ ェ ア 的 に 設定 で き な い ペー ジ , プレ ー ン を 指定 し た 場合 , 異常 終 
中 05 


機 能 


シス テム VRAM また は 仮想 VRAM の , 実際 に 描画 を 行う ペー ジ , プレ ー ン の 設 
定 を 行う. 
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相対 アド レス 14H NH 


表示 プレ ー ン の 設定 


入 


力 


相対 アド レス =14H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤバ パラメータ ブロ ッ ク 


表示 プレ ー ン の 指定 方 法 は 描画 プレ ー ン と 同じ で ある . 「 描 画 プ レー ン の 設定 
相対 アド レス =10H」 を 参照 する こと . 


出 


力 


AX= ス テー タス 情報 


0: 正 常 終了 
0: 異 常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 ) 
ハー ドウ ェ ア 的 に 設定 で き な い ペー ジ , プレ ー ン を 指定 し た 場合 , 異常 終 
町 隊 Gy/d2S 


機 


能 


シス テム VRAM の 表示 する ペー ジ , プレ ー ン の 設定 を 行う . 
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相対 アド レス 18H NH 


パレ ッ ト の 設定 


人 入 カカ 


相対 アド レス =18H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マク ハラ メー ク ブ ロッ ク 


EEPTSEZZ3: 


』H hlED | パ じ ッ ト 番 号 
ロ H IMIRhD | カカ ラー コー ド 


パレ ッ ト 番 号 

モメ グ : 0^1 で 指定 する . この 範囲 を 超え た と き は , 2 の 
束 作 が 取ら れる . 

8 色 中 8 色 , 8 色 プ 4096 色 : 0 て 7 で 指定 する . この 範囲 を 超え た と き は , 8 の 
束 作 が 取ら れる . 

16 色 ノ /4096 色 ・ 0 て 15 で 指定 する . この 範 囲 を 超え た と き は , 16 
の 球 作 が 取ら れる . 
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カラ ー コ ー ド 
15 14 18 全 11 10 4 全 る 5 5 すき ロ | H 


Ia 誰 癌 呈 回 員 本 中部 1418 1 1 


green, red, blue は , 緑 , 赤 , 青色 の 各 了 調 を 表わす 

谷 カ ラー モー ド で の 設定 は , 次 の より うに な る , 

モノ クロ : green, red, blue で 1 つ で も 最上 位 ビ ッ ト が 1 の 場合 は 白色 , それ 
以外 は 黒色 . 

8 色 中 8 色 : green, red, blue の それ ぞ れ の 最上 位 ビ ピット に よっ て 決ま る . 


ララ の の 
式 出 
じ レッド 
マゼンダ 
Re 
本 2 
イエ ロー 
目 ロ イト 


l 
l 
] 
] 
l 
l 
] 
] 


4096 色 中 8 色 , 4096 色 中 16 色 : green, red, blue の 各 バ イト の 上 位 4 ビ ッ ト を 
取り 出し て , それ ぞ れ 40 96 色 中 8 色 16 階 調 と 
し , その 組み 合わ せ に よっ て 4096 色 を 選択 す 
る . 4 ビッ ト で 表わさ れる 0^F は 値 が 大 きい ほ 
ど 明 る く な る . 
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第 / 草 


各 モ ー ド の 初期 値 は 次 の 通り . 


グン 選 


n n n 0 0 n 
PE PE 0 


l 
] 


8 色 中 8 色 , 4096 色 中 8 色 


巳 =- ma 本 可 中 中 ロビ に 


4096 色 中 16 色 
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出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 


機 能 


指定 され た パレ ッ ト 番 号 に 対応 する カラ フラー コー ド を 設定 する . 


解 説 


グラ フィ ックス ドラ イ バ で 色 を 表示 する に は パレ ッ ト を 使用 する . パレ ッ ト 
は , それ ぞ れ の カラ ー モ ー ド で 同時 に 使用 で きる 色 数 だ け 用 意 さ れ て お り , パ 
レッ ト 番 号 0, パレ ッ ト 番 号 1… と 番号 が つけ られ て いる . それ ぞ れ の パレ ッ ト 
に は , カラ ー コ ー ド (実際 に 表示 され る 色 ) が あら か じ め 設 定 さ れ て お り , 捕 画 
コマ ンド で は 表示 色 と し て この パレ ッ ト 番 号 を 指定 する . 

この コマ ンド で は , この パレ ッ ト 番 号 と カラ ー コ ー ド の 対応 を 変更 する こと 
が で きる . すでに 表示 され て いる パレ ッ ト 番 号 を 変更 し た 場合 に は , 表示 色 が 
新しく 設定 され た カラ ー コ ー ド に 変わ る . 
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N 日 


相対 アド レス 1CH 
ビュ ー ボ ポ ボート 領 域 の 設定 


人 入 カカ 


相対 アド レス =I1CH 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤバ パラメータ ブロ ッ ク 


対 久 WE 中 
ビュ ー ポ ボート 衝 域 志 上 \ 座 本 


ビュ ー ポ ボー ト 潤 域 志 上 『 座 本 
ビ ピュー ポート 褒 域 右 下 \ 座 税 
ビ ピュー ポート 誤 域 右 下 『 座 本 


対象 VRAM 


シス テム VRAM の ビュ ー ボ ポート 領域 を 設定 する 場合 は 0, 仮想 VRAM の ビュ ー ボ ー 
ト 領域 を 想定 する 場合 は 仮想 VRAM 構造 体 の 先頭 アド レス (上位 ワ ー ド = セグ 
メン ト , 下位 ワー ド = オ フ セ ッ ト ) を 指定 する . 


出 カカ 
AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 


0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 
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機 能 


シス テム VRAM また は 仮想 VRAM の , 実際 に 描画 され る 領域 (ビュ ー ボ ー ト 傾 
域 ) を 設定 する . 


解 説 


図形 描画 寺 に 指定 する 座標 は ディ スプ レイ 画面 左上 を 原点 と し た , 整数 系 
に 32768 て 32767) 座標 で ある が , 実際 に 描画 可能 な 領域 は 各 解 像 度 で ディ ス 
プレ イ に 表示 で きる 範 固 で ある . 

ビュ ー ボ ー ト 領域 と は , この 描画 する 領域 の こと で あり , この コマ ンド を 実 
行 す る こと に より , この 領域 を 変更 する こと が で きる . 

各 解 像 度 の 最大 ビュ ー ボ ー ト 領域 は 次 の 通り . 


シス テム VRAM に 設定 する 場合 


最大 ビュ ー ポ ー ト 稚 域 
(0.0)-(B39,189) 


5 思 間 中 (日 1- (3H,3 昌 ) 
118 TH | ( 細 』-(1118.35) 
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仮想 VRAM に 設定 する 場合 

最大 ビュ ー ボ ー ト 領 域 は , 「 仮 想 VRAM の 生成 相対 アド レス =08H」 時 の 
ビュ ー ボ ー ト 領域 で ある . 

この コマ ンド で ビュ ー ボ ー ト 領域 を 変更 し て も , それ 以前 に 描画 され て いた 
グラ フィ ッ ク は 消去 され な い . 

ビュ ー ボ ポート 領域 は 「 表 示 モ ー ド の 設定 相対 アド レス =0CH」 を 実行 す 
る と 各 解 像 度 の 最大 ビュ ー ボ ー ト 領域 に 初期 化 さ れる . 

ー327EBTmin】 


上 
27B7Tma』 


(0.0) 


ー327B8Emin】 


(589。19H nr 3949) アー マル モー ド 
(1119.985) リロ イ レゾ モー ド 


TB97ETTma』 
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相対 アド レス 20H N HH 


フォ アグ ラウ ンド カラ ー の 設定 


人 入 カカ 


相対 アド レス =20H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マク メー クア ブロック 


| オフ セッ ト | サ イズ | 肉 容 。。 。 〈0 0 0 パパ | 


H hh | 対 時 路 彰 
』H hh | コ ォ アダ ラウ ンド カカ ラー (パレット 番号 ) 


70 ググ クン グ ドカ クン シラ 
画面 コマ ンド に お いて , 描画 色 を 省略 し た と き に 用 いら れる 色 で あり , パレ ッ 
ト 番号 で 指定 する . パレ ッ ト 番 号 に つい て は , 「 パ レッ ト の 設定 相対 ア ドレ 
ス =18H」 を 参照 する こと . 

「 表 示 モ ー ド の 設定 相対 アド レス =0CH」 を 実行 する と , カラ ー モ ー ド に 
よっ て 次 の よう に 初期 化 さ れる . 


モノ クロ YNS 3808 ee ノ フレッ ト 番号 1 
8 色 中 8 色 , 4096 信 中 色 66 尊 人 上 6 人 60 パレ ッ ト 番 号 7 


対象 VRAM 

シス テム VRAM の フォ アグ ラウ ンド カラ ー を 設定 する 場合 は 0, 仮想 VRAM の フォ 
アグ ラウ ンド カラ ー を 設定 する 場合 は , 仮想 VRAM 構造 体 の 先頭 アド レス (上 位 
ワー ド : セ グ メ ント , 下位 ワー ド : オフ セッ ト ) を 指定 する . 
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出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 


機 能 


シス テム VRAM また は 仮想 VRAM の フォ アグ ラウ ンド カラ ー の 設定 を 行う . 
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相対 アド レス 


24H 


N 日 


バッ ク グ ラウ ンド カラ ー の 設定 


人 入 カカ 


相対 アド レス =24H 


スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マク メー クア ロッ タク 


対 梨 WE 存 


IH MI 
中 MI 


「 画 面 消去 相対 アド レス =38H」 や! 領域 移動 相対 アド レス =68H」 で 用 い 
る 色 を パレ ッ ト 番 号 で 指定 する . 
「 表 示 モ ー ド の 設定 相対 アド レス =OCH」 を 実行 する と , パレ ッ ト 番 号 0 に 初 


期 化 さ れる . 


対象 VRAM 


バッ カカ ダラ ロン ドカ ラー (パレ じ ッ ト 番 号 ) 


シス テム VRAM の バッ ク グ ラウ ンド カラ ー を 設定 する 場合 は 0, 仮想 VRAM の バッ 
ク グ ラウ ンド カラ ー を 設定 する 場合 は , 仮想 VRAM 構造 体 の 先頭 アド レス (上 位 
ワー ド : セ グ メ ント , 下位 ワー ド : オフセット ) を 指定 する . 
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出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 


機 能 


シス テム VRAM また は 仮想 VRAM の バッ ク グ ラウ ンド カラ ー の 設定 を 行 う . 
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相対 アド レス 28H NH 


ボー ダー カラ ー の 設定 


人 入 カカ 


相対 アド レス =28H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


2 ラス メー クア セロ タク 


EEPIIEZEIEE: 間 還 還 


| | lx- タ - ヵ ぁ ー 


ボー ダー カラ ー 
カラ ー モ ー ド に よっ て 以下 の よう に 指定 する . 
モノ タロ モー ド 8 到 中 8 色 モ ー ド 


] ゴ ラ カカ 
市 ロイ トド 


l 
] 
e 
J 
nl 
ロ 
p 
『 


渦 ロ イト 
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出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 


機 能 


ボー ダー カラ ー( オ ー バ ー ス キャ ンカ ラー) の 設定 を 行う . 


解 説 


この コマ ンド は , 標準 ディ スプ レイ (解像度 640 X200 ドッ ト ) 接続 時 の み 使 
用 で きる . 
「 表 示 モ ー ド の 設定 相対 アド レス =0CH」 を 実行 する と , 0( ブ ラッ ク ) に 初 
期 化 され る . 
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相対 アド レス 


2CH 


N 日 


表示 スイ ッ チ の 設定 


人 入 カカ 


相対 アド レス =2CH 


スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


表示 スイ ッ チ 


0: 非 表示 状態 
0: 表 示 状 態 


出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 


0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 ) 


機 能 


シス テム VRAM の グラ フィック を, ディ スプ レイ に 表示 する か 表示 し な いか 


を 設定 する . 


解 説 


グラ フィ ッ ク の 開始 直後 は , 0( 非 表示 状態 ) と な っ て いる . 
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相対 アド レス 


S0H 


表示 領域 の 設定 


人 入 カカ 


相対 アド レス =30H 


スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マグ パラ メー クロック 


MHED | シス テム WE 棚 上 Y 座 橿 


出 力 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終 了 


デ 0: 異 常 終了 (エエ ラー コー ド 一 覧 参照) 


機 能 


シス テム VRAM 上 の 表示 領域 を 設定 する . 
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解 説 


VRAM 上 の Y 座 標 は , VRAM の どの 位置 か ら デ ィ ス プレ イ に 表示 させ る か を 0 


186 の 値 で 指定 する . 
ハイ レゾ モー ド で は , VRAM の サイ ズ が 実際 に ディ スプ レイ に 表示 され る サ 
イズ より 大 きい た め , 同時 に VRAM の 内 容 の すべ て を 見 る こ と が で き な い . こ 
の 機能 に よっ て 表示 領域 を 変え る こと に より , VRAM 上 の どの 領域 で も 見 る こ 
ざ 0YG き る よう (が. 
'.) (,0) 


(1119.74』 


と 定 須 化 状態 名 は この 部 滞 志 表 志 され な し 1 
(1118.35」 


初期 化 時 は , Y 座 標 0 か ら 749 ま で 表示 され る . 
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相対 アド レス 


S4H 


N 日 


中 断 処 理 ル ー チ ン の 設定 


人 入 カカ 


相対 アド レス =34H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マグ バラス メー クア ロッ タク 


DuED | 中 断 処理 ルー チン の 先頭 アド レス 


出 カ 
AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 


0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 ) 


機 能 


中 断 処理 レー チン の アド レス を グラ フィ ックス ドラ イ バ に 通知 する . 


解 説 


各 コ マン ド 実 行 中 に , 何ら か の 事象 が 発生 し た と き に 特別 な 処理 を 行い た い 
場合 ( STOP キー が 押さ れ た ら コ マン ド の 実行 を 中 断 す る な ど ), この 中 新 
処理 レー チン の 設定 を , 前 も っ て 実行 し て お く こ と . 

この コマ ンド を 実行 する と , グラ フィ ックス ドラ イ バ は 「 閉 領域 の 塗り つぶ 
し 相対 アド レス =58H」 実行 中 に , 一 定 処理 ご と に 指定 され た 中 断 処理 ルー 
ワン 222 コー リク すずの 
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し た が っ て , 中 断 娘 理 レ ー チ ン に は , 中 断 処理 を 行い た い 事象 の 発生 の 検出 
( STOP キー が 押さ れ た か な ど ) と , 事象 が 発生 し た 場合 に 行い た い 特 別 な 
処理 を 記述 し て お く こ と . パラ メー タブ ロッ ク に は , この 中 断 処 理 ル ー チ ン の 
先頭 アド レス (上 位 ワ ー ド : セグ メン ト , 下位 ワー ド : オフ セッ ト ) を 指定 す 
9 

「 グ ラフ ィ ッ ク の 開始 相対 アド レス =00H」 直後 は 。 グラ フィ ックス ドラ 
イ バ 内 の 中 断 処 理 レ ー チ ン (RET の み ) の アド レス が 定義 され て いる . 

中 断 処 理 レ シー チン の 先頭 アド レス は , この コマ ンド で 再 設定 され る まで 有効 
で ある . 

中 断 処 理 / レ ー チ ン を 作成 する と き は 次 の 点 に 注意 する こと . 

・ す べ て の レジ スタ を 保 了 議 す る こと . 

グラ ジィ ックス ドライ の バ が 管理 ずる パー ドウ ェ ア ( ク グラ シィ ッ ク VRAM 

GDC。 グラ フィ ッ ク チ ャ ー ジ ャ , EGC) の 状態 を 変更 し な いこ と . 

0 レー ブツ 2 の 申 で 。 グ ララ イッ クズ ドラ イ バ の コマ ンド を ロー ルル / な かい 

NNE 

・ グ ラフ ィ ッ クス ドラ イ バ の デー タ 傾 域 を 変更 し な いこ と . 

・ 中 断 処 理 ル ー チ ン か ら リターン し な い 場 合 は 。 ユー ザー 側 で スタ ッ ク を 解 

過 の の き 。 
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相対 アド レス 38H NH 


画面 消去 


人 入 カカ 


相対 アド レス =38H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


2 ラス メー ググ アロ タク 


DMRD | 予約 ラメ ー タ (必ず 日 を 指定 する こと 】 


出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 ) 


機 能 


シス テム VRAM に 描画 され て いる 内 容 を 消去 する . 


解 説 


消去 され る の は ビュ ー ボ ポー ト 領 域 の み で ある . この と き , バッ ク グ ラウ ンド 
カラ ー が 使用 さき れる. !「 バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー の 設定 相対 アド レス = 
24H」 を 参照 する こと . 
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相対 アド レス SUH 


N 日 


点 の 描画 


入 カカ 


相対 アド レス =3CH 


スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マハ ンス メー ク ブ ロッ ク 


ヤ 応 の 大 記 の ノバ パ ラメ ー タ ( 六 約 7 2 の 


ラス タオ ペレ ーション (ROP) 番号 


次 の 16 種 類 の 中 か ら 指 定 する . 


マラ スタ ブ ペ レー ショ ン 共 三 ご 海 江 (が 97 20 の 


動作 番号 


01H= 点 の 色 を 省略 し た と き , フォ アグ ラウ ンド カラ ー を 使用 する . 
02H= 点 の 色 を 省略 し た と き , バッ ク グ ラウ ンド カラ ー を 使用 する . 


X 座 標 ノ Y 座 標 


描画 し た い 点 を 整数 系 (-32768~32767) 座標 で 指定 する . 


点 の 色 


表示 し た い 点 の 色 を パレ ッ ト 番 号 で 指定 する . 点 の 色 を 省略 する 場合 は 最上 位 


ビッ ト に 1 を 設定 する こと . 
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出 カ 


AX= ス テー ダス 情 報 
0: 正 常 終 了 
チ 0: 異 常 終 了 ( エ ラー コー ド 一 覧 参照) 
動作 番号 に 上 記 以 外 の 値 が 設定 され た と き は , 異常 終了 


機 能 
自 定 の パレ ッ ト 番 号 で 点 を 描画 する . 


シス テム VRAM 上 の 指定 の 座標 に , 


解 説 
ラス タオ ベレ ーション は , 色 を 表わす パレ ッ ト に 対し て 働く も の で , すべ て 
の 描画 コマ ンド で 使用 で きる . 
た と えば , カラ ー モ ー ドド が 4096 色 中 16 色 で , 座標 (100, 100) の パレ ッ ト 番 
号 が 2 で ある とき, この 座標 に パレ ッ ト 番 号 1 で 点 を 描画 する と , 描画 後 の パ 
レッ ト 番 号 は 。 ラ スタ オペ レー ショ ン 番 号 に よっ て 以下 の よう に な る . 
マラ スズ タ ブチ ペレ ーション に よる 乾 太 の パレ ッ 人 の 困 い ( 門 4 み 多 の 


パパ レッ ト 番 号 1 の 反転 NOT) は ,。 モノ クロ の 場合 パレ ッ ト 番 号 0 と な り , 8 色 
中 8 色 , 4096 色 中 8 色 の 場合 は 6 と な る . 
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相対 アド レス 40H N HH 


線 の 捕 画 


入 カカ 


相対 アド レス =40H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤバ ラメ ー タ ブロ ッ ク 
マ 背 の 友 尺 の パラ メー タ / 交 多 4 み 2 の の 


描画 フラ グ 

00H: 線 種 パ ター ン , 線 幅 省略 ( 幅 1 ドッ ト の 実線 ) 
01H: 線 種 パ ター ン の み 指 定 ( 幅 1 ドッ ト ) 

10H: 線 幅 の み 指 定 (実線 ) 

11H: 線 種 パ バターン, 線 幅 指定 


線 幅 

0^15 の 値 で 指定 する . 描画 は ( 線 幅 +1) ドッ ト の 幅 で 行わ れる . 

描画 は , 幅 1 ドッ ト の 線 を 中 心 と し て , 描画 する 線 が 仰角 45 度 以下 の 場合 は 上 
下方 向 に , 45 度 以上 の 場合 は 水平 方 向 に 行わ れる . し た が っ て 指定 し た 線 幅 が 
奇数 の 場合 に は , 上 下方 向 に 描画 され る 場合 は 下 側 . 水平 後方 に 描画 され る 場 
合 は 右側 が , その 反対 側 よ り 1 ドット 分 多く な る . 
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線 種 パ ター ン 長 
10H:16 ビ ッ ト ( 線 種 パ ター ン を 使用 する ) 
20H:32 ビ ッ ト ( 線 種 バ ターン と 拡張 線 種 バ パターン を 使用 する ) 


線 種 パタ ー ン , 拡張 線 種 パタ ー ン 

破線 な どの 線 種 を ビッ トバ パタ ー ン で 指定 する . 直線 の 描画 は , 指定 され た ビッ 
トバ パタ ー ン を 繰り 返し ドッ ト に 対応 させ て 行わ れる . この ビッ ト パ タ ー ン は 線 
種 パ ター ン 長 で 16 ビッ トト 単位 か 32 ビ ッ ト 単 位 か に 指定 で きる . 拡 青 線 種 パ 
ター ン は 32 ビ ッ ト 単 位 の と き に 指定 する . 


ラス タオ ペレ ーション 番号 
「 点 の 描画 相対 アド レス =3CH」 を 参照 する こと . 


X 座 標 ノ Y 座 標 
描画 したい 線 の 始点 と 終点 を 整数 系 (-32768ー32767) 座標 で 指定 する . 


線 の 色 
描画 し た い 線 の 色 を パレ ッ ト 番 号 で 指定 する . 
最上 位 ビ ッ ト に 1 を 設定 する と フォ アグ ラウ ンド カラ ー で 描画 され る . 


出 カカ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 ) 


機 能 


シス テム VRAM 上 の 指定 し た 2 点 を 結ぶ 直線 を , 指定 され た パレ ッ ト 番 号 , 線 
種 バ ター ン , 線 幅 で 描画 する . 


275 


第 7 章 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


解 説 


指定 し た 2 点 を 結ぶ 直線 を , 指定 され た パレ ッ ト 番 号 , 線 種 パタ ー ン , 絹 号 
で 描画 する . 線 種 パ ター ン と ディ スプ レイ 上 の ドッ トイ メー ジ の 関係 は 次 の 例 
の より (な る 、 


16 ビ ッ ト 単 位 で 線 種 パ ター ン を 使用 する 場合 
線 種 バ パターン 長 :10H 
線 種 パタ ー ン  :0FOEH 


ティ スン レイ 上 の ドッ み メト イ メージ 
〇 〇 〇 〇 O@@@@⑧ 〇 〇 〇 〇 @@@ 〇 


32 ビ ッ ト 単 位 で 線 種 パ ター ン を 使用 する 場合 
線 種 パ ター ン 長 :20H 
線 種 パ ター ン  :OFOEH 
拡張 線 種 パタ ー ン :0CO8H 


ディ スプ レイ 上 の ドッ トイ メー ジ 
〇 〇 〇 〇 の @@⑧ 〇 〇 〇 〇 @@@⑱ 〇 〇 〇 〇 〇 @@ 〇 〇 〇 〇 OO 〇 OO 〇 外 〇 〇 〇 
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相対 アド レス 


44H 


N 日 


三角 形 の 描画 


入 カカ 


相対 アド レス =44H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤバ ラメ ー タ ブロ ッ ク 
マニ 三 放 彩 の 砂羽 の バ パラメータ / 交 輝 4 み 銀 の 


塗り つぶ し フラ グ 
00H: 塗 りつ ぶさ な い 
01H: 指 定 の パレ ッ ト 番 号 で 塗り つぶ す 
(省略 時 は , 線 の 色 と 同 じ 色 で 塗り つぶ す ) 
02H: 指 定 の タイ ル パ パ ター ン で 1 バイ ト 単 位 に 塗り つぶ す 
03H: 指 定 の タイ ル パ タ ー ン で 2 バイ ト 単 位 に 塗り つぶ す 


タイ ル パ タ ー ン 長 

タイ ル パ タ ー ン 長 は バイ ト 数 で 指定 する . モノ クロ の と き は 1 以上, 8 色 中 
8 色 , 4096 色 中 8 色 の と き は 3 以上 , 4096 色 中 16 色 の と き は 4 以上 を 指定 する こ 
の 
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タイ ル パ タ ー ン 格納 域 

プレ ー ン 0 か ら 順 番 に , 塗り つぶ お ぶす タイ ル パ タ ー ン を , 1 バイ ト 単 位 ( あ る い は 
2 バイ ト 単 位 ) で 格納 する . 

パラ メー タブ ロッ ク の オフ セッ ト 24H の ダブ ル ワ ー ド に は , この タイ ル パ 
ター ン 格 納 域 の アド レス (上位 ワ ー ド : セ グ メ ント , 下位 ワー ド : オ オフセット) 
を 格納 する . 


RS 
点 の 描画 相対 アド レス =3CH」 を 参照 する こと . 


X 座 標 ノ Y 座 標 
描画 し た い 三 角形 の 各 頂 点 を 整数 系 に 32768 て 32767) 座標 で 指定 する . 


描画 フラ グ , 線 の 色 , 線 幅 , 線 種 パ ター ン 長 , 線 種 パタ ー ン , 拡張 線 
種 バ ターン 
[ 線 の 描画 相対 アド レス =40H」 を 参照 する こと . 


出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 ) 


機 能 


シス テム VRAM 上 の 指定 し た 3 点 を 頂点 と し た 三角 形 を 描き , 必要 で あれ ば 
内 部 を 塗り つぶ す . 
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解 説 


タイ ルッ パパ ター ン は , プレ ー ン 0 か ら 順 番 に , 各 プ レー ン に 対応 する . 
n+1 バ イト の タイ ルン パパ ター ン が 次 の よう に 格納 され て いた 場合 , 


Im lm lme| > me 


4096 色 中 16 色 モー ド で 画面 上 に 1 バイ トト 単位 で 展開 させ る と , 次 の よう に な 
の 9 


PTN8 PT 時 PTMB … 事 4 は ブ ゴ レー ジン 
FITE FTME FI 
FTMIT FIMIT FIM11 … 


PTME PT 取 PTME … 悪 8 ゴ レー ブン 
FTME FIME FIME 
FITMIU FIMIH FIMII … 


FTMI FI 
FTMH FIMH 


FT FI 也 


塗り つぶ し フラ グ の 設定 に よっ て , 2 バイ ト 単 位 に 展開 させ る こと も 可能 . 

タイ ル ノ パ ター ン の 長 さ が 条件 より 小さ いと き , 処理 は 行わ な い . 

タイ ルフ パタ ー ン の 長 さ と 各 表 示 モ ー ド の プレ ー ン 数 が 対応 し な い 場合 , 余り 
は 無視 され る . 

線 幅 に 1 以上 を 指定 し , 同時 に ラス タオ ペレ ーション で 0 以外 の 値 を 指定 す 
る と , 一 部 正確 に 描画 で き な い こと が ある . 
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相対 アド レス 48H N H 


長方形 の 描画 


入 カカ 


相対 アド レス =48H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マハ パン メー クア ョ ロッ ルック 
長 方 有 少 の 詳 太 の ノバ パラ メー タ ( 交 み の 


ラス タオ ペレ ーション 番号 
「 点 の 描画 相対 アド レス =3CH」 を 参照 する こと . 


X 座 標 ノ Y 座 標 
描画 し た い 長 方 形 の 対角線 の 始点 終点 を 整数 系 (-327 68~32767) 座標 で 指 
定 する . 


描画 フラ グ , 線 の 色 , 線 幅 , 線 種 バ ターン 長 , 線 種 パ ターン, 拡張 線 
種 パ ターン 
[ 線 の 描画 相対 アド レス =40H」 を 参照 する こと . 


浅 り つぶ し フラ グ , 沙 りつ ぶす 色 , タイ ル パ タ ー ン の 長 さ , タイ ル パ 
ター ン 格 納 域 

「 三 角形 の 描画 相対 アド レス =44H」 を 参照 する こと . 
線 幅 に 1 以上 を 指定 し , 同時 に ラス タオ ベレ ーション 番号 0 以外 に 指定 する と , 
一 部 正確 に 描画 され な いこ と が ある . 
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出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 ) 


機 能 


シス テム VRAM 上 の , 指定 し た 2 点 を 結ぶ 線 分 を 対角線 と する 長方形 を 摘 画 
し , 必要 で あれ ば , 内 部 を 塗り つぶ す . 


解 説 


線 幅 を 指定 する 場合 , 各 頂 点 で 水平 方 向 の 線 に よる 補正 を 行う た め , 頂点 は 
次 図 の よう に な る . 


。B・ 補正 部 滞 
B, Ei 線 机 生計 る 部 富 
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相対 アド レス 4CH NH 


台形 の 捕 画 


入 カカ 


相対 アド レス =4CH 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤバ ラメ ー タ ブロ ッ ク 
始 米 の 友 尺 の パラ メー タ / 交 丈 4 み の 


出 カ 
AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 


デ 0: 異 常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 


機 能 


シス テム VRAM 上 の 指定 し た 4 点 を 頂点 と する 台形 を 描画 する . 必要 が あれ 
ば , 内 部 を 塗り つぶ す . 


解 説 


各 パ ラメ ー タ に つい て は 「 点 の 描画 相対 アド レス =3CH」, 「 線 の 捕 画 
相対 アド レス =40H」, 「! 三 角形 の 描画 相対 アド レス =44H」 な ど を 参照 する 
Le 

線 幅 に 1 以上 を 指定 し , 同時 に ラス タオ ペレ ーション 番号 を 0 以外 に 指定 す 
る と , 一 部 正確 に 描画 され な いこ と が ある . 
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相対 アド レス 50H N H 


円 の 描画 


入 カカ 


相対 アド レス =50H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤバ ラメ ー タ ブロ ッ ク 
マ の の 上 砂 有 尺 の パラ メー タ / 門 交 4 み 2 の の 


形状 フラ グ 
マ 導 フ ラグ ( 光 4 み 2 の の 
呈 


ラス タオ ペレ ーション 番号 
「 点 の 描画 相対 アド レス =3CH」 を 参照 する こと . 


中 心 点 いう 半径 , 開始 点 いう 終了 点 
描画 し た い 円 の 中 心 点 と 半径 を 整数 系 (-32768^32767) 座標 で 指定 する . 円 
弧 、 扇形 を 描画 し た い 場 合 は さら に 開始 点 と 終了 点 も 指定 する . 
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描画 フラ グ 
00H: 線 種 パ ター ン 省 略 ( 実 線 ) 
01H: 線 種 パ ター ン 指 定 


線 の 色 , 線 種 パ ター ン 長 , 線 種 パ ター ン , 拡張 線 種 パタ ー ン 
「 線 の 描画 相対 アド レス =40H」 を 参照 する こと . 


塗り つぶ し フラ グ , 塗り つぶ す 色 , タイ ル パ タ ー ン の 長 さ , タイ ル パ 
ター ン 格 納 域 
「 三 角形 の 描画 相対 アド レス =44H」 を 参照 する こと . 


出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照) 


機 能 


シス テム VRAM 上 の 指定 し た 中 心 点 , 半径 を も と に 円 を 描画 する . 開始 点 
終了 点 を 指定 する こと に より 円 引 。 扇形 の 描画 も 可能 . 


注 ん ト 3 


Il 


線 幅 に 1 以上 を 指定 し , 同時 に ラス タオ ペレ ーション 番号 を 0 以外 に 指定 す 
る と , 一 部 正確 に 描画 され な いこ と が ある . 
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相対 アド レス 54H N HH 


有 円 の 措 画 


入 カカ 


相対 アド レス =54H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マハ パラ メーク ブロ ッ ク 
マ 間 の 秦 太 の パラメータ ( 門 *4 み 22 の 


出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
ず 0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 


機 能 


シス テム VRAM 上 の 指定 し た 中 心 点 と X 方 向 半径 お よび Y 方 向 半 径 を も と (に 
首 円 を 描画 する . 開始 点 , 終了 点 を 指定 する こと に より , 椿 円 弧 の 描画 も 可 


ムロ 
月 ビ . 


解 説 


半径 を X 方 向 と Y 方 向 の 2 つ 指 定 す る こと 以外 は 円 の 描画 と 同様 ,。 「 円 の 捕 画 
相対 アド レス =50H」 を 参照 する こと . 


285 


第 / 章 グラ フィ ックス ドライバ 


相対 アド レス 58H N HH 
閉 領 域 の 塗 り つぶ し 
入 カ 


相対 アド レス =58H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤバ ラメ ー タ ブロック 
マ 尻 始 の 鷹 ク つぶ ん の レザ ラ メー タ ( 光 4 み 2 の 


描画 開始 座標 
塗り つぶ し た い 閉 領域 内 の 任意 の 点 を 整数 系 (-32768 て 327 67) 座標 で 指定 す 
の 。 


境界 色 
塗り つぶ し た い 傾 域 の 境界 線 の 色 を パレ ッ ト 番 号 で 指定 する . 最上 位 ビ ッ ト に 
を 設定 する と フォ アグ ラウ ンド カラ ー を 採用 する . 


作業 域 

作業 域 は あら か じ め 確 保 し て お き , その アド レス (上 位 ワ ー ド : セグメント, 下 

位 ソ ワー ド : オ フ セ ッ ト ) と , その 大 き さ を バイ ト 数 で 指定 する . 

2 「 点 の 描画 相対 アド レス =3CH」, 「 三 角 
用 の 描画 相対 アド レス =44H」 を 参照 する こと . 
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出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 


機 能 


シス テム VRAM 上 の 指定 され た 座標 を 含み , 指定 され た 境界 色 で 囲ま れる 閉 
領域 を 塗り つぶ す . 


解 説 


作業 域 の 大 き さ は 16 バ イト 以上 必要 で , 塗り つぶ す 閉 領域 の 形状 に よっ て 
異な る . 作業 域 が 不足 し た 場合 は エラ ー コ ー ド 2 を 返 し 処理 を 中 断 す る . その 
場合 は , 作業 域 を 十分 大 きく と る か 分 割 し て 塗り つぶ すこ と . 

ビュ ー ボ ー ト 領域 外 に 開始 座標 を 指定 し た 場合 は , 何 も 描画 され な い . 
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相対 アド レス 


5CH N HH 


グラ フィ ッ ク イ メー ジ の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =5CH 


スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マ バ パラ メー クア ロッ ク 


| オフ セッ ト | サイ ズ | 内 容 了 uuow5WWWWWW 


ヤラ メー タ すず 日 を 指定 する 選 と ) 
所 上 # 座 様 
所 上 『 座 様 


右 下 # 座標 
右 下 『 座標 
メモ リ 上 串 相 納 世 貞 長き 


左上 ノ 右 下 座標 


メモ リロ 上 呈 相 庁 世 貞子 ドレ スネ 


グラ フィ ッ ク イ メー ジ を 取得 し た い 邊 形 の 左上 と 右 下 の 頂点 を 整数 系 (に 327 68 


^32767) 座標 で 指定 する . 
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格納 域 の 長 さ 
メモ リ 上 に あら か じ め 確 保 し て お いた 格納 域 の 長 さ を バイ ト 数 で 指定 する . た 
だ し , 指定 され た 短 形 領域 を 
(x1, y1)-(x2, y2) 
と し た と き , 次 の 条件 を 満た し て いな けれ ば な ら な い . 
格納 域 長 三 { (Gr2-x118) \8] X (y2-y1+1) XA+4 
| \ は 整数 の 割り 算 の 商 (余り 切り 捨て ) を 意味 する . また , A は カラ ー 
ー ド に よっ て 次 の よう な 値 と する . 


上 の | 
8 色 中 8 色 ,。4096 色 中 8 色 : 
4096 色 中 16 色 | 


格納 域 の アド レス 
メモ リ 上 の 格納 葉 の アド レス (上 位 ワ ー ド に セグ メン ト , 下位 ワー ド に オフ 
セッ ト ) を 指定 する . 息 形 領域 を 取得 する 格納 域 に 2 され 
る . 

放牧 し を た アメ ー ジ の メモ / グ と で の プ メ ー ジ ( 弥 みみ 2 の 


員 


カラ ー モ ー ド が カラ ー の 場合 の 各 ド ッ ト の パレ ッ ト 番 号 は , 対応 する X 方 語 
ドッ ト パ タ ー ン (1) て (3) (16 色 モー ド の 場合 は (1) て (④)), の ビッ ト 値 (0 プ 1) 
に , それ ぞ れ 1, 2, 4 16 色 モ ー ド の 場合 は さら に 8) を 乗算 し 総和 を 取っ た も の 
ど と お る 。 

カラ ー モ ー ド が モノ クロ の 場合 の 各 ド ッ ト の 白黒 は , 対応 する X 方 向 ド ッ ト 
パタ ー ン (1) 内 の ビッ ト 値 が 1 プ 0 で 表わさ れる . 
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出 カカ 
AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 


0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 ) 


機 能 


シス テム VRAM 上 の 指定 され た 2 点 を 結ぶ 線 分 を 対角線 と する 逢 形 領域 の イ 
メー ジ を , 指定 され た メモ リ 上 の 格納 域 に 格納 する . 


解 説 


格納 域 の 長 さ が 条 件 を 満た し て いな いと き は , 異常 終了 と な っ て , 処理 は 行 
われ な い . 一 部 分 が ビュ ー ボ ー ト 領 域 か ら は み 出 す 場 合 ,、 は み 出 し た 部 分 は 
バック グラ ウン ドカ ラー と 見 な され る , 

64K バ イト を 超え る グラ フィ ッ ク イ メー ジ の 取得 は で き な い . 

カラ ー モ ー ド が モノ クロ の 場合 , 描画 プレ ー ン の プ レー ン 0 か ら プ レー ン 3 
の 順 で マス ク され て いな い 最 初 の プ レー ン の グラ フィ ッ ク イ メー ジ を 格納 す 
る . 
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相対 アド レス 60H N HH 


グラ フィ ッ ク イ メー ジ の 設定 


入 カカ 


相対 アド レス =60H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 相対 アド レス 


ヤバ ラメ ー タ ブロ ッ ク 
マク ラフ ァ ッ ク プ メー ンジ の 閉 定 の パラ メー タ / 痕 4 み 6 の の 


ラス タオ ベレ ーション に つい て は , 「 点 の 描画 相対 アド レス =3CH」 を 参照 
SO 

格納 域 の 長 さ , 格納 域 の 形式 に つい て は , 「 グ ラフ ィ ッ クイ メー ジ の 取得 相 
対 ア ドレ ス =5CH」 を 参照 する こと . 


の クーペ イッ ツク 

00 有 プク クソ クン ドス クール ツクイ クラ レン ドク クー の 用 し 
(メモ リ 上 の グラ フィ ッ ク イ メー ジ は , 設定 され る 側 の 画面 モー ド で グラ 
フィ ッ ク イ メー ジ を 取得 し た 場合 の 格納 形式 で も る も の と し て , グラ 
フィ ッ ク イ メー ジ の 設定 を 行う ) 

NZ ルプ ノラ クソ ンド の フー/ パウ リク ノラ ルン ドク ラー の 人 の り 
(メモ リ 上 の グラ フィ ッ ク イ メー ジ は , モノ クロ モー ド で グラ フィ ッ ク イ 
メー ジ を 取得 し た 場合 の 格納 形式 で ある も の と し て , グラ フィ ッ ク イ 
メー ジ の 設定 を 行う ) 
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ポメ ング ジン ドル スー 
モノ クロ モー ド で 格納 され て いる グラ フィ ッ ク イ メー ジ の 白 (1) の ドッ ト を 恒 
画す る パレ ッ ト 番 母 を 指定 する . 


2 パック ク グ クラ マソ ツン ドカ ラー 
モノ クロ モー ド で 格納 され て いる グラ フィ ッ ク イ メー ジ の 黒 (0) の ドッ ト を 槽 
画す る パレ ッ ト 番 呈 を 指定 する . 


左上 座標 
取得 され た グラ フィ ッ ク イ メー ジ を シス テム VRAM に 展開 する 際 の , 邊 形 の 圧 
上 頂点 を 整数 系 (-32768 て 32767) 座標 で 指定 する . 


出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終 了 
0: 異常 終了 


機 能 


メモ リ 上 の 格納 域 に 取得 され た イメ ー ジ を , シス テム VRAM 上 の 指定 され た 
1 点 を 左上 と する 造形 信 域 上 に 展開 する . 
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御 説 


ビュ ー ボ ー ト 領域 か ら は み 出 す 部 分 は 描画 されない. 

表示 モー ド が カラ ー の 場合 。 描画 プ レーン の プレ ー ン 0 か ら プ レー ン 3 の 順 
マス ベク さき れい が 0 デレ ラージ に ,。 クラ ワイ ツク グイ ダー シン を 展開 ずる 
よろ の で て で 、 グラ フィ クック イ メー シ ジ を 取 信 し た だ た とき と クラフ フィ クイ メー シン を 談 定 
する 場合 の 表示 モー ド , 描画 プレ ー ン の 情報 が 異な る 場合 , 取得 前 の グラ 
フィ ッ ク イ メー ジ と 設定 後 の グ ラフ ィ ッ クイ メー ジ が 異な る 可能 人 栖 が ある の で 
信 避 まま の こと 。 

表示 モー ド が モノ クロ の 場合 , 描画 プレ ー ン の プレ ー ン 0 か ら プ レー ン 3 の 
順 で マス ク さ れ て いな い 最 初 の プレ ー ン に グラ フィ ッ ク イ メー ジ を 展開 する . 
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相対 アド レス 64H N H 


領域 転送 


入 カカ 


相対 アド レス =64H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤバ ラメ ー タ ブロ ッ ク 
マ 疹 綴 半 送 の パラ メー タ / 交 交 4 み の 


% 方 向 倍率 プ Y 方 向 倍率 


拡大 縮小 

0000H= 等 倍 8000H= 等 倍 
0001H=2 倍 8001H=1 ノ 2 倍 
0002H=4 倍 8002H=1 ン 4 倍 
0003H=8 倍 8003H=1 ノ 8 倍 


0004H16 倍 8004H=1 プ 16 倍 


昌 返 し 
転送 する 際 に 加 返 すか どう か を 指定 する . 裏返し は , 転送 先 の 座標 を 含む X 軸 
と 平行 な 線 分 を 対称 軸 と し て 線 対 称 に 描画 され る . 
00H: 返 し を 行わ な い . 
00H: 異 返し を 行う . 
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回 転 
転送 する 際 に 回 転 す る か どう か を 指定 する . 回 転 は , 転送 先 の 座標 を 原点 に し 
て , 反 時 計 向 り に 90" 単位 で 行う . 

00H: 回 転 を 行わ な い . 

01H:90” 回 転 

02H:180” 回 転 

03H:270” 回 転 


転送 元 の VRAM 転送 先 の VRAM 

シス テム VRAM を 対象 と する 場合 は 0, 仮想 VRAM を 対象 と する 場合 は , 仮想 VRAM 
構造 体 の 先頭 アド レス (上 位 ワ ー ド に セグ メン ト , 下位 ワー ド に オフ セッ ト ) を 
指定 する . 

シス テム VRAM と 仮想 VRAM の 相互 の 領域 転送 も 可能 . 


座標 
グラ フィ ッ ク イ メー ジ の 転送 元 の 邊 形 の 左上 ・ 右 下 点 , お よび 転送 先 の 座標 を 
束 素 (-32768 て 32767) 座標 で 指定 する . 


ラス タオ ペレ ーション 番号 
「 点 の 描画 相対 アド レス =3CH」 を 参照 する こと . 


出 カカ 
AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 


0: 異常 終了 
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機 能 


指定 され た 2 点 を 結ぶ 線 分 を 対角線 と する 逢 形 貨 域 の 内 容 を , 指定 され た 
1 点 を 左上 と する 知 形 領域 に 転送 する . 
シス テム VRAM, 仮想 VRAM の どちら で も 転送 可能 


解 説 


転送 先 の ビュ ー ボ ポー ト 領 域 か ら は み 出 す 部 分 は 描画 され な い . 

転送 元 の ビュ ー ボ ー ト 領域 か ら は み 出 す 部 分 は バッ ク グ ラウ ンド カラ ヲ ラー と 見 
な され る . 

転送 先 の 描画 プレ ー ン に , 対応 する 転送 元 の プレ ー ン が 転送 され る . この と 
き , 転送 元 の プレ ー ン が 描画 プレ ー ン で な い 場 合 , 0 が 転送 され る . 

異 返 し と 回 転 を 同 寺 に 指定 し た 場合 , 裏返し を 先 に 行う . 

転送 元 と 転送 先 の 和 建 形 領域 が 同じ VRAM 内 で 重なる よう な と き , 拡大 , 科 
小 、 裏返し, 回 転 を 指定 し た 場合 の 動作 は 保証 で き な い . 
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相対 アド レス 68H N HH 


領 域 移 動 


人 入 カカ 


相対 アド レス =68H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マラ メー クア ロッ タク 


ォ フ セッ ト 
予約 げ ラ メー タ (PE ず 日 寺 指 定 す る る ごと) 
ラス タオ ペレ ーション 番号 


% 訪 向 移動 ド ッ ト 素 
『 記 向 移 還 ド ッ ト 素 
の 0 の 


ラス タオ ペレ ーション 番号 
「 点 の 描画 相対 アド レス =3CH」 を 参照 する こと . 


X 方 向 移動 ドッ ト 数 
この 値 が 正 の と き は 左 方 向 に 移動 し , 負 の 場合 は 右 方 向 に 移動 する . 


Y 方 向 移動 ドッ ト 数 
この 値 が 正 の と き は 上 方 向 に 移動 し , 負 の 場合 は 下方 向 に 移動 する . 
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グリ デア ジグ 
移動 に よっ て 画面 に 新た に 出現 する 領域 を 塗り つぶ す 色 を 指定 する . 
0: パ レッ ト 番 号 0 で 塗り つぶ す 
0: バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー で 浴 り つ 記 す 


出 カ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 正 常 終了 
0: 異常 終了 (エラ ー コ ー ド 一 覧 参照 ) 


機 能 


指定 され た ドッ ト 数 分 , 画面 (シス テム VRAM) 上 の ビュ ー ボ ー ト 領域 内 の 
デー タ を 移動 する . 
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相対 アド レス 6CH NH 


バー ジョ ン の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =6CH 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 カ 


AX= ノ バー ジョ ン 情 報 
AL: バ パ バー ジョン 番号 の 整数 部 
AH: バ バージ ョ ン 番 号 の 小数 部 


機 能 


グラ フィ ックス ドラ イ バ の バー ジョ ン を 取得 する . 


解 説 


バー ジョ ン 1.0 で は , AX に 0001H が 入る . 
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相対 アド レス 70H N H 


ブレ ー ン 数 の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =70H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 カ 


AH= バ ンク 数 
AL= プ レー ン 数 


機 能 


プレ ー ン 数 を 取得 する . 


解 説 


この 機能 に より , 現在 の 環境 で 設定 で きる 表示 モー ド , 描画 プレ ー ン , 表示 
プレ ー ン を 知る こと が で きる 、 
マ 戻 グ 為 の ら 誠 る 娠 彰 談 定 の 遂 区 奏 / 碗 4 みみ の 
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相対 アド レス 


74H 


N 日 


表示 モー ド の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =74H 


スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マラ メー ク ブ ロッ タク 


対象 VRAM 


シス テム VRAM の 表示 モー ド を 取得 する 場合 は 0, 仮想 VRAM の 表示 モー ド を 取得 
する 場合 は , 仮想 VRAM 構造 体 の 先頭 アド レス (上 位 ワ ー ド に セグ メン ト , 下位 
ワー ド に オフ セッ ト ) を 指定 する . 


出 カ 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常 に 正常 終了 
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機 能 


シス テム VRAM また は 仮想 VRAM の 現在 の 表示 モー ド を 取得 する . 
表示 モー ド に つい て は , 「 表 示 モ ー ド の 設定 相対 アド レス =OCH」 を 参照 
する こと . 
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相対 アド レス 78H INIIH| 


描画 ブレ ー ン の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =78H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


対象 VRAM 
シス テム VRAM の 描画 プレ ー ン を 取得 する 場合 は 0, 仮想 VRAM の 描画 プレ ー ン を 
取得 する 場合 は 仮想 VRAM 構造 体 の 先頭 アド レス (上 位 ワ ー ド に セグ メン ト , 下 
位 ワ ー ド に オフ セッ ト ) を 指定 する . 


出 カ 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常 に 正常 終了 
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機 能 


シス テム VRAM また は 仮想 VRAM の 現在 の 描画 プ レー ン を 取得 する . 描画 プ 
レー ン に つい て は , 「 描 画 プ レー ン の 設定 相対 アド レス =10H」 を 参照 する 
2 
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相対 アド レス 7CH NH 


表示 プレ ー ン の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =7CH 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 力 


マ ペ ラ メー クア グロ ツク 
a 
フレ ー ジ 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常 に 正常 終了 


機 能 


現在 の 表示 プレ ー ン を 取得 する . 表示 プレ ー ン に つい て は , 「 表 示 プ レー ン 
の 設定 相対 アド レス =14H」 を 参照 する こと . 
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相対 アド レス 80H NH 


パレ ッ ト の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =80H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 
as 


出 力 


ヤバ パラ メータ ブロ ッ ク 
ETPT3I EZZE3I ミ 
ラー コー ド 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常 に 正常 終了 


機 能 


指定 の パレ ッ ト に 設定 され て いる カラ ー コ ー ド を 取得 する . パレ ッ ト 番 号 
カラ ー コ ユー ド に つい て は , 「 パ レッ ト の 設定 相対 アド レス =18H」 を 参照 す 
る ご 
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相対 アド レス 84H NH 


ビュ ー ボ ー ト 領域 の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =84H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


対象 VRAM 

シス テム VRAM の ビュ ー ポ ボート 領 域 を 取得 する 場合 0, 仮想 VRAM の ビュ ー ポ ー ト 

領域 を 取得 する 場合 は 仮想 VRAM 構造 体 の 先頭 アド レス (上 位 ワ ー ド に セグ メン 
ト , 下位 ワー ド に オフ セッ ト ) を 指定 する . 


出 カ 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


EETPTI ZZ 


ビュ ー ポ ボー ト 潤 域 志 上 座 情 


ビュ ー ポ ボー ト 油 域 志 上 『 座 本 
ビ ピュー ポート 計 域 右 下 \ 座 本 
ビュ ー ポ ボー ト 褒 域 右 下 『 座 本 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常に 正常 終了 
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機 能 


シス テ ム VRAM ま た は 仮想 VRAM の, 現在 設定 され て いる ビュ ー ボ ー ト 傾 式 
の , 左上 点 と 右 下 点 の 座標 を 取得 する . ビュ ー ポ ボー ト 領 域 に つい て は 
「 ビ ュー ボー ト 領 域 の 設定 相対 アド レス =1CH」 を 参照 する こと . 
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相対 アド レス 88H NH 
フォ アグ ラウ ンド カラ ー の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =88H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


マラス メー ク ブ ロッ タク 


対象 VRAM 

シス テム VRAM の フォ アグ ラウ ンド カラ ー を 取得 する 場合 は 0, 仮想 VRAM の フォ 
アグ ラウ ンド カラ ー を 取得 する 場合 は , 仮想 VRAM 構造 体 の 先頭 アド レス (上 位 
ワー ド に セグ メン ト , 下位 ワー ド に オフ セッ ト ) を 指定 する . 


出 カ 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


| 旨 |DWORD | フォ アグ ラウ ンド カラ ー | 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常 に 正常 終了 
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機 能 


シス テム VRAM また は 仮想 VRAM の , 現在 設定 され て いる フォ アグ ラウ ンド カ 
ラー の パレ ッ ト 番 号 を 取得 する . フォ アグ ラウ ン ドカ ラー に つい て は , 「 フ ォ 
デア グラ ウン ドカ ラー の 設定 相対 アド レス =20H」 を 参照 する こと . 
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相対 アド レス 


8CH N HH 


バッ ク グ ラウ ンド カラ ー の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =8CH 


スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


ママ 2 ラス メー クア グロ タク 


対象 VRAM 


シス テム VRAM の バッ ク グ ラウ ンド カラ ー を 取得 する 場合 は 0, 仮想 VRAM の バッ 
ク グ ラウ ンド カラ ー を 取得 する 場合 は 仮想 VRAM 構造 体 の 先頭 アド レス (上 位 
ワー ド に セグ メン ト , 下位 ワー ド に オフ セッ ト ) を 指定 する . 


出 カ 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


DWHRD | バッ クッ ダラ ウン ドカ ラー 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常 に 正常 終了 
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機 能 


シス テム VRAM また は 仮想 VRAM の , 現在 設定 され て いる バッ ク グ ラウ ンド カ 
ラー の パレ ッ ト 番 号 を 取得 する . バッ ク グ ラウ ンド カラ ー に つい て で て は, 「 バ パッ 
ク グ ラウ ンド カラ ー の 設定 相対 アド レス =24H」 を 参照 する こと . 
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相対 アド レス 


90H 


N 日 


ボー ダー カラ ー の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =90H 


スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 力 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常 に 正常 終了 


機 能 


ボー ダー カラ ー の 現在 の 設定 値 を 取得 する . ボー ダー カラ ー に つい て は 
「 ボ ー ダ ー カ ラー の 設定 相対 アド レス =28H」 を 参照 する こと . 
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相対 アド レス 94H N HH 


表示 スイ ッ チ の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =94H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 力 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 
| オフ セッ ト | サイ ズ | 内 容 。 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常 に 正常 終了 


機 能 


表示 スイ ッ チ の 現在 の 設定 状況 を 取得 する . 表示 スイ ッ チ に つい て は , | 表 
示 ス イッ チ の 設定 相対 アド レス =2CH」 を 参照 する こと . 
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相対 アド レス 98H NH 


指定 座標 の パレ ッ ト の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =98H 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 
ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


対策 VWR 則 


取 考 し た たい 点 # 座 様 
取 坦 じたい 点 『 座 様 


対象 VRAM 
シス テム VRAM の 座標 の パレ ッ ト 番 号 を 取得 する 場合 は 0, 仮想 VRAM の 座標 の パ 


レッ ト 番 号 を 取得 する 場合 は , 仮想 VRAM 構造 体 の 先頭 アド レス (上 位 ワ ー ド に 
セグ メン ト , 下位 ワー ド に オフ セッ ト ) を 指定 する . 


X 座 標 ノ Y 座 標 
パレ ッ ト 番 号 を 取得 し た い 点 を 整数 系 32768…32767) 座標 で 指定 する . 
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出 カ 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常 に 正常 終了 


機 能 


シス テム VRAM また は 仮想 VRAM の , 指定 され た 座標 上 に ある 点 の パレ ッ ト 番 
号 を 取得 する . 


解 説 


指定 の 座標 が ビュ ー ボ ー ト 領域 外 で あれ ば , 点 の パレ ッ ト 番 号 と し て -1 
(FFFFF-FFFH) を 取得 する . 
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相対 アド レス 9CH 日 
表示 領域 の 取得 
入 カ 


相対 アド レス =9CH 


スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 カ 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


WURD | シス テム VRAM 上 の 『 座 根 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常 に 正常 終了 


機 能 


シス テム VRAM 上 の 表示 領域 を 取得 する . 


解 説 


この コマ ンド は , ハイ レゾ モー ド で の み 意 味 を も ち , VRAM 上 の 表示 開始 Y 座 


標 を 取得 する . 表示 領域 に つい て は , 


30H」 を 参照 する こと . 


ノー マル モー ド で は , 常に 0 を 取得 する . 
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相対 アド レス AOH NH 


中 断 処 理 ル ー チ ン の 取得 


人 入 カカ 


相対 アド レス =AOH 
スタ ッ ク = デ ー タ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 カ 


ヤバ パラ メー タブ ロッ ク 


DURD | 中 断 処理 ルー チン の アド レス 


AX= ス テー タス 情報 
0: 常 に 正常 終了 


機 能 


現在 設定 され て いる 中 断 処 理 ル ー チ ン の 先頭 アド レス を 取得 する . アド レス 
は 上 位 ワ ー ド が セグ メン ト , 下位 ワー ド が オフ セッ ト と な る . 「 中 断 処 理 ル ー 
チン の 設定 相対 アド レス =34H」 を 参照 する こと . 


316 


学 8 音 


第 8 草 DISK BIOS 


DISK BIOS 


8.1 DISK BIOS 概 説 


画 DISK BIOS 機 能 一 覧 (INT 1BH) 


マヤ //57 // の 江 懇 一 息 // ル 7 7 の 
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田 DISK BIOS コ マン ド の 一 般 形 式 
この 項 は ディ スク 全般 の 共通 事項 で あり 1MBFD, 6 40KBFD, 320KBFD, 固定 ディ ス 


ク , RAM ドラ イブ の 各 BIOS コ マン ド 各 項 と あわ せ て 読む こと . 


@ 内 部 割り 込み コー ド 
DISK BIOS の 内 部 割り 込み は , INT 1BH で 行う が , PC-9801 の 固定 ディ スク を 制 
御 す る 場合 の み INT 0BIH で 行う . (PC-9801E,F は どちら で も 動作 呈 ) 


人 入 カカ 
AH=BIOS コ マン ド 議 別 コ ー ド 
ビッ ト 0^3 で コマ ンド 議 別 コー ド を 指定 する が , コマ ンド に 該当 し な い コ ー ド を 
指定 し た 場合 は 正常 終了 (CF=0) する . 
コマ ンド に よっ て は ビッ ト 4^7 に より , シー ク 動 作 の 選択 , リト ライ 動作 の 選 
択 。、 シ ング ルレ ルト ラッ クン マル チト ラッ ク , 単 密度 / 倍 密度 の 読み 出し 選択 が 可能 で 
ある . 


pi 因 引 四 凶 思 


M M  E 
T F 「 E 1 1 1 IM 
Mi 
Dz(MT)  : シン グル レル トラック (0) プ マ ル チ ト ラッ ク (1) * の 指定 
(* 同 一 シリ ンダ の 両面 トラ ッ ク の み ) 
Da(MF) : 単 密度 CM モー ド ) (0) ノ 倍 密度 (MFM モ ー ド ) 1) の 読み 出し 指定 
Ds で ) : 8 回 リト ライ する (0) プリ トラ イ な し (1) の 指定 
D4 (SEEK) : シー ク 動 作 を 行う 1) ノ 現在 の トラ ッ ク 位 置 (0) から の 読み 出し 
指定 


コマ ンド に 該当 し な い コ ー ド が 指定 され た 場合 は 正常 終了 (CF=0) する . 
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注意 : 各 コマ ンド 詳細 の イン デック ス に は AH の 値 が 書い て ある が , これ は ビッ ト 
^7 が すべ て 0 の 場合 の 値 で ある . 


AL= デ バイ スタ イプ 議 別 コー ド (DA:Device Address) プ ユエ ニット 舌 号 
(UA:Unit Address) 
hit 了 EE 9 11H 


人 
0 : (固定 ディ ミウ) 


1: 1M 則 イン ター フェ イス 両用 イン ター ゴブ ェ イス 
111: HmRB イ ンダ ター フェ イス 


PJ 
mi EARE デ ウ セ ス 
1: 1ME デ ジッ セス また は 固定 ディ ネッ 
BX= デ ー タ 長 (DTL) 
CH= セ クタ 長 (N) 
IEH 。。 | lm 2 93 


セク タ 長 (パイ ト プ セ カタ) | 128 1024 


6 ニ ジリ シグ 番号 (⑥) 
DH= ヘ ッ ド 番号 (H) 
DL= セ クタ 番号 (R) 
CH, CL, DH DL を あわ せ て TD 情 報 (略称 IDR) と 呼ぶ . 


ES :BP= デ ー タ バッ ファ 領 域 先 頭 ア ドレ ス 
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出 カ 
CF= 終 了 条 件 

0 : 正常 終了 

1: 異常 終了 
AH= ス テー タス 情報 ( 「8.1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参 
照 ) 


出力 情報 と し て 使用 され る レジ スタ , お よび フラ グ 以 外 は すべ て 保証 され る . 

シス テム 共通 域 中 DISK_RESULT(564H て 583H) の 8 バイ ト エ ント リ , また は 
F2DD_RESULT(5DOH~5DFH) の 16 バ イト エン トリ に FDC か ら の リザ ルト ステ ー タ ス 
情報 を 格納 する . 


@⑥BI0S コ マン ド 使 用 上 の 注意 

・AH レ ジス タ の 0^ て 3 ビッ ト で コマ ンド コー ド を 指定 する が , コマ ンド に 該当 し な い 
コー ド が 指定 され た 場合 は 正常 終了 (CF=0) する . 

・ デ ー タ バッ ファ は バン ク に また が っ て 定義 し て は いけ な い . 

・ デ ー タ バッ ファ の 大 き さ は 物理 セク タ 長 の 整数 倍 で ある こと . 
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田 ス テー タス 情報 一 覧 
/ の ステータ ズ 一 臣 


田 シ ステ ム 共 通 域 一 覧 
マ シス テム 夫 淫 一 腎 の / Z/ の の 
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0. / 


BIOS コ マン ド 


1MB フ ロッ ピー ディ スク 


INT 1BH 


AH=06H 


N H 


デー タ の 読み 出し [READ DATA] 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 議 別 コ ー ド 


陳 昌 因 四 四 是 


ら 
[上 E 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (90H^-93H) 


BX= デ ー タ 長 (DTL) (バイ ト 単 位 ) 
CL= シ リン ダ 番 号 (C) (0 て 76) 


DH= ヘ ッ ド 番 扇 (HD (0 て 1) 
DL= セ ク 久 番号 (R) (1 へ 26) 


CH= セ クタ 長 (N) (00H-03H) 


ES :BP= デ ー タ バッ ファ 傾 域 の 先頭 アド レス 
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出 カ 


CF= 終 了 条 件 

0: 正 常 終了 

1: 異 常 終 了 
AH= ス テー タス 情報 ( 「8.1 DISK BIOS 概 説 一 ステ ー タ ス 情 報 一 覧 」 参照) 
シス テム 共通 域 (DISK_RESULT 564H^583H の 8 バイ ト エ ント リ ) 

FDC か ら の リザ ルト ステ ー タ ス 情 報 を 格納 


機 能 


指定 され た デバ イス タイ プ ユ ニッ ト 番 号 を も つ デ バイ ス の , 指定 され た 実 人 
開始 セク タ (ID 情報 で 指定 され た も の ) か ら , 指定 され た メモ リ 領 域 ( デ ー タ 
バッ ファ 領域 の 先頭 アド レス ) へ , 指定 され た 長 さ (DTL) の デー タ を 読み 出 
す . 

現在 選択 され て いる シリ ンタ 位置 の トラ ッ ク か ら 読 み 出 す 場 合 と , シー ク 動 
作 を 行い トラ ッ ク の 選択 を 行っ て か ら 読 み 出 す 場 合 の 選択 が 可能 で ある . 

シン グル レル トラッ ク ブ マル チト ラッ ク の 読み 出 し 選択 指定 お よび, 単 密度 ノ 倍 
密度 の 読み 出し 選択 指定 が 可能 で ある . 

エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 


処 理 


(①DA ノ UA に 対応 する シス テム 共通 域 DISK_RESULT の 内 容 を 調べ る . 
②SEEK ビ ッ ト が 1 (オン ) か どう か を 判定 する . 
オン な ら ば シリ ンダ 番号 (C) に よっ て シー ク 動 作 を 行う . シー ク 動 作 が 終了 
し た か , また は SEEK ビ ッ ト が オフ (0) な ら ば ③ の 処理 を 行う . 
③DMA を 起動 する . 
DMA バ ウン ダリ の 正当 性 を チェ ッ ク す る . 不正 な ら AH に 20H を セッ ト し て 終 
了 す る . 正当 な ら は DMA を 起動 する . BX, ES, BP を 送る . 


325 


第 8 草 DISK BIOS 


④FDC に READ コ マン ド を 発行 する . 
マル チト ラッ ク MT, MFM モ ー ド は BI0S コマ ンド に し た が う . DDAMODeleted 
Data Address Mark) を 検出 し た 場合 は ,。 その セク タ の 読み 取り 後 , コマ ン 
ド の 実行 を 正常 終了 する . 


FDC コ マン ド 発 行 制御 
a) FDC ス テー タス を READ し , FDC が BUSY 状 態 か どう か を チェ ッ ク し , BUSY 
状態 な ら ば BUSY 状 態 が 解け る まで 待つ . 
AAA: IN AL,90H 
TEST AL, 10H 
JNZ AAA 
5) EDO が デー ク を 受け と れる か どう が , FDC( ス デー クス を チェ ッ ク す る , 
デー タ が 受け と れる 状態 に な る まで 待つ . 
BBB: IN AL,90H 
TEST AL, 8OH 
JZ BBB 
c) FDC ス テー タス に よっ て , FDC が デー タ を 受信 で きる 状態 で や る こと を 確 
誰 し 。 コ マン ド ( ま た は パラ メー タ ) を 発行 する . 
OUT 92H,AL 


PDC に 対し て , READ コ マン ド の パラ メー タ を 順次 送出 する . 
C( シ リン ダ 番 号 ),H( ヘ ッ ド 番号 ) , R( セ クタ 番号 ) , N( セ クタ 長 ) 

⑥EOT( ト ラッ ク 上 の 最終 セク タ ) , GPL (GAP3 の 長 さ ) , DTL (処理 すべ き セ クタ 夕 当 
り の デー タ 長 ) は 次 の 表 の 通り で ある . 
DTL=255(FFH) 
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注意 : この DTL は FDC の パラ メー タ と し て 一 意 的 に (FFH) 指定 する も の で , BIG 
コマ ンド の BX と は 関係 な い . 


EOT, GPL 


「 ト ラ タカ 上 の 
最終 タタ] 


⑦ 因 りり 込み 信号 の 入力 を 待つ . 
入力 処理 の 終了 を 待ち も, リザ ルト ステ ー タ ス 情 報 を 読み 出 し (ST0, ST1, 
ST2), 実行 終了 セク タ の ID 情報 の 読み 出し を 行い , シス テム 共通 域 の 
RESULT_DATA, BIO0S コ マン ド 出 力 条 件 の 設定 を 行う . 

⑧DMA チ ャ ネル を 閉じ る . 
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その 他 


1 回 の 動作 の 転送 容量 は MT (マル チト ラッ ク ) ビッ ト , ME( 倍 密度 指定 ) ビッ 
ト , N( セ クタ 長 ) に 関係 する . 


|MT | NF | N | 転送 容量 ( パ ィ イト) 最終 セタ タ 
| 0 | 00H 11<128 xn 2s | ヘッド 0 の セク タ 26 また は 
| 1 | mlH 1 125B Xn ヘッド 1 の セタ タ 26 


Em 


| 0 | nlH 11<25B xn ja | ヘッド 0 の セク タ 15 また は 


| 1 | ロ gH lv512 ペ ヘッド 1 の セカ タ 15 


9 OH 1 て 256 xn 

=1…30 | ヘッ ド 1 の セタ タ 15 
rlem ICM2 xn 
| 0 | 02H 1-512 xn ヘッ ドロ の セタ タ B まほ 和輝 は 
| 1 103H 11024 Xn ペ ヘッド 1 の セタ タ B 


ee 


・n の 値 は プロ ダラ マ ゴ ル 傘 。EHT 下値 低 定 義 き 反 宮 ・ 


BIOS コ マン ド 実 行 を 正常 に 終了 し た と き に , シス テム 共通 城 の 
RESULT_DATA に 設定 され る 1D 情 報 の 状態 は 次 表 の よう に な る . 
〒 マ / 夏 7 / 4 の // 湖 粗 / 戻 グ 論 / 7 / 7 人 7 7 の 2 の 
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INI 1BH 


AH=05H 


N 日 


デー タ の 書き 込み [WRITE DATA] 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 識 別 コ ー 
隊 凶 還 四 目印 


ド 


ら 
上 ド 


AL= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA ノ UA) (90H93B) 
BX= デ ー ク タク 長 (DTL) (バイ ト 単 位 ) 
CL= シ リン ダグ 番号 (C) (0^76) 


DH= ヘ ッ ド 番号 (HU) (0 て 1) 
DL= セ クタ 番号 (R) (1 へ 26) 


CH= セ クタ 長 (N) (00H-03H) 


ES :BP= デ ー タ バッ ファ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 


AH= ス テー タス 情報 ( 「8.1 DISK BIOS 概 説 田 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 
シス テム 共通 域 (DISK_RESULT 564H<C583H の 8 バイ ト エ ント リ ) 


=FDC か ら の リザ ルト ステ ー タ ス 情 報 を 格納 
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機 能 


指定 され た デバ イス タイ プ ユ ニッ ト 番 号 を も つ デ バイ ス の , 指定 され た 実 人 
開始 セク タ (ID 情報 で 指定 され た も の ) か ら , 指定 され た メモ リ 領 域 ( デ ー タ 
バッ ファ 領域 の 先頭 アド レス ) の , 指定 され た 長 さ ①TL) の デー タ を 書き 込 
す 5. 

現在 選択 され て いる シリ ンダ 位置 の トラ ッ ク ^ へ 書き 込む 場合 と , シー ク 動作 
を 行い , トラ ッ ク の 選択 を 行っ て か ら 書 き 込 む 場 合 と の 選択 が 可能 で ある . 

単 密度 倍 密度 の 書き 込み 選択 指定 も 可能 で ある . 

エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 


注意 : マル チト ラッ ク 指 定 は 使用 し な いこ と . 


処 理 


「 デ ー タ の 読み 出し AH=06H」 と 同様 の 処理 を 行う . 


注意 : デー ク 長 (DTL) で ボ す バイ ト 数 の デー タ の 書き 込み が , セク タ の 途中 で 
終了 し た 場合 は 。 そ の セク タ の 残り の バイ ト に は 00H を 書き 込ん で 正常 


終了 する . 
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INT 1BH AH=10H NH 


シー ク [SEEK」 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 議 別 コ ー ド 
陳 凶 還 四 四 是 思 


回 間 回 向 軸 8 


AL= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA ノ UA) (90H へ 93H) 
CL= シ リン ダ 番 号 (C) (0 て 76) 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終 了 
AH= ス テー タス 情報 ( 「8.1 DISK BIOS 概 説 田 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 
シス テム 共通 域 DISK_RESULT(564H^586H) の 8 バイ ト エ ント リ 
現在 の シー クア ドレ ス ( シ リン ダ 番 号 ) を PCN と し て 格納 


機 能 


指定 され た デバ イス タイ プ ユ ニッ ト 番 号 に 対し て , 指定 され た シリ ンダ 番号 
3Q ペ ー グ さき 守る 、 

エラ ー 発 生 時 は 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 

な お , 読み 出し (READ) ン 書き 込み (WRITE) 用 の BI0S コ マン ド に は , シー ク 
動作 を 同時 に 行う こと が 可能 に な っ て いる . それ ぞ れ の BIO0S コ マン ド 議 
コー ド の D4 ビ ッ ト (Q①0H を オン 1) に する と シー ク 動 作 を 伴い , オフ (0) に す 
る と 現在 の シリ ンダ を 対象 と し た 動作 を 行う . 


3J1 


処 理 


(①FDC に シー クコ マン ド (OFH) を 送出 する . 

②PDC に シー クコ マン ド に 対す る パラ メー タ を 送出 する . 
シー ク を 行う ユニ ッ ト 番 号 , ヘッ ド 番 号 を 渡す . 

③ シ ー ク 動作 の 終了 を 待つ . 
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(シー ク 動 作 が 終了 する と 出力 の ステ ー タ ス 情 報 を 読み 出す . 
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INT 1BH AH=07H NH 


シリ ンダ 0 へ の シー ク [RECALIBRATE] 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 議 別 コ ー ド 
薩 凶 還 四 四 是 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (90H^-93H) 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 
AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 


機 能 


シリ ンダ 番号 0( デ バイ ス か ら , トラ ッ ク 0 信 号 を 検出 する まで ) ヘ へ シー ク さ 
せる . 

シー ク 動 作 は , シリ ンダ 番号 0 の 方 向 へ 1 シリ ンダ ずつ 行い , デバ イス か ら 
の トラ ッ ク 0 信 号 を 検出 する まで 繰り 返す . 

エラ ー 発 生 時 は 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 


処 理 


①FDC に リキ ャ リブ レー トコ マン ド (07H) を 送出 する . 
② 次 の シー ク 動 作 の た め に 約 20msec 待 つ . 
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INI 1BH 


AH=ODH 


N 日 


トラ ッ ク の フォ ー マ ッ ト [FORMAT TRACK」 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 識 別 コ ー 
陳 凶 還 四 四 是 hm 


ド 


1! 
6 M 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA ン UA) (90H-93H) 
BX= デ ー タ 長 (DTL) (バイ ト 単位 ) 
CH= セ クタ 長 (N) (00, 01, 02, 03) 
CL= シ リン ダグ 番号 (C) (0 て 76) (AH の SEEK ビ ッ ト が 1 の と き 有 効 


DH= ヘ ッ ド 番号 (H) 01) 


DL= デ ー タ 部 へ の 書き 込み デー タバ パタ ー ン ①) 
ES :BP= デ ー タ バッ ファ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 


AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 田 ス テー タス 情報 一 覧 」 参 照 ) 
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機 能 


指定 され た セク タ 長 (N) , トラ ッ ク 当 り の セク タ 数 (SC), ギャ ッ フ 長 
(GPL), デー タ 部 に 書き 込む デー タ パ タ ー ン ①) な ど に し た が っ て 1 トラック 分 
フォ ー マ ッ ト 書 き 込 み を 行う . 

セク タ の 1D 部 に デー タ を 書き 込む と き に は , 指定 され た デー タバ ッ フ ァ 領 
域 の 内 容 (C, L RIN の 4 バイ トメ セク タタ 数 ) を 使用 する . し た が っ て , セク タ 
シー ケン ス ID や 不良 シリ ンダ TID な ども 書き 込む こと が 可能 で ある (C, H R, N の 
指定 に よる ) . 

各 セ クタ の デー タ 部 (に は , 1 バイ ト の デー タ D を N で 指定 され る 長 さ 分 だ け 繰 
り 返 し 書き 込む . 

現在 選択 され て いる シリ ンタ 位置 の トラ ッ ク か ら 読 み 出 す 場 合 と , シー ク 動 
作 を 行い トラ ッ ク の 選択 を 行っ て か ら 読 み 出 す 場 合 と の 選択 が 可能 で ある . 

単 密度 / 倍 密度 の 読み 出し 選択 指定 が 可能 で ある . 

エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 


処 理 


(DA/UA に 対応 する ユニ ッ ト の , 現在 選択 され て いる シリ ンダ の H バ イト で 示 
され る ヘッ ド の 面 に あめ る トラ ッ ク に フォ ー マ ッ ト を 書き 込む . 

② セ クタ の TD 部 の 書き 込み は , 指定 され て いる デー タバ ッ プ ァ 領 域 の 先頭 アド 
レス (ES :BP) か ら , BX の デー タ 長 まで の デー タバ ッ フ ァ 上 に , セク タ の TU⑪ 部 
ご と の C, HL R, N の 4 バイ トト エン トリ を トラ ッ ク の セク タダ タ 数 分 だ け 展 開 し て お 
き , これ を 書き 込む ([ そ の 他 ] を 参照 ) . 

③ セ クタ の デー タ 部 の 書き 込み は , 指定 され た DL (デー タ パ タ ー ン ) の 内 容 
を , 指定 され た CH( セ クタ 長 ) の 長 さ 分 だ け セ クタ ご と に 繰り 返す . 
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その 他 


パラ メー タ の 指定 方 法 
ヤマノ バラ メー タ の 彦 福 計 の ⑦ め /2 747 7 の 


デー タバ ッ フ ァ の 内 容 
マ デー タバ パッ ファ の め 容 7 め 7 (77 7 の 


BE 
セク タ シ ー ケ ンス に し た が っ た 論理 セク タ 番 号 


a) 26 セ クタ ント ラッ ク の 場合 
マ 遂 刻 を クタ の な ら び 266ee/7/ 7 7 (747 7 ん の 


b) 15 セ クタ ダ タプ トラック の 場合 
マ 遂 夏 を クタ の 女 ら び 725eg7/ 7 7 777 7 の 


c) 8 セク タダ タント ラッ ク の 場合 
マ 痛 を クタ の な ならび ぴ (⑳5eg/7// 7 / ツ 777 7 ん の 
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INT 1BH AH=03H NH 


初期 化 [INITIALIZE] 


人 入 カカ 


AH=03H 
隊 凶 還 四 四 是 思 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (90H^-93H) 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 
AH= ス テー タス 情報 (00H) 


機 能 


1MB フ ロッ ピー ディ スク 装置 全体 の 初期 化 を 行 う . 


て / 
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処 理 


(①FDCPD765A の 初期 化 
ライ トコ ント ロー ルレ レジスタ を 使用 . 

② シ ステ ム 共 通 域 の 初期 化 (DISK_EQUIP, DISK_INT, DISK_RESULT) 

③FDC に 対し て 初期 値 の 設定 (SPECIFY コ マン ド 発 行 ) 
HUT(Head Unload Time) の 設定 . 
リー ドン プラ イト コマ ンド 実行 後 ,、 アン ロー ド 状 態 に する まで の 時 間 を 指定 す 
2 =99009 192msec 
SRT (Step Rate Time) の 設定 . 
シー ク 動 作 時 デバ イス ^ ム 送る STEP 信 号 の 間隔 時 間 を 指定 する …… 機 租 こ 
より 異な る 場合 が ある た め , 設定 を 変更 し な いこ と . 
HLT(Head Load Time) の 設定 . 
リー ドラ イト コマ ンド の 実行 開始 後 , ヘッ ド が アン ロー ド 状 態 で も れ ば 
ロー ド さ せる が , ロー ド し た 後 ヘ ッ ド が 安定 状態 に な る まで の 待ち 時 間 を 指 
定 す る …… 50msec 
DMA モ ー ド に 設定 する . 

④ 衝 ユニット に 対し て リキ ャ リブ レー トコ マン ド に よる チェ ッ ク を 行う . ( 操 
作 の 接続 状況 と 動作 確認 ) 
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INT 1BH AH=01H NH 


ベリ ファ イ LIVERIFT」 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 議 別 コー ド 
薩 凶 績 四 四 是 


ら 
I 開 旧 E 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DAUA) (90H-93H) 
BX= デ ー タ 長 (QOTL) (バイ ト 単 位 ) 

CL= シ リン タダ 番号 (C) (0^76) 

DH= ヘ ッ ド 番号 (H) (0 て 1) 

DL= セ クタ ク 番 号 (R) (1 へ 26) 

CH= セ クタ 長 (N) (00H03H) 

BS:BP= デ ー タ バッ ファ 領域 の 先頭 アド レス 


出 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終 了 
AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 
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機 能 


指定 され て いる デバ イス タイ プ ユ ニッ トト 番号 (DA ン UA) の ディ スク 装置 の 
指定 され た セク タ の デー タ を 読み 取る . た だ し , メモ リ へ の 転送 は 行わ な い . 

現在 選択 され て いる シリ ンタ 位置 の トラ ッ ク か ら 読 み 出 す 場 合 と , シー ク 動 
作 を 行い , トラ ッ ク の 選択 を 行っ て か ら 読 み 出 す 場 合 と の 選択 が 可能 で ある . 

シン グル レル ト ラック ブ マ ル チ ト ラッ ク の 読み 出 し 選択 指定 お よび, 単 密度 ノ 倍 
密度 の 読み 出し 選択 指定 が 可能 で ある . 

エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 


注意 :DDAMODeleted Data Address Mark) を 検出 し て も , その セク タ ぁ #% 
キッ プ し て , 処理 を 続行 する . 


処 理 


読み 取っ た デー タ を メモ リ に 転送 し な いこ と を 除い て 「 デ ー タ の 読み 出 し 
AH=06H」 と 同じ で ある . 
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INT 1BH AH=04H NH 


セン ス [SENSE」 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 議 別 コ ー ド 
隊 凶 還 引 四 凶 思 m 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (90H^-93H) 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異 常 終 了 
AH= ス テー タス 情報 (「8. 1 DISK BIOS 概 説 画 ステ ー タ ス 情 報 一 覧 」 参照 ) 


機 能 


指定 し た デバ イス の 状態 を 調べ る . 
エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 


処 理 


FDC^ へ SENSE コ マン ド を 送り , デバ イス の 状態 を 得 , これ を 編集 し て AH こ 
落 ツ 下す る 、 
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INT 1BH AH=0AH NH 


ID の 読み 出し [READ ID] 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 議 別 コ ー ド 
陳 凶 還 四 四 是 


1! 
6 M 


AL= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA ノ UA) (90H<93B) 
CL= シ リン ダ 番 号 (C) (0 て 76) (AH の SEEK ビ ッ ト が 1 の と き 意 味 を も つ ) 
DH= ヘ ッ ド 番号 (H) (0 て 1) 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 
AH= ス テー タス 情報 (「8.1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照 ) 
CH= セ クタ 長 (N) 
CL= シ リン ダ 番 号 (O| 正常 な ID の ID 情 報 
DH= ヘ ッ ド 番号 (H) 
DL= セ クタ 番号 (R) 
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機 能 


指定 され た デバ イス タイプ ユ ニッ ト 番 号 を も つ デ バイ ス の , 指定 され た ト 
ラッ ク 上 の 最初 に 正常 に 読み と れ た ID を ID 情報 (C, HL R, N) に 格納 する . 

現在 選択 され て いる シリ ンタ 位置 の トラ ッ ク か ら 読 み 出す 場合 と , シー ク 動 
作 を 行い トラ ッ ク の 選択 を 行っ て か ら 読 み 出 す 場 合 と の 選択 が 可能 で ある . 

単 密度 / 倍 密度 の 読み 出し 選択 指定 が 可能 で ある . 

エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 
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INT 1BH AH=09H N HH 


デリー テッド デー タ の 書き 込み 
[WRITE DELETED DATA」 


| 入 カ | 
AH=BIOS コ マン ド 議 別 コ ー ド 
陳 hg 因 四 四 是 所 印 


ら 
I 開 凍 K 


AL= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA ン UA) (90H^93B) 
BX= デ ー タ 長 (DTL) (バイ ト 単 位 ) 

CL= シ リン ダ 番 号 (C) (0 て 76) 

DH= ヘ ッ ド 番号 (H) (0 て 1) 

DL= セ クタ 番 号 (R) 1 へ 26) 

CH= セ クタ 長 (N) (00H-03H) 

BS:BP= デ ー タ バッ ファ 領域 の 先頭 アド レス 


出 カ 

CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 


AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 田 ス テー タス 情報 一 覧 」 参 照 ) 
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機 能 


セク タ の デー タフ ィ ー ル ド の Data Address Mark の 代わ り に Deleted Data 
Address Mark を 書き 込む こと を 除い て , 「 デ ー タ の 書き 込み AH=05H」 と 同 
じ 機能 を も つ . 


MEata HHress Mark* 
こ | は 


[MM Yielatgd [hata HHress Mark* 


処 理 


「 デ ー タ の 書き 込み AH=05H」 と 同様 の 処理 を 行う . 
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INT 1BH AH=0CH N HH 


テリ ー テ ッ ド デー タ の 読み 出し 
[READ DELETIED DATA」 


| 入力 | 
AH=BIOS コ マン ド 議 別 コ ー ド 
陳 hg 因 四 四 是 所 純 


ら 
[上 K 


AL= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA ン UA) (90H^93B) 
BX= デ ー タ 長 (DTL) (バイ ト 単 位 ) 

CL= シ リン ダ 番 号 (C) (0 て 76) 

DH= ヘ ッ ド 番号 (H) (0 て 1) 

DL= セ クタ 番 号 (R) 1 へ 26) 

CH= セ クタ 長 (N) (00H-03H) 

BS:BP= デ ー タ バッ ファ 領域 の 先頭 アド レス 


出 カ 

CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 


AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 田 ス テー タス 情報 一 覧 」 参 照 ) 
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機 能 


セク タ の デー タフ ィ ー ル ド の Data Address Mark の 代わ り に Deleted Data 
Address Mark を 扱う こと を 除い て , 「 デ ー タ の 読み 出し AH=06H」 と 同じ 機 
有 能 を も つつ . 


処 理 


「 デ ー タ の 読み 出し AH=06H」 と 同様 の 処理 を 行う . 
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INI 1BH 


AH=02H 


N 日 


診断 の た め の 読 み 出し [READ DIAGNOSTIC」] 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 識 別 コ ー 
陳 凶 還 四 目印 


ド 


上 E 
6 M 


AL= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA ノ UA) (90H93B) 
BX= デ ー ク タク 長 (DTL) (バイ ト 単 位 ) 
CL= シ リン ダグ 番号 (C) (0^76) 


DH= ヘ ッ ド 番号 (HU) (0 て 1) 
DL= セ クタ 番号 (R) (1 へ 26) 


CH= セ クタ 長 (N) (00H-03H) 


ES :BP= デ ー タ バッ ファ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 


AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 田 ス テー タス 情報 一 覧 」 参 照 ) 
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機 能 


イン デック スマ ー ク の 直後 か ら 読 み 取り を 開始 し , ID の エラ ー, お よび 
デー タ 部 の エラ ー が 検出 され て も 読み 取り を 続行 する こと を 除い て , 「 デ ー タ 
の 読み 出し AH=06H] と 同じ 機能 で ある . 


処 理 


イン デック スマ ー ク の 直後 か ら 読 み 取 り を 開始 する . 

「 デ ー タ の 読み 出し AH=06H」 と の 相違 点 は 以下 の 通り で ある . 

・ID ま た は デー タ 部 の CRC エ ラー が 検出 され て も 読み 取り を 続け る . 

・ 読 み 取 っ た ID と ID 情報 の 比較 を 行う が , それ ら が 異な っ て いて も ステ ー 
タス に ND(No Data) を セッ ト す る だ け で , その セク タ の デー タ を 処理 す 
0 

・Deleted Data Address Mark の ある セク タ を 検出 し て も , コマ ンド 実行 
の 終了 条件 に は な ら な い . 
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8.3 640KB フ ロッ ピー ディ スク 
BIOS コ マン ド 


INT 1BH 


AH=06H 


N H 


デー タ の 読み 出し [READ DATA] 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 議 別 コ ー ド 


了 昌 還 上 四 止 包 所 


ら 
[上 E 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (70H-73H) 


BX= デ ー タ 長 (DTL) (バイ ト 単 位 ) 
CL= シ リン ダ 番 号 (C) (0 て 79) 


DH= ヘ ッ ド 番 扇 (HD (0 て 1) 
DL= セ クタ 番 号 (R) (1 一 16) 


CH= セ クタ 長 (N) (00H-03H) 


ES :BP= デ ー タ バッ ファ 傾 域 の 先頭 アド レス 
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出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 
AH= ス テー タス 情報 ( 「8.1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 
シス テム 共通 域 (F2DD RESULT 5DOH て 5DFH の 16 バ イト エン トリ ) 
=FDC か ら の リザ ルト ステ ー タ ス 情 報 を 格納 


機 能 


指定 され た デバ イス タイ プ ユ ニッ ト 番 号 を も つ デ バイ ス の , 指定 され た 実 人 
開始 セク タ (ID 情報 で 指定 され た も の ) か ら , 指定 され た メモ リ 領 域 ( デ ー タ 
バッ ファ 領域 の 先頭 アド レス ) へ , 指定 され た 長 さ (DTL) の デー タ を 読み 出 
す . 

現在 選択 され て いる シリ ンタ 位置 の トラ ッ ク か ら 読 み 出 す 場 合 と , シー ク 動 
作 を 行い , トラ ッ ク の 選択 を 行っ て か ら 読 み 出 す 場 合 と の 選択 が 可能 で ある . 

シン グル レル ト ラック ブ マ ル チ ト ラッ ク の 読み 出し 選択 指定 お よび , 単 密度 ノ 倍 
密度 の 読み 出し 選択 指定 が 可能 で ある . 

エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 


処 理 


(①DA ノ UA に 対応 する シス テム 共通 域 F2DD_RESULT の 内 容 を 調べ る . 

②SEEK ビ ッ ト が 1 (オン ) か どう か を 判定 する . 
オン な ら ば シリ ンダ 番号 (C) に よっ て シー ク 動 作 を 行う . シー ク 動 作 が 終了 
し た か , また は SEEK ビ ッ ト が オフ (0) な ら ば ③ の 処理 を 行う . 

③DMA を 起動 する . 
DMA バ ウン ダリ の 正当 性 を チェ ッ ク す る . 不正 な ら AH に 20H を セッ ト し て 終 
了 す る . 正当 な ら は DMA を 起動 する . BX, ES, BP を 送る . 
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④FDC に READ コ マン ド を 発行 する . 
マル チト ラッ ク MT, MFM モ ー ド は BI0S コマ ンド に し た が う . DDAMODeleted 
Data Address Mark) を 検出 し た 場合 は ,。 その セク タ の 読み 取り 後 , コマ ン 
ド の 実行 を 正常 終了 する . 


FDC コ マン ド 発 行 制御 
a) FDC ス テー タス を READ し , FDC が BUSY 状 態 か どう か を チェ ッ ク し , BUSY 
状態 な ら ば BUSY 状 態 が 解け る まで 待つ . 
AAA: IN AL,90H 
TEST AL, 10H 
JNZ AAA 
5) EDO が デー ク を 受け と れる か どう が , FDC( ス デー クス を チェ ッ ク す る , 
デー タ が 受け と れる 状態 に な る まで 待つ . 
BBB: IN AL,90H 
TEST AL, 8OH 
JZ BBB 
c) FDC ス テー タス に よっ て , FDC が デー タ を 受信 で きる 状態 で や る こと を 確 
誰 し 。 コ マン ド ( ま た は パラ メー タ ) を 発行 する . 
OUT 92H,AL 


PDC に 対し て , READ コ マン ド の パラ メー タ を 順次 送出 する . 
C( シ リン ダ 番 号 ),H( ヘ ッ ド 番号 ) , R( セ クタ 番号 ) , N( セ クタ 長 ) 

⑥EOT( ト ラッ ク 上 の 最終 セク タ ), GPL (GAP3 の 長 さ ) , DTL (処理 すべ き セ クタ 夕 当 
り の デー タ 長 ) は 次 の 表 の 通り で ある . 
DTL=255(FFH) 


注意 : この DTL は FDC の パラ メー タ と し て 一 意 的 に (FFH) 指定 する も の で , BI 
コマ ンド の BX と は 関係 な い . 
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「 ト ラッ タ 上 の 
最終 タタ] 


⑦ 因 り 込 み 信号 の 入力 を 待つ . 
入力 処理 の 終了 を 待ち もち, リザ ルト ステ ー タ ス 情 報 を 読み 出 し (ST0, ST1, 
ST2), 実行 終了 セク タ の ID 情報 の 読み 出し を 行い シス テム 共通 域 の 
RESULT_DATA, BIO0S コ マン ド 出 力 条 件 の 設定 を 行う . 

⑧DMA チ ャ ネル を 閉じ る . 
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その 他 


1 回 の 動作 の 転送 容量 は MT (マル チト ラッ ク ) ビッ ト , ME( 倍 密度 指定 ) ビッ 
ト , N( セ クタ 長 ) に 関係 する . 


町 | 転 技 容 時 【 パ イト 】 最終 セッ タ 

HFC 前 了 間 に YTTP コ ッッ 
| 0 | HH 11<128 xn jn | ヘッド 0 の セク タ 16 また は 
| 1 | mlH 1 125B Xn ペ ヘッド 1 の セタ タ 16 


ii ま EC 


| 0 | nlH 11<25B xn ヘッ ド H の セタ タ 9 また は 


| 1 162H LC612 Xn | ! | ヘッ Ripz タ 8 


9 OH 1 て 256 xn 

=1…18 | ヘッ ド 1 の セタ タロ 
rlem ICM2 xn 
| 0 | 02H 1-512 xn ヘッ ドロ の セタ タ 5 まほ 和輝 は 
| 1 103H 11024 xn ペ ヘッド 1 の セタ タ 5 


ee 


・n の 値 は プロ ダラ マ ゴ ル 傘 。EHT 下値 底 定 義 き 反 宮 ・ 


BTOS ラ マン ドド 実行 を 正常 に 終了 し た と ど とき に 。 シス デム 共通 城 の 
RESULT_DATA に 設定 され る 1D 情 報 の 状態 は 次 表 の よう に な る . 
マ ぜ 9 7 の // 碑 / 戻 ク 導 7 (62 の ② /7 77 7 ん の 6 の 
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INI 1BH 


AH=05H 


N 日 


デー タ の 書き 込み [WRITE DATA] 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 識 別 コ ー 
陳 因 引 四 凶 思 m 


ド 


8 
且 上 関本 


AL= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA ノ UA) (70H て 73H) 
BX= デ ー タ 長 (DTL) (バイ ト 単 位 ) 
CH= セ クタ 長 (N) (00H て 03H) 
CL= シ リン タダ 番号 (C) (0 て 79) 


DH= ヘ ッ ド 番 扇 (D (0 て 1) 
DL= セ クタ 番 号 (R) (1 一 16) 


ES :BP= デ ー タ バッ ファ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 


AH= ス テー タス 情報 ( 「8.1 DISK BIOS 概 説 田 ス テー タス 情報 一 覧 」 参 照 ) 
シス テム 共通 域 (F2DD_RESULT 5DOHC5DFH の 16 バ イト エン トリ ) 


FDC か ら の リザ ルト ステ ー タ ス 情 報 を 格納 
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機 能 


指定 され た デバ イス タイ プ ユ ニッ ト 番 号 を も つ デ バイ ス の , 指定 され た 実 人 
開始 セク タ (ID 情報 で 指定 され た も の ) か ら , 指定 され た メモ リ 領 域 ( デ ー タ 
バッ ファ 領域 の 先頭 アド レス ) の , 指定 され た 長 さ ①TL) の デー タ を 書き 込 
す 5. 

現在 選択 され て いる シリ ンダ 位置 の トラ ッ ク ^ へ 書き 込む 場合 と , シー ク 動作 
を 行い , トラ ッ ク の 選択 を 行っ て か ら 書 き 込 む 場 合 と の 選択 が 可能 で ある . 

単 密度 倍 密度 の 書き 込み 選択 指定 も 可能 で ある . 


注意 : マル チト ラッ ク 指 定 は 使用 し な いこ と . 


処 理 


「 デ ー タ の 読み 出し AH=06H」 と 同様 の 処理 を 行う . 


注意 : デー ク 長 (DTL) で ボ す バイ ト 数 の デー タ の 書き 込み が , セク タ の 途中 で 
終了 し た 場合 は 。 そ の セク タ の 残り の バイ ト に は 00H を 書き 込ん で 正常 


終了 する . 
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INT 1BH AH=10H NH 


シー ク [SEEK」 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 議 別 コ ー ド 
薩 凶 績 四 止 是 hm 


EMIEEEE 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA ン UA) (70H^73) 
CL= シ リン ダ 番 号 (C) (0 て 79) 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 

0: 正 常 終了 

1: 異常 終 了 
AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 
シス テム 共通 域 F2DD_RESULT(5DOH~5DFH) の 16 バ イト エン トリ 

現在 の シー クア ドレ ス ( シ リン ダ 番 号 ) を PCN と し て 格納 . 


機 能 


指定 され た デバ イス タイ プ ユ ニッ ト 番 号 に 対し て , 指定 され た シリ ンダ 番号 
まま 0 グ ー グ さき 守る 、 

エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 

な お , 読み 出し (READ) ン 書き 込み (WRITE) 用 の BI0S コ マン ド に は , シー ク 
動作 を 同時 に 行う こと が 可能 に な っ て いる . それ ぞ れ の BI0S コ マン ド 議 強 
コー ド の D4 ビ ッ ト (Q①0H を オン 1) に する と シー ク 動 作 を 伴い , オフ (0) に す 
る と 現在 の シリ ンダ を 対象 と し た 動作 を 行う . 
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処 理 


(①FDC に シー クコ マン ド (OFH) を 送出 する . 

②PDC に シー クコ マン ド に 対す る パラ メー タ を 送出 する . 
シー ク を 行う ユニ ッ ト 番 号 , ヘッ ド 番 号 を 渡す . 

③ シ ー ク 動作 の 終了 を 待つ . 


第 8 草 DISK BIOS 


(シー ク 動 作 が 終了 する と 出力 の ステ ー タ ス 情 報 を 読み 出す . 
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INI 1BH 


AH=0 /H 


N 日 


シリ ンダ 0 へ の シー ク [RECALIBRATE] 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 識 別 コ ロー ド 


陳 昌 還 上 四 四 包 所 


hm 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (70H-73H) 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 


AH= ス テー タス 情報 ( 「8.1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参 照 ) 


機 能 


ンプ ノヽ 


シリ ンダ 番号 0( デ バイ ス か ら , トラ ッ ク 0 信 号 を 検出 する まで ) へ ジー ク さ 


せる . 


シー ク 動 作 は , シリ ンダ 番号 0 の 方 向 へ 1 シリ ンダ ずつ 行い ,。 デバ イス か ら 


の トラ ッ ク 0 信 坊 を 検出 する まで 癌 り 返 す . 


エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 


処 理 


FDC は 77 回 0 シリ ンダ に 向かっ て シー ク す る が , シリ ンダ 数 は 80 な の で FDC 


に 対し て 2 回 リキ ャ リブ レー トコ マン ド を 実行 する . 
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INI 1BH 


AH=ODH 


N 日 


トラ ッ ク の フォ ー マ ッ ト [FORMAT TRACK」 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 識 別 コ ー 
陳 凶 還 四 四 是 hm 


ド 


1! 
6 M 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DAUA) (70H~73H) 
BX= デ ー タ 長 (DTL) (バイ ト 単位 ) 
CH= セ クタ 長 (N) (00, 01, 02, 03) 
CL= シ リン ダ 番 号 (C) (0 て 79) (AH の SEEK ビ ッ ト が 1 の と き 有 効 


DH= ヘ ッ ド 番号 (H) 01) 


DL= デ ー タ 部 へ の 書き 込み デー タバ パタ ー ン ①) 
ES :BP= デ ー タ バッ ファ 傾 域 の 先頭 アド レス 


出 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 


AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 田 ス テー タス 情報 一 覧 」 参 照 ) 


360 


第 8 草 DISK BIOS 


機 能 


指定 され た セク タ 長 (N) , トラ ッ ク 当 り の セク タ 数 (SC), ギャ ッ フ 長 
(GPL), デー タ 部 に 書き 込む デー タ パ タ ー ン ①) な ど に し た が っ て 1 トラック 分 
フォ ー マ ッ ト 書 き 込 み を 行う . 

セク タ の 1D 部 に デー タ を 書き 込む と き に は , 指定 され た デー タバ ッ フ ァ 領 
域 の 内 容 (C, L RIN の 4 バイ トメ セク タタ 数 ) を 使用 する . し た が っ て , セク タ 
シー ケン ス ID や 不良 シリ ンダ TID な ども 書き 込む こと が 可能 で ある (C, H R, N の 
指定 に よる ) . 

各 セ クタ の デー タ 部 (に は , 1 バイ ト の デー タ D を N で 指定 され る 長 さ 分 だ け 繰 
り 返 し 書き 込む . 

現在 選択 され て いる シリ ンタ 位置 の トラ ッ ク か ら 読 み 出 す 場 合 と , シー ク 動 
作 を 行い トラ ッ ク の 選択 を 行っ て か ら 読 み 出 す 場 合 と の 選択 が 可能 で ある . 

単 密度 / 倍 密度 の 読み 出し 選択 指定 が 可能 で ある . 

エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 


処 理 


(DA/UA に 対応 する ユニ ッ ト の , 現在 選択 され て いる シリ ンダ の H バ イト で 示 
され る ヘッ ド の 面 に あめ る トラ ッ ク に フォ ー マ ッ ト を 書き 込む . 

② セ クタ の TD 部 の 書き 込み は , 指定 され て いる デー タバ ッ プ ァ 領 域 の 先頭 アド 
レス (ES :BP) か ら , BX の デー タ 長 まで の デー タバ ッ フ ァ 上 に , セク タ の TU⑪ 部 
ご と の C, HL R, N の 4 バイ トト エン トリ を トラ ッ ク の セク タダ タ 数 分 だ け 展 開 し て お 
き , これ を 書き 込む ([ そ の 他 ] を 参照 ) . 

③ セ クタ の デー タ 部 の 書き 込み は , 指定 され た DL (デー タ パ タ ー ン ) の 内 容 
を , 指定 され た CH( セ クタ 長 ) の 長 さ 分 だ け セ クタ ご と に 繰り 返す . 
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その 他 


パラ メー タ の 指定 方 法 
マヤ ノバ イラ メー タ の 彦 福 須 (62 の の / (7 人 7 7 の 


デー タバ ッ フ ァ の 内 容 
ヤマ デー タバ パッ ファ の 必 容 62 の 04 の /2 77 7 ん の の 


m 
セク タ シ ー ケ ンス に し た が っ た 論理 セク タ 番 号 


a) 16 セ クタ ント ラッ ク の 場合 
マ 充 刻 を クタ の 婦 ら (7626ec/7// (62 の 4 の // 777 7 ルル の の 


b) 9 セク タン トラ ッ ク の 場合 
マ 診 刻 ア クタ の 女 ら び (②5eg/7/ (62 の の 7 777 7 の 


c) 8 セク タプ トラ ッ ク の 場合 
マ 診 族 ア クタ の 女 ら び (②@5eg/7/ (62 の の 7 777 7 ウル の 


d) 5 セク タプ トラ ッ ク の 場合 
マ 疹 夏 ア クタ の 女 ら び (②5eg/7// (62 の の 7 77 7 の の 
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例 
DL に 格納 する デー タ パ タ ー ン の (①) に つい て 
BASIC の 場合  : 40H 


CP ン M-86 の 場合 : E5H 
MS-DOS の 場合 ・ P5H 


デー タバ ッ フ ァ の 大 きき さき 


26 セ クタ トラ ッ ク の 場合 : 4 バイ ト x26 
8 セク タプ トラ ッ ク の 場合 : 4 バイ ト xX8 
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INT 1BH AH=03H NH 


初期 化 [INITIALIZE] 


人 入 カカ 


AH=03H 
薩 四 績 四 四 是 hi 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (70H-73H) 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 
AH= ス テー タス 情報 (00H) 


機 能 


640KB フ ロッ ピー ディ スク 装置 全体 の 初期 化 を 行う . 
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処 理 


(①FDCPD765A の 初期 化 
ライ トコ ント ロー ルレ レジスタ を 使用 . 

② シ ステ ム 共 通 域 の 初期 化 (DISK_EQUIP, DISK_INT, DISK_RESULT) 

③FDC に 対し て 初期 値 の 設定 (SPECIFY コ マン ド 発 行 ) 
HUT(Head Unload Time) の 設定 . 
リー ドン プラ イト コマ ンド 実行 後 ,、 アン ロー ド 状 態 に する まで の 時 間 を 指定 す 
2 =99009 192msec 
SRT (Step Rate Time) の 設定 . 
シー ク 動 作 時 デバ イス ^ ム 送る STEP 信 号 の 間隔 時 間 を 指定 する …… 機 租 こ 
より 異な る 場合 が ある た め , 設定 を 変更 し な いこ と . 
HLT(Head Load Time) の 設定 . 
リー ドラ イト コマ ンド の 実行 開始 後 , ヘッ ド が アン ロー ド 状 態 で も れ ば 
ロー ド さ せる が , ロー ド し た 後 ヘ ッ ド が 安定 状態 に な る まで の 待ち 時 間 を 指 
定 す る …… 50msec 
DMA モ ー ド に 設定 する . 

④ 衝 ユニット に 対し て リキ ャ リブ レー トコ マン ド に よる チェ ッ ク を 行う . ( 操 
作 の 接続 状況 と 動作 確認 ) 
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INT 1BH AH=01H NH 


ベリ ファ イ LIVERIFT」 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 議 別 コー ド 
隊 還 四 上 争 還 


ら 
l 開 瞳 E 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DAUA) (70H-73B) 
BX= デ ー タ 長 (QOTL) (バイ ト 単 位 ) 

CL= シ リン タダ 番号 (C) (0^79) 

DH= ヘ ッ ド 番号 (H) (0 て 1) 

DL= セ クタ 番号 (R) (1^16) 

CH= セ クタ 長 (QN) (00H-03H) 

BS:BP= デ ー タ バッ ファ 領域 の 先頭 アド レス 


出 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終 了 
AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 
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機 能 


指定 され て いる デバ イス タイ プ ユ ニッ トト 番号 (DA ン UA) の ディ スク 装置 の 
指定 され た セク タ の デー タ を 読み 取る . た だ し , メモ リム 転送 は 行わ な い . 

現在 選択 され て いる シリ ンタ 位置 の トラ ッ ク か ら 読 み 出 す 場 合 と , シー ク 動 
作 を 行い , トラ ッ ク の 選択 を 行っ て か ら 読 み 出 す 場 合 と の 選択 が 可能 で ある . 

シン グル レル ト ラック ブ マ ル チ ト ラッ ク の 読み 出 し 選択 指定 お よび, 単 密度 ノ 倍 
密度 の 読み 出し 選択 指定 が 可能 で ある . 

エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 


注意 :DDAMODeleted Data Address Mark) を 検出 し て も , その セク タ ぁ #% 
キッ プ し て , 処理 を 続行 する . 


処 理 


読み 取っ た デー タ を メモ リ に 転送 し な いこ と を 除い て 「 デ ー タ の 読み 出 し 
AH=06H」 と 同じ で ある . 
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INI 1BH 


AH=04H 


N 日 


セン ス [SENSE」 


人 入 カカ 


AH=04H 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (70H-73H) 


出 力 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 


AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 


機 能 


指定 し た デバ イス の 状態 を 調べ る . 


処 理 


FDC^ へ SENSE コ マン ド を 送り , デバ イス の 状態 を 得 , これ を 編集 し て AR こ 


RS 5 に 
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INT 1BH AH=0AH NH 


ID の 読み 出し [READ ID] 


人 入 カカ 


AH=BIOS コ マン ド 議 別 コー ド 
陳 凶 還 四 四 凶 思 


1! 
6 M 


AL= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA ノ UA) (70H て 73BH) 
CL= シ リン ダ 番 号 (C) (0 て 76) (AH の SEEK ビ ッ ト が 1 の と き 意 味 を も つ ) 
DH= ヘ ッ ド 番号 (H) (0 て 1) 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 
AH= ス テー タス 情報 (「8.1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照 ) 
CH= セ クタ 長 (N) 
CL= シ リン ダ 番 号 (O| 正常 な ID の ID 情 報 
DH= ヘ ッ ド 番号 (H) 
DL= セ クタ 番号 (R) 
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機 能 


指定 され た デバ イス タイプ ユ ニッ ト 番 号 を も つ デ バイ ス の , 指定 され た ト 
ラッ ク 上 の 最初 に 正常 に 読み と れ た ID を ID 情報 (C, HL R, N) に 格納 する . 

現在 選択 され て いる シリ ンタ 位置 の トラ ッ ク か ら 読 み 出す 場合 と , シー ク 動 
作 を 行い トラ ッ ク の 選択 を 行っ て か ら 読 み 出 す 場 合 と の 選択 が 可能 で ある . 

単 密度 / 倍 密度 の 読み 出し 選択 指定 が 可能 で ある . 

エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 
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8.4 1MB/640KB 両 用 
フロ ッ ピ ピー ディ スク 
BIOS コ マン ド 


1MB/640KB 両 用 タイ プイ ンタ ー フ ェ イ ス は , 1MB イ ンター フェ イス と 640KB イ ン 
ダー ジェ イス の 2 づつ の 動作 モー ド が ある (ボボ ポ モ ー ド は PO-9801, FIN2 3 
M2, M3, VF2, 02 で は サポ ー ト され な い )) . 

この うち , 640KB イ ンタ ー フ ェ イ スモ ー ド は , 640KB イ ンタ ー フ ェ イ ス と 同等 の 
機能 を 実現 する も の で , デバ イス タイ プ と し て , 70H73H を 使用 する . 

また , 1MB イ ンタ ー フ ェ イ スモ ー ド は , 1MB イ ンタ ー フ ェ イ ス の 機能 を 含ん だ う 
え に , 640KBFD を アク セス する 機能 を も っ て いる . この モー ド の 場合 は 。 デバ イス 
タイ プ と し て , 次 の よう な 値 を 使用 する . 


1MBFD ア デア クセス  …… 90H< て 93H 
640KBFD ア クセ ス …… 10H<C て 13H 


1MB プ 640KB 両 用 インター フェ イス は , リセ ッ ト 後 , ディ ッ プ スイ ッ チ に し た 
が っ て どちら か の モー ド に 初期 化 さ れる . 

ここ で は , 1MB ノ 640KB 両 用 タイ プイ ンタ ー フ ェ イ ス に 特有 な コマ ンド を 述べ 
の > 向 用 グイ アイ ンク グー ラテ イス で は F の ロコ ロマン NR の 人 に 。 アノ セ ペ ギー Ne 
応じ て , 「8.2 1MB フ ロッ ピー ディ スク BTOS コ マン ド 」 お よび 「8.3 640KB フ ロッ 
ビー ディ スク BIOS コ マン ド 」 で 述べ た コマ ンド が 使用 可能 で ある . 

な お , PC-9801VMO, VM2, VM4, UV2, VM21,UX0,UX2,UX4, UV21, VX01, 
VX21, VX41, PC-98XA model 1,2, 3, 11, 21, 31, XL model 1,2, 4 以外 の 両用 イン 
ター フェ イ ス で は , 1MB フ ロッ ピー ディ スク に 対す る コマ ンド が 終了 し た 後 , 一 定 
時 間 を 絆 過す る と 自動 的 に モー タ を 停止 する モー ド ( 自 動 停 止 モ ー ド ) が 用 意 さ れ 
た . これ に より , 1MBFD の モー ド は 以下 の 2 つと な る . 
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・ 常 時 ON モー ド 
・ 自 動 停 目 モ ー ド 


自動 停止 モー ド に 設定 する と , 再 立 ち 上 げ を 行わ な い 限 り , 常時 ON モー ド に 戻す 
NN 
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INI 1BH 


AH=04H 


N 日 


セン ス [SENSE」 


人 入 カカ 


AH=S4H 
AL= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (70H^73H, 90H<93H, 10H て 13H) 


出 カ 


oN 
正常 終了 
凍り 0 


AM 「8.1 DISK BIOS 概 説 田 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照 ) 


1MB イ ンタ ター フェイス モー ド 時 
と 6 7 人 (7/6204 の / (7 ん 7 7 ん の 2 の 


員 


640KB イ ンタ ー フ ェ イ スモ ー ド 時 
SE 6220 の /M が (76204 の /7 の (77 7 の ん の 2 の 


指定 し た デバ イス の 状態 を 調べ る . 
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INI 1BH 


AH=0OEH 


N H 


動作 モー ド の 設定 
(1MB イ ンタ ー フ ェ イ スモ ー ド 時 の み ) 


| 入力 


AH=0EH ま た は SEH 


A 三 1 XH 


マ 肝 た デー た の 玩 写 人 ME WM77 め 20 の /2 777 7 ルプ の 


ココ 


出 カカ 


常 終 了 時 
CF=0, AH=00H 

・ 異 常 終了 時 
CF=1, AH=40H 


注意 : 「 セ ンス AH=04H」 で 上 記 の 状態 を 確認 で きる . 
PC-9801E, F, M で は AH=40H, CF=1 と な り , エラ ー と な る . 


機 能 


両用 ドラ イブ を 1MB イ ンタ ダー フェイ スモ ー ド に て 使用 する 際 , 640KBFD を ア 


クセ ス す る 場合 の 動作 (モー ド ) を 指定 する . 
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INI 1BH 


AH=63H 


N 日 


初期 化 


(640KB イ ンタ ー フ ェ イ スモ ー ド 時 の み ) 


| 入 カ 


AH=SSH 


AL=7 XH ま た は FXH 


出 カ 


・ 正 常 終了 時 
CF=0, AH=00H 

・ 凌 常 終了 
CF=1, AH=40H 


( メ は ユニ ッ ト 番 号 ) 


PC-9801E, F, M で は AL=7 XH の と き , 正常 終了 と な る の で , AL=FXH で 本 コ 
マン ド を 実行 する の が 望ま しい. 


機 能 


640KB イ ンタ ー フ ェ イ スモ ー ド 時 , AI( ア テン ショ ン イ ンタ ラブ プ ト ) を 検出 す 


る よう 初期 化す る . 


AE だ し に 戻 ま こと ば で きだ ない 


注意 : AI が 有効 か どう か は , この コマ ンド の 出力 また は 「 セ ンス AHF84H 


で 確認 する こと . 
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INT 1BH AH=83H NH 


モー タ 停止 モー ド の 設定 


人 入 カカ 


AH=SSH 
AL=9XH ※=0, 1 (DA ン UA) 


出 カ 


正常 終了 時 
CF=0, AH=O0OH 
・ 再 常 終了 時 
C ド =] , AH=40H 
外 付 け ユ ニッ ト に 対し て この コマ ンド を 実行 し て も , 常に 正常 終了 値 が 返る . 


機 能 


1MBFD の モー タ を 自動 的 に ON ノ 0FF す る モー ドド に 設定 する . この コマ ン ド に 


より モー タ 自 動 停止 モー ド に し た 場合 , モー タダ 常時 ON モー ド に 戻す こと は で き 
な い 、. 
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8.5 320KB フ ロッ ピー 
BIOS コ マン ド 


デ 


ィ ス ク 


320KB フ ロッ ピー ディ スク は , PC-9801, E, F, M で の み 使 用 可能 で あり , その 他 の 


機種 で は サポ ボート され な い . 


画 機 能 一 覧 
マッ 2 の /7 の 7/ の 次 逐 一 息 


一 入 力 デ ー タ ー 覧 - 
マス カテ デー ター 入 / グ の の // の 2 ツ 


マル テー が (2②2 の の // / の ツ 


避 
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画 ス テー タス 一 覧 
マズ テー タ ズ 一 息 / 戻 グ 姓 / ( グ の の // Z/% 


・BIOS コ マン ド が 正常 終了 する と , フラ グレ ジス タ の CF ビ ッ ト が 0 に な る . この 
と き , SENSE コ マン ド だ け は AH レジ スタ に 意味 の ある 内 容 が セッ ト さ れる . 
BIOS コ マン ド が 異常 終了 する と , フラ グレ ジス タ の CF ビ ッ ト が 1 に な る . この 
と き , AH レジ スタ に 意味 の ある 内 容 が セッ ト さ れる . た だ し , INITIALIZE コ 
マン ド で は まっ た く ス デー タス を 表示 し な い , 

・ 上 記 の 表 に お いて , AH の 内 容 は , た と えば , 4X な ら ば 下位 4 ビッ ト は 意味 が な 
く , 上 位 4 ビ ッ ト が (0100) と な る こと を 示し て いる . 
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8.6 固定 ディ スク BIOS コ マン ド 概 説 


PC-9801 シリ ー ズ 用 の 固定 ディ スク の コマ ンド は ,PC-9801NS, NS/E, NC 用 2.5 
イン チ 内 蔵 固定 ディ スク に お いて , 一 部 の コマ ンド が サボ ー ト され な い 他 は 共通 で 
ある . 


田内 部 割り 込み コー ド 1BH 
N88-BASIC の 場合 , INT 0B1H で も 使用 可 


一 入 力 デー ター 覧 
マス カ デ ー タ 一 段 ( 居 定 デ ァ ズ ク (の 7 


弄 エ ラー リト ライ 処理 。 _ 
エラ ー 発 生 時 の リト ライ (コマ ンド 議 別 コ ー ド の リト ライ ビッ ト で ) に よる 再 誠 
以外 の 再 試行 ) は 上 位 プ ログ ラム で 行う . 
マテ ラー ステー タス (7 Z/ ツ 
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画 相対 アド レス に よる アク セス 


固定 ディ スク に アク セス する 場合 ,、 ボリ ュー ム 上 の 相対 セク タ ア ドレ ス に よっ て 


アク セス する こと が で きる . 使い 方 は 次 の 通り . 


・ デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) =00H-01H 
・ 相 対 ア ドレ ス の 指定 
マ 訪 祥 を クタ アバ ルス ( Z/2 ツ 


ココ 


・ 相 対 セ クタ アド レス と 絶対 セク タ ア ドレ ス と の 関係 
相対 セク タ ア ドレ ス S= ト ラッ ク あ た り の セク タ 数 (ヘッ ド 数 x3+x2) +x1 
絶対 セク タ ア ドレ ス (x3, x2, x1) 
シリ ンダ 番号 x3 : (0 て 152 ま た は 0^309 ま た は 0^307 ま た は 0 へ 614) 
ペ ヘッド 番 号 x2 : (0 て 3 また は 0^?7) 
セク タ 番 号 x1 : (0 て 32 ま た は 0^16) 
・TD 情 報 を 指定 する コマ ンド に 適応 され る . 
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田 2.5 イ ンチ 内 蔵 固定 ディ スク 


依 従 来 と の 相違 点 
次 の コマ ンド は サポ ー ト し な い . 


トラ ッ ク の フォ ー マ ッ ト ( デ バイ ス 単 位 ) 
リト ラク ト 


いずれ も , 何 も せ ず に AH=00H を 返す . 


a) 「 ト ラッ ク の フォ ー マ ッ ト AH=0DH」 
物理 フォ ー マ ッ ト は 行わ な い . 
0 シリ ンダ 0 トラッ ク の 先頭 16K バ イト に E5H を パ デ ィ ン グ する . 


b) セク タ 長 256 バ イト は , ソフ ト エ ミュ レー ト 

2.5 イ ンチ 固定 ディ スク は , 物理 セク タ 長 512 バ イト 固定 の 為 , セク タタ 長 256 バイ 
ト を 指定 し た 場合 は 固定 ディ スク BIOS で エミ ュ レ ー ト する ., 

従来 (SAST)20M バ イト 固定 ディ スク に あっ た , 厚 型 ノ 薄型 の イン ター フェ イス 
(MODE SET コ マン ド ) も サポート す る . 


c) モー タ 0N ン OFF 制 御 

一 定時 間 ア クセ ス が な いと き , モー タ OFF に する . (MOTOR OFF コ マン ド 新 規 追加 
: ソ フトウェア 側 で は 使用 し な いこ と ) 

モー タ が 止 っ て いる と き , アク セス で モー タ 0N に する . 

その 際 , READY ま で の 時 間 と し て 通常 4 て 5 秒 か か る . 
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信 2.5 イ ンチ 固定 ディ スク の 接続 状況 の 識別 法 

内 蔵 2. 5 イン チ 固 定 デ ィ ス ク が 接続 され て いる か どう か に つい て は , 本 BIOS が 
効か どう か で 判定 する . 

シス テム 共通 域 0000:480H ビッ ト 7=1 か つ , 0000:457H 孝 00 


従来 機種 と の 関係 


00:480H | OO0:480UH ピット? 
固定 ディス タ 山 聞 モ デル 
FI モデ ルル 


Fh モデ ル + 従 溢 固 定 デ ィ ス ネタ 
固定 ディ スタ 山 聞 モデ ル 
FN モ 朗 水 

Fh モデ , ル + 従 来 固定 ディ スタ 
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ェ 


8.7 固定 ディ スク BIOS コ マン ド 
INT 1BH AH=06H N 


デー タ の 読み 出し [READ DATA] 


入 カ 


内 部 割り 込み コー ド =1BH 
01BH (PC-9801 の 場合 ) 
AH=BIOS コ マン ド 識 別 コ ー ド 
D Hf 因 上 還 四 是 還 臣 


EEMEHEEE 


ALl= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA ン UA) (80H^81H) 
BX= デ ー タ の 長 さ 

256 Xn : PC-9801-27 

512xn : 錠 /XA 内 蔵 イ ンタ ダ ター フェイ ス 
CX= デ ィ ス クア ドレ ス ( シ リン ダ 番 号 ) 


5MB : 0^152 

10MB : 0 へ 309 

20MB : 0 へ 307( 厚 型 ) 
: 0 へ 614 (薄型) 

40MB : 0 へ 614 
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DH= デ ィ ス クア ドレ ス ( ヘ ッ ド 番号 ) 


5,10MB : 0^3 

20MB  : 0<^7( 厚 型 ) 
: 03( 潤 弄 ) 

40MB  : 0-7 


届 ニ ディ スク アド レス (セク タ 番 号 ) 
0 へ 32 : PC-9801-27 
0 て 16 : 錠 プ XA 内 蔵 イ ンタ ー フ ェ イ ス 
ES :BP= バ ッ フ ァ テア ドレ ス 
バッ ファ の 先頭 アド レス を 示す 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 
AH= ス テー タス 情報 (「8. 1 DISK BIOS 概 説 田 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 


機 能 


指定 され た デバ イス の , 指定 され た ディ スク アド レス (セク タ ) か ら , 指定 
され た メモ リ 領 域 ( ゲ デー タバ ッ フ ァ 領 域 の 先頭 アド レス ) へ , 指定 され た 長 さ の 
デー タ を 読み 出す . 

エラ フー 発生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 
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処 理 


①1 セ クタ 分 の デー タ 転送 終了 後 , 指定 され た セク タタ 分 の デー タ が 転送 され て 
いな けれ ば ぱ ば, 次 の セク タ を 処理 する . 

② 指 定 さ れ た セク タ 数 の デー タ が , トラ ッ ク , また は シリ ンダ に また が っ て い 
た 場合 , 自動 的 に トラ ッ ク , また は シリ ンダ を 切り 奉 えて 処理 を 続け る . 

③ 正 定 さ れ た セク タ 数 だ け の デー タ を 転送 し た ら 正 常 終了 する . 


コマ ンド 実行 中 に エラ ー を 検出 し た と き は , その 内 容 を ステ ー タ ス 情 報 と し 
て AH に セッ ト し , 異常 終了 する . た だ し , BIOS コ マン ド 議 別 コ ー ド の r ビ ッ ト 
が ゼロ の と き , エラ ー を 通知 する まで に 8 回 の 再 試行 を 実行 する (この リト ライ 
機能 は ハー ドウ ェ ア で 行う も の で , ソフ トウ ェ ア に よる も の で は な い ) . 

また , エラ ー の 種類 に 応じ て リキ ャ リプ ブ レート, 再 シ ー ク も 行わ れ , も し 成 
功 す れ ば エラ ー を 通知 せ ず 正常 終了 する . 
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INT 1BH AH=05H INIIH 


デー タ の 書き 込み [WRITE DATA] 


人 入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =1BH 
01BH (PC-9801 の 場合 ) 
AH=B10S コ マン ド 議 別 コ ー ド 
Hf 頃 上 還 四 是 還 世 


EEMEHEE 


AL= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (①DA プ UA) (80H81H) 
BX= デ ー タ の 長 さ 

256 Xn : PC-9801-27 

512xXn : 刀 プ XA 内 蔵 イ ンタ ー フ ェ イ ス 
CX= デ ィ ス クア ドレ ス ( シ リン ダ 番 号 ) 


5MB : 0 て 152 
10MB : 0^309 
20MB : 0^307( 厚 型 ) 
: 0 へ 614 (薄型) 
40MB : 0^614 
DH= デ ィ ス クア ドレ ス ( ヘ ッ ド 番 母 ) 
5,10MB : 0 へ 3 
20MB : 0 へ 7 ( 厚 型 ) 
・ 0 へ 3( 潤 型 ) 
40MB : 0 て 7 
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U ニ デイ スズ クア ドレ ス ( セ クタ 策 号 ) 
0 へ 32 : PC-9801-27 
0<16 : 錠 /XA 内 蔵 イ ンタ ー フ ェ イ ス 
ES :BP= メ モリ 上 の バッ ファ ア ドレ ス 
バッ プ ァ の 先頭 アド レス を 示す 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異 常 終了 
AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 


機 能 


指定 され た デバ イス の , 指定 され た ディ スク アド レス (セク タ ) へ , 指定 さ 
れ た メモ リ 信 域 ( ゲ ー タ バッ ファ 領域 の 先頭 アド レス ) か ら , 指定 され た 長 さ の 
デー タ を 書き 込む . 

エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 


処 理 


ハード ウェア 上 の 動作 , エラ ー 検 出 等 の 制御 は 「 デ ー タ の 読み 出し AF 
06H」 と 同様 で や る . メモ リ か ら デ ィ ス ク へ の 書き 込み 動作 で ある 点 だ けが 異 
7 まる 、 
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INT 1BH AH=07H IN|IH 


シリ ンダ 0 へ の シー ク [RECALIBRATE] 


人 入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =1BH 
01BH(PC-9801 の 場合 ) 
AH=BIOS コ マン ド 議 別 コ ー ド 
薩 if 還 引 mh 


EEMEHEEH 還 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (80H^-81H) 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 
AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 


機 能 


指定 され た デバ イス の アー ム を シリ ンダ 0 へ シー ク させ る . 
エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 


処 理 


AH で 指定 され た デバ イス の アー ム を 物理 シリ ンダ 0^ へ 移動 する . 
エラ ー リ トラ イ 制 御 は !「 デ ー タ の 読み 出し AH=06H」 と 同様 で ある . 
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INI 1BH 


AH=0OFH 


N 日 


リト ラク ト [RETRACT」 


人 入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =1BH 
01BH(PC-9801 の 場合 ) 


AH=BIOS コ マン ド 議 引 コ ー ド 


陳 昌 還 引 四 是 后 


EEME 上 回 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (80H^-81H) 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異常 終了 


AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 田 ス テー タス 情報 一 覧 」 参 照 ) 


機 能 


デバ イス タイ プ ユ ニッ ト 番 号 (DA ノ UA) で 指定 され る デバ イス に 対し て 
アー ム を 未 使 用 シリ ンダ へ 移動 する . 
エラ ー 発 生 時 に 8 回 の リト ライ を 行う . リト ライ し な い 指 定 も 可能 で ある . 
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処 理 
中 (に エラ ー を 検出 し た と き は , その エラ ー ス テー タス 情報 を AH 


マン ジン 下 実行 
に セッ ト し , 異常 終了 する . た だ し , コマ ンド 識別 コー ド の r ビッ ト (Ds) が 0 
の と き は , エラ ー を 通知 する 前 に 8 回 の 再 試行 を 実行 する . も し , 再 試行 が 成 


功 す れ ば , エラ ー を 通知 せ ず に 正常 終了 する . 


注 意 
埋 誠 を オフ に する 前 に は 必ず リト ラク トコ マン ド を 発行 し ,。 アー ム を 未 使 用 
シリ ンダ に 位置 づけ な けれ ば な ら な い . これ は 電源 を オン に し た と き に アー ム 


が 記録 面 を 傷つけ な いよ うに する た めで ある ., 
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INT 1BH AH=ODH N 日 


トラ ッ ク の フォ ー マ ッ ト 
[FORMAT TRACK ン DRIVE] 


入 カカ 
内 部 割り 込み コー ド =1BH 
01BH(PC-9801 の 場合 ) 
AH=BIOS コ マン ド 識 絢 コ ー ド 
臣 引 績 引 四 古 思 幻 


回 名 回 回 回 加 
フォ ー マ ッ ト 指定 1 イイ ス 人 


Pt 人 


AL= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (①DA プ UA) (80H81H) 
BH= イ ンタ リー ブフ ァ ク タ (1^16) ( 福 り 
CX= ト ラッ ク 単 位 に フォ ー マ ッ ト す る 場合 の シリ ンダ 番号 ( 往 2) 
DH= ト ラッ ク 単 位 に フォ ー マ ッ ト す る 場合 の ヘッ ド 番 号 ( 生 2) 
DL=0 
注 1: イ ンタ リー ブフ ァ ク タ は 通常 5 を 指定 する . 
注 2: デ バイ ス 単 位 に フォ ー マ ッ ト す る 場合 に は CX=0, DH=0 と する . 


出 カ 
CF= 終 了 条 件 

0: 正 常 終了 

1: 異常 終了 
AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 
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機 能 


デバ イス タイ プ ユ ニッ ト 番 号 (DA プ UA) で 指定 され る デバ イス に 対し て , ト 
ラッ ク 単 位 , また は デバ イス 単位 に セク タフ ォ ー マ ッ ト を 行う . 

ID 部 に は イン タリ ー ブ フ ァ ク タ に し た が っ た セク タタ 番号 が 書き 込ま れ 
デー タ 部 に は E5H が 書き 込ま れる . 


処 理 


コマ ンド 実行 中 に エラ ー を 検出 し た と き は , その 内 容 を ステ ー タ ス 情 報 と し 
て AH に 格納 し て 異常 終了 する . た だ し , BIO0S コマ ンド 識別 コー ド の r( 入 力 条 
件 AH の Ds) が 0 の と き , すなわち リト ライ 要求 が ある 場合 に は , エラ ー を 通知 
する 前 に 8 回 の 再 試行 が 行わ れる . エラ ー の 種類 に 応 じ て リ キャ リプ ブ レート, 
再 シ ー ク が 行わ れる . な お , 再 試 行 が 成功 すれ ば エラ ー を 通知 せ ず 正常 終了 す 
の 。、 こ の リト ライ 処理 は ハ ー ド ウェ ア で 全う も の で ある , 


イン タリ ー ブ フ ァ ク タ 


指定 され た フォ ー マ ッ ト 単 位 に よっ て , それ ぞ れ の トラ ッ ク を セク タ ご と に 
ン パ ルー マッ ド ト す る 
ID 部 の セク タ ア ドレ ス ( シ リン ダ 番 号 , ヘッ ド 番 号 , セ クタ 番号 ) に は イン 
タリ ー ブ フ ァ ク タダ に し た が っ た 論理 セク タク 番号 が 書き 込ま れる . 物理 的 な セク 
タ シ ー ケ ンス と TD 部 に 書き 込ま れる 葵 理 セ ク ク 番 号 は 次 の よう な 関係 に な る . 
マブ プン タグ ー プ と と 遂 夏 ア クタ の な ら び (の (7 人 77 7 の の 
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注 


ニー ゴ 
忌 、 


・ 同 一 ボリ ュー ム 上 に 上 異な る イン タリ ー プ ファ クダ タダ の トラ ッ ク を も つこ と は で 


き な い . コン トロ ー ラ は 最初 の アク セス で イン タリ ー プ ブ ファクタ を 記憶 す 
る 


・ 出 荷 時 の 不良 トラ ッ ク は , 不良 トラ ッ ク フ ラグ を 立て 不良 トラ ッ ク 扱 い に し 


て いる . それ ゆえ , フォ ー マ ッ ト を 行う と き に は この トラ ッ ク の 先頭 セク タ 
を 読み , 不良 トラ ッ ク で な いこ と を 確認 し て か ら フ ォ ー マ ッ ト し な けれ は な 
ら な い . 
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INT 1BH AH=03H IN|IH 


初期 化 [INITIALIZE] 


人 入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =1BH 
01BH(PC-9801 の 場合 ) 
AH=03H 
AL= デ バイ スタ イプ (DA) (8 XH) 
た だ し , メ は チェ ッ ク の 対象 に し な い . どん な 値 で も よい . 


出 カ 


C ド =0 
AH=00H 


機 能 


拉 続 され て いる 固定 ディ スク 装置 イン ター フェ イス , お よ O び BIOS 情 報 の 初 
期 設 定 を 行う . 


処 理 


この コマ ンド に より , 次 の 操作 が 行わ れる . 

ディ スク コン トロ ー ラ 初期 化 . 

ユニ ッ ト の 接続 状態 を チェ ッ ク し , READY 状 態 の 装置 に 対応 する シス テム 共 
通 情 報 の Equipment Flag(DISK_EQUIP 55CH<55DH) を オン (1) に する . 

5 イン チ 固 定 デ ィ ス クボ ー ド 上 の ディ ッ プ スイ ッ チ の 状態 を 読み 取り , その 
情報 を コン トロ ー ラ に 通知 する ( 撲 続 デ バイ ス の ディ スク 容量 ) . 

リト ラク ト 処 理 を 行い アー ム を 未 使 用 シリ ンダ へ 退避 する . 
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INI 1BH AH=01H 


N 日 


ベリ ファ イ LIVERIFT」 


人 入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =1BH 
01BH (PC-9801 の 場合 ) 
AH=BIOS コ マン ド 識 別 コ ー ド 
Hf 頃 上 還 四 是 


EEMERER 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (80H^-81H) 


BX= デ ー タ の 長 さ 

256Xn : PC-9801-27 

512xXn : 刀 プ XA 内 蔵 イ ンタ ー フ ェ イ ス 
CX= デ ィ ス クア ドレ ス ( シ リン ダ 番 号 ) 


5MB : 0 て 152 
10MB : 0^309 
20MB : 0 へ 307( 厚 型 ) 
: 0 へ 614 (薄型) 
40MB : 0^614 
DH= デ ィ ス クア ドレ ス ( ヘ ッ ド 番 母 ) 
5,10MB : 0 へ 3 
20MB  : 0<7( 厚 型 ) 
・ 0^3( 濾 型 ) 
40MB  : 0<^7 
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U ニ デイ スズ クア ドレ ス ( セ クタ 策 号 ) 
0 へ 32 : PC-9801-27 
0<16 : 錠 /XA 内 蔵 イ ンタ ー フ ェ イ ス 
ES :BP= メ モリ 上 の バッ ファ ア ドレ ス 
バッ プ ァ の 先頭 アド レス を 示す 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終了 
1: 異 常 終了 
AH= ス テー タス 情報 ( 「8. 1 DISK BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 一 覧 」 参照) 


機 能 


デバ イス タイ プ ブユ ニッ ト 番 号 (DA プ UA) で 指定 され た デバ イス の, 指定 され 
た ディ スク ア ドレ ス か ら デ ー タ を 読み 取り , 読み 取り 動作 が で きる こと を 確認 
する (メモ リム へ 転送 し な いり) . 
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INI 1BH 


AH=04H 


N 日 


セン ス [SENSE」 


入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =1BH 
01BH(PC-9801 の 場合 ) 


AH=04H ま た は 84H 


Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (DA プ UA) (80H^-81H) 


出 カ 


CF= 終 了 条 件 
0: 正 常 終 了 
1: 異常 終了 


AH= ス テー タス 情報 ( 「8.1 DISK BIOS 概 説 還 ス テー タス 情報 一 覧 」 


の 72/ ゴ /// ル 7////////4//// 


避 


d7d6d5gd4 に つい て は 「 ス テー タス 一 覧 」 を 参照. 


BX= セ クタ 長 ( 人 入力 の AH=84H の と き ) 
CX ニシ リン ダ 数 (入力 の AH=84H の と き ) 
DH= ヘ ッ ド 数 (入力 の AH=84H の と き ) 
DL= セ クタ 数 (人 入力 の AH=84H の と き ) 


機 能 


指定 され た デバ イス の 状態 を 通知 する . 


397 


党 


昭 


第 8 草 DISK BIOS 


8.8 RAM ド ライ ブ BIOS コ マン ド 概 説 


RAM ド ライ ブ は , 1M プ 64 0KB 両 用 タイ プ の フロ ッ ピ ピー ディスク ドラ イブ と BI0S レ 
ベル で 互換 性 が ある た め , ソフ トウ ェ ア か ら は 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ と 
同様 に 取り 扱う こと が で きる . その た め , RAM ド ライ ブ を 利用 する 際 に は 

「 男 IMB ノ 640KB 両 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 」 で 述べ た コマ ンド を 使用 する . 

RAM ド ライ ブ の 獲得 し た ユニ ッ ト ア ドレ ス を 指定 する と , RAM ドラ イブ が アク セ 

2 で G き る , 
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画 RAM ドラ イ ブ 装 置 の 確認 方 法 本 

RAM ドラ イブ の 状況 を 確認 する に は , シス テム 共通 領域 中 の ドラ イブ 拉 続 議 引 
ビッ ト (DISK_EQUIP : 55CH) お よび RAM ドラ イブ 拉 続 状況 識別 ビッ ト (RDISK_EQUIP: 
488H) を 参照 する . 


ドラ イブ 接続 状況 ビッ ト (DISK_EQUIP) 
Dr hm hs DB 


1 1 タリ 1 デ 


RAM ド ライ ブ 接 続 状況 ビッ ト (RDISK_EQUIP) 
[jr [im 


I 遇 遇 昌 貞 時 : 介 き : 補 衝 : 人 時 


1HE FE 
si 下 番 五 


ERE FI 
si 王 番 互 


CE Fr コー ーー ーー ご に ニニ ロロ ラコ ーー ーー 
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DISK_EQUIP お よび RDISK_EQUIP の , 共に 同じ タイ プ の PD 装 置 番号 に ビッ ト が 
立っ て いる 装置 が RAM ドラ イブ と な る . 


・RAM ドラ イブ は , 本 体内 蔵 の フロ ッ ピ ビ ピー ディス ク ドラ イブ と 同様 に 1MB ノ 640KB 
両用 タイ プイ ンタ ー フ ェ イ ス に 撲 続 さ れ て いる ドラ イブ と し て 取り 扱わ れる . 
し た が っ て , 上 記 情 報 は あく まで 接続 状況 を た 示す 情報 と な る た め , RAM ド ライ 
ブ の フォ ー マ ッ ト 状 況 を 確認 する た め に は , 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 
で の 媒体 の フォ ー マ ッ ト 状 況 確認 方 法 と 同じ 手法 を 用 いる 必要 が ある . 

・RAM ドラ イブ 用 メモ リ は , PC-9801NS, NS/E, NC の 場合 メニ ュー に より , 1M バ イ 
ト の 増設 メモ リ と し て の 利用 も 可能 と な っ て いる . また , RAM ド ライ ブ 用 メモ 
リ を 1M バ イト の 増設 メモ リ と し て 利用 し た 場合 に は , RAM ドラ イブ 装置 その も 
の が 存在 し な いた め , DISK_EQUIP お よび RDISK_BQUIP ど ちら に も ビッ ト は 立 
CRMY 
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以下 に 例 を 示す . 


a) RAM ドラ イブ が 1MBFD 装 置 番号 1 に 撲 続 さ れ て いる . 
陳 細 績 止 是 所 hmhnihnnhnahng hi1hnn 四 


・ DISK_EMHIF n_n nl 1 1 ni dl nnn | 


・EDISR EMHIF TU IM l 中 H 


b) RAM ドラ イブ が 640KBFD 装 置 番号 1 に 撲 続き され て いる . 
隊 四 績 止 凶 所 mhmnihnmnhnahngh1hnn 四 


Il 1 1 1 ln nl nn 1 1 1 1 nn 1 
H 中 1 1 HH Ii H 


・ DISK_EMHIP 


・ FISE_EMUIF 


c) RAM ドラ イブ は 拉 続 され て いな い . 
薩 旨 岳 上 四 四 凶 所 hmhnihnnhnahng hi1hnn 四 


nl ll ll nn 1 1 1 1 ni nl nnnin 
H 中 日 昌 中 II HH 


・ DISK_EMHIF 


・ FISE_EMUHIF 


d) RAM ドラ イブ は 拉 続 され て いな い . 
陳 四 岳 止 凶 所 hmhmnihnnhnahngh1hnn 四 


Il ll ll nn 1 1 ロロ 1 nn nd nl 
I 1 Il 


・ DISK_EMHIF 


・ FUTSE_EMUHIF 
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e) RAM ド ライ ブ は 存在 し な い . 
障 細 績 止 是 所 hmhmnihnmhnahng hn1hnn 四 


・[ISK ELIPF |I0 1 1 1 1 1 1 1 ロロ nn nl ld ni 


・HDISR EMHIFIU 1 1 1 1 HI ni 


注意 :READ ID で は , 必ず トラ ッ ク の 最後 の ID( セ クタ No. =BOT) が 通知 され る . 
READ DIAGNOSTIC で は , フォ ー マ ッ ト さ れ た セク タ 長 と 指定 され た セク 夕 長 
が 一 致し な いり い 場合, RAM ファ イル の セク タ 長 で デー タ を 読み 出す . 


く 例 > 
「 セ クタ 長 =256 バ イト 」 で フォ ー マ ッ ト さ れ た FD( ま た は RAM ドラ イブ ) か ら 「 セ 
クタ 長 =512 バ イト 」 で 1024 バ イト 読む . 
〒 マ を クタ 長 2 の の // イ 1 /7/ 放 を 2/ ク で 読み ん だ 瘍 今 の 訂 /) 


避 


FORMAT コマ ンド で , TD 情 報 は 先頭 の セク タ の み チ ェ ッ ク され る . つま り , 1 ト 
ラッ ク 上 で は セク タ あ た り の バイ トト 数 は 一 定 と な る . 

DISK_RESULT 情 報 は セッ ト さ れ な い . 

RAM ドラ イブ は , BIOS レベ ル で 互換 性 を 保証 し て いる ファ イル 装置 と な っ て い 
る . し た が っ て , BIOS を 介さ ず に 直接 アク セス する 場合 の 動作 は 保証 され な い . 
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9.1 ブリ ンタ BIOS 概 説 
還 プ リン タ BIOS 機 能 一 覧 (INT 1AH) 


マ プ ソ ンタ Z// の 交 懇 一 盤 // ル 7 74 め 


PC-9801 シ リー ズ で は , セン トロ ニク スイ ンタ ー フ ェ イ ス を 標準 で 装備 し て いる 
が , 機種 に より サボ ポート し て いる コマ ンド が 異な る . 

PC-9801BA2 以降 の 機種 の ノー マル モー ド で は , フル セン トロ ニク ス の 出力 を サ 
ポー ト し て いる . この フル セン トロ モー ド で は 簡易 セン トロ モー ド と の 切替 え を 考 
旋 し た ヨコ マン ド が の が サポー ト き され て いる (プル セン ト B2 モ ー)、 

ルク 0 ド で は シル セン ドロ ニク ノ ス の 用 が た サポート し て いい の 。 この て テ 
ド で は , エン 0 終了 まで BIOS 内 で ルー プ の 前 に INT 1FH の Wait (0nly) ファ ンク 
ショ ン を コー ル す る No Wait モー ド を サポ ー ト し て お り , マル チタ スク 対応 と 
な っ て いる (フル セン トロ 1 モー ドド ) . 

それ 以外 の 機種 で は セン トロ ニク ス 準 拠 の 出力 を サポ ー ト し て いる (人 筒 易 セン ト 
5 

プリ ンタ BT0S で は , プリ ンタ か ら の ハー ドウ ェ ア 割 り 込み は 使用 し て いな い 
(ノー マル ハイ レツ モー ド 29)。 
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田 ス テー タス 情報 1 
簡易 セン トロ モー ド の ステ ー タ ス 情 報 に 関し て は , 各 コ マン ド の 解説 を 参照 する 


CO 
フル セン トロ モー ド で は ステ ー タ ス 情 報 は 共通 で ある . 
以下 に フレ セン トロ モー ド の ステ ー タ ス 情 報 を 示す . 


AH= ス テー タス 情報 
00H: デ ー ク 送信 終了 ン デ ー タ 送信 可 
OS デリ ング BUSY 
02H: タイ ム ア ウ ト ( 一 定時 間 内 に BUSY が 解除 され な か っ た) 
08 人 2 ルク グイ ピル レル グ ド ( し トウ ツク 0 の ルーク の の デリ ドウ コラー 
04H: 用 紙 残 少 ま た は 用 紙切れ 
05H: ブ プリ ンタ ク 未 接 続 ま た は 電源 OFF 
06H: モ ー ド エラ ー( フ ル セ ン トロ 2 モー ド の み ) 
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フル セン トロ モー ド で は , AL レジ スタ に その 時 点 で の プリ ンタ の ステ ー タ ス が 格 


納 さ れ て いる . 
隊 細 還 引 四 是 思 hm 


L 宙 の エー 補 愛 昼 可 
BUSY ・ エー 受信 可能 状態 


1. BUSY ・ ゴ リロ ンタ BUSY 挟 態 
(コル セン トロ モー ド 騙 は リザ ー ゴ * 
DE5y : 吉 電源 電圧 赤 示 す 
獲 : 用紙 少 , 用 紙切れ 
FLT 。 : ゴリ ロン FLLT 
SELEET : ゴリ ー ン SELECT 


ノー マル モー ド で は , AL レジ スタ は 保証 され な い . 
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9.2 ブリ ンタ BIOS コ マン ド 


INI 1AH 


AH=10H 


f1 f2 


プリ ンタ BIO0S の 初期 化 


人 入 カ 


AH=10H 


出 カ 


簡易 セン トロ モー ド 
AH= ス テー タス 情報 
00H: プ リン タ BUSY 
01H: デ ー タ 送信 可 
フル セン トロ モー ド 
「9.1 プリ ンタ BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 」 参 照 


機 能 


2 人 の 。 


プリ ンタ BUSY の Wait 時 間 は 4Sec に 
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ー ミ ルー 


gE 


パラ レル イン ター フェ イス コン トロ ー ラ の 初期 化 ,. ステ ー タ ス 情 報 の 初期 化 
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INT 1AH AH=11H 中須 二 隊 2 


デー タ の 出力 


人 入 カカ 


AH=11H 
AL= 出 力 す る 1 バイ ト デ ー タ (JIS8 ビ ッ ト 形 式 ) 


出 カ 


簡易 セン トロ モー ド 
AH= ス テー タス 情報 
01H: デ ー タ 送信 終了 
02M じ グイ バア ウド 。 デー ク 未 国力 
2 だ SR 選択 
「9.1 プリ ンタ BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 」 参 照 . 


機 能 


プリ ンタ の ステ ー タ ス を 読み 出し , 送信 叫 こ に な る まで ルー プ を 行っ て 待つ 
送信 不可 の まま 一 定時 間 経 過す る と , タイ ム ア ウ ト の リタ ー ン コー ド を セッ ト 
し リタ ー ン する . 送信 可能 に な っ た 場合 _ 1 バイ ト の デー タ を プリ ンタ に 出力 
し , 送信 終了 の コー ド を セッ ト し て リタ ー ン する . 


注 意 


ノー マル モー ド で は , デー タク 送信 時 , プリ ンタ が ディ セレ クト また は 用 紙 婦 
れ な どの 状態 で あっ た 場合 , 02H の タイ ム ア ウ ト と し て 通知 され る . デー タ 送 
信 時 , プリ ンタ 未 接 続 ま た は 電源 0FF の 場合 で は , タイ ム ア ウ ト と な ら ず 
デー タ 送 信 終 了 と 判断 され る . 
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INI 1AH 


AH=12H 


S llf1|If2 


ステ ー タ ス の 取得 


人 入 カカ 


AH=12H 


出 カ 


簡易 セン トロ モー ド 
AH= ス テー タス 情報 
00H: プ リン タ BUSY 
0O1HK デ ー タ 送信 還 
フル セン トロ モー ド 
「9.1 プリ ンタ BIOS 概 説 画 ス テー タス 情報 」 参 照 . 


機 能 


現在 の プリ ンタ の ステ ー タ ス 情 報 を 取得 し て リタ ー ン する . 
この コマ ンド で は , タイ ム ア ウ ト の ステ ー タ ス を 返す こと は 無い . 
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INI 1AH 


AH=14H 


1 


デー タ の 出力 (No Wait モ ー ド ) 


人 入 カカ 


AH=14H 


AL= 出 力 す る 1 バイ ト デ ー タ (JIS8 ビ ッ ト 形 ) 


出 力 


「9.1 プリ ンタ BIOS 概 読 田 ス テー タス 情報 」 参 照 . 


機 能 


プリ ンタ の ステ ー タ ス を 読み 出し , 送信 可能 で あれ ば 1 バイ トト の デー タ を プ 
リン タ に 出力 し , 送信 終了 の コー ド を セッ ト し て リタ ー ン する . 

プリ ンタ が BUSY で あれ ば , AX レジ スタ を 8208H に セッ ト し て INT 1FH の 
Wait(0nly) ファ ンク ショ ンコ ー ル を 行い , 一 時 的 に CPU を 解放 する . 
INT 1FH か ら 戻 っ た 時 点 で まだ BUSY 状 態 で も おわっ た な ら ぱ , 送信 可能 に な る まで 
ループ を 行っ て 待つ . 送信 不可 の まま 一 定時 間 経 過す る と , タダ タイムアウト の リ 
0 の RIO の 用 2 ド し リク ー ン よる 、 
送信 可能 に な っ た 場合 , 1 バイ ト の デー タ を プリ ンタ に 出力 し , 送信 終了 の 
コー ド を セッ ト し て リタ ー ン ジ す る . 
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INI 1AH 


AH=15H 


1] 


= 一 


デー タ の 出力 (チェ ッ ク レ スモ ー ド ) 


人 入 カカ 


AH=15H 


AL= 出 力 す る 1 バイ ト デ ー タ (JIS8 ビ ッ ト 形 求 ) 


出 力 


「9.1 プリ ンタ BIOS 概 読 田 ス テー タス 情報 」 参 照 . 


機 能 


プリ ンタ の ステ ー タ ス の チェ ッ ク を 行わ むず, 1 バイ ト の デー タ を ブリ ンタ に 


出力 する . 
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INI 1AH 


AH=16H 1 


初期 化 (Wait 時 間 設 定 ) 


人 入 カカ 


AH=16H 


CX= プ リン タ BUSY Wait 時 間 
Wait 値 を 10msec 単 位 で 設定 する . OFFFFH の と き 655350msec と な る . 
0000H を 設定 する と , プリ ンタ BUSY が 解除 され る まで 待つ . 


出 力 


「9.1 プリ ンタ BIOS 概 読 還 ス テー タス 情報 」 参 照 . 


機 能 


ノー テニ 


パラ レル イン ター フェ イス の 初期 化 ステー タス 情報 の 初期 化 を 行う . 
タイ ム ア ウ トト 検出 の た め の , プリ ンタ BUSY 時 の Wait 時 間 を 設定 する . 
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INI 1AH AH=1 /H †2 


イン ター フェ イス フル セン トロ 化 


人 入 カカ 


AH=17H 


出 カ 


「9.1 プリ ンタ BIOS 概 説 弄 ス テー タス 情報 」 参 照 . 


機 能 


プリ ンタ イン ター フェ イス を フル セン トロ 2 に 切 款 える . 
簡易 セン トロ し か サポ ボー ト し て いな い 機 種 で 本 コマ ンド を 実行 する と 正常 終 
了 了 (AH=00H) する . 
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INI 1AH AH=18H T2 


ステ ー タ ス の 取得 (フル セン トロ 2) 


人 入 カカ 


AH=168H 


出 カ 


「9.1 プリ ンタ BIOS 概 説 弄 ス テー タス 情報 」 参 照 . 


機 能 


プリ ンタ イン ター フェ イス を フル セン トロ 2 に 切符 え , 現在 の ステ ー タ ス を 
取得 し て 以前 の モー ド に 戻す . 

本 コマ ンド は イン ター フェ イス が どの モー ド で あっ て も 有効 で ある . 

簡易 セン トロ し か サポ ー ト し て いな い 機 種 で 本 コマ ンド を 実行 する と 正常 終 
耳 (AH=00H) する . 
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INI 1AH 


AH=19H 


セン ス 


人 入 カカ 


AH=19H 


出 力 


陳 細 還 引 四 是 hm 


機 能 


人 ie 記 記 トロ ゅ モー ド 使 用 不可 
1: ゴ ルセット ロモ ー ド 合用 可 


: 現在 忠 モ ー ド は 箇 史 モー トロ 
1: 理 在 占 モー ド は コル セッ トロ: 


現在 の プリ ンタ イン ター フェ イス モー ド と フル セン トロ 2 モー ド が 使用 で き 


る か を 取得 する . 
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INI 1AH AH=1AH †2 


イン ター フェ イス 簡易 セン トロ 化 


人 入 カカ 


AH=1AH 


出 カ 


AH=00H 


機 能 


プリ ンタ イン ター フェ イス を 簡易 セン トロ に 切替 える . 
簡易 セン トロ し か サポ ー ト し て いな い 機 種 で 本 コマ ンド を 実行 する と 正常 終 
了 了 (AH=00H) する . 
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INT 1AH AH=30H S|f1|1|f2 


テー タ の 出力 (複数 バイ ト ) 


入 カカ 


AH=30H 

CX= デ ー タ 長 (FFFFH 以 下 ) 

BS:BX ニ デ ー タ バッ ファ の アド レス 
BX FEFFFH-CX 


注意 : デー タバ ッ フ ァ は セグ メン ト 境 界 を また が っ て は な ら な い . CX, BX の 牙 
が 上 記 の 範囲 を 超え た 場合 データ の 出力 お よび 各 レジ スタ の 値 は 保 是 
され な い . 


出 カ 


簡易 セン トロ モー ド 
AH= ス テー タス 情報 
00H: プ リン タ BUSY 
01H: デ ー タ 送信 可 
02H: タダ タイムアウト 
フル セン トロ モー ド 
「9.1 プリ ンタ BIOS 概 説 画 ステ ー タ ス 情 報 」 参照. 
共通 
BX= タ イム アウ ト 時 の 出力 デー タ ア ドレ ス 
タイ の アツ ド に お っ た テーク の バッ クシ ント の アド レス (オク ヤツ トド アド し 
ス ) を 示す . 
CX 未 出 力 デ ー タ 長 
処理 終了 時 の 未 出 力 デー タ の 長 さ を 示す . 
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常 終 了 時 は 00H と な る . 


機 


能 


指定 し た バッ ファ 上 の 指定 し た 長 さ の デー タ を プリ ンタ に 出力 する . 
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第 10 章 


マウ ス BIOS 


10.1 マウ ス BIOS 概 説 


田 マウ ス BIOS 機 能 一 覧 
(mouse. cod, MOUSE. SYS 利用 時 ) (INT 33H) 


マ マウ スズ // の (E. の の 婦人 6 砂 雄大 一 息 (/77 239 の 


ノー マル モー ド で マウ ス を 制御 する た め に は , 以下 の ソフ トウ ェ ア ドラ イ バ が 必 
要 で ある . 


mouse.cod (Nass- 日 本 語 BASIC(86) の 場合 ) 
MOUSE.SYS (MS-DOS の 場合 ) 
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但 mouse. cod 
Nsg- 日 本 語 BASIC(86) で は マウ ス を 使用 する 前 に , 以下 の 作業 が 必要 と な る . 


ツジ アド トウ ョ アド シイ パ の 昌一 ド 
約 4K バ イト の 領域 を 確保 し た うえ , BLOAD コ マン ド な ど に より "mouse. cod” を 
メモ リ に 読み 込む . 

② 環 境 の 試験 と 初期 化 
AX レジ スタ に , グラ フィ ッ ク 画 面 の 解像度 (3:640 xX400, 0 :640X200) を 代入 
し た うえ , ツ ソフトウェア ドラ イ バ の 相対 100H 番 地 に 格納 され て いる エン トリ を 
と ルル 96 。 
これ に より , ハー ドウ ェ ア 環 境 が チェ ッ ク さ れ , マウ ス が 存在 し な い 場合 は AX 
レジ スタ に 0 が 返さ れる . また , マウ ス が 使用 可能 で あれ ば , INT 33H の 割り 
込み ベク タ に マウ ス BIOS の エン トリ アド レス が セッ ト さ れる . 

@⑧ エ ンド リア ドレス の セッ ト 
BASIC か ら 使用 する 場合 に は , CALL 文 の た め に 上 記 INT 33H の ベク タダ より, コ 
マン ド の エン トリ アド レス を 抽出 する . 


WMOUSE. SYS 

MS-DOS に お いて , マウ ス を 使用 する 場合 は , CONFIG. SYS ファ イル の 記述 に より 
MOUSE. SYS を デバ イス ドラ イ バ と し て 組み 込み , INT 33H に より コマ ンド を 実行 す 
る . 

Nsg- 日 本 語 BASIC(86) (MS-DOS 版 ) で は , イン タプ リタ 内 に マウ ス BI0S に 相当 す 
る 機能 が ある た め , MOUSE. SYS は 不要 . 
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ハイ レゾ モー ド の マウ ス 制 御 機能 

ハイ レゾ モー ド で は , BIOS ROM の 一 部 に マウ ス 制 御 和 機能 を 含ん で いる . 

その た め , MS-DOS に お いて も , MOUSE. SYS を イン スト ー ル せ ず に マウ ス を 使用 
する こと が 可能 で ある . 

ハイ レゾ モー ド 専 用 MS-DO0S で は MOUSE. SYS は 存在 せ ず , ROM BIOS を 直接 利用 す 
る 形態 と な る . 

PS98-011 -XXX( か な 漢字 変換 機能 と し て 遂 次 変換 を サポ ー ト し た MS-D0S3. 1) 以 
降 の MS-DOS は ,。 シス テム ディ スク が ノー マル モー ド と ハイ レゾ モー ド で 共通 (に な っ 
た . この タイ プ の MS-DOS で マウ ス を 利用 する 場合 , ハイ レゾ モー ド に お いて も , 
CONFIG. SYS ファ イル に MOUSE. SYS を 記述 し ,。 デバ イス ドラ イ バ を 付加 し た 形態 
お 2 

MOUSE. SYS を 使用 する 場合 は 。 マウ ス BIOS は ノー マル モー ド , ハイ レゾ モー ド と 
も 同一 機能 と な る . 

ROM BIOS を 直接 利用 する 場合 , MOUSE. SYS を 使用 する 場合 と は , 初期 化 手 続き 
お よび 機能 の 一 部 が 異な る . 
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田 マ ウス 制御 機能 一 覧 (ハイ レゾ モー ド ROM BIOS) 
ママ ウス 称 線 閣 昧 一息 ハア レン モー が ん の の 7 の 


AX=00H, 01H, 02H, 0 4H, 0BH, 0CH, OFH で の マウ ス BIOS の 機能 は , デバ イス ド 
ライ バ (MOUSE. SYS, mouse. cod) を 使用 し た 場合 と 同様 で ある . 


信 初 期 設 定 

マウ ス BTIOS は , AX レジ スタ に 機能 コー ド を 入れ 内 部 割り 込み を 行っ て 呼び 出す 
が , ROM BIOS で の INT ベ クタ は 固定 され て いな い . また , マウ ス BIOS で 使用 する 
ワー クエ リア も 確保 され て いな い . 

マウ ス 機 能 を 使用 する 上 位 プ ログ ラム は , マウ ス の 使用 開始 に あたっ て , 以下 の 
作業 を 行う 必要 が ある . 


① 適 当 な INT ベ クタ に , マウ ス 制 御 機 能 の エン トリ ポイ ント , F800H( セ グ メ ン 
ト ) :7FDOH( オ フ セ ッ ト ) を 設定 する . 

②1916 バ イト 以上 の ワー クエ リア を 確保 し , 「 マ ウス 割り 込み アド レス の 訟 定 
AX=11H」 に よっ て マウ ス BIOS に 通知 する . この コマ ンド で は , マウ ス の ハー 
ドウ ェ ア 割 り 込 み の 設 定 も 行わ れる . 

③「 マ ウス BIOS の 初期 化 AX=00H」 を 行い , マウ ス 環 境 の 初期 設定 を 行う. 


な お , 「 マ ウス BIOS の 初期 化 」 に よっ て ハー ドウ ェ ア 割 り 込 み が 許 可 さ れる の 


で , 「 マ ウス 割り 込み アド レス の 設定 」 は, 「 マ ウス BIOS の 初期 化 」 に 先だって 行 
わな けれ ば な ら な い . 


421 


第 10 章 マウ ス BIOS 


10.2 マウ ス BIOS コ マン ド 


INI 33H AX=00H mc MS HB 


マウ ス BIO0S の 初期 化 


入 カ 


AX=00H 


出 カ 


AX 環境 状態 
0: マ ウス を 使用 で き な い 環境 
-1: マ ウス を 使用 で きる 環境 
BX= ボ タン 数 (2) 


機 能 


カー ソル の 表示 , カー ソル の 形 」。 カー ソル の 中 心 点 .。 ミッ キー ドッ ト 比 
マウ ス の 割り 込み 周期 等 の 環境 を 初期 化す る . 
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初期 化 状態 


カー ソル 表示 : 表示 し な い 
カー ソル 位置 : ス クリ ー ン の 中 心 の 位置 
グ ト マル ルモード 
高 分 解 態 カラー モー ド : (319, 199) 
カラ ー モ ー ド : (319, 99) 
ハイ レゾ モー ド : (512, 384) 
カー ソル の 形 : 左 上 向き の 矢印 
カー ソル の 表示 画面 : プ レー ン 2 
カー ソル の 中 心 点 : (0, 0) 
カー ン ソル 移動 範囲 : ス クリ ー ン 全体 
グー で マル 2 うに 
水平 方 向 :0 て 639 
垂直 方 向 : 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド :0^399 
及 り の eg :0-199 
2 レツ 年 王 ド 
水平 方 向 :0 て 1119 
垂直 方 向 :0 て 935 
ミッ キー ドッ ト 比 : 水 平 方 向 , 垂直 方 向 と も に 8 
マウ ス の 割り 込み 周期 :8ms 
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INT 33H 


AX=01H 


mc MS HB 


カー ソル 表示 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


カー ソル を スク リーン 上 に 表示 させ る . 1 度 こ の 機能 を 実行 する と , カー 
ソル の 消去 を 実行 する まで , カー ソル が マウ ス の 働き に し た が っ て スク リー ン 


上 を 動く . 
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INT 33H 


AX=02H 


mc MS HB 


カー ソル 消去 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


スク リー ン 上 に 表示 され て いる カー ソル を 消す . カー ソル は , 1 度 消去 され 


る と カー ソル 表示 を 実行 する まで , スク リー ン に は 表示 され な い . し か し 
カー ソル が 表示 され て いな い 間 も , マウ ス を 動か すこ と に よっ て カー ソル は ス 
クリ ー ン 上 で 常に 移動 し て いる . 
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INT 33H 


AX=0JH 


中 C 


MS HB 


カー ソル 位置 の 取得 


人 入 カカ 


AX=03H 


出 カ 


mouse. cod, MOUSE. SYS 


AX= 左 ボタ ン の 状態 
0 : 離 され て いる 
-1 : 押 され て いる 
BX= 右 ボタ ン 状 態 
0 : 離 され て いる 
-1 : 押 され て いる 


ハイ レゾ ROM BIOS 
BX= ボ タン の 状態 


0 : 左 ボタ ン , 右 ボ タン 共 


に 離さ れ て いる 


1 : 左 ボタ ン の みみ 押さ れ て いる 
2 : 右 ボタ ン の み 押 され て いる 


3 : 左 ボタ ン , 右 ボ タン 共 


に 押さ れ て いる 
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共通 
CX= カ ー ソ ル の 位置 の 水平 座標 
0^639 : ノ ー マ ル モー ド 
0 て 1119: ハ イレ ゾ モ ー ド 
DX= カ ー ソ ル の 位置 の 垂直 座標 
メト ーー マク レビ で 学 た 
0 て 199: カ ラー モー ド 
0-399: 高 分 解 能 カ ラー モー ド 
ハイ レゾ モー ド :0ー935 


機 能 


現在 の カー ソル の 位置 を 得る . カー ソル の 位置 は , 水平 座標 , 垂直 座標 で 得 
られ , それ は カー ソル の 移動 範囲 内 の 値 で ある . また , この と き の マ ウス の 右 
ボタ ン , お よび 圧 ボ タン の 状態 (押さ れ て いる か , 押さ れ て いな い ) も 得る こと 
の MON 
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INT 33H AX=04H mc MS HB 


カー ソル 位置 の 設定 


人 入 カカ 


AX=04H 
CX= カ ー ソ ル の 新しい 位置 の 水平 座標 
ノー マル モー ド :0 て 639 
ハイ レゾ モー ド :0 て 1119 
DX= カ ー ソ ル の 新しい 位置 の 垂直 座標 
グ ャ の LSE ド 
0 て 199: カ ラー モー ド 
0-399: 高 分 解 能 カ ラー モー ド 
ハイ レゾ モー ド :0ー935 


出 カ 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


カー ソル の 位置 を 指定 の 位置 に 設定 する . アプ リケーション プロ グラ ム が 
希望 の 水平 座標 , 垂直 座標 を 指定 し て , この コマ ンド を 実行 する と , カー ソル 
は その 位置 に 移動 する . 希望 の 位置 が カー ソル 移動 範囲 外 の 場合 に は , 移動 範 
囲 内 の 端 に カー ソル が 移動 する . 
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INT 33H 


AX=05H 


mc MS 


左 ボ タン の 押下 情報 の 取得 


入 カカ 


AX=0o5H 


出 カ 


AX= 左 ボタ ン の 状態 
0 : 訣 され て いる 
-1 : 押 され て いる 


BX= 左 ボタ ン が 押さ れ た 回 数 
CX= 最 後に 左 ボ タン が 押さ れ た と き の , カー ソル 位置 の 水平 座標 
DX= 最 後に 左 ボ タン が 押さ れ た と き の , カー ン ソル 位置 の 垂直 座標 


機 能 


マウ ス の 左 ボ タン の 押下 (押さ れる こと ) に 関す る 各種 の 情報 を 取得 する . 
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INT 33H 


AX=06H 


mc MS 


左 ボ タン の 解放 情報 の 取得 


人 入 カカ 


AX=06H 


出 カ 


AX= 左 ボタ ン の 状態 
0 : 訣 され て いる 
-1 : 押 され て いる 


BX= 左 ボタ ン が 離さ れ た 回 数 
CX= 最 後に 左 ボ タン が 離さ れ た と き の , カー ン ソル 位置 の 水平 座標 
DX= 最 後に 左 ボ タン が 離さ れ た と き の , カー ン ソル 位置 の 垂直 座標 


機 能 


マウ ス の 左 ボ タン の 解放 (離さ れる こと ) に 関す る 各種 の 情報 を 取得 する . 
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INT 33H 


AX=0 /H 


mc MS 


右 ボ タン の 押下 情報 の 取得 


入 カカ 


AX=07H 


出力 


AX= 右 ボタ ン の 状態 
0 : 訣 され て いる 
-1 : 押 され て いる 


BX= 右 ボタ ン が 押さ れ た 回 数 
CX= 最 後に 右 ボ タン が 押さ れ た と き の , カー ン ソル 位置 の 水平 座標 
DX= 最 後に 右 ボ タン が 押さ れ た と き の , カー ン ソル 位置 の 垂直 座標 


機 能 


マウ ス の 右 ボ タン の 押下 に 関す る 各種 の 情報 を 取得 する . 
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INT 33H 


AX=06H 


mc MS 


右 ボ タン の 解放 情報 の 取得 


人 入 カカ 


AX=O6H 


出力 


AX= 右 ボタ ン の 状態 
0 : 訣 され て いる 
-1 : 押 され て いる 


BX= 太 ボ タン の 離さ れ た 回 数 
CX= 最 後に 右 ボ タン が 離さ れ た と き の , カー ソル 位置 の 水平 座標 
DX= 最 後に 右 ボ タン が 離さ れん た と き の , カー ン ソル 位置 の 垂直 座標 


機 能 


マウ ス の 右 ボ タン の 解放 に 関す る 各種 の 情報 を 取得 する . 
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INT 33H 


AX=09H 


mc MS 


カー ソル の 形 の 設定 


入 カカ 


AX=09H 


BX= カ ー ソ ル の 中 心 点 の 水平 座標 (0 て 15) 


CX= カ ー ソ ゾル の 中 心 点 の 垂直 座標 


0 人 0 クー ド 


0^31: 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド また は ハイ レゾ モー ド 


BSSDX カー ツル の 有形 少 決 症 ず する デー ク の アド レス 


デー タ の 形式 は , カラ ー モ ー ド で は 16 X16 ビ ッ ト 
高 分 解 態 カラー モード お よび ハイ レゾ モー ド で は 16 X32 ビ ッ ト 


出 カ 


全て の レジ スタ が 保証 され る . 
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機 能 


カー ソル の 形 や 中 心 点 を 設定 する . カー ソル の 形 は , 四角 形 の カー ソル の う 
ちの , どの ドッ ト を 表示 する か に よっ て 決ま る . つま り , 表示 され た ドッ ト の 
集合 が カー ソル と し て 見 える . た と えば , 四角 形 の カー ソル の ドッ ト を すべ て 
表示 する よう に 指定 する と , カー ソル の 形 は 四角 形 に な る . 

カー ソル の 形 を 決定 する デー タ の 形式 は 次 の 通り . 

Il 山 下 軸 
カカ ラー モー ド て で は 15 行 , 
11100m.m00 高富 醍 能 力 ラ ー モ ー ド お よび 
- B ョ イレ リロ モード 六 は 3 術 . 


風間 昌利 有用 


カー ソル の 中 心 点 は , カー ソル の 左上 角 の ドッ ト を (0, 0) と し た 座標 系 の 位 
計 G22C。 
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INT 33H AX=0BH mc MS HB 
マウ ス の 移動 距離 の 取得 
入力 
AX=OBH 
出 カカ 


CX マウ ス の 水平 方 向 の 移動 距離 
-32768^32767: ノー マル モー ド 
-11191119 : ハ イレ ゾ モ ー ド 

DX= マ ウス の 垂直 方 向 の 移動 距離 
-32768^32767: ノー マル モー ド 
-935 へ 935 : ハ イレ ゾ モ ー ド 


機 能 


マウ ス の 移動 距離 を 取得 する . この コマ ンド が 最後 に 実行 され た と き の マ ウ 
ス の 位置 か ら , 今回 実行 し た 時 点 で の マウ ス の 位置 まで の , 水平 方 向 お よび 邊 
直方 向 の 相対 的 な 距離 が 通知 され る . 水平 方 向 で は 右 の 向き が 正 で あり , 垂 看 
方 向 で は , 手前 の 向き が 正 と な る . 距離 の 単位 は ミッ キー で ある . 
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INT 33H AX=OCH mc MS HB 
ユー ザー 定義 サブ ルー チン の 

コー ル 条 件 の 設定 

入 カ 

AX=OCH 

CX= コ ー ル 条件 


(人生 ビ ツ ッ ト が 1 の あど さき は コー ル し 。 0 の と よき 当 ーー ル し な いう 
薩 還 還 引 四 是 還 hm 


点 カー ジル 伺 置 本 誠人 
左 ポ ター 起 押 され る 
左 ポ ター 直 苑 され る 
右 ポ ター 起 押 され る 
右 ポ ター 志 苑 され る 


BSSDM ニキ ーー 先 二 サン ルー チン の アド レス る 


出 カ 
すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 
この 一 78 思 表 も た サラ ルー チン な が シダ トド トウ エア ドラ イク の 005 こ と ッ じ ず の 条 
件 と , その サブ ルー チン の ア ドレ ス を 設定 する . 
コー ル 条 件 は 5 つの 現象 の う ちと 重 複 し て 指定 で き , その う ちの 1 つ で も 発生 
すり は 。 汰 ブル ー チ ナジ ツジ が 一 ル され る 、 
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処 理 


ソフ トウ ェ ア ドラ イ バ は 次 の 有 順 で サブ プル ー チ ン を コー レン する . 
① マ ウス か ら 割 り 込み が 発生 する と , 制御 が ソフ トウ ェ ア ド ライ バ に 移る . 
② ソ フト ウェ アド ライ バ は , コー ル 条 件 が 満た され て いる か どう か を 調べる . 
③ 貫 足 さ れ て いな い 場 合 に は , その まま 次 の 動作 に 移る が , 満足 され て いる 場 
合 に は CALL FAR_PROC 命令 に よっ て サブ ルー チン に 制御 を 移す . 


し た が っ て サブ ルー チン か ら ソ フト ウェ アド ライ バ に 制御 を 戻す た め に は 
RET FAR_PROC 命 令 を 使用 し な けれ ば な ら な い . 

また , サブ ルー チン を コー ル す る と き に は , 各 レ ジス タ に は 次 の 情報 が 格納 
され て いる . 


AX= コ ー ル の 原因 と な っ た 現象 
1: カー ソル の 位置 の 変化 
2 : 左 ボタ ン が 押さ れ た 
4 : 左 ボタ ン が 離さ れ た 
8 : 右 ボ タン が 押さ れ た 
16 : 右 ボ タン が 離さ れ た 
BL= 左 ボタ ン の 状態 
0: 離 され て いる 
-1 : 押 され て いる 
BH= 右 ボタ ン の 状態 
0: 離 され て いる 
-1 : 押 され て いる 
CX= カ ー ソ ル の 位置 の 水平 座標 
DX= カ ー ソ ル の 位置 の 垂直 座標 
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INT 33H AX=0OFH mc MS HB 


ミッ キー ドッ ト 比 の 設定 


人 入 カカ 


AX=OFH 
CX= 水 平方 向 の ミッ キー ドッ ト 比 
DX= 亜 赴 方 向 の ミッ キー ドッ ト 比 


出 力 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


マウ ス の 移動 距離 と , それ に 対応 する カー ソル の 移動 距離 と の 比 を 設定 す 
る . 水平 考 向 お よび 垂直 方 向 に , カー ソル が 8 ドッ ト 移 動 す る の に 要する マウ 
ス の 水平 方 向 お よび 垂直 方 向 の 移動 距離 (ミッ キー ドッ ト 比 ) を 単位 と し て 設 
定 す る (ミッ キー 値 ) これ に より , マウ ス を 少し 動か し た だ け で カー ソル が 大 
きく 移動 し た り , 逆 に マウ ス を か な り 動か し て も カー ソル は 少し し が 移動 し な 
いよ うに , マウ ス の 感度 を 変え る こと が で きる . 
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INT 33H AX=10H(07H) mc MS HB 


水平 方 向 の カー ソル 移動 男 囲 の 設定 


人 入 カカ 


MOUSE. SYS,mouse. cod 
AX=10H 


ハイ レゾ ROM BIOS 
AX=07H 


共通 

CX カー ソル の 水平 方 向 の 移動 範囲 の 最小 値 
0^639 : ノ ー マ ル モー ド 
0 て 1119: ハイ レゾ モー ド 

DX= カ ー ソ ル の 水平 方 向 の 移動 範囲 の 最大 値 
0^639 : ノ ー マ ル モー ド 
0 て 1119: ハイ レゾ モー ド 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


カー ソル の 水平 方 向 の 移動 範囲 を 設定 する . 移動 男 囲 は その 最小 値 お よび 
最大 値 を 設定 する こと に より 決定 され る . カー ソル の 中 心 点 が この 範囲 内 を 移 
動 す る こ と が で きる . CX レジ スタ の 値 が DX レジ スタ の 値 よ り 大 きい 場合 こ 
は , DX レジ スタ の 値 が 最小 値 , CX レジ スタ の 値 が 最大 値 と な る . 
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INT 33H AX=11H(08H) mc MS HB 


垂直 方 向 の カー ソル 移動 範囲 の 設定 


人 入 カカ 


MOUSE. SYS,mouse. cod 
AX=11H 


ハイ レゾ ROM BIOS 


AX=08H 

共通 

CX= カ ー ソ ル の 垂直 方 向 の 移動 距離 の 最小 値 
の の 4 


0 て 199: カ ラー モー ド 
0-399: 高 分 解 能 カ ラー モー ド 
ハイ レゾ モー ド :0ー935 
DX= カ ー ソ ル の 垂直 方 向 の 移動 距離 の 最大 値 
Sa に 
0 て 199: カ ラー モー ド 
0^399: 高 分 解 能 カ ラー モー ド 
ハイ レゾ モー ド :0ー935 


出 力 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 
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機 能 


カー ソル の 垂直 方 向 の 移動 範囲 を 設定 する . 移動 範囲 は その 最小 値 お よび 
最大 値 を 設定 する こと に より 決定 され る . カー ソル の 中 心 点 が この 範囲 内 を 移 
動 す る こと が で きる . CX レジ スタ の 値 が DX レジ スタ の 値 よ り 大 きい 場合 こ 
は , DX レジ スタ の 値 が 最小 値 , CX レジ スタ の 値 が 最大 値 と な る . 

水平 方 向 の カー ソル 移動 範囲 の 設定 , 垂直 方 向 の カー ソル 移動 範囲 の 設定 に 
よっ て カー ソル の 移動 範囲 が 変更 され , カー ソル の 位置 が 移動 範囲 外 に な っ た 
場合 に は ,。 ソフ トウ ェ ア ド ライ バ が カー ソル を 移動 範囲 内 の 端 に 移動 させ る . 
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INT 33H AX=12H mc MS 


カー ソル 表示 画面 の 設定 


人 入 カカ 


AX=12H 

BX= カ ー ソ ル の 表示 画面 
0: プ レー ン 0 へ 表示 
1: プ レー ン 1 へ 表示 
29: アレ ジー ンク の へ 表示 
3: プ レー ン 3 へ 表示 


出 力 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


カー ソル の 表示 画面 を 設定 する . カー ソル の 色 は 表示 画面 の パレ ッ ト で 設定 
され た 色 と な る . プレ ー ン 3 が 実装 され て いな い 場 合 に ,。 カー ソル の 表示 画面 
が プレ ー ン 3 に 設定 され た と き は , 前 回 の 表示 画面 へ カー ソル を 表示 する . 
各 画 面 の 初期 値 は , 次 の と お り . 
プレ ー ン 0: 青 
プレ ー ン 1.: 赤 
プレ ー ン 2: 緑 
プレ ー ン 3.: 灰 
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INT 33H AX=19H MS 


グラ フィ ッ ク 用 VRAM の 4 面目 の 設定 


入 カカ 


AX=13H 
BX=4 面 目 の 設定 
BL= 左 ボタ ン の 状態 
0:4 面 目 を 使用 し な い 
1:4 面 目 を 使用 する 


出 カ 


BX=4 面 目 の 実 装 状 態 
0 :4 面 目 は 未 実装 
-1 : 4 面目 を 実装 


機 能 


グラ フィ ッ ク 用 VRAM の , 4 面目 (プレ ー ン 3) の 使用 の 設定 と 実装 状況 を 取得 
する (ノー マル モー ド の み ). この コマ ンド は 出力 と し て グラ フィ ッ ク 用 VRAM 
の 4 面目 の 実装 状態 を 返す . ハイ レゾ モー ド で は , 常に 4 面目 が 使用 可能 で あ 
る . 
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INT 33H 


AX=05H 


ボタ ン の 押下 情報 の 取得 


入 カカ 


AX=05H 


BX= ボ タン の 指定 
0: 左 ボタ ン 
1 : 右 ボ タン 


出 カ 


AX= ボ タン の 状態 
0 : 左 ボタ ン , 右 ボ タン 共に 離さ れ て いる 


1 : 左 ボタ ン の み 押 され で て いる 
2: 右 ボタ ン の み 押 され て いる 


3: 左 ボタ ン , 右 ボ タン 共に 押さ れ で て いる 
BX= ボ タン が 押さ れ た 回 数 


CX= 最 後に ボタ ン が 押さ れ た と き の , カー ソル 位置 の 水平 座標 
DX= 最 後に ボタ ン が 押さ れ た と き の , カー ソル 位置 の 垂直 座標 


機 能 


マウ ス の ボタ ン の 押下 (押さ れる こと ) に 関す る 各種 の 情報 を 取得 する . 
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INT 33H 


AX=06H 


ボタ ン の 解放 情報 の 取得 


人 入 カカ 


AX=06H 


BX= ボ タン の 指定 
0: 左 ボタ ン 
1 : 右 ボタ ン 


出 カ 


AX= ボ タン の 状態 
0 : 左 ボタ ン , 右 ボ タン 共に 離さ れ て いる 


1 : 左 ボタ ン の み 押 され で て いる 
2: 右 ボタ ン の み 押 され て いる 


3: 左 ボタ ン , 右 ボ タン 共に 押さ れ で て いる 
BX= ボ タン が 離さ れ た 回 数 


CX= 最 後に ボタ ン が 離さ れ た と き の , カー ソル 位置 の 水平 座標 
DX= 最 後に ボタ ン が 離さ れ た と き の , カー ソル 位置 の 垂直 座標 


機 能 


マウ ス の ボタ ン の 解放 (離さ れる こと ) に 関す る 各種 の 情報 を 取得 する . 
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INT 33H 


AX=09H 


カー ソル の 形 の 設定 


入 カカ 


AX=09H 


BX= カ ー ソ ル の 中 心 点 の 水平 座標 16 て 32) 

CX= カ ー ソ ル の 中 心 点 の 垂直 座標 (-16 て 48) 

ES:DX = カー ソル の 形 を 決定 する デー タ の ア ドレ ス 
デー タ の 形式 は 8x8 て 32x32 ビ ッ ト 

SI= カ ー ソ ル ブ ロ ッ ク の 値 


出 力 


AX 以外 の すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


カー ソル の 形 や 中 心 点 を 設定 する . カー ソル の 形 は , 四角 形 の カー ソル の う 
ちの , どの ドッ ト を 表示 する か に よっ て 決ま る . つま り 表 示さ れ た ドッ ト の 集 
合 が カー ソル と し て 見 える . カー ソル の 中 心 点 の 座標 指定 は 。 カー ソル の 左上 


点 を (0,0) と し た 座標 系 の 位置 で 与え る . 


カー ソル 表示 で , AND, XOR の マス ク パ ター ン を と る こと が で きる . 両方 の パ 
ター ン を 使用 する 場合 , AND, XOR の 順に カー ソル の 形 を 設定 する . また , 各 画 
面 に 違っ た パタ ー ン を 表示 させ る 場合 に は 4 画面 分 の カー ソル 形 を 設定 する . 
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[ 例 1] 4 画面 に 違っ た カー ソル パタ ー ン で , AND, XOR を と る 場合 


ESk DR 一 
画面 の 
gR 用 カー リロ ルル 形 | 癌 用 カー ビル 形 
画面 の - 
gHR 用 カー リロ ルル 形 | 癌 用 カー ビル 形 
画面 の - 


り 画面 の 
( | 1 画面 の 

5 画面 の 

#HR 用 カー リル 形 | 用 カー ルル 形 
3 画 面 の 3 画 面 の 

#HR 用 カー リル 形 | 用 カー ルル 形 


[ 例 2] 4 画面 に 違っ た カー ソル パパ ター ン で , XOR を と る 場合 


ES:DW 王 
画面 の 1 画面 
%IR 用 カー リル 形 | mR 用 カー リル 形 
画面 の 


ME 3 画 | 
RE 用 カー リル 形 | mR 用 カー リル 形 


[ 例 3] 1 画面 に AND, XOR を と る 場合 


ESkDR ー 
IR 用 カー リル 形 | AD 用 カー ルル 形 


[ 例 4 ] 1 画面 に XOR を と る 場合 
ES:DW 一 
mR 用 カー リル 形 


1 画面 に カー ソル を 描く か , 4 画面 に カー ソル を 描く か , また XOR だ け か 
AND と XOR を と っ て 描く か , の 指定 は 「 カ ー ソ ル 表 示 画 面 の 設定 AX=10H」 を 
使用 する . 

STI に は 上 位 に カー ソル ブロ ッ ク の 横 ビ ッ ト 数 , 下位 に 綻 の ビッ ト を 入れ 
る . な お , 最小 パタ ー ン は 8X8 ビ ッ ト で , 縦横 と も バイ ト 単 位 で 大 きく する こ 
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と が で き , 最大 32 X32 ビッ ト で ある (マウ ス BIO0S 作 業 域 の 各 画 面 セ ー ブ 傾 束 
は , どん な と き で も (32X32) x 4, AND, XOR 作業 域 は (40 X32 ビ ッ ト ) ぶ メ カー 
ソル パパ ター ン 数 だ け 必 要 で ある ) . 

カー ソル ノッ パタ ー ン の 変更 時 (AND, XOR パ ター ン か ら XO0R パ ター ン へ , X0R パ 
ター ン か ら AND, XOR パ ター ン へ ) は 。 カー ソル の 形 の 設定 の 前 に 「 カ ー ソ ル 表 
示 画 面 の 設定 AH=10H」 を 実行 する 必要 が ある . 


注意 :ES:DX で 指定 され た カー ソル パタ ー ン は BI0S で 参照 する の で , 次 の 束 し 
い カ ー ソ ル パ タ ー ン に 変更 する まで は 内 容 を 保証 する こと . 
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INT 33H 


AX=10H 


カー ソル 表示 画面 の 設定 


入 カカ 


AX=10H 
BX= カ ー ソ ル の 描画 状態 


hihlhnahfah1hnn 四 h 細 績 還 四 凶 思 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


449 


hm 


ゴ レ ー ン 0 へ 相 抽 画 
ゴブ ゴ レ ー ン 1 へ 臣 描 画 
ゴブ レー PD 描 画 
ゴ レ ー "79 へ 臣 抽 画 
カー リル 形 半 間 
カー リル 形 1 個 
部 NIR マヌ スウ 


第 10 章 マウ ス BIOS 


機 能 


カー ソル の 表示 画面 , 表示 パタ ー ン を 設定 する . 


[ 例 1] 1 個 の カー ソル を 1 つの 画面 に XOR だ け と っ て 描く 場合 
hiihl hahnh1hnn 四 四 了 還 還 四 是 還 


BKIO 0 0 0|0 0 0 0l0 0 imle noil 


[ 例 2] 1 個 の カー ソル を 4 つの 画面 に AND, XOR を と っ て 描く 場合 
hiihl hahnh1hnn 四 四 了 男 績 還 四 世 還 hm 


BKIO 0 0 0|0 0 0 0li Oo imli iiil 


[ 例 3] 4 個 の カー ソル を 4 つの 画面 に AND, XOR を と っ て 描く 場合 
hiihlhahnh1hnn 四 還 了 還 績 還 四 包 還 hm 


ie NN 本 Wel 導 Ws | 


注意 : 1 個 の カー ソル 形 を 2 つの 画面 に 描く こと は で き な い . 
4 個 の カー ソル 形 は 4 つの 画面 に 描か な けれ ば な ら な い . 
この と き の カ ー ソ ル 形 の アド レス の 格納 方 法 に つい て は 「 カ ー ソ ル の 形 
の 設定 AX=09H」 を 参照 する こと . 
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INT 33H AX=11H HB 


マウ ス 割 り 込み アド レス の 設定 


入 カカ 


AX=11H 
BX= マ ウス BIOS 作 業 域 の セグ メン ト ベ ー ス 
CX= 割 り 込 み 間 也 (1ーFFH) 


出 力 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


マウ ス を 使用 する 際 に は , 最初 に この コマ ンド を 実行 し な けれ ば な ら な い . 

害 | り 込み ベク タテ ー ブ ル に マウ ス 割 り 込み 処理 レー チン (INT 2 の ハー ド 
ウェ ア 割 り 込 み ) の アド レス を 設定 し , 8259 の 割り 込み 許可 ビッ ト の マス ク を 
解除 する . 

マウ ス BIOS 作 業 域 の セグ メン ト ベ ー ス を 設定 し , 何 還 に 1 回 イン ター フェ イ 
スポ ボード か ら の 割り 込み を 受け つけ る か 指示 する 値 ( 割 り 込 み 間 凡 ) を 設定 す 
る . 標準 の 8. 33msec の 間隔 に 設定 する 場合 に は 1 を 指定 する . 
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INT 33H AX=12H HB 
マウ ス 割 り 込み の 許可 

入 カ 

AX=12H 


三 リ し テテ 


BX=8255 割 り 込み 設定 
1:8255 か ら の 割り 込み 停止 
0:8255 か ら の 割り 込み 開始 


出 カ 


すべ て の レジ スタ が 保証 され る . 


機 能 


8255 か ら の 割り 込み を 停止 ノ 開 始 す る . 
「 マ ウス BI0S の 初期 化 AX=00H」 を 行っ た 時 点 で 割り 込み は 開始 され て い 


9 


452 


た た デー ニテ デ _ 
第 11 草 
RS-232C BIOS 


11.1 RS-232C BIOS 概 説 


PC-9800 シ リー ズ は , 1 チャ ネル の RS-232C 回 線 (チャ ネル 0) が 標準 実装 され て お 
り , オプ ショ ン の RS-23 2C 拡 張 イ ンタ ー フ ェ イ ス (PC-9861 プ K) を 実装 する こ と に 
より , チャ ネル 1 お よび チャ ネル 2 が 使用 で きる . 

ノー マル モー ド 時 , 本 体 ROM に ある RS-232C BIOS は チャ ネル 0 の み を サポ ー ト 
し , チャ ネル 1, 2 は , オプ ショ ン ボ ー ド 上 の ROM に より サポ ー ト され る . 

ハイ レゾ モー ド 時 で は , 本 体 ROM が チャ ネル 0, 1, 2 と も サボ ポー ト し て お り , オプ 
ショ ン ボ ー ド 上 の ROM は 使用 し な い . 

ノー マル モー ド 時 と ハイ レゾ モー ド 時 で は , チャ ネル の 指定 方 法 が 異な る の で 注 
意 する こと . 


画 RS-232C BIOS 機 能 一 覧 (INT 19H) 


マヤ 5-222/ / の 衣 月 一 息 (/7 7 の 


453 


第 11 章 RS-232C BIOS 
画 使 用 上 の 注意 


・RS-232C BIOS で は PD8251A を 同期 式 と し て 制御 する 機能 を 装備 し て いな 
いい. 

・ シ ステ ム ポ ボー ト へ の 書き 込み に よっ て 割り 込み 可能 状態 に する 事象 は RXRDY の 
場合 だ け で , TXE, TXRDY を 割り 込み 可能 に する こと は し て いな い . 

・ シ ステ ム ポ ボー ト の 入力 に よっ て 回 線 状態 (CS, CD, CI) を 知る こと が で きる 
が , 通常 モー ド の RS-232C BIOS で は 参照 し て いな い . 


注意 : PC-9801 で は , CI は サボ ポー ト さ れ て で て いない. 


・ ス タッ ク 情 報 の 大 き さ は 最低 22 バ イト を 確保 する 必要 が ある . 

・BIOS コ マン ド 識 別 コ ロード の 値 が 08H よ り 大 きい 値 を 設定 し た 場合 は , 何 も し な 
いで 正常 終了 する . 

・RS-232C BIOS で は , BREAK キャ ラク タ の 送信 , 受信 に つい て は 制御 し な い 
必要 な 場合 に は ,。 「/PD8251 へ の コマ ンド 出力 AH=0 5H」 お よび 「 ス テー タ 
ス の 取得 AH=06H」 に よっ て BREAK キ ャ ラク タ の 送信 また は 受信 (検出 ) を 行わ 
な けれ ば な ら な い . 

・ フ ロー 制御 で 使用 する CTRL-S ノ CTRL-Q コ ー ド も デー タ で ある の で , TXEN 状態 
で な いと 出力 され な い . ブフ ロー 制御 を 行う 場合 に は , ユー ザー が TXEN 状 態 に し 
て お か な いと , BIOS 内 で フロ ー 制 御 の 処 理 が で きず , 受信 バッ ファ が オー バー 
フロ ー し て し まう 場 合 が 起こ る . 
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オフ コ セ ピッ ョ ト 了 アデ ドレ 


セタ ダメ ント アド レス 
オコゼ セッ ョ ト 了 アド レス 


し セ ダメ ント アド レス 
[H? 愛情 革 ゃ コ ァ エリ ア ーー オフ コ セ ッ ョ ト ア ドレ ネス 
し セ ダメ ント アド レス 
田 受 信 バ ッ フ ァ 
@ 領 域 の 定義 


・ES :DI で 示さ れる メモ リア ドレ ス を 先頭 アド レス と する . 
・ 最 初 の 2 バイ ト は BIO0S と 他 の プロ グラ ム と の イン ター フェ イス 領域 と し て 使用 
する . 
・(BS:DT)+2H^+13H の 18 バ イト が 「 バ ッ フ ァ コ ント ロー ルプ ロック 」 で ある . 
・(ES:DT)+14H 番 地 か ら 「 受 信 バ ッ プ ファ 領域 」 と な る . 
・DX に は 受信 バッ ファ サイ ズバ イト 単位 ) を 格納 する . 

マ 受 旋 バ リッ ファ の テー ジル ん (76- ク の // ツ 


信管 理 方 法 
FIFO 形 式 で 管理 する . 


デー タ エ ン トリ 
デー タ 1 バ イト と その ステ ー タ ス 情 報 1 バ イト の 2 バイ ト エ ント リ で ある . 
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@ 「 バ ッ フ ァ コ ント ロー ル ブ ロ ッ ク 」 と 「 受 信 バ ッ フ ァ 領 域 」 と の 
関係 
ヤマ バッ ファ フン トム ワー ルプ ブ ワ ロッ ク と 受 / 才 パッ ファ 交 厩 79- ク ググ ZZ/2 ツ 


ma 


田 払 張 RS-232( 


ノー マル モー ド に お いて , 拡張 RS-232C ボ ー ド (チャ ネル 1, 2) を 使用 する 場合 
チャ ネル 0 と は 異な る 内 部 割り込み コー ド を 使用 する . し た が っ て , チャ ネル 1, 2 の 
使用 に 先立ち , 使用 する INT ベ クタ を 初期 設定 し な けれ ば な ら な い . 

INT ベ クタ 設定 の た め の 情 報 は , 実 メ テモ リア ドレ ス D0800H に 次 の 形式 で 格納 され 
て いる . 


emHt0|GH エ ン FU9)] | 0 つ 1 も 和 っ っ 
+4| PH | 6OH | 9 BOO5 エ ント リオ フ セ ッ ト 
1 BE BI0S エ ント リ オフ セッ ト 


+EIEH1 割り 辻 各 エッ トリ オフ コセット |EHE 割 乏 叶 エン トリ オオ コセット 


利用 者 は ,。 セグ メン ト ア ドレ ス D000H, オフ セッ ト ア ドレ ス を 各 エ ント リオ フ 
セッ ト と し て , 適当 な INT ベ クタ を 設定 し な けれ ば な ら な い (N88-BASIC(86 ) で 
は , D4H, D5H が 拡張 RS-232C BIOS 用 INT 番 号 と な っ て いる ) . 

な お , 拡張 RS-232C の デー タ 受 信 時 等 に 使用 され る 割り 込み に 関し て は 

IRS-232C BIOS の 初期 化 AH=00H」 機能 実行 時 に , 拡張 RS-232C BIOS が 抜 明 
ボー ド 上 の ディ ッ プ スイ ッ チ を 参照 し て 必要 な INT ベ クタ が 設定 され る . 
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11.2 ハイ レゾ モー ド の RS-232C BIOS 


ハイ レゾ モー ド で は , ノー マル モー ド 互 換 の 機能 (シン ング ルモード ) に 加え , マル 

チタ スク 対応 の 拡張 モー ド ( マ ル チ モ ー ド ) を サポ ー ト し て いる . これ ら の モー ド は 

「RS-232C BI0S の 初期 化 (拡張 モー ド ) AH=07H」 コ マン ド で 設定 され , 再度 初期 
化 さ れる まで 変更 で き な い , 


田 チ ャ ネル 指定 


ハイ レゾ モー ド の RS-232C BIOS は , 拡張 RS-232C と ボー ド 上 の ハー ドウ ェ ア も , 
本 体 ROM の BIOS で サボ ポー ト し て いる . その た め , BIOS の 呼び 出し は INT 19H で 統一 
され ,。 コマ ンド 議 絢 コー ド (AH レジ スタ ) の 上 位 4 ビ ッ ト を 使用 し て チャ ネル 指定 を 


行う . 
[ 凶 叩 [ 思 | チャ ネル 蛋 定 
ln no plzsso 


日 日 日 HH 
b 0 0 」| テ vsyi 
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田 マ ル チ タ スク 対応 


拡張 モー ド 時 の RS-232C BIOS は , 受信 割り 込み 処理 終了 時 GRET の 直前 ) に 以下 
の 内 部 割り 込み を 実行 する . 


内 部 割り 込み コー ド =1FH 
AH=S3H 
AL= ダ イプ コー ド 

10H: チャ ネル 1 

11H: チャ ネル 2 

12H: チャ ネル 3 


マル チタ スク 環境 を サポ ー ト する 場合 , 割り 込み コー ド 1FH の ベク タ を 和 目 セグ 
メン ト に 向け , RS-232C BIOS か ら の 割り 込み の 処理 を 行う こと . 

AH=83H, AL=10 て 12H 以 外 の と き は , 元 の エン トリ に ジャ ンプ させ る 必要 が あ 
2 

な お , この INT 1FH は 1 キャ ラク タタ 受信 ご と に 発生 する . 


田 受 信 バ ッ フ ァ 


AS レグ 年 mINORS 2820 BI08 は ば 受 人 の ツノ テア の コン トド トロール グロ ルック と 
し て 22 バ イト の 領域 を 必要 と する . 

ノー マル モー ド で は , この 領域 が 18 バ イト で ある た め , その 差 4 バイ ト を 受信 
バッ ファ 域 を 使用 する こと で 万 換 性 を 保つ . この た め に 初期 設定 時 で 示さ れる バッ 
ファ 長 よ り 実 際 の バッ ファ 長 は 4 バイ ト 短 く な る . シン グル モー ド で は , 受信 バッ 
ファ を 6 バイ ト 以 上 確保 し な けれ ば , バッ ファ と し て の 役割 を 果たせ な い . 抜 大 
モー ド で は , バッ ファ 長 は DX で 指定 し た 値 と な る . 

受信 バッ ファ は , 初期 化 コ マン ド に お いて ES:DI で 指定 され る 和 領域 の 相対 18H ( 拡 
張 モ ー ド で は 22H) 番地 か ら DX で 指定 され た サイ ズ だ け 使 用 され る . 
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バッ ファ コン トロ ー ル ブロ ッ ク 
ハイ レゾ モー ド 時 , RS-232C BIOS が 受信 バッ ファ の 制御 用 に 使用 する 領域 は 
次 の よう な フィ ー ル ド に 分 か れる . 
バッ ファ コン トロ ー ル ブロ ッ ク へ の 直接 アク セス は 禁止 され て いる . 
バッ ファ フン トワ ロー ルプ ブ ワ ロック ウブ レツ (65- ク 多 / /2 め の 


員 


@ フ ラグ フィ ー ル ド 
シン グル モー ド 時 


・FLAG 
り j5 で DUg 未 使用 : 予 約 
D7 INIT 1 :RS-232C ポ ボー ト の 初期 化 済み 
De BFULL 1 : 受 信 バ ッ フ ァ が フル で ある 
Ds OVF 1 : 受 信 バ ッ フ ァ が オー バー フロ ー し た 
D4 XOFF 1 :XOFF(CTRL-S 出 力 ) を 行 う 
Ds XON 1 :XON(CTRL-Q 出 力 ) を 行う (XOFF 処 理 済み ) 
D。 SXOFF 1 : 相 手 局 か ら の XOFF (CTRL-S) 受信 済み 
(GOFF ビ ッ ト =1 の と きのみ ) 
D1, Do 未 使 用 。: 予 約 
・FLAG2 
Dz MODE 0 (常時: シン グル モー ド で 動作 中 
De^Do0 未 使 用 。: 予 約 
拡張 モー ド 時 
・FLAG 
Ds INIT 1 :RS-232C ポ ボー ト の 初期 化 済み 
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D]4 OVE 
D]s SE 


D]5 TXSISO 
D]」 RXSISO 


Do~Dg DELCTL 


Ds BUFCTL 


Dz RXEREN 
De RXEROFE 
Ds RXRSEN 
D4 RXRSOFF 
Ds TXB 


Do TXOFF 
D」 RXB 


Do RXON 
・EFLAG2 


Dz MODE 
D6^D0 


1( 常 時) 
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: 受 信 バ ッ フ ァ が オー バー ブロ ー し た 

:S1 ン SO 制御 を 行わ な い 

:S1 ノ SO 制御 を 行う 

:SE=1 の と き , 送信 時 SI 状態 で ある 

:SE=1 の と き , 送信 時 SO 状態 で ある 

:SE=1 の と き , 受信 時 SI 状態 で ある 

:SE=1 の と き , 受信 時 SO 状態 で め ある 

: 受 信 し た DEL (7FH ノ FFH) を その まま 渡す 

: 受 信 し た DEL (7FH ノ FFH) を NULL (00H) に 変換 する 
: 受 信 し た DEL (7FH ノ FFH) を BS(08H) に 変換 する 
: 受 信 し た DEL (7FH ノ FFH) を 無視 する 

: 受 信 バ ッ フ ァ を バイ ト 単 位 で 管理 する 

: 受 信 バ ッ フ ァ を ワー ド 上 単位 で 管理 する 

: 受 信 バ ッ フ ァ フ ル で ER (DTR) 信号 OFF に する 
:RXEREN=1 の と き , ER(DTR) 信号 OFF で ある 
: 受 信 バ ッ フ ァ フ ル で RS(RTS) 信号 OFF に する 
: RXRSEN=1 の と き , RS (RTS) 信号 OFF で ある 
: 送 信 時 , XON ノ XOFF 処 理 を 行わ な い 

: 送 信 時 , XON プ XOFF 処 理 を 行う 
:TXE=1 の と き , XOFF(DC3) 受信 済み 

: 受 信 時 , XON ノ XOFF 処 理 を 行わ な い 

: 受 信 時 , XON ノ XOFF 処 理 を 行う 
:RXE=1 の と き , XOFF(DC3) 送信 済み 


: 拡張 モー ド で 動作 中 


示 使 用 。: 予 約 
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信 拡 張 モ ー ド 時 バッ ファ 管理 図 
ヤマ バッ ン ァ 葉 末 友 バ リプ 人 身 放 ノブ レツ (765- ク ダグ / // ツ 


避 


ヤマ バッ ファ 入 突 認 ク ー 人 英彦 ハア レツ) (6- ク の / / の ツ 


田 受 信 バ ッ フ ァ の 非 互換 性 


シン グル モー ド の と き は , 受信 バッ ファ は 受信 デー タ , デー タ 受 信 時 ステ ー タ ス 
各 1 バ イト ( 計 2 バ イト ) を 1 単位 と し て 格納 する . その た め DX に は バッ ファ に 格納 可 
朋 な 受信 デー タ 長 の 2 倍 +4 の 値 を セッ ト す る ., 

拡張 モー ド の と き , 初期 化 コ マン ド 時 の 指定 に よっ て 受信 バッ ファ は 受信 デー 
タ , デー タ 受 信 時 ステ ー タ ス 各 1 バイ ト ( 計 2 バイ ト ) ま た は , 受信 デー タ 1 バ イト の 
み の ど ちら か を 1 単位 と し て 格納 する か を 指定 で きる . その た め DX に は 受信 バッ 
ファ を バイ ト ( デ ー タ の み 格 納 ) 単位 を 扱 う 場 合 , バッ ファ に 格納 可能 な 受信 デー タ 
長 の 2 倍 の 値 を セッ ト す る . 

マン シン グル モー た で の 受 / 洛 パッ ファ (ハア ブレ ルツ 75- ク ダグ / / の のり 


避 


ヤ 娘 爽 ー ム た で の 受入 バ ッ フ ァ ウ アレ ルツ (5- ク ダグ / / ツ 
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11.3 RS-232C BIOS コ マン ド 


INI 19H 


AH=00H 


N 


RS-232C BIO0S の 初期 化 ( シ ング ルモード ) 


入 カ 


内 部 割り 込み コー ド =19H 


0D4H( ノ ー マ ル モー ド CH1) 
0OD5H( ノ ー マ ル モー ド CH2) 


AH=00H 
AL= ト ラン ス フ ァ レー ト ( チ ャ ネル 0 の み ) 


回 線上 の 転送 レー ト (bps) を 指定 する . この 指定 と CH の モー ドイ ンス トラ 
クシ ョ ン に よる ボー レー ト 指定 (X16 プ 64) に より タイ マ (8253) に セッ 
ト す る カウ ンタ を 決定 する . 
チャ ネル 1, 2 は ボー ド 上 の ディ ッ プ スイ ッ チ で 設定 する じ バ ー ド ウェ ア 編 弟 
2 部 「12.3 拡張 RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス 」 参照) . 

マー ンー 人 の 謙 征 47 7 ん 7 7 の ん の 2 の 


BH= 送 信 時 タイ ム ア ウ ト 時 間 


TXRDY ス テー タス (ハイ レゾ モー ド で は , 送信 XON も ) の 待ち 時 間 を 500ms ec 
単位 で 指定 する . 指定 範囲 は 01H(500msec) ^FFH(127. 5s ec) . 00H の と き 
に デフ ォ ル ト 値 (02H: 1sec) を と る . 
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BL= 受 信 時 タイ ム ア ウ ト 時 間 
RXRDY 割 り 込 み の 待ち 時 間 を 500msec 単 位 で 指定 する . 指定 範囲 は 01H 
(500msec) て FFH (127.5sec).00H の と き に デフ ォ ル ト 値 (1EH:15sec, 
ノー マル モー ドン グ 3CH:30sec。 ハイ レゾ モー ド ) を と る . 
CH= PD8251A モ ー ド 設定 情報 (非同期 モー ド ) 
マ // の 274 テ ー 芝生 誠 通 =7// ル 7 79 み の の の 


中 
CL= PD8251A コ マン ド 指 定 
マ / め 274 フ マン ム 六 だ = の (7 ん 7 7 の ん の 2 の 
BE 


BS:DI= 受 信 バ ッ フ ァ の 先 頭 アド レス 
DX= 受 信 バ ッ フ ァ サ イズ (バイ ト 単 倍 


出 


AH= リ ター ンコ ー ド 

00H: 正常 終了 

04H: 拡張 RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド が 未 撲 続 (^ イ レゾ モー ド ) 
AH AL, BH, BL, CH, CL, ES, DI, DX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


指定 され た チャ ネル 番号 の RS-232C ポ ー ト を 初期 化す る . この と き に 
RS-232C BIOS の 動作 モー ド が 決定 され る . 初期 化す る 内 容 は 次 の 通り で あ 
と 


・ 層 PD8251 の モー ド 設 定 
・ タ イマ PD8253 (ボー レー ト ジ ェ ネ レ ー タ ) の 初期 設定 
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・ 受 信 バ ッ フ ァ 内 バッ ファ コン トロ ー ル プ ブロッ ク の 初期 設定 

・ 層 PD8255 へ の 割り 込み マス クセ ッ ト ノ リセット (チャ ネル 0 の み ) 
・ 層 PD8259 へ の 割り 込み マス クセ ッ ト ノ プリセット 

・ 割 り 込 み ベ クタ の 設定 (チャ ネル 1, 2 の み ) 


19200bps 


以下 の 2 条件 を 調べ る こと に より 19, 200bps 対応 機種 か ど うか の 議 別 が 可能 
で ある . 


・F8E8H:0000H か ら 続 く 2 バ イト が "98H, 21H" で ある . 
・FSE8H:0002H の ビッ ト 2 が "1" で ある . 


処 理 


受信 S1 ノ SO 制御 は , シス テム 共通 域 RS_S_FLAG(055BH) の 各 CH 対 応 ビ ッ ト 
が 1 の と き 行 われ る . 

7 ビッ トコ ー ド 形式 デー タ を 8 ビッ トコ ー ド 形式 デー タ に 変換 し , 変換 後 
デー タ を 受信 バッ ファ に 格納 する . SI (OFH) SO0(0EH) コー ド は 取り の ぞ カ れ 


ST/SH に よ 名 
コト 拭 陸 | 備 者 
コー ド 変 更 指定 EEE 語 語 


IT BITY 刀 1 の と きき , 瑞 宮 す る 
HIT3 BIIE 
HITg BIIR 


受信 DEL(7FH ノ FFH) コー ド 制 御 は ,。 シス テム 共通 域 RS D FLAG(05C1H) の 各 
CH 対応 Dp-D ゥ が 1 の と き , メモ リス イッ チ SW3 の D7? の 指示 に し た が う . 


SW3 の D7:0 の と き DEQ コ ー ド と し て 扱う 
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SW3 の Dz :1 の と き NULL コー ド と し て 扱う 
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INT 19H AH=01H IN|IH 


フロ ー 制 御 を 伴う 初期 化 ( シ ング ルモード ) 


人 入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =19H 
0D4H( ノ ー マ ル モー ド CHI1) 
0D5H( ノ ー マ ル モー ド CH2) 
AH=01H 


以下 の 入力 パラ メー タ の 詳細 は 「RS-232C BIOS の 初期 化 AH=00H」 参照. 


AL= ト ラン ス フ ァ レー ト ( チ ャ ネル 0 の み ) 
BH= 送 信 時 タイ ム ア ウ ト 時 間 

BL= 受 信 時 タイ ム ア ウ ト 時 間 

CH= PD8251A モ ー ド 設定 情報 (非同期 モー ド ) 
CL=PD8251A コ マン ド 指 定 

ES:DI= 受 信 バ ッ プ フ ァ の 先頭 アド レス 

DX= 受 信 バ ッ フ ァ サ イズ (バイ ト 単 位 ) 


出 カ 


AH= リ ター ンコ ー ド 

00H: 正常 終了 

04H: 拡張 RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド が 未 撲 続 ^ イ レゾ モー ド ) 
入力 の レジ スタ 以外 は すべ て 保証 され る . 
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機 


全 ヒ 
BE 


IRS- 232C BIOS の 初期 化 AH=00H」 の 機能 に 加え て , X パ ラメ ー タ (受信 


バッ ファ の フロ ー 制 御 ) の 処理 を 行う こと を 指定 する . 


X パ ラメ ー タ の 処理 で は , 次 の 処理 が 行わ れる . 


・ デ ー タ 受信 割り 込み 時 (RXRDY- 割 り 込み 番号 0CH) に , 受信 バッ ファ の 有効 


デー タ 長 が バッ ファ の 大 き さ の 3 ノノ 4 以上 に な っ た と き , 送信 側 に CTRL-S 
コー ド (13H) を 出力 し , 送信 を 停止 する こと を 要求 する . 


・ 受 信 デ ー タ の 読み 込み (RECEIVE コ マン ド ) 処理 時 に , 受信 バッ ファ の 有 効 


デー タ 長 が バッ ファ の 大 き さ の 1 ン ノ 4 以下 に な っ た と き , 送信 側 に CTRL -Q 
コー ド (11H) を 出力 し , 送信 停止 状態 を 解き , 送信 を 再開 する こと を 要求 
Cg 


・CTRL-S ノ CTRL-Q コ ー ド も デー タ で ある の で , TXEN 状 態 で な いと 出力 され 


な い . フロー 制御 を 行う 場合 に は ユー ザー が TXEN 状 態 に し て お か な い 
と , BIOS 内 で フロ ー 制 御 の 処理 が で きず , 受信 バッ ファ が オー バー フ 
ロー し て で し まう 場合 が 起こ る . 
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INT 19H Al=02H 


N 日 


受信 デー タ 長 の 取得 


人 入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =19H 
0D4H( ノ ー マ ル モー ド CHI) 
O0D5H( ノ ー マ ル モー ド CH2) 
AH=02H 


出 力 


AH= リ ター ンコ ー ド 
00H: 正常 終了 


01H:RS-232C の 初期 化 が され て いな い 
02H: 受 信 バ ッ フ ァ が オー バー フロ ー し た 


CX= 受 信 デー タ 長 


AH, CX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


指定 され た チャ ネル 箸 号 の 受 言 バ 09252 内 の 有効 デー タ 長 (CNT) を 得る 


注 意 


拡張 モー ド に お いて , 受信 バッ ファ が オー バー ブフ ロー し た 場合 は , 825 1 を 


初期 化す る 必要 が ある . 
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INI 19H 


AH=03H N 日 


デー タ の 送信 


人 入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =19H 


0D4H( ノ ー マ ル モー ド CH1) 
0D5H( ノ ー マ ル モー ド CH2) 


AH=03H 
AL= 送 信 デ ー タ ク 


CL 上 = 参照 ステ ー タ ダス ビッ ト ( 拡 張 モ ー ド の み ) 


出 力 


AH= リ ター ンコ ー ド 
00H: 正常 終了 


01H:RS-232C イ ンタ ー フ ブフ ェ イス の 初期 設定 が 行わ れ て いな い 
02H: 受信 割り 込み 処理 に お いて , 受信 バッ ファ が オー バー ブフ ロー し た 
03H: 送信 , 受信 処理 に お いて , PD8251 か ら の 送信 可 , 受信 可 の ステ ー 
タス を 引き 取れ な か っ た 
05H: 送信 時 XO0N プ X0FF が イネ ー ブ ル の と き , 相手 局 か ら XOFF を 受信 し た た 
め , 送信 停止 状態 で ある (ハイ レゾ モー ド の デー タダ タ 送信 時 の み ) 
AH 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


指定 され た チャ ネル 番号 の 回 線 に デー タ を 1 バイ ト 出 力 す る ,. 
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RS-232C BIOS で は , シン グル モー ド 時 に デー タ を 送信 する と き に 無 条 件 に 
参照 する ステ ー タ ス は PD8 251 の TXRDY の み で , RS-232C 規 格 で 定義 され る 信 
号 (CS, DTR, CD, DSR, RTS,CI) に つい て は ユー ザー が 独自 に 操作 , 参照 し な け 
れ ば な ら な い . 

拡張 モー ド 時 は デー タ を 送信 する 前 に , 参照 する ステ ー タ ス を 表わす ビッ ト 
(参照 ステ ー タ スピ ビット) を CL に 指定 で きる . 参照 する ステ ー タ ス が TXRDY の な み 
で よい 場合 は , CL に 00H を 指定 する . 参照 ステ ー タ ス ビ ッ ト の 内 容 を 次 に 
す . 他 の 信号 に つい て は ユー ザー が 独自 に 操作 , 参照 し な けれ ば な ら な い . 

臣 細 績 貞 申 是 hm 


処 理 


(DAOBE チ デ ェ ッ ク ( し じゃ (レツ モー 
送信 時 X プ ロト コル 制御 イネ ー ブ ル の と き , この XOFF チ ェ ッ ク を 行う . 
XOFF 状 態 の と き , その 冒 を 通知 し , 異常 終了 する . 
ノー マル モー ド 時 , 送信 時 の XOFF チ ェ ッ ク は 行わ れ な い . 
② 送 信 可 チェ ッ ク 
> 送信 則 の ステ ー タ ズ を チェ ッ ク す る 、 
・ 指 定 さ れ た ステ ー タ ス が ON で ある こと を 確認 し , その 後 8251 の TXRDY を 
0 ツク グ クジ 
・ 指 定 さ れ た ステ ー タ ス の ON, TXRDY が 指定 時 間 内 に 確認 で き な いと き は 
その 則 を 通知 し , 異常 終了 する . 
③ 送 信 デ ー タ の シフ ト 制 御 
S1 ノ SO 制御 イネ ー プ ブル の と き , キャ ラク タ の シン フト 制御 を 行う . 
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送信 時 X プ ロト コル 


メル グー ド の RS=232C BIOS で は ジング ルモード で や 送 選 | 邊 ラ 
ル を 実現 する . つま り , シン グル モー ド で も ホス トト と し て の 役割 を 果たす こと 
NG きる 。 

送信 時 X プ ロト コル 処理 は , 「 フ ロー 制御 を 伴う 初期 化 AH=01H」 コ マン ド 
に よっ て 初期 化 さ れる と イネ ー ブ ル と な る . 

相手 局 か ら XOFF (CTRL-S) を 受信 する と 内 部 フラ グ を ON に し て (CTRL-S は 捨 
て られ る ), 送信 時 に , その フラ グ を 参照 する . 

送信 時 に , その 内 部 フラ グ が 0N の と き , 指定 時 間 (初期 化 コ マン ド で 指定 さ 
れ た タイ ムアツ ウ ト 値 ) 待ち 。 それ で も フラ グ が OFF に な ら な いと き は , その 財 
を 通知 する . 


注 意 


拡張 モー ド に お いて , 受信 バッ ファ が オー バー フロ ー し た 場合 は , 8251 を 
初期 化す る 必要 が ある . 
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INI 19H AH=04H 


N 日 


デー タ の 受信 


人 入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =19H 
0D4H( ノ ー マ ル モー ド CHI1) 
0D5H( ノ ー マ ル モー ド CH2) 
AH=04H 


出 カ 


AH= リ ター ンコ ー ド 
00H: 正常 終了 


01H:RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス の 初期 設定 が 行わ れん て いな い 
02H: 受信 割り 込み 処理 に お いて , 受信 バッ ファ が オー バー フロ ー し た 
03H: 送信 , 受信 処理 に お いて , PD8251 か ら の 送信 可 , 受信 可 の ステ ー 


タス を 引き 取れ な か っ た 
CH= 受 信 デ ー タ 
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CL= 受 信 デ ー タ の 受信 時 ステ ー タ ス 
デー マル モー ド 
了 。 山上 四 還 凶 Lim 


IOSR| BD| FElOE|PEIEIIOD 


gPD 8251 3 ポト 
天 ーR0Y2 ド な 


注 ・ 難 ビッ ト 中 意味 に つい て は 「 ス エー タス 本 取得 骨 三 0EH」 警 盟 


ョ イレ ゾ モ ー ド 
了 。 因 績 上 皿 還 凶 還 Lm 


IOSR| BD|FElOElPEIGd|IOD 


FD BE 1 モデ 
ステ ー タ スパ イト ステー タス 


: 召 ビ ッ ト 西 意 中 に こつ し いて は 「 ス エース 引取 得 由 三 OUEH」 早 

注意 : 拡張 モー ド の 初期 化 コ マン ド で 受信 バッ ファ を 1 バイ ト 単 位 で 管理 ( キャ 
ラク タ の み 格 納 ) する よう に 指定 し た 場合 は , CL に は 現在 の ステ ー タ ス 
が 返さ れる (形式 は 受信 時 ステ ー タ ス と 同じ ). 


AH, CH 以外 の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


指定 され た チャ ネル 和 緒 号 の 受信 バッ ファ 内 の , 受信 デー タ ( お よび ステ ー タ 
ス ) を 受け 取る (受信 バッ ファ が 空き で な い 場 合 ) . 


受信 バッ ファ が 空き の と き に , ダイ ム ア ウ ト の カウ ンタ を 設定 し , RXRDY の 
軒 り 込み 発生 を 待つ . 
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処 理 


① バ ッ プ ァ 内 有効 デー タチ ェ ッ ク 
バッ ファ 内 に 有効 デー タ が あれ ば , デー タ を 引き 取り , それ を 返す (この と 
き , バッ ファ の 扱い に より キャ ラク タ の みか , キャ ラク タ と ステ ー タ スカ が 
決ま る ) . な けれ ば タイ ムアツ ウト まで 待っ て (ハイ レゾ モー ド で は 10 回 の リ 
トラ イ 後 ), 異常 終了 する . 

② フ ラク 制御 

常 終了 後 , 内 部 フラ グ ( バ ッ フ ァ オ ー バ ー フ ロー) を クリ ア す る . 

③ 受 信 時 %X プ ロト コル 
デー タ を 受信 し た こと に よっ て 有効 デー タ 長 が バッ ファ 長 の 1 ンプ 4 以下 に な っ 
た 場合 , すでに XO0FF (DC3) を 送信 し て いる こと を 確か め て 相手 局 に XON 
(DC1) を 送信 する . 

④ 信 号 レ ベル の フロ ー 制 御 
ラー ンク を 受信 し た こと に よう で パッ クアン に 人 き が で きだ とき 用 ピ マン 
ド で 信号 レベ ル の フロ ー 制 御 が 指定 され て いた ら , 指定 の 信号 を ON に する . 


受信 割り 込み 処理 


ハー ドウ ェ ア か ら の RXRDY 割 り 込 み に よ っ て 起動 され る (チャ ネル 0, 1, 2 共 
通 ) . 
① 周 りり 込み 発生 
割り 込み 発生 時 , すでに 受信 バッ ファ が フル だ っ た 場合 , 内 部 フラ グ O0VF 
(メー ペー アロ ー リ を セッ ト し し 。 処理 を 終了 する 、 
(の 2) ニー ツキ ラー の が ェ ッ ク 
PB, FE, OE の うち , いずれ か が 発生 し て いた ら 8251 に コマ ンド を 出力 す 
9 人 
⑳⑨ デ ー ク タグ の セッ トト 
8251, 8255 か ら 受 信 デ ー タ , ステ ー タ ス を 読み 取り , ステ ー タ ス を 編集 し て 
バッ ファ に 格納 する (ステ ー タ ス を 格納 し な い モ ー ド も ある ) . 
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④ 受 信 時 X プ ロト コル 
デー タ 長 が 受信 バッ ファ 長 の 3 グ 4 以 上 に な っ た と き , 相手 局 に , XOFF (DC3) 
コー ド を 送信 する . 

⑤ 送 信 時 X プ ロト コル 制御 (ハイ レゾ モー ド の み ) 
相手 局 か ら 送 信 し て くる XOFF, XON コ ー ド に よっ て 内 部 フラ グ を 制御 する 
(受信 し た XOFF, XON コ ー ド は 捨て られ る ) . 

⑥ キ ャ ラク タ の シン フト 制御 
受信 キャ ラク タ に 対 し て SI プ S0 シ フト 制御 を 行う . SI/S0 ユ コード を 受信 し 
た 場合 は 内 部 フラ グ を 制御 し St プ ZS0 コ ー ド は 捨て る . 

⑦ 信 号 デ ー タ の フロ ー 制 御 (拡張 モー ド の み ) 
受信 デー タ を バッ ファ に 格納 し た 後 , デー タ 長 が バッ ファ 長 -1 以 上 に な っ た 
と き , ER(DTR) また は RS(RTS) ある い は 両方 の 信号 を OFF に する (初期 化 コ 
マン ド で 指定 の あっ た と きのみ ) . 

⑧ 終 了 処 理 
チャ ネル 0 は 8259 に 対し て EOI を 発行 する . 
チャ ネル 1, 2 は INT 処 理 に 応 じ た EO1 処 理 (拡張 ボー ド を アク セス し て TINT レ 
ベル に 応じ た EO1 処 理 ) を 行う . 
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INT 19H AH=05H NH 


PD8251 へ の コマ ンド 出力 


人 入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =19H 
0D4H( ノ ー マ ル モー ド CH1) 
0D5H( ノ ー マ ル モー ド CH2) 

AH=05H 

CL= ん PD8251 へ 出力 する コマ ンド 情報 ( 「RS-232C BI0S の 初期 化 AH=00HI 
参照 ) 


出 力 


AH= リ ター ンコ ー ド 
00H: 正常 終了 
01H:RS-232C イ ンタ ー フ ブフ ェ イ ス の 初期 設定 が 行わ れ て いな い 
02H2S8 人 パッ ツア が の か オーパ バーン ロー し た 

AH 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


指定 され た チャ ネル 番号 の PD8251 へ コマ ンド 情報 を 出力 する . 


処 理 


コマ ンド 情報 で IR (内 部 リセ ッ ト ) の 指示 が あれ ば , 回 線 ク ロー ズ と みな 
し 。 パッ アア コン トド トロール グロ ッ ク G2)ELAG の JNIT ビ ロッ ト を り リセット し 
RXRDY 割 り 込 み を マス ク す る . 

コマ ンド 情報 の RXE ビ ッ ト が 0 の と き , RXRDY 割 り 込 み を マス ク す る . 
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注 意 


拡張 モー ド に お いて , 受信 バッ ファ が オー バー フロ ー し た 場合 は , 8251 を 
初期 化す る 必要 が ある . 
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INI 19H 


AH=06H 


N H 


ステ ー タ ス の 取得 


入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =19H 
0D4H( ノ ー マ ル モー ド CH1) 
0D5H( ノ ー マ ル モー ド CH2) 
AH=06H 


出 カ 


AH= リ ター ンコ ー ド 
00H: 正常 終了 
01H:RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス の 初期 設定 が 行わ れ て いな い 
(02 受 全 パッ プア の スー シー ツー し た 
CH= PD8251 ス テー タス 情報 
マ // の 24 ステ デー タス 廊 芝 = の 7// ル 7 7 の ルル 


CL= モ デム ステ ー タ ス 
マテ デム スズ テー タス = の (7 ん 7 7 の の 6 の 


AH, CX 以外 の レジ スタ は 保証 され る . 
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機 能 


指定 され た チャ ネル 番号 の PD8251 ス テー タス と モデ ム ス テ ー タ ス を 得 
9 


479 


第 11 章 RS-232C BIOS 


INI 19H 


AH=0 /H 


HH 


RS-232C BI0S の 初期 化 (拡張 モー ド ) 


入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =19H 
AH=07H 
BX=BTOS 制 御 情報 
マ // の 交 交 居 遂 = ダダ 747 7 の の / の 


ココ 


注意 : バッ ファ 長 は DX-1 と な る の で , DX の 値 は バッ ファ 長 の 長 さ +1 に 設 
る . シン グル モー ド で BX に 指定 する タイ ム ア ウ ト は 拡張 モー ド で は 存在 
せ ず , BIOS 制 御 情報 (B10S 動 作 指定 ) が 入る . 


以下 の 入力 パラ メー タ の 詳細 は 「RS-232C BIOS の 初期 化 AH=00H」 参照. 


CH= PD8251A モ ー ド 設定 情報 (非同期 モー ド ) 
CL= PD8251A コ マン ド 指 定 

ES :D1= 受 信 バ ッ フ ァ の 先頭 アド レス 

DX= 受 信 バ ッ フ ァ サ イズ (バイ ト 単位 ) 


出 力 


AH= リ ター ンコ ー ド 

00H: 正常 終了 

04H: 拡張 RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド が 未 接続 イレ ゾ モ ー ド ) 
入力 の レジ スタ 以外 は すべ て 保証 され る . 
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機 


台 ヒ 
BE 


指定 され た チャ ネル 番号 の RS-232C ボ ポート を 初期 化す る . この と き に マル チ 


タス ク 対 応 の 動作 モー ド に 設定 され る . 
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第 12 章 


GP-IB BIOS 


12.1 GP-IB BIOS 概 説 


GP-IB BIOS は PC-9801-29 ノ K ン NGP-IB イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド 上 の ハー ド 
ウェ ア を 制御 し, GP-IB に 撲 続 さ れる 各種 周辺 機器 また は コン ピュ ー タ と の デー タ 
の 授受 を 行う た め の も の で ある . 


画 GP-|B BIOS 機 能 一 覧 


マー-/Z // の 疾 懇 一 息 
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田 GP-IB BIOS の 機能 


GP-IB BIOS は , 複数 の GP-IB を 制御 する こと は で き な い . また , この ルレ ー チ ン 
で サポ ボー ト す る GP-IB 規 定 の 機能 サブ セッ ト は 次 の も の で ある . 
マグ ゲー 人 ム デ る (の -// 間 だ の 識 肝 ゲ プッ ム 人 一 監 


田 ユ コー ザー イン ター フェ イス 

GP-IB BIOS と ,。 ユー ザー 間 の 情報 の 受け 渡 し は , 各種 レジ スタ , パラ メー タリ 
スト お よび GP-IB 初 期 設定 時 に 指定 され る 制御 情報 通知 域 を 通し て 行う . 
画 使 用 する 作業 域 


GP-IB BIOS で は , シス テム 共通 域 4 バ イト お よび 制御 情報 通知 域 の 一 部 を 作業 城 
と し て 使用 する . また , GP-IB BIOS は 割り 込み 処理 ルー チン を 含ん で お り , 割り 
込み 処理 中 の レジ スタ 退避 等 の た め , スタ ッ ク を 使用 する . GP-IB BIOS で 使用 す 
る スタ ッ ク の 大 き さ は , 64 バ イト で ある . 
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画 使 用 方 法 


GP-TB BIOS の 機能 を 利用 する に あたっ て の , 使用 方 法 お よび 制約 事項 等 を 次 に 
述べ る . 


①INT ベ クタ の 設定 

GP-IB BIOS の 各 機 能 の 呼び 出し は , 内 部 INT コ ー ル に よる が , ユー ザー は この た 
め の INT ベ クタ を GP-IB BIOS 利 用 前 に 設定 し な けれ ば な ら な い . 

ノー マル モー ド 時 , INT ベ クタ 設定 の た め の 情 報 は , 実 メ モリ アド レス =D5400H 
より 次 に 示す 形式 で 格納 され て いる . 

ユー ザー は , セグ メン ト ア ドレ ス を D540H, オフ セッ ト ア ドレ ス を GP-IB BIOS 
の エン トリ オフ セッ ト と し て , 適当 な INT 番 号 に 値 を 設定 し な けれ ば な ら な い 
(N88-BASIC イ ンタ プリ タ で は 0D1H が GP-IB BIOS 用 INT 番 号 と な っ て いる ) . 


IiEIIIIEEl nH 
トミ エー ント 日 境 ) 
4 
[F-IB BIHS 


ハイ レゾ モー ド 時 , ユー ザー は , 適当 な INT 番 号 に セグ メン ト ア ドレ ス FS800H 
オフ セッ ト ア ドレ ス 7FDCH を 設定 し な けれ ば な ら な い . 

な お , GP-IB か ら の デー タ 受 信 等 で 使用 され る 割り込み に 関し て は , ユー ザー が 
関知 する 必要 は な い . 初期 化 に , ディ ッ プ スイ ッ チ を 参照 し て , 必要 な INT ベク 
クタ を 設定 する . 


② 初 期 設定 

GP-TB BIOS 使 用 に あたっ て は , 各種 リソー ス の 初期 設定 が 必要 で あり , ユー 
ザー は 必ず 「 初 期 化 AH=00H」 を 呼び 出さ な けれ ば な ら な い . また , ユー ザー が 
GP-IB コ ント ロー ラ の 機能 も 必要 と する 場合 に は , 初期 化 後 , IIFC の 設定 A 時 
01H」 を 行わ な けれ ば な ら な い (GP-IB コ ント ロー ラ が アク ティ ブ な 状態 と な る ) . 
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③ 呼 び 出し 方 法 

GP-IB BIOS を 呼び 出す と き に は , パラ メー タ を 各 レ ジス タ に 設定 し , ① で 設定 

し た INT 番 号 を も と に , 内 部 INT で コー ル す る . この と き , SS, SP に は , GP-IB 
BIOS で 使用 可能 な スタ ッ ク ア ドレ ス を 設定 し て お か な けれ ば な ら な い . 


④ リ ター ン 条 件 
GP-IB BIOS か ら の リタ ー ン 時 , 保証 され る レジ スタ は , DS, SS, SP の 3 個 の レジ 
スタ の み で ある . 
GP-IB BIOS で の 処理 結果 は , AH レジ スタ に 設定 され る . 
マー-/// // の か ら の 戻 グ 序 と 災 


@ 注 意 事項 
・GP-IB BIOS 処 理 中 は , 外部 割り 込み 可 と な っ て いる . 
・ 指 定 値 以外 の 値 を パラ メー タ と し て 指定 し た 場合 , 結果 は 保証 され な い . 
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人 @ 中 断 処理 ルー チン 

GP-IB BIOS で は , 処理 中 で の 中 断 を 可能 と する た め , 初期 化 時 に 指定 され た 
ルー チン に , 一 定 処理 ご と に INT 0C5H を 行っ て いる . この た め , ユー ザー は 初期 
化 時 に INT 0C5H に 対応 する ルー チン (ITRET の み で も 可 ) の アド レス を 設定 し て お か 
な けれ ば な ら な い . この と き 対 応 す る ルー チン は , 次 の 制限 を 守る こと . 


・ セ グ メ ント レジ スタ も 含め , 全 レ ジス タ を 保証 し な く て は な ら な い . 
・ ル レー チン より , 再び GP-IB BIOS を 呼び 出し て は な ら な い . 


た だ し , GP-IB BIOS の 処理 続行 が 不要 な 場合 に は , 制御 を 戻す 必要 は な い . 


@ デ ー タ 形式 
GP-IB BIOS が 送受 信 す る デー タ は , マル チラ イ シン 上 の 8 ビッ ト の デー タ で ある 
(8 ビッ ト つ 7 ビッ ト 等 の 変換 は GP-ITB BIOS で は 行わ な い ) . 


@E0S コ ー ド 

GP-IB BIOS の 処理 上 , PD7210(GP-ITB コ ント ロー ラ ) に 設定 する EOS(End of 
String) コード は, 7 ビッ ト と し て 指定 する ①C-8097 PC-8897 と の 互換 性 の た 
め ) . 


人 制御 情報 通知 域 の 再 利用 

GP-IB BIOS を ひと た び 初 期 化し た 後 , GP-IB の 使用 を 中 止 する 等 の 理由 で , 制 
御 情報 通知 域 と し て いた メモ リ 領 域 を 他 の 用 途 に 使用 する と き は , GP-IB 
(PD7210 か ら の ) 割 り 込 み が 発生 し な いこ と を 保証 ( 注 ) し て か ら 行 う 必要 が ある 
(割り 込み が 発生 する と 制御 情報 通知 域 で あっ た メモ リ が 書き 換え られ る ) . 


注意 : /PD8259 で 割り 込み を マス ク す る 等 
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男 制 件 情 報 通知 域 


吉 デ ド 省 HHress Intgrrupt Intgrrupt 
お 上旬 中 Status Status 1 Statusi? 


PE-IB BIOSTf 業 用 て HEBTTE 


半 届 一 チン オラ ww ト | 上 和志 ルー チレ セラ ュ ャ シット 


マヤ の ー// 交 交 誠 芝 用 砂 衣 の パラメータ ン 災 


田 シ ステ ム 共 通 域 
マ (の -// 物 交 優 芝 浮 砂 友 へ の アン タ 
ロ 穫 | 
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12.2 GP-IB BIOS コ マン ド 


GP-1B BIOS 


AH=00H 


N 日 


GP-IB BIOS の 初期 化 [INITIALIZE] 


入 カ 


AH=00H 


ES= 制 御 情報 通知 の セグ メン ト ア ドレ ス (0000H^FFFFH) 


出 カ 


AH= リ ター ンコ ー ド (「 較 GP-IB BIOS 概 説 食 使 用 方 法 」 参照) 
DS, SS, SP レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


GP-IB 用 ハー ドウ ェ ア の 初期 設定 を 


ノー ニテ 


の 二 76。 


GP-IB BIOS と ユー ザー 間 


の 情報 受け 渡し の 窓口 と も な る 制御 情報 通知 域 を 初期 設定 する . 
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ニー ゴ 
忌 、 


・GP-IB BIOS 利 用 に 際 し て は , 必ず この コマ ンド を 呼び 出さ な けれ ば な ら な 


ん \ 


・ 制 御 情報 通知 域 に 設定 され る 情報 の 種類 と 形式 は 前 述 の 通り . 
・ 制 御 情報 通知 域 の 情報 は ERR, DET,DEC ビ ッ ト を 除い て , 未 使用 も 含め すべ て 


GP-IB BIOS が 更新 する . ユー ザー が 更新 し て は な ら な い . 


・ERR, DET,DEC ビ ッ ト は , GP-IB BIOS で は 1 (オン) を 設定 する だ け で あ り , 


これ ら の フラ グ の 0( オ フ ) は ユー ザー が 行わ な けれ ば な ら ない (た だ し , 初 
期 設 定時 は 0 (オフ ) と な っ て いる ) . 


・IFC 受 信 表 ビッ ト (D6 ビ ッ ト ) は , GP-IB BIOS で は 1 (オン ) を 設定 する だ け 


あり , この フラ グ の 0 (オフ ) は ユー ザー が 行わ な けれ ば な ら な い . 


・ 制 御 情報 通知 域 は 制御 情報 通知 域 ベ ー ス の オフ セッ ト 0 に な けれ ば な ら な 


MW 


・SPMS ビ ッ ト は コン トロ ー ラ か ら STB 送 出 要 求 が 行わ れ た 場合 に 設定 され 


GP-TB BIOS で は 1( オ ン ) を 設定 する だ け で あり , この フラ グ の 0( オ フ ) は 
ユー ザー が 行わ な けれ ば な ら な い . 
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GP-1B BIOS 


AH=01H NH 


IFC の 設定 [SET IFC」] 


人 入 カカ 


AH=01H 
bH=01H-OFFH 


指定 値 X100 Sec の 間 IFC ラ イン を アク ティ ブ に する . 


出 カ 


AH= リ ター ンコ ー ド (「 較 GP-IB BIOS 概 説 食 使 用 方 法 」 参照) 
DS, SS, SP レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


IFC ラ イン を 指定 の 期間 アク ティ ブ に する . 初期 化 後 、. こ の コマ ンド を 呼び 
出す こと に より , GP-ITB コ ント ロー ラ の 機能 が アク ティ ブ と な る . 


注 意 


・ こ の コマ ンド は , GP-ITB ハ ー ド ウェ ア 上 の ディ ッ プ スイ ッ チ が マス タモ ー ド 
と な っ て いる 場合 に 限り 使用 可能 で ある . スレ ー プ モー ド と な っ て いる 場合 


(SN ジー キリ クー が 6) 


・ 初 期 化 後 の rFC ラ イン は イン アク ティ ブ と な っ て いる . 
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GP-IB BIOS AH=02H NH 


REN の 設定 [SET REN] 


人 入 カカ 


AH=02H 


機 能 


REN ラ イジ を アク デ ティブ に ずる 。 


注 意 


・ こ の コマ ンド は , GP-IB コン トロ ー ラ が アク ティ ブ の 状態 で の み 使 用 可能 で 
ある . イン アク ティ ブ 状 態 の 場合 は エエ ラー リターン す る . 
・ 初 期 化 後 の REN ラ イン は イン アク ティ ブ と な っ て いる . 


491 


第 12 章 GP-IB BIOS 


GP-IB BIOS AH=03H NH 


REN の リセ ッ ト [RESET REN] 


人 入 カカ 


AH=03H 


出 力 


AH= リ ター ンコ ー ド (「 較 GP-IB BIOS 概 説 食 使 用 方 法 」 参照) 
DS, SS, SP レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


REN ラ イン を イン アク ティ ブ に し , 約 100 Sec 待 つ . 


注 意 


・ こ の コマ ンド は , GP-IB コン トロ ー ラ が アク ティ ブ の 状態 で の み 使 用 可能 で 
ある . イン アク ティ ブ 状 態 の 場合 は エラ ー リ ター ン す る . 
・ 初 期 化 後 の REN ラ イン は イン アク ティ ブ と な っ て いる . 
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GP-IB BIOS AH=04H N HH 


デー タ の 送信 [SEND DATA] 


人 入 カカ 


AH=04H 
ES= コ マン ド お よび デー タ 格 納 域 セグ メン ト ベ ー ス 
SI1= コ マン ド 格 納 域 オフ セッ ト 
BX= コ マン ド 格 納 域 長 
D1= デ ー タ 格納 域 オ フ セ ッ ト 
CX= デ ー タ 格納 域 長 
AL= デ リ ミ タ 指定 
ヤマ バ パラ メー タ の 基 燈 と 災 / 送 大 / (の -// // の 5 の 


出 カ 


AH= リ ター ンコ ー ド (「 較 GP-IB BIOS 概 説 食 使 用 方 法 」 参照) 
DS, SS, SP レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


GP-TB 上 に , コマ ンド お よび デー タ を 送信 する . デー タ 送 信 の 際 , 指 妨 こ 
よっ て は , デー タ 送 信 後 デリ ミタ (CR, LF, CRTLF, また は EO1) も 送信 する . 
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注 


是 


・ コ マン ド の 送信 は GP-IB コン トロ ー ラ アク ティ ブ の 状態 で の み 可 能 で ある . 


イン アク ティ ブ 状 態 の 場合 は エラ ー リ ター ン す る . 


・ 送信 デ ー タ が な い ( デ ー タ 格納 域 長 =0) 場合 , デリミタ 指定 を 80H と する こと 


は で き な い . 指定 し た 場合 , デリミタ 指定 は 無視 され る . 


・ 送 信 す る コマ ンド お よび デー タ の 内 容 の チェ ッ ク は 行わ な い . 
・ コ マン ド 送 信 指 定 が ある 場合 。 GP-ITB バ ス は た だ ち に コマ ン ドモ ー ド と な 


る . な お , デー タ 送 受信 の 完了 に か か わら ず コ マン ドモ ー ド と な る . 
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GP-1B BIOS AH=05H 


N 日 


デー タ の 受信 [RECEIVE DATA] 


人 入 カカ 


AH=05H 


ES= コ マン ド お よび デー タ 格 納 域 セ グ メ ント ベー ス 


ST= コ マン ド 格 納 成 オ フ セ ッ ト 
BX= コ マン ド 格 納 域 長 

D1= デ ー タ 格納 域 オ フ セ ッ ト 
CX= デ ー タ 格納 域 長 

AL= デ リ ミ タ 指定 


マ バ パラメータ の 旋 自 旭 ご 斉 ( 受 央 / (の -/Z // の 7 の 


出 カ 


AH= リ ター ンコ ー ド (「 較 GP-IB BIOS 概 説 


DS, SS, SP レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


@ 人 用 方 法 」 参照 ) 


GP-ITB 上 に コマ ンド 送信 後 , トー カ か ら の デー タ を 受信 する . 
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忌 、 


・ こ の コマ ンド の 完了 は , デリ ミク 受信 時 また は デー タ 格 納 城 へ の デー タ 設定 


が 不可 と な っ た と き で ある . どちら の 条件 で 完了 し た か は , リタ ー ン シン コード 
に より 識別 可能 で ある . 


・ デ ー タ 設定 域 へ の デー タ 設 定 不可 に よる 完了 の 場合 , さら に デー タ の 受信 


(コマ ンド 送信 な し ) を 実行 する こと に より , 後続 の デー タ を 受信 する こ と が 
KG 


・ デ リ ミ タ は , デー タ 格 納 域 に は 設定 され な い . 
・ デ ー タ 格納 域 に 設定 され た 受信 デー タ の 長 さ は , DX レジ スタ に より 通知 す 


る . デリ ミタ の み 受 信 時 は DX=0 と な る . 


・ コ マン ド の 送信 は GP-IB コ ユ コントローラ が アク ティ ブ の 状態 で の み 可能 で あ 


る . イン アク ティ ブ 状 態 の 場合 は エラ ー リ ター ン す る. 


・ デ ー タ 格納 域 長 を 0 と する こと は で き な い . 
・ 送 信 す る コマ ンド の 内 容 チ ェ ッ ク は 行わ な い . 
・ コ マン ド 送 信 指 定 が ある 場合 。 GP-ITB バ ス は た だ ち に コマ ン ドモ ー ド と な 


の が お 、 デー ク 半 芝 選 の 見 CO の わら コマ ンド ーー ド こ な る 
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GP-IB BIOS AH=06H N HH 


シリ アル ボー ル の 実行 
[EXECUTE SERIAL POLL」] 


| 入力 | 
AH=06H 
ES= トー カ 情 報 リ スト セグ メン ト ベ ー ス 
DI1= トーカ 情報 リス ト オフ セッ ト 
CX= トー カ 情 報 リ スト 内 エン トリ 数 
マヤ バーク 誠 芝 の 彦 だ だ 燈 と 薩 災 / ン ノア ん ボー ルク ) (7-/Z / の 7 の の 


出 カ 


AH= リ ター ンコ ー ド (「 較 GP-IB BIOS 概 説 食 使 用 方 法 」 参照) 
DS, SS, SP レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


指定 の トー カ に 対す る シリ アル ポ ボール を 行う . 
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ニー ゴ 
忌 、 


トー カ 情 報 リ スト の 形式 を 次 に 示す . 
ヤヤ バーク 謙 芝 の テー プル (《⑰-/Z // の 5 の 6 の 


員 


トー カ 情 報 リ スト 内 トー カ ア ド レス は , 呼び 出 し 元 で 設定 する 必要 が あ り , 
下位 5 ビッ ト を トー カ ア ド レス と し て 使用 する . 

トー カ 情 報 リ スト 内 STB は GP-IB BIOS で 設定 する . STB の 設定 は , STB 内 RQS 
ビッ ト が 1 の トー カ ア ドレ ス に 対応 する エン トリ まで で あり , 以降 の エン ト 
リ の STB は GP-IB BIOS で は 設定 しない. 

この コマ ンド の 完 子 は, RQOS ビ ッ ト が 1 の STB 受 信 時 また は , 全 エ ント リ の 
STB を 設定 し た と き で ある . RQS ビ ッ ト が 1 の STB を 受信 し た か どう か は , リ 
ター ンコ ー ド に より 識別 可能 で ある . 


・RQS ビッ ト が 1 の STB を 受信 し た 場合 _ DX レジ スタ に その エン トリ 番号 (1 て 


トー カ 情 報 内 エン トリ 数 の 値 ) が 設定 され る . 


・ 時 間 監 視 に よる 異常 終了 (STB 受 信 タ イム オー バー) の 場合 に は , DX レジ スタ 


に STB 送 信 を 行わ な か っ た トト ー カ アド レス の エン トリ 番号 が 設定 され る . 
この コマ ンド の 呼び 出し は , GP-ITB コ ント ロー ラ が アク ティ ブ の 状態 で の み 
可能 で ある . イン アク ティ ブ の 場合 は エラ ー リ ター ン す る . 


・ 制 御 情報 通知 域内 SRQI ビ ッ ト (Interrupt Status 2) は RQS ビ ッ ト が オン 


で , か つ STB 受 信 時 の み オ フ と な る . 


・ ト ー カ アド レス の チェ ッ ク は 行わ な い . 


この コマ ンド の 呼び 出し に より , GP-ITB バ ス は た だ ち に コマ ンド モー ド と な 
る . な お , デー タ 送 受信 の 完了 に か か わら ず コ マン ドモ ー ド と な る . 
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GP-1B BIOS 


AH=0 /H 


N 日 


SRQ の 設定 [SET SRG] 


入 カカ 


AH=07H 
BH=STB コ ー ド 
BL=EOI 指 定 


ヤバ パラ メー タ の 施 定 と 高大 (⑳ 人 4 の 有 定 / (の ⑰-/Z // の の の 


出 カ 


AH= リ ター ンコ ー ド (「 較 GP-IB BIOS 概 説 


DS, SS, SP レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


@ 人 用 方 法 」 参照 ) 


GP-IB 上 に SRQ を 送信 し , GP-IB コ ント ロー ラ か ら の シリ アル ボー ル に よっ 


て , STB を 送信 する . 
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注 


ニー ゴ 
忌 、 


・STB コ ー ド 中 の RQS の ビッ ト 0①6 ビ ッ ト ) が 0 の 場合 , 6GP-ITB 上 へ の SRQ の 送 舎 


は 行わ な い . この 場合 は , STB の 値 お よび PO01 指 定 を 保持 する の み で ある 
(コン トロ ー ラ か ら の シリ アル ポー ルレ によって, 保持 し て いる STB が 送信 さ 
の 


・ 初 期 設定 後に 保持 し て いる STB は 00H, EOI 指 定 は 00H で ある . 
・ こ の コマ ンド の 呼び 出し は GP-ITB コ ント ロー ラ が イン アク ティ ブ の 状態 で の 


み 可 能 で ある . アク ティ ブ の 場合 は エラ ー リ ター ン す る . 


・ こ の コマ ンド は シリ アル ボール に 対す る STB を 保持 する こと で 終了 する . 


コン トロ ー ラ か ら シ リア ルポ ボー ル が 行わ れ た か ど うか は , ISTB の チェ ッ ク 
AH=0BH」 を 行い 判別 し な けれ ば な ら な い . た だ し , SRQ 送 信 を 行わ な か っ た 
場合 に は , 「STB の チェ ッ ク AH=0BH」 に より コン トロ ー ラ か ら シ リア ル 
ポー ル が 行わ れん た か どう か を 判別 する こと は で き な い . 


・SRQ 送 信 中 , コン トロ ー ラ か ら の シリ アル ボー ル 完 了 以 前 に RQS ビ ッ ト が 0 の 


STB を 指定 し て この コマ ンド を 呼び 出し た 場合 , SRQ の 送信 は 停止 する . 
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GP-1B BIOS 


AH=08H 


N 日 


パラ レル ポー ル の 実行 
IEXECUTE PARALLEL POLL」 


| 入力 | 
AH=O6H 


ES= リ スナ 情報 リス ト セグ メン ト ベ ー ス 


DI= リ スナ 情報 リス ト オフ セッ ト 
CX= リ スナ 情報 リス ト 内 エン トリ 数 
BH= パ ラ レル ポー ル 起 動 指 定 


BL=PPU 指 定 


ヤマ ソ ズ ナ 肖 芝 の 誠 燈 と 若 巡 ノリ ラ レル が ーー ルツ ) (⑰P-/Z / の 5 の 9 の 


出 カ 


AH= リ ター ンコ ー ド (「 較 GP-IB BIOS 概 説 食 使 用 方 法 」 参照) 
DS, SS, SP レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


パラ レル レル ポー ルレ の ライ ン 割 りつ け お よび パラ レル ボー ル の 起動 , PPR の 受信 


を 生 り 。 
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注 


ニー ゴ 
尽 、 


・ パ バラ レル レル ポール 起 動 要 を 指定 し た 場合 , 受信 し た PPR は DH レ ジス タ に 設定 さ 


れる . 


・ リ スナ 情報 リス ト の 形式 を 次 に 示す - 


マ / ソ ズブ ナ 湖 痕 の テー プレ ん (4/-// // の 5? の 9 の 
ココ 


・ リ スナ 情報 リス ト は 呼び 出し 元 で 設定 する 必要 が あり , リス ナ ア ド レス は トト 


位 56 ビ ッ ト を 使用 する . 
この コマ ンド の 呼び 出し は , GP-ITB コ ント ロー ラ が アク ティ ブ の 状態 で の み 
同朋 で ある 。 イ ン ア ク デ ティブ の 場合 は ラー リタ ー ン する 、 


・ リ スナ 情報 リス ト 内 エン トリ 数 0, パラ レル ポー ル 起 動 要 , PPU 送 信 要 の 組 


合せ は で き な い . た だ し , GP-IB BIOS に お いて チェ ッ ク は 行わ な い 、. 


・ リ スナ 情報 リス ト の 内 容 の チェ ッ ク は 行わ な い . 


この コマ ンド 呼び 出 し に より , er tl 
る . な お , デー タ の 送受 信 完 了 に は か か わら な い . 
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GP-1B BIOS AH=09H N H 


PPR モ ー ド の 設定 [SEIT PPR MODE」 


人 入 カカ 


AH=09H 
BH=PPR モ ー ド 
マデ ー ム の 誠 定 燈 と 災 (7/-/Z // 0 の 9 の 


出 カ 


AH= リ ター ンコ ー ド (「 較 GP-IB BIOS 概 説 食 使 用 方 法 」 参照) 
DS, SS, SP レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


GP-ITB コ ユン トロ ー ラ か ら の パラ レル レポ ー ル に 対す る 応答 (PPR) の モー ド を 設 


・ 初 期 設 定 後 の PPR モ ー ド は 00H で ある . 
・ こ の コマ ンド の 呼び 出し は GP-ITB コ ント ロー ラ が イン アク ティ ブ の 状態 で の 
み 可 能 で ある . アク ティ ブ の 場合 は エラ ー リ ター ン す る . 
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GP-IB BIOS AH=0AH NH 


タイ ム ア ウ ト の 設定 [SET TIME 0UT] 


入 カカ 


AH=0AH 
BH=TIME 0UT 値 
マタ プス アウ ム 人 の 疹 定 燈 と 萬 災 (⑦-// // の が の の 


出 カ 


AH= リ ター ンコ ー ド (「 較 GP-IB BIOS 概 説 食 使 用 方 法 」 参照) 
DS, SS, SP レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


GP-TB が ハン グ ア ッ プ し た か どう か を 監視 する タイ ム ア ウ トチ ェ ッ ク の 時 簡 
を 指定 する . 


Il 


注 


初期 設定 後 の TIME OUT 値 は OO0H( タ イム アウ トチ ェ ッ ク な し ) で ある . 
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GP-IB BIOS AH=0BH NH 


SITBP の チェ ッ ク [CHECK STB」 


入 


力 


AH=OBbH 


出 


カ 


AH= リ ター ンコ ー ド (「 較 GP-IB BIOS 概 説 食 使 用 方 法 」 参照) 
DS, SS, SP レジ スタ は 保証 され る . 


機 


全 ヒ 
BE 


現在 保持 し て いる STB の 値 , お よび POI 指 定 を 通知 する . 


・ 現 在 保持 し て いる STB の 値 を DH レジ スタ に , EOI 指 定 を DL レジ スタ に 設定 す 


る . 設定 形式 は , 「SRQ の 設定 AH=07H」 で の 指定 値 と 同一 形式 で ある . 

「SRQ の 設定 」 に より SRQ の 送信 を 行っ た 後 , コン トロ ー ラ か ら シ リア ル 
ポー ル が 行わ れる と , この コマ ンド で 通知 する STB 値 の RQS ビッ ト が 0 と な 
る . その 他 の ビッ ト お よび POI 指 定 は 。 シリ アル ポー ル の 有無 に か か わら ず 
その まま 保持 され る . 


・ こ の コマ ンド の 呼び 出し は 。GP-IB コ ント ロー ライ ン が イン アク ティ ブ の 汰 


態 で の み 可 能 で ある . アク ティ ブ の 場合 は エラ ー リ ター ン す る . 
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第 13 章 


サウ ンド BIOS 


13.1 サウ ンド BIO0S 概 説 


サウ ンド BIOS は ノー マル モー ド の み で サポ ー ト され る . 

音楽 の 演奏 は ハー ドウ ェ ア か ら の 割り 込み に より 実行 され る の で , 他 の プロ グラ 
ム と 並行 し て 実行 で きる . サウ ンド BIOS は , MUSIC BIOS( ミ ュー ジッ クジ ェ ネ レー 
タ ボ ー ド :PC-9801-14 用 BIO0S) と 排他 的 に 存在 する . 


田 サ ウン ド BIOS 機 能 一 覧 
マゲ ウン ム 7/ の 5 背 月 一 息 
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サウ ンド BIOS に よる 演奏 は , 次 の 2 種 の 形態 で 行わ れる . 


リア ル タ イ ムカ 機能 : 実行 要求 後 . す ぐに 実行 され る 形態. 
ディ レイ ド 機 能 : PLAY コ マン ド の デー タ と し て 与え られ , 演奏 に つれ 
て 実行 され る 形態 


ディ レイ ド 機 能 は リ アルタイ ム 機 能 の 一 部 を 含ん で お り , 実行 形態 の 違い や や 情報 
の 受け 渡し 方 法 を 除け ば 同一 機能 を も つつ . 
また , 次 の 様 な 条件 に お ける サウ ンド BIOS の 動作 に つい て は 保証 し な い . 


・ 本 章 で 説明 する 以外 の 機能 コー ド や パラ メー タ を 与え た 場合 . 

・ サ ウン ド BIOS を 介さ ず 直 接 ハ バード ウェ ア を 使用 し た 場合 . 

・ サ ウン ド BI0S の 動作 を 制御 する 0PN の レジ スタ を 在 正 な 値 に 書き 換え た 場合 
(た と えば , イン ター バレ タイ マレ ジス タ に 「OPN レジ スタ の 書き 込み AH= 
11H」 で 値 を 書い た 場合 等 ) . 


弄 コ ユー ザー イン ター フェ イス 


サウ ンド BIOS と 上 位 プ ログ ラム と の イン ター フェ イス は , 各種 レジ スタ , 共通 制 
御 情報 通知 域 , パラ メー タリ スト に よっ て 行わ れる . 
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田 使 用 する 作業 域 
本 BIOS で は , 次 の 作業 域 を 必要 と する . 
・ シ ステ ム 共 通 域 (0000H:05EOH) の 4 バイ ト 
・ 制 御 情報 通知 域 256 バ イト 
・ ロ ー カ ル 作 業 域 512 バ イト 


・ ス タッ ク 領 域 96 バ イト 
ヤマ ワー クエ テグ ア ( ゲ ウン ム の 7 の ツ 


ココ 


學 に 共通 制御 情報 域 の 詳細 を 示す . 
マ 間 交 謙 表記 (ザウ ン ため / の ) 
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副 使 用 方 法 


サウ ンド BIOS の 機能 を 利用 する に あたっ て の , 使用 方 法 お よび 制約 事項 等 を 次 に こ 
述べ る . 


①INT ベ クタ の 設定 

サウ ンド BI0S の 各 機 能 の 呼び 出し は , 内 部 INT コ ー ル に よる が , ユー ザー は この 
た め の INT ベ クタ を サウ ン ド BIOS 利用 前 に 設定 し な けれ ば な ら ない. INT ベ ク クタ 設 
定 の た め の 情 報 は , 実 メ テリ アド レス CEE00H よ り 次 に 示す 形式 で 格納 され て いる . 


[EEIIH+ 昌 mlH 
トミ エー ント 日 境 ) 
4 
サロ ンド BIHS 


ユー ザー は , セグ メン ト ア ドレ ス を CEEOH, に オフ セッ ト ア ドレ ス を サウ ンド 
BIOS の エン トリ オフ セッ ト と し て , 適当 な INT 番 号 に 値 を 設定 し な けれ ば な ら な い 
(N88-BASIC イ ンタ プリ タ で は 0D2H が サウ ンド BI0S 用 INT 番 号 と な っ て いる ) . 

な お , サウ ンド 演奏 の た め に 使用 され る 割り 込み に 関し て は , ユー ザー が 関知 す 
る 必要 は な い . サウ ンド BI0S が , 初期 化 寺 に , ディ ッ プ スイ ッ チ を 参照 し て , 必要 
な INT ベ クタ を 設定 する . 


② 初 期 設定 
人 ド BIOS 使 用 に あたっ て は , 各種 リソー ス の 初期 設定 が 必要 で あり , コー 
ー は 必ず 初期 化 を 行わ なけ れ ば な ら な い . 


③ 呼 び 出し 方 法 

サウ ンド BI0S を 呼び 出す と き に は , パラ メー タ を 各 レ ジス タ に 設定 し , ① で 設定 
し た INT 番 号 を も と に , 内 部 INT で コー ル す る . この と き , SS, SP に は , サウ ンド 
BIOS で 使用 可能 な スタ ッ ク ア ドレ ス を 設定 し て お か な けれ ば な ら な い . 
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人 @ 注 意 事 項 
サウ ンド BIOS 処 理 中 に お いて は , 外部 割り 込み 可 と な っ て いる . 


画 害 | り 込み 処理 概要 


サウ ンド BIOS は , OPN 内 タイ マレ ジス タ A, B を 使用 し , 割り 込み に よっ て 処理 を 
の 

ー つ は 演奏 の 進行 を 制御 すろ る ため の テ ン ポ クロ ッ ク と し て 使用 され , も う 一 方 
は , LFO 効 果 等 の ハー ドウ ェ ア を 制御 する た め の ク ロッ ク と し て 使用 され る . 

テン ボク ロッ ク 割 り 込 み も ハー ド 制 御 割り 込み も 同一 INT ベ クタ を 使用 する が 
どちら の 割り 込み に よる も の か は タイ マレ ジス タ の フラ グ に より 判 串 す る. 


テン ボク ロッ ク 割 り 込み 

テン ポ ク ロ ッ ク 割 り 込 み は , Step time 1 ご と に 発生 し , その 間隔 は 設定 され て 
いる テン ボ 数 に より 変わ る (最小 Smsec) . 

この 割り 込み で 扱わ れる の は , Step time 単 位 の 処理 で ある . 

學 に 手順 を 示す . 


① 各 チャ ネル の 発音 時 間 を Keep す る . 
1 回 の 割り 込み ご と に Step time を カウ ント し て いき , 各 チ ャ ネル の Key-0N/ 
OFF を 制御 する . 

②PLAY バ ッ フ ァ よ り , ディ レイ ド 機能 を 取り 出し て 処理 する . 
指定 時 間 を 過ぎ た (Step Tinme カ ウン ト が 終了 し た ) ら , PLAY バ ッ フ ァ か ら デ ィ 
レイ ド 機 能 を 取り 出し て 処理 する . 
た だ し Step Time を パラ メー グ と し て も た な い コ マン ド は , 同 王 チャ ネル で 
次 々 と 実行 され て いく . 
この た め , Step Time の な い コ マン ド を 同一 チャ ネル に あま り 長 く 連 続 し て お 
く と , テン ポ が 狂う こと が ある . 
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③PLAY バ ッ フ ァ の 更新 お よび PLAY バ ッ フ ァ エ ンプ ティ 割り 込み の 処理 . 


ディ レイ ド 機 能 の 実行 ご と に PLAY バッ ファ を 更新 し て いき , バッ ファ エン プ 
ティ 割り 込み が 設定 され て いれ ば , その 処理 を 行う . 


以上 を 1^6CH に つい て 行う . 


@ ハ ー ド 制御 割り 込み 
ハー ド 制 御 甘 り 込 み は 主として LFO 効 果 人 等 の ハー ド 側 刀 理 の た め に 発生 する . 
割り 込み 間 編 は 4msec で 固定 され て いる . 
ハー ド 制 御 言 り 込 み で の 処理 は 次 の 通り で ある . 


・LFO 効 果 の 制御 … LF0 動 作 そ て の も の お よび その ON/OFF 


・ALL STOP ノ CONT PLAY の 制御 
・ そ の 他 , 音楽 演奏 目 体 より も 下位 レベ ル の 処理 
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音 長 と 音程 


音 長 

サウ ンド BIOS で は 音 長 を Step Time で 指定 する . 

テン ポ 設 定 は , この Step Time 48 に 対す る 1 分 間 の 演奏 回 数 で 設定 され る . 

通常 の 演奏 は 1 小節 あたり 96 Step Time で 十分 で ある . 余 彼 を みて 1 小節 192 
Step Time と すれ ば ほとん どの 演奏 に は 不 自由 は な い . 

1 小節 を 192 Step Tine と すれ ば , 48 Step Time は 4 分 音符 に 相当 する . 

よっ て , 「 デ テン ポ の 設定 AH=15H」 は 楽譜 表記 の =n に お ける n の 値 を 設定 する 
も の と みて よい . 次 に 1 小節 あたり の Step Time と 各 音 長 の Step Time を 示す . 


壁 雪 填 は 訟 定 可 


人 @ 音 程 
発音 音 程 と 音程 , 音 長 の 設定 で 使用 され る Key No. (0^96) の 対応 は 次 表 の 通り 
で ある . 
〒 施 彦 と ey 
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13.2 サウ ンド BIOS コ マン ド 


サウ ンド BI0S AH=00H N 


サウ ンド BIOS の 初期 化 [INITIALIZE] 


入 カ 


AH=00H 
ES= サ ウン ド BIOS 作 業 域 セ グ メ ント ベー ス (0000H^FFFFH) 


出 カ 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


サウ ンド ボー ド お よび サウ ンド BI0S の 初期 設定 , 共通 制御 情報 城 の 設定 を 


2 


サウ ンド BIO0S が 使用 する 共通 制御 情報 域 の ササ イズ は 256 バ イト で , その 後に 


サウ ンド BI0S の ロー カル ワー クエ リア と し て 512 バ イト を 必要 と する . 
初期 化 時 の 各 値 の 初期 状態 を 次 に 示す . 
音 長 :48step 
テン ボ :120(48step ノ min) 
Gate time ノ Step Time:8 
CH 1^3 パラ メー タ : 不 定 
CH 4^6 パラ メー タ : 不 定 
各 音 湖 の パラ メー タ は 不定 の た め , 初期 化 後 に 設定 を 行う 必要 が ある . 
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尽 、 


・ サ ウン ド BI0S 利 用 時 に は 必ず 最初 に この コマ ンド を 実行 し な けれ ば な ら な 


\ 


・ ユ テー ザー は , この コマ ンド を 呼び 出す 前 に PLAY バッ ファ を 確保 し て お き , 


その ロケ ーション , 長 さ を BUF_OFFn, BUF_SEG n, BUF LNG nm フィ ー 
ルド に 格納 し て お か な けれ ば な ら な い (PLAY バ ッ フ ァ 長 は 2 の 倍数 の こと ). 


・ ユ ー ザ ー は 。 サウ ンド 機能 の 使用 終了 まで , 共通 制御 情報 域 お よび サウ ンド 


BIOS ロ ー カ ル 作 業 域 の 内 容 を 保証 し な けれ ば な ら な い . 
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サウ ンド BI0S AH=01H N 
演奏 の 開始 [PLAY] 

入 力 

AH=01H 


NZ2Y ク スー バル リス ドロ グー ショ シン 


出 力 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


ES:BX で ユー ザー に より 与え られ た パラ メー タリ スト に し た が い , 各 チ ャ ネ 
ル の 演奏 を 開始 する . パラ メー タリ スト は , 各 チ ャ ネル の デー タブ ロッ ク の ロ 
ケー ショ ン , 長 さ を 情報 と し て も つ 28 バ イト の デー タ で ある . 

各 チ ャ ネル の デー タブ ロッ ク よ り PLAY バッ ファ に デー タ を 転送 し た 時 点 で 
終了 し , 以降 の 演奏 は イン ター バレ タイ マ か ら の 割り 込み に よる 演奏 ルー チン 
が 行う . 

パラ メー タリ スト は 次 の 形式 を も つ . 

ヤマ 竹 テ チャ ネル の デー タバ パッ ファ へ の が アブ ンタ ( ゲ ウ ン ム 7 の / の 7 の 7 
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注 


ニー ゴ 
忌 、 


・ 各 デー タブ ロッ ク は , ディ レイ ド 機 能 か ら な る メモ リプ ロッ ク で ある . デー 


タブ ロッ ク 中 に ディ レイ ド 機 能 以外 の デー タ が あっ た 場合 の 動作 は 保証 し な 
い . 


・ デ ー タ ブロ ッ ク は 。 初期 化 時 に 設定 し た バッ ファ の 空き エリ ア よ り も 短く な 


けれ ば な ならない, パソ ツア の 衝 き エリ デア デ より も 大 き な デ ー ク タブ セッ ク を 与え 
た 場合 の 動作 は 保証 し な い . 


・ ユ ー ザ ー が 各 チ ャ ネル の 演奏 の 終了 を 判定 する に は , バッ ファ エン プチ テ . 割 


り 込み を 利用 する か , 共通 制御 情報 城 を 参照 し て 有効 バイ ト 数 を みる 必要 が 
ある . 


516 


第 13 草 サウ ンド BIO0S 


サウ ンド BI0S AH=02H N 


演奏 の 終了 [CLEAR] 


人 入 カカ 


AH=02H 
AL= 処 理 指定 

00H: 演奏 の 中 止 , バッ ファ クリ ア 

01H: 演 奏 の 中 止 , バッ ファ クリ ア と 共通 制御 情報 域 を 初期 化す る 


出 カ 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


現在 の 演奏 を 中 止 し , PLAY バ ッ フ ァ を クリ ア す る . 


注 意 


・ サ ウン ド BIO0S の 利用 を 終了 する 場合 に は , 必ず この コマ ンド を 呼び 出さ な 
けれ ば な ら な い . 

・ こ の コマ ンド を 実行 後 , 共通 制御 情報 域 お よび サウ ンド BIOS ロ ー カ ルレ ワー 
クエ リア を 保証 する 必要 は な い が , 初期 化 コ マン ド の 実行 な し に , サウ ンド 
BIOS を 使用 する 場合 は 保証 し な く て は な ら な い . 
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サウ ンド BIO0S AH=10H 


N 


0PN レ ジス タ の 読み 出し [READ REG] 


入 カカ 


AH=10H 
AL= レ ジス タダ 番号 (00H^FFH) 


出 カ 


BH=00H 
BL= レ ジス タ 内 容 (00H^FFH) 
BX 以 外 の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


指定 され た 0PN レジ スタ の 内 容 を 読み 出す . 


注 意 


・OPN レジ スタ の うち , 特に FM 音源 関係 の レジ スタ は 読み 出し 不可 能 な た め 
この コマ ンド と IOPN レジ スタ の 書き 込み AH=11H」 を 使用 し な けれ ば な ら 


な い 、. 


・ こ の コマ ンド で 保証 する の は 「OPN レジ スタ の 書き 込み AH=11H」 に より 書 
き 込ん だ 値 に つい て の み で あり , ハー ドウ ェ ア に 対し 直接 書き 込ん だ 場合 こ 


は 保証 し な い 、. 
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サウ ンド BI0S AH=11H N 


0PN レ ジス タ の 書き 込み [WRITE REG] 


人 入 カカ 


AH=11H 
AL= レ ジス タタ 番号 (00H^-FFH) 
BL= 設 定 値 (00H<-FFH) 


ディ レイ ドド 機能 フォ ー マ ッ ト 
第 1 バイ ト =81H 

第 2 バイ ト = レジ スタ 番号 (00H^FFH) 
第 3 バイ ト = 設 定 値 (00H-FFH) 


出 カ 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


指定 され た 0PN レジ スタ に 値 を 書き 込む . 


519 


第 13 草 サウ ンド BIOS 


尽 、 


・ サ ウン ド BIO0S を 利用 する と き は , 必ず この コマ ンド に よっ て レジ スタ の 内 


容 を 変更 する こと . 「OPN レ ジス タ の 読み 出し AH=10H」 コ マン ド は , この 
コマ ンド と の 併用 に お いて 保証 され る . 


・ こ の コマ ンド は , OPN の 全 レ ジス タ に つい て 書き 込み を 許可 し て いる が 


イン ター バル レタ イマ 等 サウ ンド BI0S の 基本 動作 を 規定 する レジ スタ を 変更 
する 場合 , それ 以降 の 動作 に つい て は 保証 しない. 


・ こ の コマ ンド は , で き る だ け 各 音源 の パラ メー タ の 一 時 的 変更 の 目的 に 使用 


Se 
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サウ ンド BIO0S AH=12H N 


GS 値 の 設定 [SET 1T0UCH] 


人 入 カカ 


AH=12H 
AL= 指 定 チ ャ ネル (00H05H:CH1^CH6 に 対応 ) 
BL=G ノ S 値 (00HC07H:1 プ 8^8 ノ 8 に 対 訪 ) 


ディ レイ ド 機 能 フ ォ ー マ ッ ト 
第 ! バ イ ト =82H 
第 2 バイ ト =G ノ S 設 定 値 (00H<07H) 


出 カカ 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


音程 , 音 長 の 設定 時 の Gate time ノ Step Time(G ノ S 値 ) を 設定 する . 
Gate Time: 実 際 に 音 を 出し て いる 時 間 
Step Time: 音 長 
以後 の 音程 , 音 長 を 設定 し た 場合 に は , この コマ ンド の 設定 値 で ON ノ OFF さ 
れる . 
ヤマ 57e/ //e と 6276 7//e の 胡 災 / ケ ウ クン ム の / の 7 / ク の 


晃 
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注 意 


Step Time が 12 以 下 の 音 長 に 対 し て は BI 0S 内 部 で 適当 に 分 割 す る た め , 必 
ず し も G ノ S 値 で 指定 し た 比率 と は な ら な い ( 近 い 比 率 に は な る ) . 

また , エン ベビ ロ ー ブ 形状 の 設定 状態 に よっ て は , 小さ V い G ノ S 値 に 設定 し た 
際 , 発音 し て も 聞き と れ な い 場 合 が ある . 
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サウ ンド BI0S AH=13H N_ 


音程 , 音 長 の 設定 [NOTE] 


入 カカ 


AH=13H 
AL= 指 定 チ ャ ネル (00H て 05H:CH1^CH6 に 対応 ) 
PBH=Key NO. 
00H-60H:Key NO.0^96 に 対応 
80H : 休 符 
BL= 音 長 
00H : 省 略 ( 計 定 値 
01H^FFH: 音 長 (Step Time) 


ディ レイ ド 機 能 フ ォ ー マ ッ ト 
第 1 バイ ト =Key No 
00H^60H:Key No.0^96 に 対応 
80H : 休 符 
第 2 バイ ト = 音 長 
00H : 省 略 ( 計 定 値 
01H^FFH: 音 長 (Step Time) 


出 力 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 
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機 能 


音程 , 音 長 の 指定 に し た が っ て 発音 する . G ノ S 値 は , IG ノ S 値 の 設定 AH= 
12H」 で 設定 され た 値 を と る . 

リア ル タ イ ム 機 能 に お いて , 指定 チャ ネル 発音 中 に 実行 し た 場合 , 前 の 音 が 
切れ て 新しい 音 が 発音 され る . 


注 意 


この コマ ンド は , 特別 な 用 法 以 外 デ ィ レ イド 機能 と し て 使用 し た 方 が 望ま し 
いい. 
マ /(ey の タプ ミン グ と テン ベ ワ ローン 痛 災 (/ ケ ウン ム た 7/25 7 の 


叶 


① 発 音 チ ャ ネル の Key を OFF す る . 

② 発 音 周波 数 (F-number) を セッ ト し て Key を ON する ( 休 符 の 場合 skip). 
3③G ノ S 値 に より 規定 され る 時 間 経過 後 , Key を OFF す る . 

④ 音 長 で 規定 され る 時 間 ま で さら に 待つ . 
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サウ ンド BI0S AH=14H N 


音 長 規定 値 の 設定 [SET LENGTH] 


入 カカ 


AH=14H 
AL= 指 定 チ ャ ネル (00H^05H:CH1^CH6 に 対応 ) 
BL= 音 長 (01H^FFH:Step Time で 指定 ) 


ディ レイ ド 機 能 フ ォ ー マ ッ ト 
第 1 バイ ト =83H 
第 2 バイ ト = 音 長 (01H^FFH:Step Time で 指定 ) 


出 力 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 
音 長 既定 値 を 設定 する . 
注 意 


音程 。 音 長 の 設定 AH=13H」 , 「 発 音 状態 の 維持 AH=1EH」 に お ける 音 
長 規 定 値 設 定 用 で ある . 
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サウ ンド BI0S AH=15H N 


テン ボ ポ の 設定 [SET TEMP0] 


人 入 カカ 


AH=15H 
BL= テ ン ポ 数 (01H-FFH:48 Step ノ min 単 位 で 指定 ) 


ディ レイ ド 機 能 フ ォ ー マ ッ ト 
第 1 バイ ト =84H 
第 2 バイ ト = テ ン ポ 数 (01H^FFH:48 Step ノ min 上 単位 で 指定 ) 


出 力 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


全 チ ャ ネル 共通 に テン ポ を 設定 する . テン ポ 数 の 単位 は 1 分 間 に 48 Step 
Time の 「 音 程 , 音 長 の 設定 AH=13H」 を 実行 で き る 回 数 で ある (全音 符 を 
192 Step Time と すれ ば , 48 Step Time は 4 分 音符 に 相当 する . よっ で て, 

“=n” の n と 考え て よい ) . 


注 意 


あま り 速 い デ テン ボ 数 を 設定 する と , 演奏 が 乱れ る こと が ある の で 注意 する こ 
6 
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サウ ンド BI0S AH=16H N 
すべ て の バ パラメータ の 書き 込み 
[SET PARA BLOCK] 


人 入 カカ 
AH=16H 
AL= 指 定 チ ャ ネル (00H て 05H:CH1^CH6 に 対応 ) 
ES:BX= 設 定 パ ラメ ー タ ブロ ッ ク 開 始 ロ ケー ショ ン 
DL= パ ラメ ー タ ブロ ッ ク の 形式 

00H:WORD 
01H:byte 


ディ レイ ド 機 能 フ ォ ー マ ッ ト 

第 1 バイ ト =S85H 
第 2 バイ ト = パ ラメ ー タ ブロ ッ ク の 形式 

00H:WORD 

01H:byte 
第 3, 4 バイ ト = 設 定 パ ラメ ー タ ブロ ッ ク 開 始 オ フ セ ッ ト Low-by te 
High-byte の 順 
第 5, 6 バイ ト = 設 定 パ ラメ ー タ ブロ ッ ク 開 始 セ グ メ ント 

マ バ パラメータ 育 逆 / ザ ウン ム 7/ の 6 7 


出 カ 
すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 
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機 能 


FM 音源 チャ ネル に 対し 音色 パラ メー タ を ブロ ッ ク 設 定 する . 

サウ ンド BIO0S は 。 この コマ ンド を 与え られ る と 指定 チャ ネル の 発音 を 停止 
し , 上 位 に よっ て 示さ れる ア ドレ ス よ り 存 在 す る 100 また は 51 バイ 下 の ノ ダラ 
メー タブ ロッ ク を 指定 チャ ネル に 対し て 設定 する . 


注 4 ト す 3 


是 


音色 パラ メー タ 設 定 直後 は , LFO 効 果 は ON に な っ て いる . 
指定 チャ ネル が FM 音源 で な か っ た 場合 は 無視 され る . 
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サウ ンド BI0S AH=1 /H N 


パラ メー タ の 読み 出し [READ PARA] 


人 入 カカ 


AH=17H 
AL= 指 定 チ ャ ネル (00H-05H:CH1^CH6 に 対応 ) 
BL= パ ラメ ー タ 番号 (00H-31H: パ ラメ ー タ No. 0^49 に 対応 ) 


出 カ 


BX= 設 定 さ れ て いる 値 (0000H^FFFFH) 
BX 以 外 の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


指定 チャ ネル の 音色 パラ メー タ の 内 容 を 読む . パラ メー タ が バイ ト の 場合 
BX の 上 位 バ イト は クリ ア さ れる . SSG 普 湖 に つい て , FM 湖 の パラ メー タ を 指 
定 し た 場合 に 返さ れる 値 は 不定 で ある . 
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サウ ンド BI0S AH=18H N 


パラ メー タ の 書き 込み [WRITE PARA] 


人 入 カカ 


AH=18H 
AL= 指 定 チ ャ ネル (00H て 05H:CH1^CH6 に 対応 ) 

BL= パ ラメ ー タ 番号 (00HC31H: パラ メー タ No. 0 へ 49 に 対応 ) 
DX= 設 定 値 (0000H^FFFFH) 


ディ レイ ド 機 能 フ ォ ー マ ッ ト 
第 1 バイ ト =86H 
第 2 バイ ト = パ ラメ ー タ 番号 (00HC31H: パ ラメ ー タ No. 0 て 49) 
第 3, 4 バイ ト = 設 定 値 (0000H^FFFFH:Low, High の 山 ) 


出 カ 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


各 チ ャ ネル の パラ メー タ を 設定 する . パラ メー タ が バイ ト の 場合 , DL また 
は 第 3 バイ ト の 値 が セッ ト さ れる . 


注 意 


SSG 音 湖 に つい て , FM 音源 の パラ メー タ を 設定 し た 場合 の 動作 は 保証 し な 
MM 
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サウ ンド BI0S AH=19H N 


演奏 の 一 時 停止 [ALL STOP」] 


人 入 カカ 


AH=19H 


出 カ 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


ビ 
演奏 を 一 時 中 断 する . 

すべ て の チャ ネル の ON ン OFF 状 態 は セー ブ さ れ , 演奏 の 再開 に 備え る . 

この コマ ンド は , イン ター バレ タイ マ よ り の 割り 込み を 禁止 する も の で , 再 
び 割 り 込 み を スタ ー ト させ る に は 「 演 奏 の 開始 AH-01H」 か 「 演 奏 の 再 半 
AH=1AH」 を 実行 する . 


注 意 


この コマ ンド に よる 停止 は ハー ドウ ェ ア 制 御 割り 込み 単位 で 行わ れる . 
演奏 の 再開 AH=1AH」 で 再開 する 場合 , 共通 制御 情報 城 お よび サウ ンド 
BIOS ロ ー カ ル エ リア は 保証 し な けれ ば な ら な い . 
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サウ ンド BIO0S AH=1AH N 


演奏 の 再開 [CONT_ PLAY」 


演奏 の 一 時 停止 AH=19H」 に より 中 断 し た 演奏 を 再開 する . セー ブ され 
た 各 チ ャ ネル の ON ン /OFF 状 態 は 復旧 され , 割り 込み が 再開 され る . 


一 時 停止 一 再開 の タイ ミン グ 
一 邦人 克 と た から 上 胡 へ の タプ アミング (ザウ ント ム Z が /27 7 の 


注 意 


演奏 の 一 時 停止 が 行わ れ な い の に 演奏 の 再開 を 行っ た 場合 は , BIOS の 動作 
に は 何 も 影 響 を 与え な い . 

エン ベロ ー プ は サウ ン ド BT0S で は 直接 制御 で き な い た め , Key-ON の タイ 
ミン グ で 開始 する . 演奏 の 一 時 停止 の 後 , 再び 再開 する 必要 が な けれ ば , いか 
な る マク ロ を 実行 し て も よい . 
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サウ ンド BI0S AH=1EH N 


音 状態 の 維持 [HOLD STATE] 


人 入 カカ 


Al=1EH 
AL= 指 定 チ ャ ネル (00H-05H:CH1 へ CH6 に 対応 ) 
BL= 維 持 す る 長 さ 
00H : 省 略 … 巡 定 値 
01H^FFH:Step Time 


ディ レイ ド 機 能 フ ォ ー マ ッ ト 
第 1 バイ ト =89H 

各 2 バ イト = 維持 する 長 さ 
00H : 省 略 … 既定 値 
01H^FFH:Step Time 


出 カ 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


Key-ON ノ OFF の 状態 を 維持 し た まま 指定 時 間 待 つ . 
「OPN レジ スタ の 書き 込み AH=11H」 に より , Key-ON ノ OFF の 状態 を 変更 し 
た 後に 一 定時 間 そ の 状態 を 保つ 場合 、 こ の コマ ンド を 使用 する . 
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注 意 


音程 音 長 の 設定 AH=13H」 に より 休 待 を 指定 し た 場合 に は , 最初 こ 
Key-OFF を 行う た め , この コマ ンド の よう に は 使え な い . 

音程 。 音 長 の 設定 AH=13H」 の 後に この コマ ンド を 使用 すれ ば , 休 符 と 
同じ 効果 と な る . 
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サウ ンド BI0S 


AH=1BH 


LF0 効 果 の ONLMODU ON] 


人 入 カカ 


AH=1bH 


AL= 指 定 チ ャ ネル (00H-05H:CH1^CH6 に 対応 ) 


ディ レイ ド 機 能 フ ォ ー マ ッ ト 


第 1 バイ ト =87H 


出 カ 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


LFO 効 果 を 0N に する . 


この コマ ンド は , LFO パ ラメ ー タ の 設定 値 が 何で あっ て も 昌 響 な く 実 行 さ れ 


9 


つま り , 本 来 LFO 効 果 の な い 音 色 で あっ て も LFO 効果 を つけ よう と する ( 実 人 
に 設定 され て いる LFO パ ラメ ー タ が すべ て 0 な ら ば 効果 は あら われ な い ) . 
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サウ ンド BI0S 


AH=1CH 


LF0 効 果 の 0FF[MODU OFF] 


人 入 カカ 


AH=1CH 


AL= 指 定 チ ャ ネル (00H-05H:CH1^CH6 に 対応 ) 


ディ レイ ド 機 能 フ ォ ー マ ッ ト 


第 1 バイ ト =88H 


出 カ 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


LFO 効 果 を OFF に する . 
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サウ ンド BI0S AH=1DH N 


割り 込み 条件 の 設定 [SET INT COND] 


人 入 カカ 


AH=1DH 
AL= 指 定 チ ャ ネル (00H て 05H:CH1^CH6 に 対応 ) 
ES:BX= 割 り 込 み プ ロ セ スエ ント リ 
CX= 有 人 効 バ ッ フ アァ 長 
Ds 0 : 割 り 込み Disable 
1 : 割 り 込 み Enable 
D14^ て Do : 有効 バッ ファ 長 


注意 : 有効 バイ ト 数 指定 値 の D の 15 ビット が 0 の と き は , D14^D0 ビ ッ ト の 値 ( 意 
味 を も た な い . 


出 カ 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 
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機 能 


PLAY バ ッ フ ァ エ ンプ ティ に 割り 込み の 条件 を 設定 する . 
填 | り 込み の タイ ミン グ は 次 の 通り で ある . 
i 軍 本 中 


有 交 バイ ト 款 志 指 定 以下 に っ た と 寺 


FE- DaLL 


宇 | : 寺 
胃 ME | 


割り 込み プロ セス エン トリ 時 の レジ スタ 内 容 は 次 の 通り で ある . 


AX= 割 り 込 み 発 生 チ ャ ネル No. 
BX= 有 人 効 バ イト 数 


それ 以外 の レジ スタ に つい て は 不定 で ある が , ユー ザー 割り 込み プロ セス 内 
で 保証 する 必要 は な い . 
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注 意 


・ 指 定 チ ャ ネル の 有効 バイ ト 数 が 指定 値 以 下 に な っ た と き , 割り 込み プロ セス 
を FAR-CALL す る . 

・ 割 り 込 み プ ロ セ ス は , INTERRUPT FLAG が OFF の 状態 で CALL さ れる . 

・ 割 り 込 み プ ロ セ ス 中 で は , 外部 割り 込み は 不可 に し て お く こ と . 
割り 込み プロ セス の 実行 時 間 は で きる だ け 短 いこ と . あま り 長 いと テン ポ が 
狂う 等 の 障害 が 起こ る 場合 が ある . 
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サウ ンド BI0S AH=1FH N_ 


音源 の 音量 の 設定 [SET VOLUME」 


人 入 カカ 


AH=1FH 
定 ナ チャ ネル (00H て 02H:CH1-CH3 に 対応 ) 
[= 設定 値 (00H て 7FH:00H で 最小 , 7FH で 最大 ) 


ディ レイ ド 機 能 フ ォ ー マ ッ ト 
第 1 バイ ト =8AH 
第 2 バイ ト = 設 定 値 (00H<7FH) 


出 力 


すべ て の レジ スタ は 保証 され る . 


機 能 


FM 音源 の 音量 を 設定 する . コマ ンド 実行 時 に 対応 する チャ ネル の パラ メー 
タフ ィ ー ル ド (FB_ALG) を 参照 し キャ リア オペ レー タ ( 最 も 出力 に 近い オペ 
レー タ ) の 音量 を 操作 する . 
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第 2 部 
BI0S(PC-98LT) 


第 1 草 BIOS 概 説 


系 1 草 


BIO0S 概 説 


PC-98LT の BIO0S は , 従来 の PC-9800 シ リー ズ の BIOS( ノ ー マ ル モー ド ) に 準じ て 
いる . この 章 で は , 従来 機種 の B10S の 機能 と , PC-98LT の BIOS の 機能 を 比較 し , そ 
の 相 佑 点 を 記述 する . 

表 中 の 記号 は 次 の 意味 を 表わし て いる . 


ー : 従来 機 租 と 同じ 
X : サポ ー ト せ ず 


な お , フラ グ ビ ッ ト に xxxx/yyyy と いう 表記 が ある 場合 , 左側 xxxx は ビッ ト が 
1 で ある 場合 , 右 仙 yyyy は ビッ ト が 0 で ある 場合 の 意味 を 表わし て いる . 
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1.1 キー ボー ド BIOS(INT 18H) 


マチ キー が 一 人 7/ の 次 月 室 一 監 (7/7 7 の (7 の - の 7 


1.2 CRT BIOS (INT 18H) 


マ / の 7 // の 次 月 室 一 稲 (/77 79 の 7 のど - の 7 


1.3 RS-232C BIOS(INT 19H) 


マ /-222/ / の 底 月 室 一 息 (777 7 の の (7 の - の 7 / 


1.4 ブリ ンタ BIOS(INT 1AH) 


ヤマ プ ソ ンタ の // の 5 旗 逐 孝一 息 // ル 7 74 の の 7 と 2 の 妨 
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1.5 DISK BIOS (INT 1BH) 


マ //57 // の 背 月 室 一 監 (7/W7 7 79 


1.6 タイ マ BIOS (INT 1CH) 


ヤマ タプ ブ マ の / の 背 月 義一 臣 (/W7 7 797 / 
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1.7 グラ フィ ッ ク BIOS(INT 1DH) 


PC-98LT の グラ フィ ッ ク BIOS は , PC-9800 シ リー ズ 従 来 機種 の グラ フ LI0 に 相当 
する 機能 を 提供 する も の で ある . た だ し PC-98LT に は , 表示 モー ド と し て 従来 機 
の 640X400 ドッ ト , モノ クロ モー ド に 相当 する モー ド 1 種 類 し か 存在 し な い . し た 
が っ て , 色 と し て は 白 と 黒 の 2 種類 し か 使用 で きず , パレ ッ ト な ども 存在 し な い . 


@ 呼 び 出 し ……… INT 1DH 

グラ フ LI0 は , コマ ンド ご と に INT 番 号 が 対応 し , LIO 使 用 前 に ITNT ベ クタ に エン 
トリ ポイ ント を セッ ト し て いた . PC-98LT の グラ フィ ッ ク BIOS は , AH レジ スタ に コ 
マン ド を セッ ト し た うえ , すべ て INT 1DH に よっ て 呼び 出す よう に な っ て いる . 


バラ メー タリ スト ……… DS : 0020H 

PC-9800 シ リー ズ 従 来 機種 の グラ フ LI0 で は , パラ メー タリ スト の アド レス を DS: 
BX に よっ て 与え て お り , 各 パ ラメ ー タ は, ステー ト ア ドレ ス か ら の 相対 アド レス に 
JC ゲ ク アジ べ L で だ 、 

PC-98LT の グラ フィ ッ ク BIO0S で は , パラ メー タリ スト は DS : 0020H か ら で あ り , 
オフ セッ ト ア ドレ ス そ の も の は 固定 され て いる . 


の @ コ マン ド 


PC-98LT に は カラ ー パ レット の 機能 が な いた め , グラ フ LTIO0 の GCOLOR2 に 相当 す 
る コマ ンド は な い 、. 
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人 @ 入 力 バ パラ メータ 
PC-98LT の ハー ドウ ェ ア の 相違 の た め , 以下 の コマ ンド で 入力 パラ メー タ に 変更 
が 加わ っ た . 


ビュ ー ボ ポー ト 領 域 の 初期 化 
画面 モー ド , 画面 スイ ッ チ , アク ティ ブ 画 面 , デ ィ ス プレ イ 画 面 の 指定 が な 
いい . 


フォ アグ ラウ ンド カラ ー, バッ ク グ ラウ ンド カラ ー の 設定 
ボー ダー カラ ー の 指定 が な い . 


画面 イメ ー ジ の 復帰 , 日 本 語 の 描画 
バッ ク グ ラウ ンド カラ ー, フォ アグ ラウ ンド カラ ー の 指定 が な い . 
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党 2 音 


CRI BIOS 


2.1 CRT BIOS 概 


田 CRI BIOS 機 能 一 覧 (INT 18H) 


マ の の 7 が / の 次 月 一 息 


AH=0AHC1BH に つい て は 「 第 1 部 第 3 草 CRT BIOS」 参照 の こと . 
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2.2 CRT BIOS コ マン ド 


INI 18H AH=21H 


メモ リス イッ チ の 読み 出し 
[Read Memory Switch」] 


和信 カカ 


AH=21H 
Al= ス イッ チチ 番号 (1 へ 8) 


出 カ 


DL= メ モリ スイ ッ チ の 内 容 


機 能 


指定 され た メモ リス イッ チ の 内 容 を 読み 出す . 


PC-9800 シ リー ズ の メモ リス イッ チ SW1^ へ SW8 に 相当 する . 
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INI 18H AH=22H 


メモ リス イッ チ の 書き 込み 
[Write Memory Switch] 


| 和 . カ | 
AH=22H 
AL= ス イッ チ 番 号 (1 て 8) 
MI 二 27 昼 ンー の 


出 カカ 
な し 


機 能 


メモ リス イッ チ の 内 容 を 書き 換え る . 
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INI 18H AX=25H 


エミ ュ レ ーション VRAM の 確保 
[Set Emulation VRAM Address」 


| 共 カ 」 
AX=2500H 
CX= テ キス トコ ー ド 領域 の 大 き さ 
DX= エ ミュ レー ショ ン VRAM の セグ メン ト ア ドレ ス 


出 
な し 


機 能 


PC-98LT は テキ スト VRAM を も た な い が , 仮想 VRAM を 確保 する こと に より 他 
の PC-9800 シ リー ズ と ソフ トウ ェ ア の 互換 を と る こと が で きる . 


解 説 


エミ ュ レ ーション VRAM は 次 の よう な 構造 に な る . 


テキ スト コー ド 祝 城 
(一 画面 分 約 MKB) 


テキ ヌス ト デ アデ トリ ピュ ー ト 鶴 培 
(一 画面 宝 約 B) 
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な お MS-D0S の 下 で は , CX=10AOH と し て あら か じ め エ ミュ レー ショ ン VRAM が 
確保 され て お り , 次 の よう な レイ アウ ト に な っ て いる . MS-DOS に よっ て 確 層 
SUC い の 二 きこ レー ショ ン VRNAMUO ル セグ クノ メン ト ア トレス | ドド ョ レー 
ショ ン VRAM の ア ドレ ス 情 報 の 取得 AX=2501H] に よっ て 取得 で きる . 

マテ ミュ レー ショ ラン! 名 4 の アバ ルス 777 7 ルク 2 の (7 の - の 9 / 


量 
文字 コー ド 表 現 
VRAM 上 で の 文字 コー ド の 表現 は 次 の よう に 行う . 
ANK 
〒 マ 74 で の 叉 学 フ ー バ 4///777 7 の ルク 2 の (ZZ- の 7 / 
BE 
標準 漢字 
マ 4 で の 又 学 フー バ 底 湊 実学 // ル 7 7 ルク 2 7 の - の 7 / 
量 
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漢字 の VRAM 上 の 表現 は 4 バイ ト で 行わ れる . すなわち 次 の よう な 形式 で あ 
の 、。 
マ 4 で の 双 学 コード 着 学 の 義 更 // ル 7 7 の ルク 2 の (7 の - の 7 / 


ココ 


ユー ザー 定義 文字 
マ %47 で の 文学 コー が ユー ゲー 征 誠 文字 (07725 の (の -9 婦 7 


避 


ユー ザー 定義 文字 の VRAM 上 の 表現 は 4 バイ ト で 行わ れる . 


アト リピ ビュ ー ト 


アト リ ビ ュ ー ト は 画面 上 の 1 キャ ラク タ を 修飾 する た め の 16 ビ ッ ト 情 報 で あ 
る . 他 の PC-9800 シ リー ズ で は 8 ビッ ト の 情報 で ある が , PC-98LT で は 16 ビッ 
ト に 拡張 され て いる . 

マ アム バグ どど ュー ム 只 4777 7 ク 2 め (77Z- の みみ 


避 
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INI 18H AX=2501H 


エミ ュ レ ーション VRAM の 
ア ドレ ス 情 報 の 取得 
[Get Emulation VRAM Address」 


入 カ 


AX=2501H 


出 カ 


CX= テ キス トコ ー ド 領域 の 大 き さ 
DX= エ ミュ レー ショ ン VRAM の セグ メン ト ア ドレ ス 


機 能 


「 エ ミュ レー ショ ン VRAM の 確保 AX=2500H」 に よっ て 確保 され た エ ミュ 
レー ショ ン VRAM の セグ メン ト ベ ベース ア ドレ ス と その 大 き さ を 取得 する . 
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INI 18H AH=26H 


エミ ュ レ ーション VRAM 上 の テキ スト の 表示 
[Text Display]」 


| 入力 | 
AH=26H 


出 カカ 
7 し 


機 能 


アト リ ビ ュ ー ト 情報 の 表示 アク ティ ブ ビ ッ ト ( 第 15 ビッ ト ) が アク ティ ブ (1) 
RG 示す る . その 後 こ の アト リ ビ ュ ー 

は すべ て ノー マル (0) に 戻さ れる . 
ES テキ スト VRAM を 直接 アク セス し 
て いる ソフ トウ ェ ア は 本 コマ ンド を 使用 する こと に よっ て 移植 が 可能 で ある . 
た だ し 本 コマ ンド を スク リー ン へ の 一 文字 出力 に 利用 する こと は , 処理 スピ ー 
ド の 点 で 適切 で は な い . 画面 全体 を 書き 換え る 処理 な ど に 適する . 
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INI 18H AH=2 /H 


領域 の スク ロー ル [Scroll] 


入 カカ 
AH=27H 
AL= ス クロ ー ル 利 
002: グ リア 


01:Y 軸 方 向 (垂直 スク ロー ル ) 
02:X 電 方向 (水平 スク ロー ル ) 
MI こ 炎 グロ デー ルビ ピッチ 
CH= ス クロ ー ル 行 数 
CL= ス クロ ー ル 文字 数 
DH= パ ディ ング する アト リ ビ ュ ー ト 
DL= パ ディ ング する 文字 コー ド 
ST= ス クロ ー ル 起点 
DF= ス クロ ー ル 方 向 


スク ロー ル 起 点 は ,。 DF=0 の と き ス クロ ー ル エリ ア の 左上 位置 を , DF=1 の と き 
スク ロー ル エ リア の 右 下位 置 を エミ ュ レー ショ ン VRAM 内 の オフ セッ ト ア ドレ 
ス と し て 指定 する . 


出 カ 


728L/ 


機 能 


指定 され た 領域 を スク ロー ル す る . 
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解 説 


スク ロー ル 刺 の 指定 に より , 以下 の よう な 動作 が 可能 で ある . 
AL=00H スク ロー ル エ リア 全体 を , DH, DL レジ スタ に セッ ト さ れ た 文字 で 
うめ る . 
AL=OIH 垂直 方 向 に スク ロー ル す る . 
マハ パラ メー タ の 若 玩 と 容 続 の 巡 マ クワ ー ル (7 ん 7 79 グ / の (7 の -9 の み 


避 


AL=02H 水平 放 向 に スク ロー ル す る . 
マヤ マ ノ バラ メー タ の 基 と 容 金 の 茂 ス クワ ー ル 77 7 ググ (- の のみ / 


員 
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INI 18H 


AH=26H 


一 文字 の 表示 [Display Character] 


人 入 カカ 


AH=26H 


Al= ア トリ ビュ ー ト 
BX= 表 示 位置 (VRAM 上 の オフ セッ ト ア ドレ ス ) 
DX= 文 字 コ ー ド 

DF=0 (INT を 行う 前 


出 カ 


2 人 小 2 


機 能 


スク リー ン の 指定 され た 位置 に 一 文字 表示 する . 


順に 設定 する ) 
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第 2 草 CRT BIOS 


表示 位置 


表示 位置 は エミ ュ レ ーション VRAM 内 の オフ セッ ト ア ドレ ス と し て 指定 す 
る . 

な お オフ セッ ト ア ドレ ス は , 以下 の 式 で 計算 され る . 

オフ セッ ト =ROWX0AOH+COLUMNX2 


RW ng 


EHLUMN (一周 


文字 コー ド 


1 バイ ト 文 字 の 場合 
DH=SOH 
ISM 

2 バイ ト の 場合 
DX=2 バ イト JIS コ ー ド 
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た と た - ハー ビデ 
各 上 草 
詳 書 アク セス 


3.]1 辞書 アク セス 概説 


PC-9800 シ リー ズ に よる 文節 変換 辞書 は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の ファ イル と し て 
提供 され て いる が , PC-98LT で は これ に 相当 する 辞書 を ROM と し て 本 体内 に も っ て 
いる . また , ユー ザー 単語 登録 や 学習 機能 を 実現 する た め , 本 体内 に バッ クア ッ プ 
RAM が 用 意 さ れ て いる . 


画 辞 書 ア クセ ス 機 能 一 覧 (INT 1FH) 


マ 革 アク を スズ 護 懇 一 監 (/7 が (7 の -9 の 7 / 


叶 | 


田 辞 書 ROM の 構造 


PC-98LT の 本 体内 に 用 意 さ れ て いる 辞書 は , 次 の よう に 3 つの 部 分 か ら 構 成 され 
CU の 
マ 痛 吉 72% の 雄 税 


ココ 
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一 各 辞 書 と 機能 


田 各 辞書 と BIOS 呼 び 出し の 関係 


〒 放 靖 壮 と Z/ の 辱 びん の 圧 欠 / 痛 邦 ア ク を ス 訂 ) 7 の 
言 ] 


田 滞 字 表記 の バッ ファ 


漢字 表記 の 読み 出し , 登録 , 削除 を 行う 場合 は , DS :DX に 漢字 表記 の バッ ファ の 
アド レス を 格納 し て お く . 漢字 表記 の バッ ファ は , 最大 36 バ イト の 長 さ を も ち , 次 
の よう な 構造 で ある . 


漢字 表記 の バッ ファ 
マ 湊 学 先 朗 の バッ ファ / 肖 考 ア ク を ス 棄 痛 
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品詞 情報 
品 証 情 報 は 次 の よう に な っ て いる (学習 ペー ジア クセ ス 時 も 同様) . 

00XOH: 表示 選択 06X4H: 動詞 ハ 行 5 自活 用 
01X2H: 連 体 詞 07X4H: 動詞 マ 行 5 段 活用 
02X2H: 感 動詞 08X4H: 動詞 ラ 行 5 段 活用 
04X2H: 接続 詞 09X4H: 動詞 ワ 行 5 段 活用 
08X2H: 副詞 0AX4H: 動詞 1 有 段 活用 
10X2H: 形容 動詞 0BX4H: 動詞 サ 行 変格 活用 
20X2H: 形容詞 0CX4H: 動詞 カ 行 変格 活用 
40X2H: サ変 活用 02X8H: 商品 名 
80X2H: 名 詞 04X8H: 建物 名 
01X4H: 動詞 カ 行 5 段 活用 08X8H: 会 社名 
02X4H: 動詞 ガ 行 5 段 活用 10X8H: 団体 名 
03X4H: 動詞 サ 行 5 段 活用 20X8H: 地名 
04X4H: 動詞 タ 行 5 段 活用 40X8H: 名 前 
05X4H: 動詞 ナ 行 5 段 活用 80X8H: 名 字 


X は , 読み 出し 機能 実行 時 に ROM/RAM エ リア の どちら か ら 読 み 出 され た か を 示 
ボ :。 
%=0 :RAM エ リア 
%=1 :ROM エ リア 
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画 見 出し の サー チ AlEA]H」 
「 漢 字 表記 の 読み 出し AH=A2H」 の 使い 方 


次 の フロ ー に し た が っ て 使用 する . 
/ 
兄 の し の グー チ 紀 77 
/ チ (/o/77 の / 
着 学 筑 及 の 有 の 4 ん の の 27 / 
粉 //e (Wo7 7 o ア /272/ 
誹 学 策 及 の 読 み の ん の 2 
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3.2 辞書 アク セス コマ ンド 


INI 1FH AH=AOH 


初期 化 


人 入 カ 


AH=AOH 
AL= 学 習 機 能 ス イッ チ 
80H: 学習 無し 
00H: 学習 有り 
AL=080H で 初期 化 が 行わ れ た 場合 , 後述 の 「 シ ステ ム 標 準 辞 書 , ユー ザー 単 計 
辞書 の 学習 AH=A3H」 に よる 学習 は 無効 と な る . 


出 カ 


C ド =0 


機 能 


辞書 アク セス 機能 を 使用 する に あたり , 初期 化 を 行う . 
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INI 1FH AH=A]H 


見 出し の サー チ 


人 入 カカ 


AH=AlH 
ES:BX%= 見 出し の バッ ファ (16 バ イト ) 

バッ ファ に は 英 数 カナ 1 バイ トコ ー ド に より 見 出し を 格納 し て お く 
CX= 見 出し の 長 さ (最大 16 バ イト ) 


出 カ 


CF= 実 行 結果 
1:Not Found 
0:Found 


機 能 


シス テム 標準 辞書 お よび ユー ザー 単語 辞書 に , 指定 され た 見 出し (ANK 文字 
列 ) に 対応 する 漢字 列 が ある か どう か を 調べ る . 

この コマ ンド は サー チ の み を 行い , 実際 の 党 字 の 読み 出し は 「 党 字 表記 の 読 
み 出 し AH=A2H」 を 使用 する . 
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INI 1FH AH=A2H 
滞 字 表記 の 読み 出 し 

入 カカ 

AH=A2H 


DS :DX= 漢 字 表 記 の バッ ファ (36 バ イト 必要 ) 


出 カ 


CF= 実 行 結果 
1:End of Data 
0: 正 常 終了 


機 能 


「 見 出し の サー チ AH=A1H」 に よっ て 見 つけ 出さ れ た 漢字 列 を 実際 に 読み 
出す . 

同音 の 漢字 列 に つい て は , 本 コマ ンド を Bnd of Data と な る まで コー ル す 
る こと に よっ て 読み 出さ れる . 
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機 能 


シス テム 標準 辞書 お よび ユー ザー 単語 辞書 に つい て , 直前 に 「 漢 字 表記 の 読 
み 出 し AH=A2H」 で 読み 出さ れ た 党 字 列 を , 次 回 読み 出し と き に 最初 に な る 
の 0 の ウド ラサ 人 ぬ 、 

漢字 表記 の 読み 出し AH=A2H」 に 続い て 実行 する こと . 
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INI 1FH AH=A4H 


学習 ペー ジ の サー チ / 読 み 出し 


人 入 カカ 


AH=A4H 
ES:BX= 見 出し の バッ ファ 
CX= 見 出し の 長 さ 

DS :DX= 漢 字 表 記 の バッ ファ 


出 カ 


CF= 実 行 結果 
1:Not Found 
0:Found 


機 


能 
学習 ペー ジ 内 より 指定 され た 見 出し (ANK 文 字 列 ) に 対応 する 漢字 列 を さ が 
し , 漢字 表記 裂 を 読み 出す . 

学習 ペー ジ に は , 同音 の 漢字 列 は 複数 訟 録 さ れず , オー バー ライ ト さ れる た 
め , 一 つの 見 出し に 対応 する 漢字 表記 裂 は 一 つ に 限ら れる . 
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INI 1FH AX=A600H 


ユー ザー 単語 辞書 へ の 登録 


人 入 カカ 


AX=A600H 
ES:BX= 見 出し の バッ ファ 
CX= 見 出し の 長 さ 
DS:DX= 漢 字 表 記 の バッ ファ 


出 力 


CF= 実 行 結果 
1 : オー バー ブ プロー 
0: 正 常 


機 能 


見 出し の バッ ファ に ANK 文 字 列 を , 漢字 表記 の バッ ファ に 漢字 表記 の 情報 を 
セッ ト し て コー ルレ し , ユー ザー 単語 辞書 へ の 登録 する . 同音 党 字 の 登録 も 可 . 
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INI 1FH AX=A660H 


学習 ペー ジ へ の 単語 登録 


人 入 カカ 


AX=A680H 
ES:BX= 見 出し の バッ ファ 
CX= 見 出し の 長 さ 
DS:DX= 漢 字 表 記 の バッ ファ 


出 力 


2 し 


機 能 


見 出し の バッ ファ に ANK 文 字 列 を , 漢字 表記 の バッ ファ に 漢字 表記 の 情報 を 
セッ ト し て コー ルレ し , 学習 ペー ジ ^ へ 単語 の 登録 を 行う . 

同音 の 漢字 表記 列 が ある 場合 は オー バー ライ ト さ れる . な お , 学習 ペー ジ が 
FULL に な っ た 場合 , 古い も の が 目 動 的 に 削除 され る . 
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INI 1FH AX=A/0XH 


ユー ザー 単語 辞書 内 の 削除 


人 入 カカ 


AH=A7H 
AL=O1H: 指定 さ れ た 読み , 漢字 表記 で 削除 
02H: 指 定 さ れ た 読み で 削除 (同音 語 を すべ て 削 際 ) 
ES:BX= 見 出し の バッ ファ 
CX= 見 出し の 長 さ 
DS :DX= 漢 字 表 記 の バッ ファ (AL=01H の 場合 の み ) 


出 力 


CF= 実 行 結果 
1: 削除 不可 
0: 正 常 終 了 


機 能 


ユー ザー 単語 辞書 か ら 指 定 さ れ た 方 法 で 漢字 を 削除 する . AL=0 1H の と き 指 
定 さ れ た 読み , 漢字 表記 に 対応 する 一 つの 漢字 の 削除 を 行い , AL=02H の と き 
指定 され た 読み (同音 語 を 含む ) で 複数 の 削除 を 行う . 
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INI 1FH 


AX=A /6XH 


学習 ペー ジ 内 の 削除 


人 入 カカ 


AX=A781H 
ES:BX= 見 出し の バッ ファ 
CX%= 見 出し の 長 さ 
DS:DX= 漢 字 表 記 の バッ ファ 


出 力 


CF= 実 行 結果 
1: 削除 不可 
0: 正 常 終了 


機 能 


学習 ペー ジ 内 の 指定 され た 読み , 漢字 表記 の 漢字 を 削除 する . 
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第 4 草 


グラ フィ ッ ク BIOS 


4.1 グラ フィ ッ ク BIO0S 概 説 


画 グ ラフ ィ ッ ク BIOS 機 能 一 覧 (INT 1DH) 


マク ラフ ァ ッ ク の // の 次 万 一 息 747 7 の 7 の -97 


画 機 能 と 位 填 付 け 


PC-98LT で は , グラ フィ ッ ク 表 示 用 の VRAM を 32Kbytes を 有 し て いる . グラ 
フィ ッ ク BIOS で は , VRAM に 対す る 了 図形 の 描画 や 表示 を 容易 に 実現 する た め に , 以 
下 の 機 能 を 提供 し て いる (ノー マル モー ド の グラ フ LI0 の 機能 に 相当 する ) . 


・ 図形 描画 機能 
直線 , 四辺 形 , 椿 円 , 領域 の 塗り つぶ し 等 の 基本 的 な 図形 の 描画 を , 統一 的 な 
論理 座標 系 に よる イン ター フェ イス の も と に 実現 する . 
画 領域 制御 機能 
図形 等 を 描画 する 領域 の 制御 を 行う . 
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PC-98LT 内 の グラ フィ ッ ク BIOS の 位置 付け を 以下 に 示す . 

PC-98LT で は , グラ フィ ッ ク BIO0S, キー ボー ド /CRT BIOS が VRAM を 共用 する た 
め , 使用 上 の 注意 が 必要 で ある . 

グラ フィ ッ ク BI0S は CRT BIOS と の 間 で 矛盾 が 起こ ら な いよ う に, VRAM に 対 し て 
アク セス を 行っ て いる . その た め , 利用 者 が グラ フィ ッ ク BI0S 使 用 時 に 関係 な く 直 
接 VRAM に アク セス する こと に より , CRT BIOS と の 間 に 矛 盾 が 生じ る こと が ある の 
で 細心 の 注意 を 払わ な く て は な ら な い . 

一 般 に , グラ フィ ッ ク BTIOS 使 用 時 は , 利用 者 は グラ フィ ッ ク B1I0S お よび CRT 
BIOS を 通し て の み VRAM へ アク セス する の が 望ま しい. 利用 者 が 直接 VRAM へ の アク 
セス を 行う 場合 に は ,。 グラ フィ ッ ク BI10S, CRT BIOS の 管理 情報 と 矛盾 を 生じ な い 様 

に 注意 する だ け で な く , ハー ド 上 の 制約 事項 も 十分 に 熟知 し て いる 必要 が ある . 

本 書 に お いて , 描画 に 使用 され る 色 を 指定 する 番号 が , 00H の と き は ブラ ッ ク , 
01H の と き は ホワ イト に な っ て いる が , 表示 装置 に よっ て は そ う で な い 場 合 も あ 
る . 
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一 利 用 者 と の イン ター フェ イス 


グラ フィ ッ ク BIOS で は , VRAM に 対す る アク セス は 論理 的 な 形 で 指定 する . 


・ 表 示 モ ー ド 
モノ クロ の 640 400 の み . 
アデ グチ ディ イア ペー テン ディ スジ レイ パー シン 
1 画面 分 人 し か な いた め , ペー ジ の 指定 は で き な い . 
・ 論 理 座 標 
5 座標 指定 は , ググ 
(-3276 8 へ 32767) 座標 に よ 
5 


er 
( 最 直 -32768) 1 


CB99.、 EE ド 


『【 最 誠 衣 融 員 


指定 座標 値 は ,-32768 32767 の 範囲 を 取る こ と が 可能 だ が , 実際 に 描画 が 行わ 
れ , 表示 が 可能 な の は , ディ スプ レイ 画面 内 の 領域 の み で ある . また , ビュ ー ボ ー 
ト エ リア の 設定 に より , 捕 画 顔 域 を 制御 する こと が 可能 で ある . 
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画 作 業 域 


グラ フィ ッ ク BIO0S で は , 各 機 能 実 現 の た め , 3 種類 の 作業 域 を 必要 と する . 第 1 
の 作業 域 は , 各 機 能 を 通し て 共通 に 参照 する 情報 を 格納 する た め の 信 域 で あり , そ 
の 領域 は 利用 者 が グラ フィ ッ ク BIOS を 使用 し て いる 限り , 常に 保証 され な けれ ば な 
ら な い . 第 2 の 作業 域 は , 利用 者 が グラ フィ ッ ク BIOS に パラ メー タ を 受け 渡す た め 
に 使用 され る 領域 で ある . 第 3 の 作業 域 は , 各 機 能 を 実現 する 際 に の み 使 用 され る 
作業 域 で ある . 

上 記 作 業 域 は 。 グラ フィ ッ ク BIOS 呼び 出し と き の DS レジ スタ を 基 に 参照 され 
29 

以下 に その 配置 を 示す . 

幅 対 アドレス 


[ 際 玉 ーー 中 
| ッッ メック BIOS 利 用 中 は 索 に 
(32BYTES) 所 証する 必要 が 市 る 作業 域 


IgHH 
パラ メー タリ スト | 利用 者 か ら の パラ メータ の 受け 
(32BYTES) 渡し に 使用 され る 作業 二 
品 IlH 
ココ フィック BIUS」 ラコ フィック BTOS 各 秋 能 呼び だ 
人 


また , グラ ブフ ブ ィ ッ ク BIO0S は , 機能 実現 の た め , スタ ッ ク を 使用 する . 使用 する ス 
タッ ク の 大 き さ は , グラ フィ ッ ク BIOS 部 で 64 バ イト で あり , 利用 に あたっ で て は , 十 
分 な スタ ッ ク エ リア を 準備 する 必要 が ある . 
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4.2 使用 方 法 


グラ フィ ッ ク BI0S の 機能 を 利用 する 際 の 使用 方 法 お よび 制約 事項 等 を 以下 に 述 
66 


一 初期 設定 


グラ フィ ッ ク BIOS の 使用 に あたっ て は , 各種 資源 の 初期 設定 が 必要 で あり , 利用 
者 は 必ず 「 グ ラフ ィ ッ ク の 初期 化 AH=00H」 を 呼び 出さ な けれ ば な ら な い . この と 
き , DS に 前 節 で 述べ た 作業 を 示す アド レス を 設定 する こと に よっ て , 作業 域 に 各 変 
数 が 割り 当て られ , 初期 化 さ れる . また , SP に は , 64 バ イト 以上 の 使用 が 可能 な よ 
うに , スタ ッ ク ア ドレ ス を 設定 し て お か な けれ ば な ら な い . 

以降 , グラ フィ ッ ク BI0S の 各 コ マン ド を 呼び 出す 際 に は , DS は 「 グ ラフ ィ ッ ク 
の 初期 化 AH=00H」 で 指定 し た アド レス と 同一 に 設定 され て いな けれ ば な ら な い . 


画 呼 び 出 し 
グラ フィ ッ ク B1I0S の 各 コ マン ド を 呼び 出す と き に は , 以下 の よう に 行う こと . 


①DS に , 「 グ ラフ ィ ッ ク の 初期 化 AH=00H」 の 呼び 出し 時 DS に 設定 し た も の と 
同一 の アド レス を 設定 する . 

② 必 要 な ら ば , 入力 条件 を レジ スタ , ある い は 指定 領域 に 設定 する . 

③ グ ラフ ィ ッ ク BI0S で 使用 可能 な スタ ッ ク ア ドレ ス を SS, SP に 設定 する . 

④ 竹 コマ ンド に 対応 する AH の 値 を 入力 し , INT 1DH に より 呼び 出す . 
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画 出 力 条件 


グラ フィ ッ ク BI0S5 か ら の リタ ー ン 時 は , AX レジ スタ 以外 の 全 レ ジス タ が 保証 さ 
れる . A 骨 レジ スタ に は 処理 結 洒 が 格納 され , 意味 は 次 の 通り で ある . 


05H | 不正 呼出 し (現状 態 で は 処理 不可 


1 呆 
中 r 由 下 全 
演算 オー バー フロ ー (BEIRELE ゆあ ) 
YH 』 一 時 作業 域 下 足 に よる 処理 中 断 (H 四 THT1,。 GFTNTg) 
FFH 』 指定 し た ファ ンタ ショ ン 番 号 に 対応 する る 機能 所存 在 じ な い 


画 注 意 事項 


・ グ ラフ ィ ッ ク BIOS の 処理 中 は , 外部 割り 込み 可 の 状態 に な っ て いる . 
・ グ ラフ ィ ッ ク BI0S の 各 コ マン ド は , 必ず シリ アル に 呼び 出さ な けれ ば な ら な 
い . 
・ 指 定 さ れ た 入力 条件 以外 の 値 を 設定 し て グラ フィ ッ ク BI0S を 呼び 出し た 場合 
結果 は 保証 され な い . 
・ グ ラフ ィ ッ ク BI0S で は , 比較 的 時 間 の か か る 描画 理 を 行っ て いる 際 に , 摘 軸 
処理 の 中 断 を 可能 と する た め に , 一 定 処理 ご と に 「 グ ラフ ィ ッ ク の 初期 化 AH 
=00H|」 で 渡さ れ た アド レス に 対し て Far Ca11 を 行っ て いる . し た が っ て , 利 
用 者 は この アド レス に 何ら か の 対応 する ルー チン (Far Ret:0CBH の み で も か ヵ かま 
わな い ) を 置か な けれ ば な ら な い . この ア ドレ ス に 置か ん る ルー チン は , 次 の 
イン ター フェ イス を 守ら な けれ ば な ら な い . 

セグ メン トレ ジス タ も 含め , 全 レ ジス タ を 保証 し な く て は な ら な い . 

この レー チン か ら , 再び グラ フィ ッ ク BIO0S の コマ ンド を 呼び 出し て は な ら な 
い . 
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グラ フィ ッ ク BI0S コ マン ド が 使用 し て いる 作業 域 を 破壊 し て は な ら な い . 

グラ フィ ッ ク BIOS の 管理 資源 (VRAM) の 状態 を 変更 し て は な ら な い . 

た だ し , グラ フィ ッ ク B10S の 処理 続行 が 不要 な 場合 に は , グラ フィ ッ ク BIO0S 
コマ ンド に 制御 を 戻す 必要 は な い . 

・ グ ラフ ィ ッ ク BI0S を 呼び 出す と き は , カー ソル を 消し て お く 必 要 が ある . 
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4.3 グラ フィ ッ ク BIOS コ マン ド 


INI 1DH AH=00H 


グラ フィ ッ ク の 初期 化 [GINIT] 


入 カ 


AH=00H 
DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


ヤバ ラフ メーク タグ 
マク ラフ ァ ッ ク 克 線 ん の パラ メー タ 777 7 ルル の の (7 の - の 7 


出 カ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


グラ フィ ッ ク B1I0S の 初期 設定 を 行う. グラ フィ ッ ク BI0S の 使用 に 際 し て 
は , 必ず 本 機能 に より グラ フィ ッ ク BI0S で 使用 され る 作業 域 の 初期 化 を し な 
けれ ば な ら な い . 
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・ ビ ュー ボ ポート エ リア の 初期 値 は , (0, 0) -(639, 399) で ある . 
*・ アオ アグ フウ ンド カラ ー/ パック グラ レン ドカ ラー の 初期 値 き は 。 それ ぞ れ ブ 
フッ ク / ボ ジイ ド で ある , 
円 , 椿 円 の 描画 AH=08H」, 「 指 定 色 に よる 浴 り つぶ し AH=09H」, 
「 タ イル パタ ー ン に よる 塗り つぶ し AH=0AH」, 「 画 面 イ メー ジ の 復帰 
AH=0CH」 な どの 比較 的 処理 の 長い 機能 に お いて , 途中 で 処理 を 中 断 さ せる 
た め に , 一 定 の 間隔 で 中 断 処 理 レ ルー チン が 呼ば れる . その た め 中 断 処 理 
ルー チン を 作成 し , アド レス を 設定 し て お か な けれ ば な ら な い . これ は , 中 
断 さ せる 必要 が な い 場 合 で も , な ん ら か の ルー チン を 指し て いな けれ ば な ら 
な い 、. 
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INT 1DH AH=01H 
ビュ ー ボ ー ト 領域 の 初期 化 [GSCREEN] 


人 入 カカ 


AH=01H 
DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


出 カ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


ビュ ー ボ ポー ト 領 域 を 初期 値 (0, 0) -(639, 399) 設定 する . 
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INI 1DH AH=02H 


指 画 領域 の 指定 [GVIEW] 


入 カカ 


AH=02H 
DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


マハ ハン クーク グ 
マ 交 認 症 婦 誠 征 の パパ ラメ ー タ (77 7 カル (7 の - の が 


出 カカ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


ディ スプ レイ 画面 内 の 描画 領域 を 設定 する . また , 描画 領域 の 塗り つぶ し 
外 枠 の 描画 を 行う . 本 機能 呼び 出し 後 は グラ フィ ッ ク BIOS の 描画 機能 を 使 
用 し て ディ スプ レイ 画面 に 図形 の 描画 を 行う 場合 は ,。 すべ て この 捕 画 領域 内 に 
の み 反 映 さ れる . 


注 意 


左上 の X 座標 お よび Y 座 標 は , 右 下 の X 座 標 お よび Y 座 標 よ り は それ ぞ れ 小さ 
く な く て は な ら な い . 
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INT 1DH AH=03H 

フォ アグ ラウ ンド カラ ー, 
バッ ク グ ラウ ンド カラ ー の 設定 
[GCOLOR] 

人 入 カカ 

AH=0S3H 


DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


軍 バ アメ ラー ク 


マフ テア バ パック ク ラウ ン ム カラー の 義 の 747 7 の 2 7 の - の 7 


出 カ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


ボテ クタ レン ノド カラー パッ ク ク ラ ン レ ンド カク ラーク 有朋 必ず びる, 
・ フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー は , グラ フィ ッ ク B10S の 描画 機能 を 使 う 際 に , 色 
が 省略 され た と き に 用 いら れる 色 で ある . バッ ク グ ラウ ンド カラ ー は , | 箕 


画 領域 の クリ ア AH=05H」 や 「 ド ッ ト の 書き 込み AH=06H」 (描画 色 省 略 
時 ), に お いて 使用 され る 色 で ある . 
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INI 1DH AH=05H 


指 画 領域 の クリ ア [GCLS」 


人 入 カカ 


AH=05H 
DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


出 カ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 
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コ 
描画 領域 を バッ ク グ ラウ ンド カラ ー で 塗り つぶ す . 


第 4 章 グラ フィ ッ ク BI0S 


INI 1DH AH=06H 


ドッ ト の 書き 込み [GPSET」 


人 入 カカ 


内 部 割り 込み コー ド =1DH 
AH=06H 
Al= 動 作 モ ー ド 
01H: 色 が 省略 され た と き , フォ アグ ラウ ンド カラ ー を 使用 する . 
02H: 色 が 省略 され た と き , バッ ク グ ラウ ンド カラ ー を 使用 する . 
DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


ヤバ ラフ メー タク 
ヤマ バッ ム 送 太 の パパ ラメ ー タ 77 7 ルル (7 の - の 7 


出 カカ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


注 意 


描画 領域 外 の 座標 を 指定 し た 場合 は , 描画 を 行わ むず に 正常 終了 する , 
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INI 1DH AH=0 /H 


直線 , 走 形 の 描画 [GLINE] 


入 カカ 


AH=07H 
DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


ヤバ パ バラ メー クタ 
マ 大 靖 勿 間 刀 / 送 パラ メー タ 077 7 ん の 7 (7 の - の 2 / 


マ 大 癌 急 履 迷 パ ラメ ー タ 77/7 77 の (/- の 7 


ヤ 尻 錠 祖 /( 令 送 勘 の つぶ ん ノノ パラ メー タ (777 7 の (7 の - の 7 


中 久 彩 (タプ ル 藩 の つぶ ん ノノ パラ メー タ (77 7 カル 7 の (7 と - の 7 / 


出 カカ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 
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機 


台 ヒ 
BE 


2 つの 指定 座標 点 を 結ぶ 直線 を 描画 する . 2 つの 指定 座標 点 を 対角線 と する 


四辺 形 を 描画 し , 必要 な ら ば その 四辺 形 の 内 部 を 沙 り つぶ す . 


・ 直 線 。 四辺 形 の 一 部 が 描画 領域 外 に 存在 する 場合 は , クリ ッ ピ ング 処理 が 成 


され る . 


・ ラ イン スタ イル 省略 時 は , FFFFH が 指定 され た も の と する . 
・ 四 辺 形 の 塗り つぶ し を 選択 し た と き は , ライ ンス タイ ル は 指定 で き な い . 
・ 四 辺 形 の 塗り つぶ し 指定 で , 塗り つぶ し の 色 ま た は タイ ル ノ パパ ター ン が 省略 さ 


れ た と き は , 四辺 形 を 描画 し た 色 と 同 じ 色 で 描画 する . 


・ タ イル ッ パ ター ン 格 納 域 の 形式 は , 「 タ イル パタ ー ン に よる 塗り つぶ し AF 


0AH」 を 参 曲 の こと . 


・| 終了 点 X 座 標 一 開始 点 X 座 標 |, | 終了 点 Y 座 標 一 開始 点 Y 座 標 |] が オー バー フ 


ロー し た 場合 (32767 を 超え る 場合 ) , 動作 の 保証 が され な い の で , BIOS を 呼 
ぶ 側 で チェ ッ ク す る 必要 が ある . 
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INI 1DH 


AH=08H 


円 , 椿 円 の 描画 [GCIRCLE」 


人 入 カカ 


AH=O8H 


DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


ヤバ ラフ メー クタ 


マ / 放 夫 及 / 茎 送り / パ ラメ ー タ (77 7 の 9 の (7 の - の 7 


ヤマ フラ ク の 対 太 77 7 ん の 9 の (の - の み 


マヤ 那 有 め 辱 栓 共 ア 辱 識 77 7 ん 0 の (7 の 


マ 閣 避 選 用 み 効 細 天 勘 グ つぶ ん (77 7 ルル 09 の (の -9 の 7 / 


マ 放 7 必用 み タ プル 診 の つぶ ん 77 7 ルル の 9 の (7- の 7 
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出 


力 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 


能 


指定 の 中 心 点 座標 , X 方 向 半 径 , Y 方 向 半径 な ど を 基 に , 椿 円 を 描画 する . 
開始 点 , 終了 点 を 指定 する こと に より , 円 紋 ま た は 扇形 を 描画 する こと も 可 


能 で ある . 内 部 を 塗り つぶ すこ と も で きる . 


解 


・ 開 始 座標 。 終 了 座 標 の 省略 値 は , (中 心 点 X 卒 標 +X 方 向 半径 。 中 心 京 Y 座 標 ) 


で ある . 


・ 描 画 は , 開始 座標 か ら 反 時 計 回 り に , 終了 座標 と する . 
・ 描 画す る 点 の 座標 が , 整数 座標 で 表現 不可 能 で ある と き は , その 時 点 で エ 


アー ルリ クー ン す の 、 


・ 開 始 , 終了 座標 は , 描画 する 椿 円 上 に 存在 し な けれ ば な ら な い ( 理 論 的 に 求 


め た 値 の 四 捨 五 人 し た も の ) . 


・ 塗 りつ ぶし 指定 が ある 場合 , 描画 し た 椿 円 また は 扇形 の 内 部 の 指定 し た 色 か 


タイ ル パ バタ ー ン で 浴 り つぶ され る . も し , 色 ま た は タイ ル パ タ ー ン が 省略 さ 
れ た 場合 は , 椿 円 と 同じ 色 で 塗り つぶ され る . 


・ 塗 りつ ぶし の 色 や タイ ル パ タ ー ン の 指定 は , 沙 り つぶ し フラ グ が 1 の と き に 


限り 有効 で ある . 


・ タ イル バ パター ン 格 納 成 の 形式 は ,。 「 タ イル パタ ー ン に よる 塗り つぶ し AH= 


0AH」 を 参照 の こと . 
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・ 円弧 ( 真 円 で は な く ) を 描画 する た め に 開始 , 終了 座標 を 指定 し , 塗り つぶ し 

要 を 指定 し た 場合 に は , 開始 , 終了 線 分 フラ グ の 指定 に か か わら ず , 扇形 を 

描画 し, その 内 部 を 塗り つぶ す . 真 円 を 描画 (開始 , 終了 座標 の 指定 が あ 
り , それ が 互い に 等 し く 描画 範囲 フラ グ が 0 の 場合 も 含む ) す る 場合 に は , 開 
名 終了 線 分 の 描画 は , 指定 に し た が い 描 画す る . 
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INI 1DH AH=09H 


生 定 色 に よる 塗り つぶ し [GPAINT 1] 


人 入 カカ 


AH=09H 
DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


マク バング メーク グ 
ヤ 紀 に よる 深 グ つぶ と (777 7 ルル 0 の の 7 の - の 7 


出 カカ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


指定 の 座標 点 お よび 境界 色 で 決定 され る 閉 伯 域 を , 指定 の 色 で 塗り つぶ す . 
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・ 塗 りつ ぶし 開始 座標 が ビュー ボー ト 領 域内 に な い 場 合 に は , 処理 は 行わ れず 
(2 ジー リク グー あの 。 

・ く < ワー ク 域 最終 オフ セッ ト ア ドレ ス >- く < ワー ク 域 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス > は 
16 バ イト 以上 で な けれ ば な ら な い . 

・ ワ ー ク 域 は , 「 指 定 色 に よる 塗り つぶ し 」 処 理 専用 に 使用 され る も の で あ 
り , 作業 域 と 重なっ て は な ら な い . 

・ 塗 りつ ぶす 領域 の 形 に よっ て は 多く の ワー ク 城 を 必要 と する た め , 十分 な 大 
き さ の ワー ク 域 を 用 意 し な けれ ば な ら な い . ワー ク 域 が 不 十分 な 場合 に は 
ワー ク 域 を 使い 切っ た 時 点 で 処理 を 中 断 し , エラ ー リ ター ン す る . 

・ 閉 領域 の 境界 線 が テキ スト の 文字 等 に よっ て 破壊 され て いる と き に , 色 が も 
れる お それ が ある の で 注意 が 必要 で ある . 
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INT 1DH AH=0AH 
タイ ル パ タ ー ン に よる 塗り つぶ し 
[GPAINT 2 

| 入力 
AH=O0AH 


DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


02005 
マヤ タプ ノル ター ン に よる 次 の つぶ ん (77 7 カル 9 の (- の 久 


出 カ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


指定 の 座標 点 お よび 境界 色 で 決定 され る 閉 領域 を , 指定 の タイ ル パ タ ー ン で 
塗り つぶ す . 
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・ 浴 りつ ぶし 開始 座標 が ビュ ー ボ ー ト 領域 内 に な い 場 合 に は , 処理 は 行わ れず 

(エラー リ グー ン す る . 

・ く ワーク 域 最終 オフ セッ ト ア ドレ ス >- く ワー ク 域 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス > は 

16 バ イト 以上 で な けれ ば な ら な い . 

・ ワ ー ク 域 は 「 タ イル パタ ー ン に よる 塗り つぶ し 」 処理 専用 に 使用 され る も の 

で あり , グラ フィ ッ ク BIOS 概 要 で 述べ た 作業 域 と 重なっ て は な ら な い . 

・ 浴 り つぶ す 信 域 の 形 に よっ て は 多く の ワー ク 域 を 使用 する た め , 十分 な 大 き 

さ の ワー ク 城 を 用 意 し な けれ ば な ら な い . ワー ク 域 が 不 十 分 な 場合 に は 

ワー ク 域 を 使い 切っ た 時 点 で 処理 を 中 断 し , エラ ー リ ター ン す る . 

・ 閉 領域 の 境界 線 が , テキ スト の 文字 等 に よっ て 破壊 され て いる と き に , 色 が 

も れる お それ が ある の で 注意 が 必要 で ある . 

・ タ イル パタ ー ン 格納 域 に は , 以下 の よう に タイ ル パ タ ー ン を 設定 する . 

タイ ルン パパ ター ン %X 方 向 8 ドッ ト 分 の ブラ ッ ク (0) / ホ ワイ ト (Q1) の ビッ ト を 1 バ 

イト で 表わし , これ を Y 方 向 ド ッ ト 数 分 繰り 返す . 

X 方 向 8 ドッ ト 分 の タイ ル パ タ ー ン フォ ー マ ッ ト は , 湊 の よう に な っ て いる . 
ママ タプ ノン ター ン 芦 と 容 金 の パタ ー ン 7 7 ルル の の (ZZ の み 


ココ 
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INI 1DH AH=0BH 


画面 イメ ー ジ の 格納 [GGET] 


人 入 カカ 


AH=0BH 
DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


ヤバ パ バラ メー クタ 
マ 局 / 成 プア メー ンジ 凌 率 の パラ メー タ (7 人 7 7 ルル の の (の -2 の み / 


出 カカ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


指定 環 域 の 画面 イメ ー ジ を 指定 の 格納 域 へ コピ ー す る . 
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解 説 
・ 指 定 傾 域 が 、 ビュ ー ボ ー ト 傾 域 内 に な いか , 座標 の 位置 関係 を (左上 と 右 下 ) 
に 誤り が ある 場合 は , 処理 を 行わ むず に エラ ー リ ター ン す る . 
・ 格 納 域 長 は 以下 の 条件 を 満た し て いな けれ ば な ら な い . 


格納 域 長 竹 {< 右 ト X 座 標 >-< 左 上 X 座 標 >+8) \8) 
※(< 右 下 Y 座 標 - 左 上 Y 座 標 >+1)+4 


た だ し , \ は 整数 の 除算 の 商 (余り 切り 捨て ) を 意味 する . 
この 条件 を 満足 し な い 場 合 , 処理 は 行わ れず エラ ー リ ター ン す る . 

・ 格 納 域 に 設定 され る 捕 画 情報 は , 以下 の 形式 で ある . 

マ デー タ 閣 紗 友 の テー プレ ん 7 7 ルル の の (ZZ- の みみ 


ココ 


X 方 向 ド ッ ト 数 =< 右 下 X 座 標 >-< 左 上 X 座 標 >+1 
Y 方 向 ド ッ ト 数 =< 右 下 Y 座 標 >-< 左 上 Y 卒 標 >+1 


eX 方 向 ド ッ ト 数 \8 
=Y 方 向 ド ッ ト 数 
ドッ ト パ タ ー ン は , 格納 域内 の 低位 バイ ト の MSB 側 の ビッ ト が , 指定 域 の 左 


側 の ドッ ト に 対応 する よう に 格納 され る . 
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INI 1DH AH=0CH 


画面 イメ ー ジ の 復帰 [GPUT 1」 


人 入 カカ 


AH=O0CH 
DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


ヤバ パ バラ メー クタ 
マヤ 局 成 プア メ ー ジ フッ ク の ソラ メー タ 77 7 カル の 6 の (7/- の 久 


出 カカ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


指定 格納 領域 内 に 展開 され た イメ ー ジ を 指定 の 領域 へ コピ ー す る . 


解 説 


・ 指 定 領域 が 、。 ビ ュー ボー ト 領 域内 に な い 場 合 は , 処理 を 行わ むず に エラ ー リ 
ター ン す る . 

・ 格 納 領 域内 の 形式 に つい て は , 「 画 面 イ メー ジ の 格納 AH=OBH」 を 参照 の 
2 
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INT 1DH AH=ODH 
日 本 語 の 描 画 [GPUT 2」] 


人 入 カカ 


AH=ODH 
DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 
ヤバ ラフ メー タク 
〒 万 共 肝 紗 玉 の パパ ラメ ー タ 77 7 カル の (7 の - の の 


出 カカ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


・ 指 定 座標 か ら 漢 字 の 大 き さ に し た が っ た 領域 が 、 ビュ ー ポ ー ト 領域 内 に 収 
まっ て いな い 場 合 は , 処理 を 行わ むず に , エラ ー リ ター ン す る . 
・ 漢 字 の 大 き さ は , 全角 で 16X16, 半角 で 8 X16, 1/4 角 で 8 X8 で ある . 
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INT 1DH AH=OEH 
画面 イメ ー ジ の 移動 [GROLL] 


入 カカ 


AH=OEH 
DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


ヤバ パ バラ メー クタ 
マ 局 / 成 プア メー ジ 痛 勤 の バ パラメータ /77 7 ルプ (7- の み 
出 カ 


AH= 処 理 結果 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


能 


機 
ディ スプ レイ 画面 全体 の イメ ー ジ を , 指定 の ドッ ト 数 だ け 上 下 , 左右 に 移動 


させ る . 


解 説 
・ 描 画 イメ ー ジ 移動 後 の 残り の 信 域 は クリ アフ ラグ に し た が い , ブラ ッ ク か 


2Y ッ ツク グラ ワウ ンド ラー で 学 ら れる 、 

・ 上 下 ド ッ ト 数 が 正 の 場合 に は 上 方 向 , 負 の 場合 に は 下方 向 へ , 左右 ドッ ト 数 
が 正 の 場合 に は 左 方 向 , 負 の 場合 に は 右 方 向 へ 画面 イメ ー ジ を 移動 する . 
左右 方 向 へ 実際 に 移動 する ドッ ト 数 は , その 絶対 値 以下 で 最も 近い 8 の 倍数 


分 で め る , 
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第 4 章 グラ フィ ッ ク BI0S 


INI 1DH 


AH=0OFH 


ドッ ト の 色情 報 の 取得 [GPOINT」 


人 入 カカ 


AH=OFH 
DS= 作 業 域 の セグ メン ト ア ドレ ス 


マハ ハン メー グ 
マ ゲッ 人 の 胡 の パラメータ (77 7 人 ゲ 人 め (7 の / 


出 カカ 


AH= 処 理 結果 
AL= 指 定 座標 点 上 の ドッ ト の 人 色 番 号 

指定 座標 点 が ビュ ー ボ ー ト 傾 域 内 に 存在 し な い 場 合 は , FFH が 返さ れる . 
AX 以外 の レジ スタ は すべ て 保証 され る . 


機 能 


指定 の 座標 の ドッ ト の 色 番 号 を 取得 する . 
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第 3 部 
マル チ メ デ ィ ア 


第 1 章 マル チ メ デ ィ ア 概要 
デデデ ] ニー ビデ デ 


量 
マル チ メ デ ィ ア 概要 
1.1 仕様 概要 


PC-9821, PC-98GS は 従来 の PC- II イィ イア へ 対応 する た め の ハ ー ド 
ウェ ア を 付加 し た 機種 で ある . 新た に 加わ っ た 機能 に は , グラ フィ ックス 関連 と, 
サウ ンド 関連 が ある . グラ フィ ックス 関 車 に は , 2 ビデ オ 信 出力 , 画面 合成 
スー パー イ シボ ポー ズ な ど , サウ ンド 関連 に は ライ ン 入 出力 , ミキ シン グ , サンプ リン 
グ , CD-DA な ど , また 従来 か ら あ っ た サウ ンド 機能 は 強化 され て いる . 


これ ら の 機能 の 関係 を 次 の 表 に 示す . 


マ 交 彦 ご と の マル テ チ メ デ ィ ア 次 懇 一 息 


一 MS-D0S か ら の 使用 


新しく 加わ っ た 機能 を 使用 する た め に , グラ フィ ックス 関連 と サウ ンド 関連 の そ 
れ ぞ れ に AVGDRV. SYS” , “AVSDRV.SYS” , WIDEODRV. SYS” と いう 名 前 の 
MS-DOS 用 の デバ イス ドラ イ バ が 用 意 さ れ て いる . これ ら の 拡張 ドラ イ バ は , EMS メモ 
リ に 対応 し て お り , メイ ン メ モリ に 入り きら な いよ うな デー タ も 扱う こと が で きる . 
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これ ら の ドラ イ バ は , MS-DO0S Ver 5.0 以 降 , お よび EMS 4.0 以 降 に の み 対 応 し て 


いる . それ 以外 の 環境 で は 動作 しない ので 注意 が 必要 で ある . 
また , ドラ イ バ の 機能 は 機種 に より 一 部 も し く は すべ て が サボ ポー ト さ れ て いな い 
場合 が ある . 各 機 種 の カタ ログ , マニ ュ ア ル 等 で 仕様 を 確認 後 利 用 する こと . 


ドラ イ バ を アプ リケーション か ら 呼 び 出 す に は ソフ トウ ェ ア 割 り 込 み を 使用 する 
6 


ゴロ オー ショ ーッ 


RT SYS SRV SYSU 呈 1 1 
E[i-RIM 
Extensinns | IMT DBH IIMT 叩 明 INT ID8H 


Lh-RIHM FM 音 注 


| | 
| LIME IM.HHT | "IDEI 1N SE 語 
MIE IN 


(WPD-d8ISS 査 障 上 く FE-8901E ッ ロー ズ 識 種 は 。 KU ド KFE-8H1- 可 ) 用 
ドラ イ バ と し て WIDEIDRWJSTST 恋 利 用 する 


画 Microsoft Windows か ら の 使用 


Microsoft Windows( 以 下 Windows) は , Ver 3. 1 以降 MMEWulti Media Extention に よっ て 
隊 人 0 ディ ア に 対応 し て いる た め , 特別 な ドラ イ バ を 使う こと な く 拡 娠 され た 機 
利用 で きる . その た め Windows 用 に 開発 され た マル チ メ デ ィ ア 対応 の ソフ ト 


の は の は 全 用 で 2 
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1.2 グラ フィ ックス 機能 


画 表 示 機 能 


PC-9821, PC-98GS に は , 従来 の PC-9800 シ リー ズ に は な か っ た ビデ オ 機 能 が 拡 
張 さ れ て いる . PC-9801 に お いて も 拡張 ビデ オ ボ ー ドド を 追加 する こと で 同様 な 機能 
人 仙 の こと が で きる 、 


ヤマ 次 間 こ に よる グラ ファ ックス 次 能 の 尊 /) 
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第 1 章 マル チ メ デ ィ ア 概要 
@ グ ラフ ィ ッ クス 画面 
・PC-9821 シリ ー ズ , PC-9801 
PC-9821A シ リー ズ , X シ リー ズ , 98MULTi で は ,98 グ ラフ ィ ッ クス (16 色 ) に 加え 


て 256 色 表示 機能 が 追加 され て いる . また PC-982 1A シ リー ズ , 98MULTi で は , 画面 
モー ド と し て , 今 ま で の 640 X400 の 解像度 の 他 に 640 X480 が 追加 され て いる . 


PC-9801 -72 使 用 時 に は , ビデ オ 画 面 を 表示 する た め の VRAM を フレ ー ム バッ ファ 
と し て 使用 で きる (た だ し , メモ リア ク セス に 時 間 が か か る ) . この と き に は 解像度 
が 640X200/400, 同時 1677 万 色 の 画面 と な る . 


マク ラフ ァ ッ クス 大 万 の 義 到 郷 光 女 攻 7/- の ク / 


ma 


マク ラフ ァ ッ クス 大 万 の 生 天 郷 光 女 攻 7/- の 9 の 
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・PC-98GS 
PC-98GS で は 98 グ ラフ ィ ッ クス に 加え て , 4 面 の 拡張 グラ フィ ックス 画面 , ビデ 
オ 画 面 , 背景 面 が 追加 され て いる . この うち テキ スト , 98 グラ フィ ックス , 拡張 グ 
ラフ ィ ッ クス に つい て は 重ね 合わ せる と き の 順 序 を 自由 に 設定 で きる . ビデ オ 画 看 
と 背景 面 に つい て は 変更 で きず , 常に 他 の 画面 の 裏 に な る . 
拡張 グラ フィ ックス 画面 に つい て は 0 か ら 4 枚 の 間 で 何 枚 使用 する か を 変更 で き 
この 拡張 グラ フィ ックス で は , 256 色 , 65, 000 色 , 1677 万 色 を 同時 表示 する こ 
よ と が で きる . 


MMIMMMMMM 


テキ スト 88 |" ビデ オ 表 景 
鐘 当 遂 it3E2 コ R の 


・ テ キス ト , 98 グ ラフ ィ ッ クス , 拡張 グラ フィ ックス の 各 画 面 (最大 6 画面 ) を 任意 
に 並べ 替え 設定 可能 . 

・ 拡 張 グ ラフ ィ ッ クス 画面 は 設定 に より 0^4 枚 に 可変 ( 色 数 と 解像度 と の 兼ね 合い 
に より 変化 する ) . 

・ ビ デオ 画面 は オプ ショ ン の ビデ オ ボ ー ド (PC-98GS-02) 使用 時 に 利用 可能 . 
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拡張 グラ フィ ックス 画面 で 使用 で きる 解像度 に は , 以下 の よう な も の が ある . 


画面 モー ド 一 覧 
(フレ ー ム バッ ファ 水平 サイ ズ メ 垂直 サイ ズ メ ピク セル サイ ズ ) 


ヤ 女 区 ク ラフ ァ ッ クス 大 万 の 成 テー バム 一 覧 


画 ハ ー ド ウェ ア 


PC-9821 (B シリ ー ズ を 除く ), PC-98GS で は 拡 謀 グラ フィ ックス の た め 専 用 の 
VRAM が 用 意 さ れ て いる . この VRAM は 通常 は 表示 され な いよ う に な っ て いる が , 後 
述 す る 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ を 呼び 出す こと で , 表示 , 描画 等 の 操作 を 行う 
SN 

この VRAM の メモ リ と 画面 上 の 表示 の 対応 は , 同時 発色 する 色 数 に よっ て 変化 し 
下 の 表 の よう に な っ て いる . 


塞 所 委 1 ピタ ゼル 素 二 の 員 デ ー タ 長 
gBp 包 1 イト ビット) 


BiHIH 色 1 ロー ド (1B ビット 」 
1B7T 万 色 FEHB そ 所 に 1 パイ ト (ビッ ト ) すず す つ 。 REBE は 前 宮下 プレ ー ン 


CPU の メモ リ 空 間 に は VRAM すべ て を 入れ る だ け の 余裕 が な いた め , その 一 部 だ け 
を CPU の メモ リ 空 間 に マ ッ ピ ング で きる よう に な っ て いる . この た め に CPU の メ モリ 
冠 間 ( に 32KB ず つの 2 つの 拡張 グラ フィ ックス ウィ ンド ツウ と 呼ば れる マッ ピン グ す る 
た め の 和 領域 が 確保 され て いる . 

それ ぞ れ の ウィ ンド ウ に は 拡張 VRAM の 別々 の 傾 域 を マッ ピン グ で きる . 
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・ 拡 張 グ ラフ ィ ッ クス VRAM と グラ フィ ックス ドライバ の 関係 


ヤ 太 区 - 學 44 と クラ ファ ックス が ラプ ノバ の 血族 / メ モノ マッ プ 


ョ | 
ヤ 尋 7- 多 44 と クラ ファ ックス た ラプ ノバ の 血 恋 (の 7 と と た /W め 
・PC-9821 


拡張 グラ フィ ックス の た め に 512KB の VRAM が 用 意 さ れ て いる . 拡張 グラ フィ ッ ク 
ス ドラ イ バ を 呼び 出す こと に より VRAM が CPU の メモ リ 空 間 に マ ッ ピ ング され , CPU 
か ら 直 接 操作 する こと が で きる よう に な る . 


FEWII } 09000 一 0E8000 
F 品 0 と 同じ 
Enm00m--F0000l は 
ユー ザー エリ ロリ 
Ei 
0 


IE 
REFUITIR 


撤 忠 コラ コ ィ ックス 
撤 忠 コラ コイ ィ ックス 


に 


IEIIUH 
IL 


IE8IH 


拡張 "部 
ョ 1 串 


IBM 


Pidll 


・PC-98GS 
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1MB の VRAM が 拡張 グラ フィ ックス の た め に 用 意 さ れ て いる . この VRAM は CPU の メ 
モリ 空間 に は マッ ピン グ さ れ て お ら ず , 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ を と お し て し 
か 使用 で き な い . 


} 09000 一 0E8000 
ーー 


REF 


拡 起 ピ ラコ フ ィ ッ クス 
EETFUMITIIR ロイ ンド ロロ 1 

拡張 ピラ フィ ックス 
HalWRal1 ロイ ーッ ドロ 


拡張 WR 品 
1ME 
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@ ビ デオ 画面 


オプ ショ ン の ビデ オ ボ ー ド を 取付 ける こと で , 外部 か ら の ビデ オ 入 力 を デジ タイ 
ズ し て 取り 込み , それ を 本 体 の 画面 と 重ね 合わ せ て 表示 する こ と が で きる . ビデ オ 
言 号 は RGB 各 8 ビッ ト , つま り 1677 万 色 で 取り 込ま れる . 
この ボー ド に は 以下 の よう な 機能 が ある . 
ビデ オ 信 号 の 変換 
ビデ オ 信 号 を アナ ログ RGB 信 号 へ 同期 する よう に 変換 する . 
ビデ オ 画 面 の 縮小 
ビデ オ 画 面 の 大 き さ を 縮小 し , 指定 され た 位置 で 表示 する . 
ビデ オ 画 面 の フリ ー ズ 
連続 し て 動作 し て いる ビデ オ 信 号 の 取り 込み を 停止 する . 


画面 合成 
本 体 の 画面 と ビデ オ 画 面 を 合成 する . この と き に 画面 の 順序 は 設定 で きる . 
透明 色 指 定 


指定 され た 色 を 透明 色 と し て 扱う こと で , その 色 で 描画 され た 部 分 は 下 の 画 面 
が 穫 け て みえ る よう に する . 
モノ クロ 指定 

指定 され た 色 を モノ クロ で 表示 する . 
kc ンド 人 デル 

画質 , コン トラ スト , ブラ イト , 色合い , 色 の 濃 さ を ソフ トウ ェ ア で 制御 す 
の 。 

フィ ー ル ド メ モ リ の 読み 書き 

ビデ オ 信 号 が 取り 込ま れる フィ ー ル ド メ モ リ の 内 容 を 1/0 ボ ポー ト を 通し て 読み 
書き する . 

本 体 画面 と の ドッ ト 位 思 補 正 

本 体 の 機種 に よる 表示 位置 の 違い を 補正 する . 

本 体 画面 サン プリ ング 位相 調整 

本 体 の D/A コ ン バ ー タ の ば ら つ き に 対応 する . 
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・PC-9821/PC-9801+ ビ デオ ボー ド 
ビデ オ ボ ー ド (PC-9801-72) を 取付 ける こと に より 本 体 の 画面 に ビデ オ 入 力 を 
スー パー イン ポー ズ す る こと が で きる . ビデ オ 画 面 は 常に 一 番 下 の 画面 と な る . 


・PC-98GS 
専用 の ビデ オ ボ ー ド (PC-98GS-02) を 取付 ける こと に より , 外部 か ら の ビデ オ 人 人 
力 と 本 体 の 画面 を 合成 し て 表示 する こと が で きる . 
ビデ オ 人 入力 は 65, 000 色 また は 167 7 万 色 の いずれ か の モー ド で デジ タイ ズ さ れ て 
か ら 合 成 さ れる . 


人 @ 痛 景 面 


PC-98GS に の みあ る 画面 で ある . 

すべ て の 画面 の 一 番 後 に 表示 され る . 1677 万 色 か ら 選 択 し た 1 色 で 画面 全体 を 塗 
りつ ぶす よ うに 表示 する . すなわち 他 の 画面 は , その 色 の 前 に 重なっ て 表示 され 
る . 


人 @ 特殊 表示 機能 


PC-98GS の み に あ る 機能 で ある . 

・ 供 明 色 指 定 

透 明 な 色 を 表示 する こと に より , その 部 分 は 重なり 合っ た 下 の 画面 が 透け て 表示 
され る . この 機能 に より , 上 の 画面 で 枠 を 作り その 中 を 穫 明 色 で くり ぬき , 任意 の 
形 の 下 の 画面 へ の 窓 を 作る こと が で きる . 
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・ 息 形 マ スク 
四角 い マ スク 画面 を 作っ て , 画面 と 画面 の 間 に 挟み 込む こ と に より , マス ク 画面 
の 内 側 だ け に 下 の 画 面 が 表示 され る . 透明 色 指 定 を 使っ て も 同じ こと が で きる が 
穫 明 色 指 定 で は 一 画面 を 使っ て し まう . 息 形 マス ク を 使う こと で 画面 を 無駄 に する 
こと な く 下 の 画面 を 表示 する こと が で きる . マス ク の 大 き さ と 位置 は , 水平 に は 
1 ビク セル 単位 , 垂直 に は 2 ピク セル 単位 で 指定 で きる . 


・ 演 鼻 合 成 表 示 

重ね 合わ され た 画面 の うち , 一 番手 前 に ある も の と その 次 の も の と の 間 で 演算 を 
行い その 結果 を 表示 する . この 演算 の 結果 は 表示 だ け に 影響 し , VRAM に は 影響 を 与 
RW 


透明 合成 
一 番目 の 画面 の 填 の 部 分 に だ け 二 番目 の 画面 を 表示 する . 
半 透 明 
両方 の 画面 の 平均 値 を 表示 する . 
加算 合成 
両方 の 画面 を 加算 し た 結果 を 表示 する . 
フィ ルク 処理 
ーー 番目 の 画面 を 一 番目 の 画面 の 状態 に 合わ せ て 表示 する . 表示 され る の は 
(一 番目 の 画面 ) -NOT( 一 番目 の 画面 )′ と な る . 
論理 演算 
各種 論理 演算 を 二 つ の 画面 の 間 で 行い その 結果 を 表示 する . 
ダグ ーー ドイ シシ / ア デー ドド ゲッ ツ ト 
両方 の 画面 の それ ぞ れ に 数 の 加減 算 を 行い , その 結果 を 加算 合成 し た 結果 を 表 
示す る . 
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⑧ ビ デオ エフ ェクト 


PC-98GS の み に あ る 機能 で ある . 

ビデ オ 入 力 を デジ タイ ズ し た 結果 を リア ル タ イ ム に 処理 し , その 結果 を 表示 する 
OO で ビデ ルキ ショ クト る 且 う 6 の で あめ る 、 こ の し デル エフ ノ ョ クト 8S6PSuBy 
Graphic Processor) が すべ て の 処理 を 行い , CPU は 使用 され な い . 

拡張 グラ フィ ックス 画面 の う ち 2 画面 を 使用 する . 五 方 の 画面 ベビ デオ 入力 を デ 
ジ タ イ ズレ し , その 画面 に 対し て SGP が 処理 を 行い な が ら 他方 の 画面 へ と 転送 する こ 
と で この 処理 を 行っ て いる . 処理 結果 の 転送 され た 画面 だ け を 表示 する こと で FE デ 
オ エ フェ クト の か か っ た 画面 の み が 表 示さ れる . 


SGP が 行え る 処理 は 次 の と お り で ある . 


表示 画面 クリ ア ラン ダム 圧縮 処理 」 輪郭 強調 娘 理 
部 分 画面 クリ ア 残像 化 処理 高 輝度 部 分 減 輝 処理 
カラ ーー 反転 理 格子 抜き 転送 処理 」 ノイ スズ 追加 処 理 
部 分 カフー 反転 娘 理 ズー ム 転 送 旭 黒 化 処 理 


左右 鏡 処 理 ( 左 画面 が ペース) | ソフ ト フ ォ ー カ ス | 白 早 拡大 縮小 理 
左右 鏡 処理 ( 右 画 面 が ペース) | 千鳥 状 リ バー ス マス ク 付 き 白 黒 化 娘 理 1 
上 下 鏡 処理 (上 画面 が ペース) | 輝度 1. 5 倍 転送 マス ク 付 き 白 黒 化 処 理 2 
上 下 鏡 処理 ( 下 画面 が ベー ス ) | 輝度 0.5 倍 転送 256 色 処 理 


左右 反転 処理 揺らぎ 転送 256 色 拡大 縮小 処理 
上 下 反転 0 理 鏡 反 射 処 理 256 階 調 白黒 化 処 理 
部 分 左右 反転 処理 奇数 行 左右 反転 娘 理 | 台形 転送 ( 下 側 下 縮 ) 
部 分 上 下 反転 処理 0 度 回 転 如 理 台形 転送 ( 下 側 圧縮 上下 反転 
分 割 画 面 処 理 90 度 回 軒 學 理 台形 転送 (上 側 侍 縮 ) 
部 分 縮小 処理 180 度 提 転 女 理 台形 転送 (上 側 圧縮 上下 反転 
モザ イク 処理 270 度 回 転 如 理 台形 転送 (右側 圧縮 

部 分 モザ イク 処理 マス ク 転 送 処理 台形 転送 ( 有 側 圧縮 , 左右 反転) 
球面 処理 部 分 論理 演算 処理 | 台形 転送 (だ 側 圧 縮 ) 

ラン ダム 転送 処理 輪郭 抽出 処理 吾 形 転送 (左側 全 縮 ) 左右 反転) 
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田 ソ フト ウェ ア 
@ 概 要 


拡張 され た グラ フィ ックス 機能 を 使う た め に は , 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 
(AVGDRV. SYS) を 組み 込む 必要 が ある . 

た だ し , この ドラ イ バ は MS-DOS Ver 5.0 以 降 に の み 対 応 し て お り , それ 以前 の 
バー ジョ ン で は 動作 し な い . EMS を 使用 する 場合 に は , EMS 4.0 以 上 に 対応 し た EMS 
ドラ イ バ が 必要 で あり , その 場合 に は 0C000H セ グ メ ント か ら 始 まる 2 ペー ジ 以 上 の 
連続 し た 物理 ペー ジ が 必要 で ある . 

この ドラ イ バ に よっ て 拡張 ビデ オ の 機能 を アプ リケーション プロ グラ ム か ら 使 用 
9 の 0800G き 2。 

デバ イス ドラ イ バ は , 湊 の 行 を CONFIG. SYS に 加え る か , ADDDRV コ マン ド の 定 業 
ファ イル に 書い て コマ ンド を 実行 する こと に よっ て シス テム に 組み 込ま れる . 


が の ゲラ 4 ルル 7 6 ん を / ん の 


/E は EMS を 使用 する 場合 に の み 必 要 で あり , 使わ な い 場 合 に は 省略 し て か まわ な 
い *、 

/C は NDP( 浮 動 小 数 点 プ ロ セ ッ サ ) を 使用 する 場合 に 必要 と な る . NDP が な し 場 
合 ,。 また は 使わ な い 場合 に は 省略 する . 

デバ イス が 組み 込ま れる さい に は 以下 の よう な メッ セー ジ が 表示 され る . 


常 組み 込み 時 
IAV グ ラフ ィ ッ クス ドラ イ バ が 使用 で きま す 」 
IEMS を 使用 し ます 」(EMS を 使用 する 場合 の み ) 
数値 デ ー タ プロ セッ サ を 使用 し ます 」(NDP を 使用 する 場合 の み ) 
・ 組 み 込 みみ 中 目 時 (パラ メー タ に エラ ー が あっ た 場合 ) 
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「 レ パラ メー タダ の 指定 に 誤り が あり ます 」 
IAV グ ラフ ィ ッ クス ドライバ は 使用 で きま せん 」 


・ 組 み 込 み 中 止 時 (動作 に 必要 な ハー ドウ ェ ア が な か っ た 場合 ) 
AV 機能 が 無効 で す 」 
IAV グ ラフ ィ ッ クス ドラ イ バ は 使用 で きま せん 」 


正常 に 組み 込ま れ た 場合 に は , AVGDRV$$9” と いう デバ イス 名 が シス テム に 組 
み 込 まれ る . 


@⑥ ドライバ の 呼び 出し 


ドラ イ バ を 呼び 出す に は , ソフ トウ ェ ア 割 り 込 み を 使用 する . 使用 する 割り 込み 
を 以下 に 示す . 


割り 込み | INT OD8H 


ドラ イ バ は 呼び 出し た アプ リケーション の スタ ッ ク を その まま 使用 する た め , 呼 
び 出 す 側 で 少な く と も スタ ッ ク に 256 バ イト の 余裕 を も た せる 必要 が ある . 

ソフ トウ ェ ア か ら ド ライ バ が 組み 込ま れ て いる か どう か は , デバ イク ス 名 
7AVGDRV$$ が オー プン で きる か どう か で 判断 で きる . 


ドラ イ バ を 使用 する 場合 に は 以下 の こと に 注意 する . 

アプ リケーション プロ グラ ム は ドラ イ バ を 使用 する と き に は , 最初 に 「 グ ラ 
フィ ックス ドラ イ バ の 使用 開始 宣言 (AH = 19H)」 を 呼び 出し , 最後 に 「 グ ラ 
フィ ックス ドラ イ バ の 使用 終了 宣言 (AH = 1AH) 」 を 呼び 出さ な く て は な ら な い . 
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以下 に ドラ イ バ を 使用 する と き の 手 順 を 示す . 


ラフ コ ィ ックス ドラ イル 1 抽 便 用 開店 宣言 
$STAET て 骨 三 18H! 


画面 同期 モー ド 朴 議 定 
$SETSYME (て 明 三 串 H) 


画面 エー ド 中 認定 
紹 LLCMDDE 公明 三 員 HH 


ラコ ィ ッ ウス ドラ イロ 本科 能 本 取 得 
地 ETINFH 明 三 1BH) 


(PE-8GS 赤 隊 く 


ダヴ ラフ コ ィ ックス ドラ イル 本 合用 了 家 言 
赴 MD【 明 三 1 由 ) 


これ に 加え て , ジオ メト リッ ク 系 の ファ ンク ショ ン を 使用 する 場合 は 以下 の 用 順 
で ファ ンク ショ ン を 呼び 出す こと . 


ジオ ョ トリ ロッ クッ 機 能 の 有人 
*INITGHLH ( 衣 三 角 H! 


提 画 つ フレー 上 唄 語 定 


結 ELFLAME て 骨 三 下 H) 


提 画 鶴 域 記 設 定 
$WIEW ( 骨 三 H) 
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水平 周波 数 の 設定 を 変更 し た 上 で ビデ オ 系 ファ ンク ショ ン を 使用 する 場合 に は 
次 の よう な 手順 で ドラ イ バ を 呼び 出し 再 設定 を 行わ ね ば な ら な い . 


画面 同期 モー ド 誠 計 定 
$ETSTNE (て 明 三 0H) 


病 小 サイ ズ の 語 定 .” 取得 


$Y SIZE( 骨 三 2H) 


表 志 枠 と 位置 本 設 定 /" 取得 
$ 旨 _WINMDOW て H 三 EEH) 


@ エ ラー コー ド 


すぐ で で の ドライバ が の ファ ンク ショ ン は は, ユラ ー が 発生 し だ とぎ に し は キャ リー シラ 
グ を 1 に し 。 エラ デー ロー ド を AH レン スグ に セッ クト し て アン リグ ケー ショ ンプ ログ ラム 
へ へ 戻る . 


ビデ ロ 


aiH 未 滴 沖 ファンタ ショ ン 姜 明 
ュー 


致命 的 な エラ ー (バード ウェ アト ラブ ル な ど ) 
ー 重 呼び 出し (回 乱 可 能 ) 
IFFH 示 サ ポー トコ ファン タカ ショ ン 呼 び 出 し 


617 


第 1 章 マル チ メ デ ィ ア 概要 


1.9 サウ ンド 機能 


PC-9821, PC-98GS お よび オプ ショ ン の サウ ンド ボー ド (PC-9801-73, PC-9801- 
86) に は , 今 ま で の サウ ンド 機能 に 加え て 新しい 機能 が 追加 され て いる . 


マ 肖 間 に よる ゲ ウ ン ム 次 懇 の 友 /) 


田 ハ ー ド ウェ ア 
サウ ンド 機能 を 識 絢 する た め の I/0 ポ ー ト が 用 意 さ れ て いる . 


証 用 iD フィ ー ル ド 


陳 四 后 引 還 耳 所 


MIDE (Write』 
ml・ YME28 モ ー ド 
1: YMgEOH モ ー ド 


ID Raad) 


人 @ 拡 張 FM/SSG 音 源 


これ まで 使わ れ て いた 音源 LSI の YM2203 の か わり に 上 位 互換 の YM26 08 が 使わ れ 
て お り , これ まで の FM3 和 音 +SSG3 和 音 の 互換 演奏 モー ド に 加え , FM6 和 音 +SSG3 和 
音 + オ リズ ム 6 和 音 の 新しい 拡張 演奏 モー ド が 加わ っ て いる . 


618 


第 1 章 マル チ メ デ ィ ア 概要 


音源 LS1 38H 音源 リズ ム 音 源 


拡張 モー ド の FM 音源 と リズ ム 音 源 で は , ある 音 を R チ ャ ネル と L チ ャ ネル の それ ぞ 
れ に つい て , 出力 する か どう か 独立 に 設定 する こと が で き , これ に よっ て ステ レオ 
出力 を 行っ て いる . 互換 モー ド で SSG 普 源 で は 音 が R チ ャ ネル と L チ ャ ネル に 同時 に 
出力 され る . 


リズ ム 音 源 に は 以下 の 音 が 含ま れ て いる . 


Rim Shot | Cymbal 
Tom SnaTe Drum 
High Hat | Bass Drum 


@|/0 ア ドレ ス 


1/0 ア ドレ ス は , 表 の よう に な っ て いる . 


@PCM/DSP 機 能 
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次 厚 こ に とる ケン プ ソ ンク 導 六 の 直 / 


今 ま で の サウ ンド 機能 に 追加 に な っ た の は 以下 の よう な 機能 で ある . 


・ 内 蔵 FM/SSG/ リ ズム 音源 と PCM 出 力 の ライ ン 人 入力, CD の 演奏 の ミキ シン グ 
・PCM に よる ミキ シン グ し た 音 の デー タダ の 取り 込み や 再生 
・DSP を 使っ て の ミキ シン グ し た 音 の 加工 


PCM/DSP へ の 入力 と し て は , 以下 の 三種 類 が 使用 で きる . 


・FM/SSG/ リ ズム 音源 

・LINE 入 力 

・ マ イク 入力 (PC-9821, PC-9801-86) 
・CD-DA(PC-98GS, PC-9821) 


これ ら の う ち モ ノラ ル で ある SSG 普 湖 お よび マイ ク 入 力 に つい て は , 内 部 で ステ 
レオ 化 さ れ て か ら , 他 の 音源 と 同様 に 扱わ れる . 

これ ら か ら の 入力 は , それ ぞ れ 独立 に 電子 ボリ ュー ム に よっ て 音量 を 調節 され 
アナ ログ 出力 と PCM/DSP へ の 入力 に 振り 分 けら れる . 

PCM/DSP へ の 入力 は , A/D( ア ナ ロ グ / デ ジタル ) コン バー タダ タ に よっ て いっ た ん デジ 
タル (PCM) デー タ に 変換 され て か ら , PCM/DSP で 処理 され る . その 出力 は D/A( デ ジ 
タル / ア アナログ) コンバータ に よっ て 再び アナ ログ へ 戻さ れ て か ら 元 の アナ ログ 出力 
と ミキ シン グ さ れ て 出力 と な る . 

た だ し , PC-98GS で は CD-DA は CD の デジ タル 出力 を その まま PCM/DSP の 入力 へ 接 
続 し て 処理 する よう に な っ て いる ( 他 の 機種 で は ライ ン 入 力 か ら の アナ ログ 有 入力 と 
50 。 
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・PC-9821/PC-9801-86 


アナ オロ ヴ LR 
の 琶 5 大 


信号 
信号 


MIE IN 
(GW FRHMT 


LIME HHT 
LIME IN 


(LR 


| 
MWTE。 PE-8H1-8E 較 は PEN 部 90 虹 り 1 


LINE II こ 拉 読 


・PC-98GS/PC-9801-73 


オロ ダグ L 帳 恒 号 
WUL1 M ーーー デ ジタル LR 情 号 
YM2BO8 
LVW608 M 
VL2 1 ⑧ 
5 ー FRINT 
LINE IN VHL3 相本 / ーー 
= MImep | メモリ 邊 HHT1 H 
VHL4 0 | | T8 回 
= は 5 生 介 gagrrrrasss 隊員 REA 
LCO-OW]HT--ーーーーー Hm 填 gPD8880 |? iu 
「 1D 
Fs 0 
| | で は 使用 で き な ! い 
上 Na |: aa 四 生 染 。 
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*PC=9821X ジ リー ズ 
MID IN LIME UIHT 


電子 ボリ ュー ム 


電子 ボリ ュー ム で は , 電気 的 に アナ ログ 音量 を 調節 する . 
入力 され た 音量 の 0% か ら 100% ま で 10% 単 位 で 変化 させ る こと が で きる . 電子 ボ 
リュ ー ム は 4 個 (PC-98GS で は 5 個 ) 用 意 さ れ て お り , 以下 の も の が ある . 


・FM/SSG/ リ ズム 源 と LINE 出 力 の 間 (VOL1) 
・FM/SSG/ リ ズム 並 源 と A/D コ ン バ ー タ の 間 (VOL2) 
・LINE 入 力 と LINE 出 力 の 間 (VOL3) 

・LINE 入 力 と A/D コ ン バ ー タ の 間 (VOL4) 

・CD-DA と LINE 出 力 の 間 (VOL5) (PC-98GS の み ) 


VOL1, VOL2, VOL3 は , 入力 され た アナ ログ デー タ を その まま LINE 出 力 へ 出力 す 

音量 の 調節 を 行う . これ に 対し て VOL3 と VOL4 は アナ ログ デー タ の A/D コ ン バ ー タ 
へ の 入力 の 音量 を 調節 する . 

以上 の よう に , 入力 され た 音量 の 調節 は 可能 で ある が , PCM か ら の 出力 の 音 上 調 
節 を 行う こと は で き な い . PCM か ら の 出力 の 音量 を 変え た た い 場 合 に は , PCM へ 入力 す 
る 時 点 で 音量 調整 を 行っ て お く 必 要 が ある . 


622 


第 1 章 マル チ メ デ ィ ア 概要 


@A/D コ ン バ ー タ , D/A コ ン バ ー タ 


アナ ログ と デジ タル , デジ タル と アナ ログ の 間 で デー タ の 変換 を 行う . 

PCM は CPU が 直接 これ ら と の 間 で デー タ の や り 取 り を 行う こと で 実現 し て いる 
取り 込ん だ デー タ は メイ ン メ モリ また は EMS メ モリ に 置く こと が で き , ディ スク へ 
書き 出し て 保存 する こと も 可能 で ある . 逆 に ディ スク か ら 読 み 込 ん で それ を 再生 す 
る こと も で きる . 


サン プリ ング 周波 数 
44.10KHz*, 33.08KHz*, 22. 05KHz, 16. 54KH2, 
11.03KHz, 8.27KHz, 5.52KHz, 4.13KHz 
*PC-98GS で は 不可 


量子 化 ビ ッ ト 数 
8 ビッド, 16 ピ ビッ トト 


入力 チャ ネル 
ZUR)D) 0 アル クボ 


た だ し 上 の サン プリ ング 周波 数 は , 機種 の CPU や 動作 状態 , 他 の 周辺 機器 か ら の 
割り 込み な ど に よっ て 実用 と な る 周波 数 が 変化 する . 

状況 に よっ て は PCM に よる 取り 込み ・ 再 生 時 に デー タ の 抜け , 化け が 発生 し う 
る . その よう な 場合 に は , サン プリ ング 周波 数 を 下げ る 必要 が ある . この た め 機 簡 
に よっ て は その CPU 性 能 に 応じ て ドラ イ バ で サン プリ ング 周波 数 に 対 し て 制限 を 加 
えて いる も の が ある . 
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@DSP(Digital Signal Processor) 


デジ タル デー タ の 処理 を 専門 に 行う 高速 な プロ セッ サ で ある . 

デジ タル 化 さ れ た 音 の デー タ を 処理 する こと に よっ て , さま ざま な 楽器 で い う エ 
ブ プ ェ クタ ー と 同じ よう な 効果 を 与え る こと が で きる . 

この 効果 は , 入力 され た 音 に 対し て リア ル タ イ ム に 発生 する . その た め , も と の 
アナ ログ の 音 と DSP で 処理 し た 音 を と も に 出力 する こと で , 複雑 な 処理 を 行う こ 
も で きる . DSP で 行え る 機能 は 以下 の 通り で ある . これ ら の うち か らい ずれ か ーー つ 
だ け を 実行 で きる . 


ES 2 が ルレ 2 ルポ コーン アス 
ロー パパ ス フ ィ ル タ ダブ プリング 

ハイ バス フィ ルク クラン ン ヤ 

グン アフ イッ クス イラ コラ イザ 民有 当直 

2 コグ の 5 リド 
ホー ル 和 効果 2 プッ クン グ 
音像 定位 スウ ンド 

定位 補正 ADPCM 
NG ニン バグ 


これ ら の うち ADPCM は ,。 DSP で 8 ビッ ト も し く は 16 ビ ッ ト で サン プリ ング し た デー 
タ を 処理 し 4 ビッ ト の 差分 に 変換 し て CPU へ 渡し た り , 逆 を 行っ た りす る も の で あ 
る . 

DSP の 性 能 は CPU や 割り 込み の 状態 に よら ず 変 化し な い の で , PCM に ある よう な 制 
限 は DSP に よる 効果 に お いて は 存在 し な い . 


田 ソ フト ウェ ア 
@ 撤 要 
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拡張 され た サウ ンド 機能 を 使う た め に は , 拡張 サウ ンド ドラ イ バ (AVSDRV. SYS) 
を 組み 込む 必要 が ある . 

た だ し , この ドラ イ バ は MS-DOS Ver5.0 以 降 に の み 対 応 し て お り , それ 以前 の 
パー ジョ ン の Ms- DOS で は 動作 し な い . EMS を 使用 する 場合 に は , EMS 4.0 以 上 に 対 
応 し た EMS ド ライ バ が 必要 で あり , その 場合 に は 0C000H セ グ メ ント か ら 始 まる 
4 ペー ジ 以 上 の 連続 し た 物理 ペー ジ が 必要 で ある . 

この ドラ イ バ に よっ て 拡 張 FM/SSG 音 源 と PCM/DSP 機 能 を アプ リケーション プロ グ 
ラム か ら 使用 する こと が で きる . 

デバ イス ドラ イ バ は , 次 の 行 を CONFIG. SYS に 加え る か , ADDDRV コ マン ド の 定 業 
ファ イル に 書い て コマ ンド を 実行 する こと に よっ て シス テム に 組み 込ま れる . 


/E// ゲ 4 人 6 が 7/ 6 ん を / 


/E は EMS を 使用 する 場合 に の み 必 要 で あり , 使わ な い 場 合 に は 省略 し て か まわ な 
い . デバ イス が 組み 込ま れる さい に は 以下 の よう な メッ セー ジ が 表示 され る . 


滞 組 み 込 み 時 
IAV サ ウン ドド ライ バ が , 使用 で きま す 」 
IEMS を 使用 し ます 」(EMS を 使用 する 場合 の み ) 
・ 組 み 込 み 中 止 時 (パラ メー タ に エラ ー が あっ た 場合 ) 
「 パ ラメ ー タ の 指定 に 誤り が あり ます 」 
IAV サ ウン ドド ライ バ は 使用 で きま せん 」 
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・ 組 み 込 み 中 止 時 (動作 に 必要 な ハー ドウ ェ ア が な か っ た 場合 ) 
「AV 機 能 が 無効 で す 」 
IAV サ ウン ドド ライ バ は 使用 で きま せん 」 


正常 に 組み 込ま れ た 場合 に は , VSDRV$$%” と いう デバ イス 名 が シス テム に 組 
み 込 まれ る . 


@ ド ライ バ の 呼び 出し 


ドラ イ バ を 呼び 出す に は ソフトウェア 割 り 込 み を 使用 する . 使用 する 割り 込み 
を 以下 に 示す . 


Ps 


ドラ イ バ は 呼び 出し た アプ リケーション の スタ ッ ク を その まま 使用 する た め , 呼 
び 出 す 側 で 少な く と も スタ ッ ク に 256 バ イト の 余裕 を も た せる 必要 が ある . 

ソフ トウ ェ ア か ら ド ライ バ が 組み 込ま れ て いる か どう か は , デバ イク スク 名 
7AVSDRV$$ が オー プン で きる か どう か で 判断 で きる . 


@PCM/DSP 機 能 の 初期 化 


FM/SSG ドラ イ バ と PCM ド ライ バ は 同一 の 領域 を 利用 し て いる . その た め , 他 の 
PCM/DSP フ ァ ン クシ ョ ン を 利用 する 前 に は 本 ファ ンク ショ ン を 実行 し , FM/SSG ドラ 
イ バ の ファ ンク ショ ン 「 ド ライ バ の 初期 化 (INT ODAH, AH=00H) 」 も し く は 「 泉 張 
モー ド で の ドラ イ バ の 初期 化 (INT ODAH, AH=00H) 」 の いずれ も 実行 し て , 両方 を 
初期 化し て お く 必 要 が ある . 
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1.4 Microsof†t Windows 


田 マ ウス ドラ イ バ 


Windows 3. 1 において, マウス を 利用 する MS-D0S5 ア プリ ケー ショ ン を ウィ ンド 
ウ 内 実行 を 行う 場合 に は , 以下 の 点 に 注意 する 必要 が ある . 


マウ ス ド ラ イ バ の 種類 


MS-DOS Ver3.3x も し く は Ver5.0x, Windows 3.1 に お いて 添付 され て いる マウ 
ス ドラ イ バ に は 以下 の も の が ある . 


マ 褒 の に 湾 7 の マウ クス が ライ ノバ と 凌 万 一 息 


@⑱ マ ウス ドラ イ バ の 利用 方 法 


Windows 3.1 に お いて は , MS-D0S ア プリ ケー ショ ン と Windows ア ブリ ケー 
ショ ン の デー タ 連 携 を 容易 に する た め , MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン の ウィ ンド ツウ 内 表 
示 / 実行 機能 が サポ ー ト され て いる . し か し この 場合 ,。 Windows 3. 1 自身 の マウ ス 

と 競合 が 発生 する た め , MOUSE. COM 対応 (MOUSE Ver7.02 の API を 使用 ) の アプ リ 
ケー ショ ン し か マウ ス を 使用 する こと が で き な い . 

その た め , MOUSE.COM Ver8.2 に は , MOUSE Ver2.X API の エミ ュ レ ーション を 
行う こと に より , MOUSE. SYS 対応 の アプ リケーション の ウィ ン ドウ 内 実行 に お ける 
マウ ス の 使用 を 可能 と する 機能 が ある . この 機能 を 利用 する た め に は 
Windows 3.1 に 添付 の NECMSAPI. COM と いう コマ ンド を 利用 する 必要 が ある . 


・ 利 用 手順 
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(①Windows 3.1 に お いて , MS-DOS ウ ィ ン ド ウ を 起動 する . 
②MS-DO0S の コマ ンド ライ ン か ら Windows 3. 1 添付 の MOUSE. COM を 実行 する . 
3③MS-DO0S の コマ ンド ライ ン か ら NECMSAPI. COM を 実行 する . 
これ に より MOUSE Ver2.X APIT が エミ ュ レ ー ト され る . 
④ ア プリ ケー ショ ン を 実行 する . 
アプ リケーション 終了 後 , NBCMSAPI. COM を 再度 実行 する と , NECMSAP 1. COM は 
常駐 解除 され る . 


MS-DUS デブ ゴロ ザー ショー 


MILESE.DLH 

WEF JE 
MILSE.[LM MILUSE SS 
WEF 7 WEFB TU 昌 1 | WEF 誤記 


MS WE は 。 WEBFB 昌 品 


ーーーーーー 村 IISE STS WEF E 訓 P1 
ーーーーーー mw IHSE.EHN WEr TE 本 1 


(1 MS-DHS Wer 3.3E 丁 は MDUSE.EHM Wer 8. 引 は 介 用 で 寺 な な し 1 


MOUSE.COM Ver8.2 の 使用 方 法 に つい て は , Windows 3.1 に 添付 の README.DOC 
を 参照 する こと . 


@MOUSE. (COM 対応 の 利点 


MS-D0S ア プリ ケー ショ ン は MOUSE.SYS に 対応 する こと に より , 
MS-DOS Ver3.X, Ver5.0X の 両方 に 対応 する こと が で きる . 
し か し , MS-DOS Ver5.0X の 利用 を 前 提 と し た 場合 は , MOUSE. COM 対 応 と する と 
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以下 の 利点 が ある . 


・NECMSAPI. COM を 実行 し な く て も Windows 3.1 で の MS-DOS ウ ィ ン ド ウ 内 で マウ ス 
を 使用 で きる . 

・ テ キス トカ ー ソ ル を 使用 で きる . 

・ マ ウス ポイ ンタ が 画面 の 背景 の 色 の 影響 を 受け な いた め 常 に 同じ 色 で 表示 され 
9 


画 MCROSOFI WINDOWS SOUND SYSIEM 
@ 流 要 


Windows 上 で 動作 する MICROSOFT WINDOWS SOUND SYSTEM Ver1.0 に は DDE サ ー 
バ の 機能 を 持つ テキ スト リー ダ (TTS. EXE) が 添付 され て いる . 

DDE イ ンタ ー フ ェ イ ス を 利用 する こと に より , テキ スト デー タ を リア ル タ イ ム に 
読み 上 げ る Windows ア プリ ケー ショ ン を 作成 する こと が 可能 と な っ て いる . 


@DDE メ ッ セ ー 


DD 且 グラ イプ ント ドア シグ ーション は 、 以上 の 5 うつ の D0UP メ メッ ピー ンジ を デキ スト 
リグ (DDB ザ サーク パパ ) に 送信 ずる こと が で きる 


WM_DDE_POKE 
テキ スト デー タ を テキ ス トリ ー ダ に 送信 する . テキ スト リー ダ は 送ら れ た デキ 
スト デー タ を 読み 上 げ る . 

WM_DDE_ADVISE 
テキ スト リー ダ が , 読み 上 げ 終 了 時 に DDE ク ライ アン ト ア プリ ケー ショ ン に 終 
了 の 通知 を 行う よう に する . 

WM_DDE_EXECUTE 
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“STOP”( 停 正 ), PAUSE” (一 時 停止 )。 RESUME” (再開 ) の コマ ンド を デ 
キス トリ ー ダ に 送信 する . 
WM_DDE_INITIATE 
DDE 通 信 の 初期 化 を 行う . 
WM_DDE_TERMINATE 
DDE 通 信 を 終了 する . 


@DDE プ ロト コル 


テキ スト リー ダ で は , DDE ク ライ アン ト と の 通信 に あたり , 以下 の 3 つの パラ メー 
タ を 定義 し て いる . 


・Application:TtsServer 
・Topics:Tts(& System) 
・]tem:Read 


@Visual Basic で の 使用 例 
Visual Basic で は , DDE に よる アプ リケーション 間 の リン ク を 簡単 に 行う こ 
が で きる た め , テキ スト の 読み 上 げ を 行う アプ リケーション が 容易 に 開発 で きる . 


ここ で は , Visual Basic を 使用 し た テキ スト リー ダ と の DDE 通 信 の た め の サ ン 
アク ルク グロ クラム を が り 
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・ テ キス ト の 読み 上 げ 

テキ スト デー タ を 読み 上 げ る た め に は , LinkPoke メ ソ ッ ド を 使用 する . 

以下 の 例 で は , “SPEECH MEBNU を クリ ッ ク す る と , DDEB ク ライ アン ト は 
"Speech Text テキ スト ボッ クス に ある テキ スト デー タ を テキ スト リー ダ に 送 舎 
まる > 


So の oO/ と た 7 /// の 
2/// が 4/////= ニ 4 半 ///// ル ンク ////// こう / 


Se6eo/77 /er た / //7426= ル た 
Seec7//er た / //7 ん 720/c= ニ 77sse/ ル e//77s“ 
SOeec7/er た / /77 ル ん /767ー/e62 の 「 
Seec7/exr た / /7462e= 女人 4/“ 
Se6Z/77 er た / /774/2e 
Seec7/exr た / /7402e= ル の“ 

7 の 5 の 


631 


第 1 章 マル チ メ デ ィ ア 概要 


・ 読 み 上 げ 終 了 の 確認 
読み 上 げ 終 了 の 確認 を DDE ク ライ アン ト 側 で 行 うに は , DDE 通 信 を 開始 する 陣 こ 
LinkMode プ ロバ ティ で NOTIFY を セッ ト す る . 
以下 の 例 で は , “SPEECH MENU を クリ ッ ク す る と , DDEB ク ライ アン ト は 
"Speech Text テキ スト ボッ クス に ある テキ スト デー タ を デキ スト リー ダ に 送 舎 
する . そし て , テキ スト リー ダ は 読み 上 げ 終 了 後 , DDE ク ライ アン ト に 対し て 終了 
通知 を 返す . 


So の 9/ だ た 7 C//7 の 
(774//// 2 コノ 0 半 ///// リ ルン 0 計 ////// こう 


Se6eo77 /er た / //7426= ル た 
Seec7//er た / //7 ん 720/c= ニ 77 た sse/ ル e//77s“ 
Seec7/er た / /77 ル ん /767ー/e62 の 「 
Seec7/exr た / /742e= ル の 7//“ 
Se6@Z/77 er た / /774/2e 

77 の oO/ の 


S%/ の Seec7/exr/ / //7 ん 67/ ル の 
始 gZor /eg の 7/7/s/7eg の 「 
SeeZ77/er た / //7426= 人 た 

77 の 7 の 
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・ 読 み 上 げ の 停 目 

テキ スト の 読み 上 げ を 中 止 す る に は , LinkExecute メ ソ ゾ ッ ド を 使用 し て , ユマ ン 
ド 文 字 外 “stop” を 送信 する . 

以下 の 例 で は , "STOP MENU" を クリ ッ ク す る と, DDB ク ライ アン ト は stop" 
を テキ スト リー ダ に 送信 する . テキ スト リー ダ は "stop” を 受信 する と 読み 上 げ を 
停止 する . 


o/ の 57 の? ///c の 
2/// が 4/////= ニ 4 半 ////// ル ンク ////// こう / 


Se6eo/77 /er た / //7426= ル た 
Seec7//er た / //7 ん 720/c= ニ 77sse/ ル e//77s 
S り eec7/er た / /77 ル ん /767ー/e62 の 「 
Seec7/er た / /7462e= 女人 4/“ 
Seec7/er た / /7 ん と ec/7@6 「s7 の の り 「 
Seec7/exr た / /742e= ん ル の た “ 

7 の S/ の 
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・ 読 み 上 げ の 一 時 停止 
テキ スト の 読み 上 げ を 一 時 停止 する に は , LinkExecute メ ソ ッ ド を 使用 し て , コ 
マン ド 文 字 列 や ause” を 送信 する . 
AE の 人 IGGU。 PAUSED WUBNU を クノ クリック すず すると, 0 クラ イザ ジン 下 は 
pause を テキ スト リー ダ に 送信 する . テキ ス トリ ー ダ は “stop” を 受信 する と 
読み 上 げ を 一 時 停止 する . 


o/ の 4 た //c ル の 
2/// が 4/////2 ニ 2 半 ////// ル ンク ////// こう 


Se6eo77 /er た / //7426= ル た 
Seec7//er た / //7 ん 720/c=77sse/ ル e//77s“ 
Seec7/eX た / /77 ん /767ー/62 の 「 
Seec7/er た / /742e= 女人 4/“ 
Seec7//er た / //7 ん と ec/7@ の 2 の 75@「 
Seec7/er た / /7 ん 2e= ん ル の た “ 

7 の S/ の 
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・ 読み上げ の 再開 

テキ スト の 読み 上 げ を 再開 する に は , LinkExecute メ ソ ッ ド を 使用 し て , コマ ン 
ド 文字 外 "resume” を 送信 する . 

以下 の 例 で は , "RBSUME MENU を クリ ッ ク す る と , DDB ク ライ アン ト は 
resume”" を テキ スト リー ダ に 送信 する . テキ スト リー ダ は "resume” を 受信 す 
る と 読み 上 げ を 再開 する . 


o2 の 夏 9 の た 6//c ル の 
(2774/////2 ニ / 施 //// ソ ルン 邊 //////9 こ り 


Se6eo77 /er た / //7426= ル た 
Seec7//er た / //7 ん 720/c= ニ 77sse/ ル e//77s 
S り eec7/er た / /77 ル ん /767ー/e62 の 「 
Seec7/exr た / /7462e= 女人 4/“ 
Seec7/er た / /77 ん た ル ec/76 es の 6「 
Seec7/er た / /7462e= ル の“ 

7 の S/ の 
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第 2 草 


拡張 グラ フィ ックス 
ドラ イ バ 


2.1 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 
サポ ボ ポート ファ ンク ショ ン 概 要 


以下 の ファ ンク ショ ン を サポ ー ト する . 
@ 画 面 設定 系 ファ ンク ショ ン 一 覧 (INT 0D8H) 


ヤ 局 盛 火 征 天 ファ ンク ショ ン 


ビデ オ 系 ファ ンク ショ ン 一 覧 (INT 0D8H) 
ビデ オ ボ ー ド (PC-9801-72, PC-98GS-02) が 必要 . 


マビ テ ブ 夫 ファ ンク ショ ン 


636 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


@ ジ オメ トリ ッ ク 系 ファ ンク ショ ン 一 覧 (INT 0D8H) 


マン ブダ メト グ ソック 和 系 ファ ンク ショ ン 
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2.2 画面 設定 系 ファ ンク ショ ン 


$SETSYNC AH=00H 


画面 の 同期 モー ド の 設定 


入 カカ 
AH = 00H 
AL = 同期 モー ド 


hp 后 四 四 凶 思 国 


コス ポス キャ ポン モー ド 
上 デー イン 宮 し 
PRE 一 大 3 
同期 モー ド 
Il 内 部 同期 
1 : 証 部 同期 て GS 認 調 


水 ギ 周明 ジロ ッッ 
1 宅 Hz (BEST 計 ) 
1 ・ 昌 Hz 
11 ・ 81EHz 
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BH = 同期 タイ プ 
hp 后 上 還 切 思 m 


問 央 中 吊 岡 回 隊 測 


ee 
串 : 串 行 
中 : 操 条 
1 : 親和 
8 ゼラ コ ィ ックス ライ ンー 雷 
器 ・gMm ラ イー 上 半 寄 』 
中 ・gMH ラ イト 半 寄 』 
10 : 4 ライン 
11 : 4 ライ ン 


BL = テキ スト 表示 
后 四 還 凶 m 


回 剛 峰 例 岡 則 賠 是 
テキ スト 表記 


エキ スト 表 志 芋 止 
1: テキ スト 表示 許可 


出 カカ 
Carry = 同期 ステ ー タ ス 
0 : 正常 設定 


1 : パラ メー タ 上 異常 
2 : 同期 タイ ミン グ オ オー バー ラン 
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機 能 


画面 の 同期 モー ド の 設定 を 行う . 
同期 タイ プ は 同期 周波 数 に し た が っ て 以下 の 制限 が ある . 


マ 尼 線 タ ア フ の 属 塊 逐 泌 数 に よる 競 


注 意 


本 ファ ンク ショ ン 実 行 後 は テキ スト , 98 グ ラフ ィ ッ クス GDC が 初期 化 さ れ 
る の で , 各 GDC の 設定 を し て いる 場合 は 再 設定 が 必要 で ある . テキ スト 画面 
は , 画面 表示 停止 と な る . 98 グ ラフ ィ ッ クス 画面 は , 設定 前 の 状態 どおり , 表 
示 停 止 / 許 可 と な る . 
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$ASKSYNC 


AH=01H 


画面 の 同期 モー ド の 取得 


人 入 カカ 


AH = 0O1H 


出 力 


Carry = 同期 ステ ー タ ス 
0 : 正常 設定 
1 : 「 画 面 の 同期 モー ド の 設定 (AH=00H) 」 に よる 同期 モー ド の 設定 
が 行わ れ て いな い . 
AL = 同期 モー ド 
hr lg hm 上 四 是 


hm 
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SF ヤセ 。/ 王 


1 アッ イン ダレ ルー 
1 イン タレ ー ス ES ン 調 


1 : 外部 同期 (GS の みう 


氷 王 帳 骨 ウロ ッ 


の 
品 1 族 Hz SD 刺 
出 時 生 邊 に 
11: 1RHz 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


BH = 同期 タイ プ 
hp 后 四 上 還 凶 hm 


回 器 路 吊 岡 回 固 


テキ スト 行夫 
串 : 呆 条 
 : 指 行 
11 ・ 部 符 


8 ゼラ コ ィ ックス ライ ンー 替 
器 ・gMm ラ イー 上 半 寄 』 
中 ・gMH ラ イト 半 寄 』 
10 : 4 ライン 
11 : 4 ライ ン 


機 能 


画面 の 同期 モー ド を 取得 する 
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$ALLOCMODE AH=02H 


画面 モー ド の 設定 


AH = 02H 
AL = 画面 モー ド 
陳 四 后 四 男 凶 所 


LSIPIOI9IEITIMWIE 


li: 御 期 修 し 培い 
1 基 人 する Em 


li: 補 期 修 し 培い 
1 骨 す る 


9 
li 町 期 化 し 誠 し 1 
1: 禄 期 作 す る (GS の 計り 
還 ド グ 特 珠 癌 巣 ." ビ 〒 斗 画面 震 
名 期し な し 1 
: 名 期 化す る (GS 英 調和) 
すし トモ こ ド 
・1BE ビ ピッ ョ ト EE55BE 包 ) す TEST 3 
ビッ ト 71BPPE1B 色 ) 
MM あッ コア 


ィ 由 吊 
: 特 貴人 518 ビ ラッセル ) (SD 本 
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BH = 要求 画面 モー ド 1 
陳 旨 后 四 上 凶 紀 


ビッ セル 構成 ドッ ト 示 
1: 8 ピット 
10 EE ビッ ト (ES 調 
1 1 ビット (GS 本 計 き 
フレ ー 吉 午 成 
Ii : 聖 求 し な いい 
1 : 1024K2EE TEST 誠 3 
10: 1024R512 由衣 
BA 衣 A 
1 : 102H 誠 10 は TESD 設 3 
本 


信司 抜去 (GS の 机 ) 
重 直 的 


: 司 拡 去 GS の 机 ) 


BL = 要求 画面 モー ド 2 (構成 は 要求 画面 モー ド 1 と 同様 ) 


(GS/400 ラ イン 時 の み ) 

CH = 要求 画面 モー ド 3 (構成 は 要求 画面 モー ド 1 と 同様 ) 
(GS の み ) 

CL = 要求 画面 モー ド 4 (構成 は 要求 画面 モー ド 1 と 同様 ) 
(GS の み ) 
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出 カ 


Carry = 2 


DH = 


・ 全 画面 獲得 
・ 獲得 不能 画面 あり 
レ 2 本 ド 


陳 旨 后 上 邊 四 凶 思 


51 


CH = 


(の 本 


2 ッ ト 委 
ビッ ョ ト (HE ビッ ト ゴ レッ ト ) ES の 再 ) 
8 9 ピット (84 ピ ッ ト パ レッ ト ) (GS の みう) 
10: 1B ビ ピット (ES 認 机 は 
1 1 ビット (ES 認 机 は 
コレ ー 占 棋 


1 ・ 1094X256 "BS は 
10: 1024X518 由衣 

由衣 
11: 10241HE4 YSD 再 ) 


未 ギ 投 6: 本 


吉 準 

信司 撤去 て GS の 机 ) 
重 直 的 人 
才 準 


# 司 拡充 人 て 設 本 ) 


フレ ー ム 1 獲得 画面 モー ド ( 構 成 は フレ ー ム 0 獲得 画面 モー ド と 同様 ) 
(GS/400 ラ イン 時 の み ) 

フレ ー ム 2 獲得 画面 モー ド ( 構 成 は フレ ー ム 0 獲得 画面 モー ド と 同様 ) 
(GS の み ) 

フレ ー ム 3 獲得 画面 モー ド ( 構 成 は フレ ー ム 0 獲得 画面 モー ド と 同様 ) 
(GS の み ) 
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機 能 


BH, BL, CH,CL に より 要求 され た 画面 モー ド か ら 表 示 モ ー ド を 確定 する . 

アロ ケー ト ( 獲 得 ) 可能 な 画面 に つい て , 水平 / 垂 直 拡 大 カラ ー パ レッ トト の 
モー ド を 設定 する . 

アロ ケー ト 不 能 な 画面 に 対し て は フレ ー ム 構成 と し て 00 を 返し , 水平 / 重 真 
拡大 カラー パレ ッ ト の モー ド 設 定 は 行わ な い . 

特殊 フレ ー ム バッ ファ モー ド が 設定 され て いる 場合 は 24 ビッ ト / ピ クセ ルレ 
画面 で は 横幅 が 1/2 に な り 縦 が 2 倍 に な る (GS の み ) . 

この と き , 表示 幅 が 512 ドッ ト の 寺 囲 に な る よう に マス ク が 設定 され る . 

た だ し , 水平 城 大 が 指定 され て いる 場合 に は この 限り で は な い (GS の み ) . 


注 意 


画面 フレ ー ム の 初期 化 (AH=04H) 」, 「 パ レッ ト の 初期 化 (AH=09H) 」 (256 
色 の み ) は , 本 ファ ンク ショ ン で は 設定 され な い 、. 
8 ビッ ト / ピ ビク セル 画面 は パレ ッ ト モ ー ド に より 獲得 で きる 画面 の 数 が 異 
が る 。 
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$ASKMODE 


AH=03H 


画面 モー ド の 取得 


入 カカ 
AH = 03H 
出 力 
Carry = 実行 ステ チ テー タス 
0 本 154: 
1 : | 画面 モ ー ド の 設定 (AH=02H) 」 に よる 画面 モー ド の 設定 が 行わ 
れ て いな い 
BH = フレ ー ム 0 画面 モー ド 
bm hg 還 軸 四 本 


11: 


64/ 


NN ッ ト 束 


ピット HB ビット ゴット 3) ES の 再 】 
・8 ビ ピット (24 ピッ トバ パ レット) 


10 1 ピット ESm 計 ) 

1 
コレ ー 吉 生 成 

Il 

ll] : 

1 


六 得 二 能 

1024e95E YESD 誠 ) 

1H2HE12 BE 邊 表 』 和 中 
gw 

1H2H102H TESD 設 


未 ギ 投 as 


: ? 合 撤 胡 5S 相 天 ) 
重 直 的 NE 


? 合 撤 (GS の 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


BL = フレ ー ム 1 画面 モー ド ( 構 成 は フレ ー ム 0 画面 モー ド と 同様 ) 
(GS/400 ラ イン 時 の み ) 

CH = フレー ム 2 画 面 モ ー ド (構成 は フレ ー ム 0 画面 モー ド と 同様 ) 
(GS の み ) 

CL = フレ ー ム 3 画面 モー ド ( 構 成 は フレ ー ム 0 画面 モー ド と 同様 ) 
(GS の み ) 


機 能 


現在 の 画面 モー ド を 取得 する . 


648 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


$INITFRAME 


AH=04H 


画面 フレ ー ム の 初期 化 


人 入 カカ 


AH = 04H 


出 力 


Carry = 初期 化 ス テー タス 
0 : 初期 化 完 了 


1 議 


テー 


Al=.ー ジ ー ス デー クス 
^3 : 画面 モー ド が 不適 急 


[画面 モー ド の 設定 (AH=02H) 」【 


れ で て いな い 


649 


に よる 画面 モー ド の 設定 が 行わ 


機 能 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


現在 の 画面 モー ド に 従っ て , 以下 に 示す フレ ー ム バッ ファ の 初期 値 を 設定 す 


る 


画面 0 の オフ コセット 10 
画面 0 の "オフ コセット 19 
画面 の 表示 ライ ン 束 |10 。 | 
画面 1 の % オ コセット 10 。 
画面 1 の "オフ コセット 19 
画面 1 の 表示 開始 ライ ン |0 
画面 1 の 表示 ライ ン 束 |10 。 | 
画面 の" オフセット 19 
画面 2 の 表示 開始 ライ ン |0 。 
画面 ? の 表示 ライ ン 款 |0 
画面 3 の % オ コセット 19 。 
画面 3 の "オフ コセット 19 
画 志 ーー 


画面 3 の 表示 開始 ヨイ ン 
画面 3 の 表示 ライ ン 部 
その 他 CDX オ コセット 


(1 特 味 コレ トー あ バ ッッ ファ の 場合 
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計 和 もしくは 98 1 
41 ラ イン モー ド 中 員 


FR 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


$SETFRAME AH=05H 


画面 フレ ー ム の 設定 


AH = 05H 
AL = 設定 モー ド 
00H : 画面 0 の 設定 
01H : 画面 1 の 設定 
02H : 画面 2 の 設定 (GS の み ) 
03H : 画面 3 の 語 定 (GS の み ) 
FFH : 全 画 面 の 一 括 設 定 
BX = 画面 フレ ー ム の X オ フ セ ッ ト 
CX = 画面 フク レー ム の Y オ フ セ ッ ト …AL=00H て 03H の と き 
DH = 画面 フレ ー ム の 表示 開始 ライ ン 
DL = 画面 フレ ー ム の 表示 ライ ン 数 
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ES:BX = 画面 フク レーム フォ ー ム テー ブル …AL=FFH の と き 


テー ブル 構造 

ES : BR っ それ ぞ れ ? パ イト の 値 で 設定 する 
画面 0 の Y オ コセット 
画面 の 表示 開始 ライ ン | gs 以外 
画面 0 の 表示 ライ ン 部 
画面 1 の % オ コセット 
画面 1 の 7 オフ ビット GS も し く は 3991 
画面 1 の 表示 開始 ライ ン | | 4nn ラ イン モー ド の み 
画面 1 の 表示 ライ ン 部 
画面 2 の % オ コセット 
画面 2 の Y オ コセット 


画 直 の 素直 開 吊 コイ 
画 下 P の 表地 ライ ー ン 替 
画面 3 の 抽 オ コセット 
画面 3 オフ コセット 

画 下 8 の 素直 開 算 コ イン 
画 下 3 の 表地 ライ ー 替 


SC は 
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出 カカ 
Carry = 設定 ステ ー タ ス 
0 : 正常 設定 
1 [画面 モ ー ド の 設定 (AH= 02H) 」 に よる 画面 モー ド が 設定 され て 


いな い . 画面 番号 エラ ー 
AL = 設定 ステ チー タス Carry = 0 の と き 
陳 務 后 貞 四 凶 思 所 


回 回 回 回 回 回 回 回 


画面 ロス テー 宮 
設定 元 了 
1 : 訟 定本 能 

画面 1 メ テ エース 58 もしくは 
9821 400 ラ イン モー ド の み 3 
設定 元 了 
1 : 語 定 十 能 

画面 2 スエ ー タ ダス KGSO の 設け 
設定 元 了 
1 : 語 定 本能 

画面 3 メス エー タス (BSD は 
・ 設定 元 了 
1 : 語 定本 能 


機 能 


AL が FFH 以 外 の 場合 , BX, CX, DH, DL に より 指定 され た 画面 を 定義 する . 

AL が FFH の 場合 , ES :BX で 示さ れ た フレ ー ム フォーム テー ブル の 内 容 に 従っ 
て , 4 つの 画面 を 定義 する . 

表示 ライ ン 数 は 実際 に 表示 され る ライ ン 数 の 半分 の 値 を 設定 する . 

表示 ライ ン 数 と し て 実際 に 表示 可能 な ライ ン 数 以上 を 設定 し た 場合 は , 表示 
可能 な 最大 ライ ン 数 が 設定 され る . 
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Ii 


る 


PC-9821 で VRAM の 先頭 を 表示 画面 左上 に あわ せる 場合 に は 以下 の よう に す 


画面 フレ ー ム (また は 画面 1) の X オ フ セ ッ ト =-48 

画面 フレ ー ム (また は 画面 1) の Y オ フ セ ッ ト =-40(400 ラ イン 時 ) 
= 0(480 ラ イン 時 ) 

画面 フレ ー ム (また は 画面 1) の 表示 ライ ン 数 =200(400 ラ イン 時 ) 
=240 (480 ラ イン 時 ) 
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$ASKFRAME AH=06H 


画面 フレ ー ム の 取得 


人 入 カカ 
AH = 06H 
AL = 獲得 モー ド 
00H : 画面 0 の 獲得 
0O1H : 画面 1 の 獲得 (GS も し く は 9821 400 ラ イン モー ド の み ) 
02H : 画面 2 の 獲得 (GS の み ) 
03H : 画面 3 の 獲得 (GS の み ) 
FFH : 全 画 面 の 一 括 獲 得 
BS3B 迷 性 (画面 ジレ ルー ぬ ア ォ ー ム デー アル AFPH の と どき 


出 カ 


Garfry = 実行 ステ デー タス 


0 : 正常 設定 
1 : | 画面 モ ー ド の 設定 (AH=02H) 」 に よる 画面 モー ド が 設定 され て 
いな い . 画面 番号 エラ ー 
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AlL = 画面 ステ ー タ ス 
(AL=FFH 以 外 で 呼ば れ た 場合 は , 該当 し な い 画 面 は 0 を 返す . ) 
陳 hf 貞 四 証 思 


回 回 加 回 回 回 回 回 


画面 2 ステ エー タス (GS の 天 う 
・ 正常 画面 
画面 設定 下 ロ T 
画面 8 メス エー ダス (5S 相 吉 ) 
・ 正常 画面 
1 : 画面 訟 定 下 可 


BX = 画面 フレ ー ム の X オ フ セ ッ ト 
CX = 画面 フク レー ム の Y オ フ セ ッ ト …AL = 00H^03H の と き 
DH = 画面 フレ ー ム の 表示 開始 ライ ン 

DL = 画面 フレ ー ム の 表示 ライ ン 数 」 
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SS "の 1 つの グルー の ハー クル 00 NRNH の あき 


テー ブル 構造 


ES TE 


それ ぞ れ 2 バイト の 値 を と る 
GS 以外 お 


GS も し く | は 9921 
20m ラ イン モー ド の み 


上 


機 


台 ヒ 
BE 


現在 の 画面 フレ ー ム を 取得 する . 


表示 ライ ン 数 は 実際 に 


示さ れる ライ ン 数 の 半分 の 値 を 返す . 
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$COMPOSE AH=07H 
画面 優先 順位 の 設定 

入 カ 

AH = 07H 


AL = テキ スト / マ スク モー ド 


hp 后 上 四 上 還 世 后 


hm 


右 岡 岡 回 男 融 岡 賠 


Ta ド 訪 一 員 三 慢 玩 


キス ト は ダラ ココ フィックス と どー 
1: キス ト 最 偶 寺 (GS の 計り 


マス メン 制 太 
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ii マス ン 制 秀 玉 し 
1 マスク 制 浮 大 (GS 本 計り 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


BH = 第 1 画面 / 第 2 画面 指定 
hp 后 四 四 凶 思 hm 


回 間 呈 回 較 制 


0 : 指定 な し 

器 1・ カレ ント 画面 'W1』 

1・ 画 面 0 (GS 設 り 

11・ 画 面 1 全 証 再 り 

1 : 画面 KS 相 再 ) 

1m1 : 画面 3 (GS 相 調 ) 

110 : ビエ オ 画 面 【* ビ デオ ポー ド 
時 (の 


: 語 定 芋 止 (ES の 調 
器 1: カレ ント 画面 (1) 
1 ・ 画面 ! 
11・ 画 面 | 
1 : 画面 GS 本 設 
101 : 画面 3 GS 相 計 


使用 時 の み ) 
111 : 請 定 茎 止 


(1 JH Ta55 色 モー ド 相 場合 殿 沖 は ロロ 画面 


BL = 第 3 画面 / 第 4 画面 指定 (GS 以外 で は 必ず 0 に する ) 
[hp Hg 還 上 四 田 選 hm 


生還 隊 泊 基 


串 引 画面 指定 
(内 容 は 再 
画面 指定 


(内 容 は ? 


面 指定 と 同様 
串 3 


固 固 


面 指定 と 同様 
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CH = 第 5 画面 / 第 6 画面 指定 (GS 以外 で は 必ず 0 に する ) 
后 四 四 凶 思 国 


問 弄 制 剛 回 較 抽 抽 
訓 5 画 面 指定 
(内 容 は 弟 画 面 指 定 と 同様 』 
訓 5 画 面 指定 
(内 容 は 弟 画 面 指 定 と 同様 』 
出 カ 
Carry = 設定 ステ ー タ ス 
0 : 正常 設定 
1 : 設定 典 


(画面 が 重複 指定 され て いる . も し く は , 「 画 面 モ ー ド の 設定 
(AH =02H) 」 に よる 画面 モー ド 設 定 が 行わ れ て いな い ) 


機 能 


優先 順に 指定 され た 画面 に 従っ て , 表示 合成 を 行う . 

テキ スト スー パー 優先 が 1 の 場合 は 。 テキ スト と 98 グ ラフ ィ ッ クス 画面 が 分 
離し , テキ スト 画面 が 最 優 先 画面 に な る. た だ し , GS 以外 の 機種 で は , 常に 
「 テ キス ト と グラ フィ ックス 画面 を 一 致 」 に し な けれ ば な ら な い . 

マス ク 制 御 な し の 場合 , 優先 順位 を 変更 し て も 対応 する 画面 マス ク の 順位 は 
変わ ら な い . し た が っ て , 本 ファ ンク ショ ン で 画面 表示 の 優先 順位 を 変更 し た 
場合 は , ! 画 面 マ スク の 設定 (AH=0CH) 」 フ ァ ン クシ ョ ン を 用 いて 画面 マス ク 
を 再 設定 する 必要 が ある . 

た だ し , GS 以外 の 機種 で は 常に 制御 な し に し な けれ ば な ら な か い 
(画面 マス ク 機 能 が 使用 され て いな い 場 合 は この 限り で は な い ) . 

マス ク 制 御 あ り の 場合 , 優先 順位 に 応じ て 画面 マス ク も 変更 され る . GS 以 
外 の 機種 で は , マス ク 制 御 を も た な いた め 昔 味 を も た な い . 
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注 意 


すべ て の 画面 を 表示 禁止 に する こと は で き な い . 

画面 モー ド の 設定 (AH=02H) 」 で 確保 で きた フレ ー ム 以外 は 使用 で き な 
い 、 

優先 状態 の パラ メー タ に 指定 な し (000) が 設定 され る と , 以下 の 優先 状態 は 
無効 と な る . 
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$ASKCOMP AH=08H 
画面 優先 順位 の 取得 
人 入 カカ 
AH = OS8H 
出 カ 
Carry = 実行 ステ ー タ ス 
0 : 正常 設定 
1 : | 画面 モー ド の 設定 (AH=02H) 」 に よる 画面 モー ド が 設定 され て 
いな い 


AL = テキ スト スー パー 優先 
0 さ の 大 下 は グラ クィ イッ クズ どー 体 
1 : テキ スト 最 優先 (GS の み ) 
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BH = 第 1 画面 / 第 2 画面 状態 
后 四 還 切 思 


回 間 細 回 層 舞 


0 : 指定 な な し 

器 1: カレ ント 画面 
ni: 画面 BSD 再 は 
中 1・ 画面 1 5 麗 再 り 
1 : 画面: GS 再 ) 
11 : 画面 3 GS 想 再 は 
110 : ビ 〒 ゴ 画面 


mn : 指定 な LGSD は 
1・ 才 レー ント 画面 
1 : 画面 ! 
員 11: 画面 1 本 吉 し は 

8?1 4 ライ ンー モー ド 時 * 
1 : 画面 本 本 ) 
1m1 : 画面 3 『【 軸 相 再 ) 

画面 


BL = 第 3 画面 / 第 4 画面 状態 
后 上 田 四 凶 思 国 


Il 


串 』 画 面 指定 て 誰 相 村 』 


(内 容 は 事 ? 画 面 指 定 と 同様 


画 
串 3 画 面 指 定 (GS の 計り 
(内 容 は 事 ? 画 面 指 定 と 同様 
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CH = 第 5 画面 / 第 6 画面 状態 
陳 旨 后 四 四 凶 思 国 


回 回 因 関連 誠 
沖 B 画 面 指定 (GS の み ) 
(内 容 は 第 2 画面 指定 と 同様 
沖 5 画 面 指定 GS の み ) 
(内 容 は 第 2 画面 指定 と 同様 
機 能 


現在 の 画面 合成 の 優先 順位 を 取得 する . 
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$INIPAL 


AH=09H 


パレ ッ ト の 初期 化 


人 入 カカ 


AH = 09H 
AL = パレ ッ ト 指 定 
 f 后 固 還 切 


回 回 回 回 回 回 回 回 


出 カ 


フレ 


フレ 


っ ルレ 


フレ 


記 由 が デ 


Carry = 初期 化 ス テー タス 


0 : 初期 化 完 了 


ーー 用 レット 


nl: 定期 寺 な いい 
1 : 征 期 する 


ー 上 1 用 レッ ト 


li: 補 期 修 し 培い! 
1 : 各 期 する 


ー? 用 レット 


li 補 期 修 し 培い 
1 : 定期 する 


ー ュ 3 用 し レット 


: 名 月 人 し な な いい 
: 補 期 修 す る 
たき 
坦 同 期 

: 同期 


1 : | 画面 モ ー ド の 設定 (AH=02H) 」 に よる 画面 モー ド の 設定 が 行わ 


れ で て いな い 
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各 フ レー ム に 対す る カラ ー パ レッ ト を 初期 化す る . 
8 ビッ ト 画 面 モ ー ド に な っ て いる フレ ー ム に 対し て の み 初 期 化 を 行い 。 それ 
以外 の パレ ッ ト に は 何 も し な い . GS 以外 は 1 セッ ト の パレ ッ ト の み 初 期 化 を 行 


フ ・ 
初期 化 の 値 は 次 の よう に な る . 


@16 ビ ッ ント パレット 時 (GS の み ) 
和 の aN 
后 四 上 男 切 hm 


国 還 加 加 回 図 国 回 


表し じ 小 
后 貞男 凶 hm 


nH Pk 
后 上 還 切 hm 


B 和 本村 | | | 


締 じ の 由 
薩 旨 后 上 還 切 hm 


BB1851B7| 明 65| | 
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@24 ビ ッ ト バ レット 時 
カラ ー コ ー ド 
耳 后 四 男 切 hm 


団 田 田 団 団 田 還 


青 じ 小 
hp 所 引田 
回 図 国 回 還 回 国 回 
nH PP 
hp 所 引 還 上 思 
図 国 国 田 還 加 還 較 
緑 じ 由 
hp 所 引 四 上 


回 回 回 回 加 還 回 軸 
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$SETPAL AH=0OAH 


パレ ッ ト の 設定 


人 入 カカ 


AH = OAH 
AL フレ ー ム 選択 / モ ー ド 選択 
后 貞 四 凶 思 


最上 志 ピ ビット 指 定 (GS 中 再 ) 
・ 7 ビット じ ッ ト 使 用 
91H 寺 ) 


9 BSDag 3 
に ゴリ レッ ト 2 TESD.) 
上 BSn 計 ) 


0: に: 個 有 評 正 


1 : 一 括 訟 定 
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BH = パレ ッ ト 番 号 ( 個 別 設定 の 場合 ) 

BL = 青 レ ベル (個別 設定 , 形式 3 以外 の 場合 ) 

CH = 赤 レ ベ ル ( 個 別 設定 , 形式 3 以外 の 場合 ) 

CL = 緑 レ ベル (個別 設定 , 形式 3 以外 の 場合 ) 

CX = パレ ッ ト 値 (個別 設定 , 形式 3 の 場合 ) 

ES:BX = デー タテ ー ブ ル 格納 アド レス (一 括 設定 の 場合 ) 


出 力 


Carry = 初期 化 ス テー タス 
0 : 設定 完了 
1 : 「 画 面 モ ー ド の 設定 (AH=02H) 」 に よる 画面 モー ド の 設定 が 行 
われ て いな い 
パラ メー タ が 不適 切 
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機 能 


以下 の 各 形 式 に 従っ て , パレ ッ ト 値 を 設定 する . 


の 形式 1 (16 ビ ッ ト パ レッ ト の デー タ 形 志 ) 
BRG を 各 1 バ イト ずつ 使用 し , 以下 の よう な デー タ 形 式 と する . 


hshlhnahth1l hn 四 四 所 凶 岳 上 皿 還 廿 印 


団 較 回 田 回 還 9 回 田 還 図 回 EERE 還 回 
it 緑 』 R* 訂 * B' 青 : 
'W11 YESD 語 ) 有 郊 
最上 上 信 ビ ピッ ト 指 定 志 青 思 場合 :B 
本 場 苔 ・ 印 
締 可 場 双 ・ 名 


・16 ビ ッ ト パ レッ ト を 参照 し て いる 場合 (GS の み ) 


本 値 
hsihlhnahtsh1l hn 四 四 由 細 岳 皿 田 選 所 


回 図 回 還 還 還 較 較 較 回 回 国男 還 名 


em 1 1 411111 


団 較 回 団 国 還 9 較 較 較 図 回 還 男 還 EE 


て 』 RK 稼 』 BK 青 』 
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・ フ レー ム が 24 ビッ ト パ レ ッ ト を 参照 し て いる 場合 


上 ふ 士 青 ) 最 下 培 ビ ッ ト 指 定 直 きれ て し せよ し 1 計 
還 屋 思 


上 ふ カ 値 人 【 緑 ) 


hi hm ha hg 11 hn 


紀 
国 図 還 田 印 也 田 鐘 
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上 ふ 十 上 和 ) 最上 上 境 ビ ッ ト 指 定 直 きれ て し せよ し 時 
四 屋 思 


可 値 【 縁 ) 
hi hn hah1g 11 hin 
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上 ふ 十 人 ) 最上 培 ビ ピット 指定 赤き れ て し せよ し 時 
INEMIEWMENIFIII 四 HH 


上 ふ 十 人 税 ) 最 下 培 ビッ ト 指 定 世 され て いな し 1 時 
INEMIEWMENIFIIIM 
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人 @ 形 式 2 (24 ビ ッ ト パ レッ ト の デー タ 形 麗 ) 
BRG を 各 1 バ イト ずつ 使用 し , 以下 の よ うな デー タ 形 式 と する . 


hp 四 后 上 引 四 切 還 hm 


BEIEHEEIEHE3EIEI 
WEHEdEdE2EiE 
6 


・ フ レー ム が 16 ビット パレ ッ ト を 参照 し て いる 場合 (GS の み ) 


上 ふ 士 青 ) 最上 培 ビ ピット 直 指 定 さ きれ て し せな し 1 計 
薩 凶 D 還 四 凶 


軸 四 凶 思 h 


吉 士 青 ) 最上 蘭 ビ ッ ト 直 指定 され て し 1 る 時 
 f ff 還 四 凶 


hg hh hg [1 hn 
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上 ふ 十 上 奥 ) 最上 下層 ビッ ト 直 指定 きれ て し せよ し 時 
恒 Hf hh 四 四 耶 思 


hm hm 世 i 


吉 士 和 ) 最上 下 蘭 ビ ッ ト 直 指定 され て し 1 る 時 
hf hh 還 四 凶 思 


INEWMEWIMEMIMEMIB 還 HI 


上 ふ 十 全線 最上 下層 ビッ ト 直 指定 きれ て し せよ し 1 計 
恒 f hh 還 四 耶 思 


hi hn ha hg 11 hin 
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上 ふ 十 上 ) 最上 蘭 ビ ッ ト 直 指定 され て し 1 る 時 
hf hh 還 四 凶 思 


hm hm ha hg 11 hn 


・ フ レー ム が 24 ビッ トペ パレット を 参照 し て いる 場合 


hr 四 還 切 思 


TRG EEHEHEIEEEIEI 


EE DEIEEEI 還 EEIEI 


suilkii 還 回 回 回 回 


HEDEEHEHE 還 EEIE 
EEEE3EEEIE 
HfDEIEEEI 還 EEIE 
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の 江 式 3 (ワー ド 形 式 ) 
BRG を 1 ワー ド に まとめ , 以下 の よう な デー タ 形 式 と する . 


hs hhnahtsh1hnn 四 還 男 后 還 上 還 世 hm 


回 図 田 陸 加西 回 較 還 回 還 還 印 還 田 回 


・ フ レー ム が 16 ビッ ト パ レ ッ ト を 参照 し て いる 場合 (GS の み ) 


才 慎 hngmhnsPaHTE hm1hmn 四 Hm 中 i 還 思 hm Ee 印 男 


回 図 団 団 団 還 回 図 団 較 国 還 印 団 EE 


詩 補 慎 縁 ) 后 遇 包 還 世 


加 思 四 回 四 


琉 定 I 邊 【 記 ) 門 Ba 切 還 
団 図 団 較 回 
誤 定 直 【 青 ) 9 Da PE hi 


国名 較 還 
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・ フ レー ム が 24 ビッ ト パ レ ッ ト を 参照 し て いる 場合 


マク ググ ビ ピット バル レッ 人参 奉 /62 が 消 ( 辺 区 ツ 


呈 


マク ググ ビ ッ ト バ レッ ム 人参 鶴 /622 ( 辺 丸 ツ 


マク ググ ビッ トム バル レッ ム 人参 奉 /622 家 ( 辺 奴 ツ 


呈 


各 デ ー タ テー ブル の 格納 形式 は 以下 の と お り . 


型式 1, 型式 2 


ES・ BR 
5B 衣 

弓 日 返す 

の ー9 目 100T トド) 


ES : BW 
レッ ト デ ー 宮 ?5B 組 
ーーーーーーーー 編 旨 返す 
レッ ト デ ー 豆 * 者 デー は 1 ワード 3 
1 
生 レ ッ ト デ ギー 学 
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$ASKPAL AH=0BH 


パレ ッ ト の 取得 


人 入 カカ 


AH = OBH 
AL = フレ ー ム 選択 / モ ー ド 選択 
后 還 還 争 所 


回 回 還 弁 瑞 加 回 
デー 宣 形式 
1 形式 1 YE ビッ ゥ ト 形 式 } 
1: 形式 2 2 ビット 形式 ) 
和 形式 バロー ド 形 式 ) 
コレ ルー 上 設定 
呈し ッ ト セ ッ ョ トロ 
1 ゴリ レッ トト セット 1 て 全 英 本 
1 レット セッ ント 2 本 再 
1 ロイ コレット セッ ト BS』 
0 売出 
読出 
BH = パレ ッ ト 番 号 ( 個 別 読出 の 場合 ) 
ES:BX = デー タテ ー ブ ル 物 納 アド レス (一 括 読 出 の 場合 ) 
出 カカ 
Carry = 実行 ステ ー タ ス 
0 : 読出 完了 
1 : 「 画 面 モ ー ド の 設定 (AH=02H) 」 に よる 画面 モー ド の 設定 が 行 
われ て いな い 
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BL = 青 レ ベル (個別 読出 形式 3 以外 の 場合 ) 

CH = 赤 レ ベ ル ( 個 別 読出 形式 3 以外 の 場合 ) 

CL = 緑 レ ベル (個別 読出 形式 3 以外 の 場合 ) 

CX = パレ ッ ト 値 (個別 読出 , 形式 3 の 場合 ) 

ES:BX = デー タテ ー ブ プル 格納 アド レス (一 括 読 出 の 場合 ) 


各 デ ー タ テー ブル の 格納 形式 は 以下 の と お り . 


型式 1, 型式 2 


ES・ BR 
5B 組 

弓 日 返す 

( 洛 mー タ 1) で ド ) 


ES : BW 
レッ ト デ ー ?5B 組 
ーーーーーー ニ ーー 編 旨 返す 
レット デー 祥 (者 デー は 1 ロード} 
1 
生 し レッ ト デ ギー 沈 


機 能 


現在 の パレ ッ ト を 取得 する . 
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$SETMASK AH=0CH 


GS 


画面 マス ク の 設定 


人 入 カカ 


AH = 0OCH 
AL = マス クス ロッ ト 指 定 
hp 后 固 還 切 思 m 


LEIAISISISIS1SIS 


品 メロ ッ ト 指 定 


串 1 スロ ッ ト 指 定 
li マメ ウル し 議 し 1 
2 2 
串 記 スロ ッ ト 指 定 
li: マス ジル し な し 1 
1 1: マス ウジ す る 
串 ヨ メロ ッ ト 指 定 
本 
マデ スン す る 
陸中 ト 指定 
li マメ ウル し 議 し い 


知内 を マス 
: 宮 域 外 才 マス 


二 寺 許可 
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BX = マス ク 開 始 水平 位置 (マス クボ ックス の 左端 ) 
CX = マス ク 終 本 水 平 位置 (セス クボ ックス の 大 端 ) 
DH = マス ク 開 始 垂直 位置 (セス クボ ックス の 上 端 ) 
DL = マス ク 終 了 垂 直 位置 (セス クボ ックス の 下端 ) 


出 カ 
Carry = 設定 ステ ー タ ダス 
0 : 設定 完了 
人 SE グー 
AH = エラ ー ス テー タス 
1 : 「 画 面 モ ー ド の 設定 (AH=02H) 」 に よる 画面 モー ド の 設定 が 行わ し 
SUR 
2 : 入力 パラ メー タ 凌 常 


機 能 


画面 マス ク を 設定 する . 
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$ASKMASK AH=0DH GS 
画面 マス ク の 取得 

入 、 力 

AH = ODH 

出 カカ 


Carry = 獲得 ステ ー タ ス 


獲 
0 : 
1 


獲得 完了 
画面 モー ド の 設定 (AH=02H) 」 に よる 画面 モー ド の 設定 が 行わ 
\ じ CDE 


683 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


AL = マス クス ロッ ト 状 態 
hp 后 四 上 還 切 hm 


LEIAISTSISIS1SIS 


2 ト 状 能 
所 
スウ 箇 

第 1 スロ 状態 
上 マス ウン な し 
に マス ツウ 箇 

2 スロ > ト 状態 


マス ク 拓 
・ 右 華 内 直 マ スジ 対象 
・ 突 寺 久志 マス クツ 対 銀 
マ ュ ユウ 拭 能 
・ マス ウツ 華 止 
1 : マス ジ 許 可 


BX = マス ク 開 始 水平 位置 (マス クボ ックス の 左端 ) 
CX = マス ク 終 本 水 平 位置 (セス クボ ックス の 右端 ) 
DH = マス ク 開 始 垂直 位置 (マス クボ ックス の 上 端 ) 
DL = マス ク 終 了 垂 直 位置 (セス クボ ックス の 下 敵 ) 


機 能 
現在 の 画面 マス ク を 取得 する . 
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$SETBACK AH=OEH GS 
ヨ ピ 還 - 
自 京 色 の 設定 
入 力 
AH = OEH 
AL = モー ド 選 択 
hp Hg 還 目 四 凶 思 
回 回 回 回 面 囲 臣 還 
最上 上 蘭 ビ ピッ ト 指 定 
咽 ・ 末 介 用 
1 : 青 
1 : 系 
11 : 縁 
デー 宮 形 式 
器 : 形式 1 8 ビッ ト 形 式 ) 
中: 形式 24 ビッ ト 形 式 ) 
0 : 形式 バロー ド 形式 
BL = 青 レ ベル ( 形 天 3 以外 の 場合 ) 
CH = 赤 レ ベ ル ( 形 式 3 以 外 の 場合 ) 
CL = 緑 レ ベル ( 形 2N3 以 外 の 場合 ) 
CX = ワー ド 値 (形式 3 の 場合 ) 
出 カカ 
Carry = 02 ニー プ 
0 : 5( 証 先 ぎ 
3 デー タ 形 式 が 商 切 
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機 


台 ヒ 
BE 


背景 色 を 指定 され た 色 レ ベル に 
色 レ ベル の 形式 は | パレ ッ ト の 


リロ テ テー 


正 
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り 設 定 す る . 


(AH=0AH) 」 と 同様 . 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


$ASKBACK AH=0FH GS 
育 景 色 の 取得 

入 カ 

AH = OFH 


AL = モー ド 選 択 
pi 折 貞 四 凶 思 
回 回 回 回 面 画 民主 
最上 上 世 ビ ッ ト 指 定 
 : 未 全 用 
] : 青 


出 カ 


Carry = 獲得 ステ ー タ ス 

0 : 獲得 完了 

1 : デー タ 形 式 が 不適 当 
BL = 青 レ ベル (形式 3 以外 の 場合 ) 
CH = 赤 レ ベ ル ( 形 式 3 以外 の 場合 ) 
CL = 緑 レ ベル (形式 3 以外 の 場合 ) 
CX = ワー ド 値 (形式 3 の 場合 ) 


機 能 


現在 の 背景 色 を 取得 する . 
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$SETTHRU AH=10H 


穫 明 色 の 設定 


人 入 カカ 


AH = 10H 
AL = フレ ー ム 選択 / モ ー ド 設定 
hp 凶 后 貞 四 凶 思 


回 回 目 泊 遇 回 選 


モー ド (8 ピッ ト 画 面 の み ) 
: 設定 値 以 下 (GS の み ) 
01 : 設定 仁 よ り 上 (BS の の 
1 
通用 W 定 


Il・ 大 明 色 訓 中 
1 : 志 明 色 な し 


中 ・ 画面 

1 : 画面 1 (BS 相 再 
1 : 画面 2 (5 宙 再 
11 : 画面 3 (55 宙 再 


透明 色 な し 」 の 場合 , 以下 の パラ メー タ は 不要 . 

BH = カラ ー コ ー ド 番号 (設定 値 ) (8 ビッ ト 画 面 の 場合 ) 
青 ア ッ パ ー レ ベル (8 ビッ ト 画 面 以外 の 場合 ) (GS の み ) 

BL = 青 ロ ワー レベ ル (8 ビ ッ ト 画 面 以外 の 場合 ) (GS の み ) 

CH = 赤 ア ッ パ ー レ ベル (8 ビッ ト 画 面 以外 の 場合 ) (GS の み ) 

CL = 赤 ロ ワー レベ ル (8 ビ ッ ト 画 面 以外 の 場合 ) (GS の み ) 

DH = 緑 ア ッ パ ー レ ベル (8 ビッ ト 画 面 以外 の 場合 ) (GS の み ) 

DL = 緑 ロ ワー レベ ル (8 ビ ッ ト 画 面 以 外 の 場合 ) (GS の み ) 
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出 カカ 

Carry = 設定 ステ ー タ ス 
0 : 説 定 完了 
民生 


生 ー 2 ト ー ス ク ョ ー ク 
1 : | 画面 モー ド の 設定 (AH=02H) 」 に よる 画面 モー ド の 設定 が 行わ れ 
VWR い 
2 : プレ ー ム ょ 求 定義 
3 : ビデ オ ボ ー ド 未 実装 


機 能 


AL で 指定 され た フレ ー ム に 対し 透明 色 を 設定 する . 

透明 色 を 設定 し た 場合 , 裏 の ビデ オ 画 面 を 表示 する こと が で きる . 

8 ビッ ト 画 面 の 場合 は , BH で 指定 され た 設定 値 ( カ ラー コー ド 番 号 ) を 基 激 こ 
穫 明 色 が 設定 され る . 

8 ビッ ト 画 面 以外 の 場合 は , BX, CX, DX で 指定 され た , 各色 成分 に お ける レ 
ベル の 範囲 で 透明 色 が 設定 され る (GS の み ) . 
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$ASKTHRU AH=11H 
透明 色 の 取得 
人 入 カカ 
AH = 11H 
AL = プレ ー ム 選択 
00H : 画面 0 
10H : 画面 1(GS の み ) 
20H : 画面 2(GS の み ) 
30H : 画面 3 (GS の み ) 


出 力 


Carry = 獲得 ステ ー タ ス 
0 


時 


: 獲得 完了 


ーー 


用 アラ ペデ テー クス (Ca 大 1 の 場合 


前 氷 


| 
6 


画面 モー ド の 設定 (AH=02H)」 に 
で て で いない 


: 透明 範囲 不 整 合 


ビデ オ ボ ー ド 末 実 装 
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よる 画面 モー ド の 


に ョ リー ニー 


gE 眉 


が 行わ れ 
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AL = モー ド 状 態 (Carry = 0 の 場合 ) 
[lp Hf 還 貞 四 選 思 


回 回 回 回 器 回 硬 思 


昌 選 ト 画面 のみ ! 
li 語 定 EE 上 (GS 本 調 ) 


設定 値 よ り 上 (GS の み ) 
1 
天皇 定 


Il・ 透明 色 庫 
1 : 透明 色 記 し 


BH = カラ ー コ ー ド 番号 (8 ビッ ト 画 面 の 場合 ) 

青 ア ッ パ ー レ ベル (8 ビッ ト 画 面 以外 の 場合 ) (GS の み ) 
BL = 青 ロ ワー レベ ル (8 ビ ッ ト 画 面 以外 の 場合 ) (GS の み ) 
CH = 赤 ア ッ パ ー レ ベル (8 ビッ ト 画 面 以外 の 場合 ) (GS の み ) 
CL = 赤 ロ ワー レベ ル (8 ビ ッ ト 画 面 以 外 の 場合 ) (GS の み ) 
DH = 緑 ア ッ パ ー レ ベル (8 ビッ ト 画 面 以外 の 場合 ) (GS の み ) 
DL = 緑 ロ ワー レベ ル (8 ビ ッ ト 画 面 以外 の 場合 ) (GS の み ) 


機 能 


ビデ オ 画 面 に 対す る 透明 色 の 設定 を 取得 する . 
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$QUANTUM AH=12H GS 


表示 色 量 子 化 状態 の 設定 


AH = 12H 

BL = 青 量子 化 レ ベル (0^7 : 落と す ビ ッ ト 数 ) 
CH = 赤 量 子 化 レベ ル (0-7 : 落と す ビ ッ ト 数 ) 
CL = 緑 量 子 化 レ ベル (0 へ 7 : 落と す ビ ッ ト 数 ) 


出 
0arty 三 ア ー ス シー グズ 

0 : 正常 終了 

1 : パラ メー タ 暴 常 
機 能 


各色 の 落と す ビ ッ ト 数 に 合わ せ て 量子 化 設定 レジ スタ を 設定 する . 
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$ASKQUANT AH=13H GS 


表示 色 量 子 化 状態 の 取得 


人 入 カカ 


AH = 13H 


BL = 青 量子 化 レ ベル (0^7 : 落と す ビ ッ ト 数 ) 
CH = 赤 量 子 化 レ ベル (0^ へ 7 : 落と す ビ ッ ト 数 ) 
CL = 緑 量子 化 レ ベル (0^ へ 7 : 落と す ビ ッ ト 数 ) 


機 能 


現在 の 表示 色 の 量子 化 状態 を 取得 する . 
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$EFFECT1 AH=14H GS 


特殊 効果 の 設定 [表示 優先 順位 依存 ] 


AH = 14H 

AL = 特殊 効果 指定 
OxH : 特殊 効果 禁止 (GS の み ) 
3xH : 透明 合成 (通常 合成 ) 
5xH : 加算 合成 (GS の み ) 
6xH : フィ ル タ 処 理 (GS の み ) 
7xH : 半 透 明 処 理 
40H : 全 ビ ッ ト OFF (表示 は 黒 に な る ) (GS の み ) 
41H : not(A or B) (GS の み ) 
42H : not(A) and B(GS の み ) 
43H : not(A) (GS の み ) 
44H : A and not(B) (GS の み ) 
45H : not(B) (GS の み ) 
46H : A xor B(GS の み ) 
47H : not(A and B) (GS の み ) 
48H : A and B(GS の み ) 
49H : not(A xor B) (GS の み ) 
4AH : B(GS の み ) 
4BH : not(A) or B(GS の み ) 
4CH : A(GS の み ) 
4DH : not(B) or A(GS の み ) 
4EH : A or B(GS の み ) 
4FH : 全 ビ ッ ト ON( 表 示 は 白 に な る ) (GS の み ) 
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出 カ 

Carry = 実行 ステ チ テー タス 
0 : 正常 設定 
本 22 の 


作 衝 三 ラー スズ ステー ンス 
1 : パラ メー タ 上 異常 
2 : 特殊 効果 設定 不可 


機 能 


最 優先 画面 と 第 2 優先 画面 間 で 演算 を 行い 特殊 効果 を 出す . 

上 位 4 ビ ッ ト で 効果 モー ド , 下位 4 ビッ ト で 論理 演算 を 指定 する . 論理 演 鼻 
は 効果 モー ド が 4 の 場合 だ け 機能 し , その 他 の 効果 モー ド で は 無視 され る . 

効果 モー ド は 3 7 まで が 有効 で , 0 の 場合 は 特殊 効果 が 禁止 され る . 上 記 以 
外 の 値 が 指定 され た 場合 は パラ メー タ エ ラ ー と し て Carry に 1 を 返す . 

この | 特殊 効果 の 設定 [表示 優先 順位 依存 ] (AH= 14H) 」 は , 特殊 効果 設定 と 
は 排他 的 に 機能 し , 最後 に 使用 され た ファ ンク ショ ン に 従っ て 特殊 効果 機能 が 
設定 され る . 

特殊 効果 は カラ ー パ レッ ト が 24 ビ ッ ト か つ 以 下 の 条 件 で は 機能 し な い 
(Carry=1, AL=2 と な る ) . 


・ フ レー ム 0 が 1024X256 8 ビッ ト / ピ クセ ル の 場合 
・ フ レー ム 3 が 1024X256 8 ビッ ト / ピ クセ ル の 場合 
(フレ ー ム 0 が 24 ビッ ト / ピ クセ ル の 場合 を 除く ) 


695 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


参 考 


フェ ー ド 制御 を 行う 場合 に は ,。 あら か じ め 「 特 殊 効 果 の 設定 [表示 優先 順位 
依存 ] (AH=14H) 」, 「 特 殊 効 果 の 設定 [優先 画面 指定 ] (AH=15H) 」 で 特殊 効果 
を 設定 し な けれ ば な ら な い . (GS の み ) 


通常 表示 に フェ ー ド 制御 を 加え る 場合 は , 「 特 殊 効 果 の 設定 [表示 優先 順 立 
依存 ] (AH=14H) 」, 「 特 殊 効 果 の 設定 [優先 画面 指定 ] (AH=15H) 」 の 特殊 効果 
指定 と し て 3xH を 設定 する . (GS の み ) 


特殊 効果 


供 明 合 成 

最 優先 画面 の 黒 の 部 分 が 第 2 優先 画面 に な る 
加算 合成 

最 優先 画面 と 第 2 優先 画面 を 加算 する (GS の み ) 
フィ ルク 処理 

第 2 優先 画面 を 最 優先 画面 の レベ ル に 対応 させ る 

第 2 優先 画面 -NOT ( 最 優先 画面 ) を 行 う (GS の み ) 


凌 明 処理 
最 優先 画面 と 第 2 優先 画面 の 平均 を と る 
論理 演算 合成 処理 


最 優先 画面 と 第 2 優先 画面 間 で 論理 演算 を 行う (GS の み ) 


※GS 以 外 の 機種 で は , 半 人 秋明 処 理 / 透 明 合 成 の み 使用 可能 
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$EFFECT2 


AH=15H 


特殊 効果 の 設定 [優先 画面 指定 」 


人 入 カカ 


AH = 15H 


AL = 特殊 効果 指定 


OxH : 
9 和 % 慰 5 
9 計 還 「 
6xH : 
六 芝 還 
40H : 
41H : 
42H : 
43H : 
44H : 
45H : 
46H : 
47H : 
48H : 
49H : 
4AH : 
4BH : 
4CH : 
4DH : 
4EH : 
4FH : 


特殊 効果 茜 目 
透明 合成 (通常 合成 ) 
加算 合成 
フィ ル タ タ 処理 

半 穫 明 理 

全 ビ ッ ト OFF( 表 示 は 填 に な る ) 
not(A or B) 
not(A) and B 

not (A) 

A and not(B) 

not (B) 

A xor B 

not(A and B) 

A and B 

not(A xor B) 

b 

not(A) or B 

A 

not(B) or A 

A or B 

全 ビ ッ ト ON( 表 示 は 白 に な る ) 
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BH = 最 優先 画面 指定 
00 有 3 プア レー ム 06 
0 ルー 
2 は レー の 2 
9 ダダ レー が バ 9 
BL = 次 優先 画面 指定 (使用 する 画面 に 対応 する ビッ ト を 1 に する ) 
hr hg hi 上 還 四 上 是 紀 
回 回 語 加 回 回 固 回 
フレー 日 
デル ルー 上 吉 
一 
ブレー 
ぢ ラコ ィ ッ ジ シス 画面 
ビエ 〒 ゴ 画面 
バッ ピタ ダ ラロ ンド 画面 
CH = 効果 範囲 色 モ ー ド 指定 


CL = 


(BH で 指定 され た フレ ー ム が 8 ビッ ト / ピ クセ ル の み 有 効 ) 
00H : CL で の 指定 色 以 下 

01H : CL で の 指定 色 よ り 上 

02H : CL で の 指定 色 の み 

03H : CL で の 指定 色 以 外 

効果 範囲 色 指定 

(BH で 指定 され た フレ ー ム が 8 ビッ ト / ピ クセ ル の み 有 効 ) 
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出 カカ 

Carry = 実行 ステ ー タ ス 
0 : 正常 設定 
で ー 

人 分 ポ ン ー ス デー クズ 


1 : パラ メー タ 異 常 

2 : 特殊 効果 設定 不可 

3 : 指定 され た フレ ー ム が 未定 義 
4 : 画面 合成 の 優先 順位 不適 合 


機 能 


最 優先 画面 と 次 優先 画面 間 で 演算 を 行い 特殊 効果 を 出す . 

上 位 4 ビ ッ ト で 効果 モー ド , 下位 4 ビッ ト で 論理 演算 を 指定 する . 論理 演算 
は 効果 モー ド が 4 の 場合 だ け 機 能 し , その 他 の 効果 モー ド で は 無視 され る . 効 
果 モ ー ド は 3 て 7 まで が 有効 で , 0 の 場合 は 特殊 効果 が 禁止 され る . 

上 記 以 外 の 値 が 指定 され た 場合 は パラ メー タ エ ラ ー と し て Carry に 1 を 返 
記 


・ 特 殊 効 果 の 処理 内 容 
① 優先 画面 か ら 指 定 さ れ た カラ ー コ ー ド 範囲 の 抽出 
② ① で 抽出 され た 画面 と 次 優先 画面 の 演算 


この 「 特 殊 効 果 の 設定 [優先 画面 指定 ](AH=15H) 」 は , 「 特 殊 効果 の 設定 
[表示 優先 順位 依存 ] (AH=14H) 」 と は 排他 的 に 機能 し , 最後 に 使用 され た ファ 
ンク ショ ン に 従っ て 特殊 効果 機能 が 設定 され る . 
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特殊 効果 は カラ ー パ レッ ト が 24 ビ ッ ト か つ 以 下 の 条 件 で は 機能 しない 
(Catrv= ト 、 AL =2 と な る )。 


・ フ レー ム 0 が 1024X256 8 ビッ ト / ピ クセ ル の 場合 
・ フ レー ム 3 が 1024X256 8 ビッ ト / ピ クセ ル の 場合 
(フレ ー ム 0 が 24 ビッ ト / ピ クセ ル の 場合 を 除く ) 


最 優先 画面 と し て 指定 され た 画面 より も , 次 優先 画面 と し て 指定 され た 画面 
の 方 が 「 画 面 優 先 順 位 の 設定 (AH=0 7H) 」 に より 前 に 合成 され て いる 場合 は 
特殊 効果 機能 が 使用 で き な い (Carry=1, AL=3 と な る ) . 

最 優先 画面 が 8 ビッ ト / ピ クセ ル の 場合 は カラー コー ド に より 範囲 指定 さ 
れ た 領域 の み が 特 殊 効 果 の 対象 と な る . 

特殊 効果 の 内 容 に 関し て は , 「 特 殊 効 果 の 設定 [ 表示 優先 順位 依存 | 
(AH=14H) 」 を 参照 する こと . 
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$ASKEFFECT 


AH=16H 


特殊 効果 状態 の 取得 


人 入 カカ 


AH = 16H 
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出 カ 


AL = 特殊 効果 状態 
hp f 后 四 還 是 


回 


Lm 
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特 貴 癌 時 モー ド 
lxH 


JxH・ 
hxH・ 
bxH・ 
rxH・ 
中 ・ 
1H・ 
中 昌 ・ 
引 旨 ・ 
中 ・ 
hhH ・ 
pH ・ 
中 昌 ・ 
HH ・ 
HH ・ 
中 昌 ・ 
BEH ・ 
引 [H ・ 
引 [H ・ 
EEH ・ 
引 FH ・ 


電 軸 人 


: 将 珠 紹 単 華 止 G 英 設 
通明 言語 て 四 症 台 感 ) 
加古 台 成 Em 調 ) 
フィ ル 補 尋 理 人 GS 机 計 
半 達 明 刀 理 ー 
生 ビ ッ ト FF【 素 志 は 黒 ) KS 本 調 ) 
nat (上 nF BI YESD 玉 
nat() and BYTESD 瑞 ) 
nat(a BSD 本 ) 
an natTB) TS) 
nattB (ESm 調 ) 

閣 xnF BS の 調 ) 
nat (and BYTESD) 
洛 anH BYTESOD 計 ) 
nat (上 xnr BI THSYD 央 3 
BEST 調 3 

not () nr BESD- 
し 語 FRTUMPs 芝 

nt (上 】 ロ F 目 (ESD 凡 ! 
邊 nF BSOD 計 
王 ビ ッ ト 中 素直 は 白 ) 計り 


慢 先 画面 指定 特 貴 部 染 唄 対 定 


[優先 画面 指定 ] K 虹 三 15H テ 

1 : 表示 順司 に 令 存 特殊 郊 里 本 語 定 } 
[ 作 先 画面 順 己 坊 存 ] ( 明 三 14H) 
(BR。ER 下 意味 埋 持 た な し 1) 
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BH = 最 優先 画面 
00H : フレ ー ム 0 (GS の み ) 
01H : フレ ー ム 1 (GS の み ) 
02H : フレ ー ム 2 (GS の み ) 
03H : フレ ー ム 3 (GS の み ) 


BL = 次 優先 画面 
則 后 四国 


回 回 了 回 回 回 回 回 


フレー 【5S 認 本! 
ラレー 上 あ 1 KS 相本 』 
NT 芝 
フレ ー あ BK5S 認 本! 
8 ダコ ラコ ィ ックス 画面 (5S 相 再 は 
ビデ ゴ オ 画 面 (BSD 計 ) 
ョ ロッジ ダグ ラロ ンド 画 面 (本 相 再 ) 
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CH = 効果 範囲 色 モ ー ド 


凶 后 四 四 凶 思 国 


旧 回 回 回 回 回 臣 紀 


C 


宮 域 指定 【G 本 み ) 
Hi: UL で 本 指定 色 EJ 下 
HH: DL 條 机 指 定 色 よ 昌 上 
Hi EL で で 本 指 定 色 中 計 
Hi L で で 本 指定 色 上 E! 証 
癌 時季 団 色 療 際 (BS の ) 
ロ : 範囲 色 な し ロビ ピッ ト デ アビラ セル 上 ! 針 ) 
1 : 範囲 色 融 


= 効果 範囲 色 (GS の み ) 


機 


台 ヒ 
BE 


現在 の 特殊 効果 の 設定 状態 を 取得 する . 
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$FADECTRL AH=1 7H 


フェ ー ド イン / ア ウト 


AH = 17H 
AL = ブ プ ェ ー ド モー ド 
hp 后 貞 四 凶 思 


回 回 回 回 置 選 回 回 


表地 促 期 規 【 フ ェ ー ド イッ! 
素直 最 縦 補 て フ ェ ー ド デ ロ ト ) 
ロ : 最 代 じ Lt 黒 
1 : 最 じ MLKE5E ょ ぅ 日 


上 
11: コ ェ ー ド 再開 


ロ ・ 青 埋 対 象 と し な いい 
1 : 青 じ し パル 電 対 昧 と する 


ロ ・ 秋 電 対 象 と し な に い 
1 : 簿 じ パル 電 対 昧 と する 


ロ : 縁 埋 対 鐵 と し な な し 1 
1 : 縁 じ で ルル 埋 対 鐵 と する 
9 


"画面 
・ 最 慢 頑 画面 
1 : 2 慢 玩 画面 
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CX = フェ ー ド スピ ー ド 1 秒 単位 で 指定 
1 sec へ 26. 666msec の 範囲 で 指定 
(^ へ 32. 82msec ま で は エラ ー に な ら な い が , 設定 禁止) 


出 力 


Carry = 実行 ステ ー タ ス 
0 : 正常 設定 
ド ま S3 デ 


し ーー アア ョ ーー ドス テー クス (Oarry=0.、 人 力 :AL(8) 
中 止 / 再 開 の み の ス テー タス 
pr hg 還 引 軸 証 


回 回 回 回 回 回 回 回 


ー ド 拭 有 能 
日 : 訟 定 却 了 非 選択 
1 : 青 じ し じ UL 設定 下 可 
ー ド 拭 能 
日 : 語 定 完了 非 選 所 
1 : 称し 江上 語 定 下 可 
ー ド 拭 能 

日 : 訟 定 元 了 非 選択 

1 : 縁 じ 設定 下 可 


AH = 本 人 SA 
: 特殊 効果 状態 で な い 
2 : フェ ー ド 機能 禁止 の た め , 再開 不能 
3 : フェ ー ド スピ ー ド 範囲 外 
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機 能 


ヶ エ ラニ ーー エ 。 


実行 対象 で 指定 され た 色 に 対す る フェ ー ド 女 理 が 行わ れる . 

フェ ー ド イン / ア ウト は 特殊 効果 の 一 部 で あり , 「 特 殊 効 果 の 設定 [表示 短 
先 順 位 依 存 ] AH=14H)」, 「 特 殊 効果 の 設定 [優先 順位 指定 ] (AH=15H) 」 に 
よっ て 特殊 効果 が 設定 され て いる 必要 が ある . 

ハー ドウ ェ ア は 指定 され た フェ ー ド レベ ル と 画面 デー タ の 加減 算 を 行い , 割 
り 込 み を 用 いて 一 定 間 隔 で フェ ー ド レベ ル を 操作 する こと に より フェ ー ド イン 
/ ア ウト を 実現 する . 
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$ASKFADE 


AH=18H 


フェ ー ド レベ ル の 取得 


人 入 カカ 


AH = 18H 


AL = 対象 画面 指定 
00H : 最 優先 画面 


SOH : 


出 カ 


第 2 優先 画面 


Carry = 獲得 ステ ー タ ス 


0 : 


ハエ ク メル に 
正常 獲得 


1 : 特殊 効果 状態 で な い 


ーー ドド し 


AL = ブフ ェ ー ド ステ ー タ ス (Carry=0) 
pr hg 還 上 四 還 証 思 


回 回 回 回 回 回 回 回 


コ ェ ー ド 状態 
ロロ : 青 コ ェ ー ド 綱 了 消 
1 : 青 コ ェ ー ド 中 
ロロ: 秋 コ ェ ー ド 了 消 
1 : 謎 コ ェ ー ド 中 
ロロ: 紀 コ ェ ー ド 談 了 消 
1 : 縁 コ ェ ー ド 中 
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BL = 青 フ ェ ー ド レベ ル 

CH = 赤 フ ェ ー ド レベ ル 

CL = 緑 フ ェ ー ド レベ ル 
黒 か ら の フェ ー ド イン 時 , 0 255 へ 変化 する 
白 か ら の フェ ー ド イン 時 , 255 つ 0 へ 変化 する 
味 べ へ の フェ ー ド アデ ウト 時 255 一 0 へ 変化 する 
白 べ へ の フェ ー ド アウ ト 時 , 0 一 255 へ 変化 する 


機 能 


現在 の フェ ー ド イン / ア ウト の 状態 を 取得 する . 

フェ ー ド イン / ア ウト は 割り 込み で 処理 され る た め , フェ ー ドレ ベル は この 
ファ ンク ショ ン 実 行 後 も 刻々 と 変化 する . 

し た が っ て , 正確 な フェ ー ド レベ ル を 求め る に は , 「 フ ェ ー ド イン / ア ウト 
(AH=17H) 」 に て 一 旦 フ ェ ー ド 処理 を 中 断 す る 必要 が ある . 
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$START 


AH=19H 


グラ フィ ックス ドラ イ バ の 使用 開始 宣言 


人 入 カカ 


AH = 19H 


出 力 


2 し 


機 能 


グラ フィ ックス ドラ イ バ の 使用 開始 を 官 言 する . 
本 ファ ンク ショ ン は , マス ク 機 能 / 郊 明 色 / フ ェ ー ド / 特 殊 効 果 / ビデ オ 画 面 
の 初期 化 と . テキ スト と 98 グ ラフ ィ ッ クス 画面 の 1 ドッ ト ズ レ を 保証 する こと 


ec でき 2 が りう 


注 意 


KN 
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本 ファ ンク ショ ン を 使用 し な いと 他 の 拡張 グラ フィ ックス 機能 を 使用 で き な 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


$END AH=1AH 
グラ フィ ックス ドラ イ バ の 使用 終了 宣言 
人 入 力 
AH = ]AH 
出 カ 
Carry = 同期 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
改 ば 5 テテ 


AH = エラ ー ス テー タス 
1 : パラ メー タ 上 異常 
2 : 同期 タイ ミン グ オ ー バ ミー ラン 


機 能 


グラ フィ ックス ドラ イ バ の 使用 終了 を 宣言 する . 
本 ファ ンク ショ ン は , 「 水 平 周波 才 24KHz,。 テキ スト 25 行 , グラ フィ ックス 


200 ラ イン 」 に 設定 し , 拡張 画面 の 表示 禁 由 上, テキ スト と 98 グ ラフ ィ ッ クス 
画面 の 1 ドッ ト ズ レ を 行う . 


注 意 


本 ファ ンク ショ ン を 使用 し な いと 従来 アデ アプ リケーション が 動作 し な く な る こ 
と が ある . 
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$GETINFO 


AH=1BH GS 


グラ フィ ックス ドラ イ バ の 機能 の 取得 


人 入 カ 

AH = 1BH 

AL=0O・: 
1 
ジグ 。 < 


デー タテ ー ブ ル 長 の 取得 


: 概要 取得 


詳細 有 取得 


CX = デー タテ ー ブ ル 長 (AL = 1 また は 2 の 場合 の み ) 
ES:BX = デー タダ デー ブル 転送 アド レス 


出 カ 


Carry = 同期 ステ ー タ ス 


け . 
日 


正常 終 了 


トー 


CX = デー タテ ー ブ ル 物 納 サイズ (AL = 0 の と き ) 
ES:BX = デー タテ ー プ ブル 和 格納 アド レス (AL = 1, 2 の と る ) 


機 能 


現在 使用 し て いる グラ フィ ックス ドラ イ バ の 機能 を 取得 する . 
AL に 0 が 指定 され た 場合 ,、 デ ー タ テー ブル の サイ ズ を バイ ト サ イ ズ で CX に 返 


開 


AL に 1 が 指定 され た 場合 , ES :BX で 指定 され た ア ドレ ス か ら の メモ リ 領 域 こ 
機能 デー タ (概要 ) が 転送 され る . 

AL に 2 が 指定 され た 場合 , ES :BX で 指定 され た ア ドレ ス か ら の メモ リ 領 域 こ 
機能 デー タ (詳細 ) が 転送 され る . 
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注 意 

AL に 1 を 指定 し た 概要 取得 で は , 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ の 最大 機能 を 
取得 する . 

取得 で きる 機能 は あく まで も 最大 の 機能 で あり , 画面 の 状況 に より 機能 が 代 
下 し て いる 場合 も ある . 

取得 デー タ 例 


in 


最 太 サポ ー ト 画面 モー ド 


合成 表示 可能 画面 
最大 定義 画面 夫 hnn2H 


AL に 2 を 指定 し た 現状 取得 で は , 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ の 現状 を 機能 
が 取得 する . 

取得 で きる 機能 は , 現在 の 画面 モー ド に 従っ た も の で あり , 画面 モー ド が 変 
わる と 情報 は 変化 する . し た が っ て , 画面 モー ド を 変更 し た 場合 、 ア プリ ケー 
ショ ン は 本 ファ ンク ショ ン を 再度 実行 し , 正しい 画面 情報 を 参照 し な けれ ば な 
ら な い . 
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デー タテ ー ブ ル 


転送 され る デー タテ ー ブ ル は , 以下 の よう な 階層 構造 を も つ . た だ し , AL 
に 1 を 指定 し て 概要 を 取得 し た 場合 は , 第 1 階層 の レバ ー ジ ョ ン 番 号 ( オ フ セ ッ 
ト +00H) 」 か ら 「 最 大 定義 画面 数 (オフ セッ ト +0EH) 」 ま で の デー タ し か 取得 さ 
れ な い . 


ヤマ 戻 グ 鳩 の デー タ 棄 許 = が / 戻 為 / 77 の 7 の 


語 


@ 発 1 階層 


マ 却 / 遼 の テー プル / 戻 グ 論 / (7W7 の 7 の 


・ バ パー ジョ ン 番 号 
拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ の バー ジョ ン 番 号 が 格納 され る . 


・ 最 大 サボ ポー ト 画 面 モ ー ド 
サポ ー ト し て いる 画面 モー ド の 各 ビ ッ ト が 1 と な る . 


マ 導 二 ゲ が ー 人 大 万 テー バ / 戻 グ 論 / (7 ん 7 の 7 の 
ココ 


PC-9821 で は “0000000100001000" と な る . 
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・ 拡 機 能 
サポ ー ト し て いる 拡張 機能 を 各 ビ ピット で 表す - 


ヤマ 學 竣 及 / 誠 論 / 77 の 97 の 
ココ 


PC-9821 で は “0000000000000011" と な る . 


・ 合 成 表示 可能 画面 数 

拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ が サポ ボート し て いる 画面 の うち で 合成 可能 な も 
の の 枚数 を 表す . テキ スト /98 グ ラフ ィ ッ クス 等 , 従来 の BIOS も し く は LI0 
で サポ ー ト し て いる よう な 画面 は 枚数 に は 含ま れ な い . た だ し , 拡張 グラ 
フィ ックス ドラ イ バ が 従来 の LI0 等 を 包含 し て サポ ー ト し , 面 合成 が 任 誤 こ 
組み 合わ せ が で きる 場合 は 画面 枚数 に カウ ント され る . 

PC-9821 で は 1 枚 . 


・ 最 大 パレ ッ ト 数 
独立 し て 使用 で きる パレ ッ ト の 総数 を 表す . 
PC-9821 で は 1. 


・ 最 大 定義 画面 数 
定義 可能 な 画面 の 総数 を 表す . 
PC-9821 で は 2 枚 . 


・ 画 面 情 報 テ ー ブ ル 

現在 確保 され て いる 画面 の 情報 を 示す . 

最大 画面 数 分 の 画面 情報 テー ブル が 存在 する . 

第 2 隊 層 と し て 展開 され る . 

AL に 1 を 指定 し て 概要 を 取得 し た 場合 は 存在 し な い . 
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@ 発 2 階層 (画面 情報 テー ブル ) 
第 2 階層 は 現在 確保 され て いる 画面 の 情報 が 格納 され て いる . 
マ 友 痕 祖 ( 厩 応 粗 の テー プ と / 戻 グ 間 / 47 の 27 の 
ココ 


・ 画面 情 報 テ ー ブ プル サイ ズ 
画面 情報 テー ブル (第 2 階層 ) の バイ ト サ イ ズ . 


・ フ レー ム 番 号 
画面 情報 テー ブル ( 第 2 階層 ) が 示す フ レー ム ( 画 面 ) の 番号 を 表す (0 か ら 没 
大 定義 画面 数 -1" まで ). 


・ 画面 モー ド 
画面 情報 テー ブル (第 2 階層 ) が 示す フレ ー ム の 画面 モー ド を 表す . 


マ 局 太一 た / 戻 グ 論 7/ 77 の の 97 の 


叶 


内 容 は 「 最 大 サポ ー ト 画面 モー ド 」 と 同様 . 値 が 0 の 場合 は , 現在 使用 され 
て いな い フ レー ム で ある (その フレ ー ム 番号 , 色 数 , 参照 パレ ッ ト 番 号 , フ 
レー ム の 幅 , フレ ー ム の 高き さ , ウィ ンド ウ の 数 , ウィ ンド ツ 情 報 は 意味 を も 
な し り 、 

PC-9821 で は “0000000100000000”" と な る . 
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・ 拡 張 機能 
画面 情報 テー ブル (第 2 階層 ) が 示す フレ ー ム の 拡張 機能 を 各 ビ ッ ト で 表す . 


ヤマ 學 竣 及 / 誠 論 / 77 の 97 の 
ココ 


PC-9821 で は “0000000000000071" と な る . 


・ 色 数 
画面 情報 テー ブル が 示す フ レー ム の 色 数 を 表す . 
PC-9821 で は 256”" と な る . 


・ 参照 パレ ッ ト 番 号 
画面 情報 テー ブル (第 2 階層 ) が 示す フレ ー ム が 参照 し て いる パレ ッ ト 番 号 を 
表す . 


・ フ レー ム の 幅 
画面 情報 テー ブル (第 2 階層 ) が 示す フレ ー ム の 横幅 を ビク セル 数 で 表す . 
PC-9821 で は 640 ピ クセ ル で ある . 


・ フ レー ム の 高き さ 
画面 情報 テー ブル (第 2 階層 ) が 示す フレ ー ム の 高 さ を ピク セル 数 で 表す . 
PC-9821 で は 400/480 で ある . 


・1 ラ イン の バイ ト 数 


画面 情報 テー ブル (第 2 階層 ) が 示す フレ ー ム の 横幅 を バイ ト 数 で 表す . 
PC-9821 で は 640 バ イト で ある . 
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・ ウ ィ ン ド ウ の 数 
画面 情報 テー ブル ( 第 2 階層 ) が 示す フ レー ム の 拡張 グラ フィ ックス VRAM を ア 
クセ ス す る ウィ ンド ウ の 使用 可能 数 を 示す . 


・ ウ ィ ン ド ツウ 情 報 

画面 情報 テー ブル (第 2 随 層 ) が ボ す フ レー ム の 拡張 グラ フィ ックス VRAM を ア 
クセ ス す る ウィ ンド ウ の 情報 を 示す . 

ウィ ンド ウ の 数 の ウィ ンド ツウ 情報 が 存在 する . 

第 3 階層 と し て 展開 され る . 
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⑯ 此 3 階層 (ウィ ンド ツウ 情報) 
第 3 階層 は , 画面 情報 テー ブル (第 2 階層) が 示す フ レー ム の 拡 距 グラ フィ ッ 
クス VRAM を アクセス する ウィ ンド ツウ の 情報 が 格納 され て いる . 


マ 却 2 途 厚 / ウ ァ ン バン の 灯 逐 / の テー プ と / 戻 ググ 怒 / (747 の 9 ん 7 の 


・ ゼ イン ドウ アク セス 方 中 
画面 情報 テー ブル (第 2 階層 ) が 示す フ レー ム の 拡張 グラ フィ ックス VRAM を ア 
クセ ス す る ウィ ンド ウ の アク セス 方 式 を 示す . 


0 : 不定 (ウィ ンド ウ 傾 域 が 正常 に 初期 化 さ れ て いな い ) 
「 グ ラフ ィ ッ クス ドラ イ バ の 使用 開始 宣言 (AH = 19H) 」 お よび 「 グ ラ 
フィ ックス ドラ イ バ 使 用 終了 富 言 (AH = 1AH) 」 を 実行 し な お す 必 要 が 
ある . 

1 : ウィ ンド ツウ 1/0 選 択 方 式 
ウィ ンド ツウ 領域 を 1/0 を 用 いて 選択 する . 

2 : ウィ ンド ウメ モリ マッ プ ト 1I/0 選 択 方 式 (PC-9821) 
ウィ ンド ツウ 領域 を メモ リマ ッ プ ト I/0 を 用 いて 選択 する . 
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・ ウ ィ ン ド ウ の アド レス 

画面 情報 テー ブル (第 2 随 層 ) が ポ す フ レー ム の 拡張 グラ フィ ックス VRAM を ア 
クセ ス す る ウィン ドウ の 32 ビ ッ ト ア ドレ ス を 示す . 

PC-9821 で は 以下 の 2 つの うち いずれ か を と る . 


ロ ィ ンド 中 HU IE alHUH 
ロ ィ ンド 中 | HUHBE E HHHH 


・ ウ ィ ン ド ウ の バイ ト サ イ ズ 

画面 情報 テー ブル (第 2 階層 ) が 示す フ レー ム の 拡張 グラ フィ ックス VRAM を ア 
クセ ス す る ウィ ンド ウ 1 つ の サイ ズ を バイ 下 で 示す . 

PC-9821 で は 32768 バ イト で ある . 


・ ウ ィ ン ド ウ の アク セス 単位 

画面 情報 テー ブル (第 2 階層 ) が 示す フ レー ム の 拡張 グラ フィ ックス VRAM を ア 
クセ ス す る ウィ ンド ウ の 設定 単位 を バイ ト で 示す . 

PC-9821 で は 32768 バ イト で ある . 


・ ウ イィ ンド ツウ 設定 アド レス 

画面 情報 テー ブル (第 2 階層 ) が 示す フレ ー ム の AVGRAM を アク セス する ウィ ン 
ドウ を 設定 する I/0 ア ドレ ス も し く は メモ リマ ッ プ ト 1I/0 ア ドレ ス を 示す -. 
PC-9821 で は 以下 の 2 つの うち いずれ か を と る . 


ロ ィ ンド 貞和 HUHEH E HUHHH 
ロ ィ ンド 本 | HUHEH E ILUHgH 
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2.3 ビデ オオ 系 フ ァ ン クシ ョ ン 


$DIGITIZE AH=20H 


デジ タイ ズ の 開始 / 停 止 


入 カ 


AH = 20H 

AL = デジ タイ メス 制御 
0 : デジ タイ ズ 停 目 
1 : デジ タイ ズ 開 始 


出 カカ 

Carry = 実行 ステ ー タ ス 
0 : 正常 動作 
oe 癌 で 


人 の た っ スーッ グ 次 
1 : パラ メー タ エ ラ ー 
2 : フレ ー ム 定義 不良 
3 : ビデ オ ボ ー ド 未 実装 する 
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機 


台 ヒ 
BE 


ビデ オ 信 号 の デジ タイ ズ を 開始 する . 
デジ タイ ズ が 必ず フレ ー ム 0 に 対し 実行 され る . 
ビデ オ ボ ー ド が 実装 され て いな い 場 合 は エラ ー (Carry=1, AL=3) を 返す 


デジ タイ ズ 対 象 画面 (フレ ー ム 0) が 8 ビッ ト / ピ クセ ル の 場合 , デジ タイ ズ 和 機能 
は 動作 し な いた め , エラ ー(Carry=1, AL=2) を 返す . 


722 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


$ASKDIGI AH=21H 


GS 


デジ タイ ズ 状 況 の 取得 


入 力 

AH = 21H 

出 カカ 

Carry = 実行 ステ チー タス 


0 : 正常 動作 
1 : ビデ オ ボ ー ド 未 実装 
NL 二 hー ュ ベ クラ の 
3 : ビデ オ ボ ー ド 末 実 装 


AL = デジ タイ スズ ス 制御 (Carry=0 の 場合 ) 


0 : 非 デジ タイ ズ 
1 : デジ タイ ズ 中 


機 能 


現在 の デジ タイ ズ 状 況 を 取得 する . 
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$SHARP AH=22H 


画質 補正 の 設定 


AH = 22H 
AL = 輸 郭 強調 設定 
0 : 強調 な し 
1 : 強調 あり 


出 カ 


Carry = 実行 ステ ー タ ダス 
0 : 正常 動作 
刷 ま 本 5 
人 計時 いやー ンス ベ 
3 : ビデ オ ボ ー ド 末寺 


機 能 


ビデ オ 男 面 の 輪 部 強 調 機 能 を オン / オ フ する . 
輪郭 画質 を 補正 する こと が で きる . 
ビデ オ ボ ー ド が 実装 され て いな い 場 合 は エラ ー(Carry=1) を 返す . 
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$ASKSHARP 


AH=23H 


画質 補正 状態 の 取得 


Gary 且 実 仁 ス デ ー タ ンズ 


人 入 カ 

AH = 23H 

出 カ 
(0 半 あ 
WI 


正常 動作 


テー 


人 A 凶 王 3 アース テー タ ダメ ※ 
3 : ビデ オ ボ ー ド 末 実 装 

AL = 輪郭 強調 状態 (Carry=0 の 場合 ) 
0 : 強調 な し 
1 : 強調 あり 


機 能 


現在 の ビデ オ 画 面 の 輪郭 強調 状態 を 取得 する . 
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$V EFECT AH=24H 


ビデ オ 特 殊 効 果 の 設定 


入 カカ 
AH = 24H 
Al 三 釣果 モー ド 


hp 凶 后 貞 四 凶 思 


EL 定 制御 
: 舞 純 (ER。 交 は 無 意 叶う 


: 有 郊 
放 還 定 制御 
: 無 各 KB 記 は 無 意 味 ) 


1 ・ 範 団 指定 の 内 側 
uc 方 向 指定 
・ 鞭 囲 指定 呈 計 個 
・ 鞭 囲 指定 中 内 借 
ビデオ 効 
0 aa し 
定 範 団 モ タロ 人 
定 範 団 居 用 ヒ 


BH = 輝度 信号 (Y) 上 限 レ ベル (0^255) 
BL = 輝度 信号 () 下限 レベ ル (0^255) 
CH = 色差 信号 (R-Y) 上 限 レ ベル (-128 て 127) 
CL = 色差 信号 (R-Y) 下限 レベ ル (-128^127) 
DH = 色差 信号 (B-Y) 上 限 レ ベル に 128^127) 
DL = 色差 信号 (B-Y) 下限 レベ ル (-128 て 127) 
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出 カ 
Carry = 実行 ステ ー タ ス 
0 : 正常 設定 


2 
人 SE グーン ーー クベ 
3 : ビデ オ ボ ー ド 末 実 装 


機 能 


指定 され た 範囲 に 該当 する レベ ル の 信号 に 対し 効果 を 加え る . 
効果 に は 次 の 2 つが ある . 


・ 色 基 信 号 を 0 レベ ル に する . っ モノ クロ 化 
・ 色 差 信 号 。 輝度 信号 共に 0 レベ ル に する . 一 透明 化 


ビデ オ ボ ー ド が 実装 され て いな い 場 合 は エラ ー(Carry=1) を 返す . 


727 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドライバ 


$ASK_ VEF 


AH=25H 


ビデ オ 特 殊 効果 状態 の 取得 


人 入 カカ 


AH = 2o5H 


出 力 


Carry = 実行 ステ チー タス 


0 : 


尼 
人 握 ア ー ス テー タス 

3 : ビデ オ ボ ー ド 未 実 装 
0 2 
ha [ 軸 皿 


[hr hf 


正常 動作 


テー 


ET 定 制御 
: 舞 純 (ER。 交 は 無 意 叶う 


: 有 郊 
放 還 定 制 兆 
・ 無 各 KB 市 は 無 意 味 ) 


| 
色差 範 較 方 向 指定 
ロ : 範 国 指定 の 外側 
1 : 芳 較 指定 の 内 側 
輝度 範 較 方 向 指定 
ロ : 季 較 指 定 の 外側 
ーー 1 : 芳 較 指定 の 内 側 
ビデ ゴ オ 効 果 
串 : 細 単 記し 
定 茸 団 モ ンク ロ 化 
定 季 囲 舟 用 
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BH = 輝度 信号 (Y) 上 限 レ ベル (0^255) 
BL = 輝度 信号 (Y) 下限 レベ ル (0^255) 
CH = 色差 信号 (R-Y) 上限 レ ベル C に 128^ て 127) 
CL = 色 発 信号 (R-Y) 下限 レベ ル に 128^127) 
DH = 色差 信号 (B-Y) 上 限 レ ベル に 128^127) 
DL = 色差 信号 (B-Y) 下限 レベ ル に 128^127) 


機 能 


現在 の ビデ オ 特 殊 効 果 状 態 を 取得 する . 
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$HUE 


AH=26H 


彩 度 の 調整 


人 入 カカ 


AH = 26H 


AL = 彩 度 補正 レベル (-128^ て 127) 


出 カカ 

Carry = 実行 ステ チ テー タス 
0 : 正常 動作 
が: グー 


AH = エフ ラー ステ デー タス 


3 : ビデ オ ボ ー ド 未 実装 


機 能 


ビデ オ 画 面 の 彩 度 (色相 ) 補正 レベ ル を ビデ オ ボ ー ド 上 の ボリ ュー ム に 与え 


る 


ビデ オ ボ ー ド が 実装 され て いな い 場 合 は エラ ー(Carry=1) を 返す . 
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$COLOR AH=2 7H 


濃度 の 調整 


人 入 カカ 


AH = 27H 
AL = 濃度 補正 レベ ル (-128 へ て 127) 


出 カカ 

Carry = 実行 ステ チ テー タス 
0 : 正常 動作 
が: グー 


AH = エフ ラー ス デ ー ク タス 
3 : ビデ オ ボ ー ド 未 実装 


機 能 


ビデ オ 画 面 の 濃度 ( 濃 さ ) 補正 レベ ル を ビデ オ ボ ー ド 上 の ボリ ュー ム に 与え 
る . 
ビデ オ ボ ー ド が 実装 され て いな い 場 合 は エラ ー(Carry=1) を 返す . 
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$BRIGHT AH=26H 


明度 の 調整 


人 入 カカ 


AH = 268H 
AL = 明度 補正 レベ ル (-128 て 127) 


出 カカ 

Carry = 実行 ステ チ テー タス 
0 : 正常 動作 
が: グー 


AH = エフ ラー ス デ ー ク タス 
3 : ビデ オ ボ ー ド 未 実装 


機 能 


ビデ オ 画 面 の 明度 (明る さ ) 補正 レベ ル を ビデ オ ボ ー ド 上 の ボリ ュー ム に 与 


先 の ト 


ビデ オ ボ ー ド が 実装 され て いな い 場 合 は エラ ー(Carry = 1) を 返す . 
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$CONTRAST AH=29H 


照度 の 調整 


和信 カカ 


AH = 29H 
AL = 照度 補正 レベ ル (-128 て 127) 


出 カカ 

Carry = 実行 ステ チ テー タス 
0 : 正常 動作 
が: グー 


AH = エフ ラー ス デ ー ク タス 
3 : ビデ オ ボ ー ド 未 実装 


機 能 


ビデ オ 画 面 の 照度 (コン トラ スト ) 補正 レベ ル を ビデ オ ボ ー ド 上 の ボリ ュー 
ム に 与え る . ビデ オ ボ ー ド が 実装 され て いな い 場 合 は エラ ー(Carry=1) を 返 


2 
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$ASKLEVEL 


AH=2AH 


彩 度 / 濃 度 / 明 度 / 照度 の 取得 


人 入 カカ 


AH = 2AH 


出 カ 


Carry = 実行 ステ ー タ ス 


(0 計 


1 


正常 動作 


2 スグ テー 


刀 由 紀 NS ジ グー ステ ー ク グ 
3 : ビデ オ ボ ー ド 未 実装 


BH = 彩 度 ( 色 相 ) 補正 レベ ル (-128^127) 
BL = 濃度 ( 濃 さ ) 補正 レベ ル (-128^127) 
CH = 明度 (明る さ ) 補正 レベル ( に 128 て 127) 
CL = 照 度 ( コ ント ラス ト ) 補正 レベ ル (-128 て 127) 


機 能 


現在 の ビデ オ 画 面 の 彩 度 , 濃度 , 明度 , 照度 を 取得 する . 
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$V_WINDOW AH=2CH 


表示 枠 と 位置 の 設定 / 取得 


入 カカ 

AH = 2CH 

AL = 動作 モー ド ( 設 定 / 取 得 ) 
0 : 設定 
1 : 取得 


ES:BX = 表示 パラ メー タテ ー ブ ル ア ドレ ス (設定 時 ) 


出 カカ 

Carry = 実行 ステ チ テー タス 
0 : 正常 動作 
刷 | 2 


AH 三 エラ アー ス デ ー ク スズ 
1 の ドブ プター クギ キッ ピ テ 
3 : ビデ オ ボ ー ド 未 実装 
ES:BX = 表示 パラ メー タテ ー ブ ル ア ドレ ス ( 取 得 時 ) 
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パラ メー タデ ー ブ ル 


ES ・ EE 


TYFE 


『 


S 和 


IS 
: 表示 水平 サイ ズ ( ビ デオ 仮想 座標 で 指定 する ) 


dX 


dY : 
:・ 表示 開始 水平 座標 (ビデ オ 仮想 座標 で 指定 する ) 


人 


TY : 


:・ 表示 水平 座標 (ディ スプ レイ 座標 で 指定 する ) 


表示 垂直 座標 
表示 垂直 サイ ズ 


表示 開始 水平 奏 標 
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機 能 


ビデ オ 画 面 の 表示 枠 と 位置 を 設定 も し く は 取得 する . 


以下 に 表示 梓 の 概 念 図 を す . 0 波数 に 関係 な く 


736 メ 480 の 解像度 で ある . 下図 の 場合 網 掛け の 息 形 部 分 の み 画 面 に 表示 され 
09062: 


ヒビ ゴゴ 人 R 送 訂 吐 標 


5 7 


以下 に 各 周 波数 時 の 表示 位置 の 概念 図 を す . 表示 座標 は , 水平 周波 数 に よ 
り 解像度 が 変化 する . 
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・15KHz : ディ スプ レイ 表示 範囲 (GS の み ) 
ビ 半 想 座標 


キーーーーー736 ド ッ ト 


ティス ゴブ レイ 座 欄 


579) 


・24KHz : ディ スプ レイ 表示 範囲 


ティ スゴ レイ 座 糧 


圭一 ーー デーーー g 計 


BE 9) 
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・31KHz : ディ スプ レイ 表示 範囲 

ビデ 斗 仮 想 座標 
7dE ドット 
ディ スゴ レイ 座標 


1 


5 7) 
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V_SI/E AH=2DH 


縮小 サイ ズ の 設定 / 取 得 


入 カカ 

AH = 2DH 

AL = 動作 モー ド ( 設 定 / 取 得 ) 
0 : 設定 
1 : 取得 


BX = 水平 サイ ズ ロ へ 736) (設定 時 の み ) 
CX = 垂直 サイ ズ 1^480) (設定 時 の み ) 


出 カカ 

Carry = 実行 ステ ー タ ス 
0 : 正常 動作 
る に 


作 由 - ほ SR フー バジ デー ティ ンズ 
1 : パラ メー タ エ ラ ー( 設 定時 の み ) 
3 : ビデ オ ボ ー ド 未 実装 

BX = 水平 サイ ズ ( 取 得 時 の み ) 

CX = 垂直 サイ ズ ( 取 得 時 の み ) 
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機 能 


ビデ オ 画 面 の 縮小 サイ ズ を 設定 も し く は 取得 する . 

以下 に 縮小 時 の 概念 図 を 示す . ビデ オ 仮 想 座標 は , 水平 周波 数 に 関係 な く 
736X480 の 解像度 で ある . ビデ オイ メー ジ は , 縮小 サイ ズ に 関係 な く 常 に 左 
上 の 原点 か ら ビ デオ ボー ド RAM に 書き 込ま れる . 


ビ テ ゴ オ 仮 赴 座 欄 


キーーーーーー736 ド ッ ト 


ーー 縮 小 水平 サイ ズー 


dE 7) 
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$V_PAT 


AH=2FH 


ビデ オ ボ 


ー ド RAM の 読み 出し / 書 き 込み 


入 カカ 

AH = 2FH 

人 に Ren ド 
0 : 読み 出し 
1 : 書き 込み 


ES:BX = 転送 パラ メー タデ テーブ ル ア ドレ ス 


出 カ 


Carry = 実行 ステ チ テー タス 
0 : 正常 動作 


昌 


SE うー 


上 ー ま ツー ベア カーン スズ 


1 
9 


: パラメータ エラ ー 


ビデ オ ボ ー ド 末 実 装 
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パラ メー タデ ー ブ ル 


ES ・ EE 


S 入 


: 転送 水平 座標 (ビデ オ 仮想 座標 で 指定 する ) 
SY : 
た 3 
dY : 
Doff : 
Dseg ・: 
RGB : 


転送 垂直 座標 
転送 水平 サイ ズ ( ビ デオ 仮想 座標 で 指定 する ) 
転送 垂直 サイ ズ 


デー タク 格納 オフ セッ ト ア ドレ ス ( 本 体 メ モリ アド レス ) 
2 220/N し の 


0 : 青 デ ー タ の み 読 み 出 し / 書 き 込 み 

1 : 赤 デ ー タ の み 読 み 出 し / 書 き 込 み 
2 : 緑 デ ー タ の み 読 み 出 し / 書 き 込み 
3 : 青 赤 緑 すべ て の 読み 出し / 書 き 込 み 
上 記 以 外 の 設定 は 禁止 
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機 能 


ビデ オ ボ ー ド RAM の 読み 出し , 書き 込み を 行う . 
64K バ イト を 超え る デー タ 転 送 が 可能 で ある . 

1 ビク セル は , RGB 各 1 バイ ト (1677 万 色 で 構成 され て いる ) . 

転送 パラ メー タテ ー ブ プル の RGB パ ラメ ー タ で 0 を 指定 し た と き の デ ー タ 配列 


を 示す . 


1hnt 1hat 1higt 1hiat 1Dat 1hat 」1hnt int 


転送 パラ メー タテ ー ブ ル の RGB パ ラメ ー タ で 3 を 指定 し た と き の デ ー タ 配 鹿 
を 示す . 


1hnt 1hnt 1hiat 1hat 1Dnt 1hnt 
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以下 に 座標 系 の 概 念 図 を 示す . ビデ オ 仮 想 座標 は , 水平 周波 数 に 関係 な く 
736 メ 480 の 解像度 で ある . 


ビデオ 人 赴 座 欄 


ペーーーーー 一 796 ド ッ ト 


き ーーーーーー| 回 


一 一 


0 ーー 


dY 転送 部 分 


5 79) 
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注 意 


ビデ オ ボ ー ド RAM 読 み 出 し 時 に は , 必ず 「 ス チル / フ レー ム バ ッ フ ァ の 設定 / 
取得 (AH = 91H) 」 で スチ ルモード に 設定 し な けれ ば な ら な い . 

また , 書き 込み 時 に は , 必ず フレ ー ム バッ ファ モー ド に 設定 し な けれ ば な ら 
な い 、. 

転送 水平 / 垂直 位置 は , 表示 位置 や 水平 周波 数 に 関係 な く ビ デオ 仮想 座標 で 
指定 する こと . また , ビデ オ ボ ー ド RAM の 書き 込み 時 は , "直送 水平 位置 (sx) 


/ サ イズ (sy)” は , 60 の 倍数 で な けれ ば な ら な い . 


・ ビ デオ ボー ド RAM に 書き 込み 時 に 指定 で きる 値 
転 拓 水平 位置 (sx) 

0, 60, 120, 180, 240, 300, 360, 

420, 480, 540, 600, 660, 720 

転送 水平 サイ ズ (sy) 

60, 120, 180, 240, 300, 360, 

420, 480, 540, 600, 660, 720, 7680 


また , 転送 水平 位置 (sx) と 転送 水平 サイ ズ (sy) を 足し た 値 が 780 を 超え て 
は いけ な い . 
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$FIELD AH=90H 


フィ ー ル ドモ ー ド の 設定 / 取 得 


入 カカ 
AH = 90H 
AL = 動作 モー ド 
0: 設 定 
1: 取得 
BH = フィ ー ル ドモ ー ド (設定 時 の み ) 


(031 グイ ーー ルド 世 で ド 
2 ドー ルド ET 人 ド 


出 カ 


Carry ミ 設定 ステ ー タ ス 
0: 正 常 終 了 
1 : ビデ オ ボ ー ド 未 実装 
AU 寺 ジー スズ テー クス 
1: パ ラメ ー タ エラ ー( 設 定時 の み ) 
3: ビデ オ ボ ー ド 未 実装 
フィ ー ル ドモ ー ド (取得 時 の み ) 
0:1 フ ィ ー ル レル ド モード 
2 グイ デッド ギー ド 


bH 
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機 能 


フィ ー ル ドモ ー ド の 設定 , 取得 を 行う . 

フィ ー ル ドモ ー ドド に は , 1 フィ ー ル ドモ ー ド と 2 フィ ー ル ドモ ー ド の 2 種類 が 
ある . 

1 フィ ー ル ドモ ー ド は , 偶数 ライ ン と 奇数 ライ ン に 同じ デー タ が 表示 され 
る . その た め 画 面 が 、。 ちら つき に くい `. 

2 フィ ー ル ドモ ー ド は , 偶数 ライ ン と 奇数 ライ ン で 違う デー タ ( 実際は ビデ 
オ の 解像度 が 低い た め ほ と ん ど 同 じ ) が 表示 され る . 1 フィ ー ル ドモ ー ド に 比べ 
る と ちら つき や すい . し か し 解像度 は 高い の で , 画像 に よっ て は 1 フィ ー ル ド 
モー ド よ りき れい に 表示 され る . 
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$STEAL AH=91H 


ビデ オ ボ ー ド 動作 モー ド の 設定 / 取 得 


入 カカ 

AL = 動作 モー ド 
0: 設 定 
1: 取得 

BH = スチ ルモード (設定 時 の み ) 
00 : 動 画 モ ー ド 


りす 5 スプ ソレ ピー ド 
10: フ レー ム バ ッ プ ァ 
11 : 設 定 人 禁止 


出 カ 
(GaYYy 較 
正常 終了 
二 


人 朋 当 、 更 マーズ デー ググ ※ 
1: パ ラメ ー タ エラ ー( 設 定時 の み ) 
3: ビデ オ ボ ー ド 未 実装 
BH = モー ド ( 取 得 時 の み ) 
00: 動 画 モ ー ド 
01 と スチ ルレ モー ド 
022 ン レレ ツー ムペ ッッ ジア モー ド 
03: 設 定 禁止 
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機 能 
ビデ オ ボ ー ド の 動画 モー ド を 設定 取得 する . 
ビデ オ ボ ー ド に は 以下 の 3 つの 動作 モー ド が ある . 

久生 画 モ ー ド 
リア デル タイ ム に 入力 され た ビデ オ 信 号 を 表示 し て いる 状態 . ビデ オ ボ ー ド の 
フレ ー ム バッ ファ に は , リア ルレ タイ ム に ビデ オ 信 号 が Y 色 差 形 式 で デジ タイ 
ズ さ れる . 

@ ス チル レモ ー ド 
ビデ オ ボ ー ド の フレ ー ム バッ ファ の 画像 デー タ を Y 色 差 形式 と し て 表示 す 
る . ビデ オ 信 号 の デジ タイ ズ は 行わ れ な いた め , 動画 モー ド か ら ス チル モー 
ド に する と スチ ルモード に な っ た と き の ビ デオ 画面 が 表示 され る . 

@ フ レー ム バ ベ バッファ モー ド 


ビデ オ ボ ー ド の フレ ー ム バッ ファ の 画像 デー タ を RGB 形 式 と し て 表示 する . 
ビデ オ 信 号 の デジ タイ ズ は 行わ れ な いた め , 動画 モー ド か ら フ レー ム バ ッ 
ジア メモ NIC つのる の シレ ー ム パッ プア モー NIC な つ だ と る き さ の ビデ チカ 男 全 デー 
を RGB 形 式 と し て 表示 する (ビデオ 画像 デー タ は Y 色 半 形 式 の た め 画 面 が 忠 
れる ) . 


注 


ニー ゴ 
尽 、 


「 ビ デオ ボー ド RAM の 読み 出し / 書 き 込 み (AH = 2FH) 」 を 使う と き に は , ス 


チル も し く は フレ ー ム バッ ファ モー ド に し な けれ ば な ら な い . 
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$FILTER 


AH=92H GS 


画面 ベレ の 補正 値 の 設定 / 取 得 


人 入 力 
AH = 92H 
AL = 動作 モー ド 
0: 設定 
1: 取得 
BH = 補正 値 (設定 時 の み ) 
[lp hf 還 引 四 証 
問 
Ja ダ ラコ フィ ックス 画面 員 
キャ ラヴ ツァ 表示 相補 上 直 
da ダラ コ ィ ックス 画面 と 
ビ 〒 ゴ サ 画 面 唄 氷 ギ 位 置 貞 補正 
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出 カカ 
Carry = 24 b ン く 
正常 終了 
財 


AH = エラ ー ス テー タス (設定 時 の み ) 
2 パタ デー ダグ クー 
9: ビデ オ ボ ー ド 林 実 装 

BH = 補正 値 ( 取 得 時 の み ) 

hp bg 后 上 皿 呈 hm 


| 
8 ダラ フィ ッ ピ ウス 画面 の 
キャ ラグ ツタ 表 志 中 補正 
8 ダラ ココ ィ ッ ツメ 画面 と 
ビデ ゴ オ 画 面 唄 氷 王位 置 貞 補正 
機 能 


画面 の ズレ 補正 値 を 設定 , 取得 する . 
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$6_THRU AH=93H GS 


98 グ ラフ ィ ッ クス 画面 の 
透明 レベ ル の 設定 / 取 得 


| 入力 | 
AH = 93H 


AL = 動作 モー ド / 透 明 設定 
hp 四 后 四 還 凶 思 


EEEIEI 


: 取 R 

20 の 和 ( 唐 時 の みり 
: 青 本 上限 上 上 限 語 久 介 音速 B 色 
: 青 机 上 限 上 限 机 内 前 を 遠 B 色 


: 天 呈 上限 上 上 限 証 針 介 音速 B 色 
: 和 の 上 也 下 也 机 内 前 赤 才 H 色 


1 
四 
] 
ロ ・ 縺 中 上 限 上 上 陽 由 計 介 埋 志 B 色 
1 : 緑 呈 上 限 下限 本 答 借 恋 遠 H 色 
。 D: ( 話 定 時 の み ) 


: 表 H 色 の 指 定 ま す る 
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透明 モー ド で 護 明 レベ ル の 指定 を する 場合 , 以下 の パラ メー タ で 大 明 レベ ル を 
指定 する . 


BH = 青 上 限 レ ベル 
BL = 青 下限 レベ ル 
CH = 赤 上 限 レ ベル | …1677 万 色 で 指定 する (注意 参照) 
CL = 赤 下 限 レ ベル 
DH = 緑 上 限 レ ベル 
DL = 緑 下 限 レ ベル 
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出 カ 

Carry = 設定 ステ ー タ ス 
0: 正 常 終了 
SE ジュー 


人 人 王 ドジ ーー スン デ ー ク ググ 
1: パラメータ エラ ー( 設 定時 の み ) 
3: ビデ オ ボ ー ド 未 実装 
AL = 和 明 指定 (取得 時 の み ) 
hp if 還 申 四 


回 回 回 回 回 回 回 回 
寺 

] 
日 ・ 

] 


四 
1 
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還 


: 青 本 上 上限 上 上 限 証 久 介 音速 B 色 
: 青 机 上 限 上 限 机 内 前 意 遠 B 色 


着 呈 上限 下限 机 釧 介 埋 透 B 色 


: 秋本 上 限 上 也 机 内 前 意 遠 B 色 


: 線 呈 上 限 上 上 限 証 久 介 音速 B 色 
: 線 丁 上限 上 也 机 内 前 意 遠 B 色 


通明 指定 (設定 時 の み ) 
 ・ 表明 


中 8 


BH = 青眼 レベ ル 
BL = 青 下 限 レ ベル 


宮 
表 昌 色恋 指定 寺 す る 


CH = 赤 上 限 レ ベル | …1677 万 色 で 返さ れる 


CL = 赤 ト 下限 レベ ル 
DH = 緑 上 限 レ ベル 
DL = 緑 下 限 レ ベル / 
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機 能 


98 グ ラフ ィ ッ クス 画面 (16 色 モー ド ) の 透明 レベ ル を 設定 , 取得 する . 

透明 モー ド の 指定 で , 透明 レベ ル の 指定 を し な い (0) を 選択 し た 場合 は , 指 
定 し た 透明 レベ ル と 透明 色 の 範 較 に より 以下 の よう に 透明 色 が 決ま る . 

穫 明 色 は RGB そ れ ぞ れ 個 々 に 次 の よう に 穫 明 色 の 範囲 が 決定 され る . 

透明 範囲 の 指定 が 内 側 の 場合 は その 色 の 透明 レベ ル の 下限 か ら 上 限 の 間 が 序 
明 色 に な る . 大 明 範囲 の 指定 が 外側 の 場合 は その 色 の 透明 レベ ル の 下限 か ら 
0 まで と 上 限 か ら FF ま で の 間 が 透明 に な る . 

透明 モー ド の 指定 で , 透明 レベ ル の 指定 を しない (0) を 選択 し た 場合 は 
黒 (0) が 透明 色 と な る . 


注 意 


本 ファ ンク ショ ン は , GS で は 使用 で き な い . 
グラ フィ ックス 画面 が 標準 モー ド の 場合 , パレ ッ ト が 4096 色 の サポ ー ト と 
な る た め , 1677 万 色 に 換算 し た パレ ッ ト レ ベル を 用 いな けれ ば な ら な い . 


L = や も や や パパ | 青 | 赤 | 緑 


カラ ー 番 号 1 の 詳し じ ッ ト 11HI Il 1 
1BTT 包 登 較 し ョ ト 11HH11UHH | HU1UHHHH | 1HU1101 


まま 伺 ル が デビ ド は アナ ログ 全 る ケン グル イル し た 修 。 グチ 画面 と の 
1 画面 合成 を 行っ て いる . この た め , 本 体 の A/D コ ン バ ー タ の ば ら つ き に より 
うま く 合 成 で き な い 場合 が ある . し た が っ て , 色 の 上 限 / 下 限 指定 は ある 程度 
設定 に 幅 を 持た せ て お く こ と が 望ま しい. 
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$V_CLS AH=94H 


フレ ー ム バッ ファ の 高速 な クリ ア 


人 入 カカ 

AH = 94H 

出 カカ 

Carry = 設定 ステ ー タ ス 
0: 正 常 終了 
の 


AH = エフ ラース デー タス 
3: ビデ オ ボ ー ド 未 実装 
4: スチ ル / ブ フレーム バ ッ フ ァ モ ー ド で は な い 


機 能 


ビデ オ ボ ー ド の フレ ー ム バッ ファ を 高速 に クリ ア す る . 


注 意 


本 ファ ンク ショ ン を 実行 する に は , 必ず 「 ビ デオ ボー ドド 動 作 モ ー ド の 設定 / 
取得 (AH = 91H)」 で スチ ル も し く は フ レーム バッ ファ モー ド に 設定 し な けれ 
ば な ら な い . 
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$SGPCTL AH=30H GS 


SGP の 起動 / 停 止 


人 入 カカ 


AH = 30H 

AL = 起動 模 定 
1 : 起動 
2: 優 止 


出 カ 


Carry = 設定 ステ ー タ ス 
0: 起 動 完 了 
グー 
AH = エフ ラー ステ デー タダ ス 
1:SGP の 機能 が 設定 され て いな い 
2: タ ダイ ム ゐ ム アウ トー ドウ ェ ア 障 害 ) 


機 能 


SGP (Super Graphic Processor) の 実行 開始 / 動 作 中 止 を 設定 する . 
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$ASKSGP AH=31H GS 


SGP の 動作 状態 の 取得 


人 入 カカ 


AH = 31H 


出 力 


Carry = 獲得 ステ ー タ ス 
0: 正 常 獲得 
1:SGP の 機能 が 設定 され て いな い 
AL = 動作 状態 
0: 優 止 
1: 動作 中 


機 能 


SGP (Super Graphic Processor) の 動作 状態 を 取得 する . 
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GS 


$INITVSE AH=60H 
フレ ー ム 2/3 の 消去 


人 入 カカ 


AH = 60H 


出 力 


2 し 


機 能 


ビデ オ 特 殊 効 果 の た め に フレ ー ム 2/3 を 消去 する . 
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$SET_VSE AH=61H GS 

ビデ テオ 特 殊 効 果 の 設定 

人 入 カカ 

AH = 61H 

AL = 特殊 効果 コマ ンド 
00 : カラ ー 反 転 娘 理 1E : ズー ム 転 送 処理 
01 : 部 分 カラ ー 反 転 娘 理 1F: ソフ ト フ ォ ー カ ス 処 理 
02 : 左右 鏡 処 理 ( 右 画面 が ベー ス ) 20 : 千鳥 状 リ バー ス 処 理 
03: 左右 簡 処 理 ( 左 画 面 が ベー ス ) 21 : 輝度 1. 5 転送 倍 処 理 
04 : 上 下 鏡 処理 (上 画面 が ベー ス ) 22 : 輝度 1/2 転 送 処理 
05 : 上 下 鏡 刀 理 ( 下 画 面 が ベース) 23: ゆら き 転 送 処理 
06 : 左右 反転 娘 理 24 : 鏡 反 射 如 理 
07: 上 下 反転 如 理 25: 奇数 行 左右 反転 処理 
08: 部 分 左右 反転 負 理 26:0 度 回 転 処 理 
09: 部 分 上 下 反 転 処理 27:90 度 回 転 妊 理 
0A:4 分 割 画面 処理 28:180 度 回 転 処 理 
0B: 9 分 割 画面 処理 29:270 度 回 転 処理 
0C:16 分 割 画面 処理 2B: 部 分 論理 演算 処理 
0D:25 分 割 画面 処理 2C: 輪 緒 抽 出 如 理 
OE: 部 分 商 小 処理 2D: 輸 部 強調 処理 
0F : モ ザイ ク 処 理 2E : 高 輝 度 部 分 減 輝 処理 
10 : 部 分 モザ イク 処理 2F: ノイ ズ 追 加 処 理 
11 : 球面 化 処 理 30 : 白 寺 化 処理 
12 : 残像 化 錠 理 31 : 白黒 拡大 縮小 処理 
13 : 格子 抜き 転送 処理 32: マ スク 付き 白黒 化 処 理 1 
14: ラ ンダ ム 転 送 処理 33: マス ク 付 き 白 黒 化 処 理 2 
15: ラ ンダ ム 圧 縮 処理 34:256 色 処理 
16 : 吾 形 転送 処理 (右側 圧縮 ) 35:256 色 拡大 縮小 如 理 
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17 : 吾 形 転送 処理 (右側 圧縮 , 左右 反転 ) 36:256 階 調 白黒 化 興 理 
18 : 台形 転送 処理 (左側 縮 ) 

19 : 台形 転送 処理 (左側 縮 , 左右 反転) 

1A: 吾 形 転送 処理 ( 下 側 圧 縮 ) 

1B: 吾 形 転送 処理 ( 下 側 圧縮 , 上 下 反転 ) 

1C: 台形 転送 処理 (上 側 縮 ) 

1D : 台形 転送 処理 (上 側 圧 縮 , 上 下 反転) 


ES:BX = パラ メー タ 格 納 ア ドレ ス ( コ マン ド に よっ て は 不要 ) 
270 ラ パー の (し ヨン ンド 


00.:092.'09. 0 05、06。.07、1、12. 19. 2 
ES:BX は 意味 を も た な い 


・ 機 能 パ ラメ ー タ の み を も つ コ マン ド 


0A, 0B, 0C, 0OD, OF 


ES:BX | 機能 パラ メー タ | (ソー ド ) 
モザ イク の 場合 は , モザ イク を 形成 する 1 ブロ ッ ク の 大 き さ を 設定 する . 
分 割 表 の 場合 は , 1 部 分 転送 を 繰り 返す 回 数 を 設定 する . 
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・ 領 域 指 定 パ ラメ ー タ の み を も つ コ マン ド 


1 08. 09 0 6) 0 2 フク 2 20。 26 2 26 20 2 し 
2 のり 2 


E9 : BL だ 上 水球 揚 ドウ ー ド ) 
| Y1 (左上 の 垂直 座標 ) ロード) 
| Xe ( 右 下 水平 座標 | ロード) 
| 2 ( 右 下 の 生 直近) ” ”~ ドウ ー ド ) 


・ 領域 指 定 パ ラメ ー タ を 2 つも つ コ マン ド 


MD 


E9 : 21( 元 左上 の 水平 標 ) ドウ ワード) 
| Y1 (転送 元 左上 の 垂直 座標 ) ワード) 
| 2 ( 送 元 右 下 水平 店 標 ) ワード ) 
| Y2 (転送 元 石 下垂 直 座 標 ) ロード) 
| 3( 締 左上 の 水平 度 標 ) ウード) 
| 73 (転送 先 左上 の 垂直 座標 ) 上 ロード) 
| 24( 寺 送 先 右 下平 店 標 ) ウード) 
| 74( 転 送 先 石 下垂 直 座標 ) 。 ワード) 
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・ 機 能 パ ラメ ー タ と 領域 指定 パラ メー タ を も つ コ マン ド 


10。 16。 よ た 9 49 JA 16 。 1 1 ト 2 90 94 


SE 
\1( 電 上 呈 永 平 座標 
『1 ( 志 上 中 垂直 座標 ) 


WT 石 下 中 水平 座標) 
Y【 右 下 中 垂直 座標 ) 


・ 機 能 パ ラメ ー タ と パタ ー ン アド レス を も つ コ マン ド 


2 2 9 


ES : 欄 能 パラ メータ (ロー ド ) 
パタ ーー ン 柚 納 オ コセット アド レネ ロー ド 」 
イタ ーー ン 柏 綱 セ ダメ ント アド レネ ロー ド 」 
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・ 機 能 パ ラメ ー タ と 領域 指定 パラ メー タ を 2 つも つ コ マン ド 


9 889. 30 
ES : 机上" | 科 態 パラ メー ター タ 「 ロ ー ド ) ( 唱 1」 


Xe 上 の が 私 Koー ド ) 
| Y1( 拓 元 左上 の 箇 斉 ) |K ウ ー ド 】 
2 所 二 下 の 江本 ) ワー ド 】 
| 2 所 元 下 の 革 直 褒 欄 ) ワード) 
| 3 0 拓 堪 上 の 本 ) | ワー ド 】 
| 3 0 拓 和 左 上 の 革 直 失 様 ) |K ウ ー ド 】 
| X4@ 矯 下 の 禁 ) 上 ウード 】 
45 拓 和 の 箇 失 欄 ) ワー ド 】 


113 ロ 。 dB 隻 は ポイ ト と 開 急 ・ 


出 カ 

Carry = 処理 ステ ー タ ス 
Or 還 
1 : 設定 不 完 

機 能 


ワー キン グ RAM 上 に 特殊 効果 コマ ンド を 展開 する . 

① SGP を 停止 させ る . 

② ワー キン グ RAM の アド レス 0080H(A800 : 0100) か ら 特 殊 効 果 コ マン ド の 
展開 を 行う . 

③ SGP を 起動 する . 
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$ASK_VSE AH=62H 


ビデ オ 特 殊 効果 状態 の 取得 


人 入 カカ 


AH = 62H 


出 カ 


Carry = 状態 ステ ー タ ダス 
0 : 特殊 効果 あり 
1 : 特殊 効果 な し 
AL = 特殊 効果 (Carry=0 の み ) 


00: カラ ー 反 転 処理 1E: ズー ム 転 送 処理 

01 : 部 分 カラ ー 反 転 娘 理 1F: ソフ ト フ ォ ー カ ス 処 理 
02 : 左右 鏡 処理 ( 右 画面 が ベー ス ) 20 : 千鳥 状 リバ ー ス 処理 
03: 左右 簡 処 理 ( 左 画 面 が ベー ス ) 21 : 輝度 1. 5 転送 倍 処 理 
04 : 上 下 鏡 処理 (上 画面 が ベー ス ) 22 : 輝度 1/2 転 送 処理 
05: 上下 鏡 刀 理 ( 下 画 面 が ベース) 23 : ゆら き 転 送 処理 

06 : 左右 反転 娘 理 24 : 鏡 反 射 如 理 

07: 上 下 反転 如 理 25: 奇数 行 左右 反転 処理 
08: 部 分 左右 反転 負 理 26:0 度 回 転 処 理 

09: 部 分 上 下 反 転 処理 27:90 度 回 転 妊 理 

0A:4 分 割 画面 処理 28:180 度 回 転 処 理 
0B: 9 分 割 画面 処理 29:270 度 回 転 娘 理 
0C:16 分 割 画面 処理 2B: 部 分 論理 演算 処理 
0D:25 分 割 画面 処理 2C: 輪 緒 抽 出 如 理 

0E: 部 分 縮小 各 理 2D: 輸 郭 強調 処理 

OF: モザイク 処 理 2E: 高 輝度 部 分 減 輝 処理 
10 : 部 分 モザ イク 処理 2F: ノイ ズ 追 加 処 理 

11 : 球面 化 処 理 30 : 白黒 化 処 理 
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12 : 残像 化 処理 

13 : 格子 抜き 転送 処理 

14 : ラン ダム 転送 処理 

15: ラン ダム 圧縮 処理 

16 : 台形 転送 処理 (右側 侍 縮 ) 

17 : 吾 形 転送 処理 (右側 圧縮 , 左右 反転) 
18 : 台形 転送 処理 (左側 縮 ) 

19 : 台形 転送 処理 (左側 繕 , 左右 反転) 
1A: 吾 形 転送 処理 ( 下 側 圧 縮 ) 

1B : 吾 形 転送 処理 ( 下 側 圧縮 , 上 下 反転 ) 
1C: 台形 転送 処理 (上 側 縮 ) 

1D : 台形 転送 処理 (上 側 圧縮 , 上 下 反 転 ) 


機 能 


現在 の ビデ オ 特 殊 効 果 の 状態 を 取得 する . 
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の 


て う 
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: 白黒 拡大 縮小 女 理 
32: 
: マス ク 付 き 白 黒 化 処理 2 
34: 
: 256 色 拡大 縮小 女 理 
36: 
FF: 


マス ク 付 き 曰 填 化 娘 理 1 


256 色 処理 


256 了 調 白黒 化 処 理 
上 記 以 外 の 特殊 効果 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


2.4 ジオ メト リッ ク 糸 ファ ンク ショ ン 


$INITGLO AH=70H 


ジオ メト リッ ク 機 能 の 初期 化 


入 力 
AH = 70H 
AL = 動作 モー ド 


00H : 直接 実行 モー ド 
80H : バッ ク グ ラウ ンド 実行 モー ド (GS の み ) 
BX = 1000H( ペ イン トス タッ ク の サイ ズ ) 


出 カ 


Carry = 初期 化 ス テー タス 
0 : 初期 化 完 了 
1 : スタ ッ ク サ イズ が 異常 


機 能 


ジオ メト リッ ク 動 作 モ ー ド お よび ベイ ント の スタ ッ ク サ イズ を 設定 する . 
ベイ ント スタ ッ ク は ベイ ント 時 の 座標 バッ クア ッ プ お よび 逢 形 描画 で の パ 
ター ン 格 納 信 域 に 用 いら れる . 


$ASKGLO AH=71H 


ジオ メト リッ ク 動 作 状態 の 取得 
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入 カカ 


AH = 71H 


出 カ 


AL = 動作 モー ド 
后 四 還 凶 思 


MIOI9I919191 3 
人 


: 還 必 補 了 
 : 還 人 E 中 ES 
10: イ ント スッ ツウ 寺下 
還 f 必 モー ド 
ロ : 直接 寄 行 モ エー ド 
1 1 ゴ ッ ウ ラロ ンド 実行 モー ド 
TMPs 二 


ーー 
画 


BX = ペイ ント 用 スタ ッ ク サ イズ 


DX = 現在 実行 中 の コマ ンド (GS の み ) 
SI = 現在 実行 中 の コマ ンド 格納 ワー ドア ドレ ス (GS の み ) 


DI = バッ ク グ ラウ ンド 動作 で 使用 し て いる ワー キン グ RAM の 上 限 
(GS の み ) 
Oay スゲ デー タス 
0 : ジオ メト リッ ク 正 常 動作 
1 : = ジオ メト リッ ク 動 作 状 態 で は な い 
(「 ジ オメ トリ ッ ク 機 能 の 初期 化 (AH=70H) 」 が 行わ れ て いな い ) 
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機 能 


ジオ メト リッ ク 動 作 状 態 と 動作 モー ド を 得る . 


注 意 


「 閑 領域 の 塗り つぶ し [領域 = 境界 色 の 内 側 ] (AH=7CH) 」, 「 閑 領域 の 浴 り 
つぶ し [領域 = 描画 開始 点 と 同一 色 ] (AH=7DH) 」 が スタ ッ ク が 足り な いた め 終 了 
し た 場合 , 本 ファ ンク ショ ン は 「 ペ イン トス タッ ク 不 足 」 を 返す . 

「 ペ イン トス タッ ク 不 足 」 は , 他 の ジオ メト リッ ク 系 ファ ンク ショ ン を 実 全 
し た 時 点 で リセ ッ ト さ れる . 
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$SELFRAME 


AH=/2H 


指 画 フレ ー ム の 設定 


AH = 72H 


AL = 捕 画 モー ド 
1 : 8 ビッ ト / ピ クセ ル 
2 : 16 ビ ッ ト / ピ クセ ル (GS の み ) 
3 : 24 ビ ッ ト / ピ クセ ルル (GS のみ) 
BL = フレ ー ム 選択 
hp if 還 遇 四 是 


回 定 菩 開 輌 障 導 線 証 

拉 画 対象 画面 
nl: 画面 
品 1: 画面 | 
10 : 画面 2 (GS の み ) 
11 : 画面 3 (GS の み ) 

拉 画 画面 の ライ ン 数 
mi 25E ラ イー (5S 調 ) 
1 57dB0 デ HH ライ ーッ 
8 1 1024 ラ イー (SO の 末 り 

出 カカ 


Carry = 選択 ステ ー タ ス 


(0 


正常 選択 
選択 不能 
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機 能 


ジオ メト リッ ク 措 画 を 行う 画面 を 選択 する . 

し た が っ て , ジオ メト リッ ク 描 画 フ ァ ン クシ ョ ン を 用 いる 場合 は ,。 あら か じ 
め 本 ファ ンク ショ ン を 実行 し て お く 必 要 が ある . 

画面 選択 (BL し) に お ける 使用 画面 を 以下 に 示す . 

「 入 力 条件 」 以 外 の 設定 は 不能 . 


| 入力 条件 | 画 還 0| 画面 (| 画面 | 画 本 | = 


L16 2 256] | GO | | |eS の み 
L16 0 59] GO | | | eS のみ 
54 0 256| 〇 | | | |GS の ぁみ 


剛 押 画 画面 ライ ーー 雪 人 は 5 5188 10 時 


開 距 レー 占 番 品 旬 .1.2.3) 
ビッ ト デ ビ ラッ セル (6,16.24) 
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$CLS AH=/3H 


グラ フィ ックス フレ ー ム の 0 クリ ア 


入 力 
AH = 73H 
出 力 
Carry = 動作 ステ ー タ ス 

0 : 正常 

1 : フレ ー ム の 定義 が 行わ れ て いな い . 

(「 描 画 フ レー ム の 設定 (AH=72H) 」 未 実行 ) 

機 能 


描画 フレ ー ム の 設定 (AH=72H) 」 で 定義 8 され た フレ ー ム を 高速 に クリ ア す 
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$VIEW 
指 画 領域 の 設定 


AH=/4H 


入 カカ 


AH = 74H 


ES:BS = 定義 パラ メー タデ テー ブル アド レス 


出 カ 


Carry = 動作 ステ ー タ ス 
0 : 正常 
1 : フレ ー ム の 定義 が 行わ れ て いな い . 


(「 描 画 フ レー ム の 設定 (AH=72H) 」 未 実行 ) 
パパ ラメ ー タ 異常 
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機 


台 ヒ 
BE 


ES ・ EE 


ジオ メト リッ ク 捕 画 の 描画 領域 を 指定 する . 
定義 パラ メー タテ ー ブ ル の 構成 は 以下 の と お り . 


W] 


VX1 


VY] : 
VX2 : 
VY2 : 


TYPFE 可 
WT 下記 TE 


: 左端 境界 (0 て 1023/639) 


上 端 境界 (0 て 1023/639) 
右端 境界 (0 て 1023/639) 
下端 境界 (0 て 1023/639) 


以下 の 条件 を 満足 し な い 場 合 は | パラメータ 異常 」 と な る . 


IA IA 


左端 境界 さ 右 渕 成 界 < 1024/640 
上 端 境界 さ 下端 境界 < フレ ー ム ライ ン 数 
(256/400/480/512/1024) 
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$PSET AH=/5H 


点 の 指 画 


人 入 カカ 


AH = 75H 
ES:BX = 描画 パラ メー タテ ー ブ ル アド レス 


Carry = 措 画 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
1 : フレ ー ム の 定義 が 行わ れ て いな い . 
(「 描 画 フ レー ム の 設定 (AH=72H) 」 未 実行 ) 
パラ メー タ 異 党 
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機 能 


描画 パラ メー タテ ー ブ ル の 構成 は 以下 の と お り . 


ES ・ EE 
TYPFE 癌 


PX : 点 の 水平 珍 標 に 16384 て 16383) 
PY : 点 の 垂直 座標 (-16384 て 16383) 
GOLO も む カカ ラーラ ヨー ドド 
256 色 時 : カラ ー コ ー ド 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 下位 8 ビッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 青 レ ベル (GS の み ) 
GOLE S ジー ョ ー ド 
256 色 時 : 未 使用 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 上 位 8 ビ ッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 赤 レ ベ ル (GS の み ) 
GOE2 S 巡 ラ ジー ラー ド 
256 色 時 : 未 使用 
65, 000 色 時 : 未 使 用 (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 緑 レ ベル (GS の み ) 
ATTR : 論理 演算 
0 : SET 通常 描画 
1 : NOT 反転 描画 
2 : AND 画面 と の 論理 積 


3 : OR 画面 と の 論理 和 
4 : XOR 画面 と の 排他 的 論理 和 
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$STYLE AH=/6H 
ライ ンス タイ ル の 設定 
入 力 

AH = 76H 


BX = ライ ンス タイ ル パ バ パターン 


出 カ 
Carry = 動作 ステ ー タ ス 
0 : 正常 
1 : フレ ー ム の 定義 が 行わ れ て いな い . 
(「 描 画 フ レー ム の 設定 (AH=72H) 」 未 実行) 
機 能 


線 分 の 描画 (AH=77H) 」, 「 線 分 の 連続 描画 (AH=78H) 」, 「 箱 の 描画 (AH= 
79H) 」, 「 箱 の 塗り つぶ し 描画 (AH=7AH) 」 に 有効 線 分 を 描画 する 際 参 照 する 
ライ ンス タイ ルッ パタ ー ン を 定義 する . 

ライ ンス タイ ル は 次 の よう な ビッ ト 構 成 を 成す . 


hs ha ha hi [1 [nn 回 [ 人 凶 后 四国 凶 思 Bu 


すり まま 1 ま を MDIIUEADIIEDIEDEKDT(D 凍 21 


D1s か ら 順 に 使用 され る . 
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描画 時 は 以下 の よう に 使用 され る . 


hf him hm DiE hi [nn ff Hm 世 凶 陣 四 思 凶 包 
冶 点 《D @) 
G⑧ ②③ ⑤ 
くめ 
@⑧ ⑩ ⑪ 
(⑫《⑯⑬ 
時 絵 点 


各 フ イン スタ イル が 次 の 場合 , 直線 描画 は 以下 の と お り に な る . 


hg ha hm hg [hi1 [nn [mf hm 凶 耳 男 四 凶 思 
1 口 1 口 1 口 1 口 1 品 1 日 | 品 1 ロ 


活 点 甘 
参天 


机 。 訟 占 
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$LINE 


AH=/ /H 


線 分 の 描画 


人 入 カカ 


AH = 77H 


AL = 捕 画 モ ー ド 
hp 還 后 固 還 切 所 m 


ISlellel9lel9le 


扶 続 モエ モード 
上 新規 吊 旨 富村 抽 画 する 
: 前 回 本 縦 点 直 上 線 滞 坦 抽 画 する 
ライ ンス タイ ルモード _- 
ロ :「 ラ イン スタ イル の 誤 定 
( 則 三 品 H) 」 で 設定 され た 
ライ ンス ポイ ル 電 使用 する 
1 : 前 回 王 用 し L た ライ ンス イ ル 
続き 坦 用 し 1 る 


ES:BX = 描画 パラ メー タテ ー プ ブル アド レス 


出 カ 


(Caty 有三 0 


0 : 正常 終了 

の の の 
(「 描 画 フ レー ム の 設定 (AH=72H) 」 未 実行) 
パパ ラメ ー タ 異常 
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描画 パラ メー タテ ー ブ ル の 構成 は 以下 の と お り . 


・ 接 続 モ ー ド = 0 の 場合 
ES : BW 
TYPE 


Y 


・ 接 続 モ ー ド = 1 の 場合 


ES ・ EE 
TYPFE 人 


X] : 開始 点 水平 卒 標 -16384 て 16383) 
Y1 : 開始 点 垂直 座標 -16384 て 16383) 
X2 : 終了 点 水 平 座標 -16384 て 16383) 
Y2 : 終了 点 垂 直 卒 標 -16384 て 16383) 


GODO03- 迷 ラー コー ド 
256 色 時 : カラ ー コ ー ド 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 下位 8 ビッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 青 レ ベル (GS の み ) 

GO I ーー 
256 色 時 : 未 使用 一 0 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 上 位 8 ビ ッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 赤 レ ベ ル (GS の み ) 
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UL2 っ 交 ー ド 

256 色 時 : 未 使 用 一 0 

65, 000 色 時 : 未 使 用 一 0 (GS の み ) 

1677 万 色 時 : 緑 レ ベル (GS の み ) 
ATTR : 論理 演算 

0 : SET 通常 描画 

1 : NOT 反転 摘 画 

2 : AND 画面 と の 論理 積 


3 : OR 画面 と の 論理 和 
4 : XOR 画面 と の 排他 的 論理 和 


ライ ンス タイ ルモード に より 複数 の 線 分 に 連続 し て ライ ンス タイ ルンバ ターン 
を 利用 する こと が で きる . 


・ ラ イン スタ イル (1110111011101110) の 場合 
ライ ンス タイ ルモード テロ 本 場 合 ライ ンス タイ ルモード 1 相場 合 


| 
(MD KM) 
(ミミ 導 まま まま 還 ま まき 
| 
音 。 , 
協 
| 間 
本 共 
細 | 
「 王 還 名 
YO.Y9 ' Ce. 
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$CONNECT 


AH=/68H 


線 分 の 連続 描画 


人 入 カカ 


AH = 78H 


AL = 描画 モー ド 
hp 則 后 四 還 切 思 


Slimlel9lelele 


持続 モード 

ロ : 新規 に 線 分 を 描画 する 

1 : 前 回 の 続 点 か 号線 分 を 描画 する 
ライ ンス タイ ルモード - 

ロ :「 ラ イン スタ イル の 語 定 
(AH 王 76H) 」 で で 設定 され た 
ライ ンス タイ ル を 使用 する 

1 : 前 回 使用 し た ライ ンス タイ ル 
の 続き を 用 いる 


ES:BX = 描画 パラ メー タダ テー ブル ア ドレ ス 
CX = 線 分 の 数 


常 終 了 

: フレ ー ム の 定義 が 行わ れ て いな い . 

(「 摘 画 フ レー ム の 設定 (AH=72H) 」 示 実行) 
パパ ラメ ー タ 異常 
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機 能 


描画 パラ メー タテ ー ブ ル の 構成 は 以下 の と お り . 


換 続 キー ドニ ロ の 場合 
回 回 回 回 四 
指 続 キー ドニ 1 本 場合 


MIHEDM 


y は 線 分 の } 
6 は 線 分 の # 
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$BOX 
箱 の 描画 


AH=/9H 


人 入 カカ 


AH = 79H 
ES:BX = 描画 パラ メー タテ ー ブ ル アド レス 


出 カカ 
Carry = 画 926 4 
0 : 正常 終了 
1 : フレ ー ム の 定義 が 行わ れん てい ない . 
(「 描 画 フ レー ム の 設定 (AH=72H) 」 未 実行 ) 
パパ ラメ ー タ 異常 
機 能 


左上 点 , 右 下 点 を 対 角 と し た 箱 (四角 形 ) を 描画 する . 


描画 パラ メー タテ ー ブ ル の 構成 は 「 線 分 の 描画 (AH=7 7H) 」 コ マン ド の 
TYPE y と 同様 . 


描画 は 以下 の 順 で 行わ れ , ライ ンス タイ ルン ノ パ ター ン が 用 いら れる . 
志 上 点 呈 
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$BOXFILL AH=7/AH 


箱 の 塗り つぶ し 描画 


人 入 カカ 


AH = 7AH 
ES:BX = 措 画 パ ラメ ー タ テー ブル レセ グ メ ント アド レス 


出 カ 
Carry = 措 画 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
1 : フレ ー ム の 定義 が 行わ ん て いな い . 
(「 描 画 フ レー ム の 設定 (AH=72H) 」 未 実行 ) 
パパ ラメ ー タ 異常 
機 能 


左上 点 , 右 下 点 を 対 角 と し た 箱 ( 四 角形 ) を 浴 り つぶ し 描画 する . 
描画 パラ メー タテ ー ブ ル の 構成 は 以下 の と お り . 


ES ・ EE 
TYPFE 


LAw 1 タ 1m | | 


X1 : 開始 点 水平 座標 に 16384 て 16383) 
Y1 : 開始 点 垂直 座標 -16384 て 16383) 
X2 : 終了 点 水 平 奉 標 に 16384 て 16383) 
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Y2 : 終了 点 垂 直 卒 標 (-16384 て 16383) 
OO 2 ンー ョ コー トド 
256 色 時 : カラ ー コ ー ド 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 下位 8 ビッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 青 レ ベル (GS の み ) 
GO カク ーー 
256 色 時 : 未 使 用 一 0 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 上 位 8 き ビット (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 赤 レ ベ ルレ (GS の み ) 
0U2 だっ 0 m ド 
256 色 時 : 未 使 用 一 0 
65, 000 色 時 : 未 使 用 一 0 (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 緑 レ ベル (GS の み ) 
ATTR : 論理 演算 


ェ hm hm 四国 耳 思 


 : SET 通常 描画 

器 1 : IT 反転 抽 画 

1 : 品 D 画面 と 号 論 理 策 
11:HR 画面 と 中 論理 和 
1 : iR 画面 と 本 排他 的 論理 和 
ロロ : イ ゴル 避 し 

1 : イル 瑞 


dX・dY : タダ イル パタ ー ン の 水平 ・ 垂 直 サ イズ 

Tofs・Tseg : タイ ル パ タ ー ン の 格納 オフ セッ ト ・ セ グ メ ント アド レス 
タイ ル の 指定 が な い 場 合 , 描画 は 以下 の 順 で 行わ れ ラ イン スタ イル 
パタ ー ン が 用 いら れる . 
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左上 点 


語 1 避 1 尊 1 


・ 舌 上 点 


タイ ル の 指定 が ある 場合 , 描画 に は タイ ル バ パ ターン が 用 いら れる . 
タク イル パタ ー ン の 格納 形式 は ! 逢 形 パ ター ン の 捕 画 (AH=80H)」 を 参照 の こ 
e 
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$CIRCLE AH=7BH 
円 と 円 統 の 措 画 


人 入 カカ 


AH = 7BH 
ES:BX = 描画 パラ メー タテ ー ブ ル ア ドレ ス 


出 カカ 
Carry = 描画 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
1 : フレ ー ム の 定義 が 行わ れん てい ない . 
(| 描画 フレ ー ム の 設定 (AH=72H) 」 未 実行) 
パラ メー タ 上 異常 
機 能 


中 心から 半径 分 は な れ た 円 も し く は 円 弧 を 描画 する . 
描画 パラ メー タテ ー ブ ル の 構成 は 以下 の と お り . 


ES ・ EE 
TYPFE 


Y 


CX : 円 の 中 心 水平 座標 に 16384 て 16383) 
CY : 円 の 中 心 垂直 座標 (-16384 て 16383) 
RADIUS : 円 の 半径 (1 て 16383) 
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COLO : 


COL] : 


COL2 : 


ATTIR : 


SANGLE : 
EANGLE : 
HKRAT1TO : 
VRATTO : 
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2 クコ R 

256 色 時 : カラ ー コ ー ド 

65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 下位 8 ビッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 青 レ ベル レル (GS の み ) 
入ら 0 二 

256 色 時 : 未 使 用 一 0 

65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 上 位 8 き ビット (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 赤 レ ベ ルレ (GS の み ) 
2 

256 色 時 : 未 使 用 一 0 

65, 000 色 時 : 未 使 用 一 0 (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 緑 レ ベル (GS の み ) 
論理 演算 

0 : SET 通常 描画 

1 : NOT 反転 摘 画 

2 : AND 画面 と の 論理 積 

・ OR 画面 と の 論理 和 

: XOR 画面 と の 排他 的 論理 和 
開始 角度 (360” = 8000H) 

終了 角度 (360” = 8000B) 

水平 方 向 の 選 平 率 ( 真 円 で は 0) 
垂直 方 向 の 選 平 率 ( 真 円 で は 0) 


中 CO 
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・ 角度 の 概 念 を 示す . 
2H 
BB 
1nH 
AH mmH (BUH) 
BNH 
倒 。 W 一 mmmH 
45* っ 1000H 
引っ 20H 
123* 一 BBCH 
3e" っ BMMH 
・ 太平 率 の 概念 を 示す . 
選 平 率 が 8000H の 場合 は , 水平 方 向 の 半径 が 最大 時 の 半分 に な る . 
扇 平素 が の 場合 は 
水 ギ 語 唄 半 筐 起 最 
と な 宮 。 
扇 平 率 は 8000H の 場合 | は, 
水 ギ 太 本 唄 半 穫 志 最 太 時 


本 活 光世 起 融 。 
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垂直 方 向 の 扇 平 率 が 大 きい ほど 円 は 横長 に な る . 


局 平 率 志 口中 場合 は 。 
重 直 方 各 中 半 穫 志 最 六 


は 


扇 王 率 は nH 本 場合 | は. 
重 直 方 向 員 半 径 志 最 大 時 
丁半 滞 に 店 。 


注意 : 水平 / 垂 直 忘 平 率 は どちら か 一 方 は 必ず 0 で な けれ ば な ら な い . 扇 
平 率 の 指定 は 内 部 で 17 ビ ッ ト に 拡張 され る . 


例 : 0000H 一 10000H(100%) 
1234H っ 01234H(71.106%) 
8000H 一 08000H(50% 
FFFFH っ OFFFFH(99. 9985%) 
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$PAINT1 


AH=/CH 


閉 領 域 の 塗り つぶ し [領域 = 境界 色 の 内 側 ] 


人 入 カカ 


AH = 7CH 


ES:BX = 描画 パラ メー タテ ー ブ ル ア ドレ ス 


出 力 


Carry = 画 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 


1 : フレ ー ム の 定義 が 行わ れ て いな い . 


(| 描画 フレ ー ム の 設定 


パパ ラメ ー タ 異常 


機 能 


ベイ ント 開始 座標 で 指定 
域 を 描画 色 で 塗り つぶ す . 


描画 パラ メー タテ ー ブ ル の 構成 は 以下 の と お り . 


ES ・ EE 
則 I 弧 き 


設定 (AH=72H) 」 未 実行 ) 


され た 位置 か ら 境 界 色 を 左右 上 下 に 探し , その 閉 誤 


本 ETEEGRIEGEYEG 


X : ペイ ント 開始 水平 座標 (描画 可能 領域 ) 
Y : ペイ ント 開始 垂直 座標 (描画 可能 領域 ) 
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COLO : 描画 色 
256 色 時 : カラ ー コ ー ド 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 下位 8 ビッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 青 レ ベル レル (GS の み ) 
COL1 : 描画 色 
256 色 時 : 未 使 用 一 0 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 上 位 8 ビ ッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 赤 レ ベ ルレ (GS の み ) 
COL2 : 描画 色 
256 色 時 : 未 使 用 一 0 
65, 000 色 時 : 未 使 用 (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 緑 レ ベル (GS の み ) 
ATTR : 論理 演算 
lp 匠 上 四 還 凶 思 幻 


員 岡 較 國 回 較 半 司 
mn : SET 通常 描画 
器 1 : IT 反転 描画 
nn : 品 D 画面 と 中 論理 策 
中 1: 叩 画面 と 中 論理 和 
Im・ WhR 画面 と 中 排他 的 論理 和 
ロロ: イ ゴル 手 し 
1 : イル 瑞 
COL3 : 境界 色 


256 色 時 : カラ ー コ ー ド 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 下位 8 ビッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 青 レ ベル (GS の み ) 

COL4 : 境 界 色 
256 色 時 : 未 使用 一 0 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 上 位 8 き ビッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 赤 レ ベ ル (GS の み ) 
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COL5 : 境 界 色 
256 色 時 : 未 使 用 一 0 
65, 000 色 時 : 未 使 用 一 0 (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 緑 レ ベル (GS の み ) 
dX : タイ ルン パ ター ン の 水平 サイ ズ 
dY : ダイ ルッ パターン の 垂直 サイ ズ 
Tofs : ダイ ル パ バター ン の 格納 オフ セッ ト ア ドレス 
Tseg : タイ ル パ タ ー ン の 格納 セグ メン ト ア ドレス 


タイ ル の 指定 が あっ た 場合 は , COL0 を 無視 し , タイ ル パ タ ー ン で 閉 領域 を 
党 り つぶす. 

タイ ルッ パタ ー ン の 格納 形式 は 「 征 形 パ ター ン の 描画 (AH=80H) 」 を 参照 の こ 
の 
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$PAINT2 AH=7/DH 


閉 領 域 の 塗 り つぶ し 
[領域 = 描画 開始 点 と 同一 色 」 


| 入力 | 
AH = 7DH 
ES:BX = 措 画 パ ラメ ー タ テー プル アド レス 


出 カカ 
(ORKW ご 摘 画 ステ ー ク スズ 
0 : 正常 終了 
1 : フレ ー ム の 定義 が 行わ れ て いな い . 
(「 描 画 フ レー ム の 設定 (AH=72H) 」 未 実行 ) 
パパ ラメ ー タ 異常 
機 能 


ペイ ント 開始 座標 で 指定 され た 位置 か ら ペ イン ト 開 始点 と 同一 色 で な い 点 を 
左右 上 下 に 探し , その 閑 人 名 域 を 描画 色 で 塗り つぶ す . 
描画 パラ メー タテ ー ブ ル の 構成 は 以下 の と お り . 


ES ・ EE 


『 TYFE 品 


X : ペイ ント 開始 水平 座標 (描画 可能 領域 ) 
Y : ペイ ント 開始 垂直 座標 (描画 可能 領域 ) 
COLO : 描 画 色 
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256 色 時 : カラ ー コ ー ド 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 下位 8 ビッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 青 レ ベル (GS の み ) 

COL1 : 描 画 色 
256 色 時 : 未 使 用 一 0 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 上 位 8 ビ ッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 赤 レ ベ ルレ (GS の み ) 

COL2 : 描 画 色 
256 色 時 : 未 使 用 一 0 
65, 000 色 時 : 未 使 用 一 0 (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 緑 レ ベル (GS の み ) 

ATTR : 論理 演算 

加 還 貞 還 凶 思 


0 : SET 通常 描画 

器 1 : IT 反転 描画 

10 : AMD 画面 と の 論理 生 
1: 叩 画面 と 中 論理 和 

1 : shR 画面 と の 排他 時 市 理 和 
ロ : イル 舞 し 

1 : イル 瑞 


dX : タイ ルッ パタ ー ン の 水平 サイ ズ 
dY : タイ ルッ パタ ー ン の 垂直 サイ ズ 
Tofs : タイ ルター ン の 格納 オフ セッ ト ア ドレ ス 
Tseg : タイ ル パ タ ー ン の 格納 セグ メン ト ア ドレス 


タイ ル の 指定 が あっ た 場合 は , COLO を 無視 し タイ ルター ン で 閉 領 域 を 塗 
りつ ぶす . 

タイ ルッ パタ ー ン の 格納 形式 は 「 征 形 パ ター ン の 描画 (AH=80H) 」 を 参照 の こ 
の 
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$POINT AH=/EH 
画面 上 の 点 の 取得 

人 カカ 

AH 三 ' (BMM 


ES:BX = 描画 パラ メー タテ デー ブル デア ドレ ス 


出 力 


Carry = 描画 ステ ー タ ス 


0 : 
1 


吊 終了 


: フレ ー ム の 定義 が 行わ れ て いな い . 


(「 描 画 フ レー ム の 設定 (AH=72H) 」 未 実行 ) 
パパ ラメ ー タ 異常 
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機 


台 ヒ 
BE 


描画 パラ メー タテ ー ブ ル の 構成 は 以下 の と お り . 


ES ・ EE 
TYPE 貞 


『 


PX : 点 の 水平 珍 標 に 16384 て 16383) 

PY : 点 の 垂直 座標 (16384 て 16383) 

COLO : 搬 画 色 
256 色 時 : カラ ー コ ー ド 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 下位 8 ビッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 青 レ ベル (GS の み ) 

COL1 : 搬 画 色 
256 色 時 : 未 使 用 つ 0 
65, 000 色 時 : カラ ー 値 の 上 位 8 ビ ッ ト (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 赤 レ ベ ル (GS の み ) 

COL2 : 搬 画 色 
256 色 時 : 未 使 用 つ 0 
65, 000 色 時 : 未 使用 つ 0 (GS の み ) 
1677 万 色 時 : 緑 レ ベル (GS の み ) 

ATTR : 論理 演算 


画面 上 の 点 を 取得 し , COLO と 演算 処理 を 行い COL0 へ 結果 を 返す . 
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$PUTPAT 


AH=60H 


邊 形 パ ター ン の 描画 


人 入 カカ 


AH = 8OH 


ES:BX = 描画 パラ メー タテ ー ブ ル ア ドレ ス 


出 力 


Carry = 画 


トー の 〇 


926 4 
常 終了 


・ フレ ー ム の 定義 が 行わ れ て いな い . 


(「 岳 画 フ レー ム の 設定 


(AH=72H) 」 未 実行 ) 
パラ メー タダ 異常 
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機 


台 ヒ 
BE 


以下 の よう に 転送 処理 を 行う . 


SE 


畠 男 リタ ーー 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


拡張 ジラ フィ ックス ME 癌 て 畠 画 前 ) 


拡張 ジラ フィ ックス ME 癌 て 畠 画 和 ) 
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第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 
・ 描画 パラ メー タテ ー ブ ル の 構成 は 以下 の と お り . 


ES ・ EE 
TYPFE 8 


ATR 


:・ 描画 水平 サイ ズ ( 描 画 可 能 サ イズ ) 
: 描画 垂直 サイ ズ II ズ ) 
Mofs : マス ク パ ター ン 格 納 オ フ セ ッ ト ア ドレ ス 
Mseg : マス ク パ ター ン 格 納 セ グ メ ント アド レス 
Sofs : 描画 パタ ー ン 格納 オフ セッ ト ア ドレ ス 
: 描画 パタ ー ン 格納 セグ メン ト ア ドレ ス 
: 描画 水平 座標 (描画 可能 傾 域 
: 描画 垂直 座標 (描画 可能 傾 域 
ATTR : 論理 演算 
0 : SET 通常 描画 
1 : NOT 反転 描画 
2 : AND 画面 と の 論理 積 
: OR 画面 と の 論理 和 
: XOR 画面 と の 排他 的 論理 和 


HI CO 
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第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


・ マス ク パ ター ン の 格納 形式 は 以下 の と お り . 


ヤマ マス ク バ ター ン の 区 紗 // ル 7 の 9 ん の 2 の 
ココ 


・ 描画 パタ ー ン の 格納 形式 は 以下 の と お り . 


マ 間 品 パタ ー ン の 区 紗 邦 (@ ど ビッ た / ど ク ん テー ん 


マ 砂 認 /\ タ ー ン の 交 旨 彩 72 ど ビッ ム ん / ど ク 婦 ん ぞ ー 


叶 


マ 誠 局 パタ ー ン の 見 落 彩 2 ダビ ッ ル ん / ど ク を ん デー /) / の 必 / 
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注 意 


息 形 描画 系 コマ ンド (「 邊 形 パタ ー ン の 措 画 (AH=80H) 」, | 邊 形 パタ ー ン の 
取得 (AH=81H) 」, ! 邊 形 パタ ー ン の 転送 (AH=82H) 」) お よび ベイ ント 系 コ 
マン ド (「 閑 領域 の 塗り つぶ し [領域 境界 色 の 内 側 ] (AH=7CH) 」, 「 閉 領域 の 
塗り つぶ し [領域 = 描画 開始 点 と 同一 色 ] (AH=7DH) 」) を バッ ク グ ラウ ンド 動作 
中 に 本 コマ ンド を 2 回 以上 指定 し た 場合 , バッ ク グ ラウ ンド 動作 すべ て を 終了 
する の を 待っ て 機能 する . 

[描画 領域 の 設定 (AH=74H) 」 に よる 搬 画 領域 指定 は 無視 され る . 

大 き な 征 形 を 描画 する 場合 は あら か じ め 「 ジ オメ トリ ッ ク 機 能 の 初期 比 

(AH=70H) 」 で 大 きめ の ベイ ント スタ ッ ク サ イズ を 確保 する 必要 が ある . 
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第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


$GETPAT 


AH=61H 


邊 形 パ ター ン の 取得 


人 入 カカ 


AH = 81H 


ES:BX = 転送 パラ メー タデ テーブ ル ア ドレ ス 


出 力 


CaPty 己 - 転 ま ス テー タス 


(0 
1 


常 終了 
フレ ー ム の 定義 が 行わ れ て いな い . 


(「 描 画 フ レー ム の 設定 (AH=72H) 」 未 実行 ) 
パパ ラメ ー タ 異常 
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機 


台 ヒ 
BE 


以下 の よう に 転送 処理 を 行う . 


ヌイ ン メ モリ (転送 前 ) 


指 男 ター 
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第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


拡 起 ピ ラコ フ ィ ッ クス Rm 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 
転送 パラメータ テー ブル の 構成 は 以下 の と お り . 


上 BN 
TYPE 


LTWTmmTwkTETTTKTss mm 


X : 転送 水平 サイ ズ ( 転 送 可 能 サ イズ ) 
Y : 転 法 垂 夏 サイ ズ ( 転 送 可 能 サ イズ ) 
Mofs : マス ク パ ダー ン 格 納 オ フ セ ッ ト ア ドレ ス 
90 ・ マス ク パ ター ン 格 納 セ グ メ ント アド レス 
: 転送 水平 座標 (転送 可能 領域 
: 転送 垂直 座標 (転送 可能 領域 
Dofs : 転送 パタ ー ン 格納 オフ セッ ト ア ドレ ス 
Dseg : 転送 パタ ー ン 格納 セグ メン ト ア ドレ ス 
ATTR : 論理 演算 
0 : SET 通常 転送 
1 : NOT 反転 転送 
2 : AND 画面 と の 論理 積 
: OR 画面 と の 論理 和 
: XOR 画面 と の 排他 的 論理 和 


HI CO 


マス ク パ ター ン / 画像 パタ ー ン の 格納 形式 は 「 邊 形 パタ ー ン の 捕 画 (AH= 
80H) 」 と 同様 . 


807 


第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 


注 意 


針 形 描 画 系 コマ ンド (「 建 形 パ ター ン の 描画 (AH=80H) 」, 「 邊 形 パタ ー ン の 
取得 (AH=81H) 」, |! 邊 形 パタ ー ン の 転送 (AH=82H) 」) お よび ベイ ント 系 コ 
マン ド (「| 関 八 域 の 塗り つぶ し [領域 境界 色 の 内 側 ] (AH=7CH) 」, 「 職 領域 の 
光 り つぶ し [領域 = 描画 開始 点 と 同一 色 ] (AH=7DH) 」) を バッ ク グ ラウ ンド 動作 
中 に 本 コマ ンド を 2 回 以上 指定 し た 場合 , バッ ク グ ラウ ンド 動作 すべ て を 終了 
する の を 待っ て 機能 する (GS の み ) . 

描画 領域 の 設定 (AH=74H) 」 に よる 搬 画 領域 指定 は 無視 され る . 

大 き な 征 形 を 描画 する 場合 は あら か じ め 「 ジ オメ トリ ッ ク 機 能 の 初期 化 
(AH=70H) 」 で 大 きめ の ペイ ント スタ ッ ク サ イ ズ を 確保 する 必要 が ある (GS の 
み ) . 
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$MOVPAT 


AH=62H 


逢 形 パタ ー ン の 転送 


人 入 カカ 


AH = 62H 


ES:BX = 転送 パラ メー タデ テー ブル デア ドレ ス 


出 力 


CaPty 己 - 転 ま ス テー タス 


(0 
1 


常 終了 
フレ ー ム の 定義 が 行わ れ て いな い . 


(「 描 画 フ レー ム の 設定 (AH=72H) 」 未 実行 ) 
パパ ラメ ー タ 異常 
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機 


台 ヒ 
BE 


以下 の よう に 転送 処理 を 行う . 


ヌイ ン ヌ モリ 


撤 遷 ピラ コ ィ ックス Rm て 押 画 前 』 


拡 起 ピコ コ ィ ックス RAM て 揚 画 冬 ! 
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第 2 章 拡張 グラ フィ ックス ドラ イ バ 
・ 転送 パラ メー タテ ー ブ ル の 構成 は 以下 の と お り . 


ES ・ EE 
TYPE 串 


Y 


dX : 転送 水平 サイ ズ ( 転 送 可能 サイ ズ ) 
dY : 転送 垂 計 サイズ (転送 可能 サイ ズ ) 
Mofs : マス ク パ ター ン 格 納 オ フ セ ッ ト ア ドレ ス 
Mseg : マス ク パ ター ン 格 納 セ グ メ ント アド レス 
SX : 転送 元 水平 卒 標 ( 転 送 可 能 領 域 
SY : 転送 元 垂直 座標 (転送 可能 領域 
DX : 転送 先 水平 座標 (転送 可能 傾 域 ) 
DY : 転送 先 垂直 座標 (転送 可能 領域 ) 
ATTR : 論理 演算 
0 : SET 通常 転送 
1 : NOT 反転 転送 
2 : AND 画面 と の 論理 積 
・ OR 画面 と の 論理 和 
: XOR 画面 と の 排他 的 論理 和 


HI CO 


マス ク パ ター ン / 画像 パタ ー ン の 格納 形式 は 「 邊 形 パタ ー ン の 描画 (AH= 
80H) 」 と 同様 . 
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注 意 


邊 形 描画 系 コマ ンド (! 御 形 パ ター ン の 描画 (AH=80H) 」, 「 邊 形 パタ ー ン の 
取得 (AH=81H) 」, 「! 御 形 パ ター ン の 転送 (AH=82H) 」 お よび ベイ ント 系 コマ ン 
ド (「 閉 領域 の 塗り つぶ し [領域 = 境界 色 の 内 側 ] (AH=7CH) 」, 「 閑 領域 の 浴 り 
つぶ し [領域 描画 開始 点 と 同一 色 ] (AH=7DH) 」) を バッ ク グ ラウ ンド 動作 忠 こ 
本 コマ ンド を 2 回 以上 指定 し た 場合 , バッ ク グ ラウ ンド 動作 すべ て を 終了 する 
の を 待っ て 機能 する . (GS の み ) 

[描画 領域 の 設定 (AH=74H) 」 コ マン ド に よる 描画 領域 指定 は 無視 され る . 

大 き な 息 形 を 描画 する 場合 は あら か じ め 「 ジ オメ トリック 機能 の 初期 
(AH=70H) 」 で 大 きめ の ベイ ント スタ ッ ク サ イズ を 確保 する 必要 が ある . (GS の 
み ) 
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第 3 章 拡張 サウ ンド ドラ イ バ 


系 う 草 


払 張 サウ ンド 
ドライバ 


3.1 拡張 サウ ンド ドラ イ バ 
サポ ー ト ファ ンク ショ ン 


以下 の ファ ンク ショ ン を サポ ー ト する (PC-98GS/9821/9801-73/9801-86 い ずれ 
の 環境 下 で も 利用 可能 ) . 


@YM2203 互 換 BIOS 機 能 一 覧 (INT 0DAH) 


マ 20? 次 7/09 フ ァ ン クシ ョ ン 一 臣 


叶 | 


信 払 張 サ ウン ド BI0S 機 能 一 覧 (INT 0DAH) 


マ 門 ゲ ダウン / ぢ / の ファ ンク ショ ン 一 臣 


中 | 
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第 3 章 拡 随 サ ウン ドド ライ バ 


3.2 拡張 サウ ンド ドラ イ バ 概 要 


本 ドラ イ バ は , YM2608(0OPNA) を 利用 し て , FM3 和 音 +SSG3 和 音 ま た は FM6 和 音 + 
SSG3 和 音 キ オリ ズム に よる 音楽 光 奏 機能 を 提供 する . 

FM3 和音 +SSG3 和音 で 利用 する 場合 に は , 従来 の サウ ンド BIOS と 互換 性 を 有 す 
る . 


田 互 換 モ ー ド と 拡張 モー ド 


本 ドラ イ バ は 互換 モー ド と 拡張 モー ド の 2 つの 動作 モー ド を も つ . 互換 モー ド は 
従来 の サウ ンド BIOS と 互換 性 の ある モー ド で あり , FM3 和 音 +SSG3 和音 を 利用 し て 
演奏 する こと が で きる . 

拡張 モー ド は YM2203 の 上 位 音源 ITC で ある YM2608 用 に 新た に 導入 され た モー ド 
で , 最大 FM6 和 音 +SSG3 和 音 + リ ズム を 利用 し て 演奏 する こと が で きる . 

「 ド ライ バ の 初期 化 (AH=00H) 」 で 始め た 場合 は 互換 モー ド と し て , 「 拡 張 モ ー 
ド で の ドラ イ バ の 初期 化 (AH=03H) 」 で 始め た 場合 に は 拡張 モー ド と し て 動作 す 
る . 他 の ファ ンク ショ ン は 2 つの モー ド で 共通 に 利用 で きる が , モー ド に より 渡す 
パフ メー タ が 異な る 場合 が ある . 


一 リ ズム 機能 


リズ ムペ パー ト の 演奏 は , あら か じ め リ ズム パタ ー ン を 用 意 し て お き , ディ レイ ド 
コマ ンド で は 演奏 する パタ ー ン 番号 を 指定 する と いう 方 法 を 用 いる . 


田 サ ウン ドド ライ ババ 作業 域 


・ シ ステ ム 共 通 域 (0000 : 05EOH) 4 バイ ト 
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第 3 章 拡張 サウ ンド ドラ イ バ 


・ 共 通 制御 情報 通知 域 256 バ イト 
・ ロ ー カ ル 作 業 域 512 バ イト 

・ 拡 張 制御 情報 通知 域 512 バ イト 
・ ス タッ ク 256 バ イト 

・ そ の 他 


ES : 0 ニー 一 一 ーーーーーーーー 
As 人 0ggU2a 2 の 12EAN BSRam) 
1 川 
AR 
RA bg)2rs ョ iAN BRRa) 
1 


マ 苔 交 炒 依 芝 導 砂 肥育 効 


EMI 


04FF 


マテ ャ ズル ん 交 フ ワー クエ テグ ノア 
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第 3 章 拡張 サウ ンド ドラ イ バ 


クラ 2// 2 た ルイ ルウ テラ 7/ 


男 


@ リ ズム パタ ー ン バッ フ ア 詳 細 


0000H : パタ ー ン 0 の オフ セッ ト ア ドレス 
0002H : パタ ー ン 1 の オフ セッ ト ア ドレス 
00FCH : パタ ー ン 126 の オフ セッ ト ア ドレ ス 
00FEH : パタ ー ン 127 の オフ セッ ト ア ドレ ス 
0100H : パタ ー ン デー タ 


TH ば ター ンー デー タ 列 還 サ イズ (TE o 本 サイ ズ 。 革 イ トコ 


音 長 (1…48 : 48/12step 単位 ) 
2 ン | パタ ー ン デー タ 5 列 


816 


第 3 章 拡張 サウ ンド ドラ イ バ 


3.3 YM2203 互 換 フ ァ ン クシ ョ ン 
INITIALIZE AH=00H 
ドラ イ バ の 初期 化 


入 カ 


AH = OOH 


ES = サウ ンド ドラ イ バ 作 業 域 セ グ メ ント アド レス 
プレ イ バ ッ ファ 情報 6 チャ ネル 分 


BUF_OFF n : チャ ネル n の プレ イ バ ッ ファ オフ セッ ト 
BUF_SEG n : チャ ネル n の プレ イ バ ッ ファ セグ メン ト 
BUF LNG n : チャ ネル n の プレ イ バ ッ ファ サイ ズバ イト ) 
出 力 
まし 
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第 3 章 拡張 サウ ンド ドラ イ バ 


機 能 


サウ ンド ドラ イ バ を 初期 化す る . 

サウ ンド ドラ イノ 装用 時 に は 必ず 最初 に この ファ ンク ショ ン を 実行 し な けれ 
ば な ら な い . 各 チ ャ ネル の プレ イ バ ッ ファ を 確保 し て , その アド レス , サイ ズ 
を 共通 制御 情報 通知 域 に セッ ト し て お く こ と . 

本 ドラ イ バ を 使用 中 は , ドラ イ バ 作 業 域 の 内 容 を 保証 し な けれ ば な ら な い . 

この ファ ンク ショ ン を 実行 し た だ け で は , 従来 の サウ ンド BI10S と 同じ 機 肉 
し か 使え な い の で , YM2608 の 拡張 機能 を 使う 場合 に は , 「 拡 張 モ ー ド で の 初 
期 化 (AH=03H) 」 を 実行 する こと . 
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PLAY AH=01H 


演奏 の 開始 


入 カカ 


AH = O1H 
ES:BX = パプ メー タリ スト アド レス 


出 カカ 
な し 
機 能 
ES: BX で 与え られ た パラ メー タリ スト に 従い , 各 チ ャ ネル の 演奏 を 開始 す 
る 


パラ メー タリ スト の 形式 は , 以下 の と お り . 

チャ ネル 7 て 9 リズ ム は 「 拡 張 モ ー ド で の 初期 化 (AH=03H) 」 フ ァ ン ク 
ショ ン を 実行 し て いな けれ ば 無効 で ある . 

デー タブ ロッ ク の サイ ズ は , 初期 化 時 に 設定 し た バッ ファ の 空き エリ ア より 
も 小さ く な けれ ば な ら な い . バッ ファ の 空き エリ ア よ り も 大 き な デ ー タ ブロ ッ 
ク を 与え た 場合 の 動作 は 保証 し な い . 

各 チ ャ ネル の 演奏 終了 を 判定 する に は , バッ ファ エン プティ 割り 込み を 利用 
する か , 共通 制御 情報 通知 域 を 参照 し て 有効 バイ ト 数 を 見 る 必要 が ある . 


パラ メー タリ スト 


マヤ マ パラ メー タ グズ =/S. イ の 7 の 4 ん の 7 の 
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CLEAR 


AH=02H 


演奏 の 中 止 と プレ イ バ ッ ファ の クリ ア 


人 入 カカ 


AH = 02H 
BL = 制御 コー ド 


00H : 演奏 を 中 止 し て , バッ ファ を クリ ア 


O1H : 演奏 を 中 止 し て , バッ ファ を クリ ア し て , 共通 制御 情報 通知 域 を 


初期 化す る 


出 カ 


02 


機 能 


演奏 を 中 止 レプ レイ バッ ファ を クリ ア す る . 


サウ ンド ドラ イ バ の 利用 を 終了 する 場合 に は , 必ず この ファ ンク ショ ン を 実 


行 し な けれ ば な ら な い . 
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READ REG AH=10H 
0PNA レ ジス タ の 読み 出し 1 
入 カ 

AH = 10H 


AL = レジ スタ 番号 (00H^FFH) 


出 カ 


bH = 00OH 


BL = レジ スタ 内 容 


機 能 


指定 し た 0PNA レジ スタ の 内 容 を 読み 出す . 


この ファ ンク ション で 保証 する の は 「0PNA レジ スタ へ の 書き 込み 1 
(AH=1 1H) 」 で 書き 込ん だ 値 に つい て の み で あり , 直接 書き 込ん だ 場合 に は 保 


証し な い 、. 


この ファ ンク ショ ン で 読み 出せ る レジ スタ は SSG 音源 部 , リズ ム 部 , FM 
源 部 (共通 部 ch1~-ch3) だ け な の で , FM 音源 部 (ch6 て ch7) の レジ スタ の 内容 
を 読み 出す に は 「OPNA レジ スタ の 読み 出 し 2 (AH=20H) 」 を 利用 する こと . 
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WRITE REG 


AH=11H 


0PNA レ ジス タ へ の 書き 込 


人 入 カカ 


AH = 11H 


AL = レジ スタ 番号 (00H^FFH) 


BL = 設定 値 


機 能 


指定 し た 0OPNA レジ スタ に 値 を 書き 込む . 


レジ スタ の 内 容 を 変更 する とき は , 必ず この ファ ンク ショ ン を 利用 する こ 


の 


OPNA の 全 レ ジス タ の 書き 込み を 許可 し て いる が , 
基本 動作 に 関わ る レジ スタ を 変更 し た 場合 , 


0 


タイ マー 等 の ドラ イ バ の 
その 後 の 動作 に つい て は 保証 し な 


この ファ ンク ショ ン で 書き 込め る レジ スタ は SSG 音 源 部 , リズ ム 部 , FM 普 原 
部 (共通 部 ch1 へ ch3) MG ARODG FM 
# す に は 「O0PNA レジ スタ へ の 書き 込み 2 (AH=21H) 」 フ ァ ン クシ ョ ン を 利用 する 


Se 


音源 部 (ch6 て ch7) の レジ スタ に 書き 込 


本 コマ ンド は , で きる だ け 各 音 湖 の パラ メー タ の 一 時 的 変更 の 目的 に 使用 す 


0 
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SEI ITOUCH 


AH=12H 


Gate Time/Step Time 値 の 設定 


AH = 12H 


AL = チャ ネル 番号 (0 て 8 : 
BL = Gate Time/Step Time 値 (0 て 7 : 


出 力 


が し 


機 能 


チャ ネル 1^9 に 対応 ) 


1/8^8/8 に 対応 ) 


音程 , 音 長 の 設定 1(AH=13H) 」 実行 時 の Gate Time/Step Time 値 を 設定 


の る し 


本 コマ ンド は , 音 調 の 時 間 (Step Time) に 対し , 実際 に 音 を 出し て いる 時 
間 (Gate Time) を 規定 する . し か し , 時 間 が 12 以下 の 音 調 に 対し て は , ドラ 
イ バ 内 部 で 適当 に 分 割 す る た め , 必ず し も ゃ Gate Time/Step Time 値 で 規定 し 
た 比率 と は な ら な い ( 近 い 比 率 に は な る ) . また , エン ベロ ー ブ プ 形 状 の 設定 状態 
に よっ て は , 小さ い Gate Time/Step Time 値 に 設定 し た 際 , 発音 し て も 聞き 


取れ な い 場 合 が ある . 


サウ ンド ドライ ババ で は 音 調 を Step Time で 指定 する . テン ボ 設 定 は , この 
Step Time 48 に 対す る 1 分 間 の 演奏 回 数 で 設定 され る . 1 小節 を 192 Step 


Time は 4 分 音符 に 相当 する . 
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NOIE AH=13H 


音程 , 音 長 の 設定 1 


入 カカ 
AH = 13H 
AL = チャ ネル 番号 (0 て 8 : チャ ネル 1^9 に 対応 ) 
BH = 音程 
0^96 : キー 番号 
128 : 休 符 
BL = 音 長 


0 : 省略 (デフ ォ ル ト 信 ) 
1^255 : 音 長 (Step Time) 


出 カ 


ll 


機 能 


音 杏 , 音 長 の 指定 に 従っ て 発音 する . Gate/Step 値 は ,。 IGete Time/St ep 


Time 値 の 設定 (AH=12H) 」 で 設定 され た 値 を と る . 


の アテ ンク ショ ン で C。 リス ム パ バート を 発音 させ る こと できない 
リア ル タ イ ム 機 能 に お いて , 指定 チャ ネル 発音 中 に 実行 し た 場合 , 前 の 音 が 
切れ て 新しい 音 が 発音 され る . 本 ファ ンク ショ ン は , 特別 な 用 法 以 外 デ ィ レ イ 


ド 機 能 と し て 使用 し た ほう が 望ま し い . 


ヤマ 夏 / 散 ご 旋 大 の 逐 必 =27/7/7 の 447 の 
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SE| LENGIH 


AH=14H 


デフ オォ ル ト 音 長 の 設定 


人 入 カカ 


AH = 14H 


AL = チャ ネル 番号 (0 て 8 : チャ ネル 1^9 に 対応 ) 


BL = 音 長 (1 て 255 : 


出 カ 


7 が し 


機 能 


Step Time で 指定 ) 


デフ ォ ル ト 音 長 を 設定 する . 
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SEI IEMPO AH=15H 


テン ボ の 設定 


人 入 カカ 


AH = 15H 
BL = テン ボ ポ Q1^255 : 48step/min 単 位 で 指定 ) 


出 力 


あし 


機 能 


全 チ ャ ネル 共通 に テン ポ を 設定 する . 単位 は 1 分 間 に 演 奏する 48 Step 
Time 長 の 「 音 程 , 音 長 の 設定 1 (AH=13H) 」 の 数 で ある . 
あま り 大 き な 値 を 設定 する と , 演奏 が 乱れ る こと が ある の で 注意 する こと . 
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SE| PARA BLOCK AH=16H 


音色 パラ メー タ の 設定 


人 入 カカ 


AH = 16H 
AL = チャ ネル 番号 (0 て 8 : チャ ネル 1^ へ 9 に 対応 ) 
BX = パラ メー タブ プ ブロック オフ セッ ト 
DL = パラ メー タブ ロッ ク の デー タ 形 式 
hr Hf 績 上 国 四 也 臣 


0919191919191SIT 
コ メー タブ ロッ ョ ンジ デ ー 宣 形 式 
ロ : ロー ド 形 戒 
1 : ゴイ ト 形 式 
セ ダ ョ メート 指定 
日 ・ES 
1 : [FE SEE] 
出 力 
od 
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機 能 


FM 音源 チャ ネル に 対し 音色 パラ メー タ を 設定 する . 

指定 チャ ネル が FM 音源 で な か っ た 場合 は 無視 され る . 

音量 は 保存 され な い の で , 必要 が あれ ば 再 設定 する こと . 

DL の bit1=1 を 指定 し た 場合 に は , セグ メン ト に [PARA_ SEG] を 用 いる の 
で , あら か じ め 共 通 制 御 情 報 通知 域 に 値 を セッ ト し て お か な けれ ば な ら な い . 

音色 パラ メー タ 設 定 直後 は LFO 効 果 は ON に な っ て いる . 


ヤマ バラ メー タブ ワッ ク 育 交 / 
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READ PARA 


AH=1 /H 


各 パ ラメ ー タ の 取得 


人 入 カカ 


AH = 17H 


AL = チャ ネル 番号 (0 て 8 : 


チャ ネル 1^9 に 対応 ) 


BL = パラ メー タ 番 号 (0 て 49) 


出 力 


ケー テ 


山 
己 


BX = 語 


財 


機 能 


定 値 


指定 チャ ネル の 音色 パラ メー タ の 1 つ を 得る . パラ メー タ が バイ ト の 場合 
BX の 上 位 バ イト に は 0 が 入る . 
SSG 音 源 の チャ ネル に FM 音源 の パラ メー タク を 指定 し た 場合 に 返さ れる 値 は 不 


定 で ある . 
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WRITE PARA 


AH=18H 


各 パ ラメ ー タ の 設定 


AH = 18H 


AL = チャ ネル 番号 (0 て 8 : 


チャ ネル 1^9 に 対応 ) 


BL = パラ メー タ 番 号 (0 て 49) 


DX = 設定 値 


機 能 


各 チ ャ ネル 番 呈 に パフ メー タク を 設定 する . 
パフ メー タ が バイ ト の 場合 , 上位 バイ ト は 無視 され る . 
SSG 音 源 の チャ ネル に FM 音 湖 の パラ メー タ を 設定 し た 場合 の 動作 は 保証 し な 


MY 
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ALL STOP 


AH=19H 


演奏 の 一 


時 中 断 


機 能 


演奏 を 一 時 中 断 する . 
全 チ ャ ネル の ON/OFF 状 態 は 保存 され , 「 演 奏 の 再開 (AH=1AH) 」 に 備え る . 
この ファ ンク ショ ン は , タイ マ 割 り 込 み を 止め る の で , 再び 割り 込み を 動作 さ 
せる に は 「 演 奏 の 開始 (AH=0 1H) 」 ま た は 「 演 奏 の 再開 (AH=1AH) 」 を 実行 す 


0 


演奏 を 再開 する 場合 , 


ドラ イ バ 作 業 域 を 保証 し な けれ ば な ら な い . 
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CONI PLAY AH=1AH 


演奏 の 再開 


人 入 カカ 


AH = 1AH 


機 能 


中 断 し た 演奏 を 再開 する . 
演奏 の 一 時 中 断 (AH=19H) 」 フ ァ ン クシ ョ ン が 実行 され て いな い 場 合 , こ 
の ファ ンク ショ ン を 呼び 出し て も , ドラ イ バ の 動作 に は 何 も 影 響 し な い . 
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HOLD SIAIE AH=1EH 


KEY ON/0OFF 状 態 の 維持 


人 入 カカ 


AH = 1EH 
AL = チャ ネル 番号 (0 て 8 : チャ ネル 1^9 に 対応 ) 
BL = 維持 する 長 さ 

0 : 省略 (デフ ォ ル ト 念 ) 

1^255 : Step Time 


出 カ 


2 


機 能 


KEY ON/OFF 状 態 を 維持 する . 
「OPNA レジ スタ へ の 書き 込み 1 (AH=1 1H) 」 で , KEY ON/0FF の 状態 を 変更 し 
た 後に 一 定時 間 そ の 状態 を 保つ 場合 、 こ の ファ ンク ショ ン を 使用 する . 
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MODU ON AH=1BH 


LF0 効 果 の ON 


人 入 カカ 


AH = 1BH 
AL = チャ ネル 番号 (0 て 8 : チャ ネル 1^9 に 対応 ) 


出 力 


だ し 


機 能 


LFO 効 果 を ON に する . 
無効 な が LFO パ ラメ ー タ が 設定 され て いた 場合 は 何 も し な い . 
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MODU OFF 


AH=1CH 


LF0 効 果 の OFF 


AH = 1CH 


AL = チャ ネル 番号 (0 て 8 : 


出 力 


だ し 


機 能 


LFO 効 果 を OFF に する . 


チャ ネル 1^9 に 対応 ) 
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SET INT COND AH=1DH 
プレ イ バ ッ ファ エン プティ 割り 込み の 
条件 設定 

入 力 

AH = 1DH 


AL = チャ ネル 番号 (0~ て 8, 255: チ ャ ネル 1^ へ 9。 リ ズム に 対応 ) 
DX = 有効 バッ ファ 長 


暫 NN0o 3W 
1 


: 割り 込み 禁 由 
: 割り 込み 許可 
bit 0 一 14 : 


有効 バッ ファ 長 


ES:BX = 割り 込み ルー チン エン トリ アド レス 


出 カ 


2 し 


機 能 


グレ 2 クイ パッ ツア テキ ン ン テ イィ イ 間 り 込み 
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3.4 拡張 サウ ンド ファ ンク ショ ン 


INITIALI/E2 


AH=03H 


拡張 モー ド で の 初期 化 


人 入 カ 


AH = 03H 


ES = ドラ イ バ 作 業 域 セ グ メ ント アド レス 
プレ イ バ ッ プ ァ 情報 10 チ ャ ネル 分 
(チャ ネル 7^9, リズ ム は 拡張 制御 情報 通知 域内 ) 


BUF_OFS_n : 
BUF_SEG_n : 
BUF_LNG_n : 


チャ ネル n の プレ イ バ ッ ファ オフ セッ ト 
チャ ネル n の プレ イベ バッ ファ セグ メン ト 
チャ ネル n の プレ イ バ ッ ファ サイ ズ ( バ イト) 


り 炎 の パク グーン バツ ク ルク アド レク 


RYM_SEG : 


出 力 


BX = ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 


リズ ム パ ター シン バッ ファ セグ メン ト 


1 : YM2608 が 実装 され て いな い 
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機 能 


サウ ンド ドラ イ バ を 拡張 モー ド で 初期 化す る . 

サウ ンド ドラ イ バ を 拡張 モー ド で 利用 する と き に は , 必ず 最初 に この ファ ン 
クシ ョ ン を 実行 し な けれ ば な ら な い . 

各 チ ャ ネル の プレ イ バ ッ ファ を 確保 し て , その アド レス , サイ ズ を 共通 制御 
情報 通知 域 に セッ ト し て お く こ と (「 ド ライ バ の 初期 化 (AH=00H) 」 と 同様 ). 
また , リズ ム パ ター ン バ ッ ファ を 確保 し て ,。 その アデ ドレ ス や セッ ト し て お おく こ 
の 

拡張 モー ド で は , FM 6 声 +SSG 3 声 + リ ズム の 10 チ ャ ネル を 使っ て 演奏 する 
203 
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BLOCK PLAY AH=04H 


ディ レイ ド デ ー タ 列 の 実生 


入 カカ 
AH = 04H 
AL = 演奏 回 数 


りさ EE ドレ スベ 
1^255 : 演奏 回 数 
ES:BX = パラ メー タリ スト アド レス 


出 カ 


0 小 み 
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機 能 


ES :BX で 与え られ た パラ メー タリ スト に 従い , 各 チ ャ ネル の 演奏 を する . パ 
ラメ ー タ リス ト の 形式 は 次 の と お り . 


マハ パラ メー タグ ソス だ S.Z イ 777 の 4 ん の 2 の 


この ファ ンク ショ ン は 「 演 奏 の 開始 (AH=01H) 」 と 違い , デー タ を プレ イ 
バッ ファ に 転送 せ ず に 与え られ た デー タ を その まま 用 いて 演奏 する . し た が っ 
て , 演奏 中 は デー タ 領 域 を 保証 し な けれ ば な ら な い . 

この ファ ンク ショ ン で 演奏 中 に 「 濱 奏 の 開始 (AH=0 1H) 」 を 実行 し て は な ら 
な い 、. 

ドラ イ バ は , FM 音源 部 の デフ ォ ル ト パ ラ メー タ を 所 持 し て いな い の で , 必 
要 が あれ ば パラ メー タ を セッ ト し て か ら こ の ファ ンク ショ ン を 実行 する こと . 

この ファ ンク ショ ン は , プレ イ バ ッ ファ 情報 (BUF_0FS_n, BUF_SEG_n 
BUF_LNG_n) を 破壊 する の で , この ファ ンク ショ ン 実 行 後に 「 演 奏 の 開始 (AH 
01H) 」 を 利用 する 場合 は プレ イ バ ッ ファ 情報 を 再び セッ ト し な けれ ば な ら 
な い . (「 第 5 曹 ディ レイ ド 機 能 フ ォ ー マ ッ ト 」 参 照 ) 
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READ REG2 AH=20H 
0PNA レ ジス タ の 読み 出し 2 
入 カ 

AH = 20H 


AL = レジ スタ 番号 (30HB6H) 


出 力 


bH = 0 


BL = レジ スタ 内 容 


機 能 


指定 し た 0PNA レジ スタ の 内 容 を 読み 出す . 
この ファ ンク ショ ン で 保証 する の は 「0PNA レジ ス タタ へ の 書き 込み 2 
(AH=21H) 」 で 書き 込ん だ 値 に つい て の み で あり , 直接 書き 込ん だ 場合 に は 保 


証し な い 、. 


この ファ ンク ショ ン で 読み 出せ る レジ スタ は , FM 音源 部 (ch7 て ch9) の レジ 


炎 グ だ け あ の で , SS6 


音源 部 , リ ズム 部 , FM 音源 部 (共通 部 ch1 Cch3) の レ 


ジス タ の 内 容 を 読み 出す に は 「OPNA レジ スタ の 読み 出し 1 (AH=10H) 」 を 利用 


1 あお OS 


互換 モー ド で は この ファ ンク ショ ン は 利用 で き な い . 
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WRITE REG2 AH=21H 


0PNA レ ジス タ へ の 書き 込 


AH = 21H 
AL = レジ スタ 番号 (30H て B6H) 
BL = 設定 値 


機 能 


指定 し た 0OPNA レジ スタ に 値 を 書き 込む . 

レジ スタ の 内 容 を 変更 する と き は , 必ず この ファ ンク ショ ン を 利用 する こ 
と 

この ファ ンク ショ ン で 書き 込め る レジ スタ は FM 音源 部 (ch7- て ch9) の レジ ス 
タ だ け な の で , SSG 音源 部 , リズ ム 部 , FM 音源 部 (共通 部 ch1^ch3) の レジ 
スタ に 書き 込む や に は 「OPNA レジ スタ の 読み 出し 1 (AH=10H) 」 フ ァ ン クシ ョ ン 
を 利用 する こと . 

互換 モー ド で は この ファ ンク ショ ン は 利用 で き な い . 
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TIE NOTE AH=22H 
音程 , 音 長 の 設定 2 
入 力 
AH = 22H 
AL = チャ ネル 番号 (0~ て 8 : チャ ネル 1^9 に 対応 ) 
BH = 音程 
0^96 : キー 番号 
128 : 休 符 
BL = 音 長 
0 : 省略 (デフ ォ ル ト 仁 ) 
1^255 : 音 長 (Step time) 
出 カ 
ol の 
機 能 


音 本 , 音 長 の 指定 ( 


こ 従 っ て 発音 する . Gate/Step 値 は 


IGate Time/St ep 


Time 値 の 設定 (AH=12H) 」 で 定 さ れ た 値 を 無視 し て 必ず 8/8 に 設定 され る . 


炊 回 の 「 音 程 , 音 長 の 設定 1 (AH=13H) 」, 
で 同じ キー 番号 を 指定 し た 場合 に 


0 


は , 発音 動作 を 行わ ず に 


音程 , 音 長 の 設定 2 (AH=22H ) 」 
首長 だ けが 設定 され 


この プア ン クシ ョ ン で リズ スム パー ト を 発音 させ る こら は で き な い , 
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GEI PARA BLOCK AH=23H 


音色 パラ メー タ の 読み 出し 


和信 カカ 


AH = 23H 
AL = チャ ネル 番号 (0~ て 8 : チャ ネル 1^9 に 対応 ) 
ML/ 党 ( メ ポア メーク グ クア ロック の デー ク 形 慌 

(0、 あ 2 

1 * スパ イト 
BSsBX : ビ 還 先 2 パク メー ツタ プア ロッ ノア ドレ スネ 


出 力 


[SSDKMIZN ラ メー クウ クロ ウッ ク 


機 能 


FM 音源 チャ ネル に 対し て 設定 され た 音色 パラ メー タ を , ES:BX で 指定 され た 
アド レス に 読み 出す . 
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0UT CONTROL AH=24H 
出力 チャ ネル の 設定 
人 入 カカ 
AH = 24H 
AL = チャ ネル 番号 (0 て 8, 255 : チャ ネル 1^9。 リ ズム に 対応 ) 
BL = 設定 値 
hp mf 還 申 還 上 
回 回 回 回 回 回 軸 国 
LEFT キ ャ キル 
日 ・[F 
1 ・ 忠 
RIgHT キ ャ キル 
日 ・[FF 
1 ・ 忠 


BH = パー ト デ ー タ (AL=255 の 場合 の み ) 
[rr hg 還 還 四 凶 所 純 


leIRITIHIGISIB 


Bass Fum 
siaFE Fm 
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出 


力 


2 


機 


能 


指定 チャ ネル の 出力 チャ ネル (RIGHT/LEFT) を 制御 する . 
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KEY ON 


AH=25H 


人 入 カカ 


AH = 25H 
AL = チャ ネル 番号 (0 て 8 
BL = 音程 


0 て 96 : キー 番号 


出力 


2 し 


機 能 


:・ チャ ネル 1^9 に 対応 ) 


音程 の 指定 に 従っ て 発音 する . 
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KEY OFF 


AH=26H 


出 
7 中 朋 


人 入 カカ 


AH = 26H 


AL = チャ ネル 番号 (0 て 8 : 


出 力 


だ し 


機 能 


発音 (AH=25H) 」 で 発音 し た 音 を 止め る . 


チャ ネル 1^9 に 対応 ) 
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3.5 ディ レイ ド 機 能 フ ォ ー マ ッ ト 


田 FM お よび SSG チ ャ ネル 


@ 音 程 , 音 長 の 設定 1 
第 1 バイ ト = 音程 
0 へ 60H : キー 番号 
8OH : 休 符 
第 2 バイ ト = 音 
00H : 省略 (既定 値 ) 
1 へ FFH : 音 長 


@0PNA レ ジス タ へ の 書き 込み 1 
第 1 バイ ト = 81H 
第 2 バイ ト = レジ スタ 番号 
第 3 バイ ト = 既定 値 


@Gate Time/Step Time 値 の 設定 


第 1 バイ ト = 82H 
和 2 バ イト = Gate Time/Step Time 値 (0 て 7) 
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@ デ フォ オ ルト 音 長 の 設定 
第 1 バイ ト = 83H 
第 2 バイ ト = 音 長 1^FFH) 


@ テ ン ボ の 設定 
第 1 バイ ト = 84H 
第 2 バイ ト = テン ポ (1^FFH) 


@ 音 色 バ パラ メー タ の 設定 
第 1 バイ ト = 85H 
呈 2Z や イ ドー パラ メー タブ ロッ ク の 形式 
00H : ワー ド 
O1H : バイ ト 
第 3, 4 バイ ト = パラ メー タブ ロッ ク 開 始 オ フ セ ッ ト 
第 5, 6 バイ ト = パラ メー タブ ロッ ク 開 始 セ グ メ ント 


第 3 章 拡張 サウ ンド ドラ イ バ 


(パラ メー タブ ロッ ク が ワー ド 形 式 の 場合 の み ) 


@ 各 バラ メー タ の 設定 
第 1 バイ ト = 86H 
第 2 バイ ト = パラ メー タ 番 号 (0 て 49) 
第 3 バイ ト = 設定 値 
第 4 バイ ト = 設定 値 


@LF0 効 果 を ON 
第 1 バイ ト = 87H 
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@LF0 効 果 を OFF 
第 1 バイ ト = 88H 


@KEY ON/OFF の 状態 の 維持 
第 1 バイ ト = 89H 
第 2 バイ ト = 維持 する 長 さ 
00H : 省略 (既定 値 
1^FFH : 維持 する 長 さ 


音量 の 設定 
第 1 バイ ト = 8AH 

第 2 バイ ト = レジ スタ 番号 
第 3 バイ ト = 設定 値 


@O0PNA レ ジス タ へ の 書き 込み 2 
第 1 バイ ト = 8BH 
第 2 バイ ト = レジ スタ 番 与 
第 3 バイ ト = 設定 値 


人 音程 , 音 長 の 設定 2 

第 1 バイ ト = 8CH 

第 2 バイ ト = 音程 
0^60H : キー 番号 
80H : 体 符 

第 3 バイ ト = 音 長 
00H : 省略 (既定 値 
1^FFH : 音 長 さ 
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第 3 章 拡張 サウ ンド ドラ イ バ 


@ 出 力 チ ャ ネル の 設定 
第 1 バイ ト = 8DH 
第 2 バイ ト = 既定 値 


@ 発 音 
第 1 バイ ト = 8EH 
第 2 バ イト = 音程 (0 て 60H : キー 番号 ) 


人 @ 消音 
第 1 バイ ト = 8FH 


田 リ ズム チャ ネル 


@ リ ズム バターン の 設定 
第 1 パイ ト = リズ ム パ ター ン 番 号 


@ リ ズム ボリ ュー ム の 設定 
第 1 バイ ト = 音量 (80H<BEH : 0 て 63 に 対応 ) 


田 リ ズム バタ ー ン デー タ 


リズ ム パ ターン デー タ は 基本 的 に 1 つの コマ ンド が 4 分 音符 の 1 /12 の 長 さ に 相当 
すう 
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人 @ き 発音 
第 1 バイ ト = パー ト 指 定 
后 四 四 凶 思 


Bass hrum 
shHaF [rum 
[wmha | 
High Hat 
Tnm 

Rim Shat 


bit が 1 に な っ て いる パー ト を KEY ON する . 
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人 @ 発 音 と 消音 
第 1 バイ ト = ペー ト 指 定 (発音 ) 
hp 則 后 四 還 切 思 m 


Bass hrum 
shHaF [rum 
[wmha | 
High Hat 
Tnm 

Rim Shat 


第 2 バイ ト = パー ト 指 定 ( 消 韻 ) 


Bass hrum 
shaFfg Lum 
[wmha | 
High Hat 
Tnm 

Rim Shat 


bit が 1 に な っ て いる パー ト を KEY ON する . 
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人 消音 
第 1 バイ ト = パー ト 指 定 
hp 四 后 固 還 切 思 m 


Bass hrum 
shHaF [rum 
[wmha | 
High Hat 
Tnm 

Rim Shat 


bit が 1 に な っ て いる パー ト を DUMP す る . 


人 @ 出 力 チ ャ ン ネ ル の 設定 
第 1 バイ ト = パー ト 指 定 
pr hg 還 引 還 証 思 


Bass hrum 
SHaF ら [rum 
[wmha | 
High Hat 
Tnm 

Rim Shat 


第 2 バイ ト 
旬 后 引 四 凶 思 hm 
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音量 (31) 
右 キ ャ キル 【 ロ : HFF, 
左 チ ャ キル 【 昌 : HFF, 


第 3 章 拡張 サウ ンド ドラ イ バ 


1 : 
1 : 


第 4 章 PCM ドラ イ バ 
デデデ ーー エ デ . 
各 4 草 
PCM ド ライ バ 


4.1 PCM/DSP ド ライ バ 
サポ ボ ポート ファ ンク ショ ン 


PCM/DSP ドラ イ バ は , PCM の 録音 / 再 生 お よび DSP( PD6380) を 用 いた 音 場 生 成 を 
制御 する も の で ある (DSP は PC-98GS お よび PC-9801-73 に の み 搭 載 ) . 

DSP を 用 いる こと に より , 各種 内 蔵 音 源 か ら の サウ ン ド ソ ー ス に 特殊 効果 を 加え 
罰 き し の て と で きる 。 

この ドラ イ バ は 80286 以 上 の CPU を ター ゲッ ト と し た も の で あり , V30 モ ー ド で の 
動作 は 保証 され な い . 


@PCM/DSP ド ライ バフ ァ ン クシ ョ ン 一 覧 (INT 0D9H) 


マ /2 多 00P だ ラプ ノイ ファ ンク ショ ン 一 腎 
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4.2 エラ ー ス テー タス 


PCM/DSP ド ライ バ で は , コマ ンド の 終了 状態 を メイ ンプ ブロ グラ ム で 確認 する た 
め , Carry フラ グ に エラ ー の 有無 を , また AH に エラ テラー 発生 時 の ステ ー タ ス を 返す 
以下 に この ステ ー タ ス の 内 訳 を 示す . 


マル 9 の だ ラブ ノバ テラ ー ス テー タス 一 監 
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4.3 コマ ンド の 相互 関係 


以下 に コマ ンド の 相互 関係 を す . 

例え ば PCM/ADPCM の 録音 / 再 生 (AH=10H) コマ ンド を 実行 する 場合 , その 前 こ 
「PCM/DSP ド ライ バ の 初期 化 (AH=00H) 」, FM 音源 の 「 ド ライ バ の 初期 
(INT ODAH, AH=00H)」 と! ファ ンク ショ ン の 初期 化 (AH=0 1H) 」, | パラ メー タ 
の 設定 (AH=03D)」, 「 ミ キシ ング レー ト の 設定 (AH=0 7H) 」 の 4 つの コマ ンド を 実 
行 し て お く 必 要 が ある (た だ し デフ ォ ル ト の 設定 で よい 場合 は 「PCM/DSP ドラ イ バ 
の 初期 化 (AH00H) 」, FM 音源 の 「 ド ライ バ の 初期 化 (INT 0DAH, AH=00H) 」 の 
み ) . 


マフ マン ム の 交 2 成 炎 
避 
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4.4 ファ ンク ショ ン 詳 細 


$INITDRV AH=00H 


PCM/DSP ド ライ バ の 初期 化 


人 入 カ 

AH = 0OH 

出 カ 

Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
Ca 


人生 ジー ステークス 
OB 3 グイ ム ア ル トド エラー 
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機 能 


PCM/DSP ドラ イ バ 全 体 の イニ シャ ライ ズ を 行う . すなわち , ドラ イ バ 内 部 で 
を 述 の 各 コ マン ドル ー チ ン を 呼び 出し , 各々 に つい て 以下 の よう な 設定 を 行 


ー 


2 


べく ふい 


① ミ ュー ト 状 態 の 設定 (AH=09H) 
音声 出力 を ミュ ー ト ON 状態 に する 


② フ ファンク ショ ン の 初期 化 (AH=01H) (GS/PC-9801-73 の み ) 
DSP で スル ンー($Thru) を 実行 する 


③ パ パラメータ の 設定 (AH=03H) (GS/PC-9801-73 の み ) 
スル ー の フロ ント L ン リア R 出 力 を 最大 値 に 設定 する 


④ 入 力 ボ リュ ー ム 値 の 設定 (AH=05H) 
VOL1^VOL5 を ボリ ュー ム 値 0AH に 設定 する 


⑤⑥ ミ キシ ング レー ト の 設定 (AH=07H) 
PCM/DSP の 入力 ミキ シン グレ ー ト を 50% に 設定 する 


⑥) サ ンプ リン グ 周 波数 の 設定 (AH=0BH) 
サン プリ ング 周波 数 を 44. 1kHz に 設定 する 


⑦PCM モ ー ド の 設定 (AH=ODH) 
出力 モー ド 0, ステ レオ , 16 ビ ッ ト デ ー タ 長 に 設定 する 


⑧ ミ ュー ト 状 態 の 設定 (AH=09H) 
音声 出力 を ミュ ー ト OFF 状 態 に する 
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注 意 


FM/SSG ドラ イ バ と PCM ドラ イ バ は 同一 の 領域 を 利用 し て いる . その た め , 他 
の PCM/DSP フ ァ ン クシ ョ ン を 利用 する 前 に は 本 ファ ンク ショ ン を 実行 し 
FM/SSG ド ライ バ の ファ ンク ショ ン 「 ド ライ バ の 初期 化 (INT 0DAH, 
AH=00H) 」 も し く は 「 抜 張 モ ー ド で の 初期 化 (NT ODAH, AH=03H) 」 の いずれ 
か を 実行 し て , 両方 を 初期 化し て お く 必 要 が ある . 
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$INITFUNC 


AH=01H 


GS /3 


ファ ンク ショ ン の 初期 化 


人 入 カカ 


AH = 0O1H 


人 AL 厨 US ド ジア ンク ンション 
第 5 草 DS5P フ ァ ン クシ ョ ン 」 参照 


出 カ 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 

0 : 

1 

AI 呈 ポラ アー ステ デー クス (02 有 07 用 OR 
正常 終了 時 は 01H 


機 能 


ファ ンク ショ ン の 初期 化 を 実行 する . 


この コマ ンド を 実行 する と, 元 の ファ ンク ショ ン の 内 部 ノ パ ラ メー タ ( 「 ノ パラ 
メー タ の 設定 (AH=03H)」 で 設定 ) が 新しい ファ ンク ショ ン の デフ ォ ル ト 値 に 置 


さき 替わる . 


た だ し , その 他 の コマ ンド の 設定 に は 影 2 
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注 


コマ ンド を 実行 し て も 音 が 発生 し な い 場 合 は , 「 入 力 ボ リュ ー ム 値 の 設定 
(AH=05H) 」, 「 ミ ュー ト 状 態 の 設定 (AH=09H) 」 コ マン ド を 用 いて ボリ ュー ム 
と ミュ ー ト の 状態 を 変更 する 必要 が ある . 

IPCM モ ー ド の 設定 (AH=0DH) 」 の 入出 力 モ ー ド が 0 に 設定 され て いる と き , 
DSP フ ァ ン クシ ョ ン IADPCM 録 音 / 再 生 12H) 」 の ロー ド を 指定 する と エラ ー と 


4 の 。 
録音 / 再 生 中 に この コマ ンド を 実行 する と エラ ー と な る . 
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$ASKFUNC AH=02H GS /3 


初期 化 さ れ て いる ファ ンク ショ ン の 取得 


人 入 カカ 


AH = 02H 


出 カ 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
まま NE グー 
AH = エラ ー ス テー タス (02H, 07H, OFH) 
正常 終了 時 は 02H 


機 能 


現在 初期 化 さ れ て いる ファ ンク ショ ン 番 号 を 取得 する . 
た だ し , その 他 の コマ ンド の 設定 に は 影響 し な い . 
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$SETPARAM AH=03H GS /3 


パラ メー タ の 設定 


人 入 カカ 


AH = 03H 
BS:BX 邦 パタ アメ ー タ ブロック の アド レズ 


ES BR っ | パリ ラメ ー 補 和 想 語 定 十 


バラ メー 社風 本 計 定 二 


バラ メーm 本 語 定 二 


出 カ 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
1 アー 
AH = エラ ー ス テー タス (02H, 07H, OFH) 
正常 終了 時 は 03H 
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機 能 


初期 化 さ れ て いる ファ ンク ショ ン の パラ メー タ 設 定 を 行う . コマ ンド 実行 
に パラ メー タブ ロッ クエ リア に パラ メー タ を 格納 し て お く 必 要 が ある . パラ 
メー タブ ロッ ク の 詳細 に つい て は 「 第 5 章 DSP フ ァ ン ク ショ ン 」 を 参照 の こ 
ど 。 


注 


意 
録音 / 再 生 中 に この コマ ンド を 実行 する と エラ ー と な る . 
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$GETPARAM AH=04H 


GS /3 


パラ メー タ の 取得 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
まま NE グー 
AH = エラ ー ス テー タス (02H, 07H, OFH) 
正常 終了 時 は 04H 
CX = パラ メー タ の 総数 (q) 
ES:BX = パラ メー ダブ プロ ッ ク の アド レス 


ES BR っ | パリ ラメ ヌー 家相 語 定 十 


バラ メー 社風 本 訟 定 二 


パラ メーmg 語 定 二 
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機 


台 ヒ 
BE 


初期 化 さ れ て いる ファ ンク ショ ン の パラ メー タ 取 得 を 行う . 
パラ メー タブ ロッ ク の 詳細 に つい て は 「 第 5 章 DSP フ ァ ン クシ ョ ン 」 を 参照 


の とこ と 


注 


ーー ゴ 
忌 、 


録音 / 再 生 中 に この コマ ンド を 実行 する と エラ ー と な る . 
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$SETVOL AH=05H 


入力 ボリ ュー ム 値 の 設定 


人 入 カカ 


AH = 05H 
AL = ボリ ュー ム 設 定 
[pr Hg 臣 遇 コ 1 hm 


E 還 5 
--FHYH : 最 直 ) 
ボリ ュー ム 肖 所 


hk WIL1 CTMEEHB PEM 販 理 記し 

1 : WhLE YYMEEOBR PEM 販 理 市) 

gk WILB LIME FEM 超 理 在 し ) 

: MILKLIME FEM 四 理 な し ) 

中 iMIL5 YED- 払 再生 出力 ) 【 バ FE-98BSOD) 

ー「 第 1 部 4 の 92 

3.1 ロー ドロ ェ 
一 MDSP 能 E」 ブロッ ツク 図 華 昭 


出 カ 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
NN の ジマ 
信用: 3 ジラ ンジ デー クス (02T) 
正常 終了 時 は 05H 
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機 


台 ヒ 
BE 


ノ \ー ド ウェ ア 構 成 図 の 入力 ボリ ュー ム (VOL1^VOL5) の レベ ル 調 整 を 行 う . 


ボリ ュー ム 値 は OH が 最小 レベ ル を , FH が 最大 レベ ル を 表す . 


な お , AL=5( ま た は 4) XH--FXH は 指定 不可 . 
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$GETVOL 


AH=06H 


入力 ボリ ュー ム 値 の 取得 


人 入 カカ 


AH = 0O6H 


AL = ボリ ュー ム 選 択 
hp 還 后 引 還 世 


回 還 軸 Ei 


WVWV〔〈〔〈、 上 ポリ ュー』 選 所 
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四 
1 
由 
コ 


・ WhL1 KTMEEOR PEM 明 理 坦 し ) 
』 HLE GTMEEIB PEM 如 理 ) 
・WHLS (LIME 拓 力 PEM 遇 理 圭 し ) 
・ WULH (LINE 拓 PEM 地理 吉 ) 


中 kWHL5 YED- 引 再生 出力 ) (FE-8) 


っ ー「 堤 1 部 ルキ メディア 概 了 
il リュー ドロ ェ ュ ア 
画 FMH/DSP 槍 能 」 づ ロッ ツジ 図 区 昭 


第 4 章 PCM ドラ イ バ 


出 カ 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
2 キー 
作 全 アース デ ー ク タク ズ (02) 
正常 終了 値 は 06H 
AL = ボリ ュー ム 設 定 
lp bg 后 固 困 証 思 幻 


回 回 EE 還 還 国 国 
ーー 


1__ ポリ ュー ム 人 
mm--FH (H・ 最小) 
ふ 力 時 中 十 


機 能 


設定 され た 入力 ボリ ュー ム (VOL1 て YOL5) 値 を 取得 する . ボリ ュー ム 値 は OH 
が 最小 レベ ル を , FH が 最大 レベ ル を 表す . 
な お , AL=5( ま た は 4) XH--FXH は 指定 不可 . 
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$SETMIX 


AH=0 /H 


ミキ シン グレ ー ト の 設定 


人 入 カカ 


AH = 07H 


AL ー し さ キシ シク グレート 
00H : IN1 …100%, 


01H : ガ 
02 2 ル 
03H : ガ 
04H : ガ 
05H : ガ 
O06H : カ 
07H : 7 ガ 
O8SH : ガ 
O09H : ガ カ 
OAH : ガ 


・ 90%, 
・ 80%, 
・ 70%, 
・ 60%, 
・50%, 
・ 40%, 
・ 30%, 
・ 20%, 
・ 10%, 


0%, 


IN2 … 0% 
リ … 10% 
リ … 20% 
リ … 30% 
リ … 40% 
リ … 50% 
リ … 60% 
ae 006 
リ … 80% 
リ … 90% 
リ …100% 


IN1 : CD-DA (PC-98GS の み ) /PCM 出 力 (入出 力 モー ド 2) 


IN2 : FMTLINE-IN/PCM 出 力 (入出 力 モ ー ド 1) 


[ 負 志 ー ド SE 
(「 第 1 部 マル チ メ デ ィ ア 概要 3.1 ハー ドウ ェ ア 画 PCM/DSP 機 能 」 ブ 


ロッ ク 図 参照 ) 
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出 


カ 
Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
Aa の 


AE ーー ス デ ー ク グズ (02 用 07H) 


正常 終了 時 は 07H 


機 


全 ヒ 
BE 


PCM/DSP の IN1 /IN2 端 子 (CD-DA/FMTL INE- IN) か ら の 入力 値 の ミキ シン グ 


ペー トト を 民 定 ずる 。 当 ド ライ バ に 含ま れる の ず べ で の アァ ンク ショ ン が この ミキ 
シン グ に 対応 し て いる . 


な お , IN1/IN2 に 割り 当て られ る 信号 は 入出 力 モ ー ド の 選択 状態 に よっ て 異 


な る . 詳細 は 「PCM モ ー ド の 設定 (AH=ODH) 」 を 参照 . 


PC-98GS 以 外 で は IN1 が 存在 し な いた め , IN2 の 入力 ボリ ュー ム 調 整 と し て 


機能 する . 


マ | (W1) : 全 コ ファ ンク ショ ン 共 通 の 如 理 
(1・ 衝 コ ァ ンジ ショ ンー 固有 中 処理 


| し 江上 違 調整 
全 | て) : 信号 の 加算 
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注 意 


・44. 1kHz 以 外 の サン プリ ング レー ト を 選択 し た 場合 に は , CD-DA の 入力 信号 
が ミュ ー ト され る . この 操作 は , IN1I の ミキ シン グレ ー ト を 0% に 落と すこ と 


で 行わ れる (IN2 の ミキ シン グレ ー ト は 本 来 の 状態 を 保つ ). 
(GS/PC-9801-73 の み ) 


・ 録音 / 再 生 中 に この コマ ンド を 実行 する と エラ ー と な る . 
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$GETMIX AH=06H 


ミキ シン グレ ー ト の 取得 


人 入 カカ 


AH = O8H 


出 カ 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
まま NE グー 
AH = エラ ー ス テー タス (02H, 07B) 
正常 終了 時 は 08H 
AL どき ポン シン ジグ レート 
00H : IN1 … 100%, IN2 


0 人 3 選 ) や 3 0 人 6 / 
(2 有色 る 。 2 の 80 記 / 
08 有 は 基 の 0 / 
04H : カカ … 60% / 
05 氏 守 災 WS 60 / 
06H3 記 。 や っ 区 / 
0 る . 刀 うつ の う 3806 / 
08 有 包ま 因 Se 20 / 
09 色 さ 。 が の 50 . 抽 見 / 
OAH :E か リカ … 0O% / 


・ 100% 


0% 

10% 
20% 
30% 
40% 
50% 
60% 
70% 
80% 
90% 


IN1 : CD-DA(PC-98GS の み ) /PCM 出 力 ( 入 出力 モー ド 2) 


IN2 : FMTLINE-IN/PCM 出 力 (入出 力 モ ー ド 1) 


(「 第 1 部 マル チ メ デ ィ ア 概要 3.1 ハー ドウ ェ ア 画 PCM/DSP 機 能 」 ブ 


ロッ ク 図 参照 ) 
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機 能 


設定 され た PCM/DSP の IN1/IN2 端 子 (CD-DA/FM+LINE-IN) の ミキ シン グ レー 
ト の 値 を 取得 する . 当 ド ライ バ に 含ま れる すべ て の ファ ンク ショ ン が この ミキ 
シン グ に 講 応 し て いる 、 

PC-98GS 以 外 で は IN1 が 存在 し な いた め , IN2 の 入力 ボリ ュー ム 調 整 と し て 
機能 する . 

な お , IN1/IN2 に 割り 当て られ る 信号 は 入出 力 モ ー ド の 選択 状態 に よっ て 異 
な る . 詳細 は 「PCM モ ー ド の 設定 (AH=0DH) 」 コ マン ド を 参照 . 


注 意 


・44.1kHz 以 外 の サン プリ ング レー ト を 選択 し た 場合 に は , CD-DA の 入力 信 与 
が ミュ ー ト され る . この 操作 は , INI の ミキ シン グレ ー ト を 0% に 落と すこ と 
で 行わ れる (IN2 の ミキ シン グレ ー ト は 本 来 の 状態 を 保つ ). 
(GS/PC-9801-73 の み ) 


・ 録 音 / 再 生 中 に この コマ ンド を 実行 する と エラ ー と な る . 


0 


第 4 章 PCM ドラ イ バ 


$SETMUTE 


AH=09H 


ミュ ー ト 状態 の 設定 


和信 カカ 
AH = 09H 
AL = ミュ ー ト 状態 
00H : ミュ ー ト OFF 
0 用 お 守 二 呈 ON 
出 カ 
Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
必 ま 避 還 妥 呈 
AH = エラ ー ス テー タス (02H, OFRH) 
正常 終了 時 は 09H 
機 能 


PCM/DSP の 出力 ミュ ー ト の 0N/OFF を 行う . この コマ ンド に より , フロ ン 
ト ・ リ アス ピー カー の ミュ ー ト 状態 が 同 寺 に 切り 替わる . 
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$GETMUTE AH=0OAH 


ミュ ー ト 状態 の 取得 


出 力 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
まま NE グー 
AH = エラ ー ス テー タス (02H, OFH) 
正常 終了 時 は 0AH 
AL = ミュ ー ト 状態 
00H : ミュ ー ト OFF 
0 有る ペ ョ ー ド ON 


機 能 


現在 の ミュ ー ト ON/OFF 状 態 を 取得 する . 
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$SETFREQ AH=0BH 
サン プリ ング 周波 数 の 設定 
入 カカ 
AH = OBH 
和 L = サン ブリ ング 周 披 数 
00H : 44.10kHz(CD-DA の 場合 の み ) 
01H : 33.08kHz 
02H : 22.05kHz 
03H : 16.54kHz 
04H : 11.03kHz 
05H : 8.27kHz 
06H : 5.52kHz 
07H : 4.13kHz 
出 カ 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 


・ 正常 終 了 


2 ビッ 


AH = エラ ー ス テー タス (02H, 07H) 
正常 終了 時 は 0BH 
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機 


台 ヒ 
BE 


PCM/DSP の サン プリ ング 周波 数 を 指定 する . 「PCM/ADPCM の 録音 / 再 生 (AH 


10H) 」 に より 録音 / 再 生 を 行う 場合 サン プリ ング 周波 数 を 低く する ほど 長 時 
間 の 録音 / 再 生 が 可能 に な る . 


また , ディ レイ の 関係 する ファ ンク ショ ン を 実行 し た 場合 , 周波 数 を 低く す 


る ほど ディ レイ 時 間 を 長く する こと が で きる . 


た だ し , 周波 数 を 下げ る と その 分 だ け 音 質 は 低下 する . 


注 


ニー ゴ 
尽 、 


・ サ ウン ド ソ ー ス と し て CD -DA を 用 いる 場合 は , 必ず 44. 1kHz の 周波 数 を 指定 


する 必要 が ある . それ 以外 の 周波 数 を 用 いた 場合 , CD-DA か ら DSP に 供給 さ 
れる 信号 が ミュ ー ト され る (詳細 は 「 ミ キシ ング レー ト の 設定 (AH=07H) 」 コ 
マン ド 参 照 ) . 

た だ し , FMHLINE- IN 信号 や 1/0 出 力 信 号 は ミュ ー ト の 影響 を 受け な い . ま 
た , CD-DA か ら 直 接 (VOL5 を 介 し て )LINE-0UT に 供給 され る . 信号 も ミュ ー 
ト の 影響 を 受け な い . 


・ 録 音 / 再 生 中 に この コマ ンド を 実行 する と エラ ー に な る . 


・PC-98GS で は DSP を 利用 し て エフ ェクト を か ける 場合 に は , サン プリ ング 周 


波数 は 4 4. 10kHz ま で 利用 で きる . これ は CD-DA の 入力 に 対し て エフ ェクト 
を か ける と き に 使う . 

PC-98GS で は サン プリ ング 時 に は 22. 05kHz が 上 限 で ある . これ 以上 の サン 
プリ ング 周波 数 を 設定 し た 場合 に は , 実行 時 に 「PCM/ADPCM の 録音 / 再 生 (AH 
=10H) 」 を 使っ つた と き に エラ プー が 返さ れる . この ファ ンク ショ ン 自体 は エ 
ラー を 返さ な い の で 注意 が 必要 で ある . 
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$GETFREQ AH=0CH 


サン ブリ ング 周波 数 の 取得 


人 入 カカ 


AH = OCH 


出 カ 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
まま NE グー 
AH = エラ ー ス テー タス (02H, 07B) 
正常 終了 時 は 0CH 
リン スグ 700 
00H : 44.10kHz (CD-DA の 場合 の み ) 
01H : 33.08kHz 
02H : 22.05kHz 
03H : 16.54kHz 
04H : 11.03kHz 


AL 


05H : 8.27kHz 

06H : 5.52kHz 

07H : 4.13kHz 
機 能 


6 


注 意 


録音 / 再 生 中 に この コマ ンド を 実行 する と エラ ー に な る . 
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定 さ れ た PCM/DSP の サン プリ ング 周波 数 値 を 取得 する . 


第 4 章 PCM ドラ イ バ 


$SETPCM AH=ODH 


PCM モ ー ド の 設定 


人 入 カ 
AH = ODH 
AL = PCM モ ー ド 


ピー PPT 


IT 目 析 5E 
「FEM モ エー ド 朴 誠 定 て 骨 三 0DH) 
FCM モード 」 参照 


本 ド * 入 出力 有 郊 時 ) 
上 キャ ンー ネル モー ラル 
: RF チャ ン キ ル モ ー ン ラル 
2 ・g キ ャ ンー キル ステ レオ 
デー OB ピット 


・ 1B ビ ッ ト 
出 カカ 
Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
1 2 グー 
AH = エラ ー ス テー タス (02H, 07H, OFH) 
正常 終了 時 は 0ODH 
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機 能 


PCM 入 出力 の 方 式 を 指定 する . 
コマ ンド 実行 時 に は , AL に PCM モ ー ド を 指定 する . 


PCM モ ー ド 


介入 出力 モー ド 
PCM 入 出力 を 行う 場合 の PCM/DSP 端 子 じ ンー ド ウェ プア 構成 図 の IN1 て OUT2 ) を 
選択 する . ( ! 第 1 部 マル チ メ デ ィ ア 概要 3.1 ハー ドウ ェ ア 画 PCM/DSP 機 
朋 」 ブ ロッ ク 図 参照 ) 
モー ド 1^8 (入出 力 有 効 ) を 選択 し た 場合 . サウ ンド ソー ス と し て は CD-DA と 
FM+LINE-IN の どちら か 一 方 の み が 有 効 と な る (この 選択 は モー ド に より 行う 
こと が で きる . CD-DA は PC-98GS の 場合 の み 有 効 ) . 
また , PCM 入 力 時 に は , 各々 の サウ ンド ソー ス に つい て , 以下 の ⑭) て (C) の 
いずれ か を 選択 する こと が で きる . 


(A) PCM/DSP へ の 入力 信号 


(B) PCM/DSP の フロ ント 出力 信号 
(C) DSP の リア 出力 信号 PC-98GS/PC-9801-73 の 場合 の み 有 効 
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これ ら を まとめ の る と 下 表 の より に な る 、 


nm _ Hmwep lww lx |k 
ls lm) | | |m 
m 
[9) |G2) |Wmz⑫ 
志 
( ま 


1NE 


lm TWD | | 
5G2 GUT2G2 
1 1FE-HHHS 本 有 若 

(21FE-HHHS FE-R 昌 1-T3 吊 有 着 


9 
| 
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@PCM/DSP 入 出力 モー ド 
入出 力 モー ド O-8 に お ける DSP 入 出力 の 様子 を 以下 に 示す . 
*1 は PC-98GS で 有効 
*2 は PC-98GS/PC-9801-73 で 有効 


IM 
[モー ド ] ED-[ 上 ー 


IlT1] 
は っ コロ ニート 


FMHLIME-IN 王 で) 
IM 


コー リア (WE 
HHTg 


IN1 nlT1 
人 生 隊 伸 Eh-[a 一 


GO'1) ココ ロン ト 
PCH 
の 
DsP 
て コー ア (WE」 
IN2 nT2 


FEM 出 才 一 


' 叶 1 IN1 llT1 


[モー ド 2] PCM 出 カー 誤 ロー コロ ント 
FMHLIME- TH 王 1 
IL IT 
(WE IM1 
[モー ド 3] Eh-[ 拓 王 


品 PEMA 


886 


(ig Mil 
EE ED-[ー 


(ig Hil 
電 朋 唐 ED-[ 拓 王 


[モー ド B] 


FMHLIME- IN 一 
品 PEM 才 Tp 


[モー ド 訓 


FMHHLIME-1 王 


IM 
We 1 IlT1 
[モー ド 8] MI の っ 向 
hiSP 
FMHLIME- INー ーー (2 1 
IM' IT? 品 PEM 吉 
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第 4 草 PCM ドラ イ バ 


の モノ ラル / ステ レオ モー ド 


PCM 入 出力 を L/R 両 チャ ネル に つい て 行う か , 片 チ ャ ネル の み に つ いて 行う 


か を 指定 する . 片 チ ャ ネル モー ド を 選択 し た 場合 , 入力 時 に は L/R の いずれ 


か 一 方 の み の 信号 が 取得 され , また 出力 時 に は L/R ス ピー カ の どちら か に の 
み 信 号 が 出力 され る . 


@ デ ー タ 長 
PCM 入 出力 時 の デー タ 長 を 指定 する . 


16 ビ ッ ト デ ー タ 長 を 指定 し た 場合 ,、 デ ー タ は 上 位 バ イト / 下位 バイ ト の 順 と 
り Y2 
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$GETPCM AH=0OEH 


PCM モ ー ド の 取得 


人 入 カカ 


AH = OEH 


出 力 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
まま NE グー 
AH = エラ ー ス テー タス (02H, 07H, OFH) 
正常 終了 時 は 0EH 
AL = PCM モ ー ド (「PCM モ ー ド の 設定 (AH=ODH) 」 参照) 
hr hg 還 昌 是 軸 思 


回国 回 回 国 E 還 
Il 


1 入出 力 モー ド 
「FEM モ ー ド 中 誤 下 (明王 0EH) 
FEM モ ー ド 」 華 早 
下 和 2 レオ モー ド “入出 力 有 区 時 ) 


[上 キャン ネル モー ラル 
| : RF チャ ン キ ル モ ー ン ラル 
2 選 キャ ンー キル ステ レオ 
デー OB ピット 


:1B ビ ピット 


ば 


機 


ビ 


定 さ れ た PCM 入 出力 の 方 式 を 取得 する . 


Aa 
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$PCMTRN AH=10H 
PCM/ADPCM の 録音 / 再 生 
入 カ 

AH = 10H 


ES:BX = PCB (プレ イ ・ コ ント ロー ルプ ブロ ッ ク ) アド レス 


サン フリ ンク 骨 


el 
PLM モー ド 


Pa 
2 | 陸 
(*1) ドラ イ バ パ 記 値 守 設定 


(1 
( 


出 カカ 

Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
小 ポ ) グー 


] 


ーー 
] 
円 
ee ュ 
草 + 
ュー 
TU 
mw 
BR 
= っ ・ 
ーー 


] 
2 可 三 | 
| 録音 / 再 生 の パッ ファ サイ ズ 。。 | 
2 可 三 | 
] 


課 首 / 再 生 点 の アド レス (1 


詩 御 "月 生 済 上 の デー タ サ イズ (バイト) ( 介 1.) 


AH = エラ ー ス テー タス (02H*, 03H, 04H, 05H, 06H, OFH) 
* PC-98GS で サン プリ ング 周波 数 が 33. 08kHz 以上 の 場合 を 含む 


正常 終了 時 は 10H 
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機 能 


ファ ンク ショ ン の 指定 に 応じ て , PCM 録 音 /PCM 再 生 を 行う . 

PCM 録 音 は , 1 サン プリ ング 周期 ご と に L/R の 各々 の デー タ を 指定 され た デー 
タク バッファ 上 に 格納 する . また PCM 再 生 は , デー タバ ッ フ ァ 上 の 録音 デー タ を 
元 に , 元 の 音声 を 再生 する . 

コマ ンド は 録音 / 再 生 の 終了 を 待た ず に メイ ンプ ログ ラム に 戻る た め , その 
終了 判定 は , コン トロ ー ル プ ブロッ ク 終 了 ス テー タス を モニ タ す る か , | 録音 / 
再生 ステ ー タ ス の 取得 (AH= 12H) 」 コ マン ド を 実行 する こと に より 行う 必要 が 
ある . 

録音 / 再 生 中 は 以下 の コマ ンド が 受け 付け られ な いた め , あら か じ め こ れ ら 
の 設定 を 終え て か ら IPCM/ ADPCM の 録音 / 再 生 (AH=10H) 」 コ マン ド を 実行 する 
必要 が ある . 

ファ ンク ショ ン の 初期 化 (AH=01H) (GS/PC-9801-73 の み ) 
パパ ラメ ー タ の 設定 (AH=03H) (GS/PC-9801-73 の み ) 

ミキ シン グレ ー ト の 設定 (AH=07H) 

PCM モ ー ド の 設定 (AH=ODH) 

コマ ンド 実行 時 に は , ES:BX に プレ イ ・ ユ コン トロ ー ル ブロ ッ ク (PCB) の ア 
ドレ ス を 指定 する . 

な お , 複数 バッ ファ に また が る 連続 録音 / 再 生 ( ス トリ ー ミ ング ) を 実現 する 
た め , ドラ イ バ は PCB の キュ ー イ ング 機能 を サポ ー ト し て いる . すなわち , コ 
マン ド を いく つか まとめ て 実行 する と , その PCB が ドラ イ バ 内 部 の キュ ー に 癌 
録 さ れ (2 番目 以降 は ベン ディ ング 要求 と な る ) , 順次 , 音 を 途 切 ら せる こ と な 
く 処 理 し て いく . 詳細 に つい て は 後述 する . 


注 意 


EMS メ モリ を 使用 し た スト リー ミン グ は 不可 . 


691 


第 4 章 PCM ドラ イ バ 


PCB 


画 PCB の 構成 


(①PCM モ ー ド (1 バイ ト ) 
IPCM モ ー ド の 設定 (AH= 0DH) 」 の PCM モ ー ド と 基本 的 に 同一 で ある . た だ 
し , 以下 の 例外 事項 が 加わ る . 
> モード 
な お , モー ド 0 を 指定 する と エラ ー に な る . 
・ モ ノラ ル / ス テレ オモ ー ド 
モノ ラル 再生 を 指定 し た 場合 に は , 無 条 件 で モノ ラル つ ステ レオ 再生 
(IPCM モ ー ド の 設定 (AH=0DH) 」 の | 入出 力 処 理 」 を 参照 ) を 行う . す な わ 
ち , 同一 の モノ ラル 信号 を L/R 双 方 の スピ ビー カー に 出力 する . 
・ デ ー タ 長 
ADPCM 録 音 / 再 生 用 の ファ ンク ショ ン を 選択 し た 場合 に は , 無 条 件 で 
4 ビッ ト の デー タ 長 を 採用 する . この と き の バ ッ フ ァ 上 の デー タフ ォ ー 
マッ ト に つい て は 後述 する . (GS/PC-9801-73 の み ) 
な お , この フィ ー ル ド に FFH を 指定 する と , コマ ンド 実行 時 に 現在 の 「PCM 
モー ド の 設定 (AH=0DH) 」 の 設定 値 が コビー され る . 
② サ ンプ リン グ 周 波数 (1 バイ ト ) 
この フィ ー ル ド に FFH を 指定 する と , コマ ンド 実行 時 に 現在 の 「 サ ンプ リン 
グ 周 波数 の 設定 (AH=0BH) 」 の 設定 値 が コビー され る . な お , CD-DA か ら DSP 
へ の 信号 は 44. 1kHz 以 外 で は ミュ ー ト され る た め (「 ミ キシ ング レー ト の 設 
定 (AH=07H) 」 参 照 ) , CD-DA の 録音 や CD-DA と PCM 出 力 の ミキ シン グ 再 生 を 
行う こと は で き な い . (GS/PC-9801-73 の み ) 
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③ 使 用 メモ リ (1 バ イト ) 
バッ ファ と し て 用 いる メモ リ の 種類 を 指定 する . 


00H : メイ ン メ モリ 
01H : EMS メ モリ 


④ 終 了 ス テー タス (1 バイ ト ) 
録音 / 再 生 の 終了 ステ ー タ ス を 返す . また , 録音 / 再 生 中 は FFH を 返す . この 
フィ ー ル レ ド は ドラ イ バ 側 が 設定 する た め , コマ ンド 発行 時 の 値 は 何で あっ て 
も よい 


00H : 正常 終了 

O1H : 強制 終了 

02H : EMS エ ラー 

08 計 きき グイ バア ソト テラ フー 
04H : 転送 エラ ー 


FFH : 録音 / 再 生 中 


な お , この フィ ー ル ド は 現行 の PCB に 対す る ステ ー タ ス を 返す だ け で あり , 
ベン ディ ング 要求 まで 含め た ステ ー タ ス を 返す わけ で は な い . も し , ペン 
ディ ング 要求 が 存在 する 場合 に は , 「 録 音 / 再 生 ス テー タス の 取得 (AH= 
12H) 」 コ マン ド を 用 いて ステ ー タ ス を 取得 する 必要 が ある . 

⑤PMM ハ ンド ル (1 ワ ー ド ) 
③ で PMS メ モリ を 選択 し た 場合 に の み 指 定 す る . この ハン ドル は , コマ ンド 
実行 前 に EMM を 用 いて 取得 し て お く 必 要 が ある . 
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⑥ 緑 音 / 再 生 の バッ ファ アド レス (2 ワー ド ) 
メイ ン メ モリ 選択 時 に は , 録音 / 再 生 用 デー タバ ッ フ ァ の 開始 アド レス を 指 
定 す る . また EMS メ モリ 選択 時 に は , デー タバ ッ フ ァ の 開始 オフ セッ ト ( 給 
理 ペ ー ジ 0 の 先頭 か ら の オフ セッ ト ) を 指定 する . EMS 選 択 時 の バッ ファ の イ 


メー ジ を 以下 に 示す . 


論理 ペー ミロ (1BRB) 


EMM ロ ンド 貞 


論理 ペー ミッ 1 (1BRB) 


氷 言 再生 計時 ミー ミリ ロ (1BRB 


論理 ペー シシ (1BRB) 


な お , 16 ビ ッ ト の PCM 録 音 / 再 生 を 選択 し た 場合 バッ ファ は ワー ド 境 界 か 
ら 指 定 す る 必要 が ある . 
⑦ 録 音 / 再 生 の バッ ファ サイ ズ (2 ワ ー ド ) 
⑥ の バッ ファ サイ ズ を 指定 する . ペン ディ ング 要求 が 存在 し な い 場 合 , この 
サイ ズ が その まま 録 音 / 再 生 の デー タ サ イズ と な る . サイ ズ に は 最低 3192 バ 
イト を 確保 する 必要 が ある . また , 16 ビ ッ ト の PCM 録 音 / 再 生 を 選択 し た 場 
合 に は , 偶数 値 を 指定 する 必要 が ある . 


⑧ 緑 音 / 再 生 点 の アド レス (2 ワー ド ) 
現行 の 録音 / 再 生 点 の アド レス を 返す . この フィ ー ル ド は ドラ イ バ 側 が 設定 
し , コマ ンド 実行 時 に は ⑥ の 値 が コピ ー さ れる . また , 録音 / 再 生 の 終 7 き 


に は ⑥+⑦ の 値 を 返す 
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⑨ 張 音 / 再 生 済 の デー タ サ イズ (2 ワー ド ) 
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氏 首 / 再 生 済 の バッ ファ ・ デ ー タ の サイ ズ を 返す . この フィ ー ル ド も ドラ ヲイ 
時 に は ゼロ が 格納 され る . また , 録音 / 再 生 の 


ノ 2 側が 


さ ケ エラ ーー 


謎 定 し ,。 コマ ンド 実行 


終了 時 に は ⑦ の 値 を 返す . 


@PCB キ ュー 
レグ 2 の アス テリ アア に は 
の キュ ー が 用 意 さ れ て いる た め , 録音 / 再 生 中 で あっ て も 後続 の 本 ファ ンク 
ショ ン を ペン ディ ング 要求 と し て 登録 する こと が で きる . 
この キュ ー は PCB の ポイ ンタ か ら 成 り , 同時 に 16 個 まで の ポイ ンタ を 格納 す 
る こと が で きる . この ポイ ンタ は 対応 する PCB の 録音 / 再 生 処 理 が 終了 する 
まで 保持 され , 終了 ステ ー タ ス が 設定 され た 時 点 で キュ ー か ら 削 除 さ れる . 
この 様子 を 以下 に 示す . 


① ファ ンク ショ ン No. 1 の 発行 
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IPCM/ADPCM の 鍼 音 / 再 生 (AH=10H) 」 専用 


「 一 ーーーーーーーー ニ ーー 一 


ME ーー 


第 4 章 PCM ドラ イ バ 
② ファンクション No. 2 の 発行 


NSP SS に 0 の 2 


ュ ド ライ 』 ンス テム エ リア 1 イン プロジ ラム エリ ッ ア 
ご FEB キ ュー テ | 


ポイ ンダ Ma.) 


(1 ペン ティ ンダ 


③ ファ ンク ショ ン No. 1 の 終了 


NINESSS IRC DS YE NON IP SPP で 


| ドラ イル セッ ステ あ エ リア 1 イン ゴ プロジ ラム エ リ デア 
ライ ンス テム エリ メイ ン ブ ログ ラム エリ ] 
| <PEE キ ュー テ ! ニー eo に 
し [0 | 、 TRWe1 1 
| ポイ ンタ No.? “ | 
| I 

還 要 = ( 
| 。 。 川 。 る 。 こ と 、ーー ジーニ I 
2 二 層 SE 際 ja 
| | 間 還 記 旧 DE I 
I | 
| I 
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④ ファ ンク ショ ン No. 2 の 終了 


NSP ニニ ドー 2 


「 ド ライ バシ ンス テム エ リア メイン ブロ グラ エッ アデ 
SE 吉 遇 に 0 
| <FEB キ ュー テ 1 | 
| | 5 生 、 RBNN6U し 
| | 5 つ 生 * 呈 
| 本 寺本 計 | ( ( 
1 寺 二 il 9 ーー PEBNo2 「 
| | 人 請 記 証 に 昌 証 記 二 | 
| | 
| | 


な お, PCB キュ ー が 一 杯 の 状態 で 「PCM/ADPCM の 録音 / 再生 (AH=10H) 」 コ 
マン ド を 実行 する と キュ ー ビ ジ ー エ ラー を 返す . 


@ 祭 音 / 再 生 の 連続 実行 
ある PCB に 対す る 録音 / 再 生 処理 が 終了 し た 後 , 次 の (バン ディ ング に な っ て 
いた )PCB の 処理 に 移行 する 場合 , 以下 の 条件 が 満た され れ ば 録音 / 再 生 は 傘 
切れ ず に 継続 され る . 


・ 両 PCB の 録音 / 再 生 サ プ コ マン ド が 同一 
・ 両 PCB の 録音 / 再 生 モ ー ド が 同一 


上 の 条件 が 満た され な い 場 合 に は , 前 の 録音 / 再 生 処 理 が 一 旦 中 断 し た 後 
新た な 録音 / 再 生 が 開始 され ます . 
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人 @ 祭 音 / 再 生 の 強制 終了 
録音 / 再 生 中 に 以下 の いずれ か が 起き た 場合 , 録音 / 再 生 処理 は 強制 終了 す 
る . 強制 終了 の 詳細 に つい て は 「 録 音 / 再 生 の 強制 終了 (AH=11H) 」 を 参照 の 
ER 
・ 録 音 / 再 生 中 に 以下 の コマ ンド を 実行 し た 場合 
| 録音 / 再 生 の 強制 終了 (AH=11H) 」 
「PCM/DSP ドラ イ バ の 初期 化 (AH=00H) 」 
・ 録 音 / 再 生 中 に PMS エラ ー が 発生 し た 場合 
・ 録音 / 再 生 中 に タイ ム ア ウ ト エ ラー が 発生 し た 場合 
・ 録 音 / 再 生 中 に 転送 エラ ー が 発生 し た 場合 


全 PCM モ ー ド と デー タフ ォ ー マ ッ ト 
PCM モ ー ド と バッ ファ 上 の デー タフ ォ ー マ ッ ト の 関係 を 以下 に 示す . 16 ビッ 
ト PCM 録 音 で は データ が 上 位 バ イト , 下位 バイ ト の 順に 格納 され る . 


の 
| Lc be Ui |aesn EmCEUI gi mg 
(Ljnー1 (Lin (Ljn+1 (Ljn+8 


R モ キー デラ ルル 


ae Ei ae BEE geee leg 
(Rn 一 1 (Rin (Rjn+ 1 (Rjn+『 


メ エ レオ 
トー 


[ロー1 'Ran ロ ー 1 (Ln (Rn 
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[ 土 "コル 
ト 万 際 PF こ 2E 一 に 「 守 院生 ご に 征 
(Lj ロ ー1 Ln Lin 二 1 (Ln 二 # 
R 土 "コル 
「ーー ワ ロー ドーー イ ーー ワー ドーー イ ーー ワー ドーー イ ーー ワー ドーー イ ー 
Rnー1 『RJn 'Rjn 十 1 (Rjn 二 # 
の 
2 ドー 記 守 | ド FT て 
(Lj ロ ー1 (Rnー 1 (Ln 'RJn 
[ 土 "コル 
ョ イト ーーーーー ポ ーー ヤヤ トト ーー コト 
(Lj ロ ー1 (Ln (Lin 1 (Ln 二 # 
レーー 上 位 ーーー 下谷 リーー 上 大 ーーー 下位 一 一 
R 土 "コル 


ョ イト ーー 一 ぃ 1 
Rin 一 1 'Rjn 'Rjn 二 1 'Rin 二 ? 


| ーー で マブ バイ ト | ォ ョ イト | 


(Ln ロー1 Rnー 1 (L jn 'RJn 
レー 上位 一 ーー 千 位 ーー 上位 ーー ナー 下位 一 ーー 


人 @ 注 意 事項 
① PCM/ADPCM の 録音 / 再 生 (AH=10H) コマ ンド を 用 いて CD-DA の 信号 を 録音 
する こと は で き な い . (GS/PC-9801-73 の み ) 
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② ADPCM 録 音 を 指定 し た 場合 , LINE-0UT 端 子 お よび 内 蔵 ス ピー カー に は 
DSP の 信号 が 出力 され な い . この た め , 音 を 出し な が ら 録 音 を 行い た い 
場合 に は VOL1/VOL3 に 0 以外 の 値 を 設定 する 必要 が ある . 
(GS/PC-9801-73 の み ) 

③ PCB は , 終了 ステ ー タ ス に FFH 以 外 の 値 が 返さ れる まで 変更 する こ と は 
YNK 

④ 録音 / 再 生 中 に 以下 の コマ ンド を 実行 する と , 録音 / 再 生 ビ ジ ー エ ラー を 
返す . 

・ フ ァ ン クシ ョ ン の 初期 化 (AH=01H) 

・ パ フラ フ メ ー タ の 設定 (AH=03H) 

・ ミ キシ ング レー ト の 設定 (AH=07H) 

・ サ ンプ リン グ 周 波数 の 設定 (AH=0BH) 
・PCM モ ー ド の 設定 (AH=0DH) 
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$STPTRN AH=11H 


録 育 / 再 生 の 強制 終了 


人 入 カカ 


AH = 11H 


出 カ 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
AH = 11H 


機 能 


録音 / 再 生 処 理 を 強制 的 に 終了 させ る . 

まず 現在 の 録音 / 再 生 処理 を 中 断 し , 処理 中 お よび ペン ディ ング 中 の すべ て 
の PCB に 強制 終了 ステ ー タ ス を 返し た 後 , それ ら の PCB を キュ ー か ら 切 り 離 
す . し た が っ て , コマ ンド 終了 時 に は PCB の キュ ー が 空 に な る . 

な お , 録音 / 再 生 中 で な い 場 合 は 何 も せ ず に メイ ンプ ログ ラム に 戻る . 


901 


第 4 章 PCM ドラ イ バ 


$SNSTRN AH=12H 


録音 / 再 生 ス テー タス の 取得 


Carry = 終了 ステ ー タ ス 
0 : 正常 終了 
まま NE グー 
AH = エラ ジー ス デー タス (03H OF 
正常 終了 時 は 12H 
AL = 録音 ステ ー タ ス 
hm lf 還 四 上 四 凶 還 回 


国 加 回 図 国 較 国 図 
| トロ : 総 了 凍 

: 実行 中 
ae 

: EMIS エ ラー 

1 補 イ 古 記 ロ ト 上 エラ ー 

ふ 出 才 モ ー ド 『「FEM モ ー ド 中 対 定 

(中 三 DH) 」 茂 照 ? 


トコ ユー ロコ ロー ロロ 


CX:DX = 録音 / 再 生 済み サイ ズ 
(CX X10000HHDX) 
ES:BX = 実行 中 の PCB の ア ドレ ス (実行 中 の み ) 
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機 能 


録音 / 再 生 時 の ステ ー タ ス を 取得 する . 

PCB の 終了 ステ ー タ ス と 異な り , この コマ ンド は AL に コマ ンド 実行 時 の 実際 
の 録音 / 再 生 状 態 を 返す . 

また , CX :DX に は 録音 / 再生 待ち の デー タ サ イズ を 返す . この 値 は , 処理 中 
の PCB の 残り デー タ サ イズ と , 以下 の 条件 を 満た す ベ ン デ ィング 中 の 全 PCB の 
バッ ファ サイ ズ を 合計 し た も の で ある . 


・ 処 理 中 の PCB と PCB モ ー ド が 同一 
・ 処 理 中 の PCB と サン プリ ング 周 濾 数 が 同一 
・ 過 去 に 登録 さき れ た すべ て の PCB が 上 記 の 2 条件 を 満た す 


複数 バッ ファ に また が る 録音 / 再 生 を 連続 で 行う 場合 に は , この CX :DX が 0 に 
な る 前 に 新た な PCM/ADPCM の 録音 / 再 生 (AH=10H) を 実行 する 必要 が ある . 
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4.5 DSP フ ァ ン クン ショ ン 


@ 流 要 


*「hFu 
$Echn 
*LFF 
*HFF 
HB 
$Rgy 
*Hal 1 
$Lnc 
TTF 間 
$Fan 
$[hnF 
*$linuhl 
* ま Fan 
* ま Wihrt 
*Ehsgm 
*Pitch 
SUFT 
まま EaF ョ 
*[FLH 


スル ー 

IE 三 0 

ロー スコ ィ ル 放 
バイ スコ ィ ル 放 
ダラ マコ ィ ッッ タッ イコ ライ ザ 
着せ 記 

ホー ル 

音像 定位 
定 世 宙 正 

パン ニン ダグ 

ステ レオ コー ラ ネ ヌ 
あの 

コラ ンジ ヤセ 
に 
SE 

ビ ョ チ シコ タカ 
3 

疑 也 カラ オケ 
[PEN 衣 音 再生 


DSP 上 で ファ ンク ショ ン を 実行 させ る 場合 に は , まず 「 ミ ュー ト 状 態 の 設定 (AF= 


09H) 」 で ミュ ー ト OFF の 状態 を 確保 し た 後 , 


で ファ ンク ショ ン を 実行 状態 に する . 
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また , ファ ンク ショ ン の 内 部 パラ メー タ を 変更 し た い 場 合 に は , | パラ メー タダ の 
設定 (AH=0 3H) 」 を 用 いる . | パラ メー タ の 設定 (AH=03H) 」 で の パラ メー タ の 受け 
渡し に は パラ メー タブ ロッ ク を 用 いる . 以下 に 各 フ ァ ン クシ ョ ン の パラ メー タブ 
ロッ ク の 内 訳 を 示す . 

な お , ディ レイ 時 間 お よび 周波 数 は すべ て 標準 サン プリ ング 44. 1kHz 時 の 値 が 示 
され て いる . 他 の サン プリ ング に お ける ディ レイ 時 間 / 周 波数 は , 次 の 補正 値 を 
用 いて 算出 する (ディ レイ 時 間 は 乗算 , 周波 数 は 除算 に な る ) . 


引 . 1kHz 
dd kHz 
ee hkHz 


15.5akHz 
11.13kHz 
ロ . gi ド Hz 
ロ .hgkHz 
引 .13kHz 


田 フ ァ ン クシ ョ ン 詳 細 
$Ihru 00H 
スルー 


番 号 
00H 
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解 説 
L チ ャ ネル 入力 を フロ ント L と リア L に , R チ ャ ネル 人 入力 を フロ ント R と リア R 
に スル ー で 出力 する . 
また , パラ メー タ の 変更 に より , フロ ント / リ ア の 各々 の 出力 レベ ル が 変化 
の 、 
人 @ フ ロン ト Lー リ ア R 出 力 
フロ ント L て リア R の 出力 レベ ル を 指定 する . 出 カ レベ ル は 0 が ゼロ 出力 を 
100 が 最大 出力 を 表す . 
0 て 100( デ フォ ルト 100) 
$Echo 01H 
= ミコ コー 
番 号 
01H 
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バ パラメータ 


但 モ ノラ ルプ 式 


リア R 出力 
LR 合成 コ ャ ー ド 貞 玉 る 
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@ ス テレ ゴ オ 方式 
オフ ゼット ーー 嫌 長 


l 


ー 
に 
ーー | 一 
ュ | さ 


フロ ント [出力 


ーー 
に コ 


[出力 


ーー ド ーー: 
NG 


上 
コロ ント R 出力 
リア R 出力 ) 

上 
上 
ロ 


十 
上 > 
ーー 


ー 

1 中 | 

ーー 
細 蘭 想 電 


Rm チ ャ ネル ディ レイ | :】 


ー 
記 ュ 
ーー 


』 
』 
』 
』 
』 
』 
』 


ーー 
本 


ー 
ー-] 
1 デア 1 デア 1 デア 1 デア 1 デア | テテ 


』 


| オフ セッ ト | 
軸 り 細 還 半 
較 還 還 較 
9 | 
詳 員 還 較 市 
細 還 本 開 | 
還 二 
6 | 
四 軸 還 還 導 
還 員 還 軸 


ー 
ヒビ ロ 
ーー 


解 説 


4 チャ ネル の エコ ュ コー 制御 を 行う . 
エコ ー 方 式 に は モノ ラル 方 式 と ステ レオ 方 式 の 2 種類 が あり , パラ メー タブ 
ロッ ク の 第 1 バイ ト で 選択 する . 


@⑯ ニ エコ ー 方 式 
モノ ラル 方 式 と ステ レオ 方 式 の いずれ か を 指定 する 
OSeE ジ 2 ノル いい 
4 つの スピ ー カ すべ て に 入力 L/R の 合成 信号 を 出力 する . モノ ラル 考 式 
で は 個々 の チャ ネル ご と の エコ ュー 制御 は で き ない が , ステ レオ 方 式 の 
倍 の ディ レイ 時 間 を 設定 する こと が で きる . 
1… ス テレ オ 方 式 
L チ ャ ネル 入力 を フロ ント L と リア L ス ピー カ に , R チ ャ ネル 人 入力 を フ 
ロン ト R と リア デア R の スピ ー カ に それ ぞ れ 出力 する . ステ レオ 方 式 で は L/R 
の 各 チ ャ ネル ご と に エ ュ コー 制御 を 行う こと が で きる . 
(デフ ォ ル ト は 0) 
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介 フ ロン ト Lー リ ア R 出 力 
フロ ント L て リア R の 出力 レベ ル を 指定 する . 出 カ レベ ル は 0 が ゼロ 出力 を 
100 が 最大 出力 を 表す . 


0 て 100( デ フォ ルト 100) 
@ フ フィード バッ ク 
エコ ー 信 号 の 強 さ (ディ レイ 信号 の フィ ー ド バッ ク 量 ) を 指定 する . この 値 を 
0 以外 に する と 出力 に エコ ー が か か る . 
0 て 100( デ フォ ルト は 100) 
@ デ ィ レ イ 
各 チ ャ ネル の ディ レイ 時 間 を 指定 する . ディ レイ 時 間 と フィ ー ド バ ッ ク に 0 
を 指定 する と スル ーー 出力 に な る . 


モノ ラル :0 て 180 (0 て 360X kms) デ フォル ト 20 X kms) 
ステ レオ :0 て 180 (0 て 180 ※ kms) 
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$LPF 02H 


ロー パス フィ ル タ 


L チャ ネル カッ ョ ト オ コ 周波 竹 
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御 説 


L/R の 各々 に つい て , 高 域 成分 の カッ ト オ フ を 行う . 
@ び し /R チ ャ ネル カッ ト オ フ 周波 数 


高城 = 成分 を カッ ト す る 境界 周波 数 を 指定 する . 
ce 200 だ 2 
・ 9300 一 kHz 
・500 王 kHz 
・ 700 一 kHz 
・ 650 王 kHz 
8 で KKHZ 
5 IN 抽 Z 
he の 
・5 二 kKHz 
… 20 二 玉 KH% 
(デフ ォ ル ト 9) 


(〈 〇 O 〇 ぐ 〇 ココ 〇 の @ 記 トト O ら 己 O ど 


@ フ ロン ト Lー リ ア R 出 力 
フロ ント L て リア R の 出力 レベ ル を 指定 する . 出 カ レベ ル は 0 が ゼロ 出力 を 
100 が 最大 出力 を 表す . 


0 て 100( デ フォ ルト 100) 
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$HPF 03H 
ハイ パス フィ ル タ 

番 号 

03H 


P 細 還 
| > 


P 

PO 

| チャ ネル カッ ト オ フ 周波 孝 

R チャ ネル カッ ト オ フ 周波 数 
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解 説 


L/R の 各々 に つい て , 低 域 成分 の カッ ト オ フ を 行う . 


@ し ポチ ャ ネル カッ ト オ ン 周波 数 
低 城 成分 を カッ ト す る 境界 周 渡 数 を 指定 する . 


0 … 50 エ kHz 
1 … 100 二 kHz 
2 … 500 王 kHz 
3 … 1 一 kKHz 
4 … 3 二 kKHz 
5 … 5 一 kKHz 
6 … 7 一 kKHz 
7 … 10 二 kKHz 
(デフ ォ ル ト 0) 
@ フ ロン ト Lー リ ア R 出 力 
フロ ント L て リア R の 出力 レベ ル を 指 
100 が 最大 出力 を 表す . 
0 て 100( デ フォ ルト 100) 
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定 す る . 出 カ レベル は 0 が ゼロ 出力 を 


第 4 章 PCM ドラ イ バ 


$Ged 04H 


グラ フィ ッ ク ・ イ コラ イザ 


| 
中 


申 和 | 


ーー タ 
『 10 


ェ ー 


ーー ド ーー ド 
ュ | エ 


[チャ ネル 1 凶 ま kHz 出力 


L チャ ネル 中 Hz 出力 
L チャ ネル 1.H を kHz 出力 


L チャ ネル Bd を Hz 出力 
L チャ ネル 5 を kHz 出力 


ーー ド ーー 
本 


ーーー 
まま 


FR チ チャ ネル Bd を キ 誠 rk 時 出力 
FR チャ ネル 上 H ロ を kk 時 出力 
FE チャ ネル メル ー 出力 : 


1 デア 1 デア | テア 1 デデデ テア | デ | テア 1 アテ アア 1 テア 1 アデ 


J 


ーー 
ュ * ュ | ュ | エ 


』 
』 
』 
』 
』 
』 
』 
』 
』 
』 
』 
』 
』 
』 
』 


ーー 
本 
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解 説 


入力 L/R 信 号 の 各々 に 対し て , 7 バン ド の イコ ライ ジン グ ( 周 波数 バン ド 多 の 
レベ ル 人 制御) を 行う. 
ファ ンク ショ ン 内 で は , 160Hz て 12. 5kHz の 周波 数 帯 に 対応 し て いる . 


@L し /R ド チ ャ ネル 63ー kHz て 12. 5 一 k kHz 出力 / ス ルー 出力 
L/R チ ャ ネル の 各々 に お ける 各 周 波数 バン ド の 出力 レベ ル を 指定 する . 


0 て 100( デ フォ ルト 30) 
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$Rev 05H 


ーー 


解 説 


残 終 効 上 果 の うち , と くに 後部 残 綿 音 ( リ バー ブ 音 ) に 重点 を 置い た 音 場 生成 
を 行う . 

ホー ル と 比較 し て , より 響き の ある リバ ー ブ 音 を 生成 させ る こと が で き , と 
くに テン ボ の ゆる や か な 曲 の 演奏 時 に 効果 を 発揮 する . 


@ リ バー ブレ ベル 
後部 = 残響 音 の 出力 レベ ル を 指定 する . 


0 て 100( デ フォ ルト 100) 


@ リ バー ブ 時 間 
後部 = 残 響 音 の 持続 時 間 を 指定 する . 


1 へ 30(0.1^ へ 3.0X sec: デ フォ ルト 2.0※ しょ た) 
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$Hall 06H 
ホー ル 

番 号 

06H 


解 説 


入力 L/R 信 号 を 元 に 初期 反射 音 と 後部 残 響 音 ( リ バー ブ 普 ) を 生成 し 。 それ ら 
を 合成 し て 音響 ホー ル に 似 た 音 場 を 再現 する . 

初期 反射 音 は ホー ル の 璧 に 1 ^2 回 反射 し て 耳 に 届く 音 を , 後部 残響 音 と は 
ホー ル の 壁 に 何 度 も 反射 し て か ら 届 く ( 方 向 性 を も た な い ) 音 を 意味 する . 
ファ ンク ショ ン で は , L/R の 各々 に つい て 1<IV の 4 本 の 初期 反射 音 を サポ ー ト 
し CU YO 
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人 @ 初 期 デ ィ レ イ 
直接 音 か ら 最 初 の 初期 反射 音 ま で の 経過 時 間 を 指定 する . 


1 へ 50 (1 へ 50 X kms: デ フォ ルト 20X k) 


@ ル レー ムサイ ズ 
初期 反射 音 1 て TV の 相互 の 間隔 を 指定 する . 


1 へ 20 (1 へ 20 X kms: デ フォ ルト 15X※ k) 
@ ラ イブ ネス 


初期 反射 音 の 減衰 速度 (直接 音 に 対し て 初期 反射 音 [ て TV が どの よう な 比率 
で 減衰 し て いく か ) を 指定 する . 


0 て 10( デ フォル ト 5) 


@ リ バー ブ 時 間 
後部 残 響 音 の 持続 時 間 を 指定 する . 


1^ へ 30(0.1^ へ 3.0X ksec: デ フォ ルト 2.0X た ) 


@ リバース 指定 
初期 反射 音 の 減衰 を リバ ー ス 状態 に する か どう か を 指定 する . 


0… ノ ー マ ル ,。1… リ バー ス ( デ フォ ルト は 0) 
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$Loc 


0 7 


音像 定位 


919 


第 4 章 PCM ドラ イ バ 


解 説 


音像 を , Y) 座標 で 示さ れる 特定 の 位置 に 定位 させ る . 
(XY) 座標 は , リス ニン グ ・ ポ イン ト を 原点 と し て 以下 の よう に マッ ピン 
グ さ れる . この 座標 を 逐次 的 に 変化 させ る こと に より , 任意 の 軌跡 に そっ て 音 


像 を 移動 きせ る こと が で きる . 
コロ ント L コロ ント F 
ee と ニー ニー: 
.1m) 

| | 
| | 
| | 
| | 
| | 
の 2 に 4 

| 


| 

| 

| 

| 

| 

| 
i 
(-100.0) (0.0)I (1m0.n) 

| 

| 

| 

| 

| 

| 

| 


人 @ 寿 標 糸 式 
直行 座標 と 極座標 いずれ か を 指定 する (デフ ォ ル ト は 0) . 


0 … 直人 稀 卒 禁 

音像 位置 を , Y) 座標 に より 指定 する . 

1 … 極座標 

音像 位置 を (R, 9) 座標 に より 指定 する . 
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X バ 座 標 
-100 て 100( デ フォ ルト は 0) 


⑯ 詩 様 
0 て 100( デ フォ ルト は 0) 


@ 0 座標 
0 て 180(0 へ 360" : デ フォ ルト は 0) 
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第 4 章 PCM ドラ イ バ 


$Ad」 08H 


UE 


誠 回 密 ド 上 出 刺 Illll 
リ ァ トカ 
ラロ ント の 
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解 説 


4 チャ ネル 独立 に ディ レイ 時 間 の 制御 を 行う . 
4 つの スピ ー カ を 長方形 に 配置 で き な い よう な 場合 , そ の 距離 の 違い か ら 生 
じ る 位相 差 を 補正 する の に 使用 する . 


@ フ ロン ト L し ーー リ ア R 出 力 
フロ ント L て リア R の 出力 レベ ル を 指定 する . 出 カ レベ ル は 0 が ゼロ 出力 を 
100 が 最大 出力 を 表す . 


0C100( デ フォ ルト 100) 
の フロ ント L し ー リ ア R デ ィ レ イ 
フロ ント L て リア R の ディ レイ 時 間 を 指定 する . リス ニン グ ・ ポ イン ト に 近い 
スピ ー カ ほど 大 き な 値 に する . 


0 て 180(0 て 180 X kms デフ ォ ル ト は 0) 
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$Pan 09H 
/ 
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解 説 


音 を L/R ま た は フロ ント / リ ア 間 で 往復 させ た り , 4 スピ ー カ 間 で 回 転 さ せ た 
りお 3 の 6。 


@ バ パン ニン グ 方 式 
音 の 移動 方 式 (L/R 人 往復 , フロ ント / リ プア 往復 等 ) を 指定 する . 


0 … 右 呈 蓋 

1 … 左 回 蓋 

2 … L/R 往 復 

3 … フロ ント / リ プア 往 復 


(デフ ォ ル ト は 0) 


@ バ パン ニン グ 周 波数 
往復 / 回 転 の 周波 数 を 指定 する . 


1 て 100(0.1 て 10.0 二 kHz: デフ ォ ル ト 1. 0) 
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バイ ト ーー ニーーー 
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解 説 


パフ メー タク の 調整 に より , ステ レオ 効果 / コ ユー ラス 効果 / トト レモ ロ 効 果 の 3 種 
類 の 効果 を 実現 する . 


ステ レオ 効果 … モノ ラル ソー ス に ステ レオ 効果 を 付加 し て 出力 する . 
変調 周波 数 0.2Hz 付 近 
変調 レベ ル 1. 0ms 付 近 
コー ラス 効果 … 音 に 厚み を も た せ て 出力 する . 
変調 周波 数 0.5Hz 付 近 
変調 レベ ル 5. 0ms 付 近 
トレ モロ 効果 … 回 転 ス ピー カ に 似 た 音 を 生成 する . 
変調 周波 数 5. 0Hz 付 近 
変調 レベ ル 1. 0ms 付 近 


免 フ ロン ト L し ーー リ ア R 出 力 
フロ ント L ン リア R の 出力 レベ ル を 指定 する . 


0 て 100( デ フォ ルト は 100) 
@ デ ィ レ イ L/R 出 力 


ディ レイ 信号 の フロ ント ・ リ ア L/ フ ロン ト ・ リ ア R へ の 出力 レベ ル を 指定 す 
し 


0 て 100( デ フォ ルト は 100) 
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価 窟 調 中 心 
ディ レイ 時 間 の 変調 中 心 を 指定 する . ディ レイ 時 間 は , この 点 を 中 心 と し て 
周期 的 な 増 を 繰り 返す . 


0 へ 250(0.0 て 50.0X kms: デ フォ ルト 1.0※ た) 


介 当 調 周 波数 
ディ レイ 時 間 の 変調 周波 数 を 指定 する . 


1<100(0.1 て 10.0 二 kHz): デフォ ルト 1.0 二 に) 


條 光 調 レ ベル 
ディ レイ 時 間 の 変調 振幅 を 指定 する . 


0 て 100(0.0 て 10.0X kms : デ フォ ルト 1.0※Xk) 
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$Doubl 0BH 


ダブ リン グ 


ディ レイ 時 間 に 
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解 説 


音 が に じん だ よう な 効果 を 作り 出す . 


介 フ ロン ト Lー リ ア R 出 力 
フロ ント L ン リア R の 出力 レベ ル を 指定 する . 


0 て 100( デ フォ ルト は 100) 
@ デ ィ レ イ L/R 出 力 
ディ レイ 信号 の フロ ント ・ リ ア L/ フ ロン ト ・ リ ア R へ の 出力 レベ ル を 指定 す 
9 


0 て 100( デ フォ ルト は 100) 


@ デ ィ レ イ 時 間 
ディ レイ 信号 の スル 一 信号 に 対す る ディ レイ 時 間 を 指定 する . 


0 て 180(0 て 180※X kms: デ フォ ルト 100※X た ) 
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$Flang 0CH 
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解 説 


うねり の ある , メタ リッ ク な 音 を 作り 出す . 


介 フ ロン ト L し ーー リア R 出 力 
フロ ント L ン リア R の 出力 レベ ル を 指定 する . 


0 て 100( デ フォ ルト は 100) 
@ デ ィ レ イ L/R 出 力 
ディ レイ 信号 の フロ ント ・ リ ア L/ フ ロン ト ・ リ ア R へ の 出力 レベ ル を 指定 す 
と 
0 て 100( デ フォ ルト は 100) 
信光 調 中 心 
ディ レイ 時 間 の 変調 中 心 を 指定 する . ディ レイ 時 間 は , この 点 を 中 心 と し て 
周期 的 な 増 を 繰り 返す . 


0^250(0.0 て 50.0X kms: デ フォ ルト 2.8※ ん た) 


條 光 調 周波 数 
ディ レイ 時 間 の 変調 周波 数 を 指定 する . 


122400(00:1 で 10.0 キ lg デフォ ル 半 1.0 き ん ) 
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倫 光 調 レ ベル 
ディ レイ 時 間 の 変調 振幅 を 指定 する . 


0 て 100(0.0 て 10.0X kms : デ フォ ルト 1.0X た) 
谷 フ ィ ー ド バッ ク 
ディ レイ 信号 の フィ ー ド バッ ク 量 を 指定 する . フィ ー ド バッ ク を 強く か ける 


と , メタ リッ ク 感 が 強調 され る . 


0 て 100 (デフ ォ ル ト 30) 
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$Vibrt 0DH 


唱 


エー 
ーー 
g 電 


| デア | テア | デア | テア 1 デア | テア 1 デ 


ーー 
ーー ド 


イ 
イイ 
イ 


ーー ーー ーー 
ーー ド ーー ーー ド 
1 、 


ュー 
ーー ド ーー 
1 


934 


第 4 章 PCM ドラ イ バ 


解 説 


スル 一 成分 を カッ ト し , 変調 成分 の み を 出力 する . 


介 フ ロン ト Lー リ ア R 出 力 
フロ ント L ン リア R の 出力 レベ ル を 指定 する . 


0 て 100( デ フォ ルト は 100) 
@ デ ィ レ イ L/R 出 力 
ディ レイ 信号 の フロ ント ・ リ ア L/ フ ロン ト ・ リ ア R へ の 出力 レベ ル を 指定 す 
と 
0 て 100( デ フォ ルト は 100) 
信光 調 中 心 
ディ レイ 時 間 の 変調 中 心 を 指定 する . ディ レイ 時 間 は , この 点 を 中 心 と し て 
周期 的 な 増 を 繰り 返す . 


0^250(0.0 て 50.0X kmsj: デ フォ ルト 1.0※Xk) 


條 光 調 周波 数 
ディ レイ 時 間 の 変調 周波 数 を 指定 する . 


122400(00:1 で 10.0 キ lg デフォ ル 半 1.0 き ん ) 


倫 当 調 レ ベル 
ディ レイ 時 間 の 変調 振幅 を 指定 する . 


0 て 100(0.0 て 10.0X kms: デ フォ ルト 1.0※ た) 
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$Ensem 0EH 
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解 説 


2 つの ディ レイ 要素 に より , 多 人 数 で 演奏 し て いる よう な 効果 を 作り 出す . 


介 フ ロン ト L し ーー リア R 出 力 
フロ ント L ン リア R の 出力 レベ ル を 指定 する . 


0^100( デ フォ ルト は 100) 
@ ディ レイ 1 L/R 出 力 
ディ レイ 1 信号 の フロ ント ・ リ ア L/ フロ ント ・ リ ア R へ の 出力 レベ ル を 指定 
Mi 
0C100( デ フォ ルト 100) 
@ デ ィ レ イ 1 変調 中 心 
ディ レイ 1 の 変調 中 心 を 指定 する . ディ レイ 1 の 局 延 時 間 は , この 点 を 中 心 と 
し て 周期 的 な 増減 を 繰 り 返 す . 


0^250(0.0 て 50.0X kmsj: デ フォ ルト 1.0Xk) 


@ デ ィ レ イ 1 変調 周波 数 
ディ レイ 1 の 変調 周波 数 を 指定 する . 


400(00:1 で 10.0 キ lg デフォ ルド 0. 5 ん ) 
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@ の ディ レイ 1 変調 レベ ル 
ディ レイ 1 の 変調 振幅 を 指定 する . 


0 て 100(0.0 て 10.0X kms: デ フォ ルト 1.0※Xk) 


@ デ ィ レ イ 2 L/R 出 力 
ディ レイ 1 の 場合 と 同一 . 


@ デ ィ レ イ 2 変調 中 心 
ディ レイ 1 の 場合 と 同一 . 


@ デ ィ レ イ 2 変調 周波 数 
ディ レイ 2 の 変調 周波 数 を 指定 する . 


SI0000.240.0 き 2 グン ジン ル ルト 5、 0 ん) 


@ デ ィ レ イ 2 変調 レベ ル 
ディ レイ 1 の 場合 と 同一 . 
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第 4 章 PCM ドラ イ バ 


$Pitch 0FH 


解 説 


音 の ピッ チ ( 音 程 ) を 変化 させ て 出力 する . 


@ し ポチ ャ ネル レビ ピッチ 

L/R 各 々 の ピッ チ を , 10 セ ント (半音 の 1/10) を 単位 と し て 土 1 オ クタ ー ブ の 
範 で 指定 する . ピッ チ は 2 の 補 数 表現 で 表し , プラ ス が 高音 側 へ の シフ ト 
を , マイ ナス が 低音 側 へ の シフ ト を 意味 する . 


-120 て 120 (-1^ へ +1 オ クタ ー ブ : デ フォ ルト は 0) 


注 意 


ピッ チ シ フ タ の 場合 , サン プリ ング 周 渡 数 を 下げ て も 音質 が 下がる だ け で 効 
果 は 何 も な いた め , 標準 の サン プリ ング で 動作 させ る の が 理想 的 で ある . 
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解 説 


リス ナー を 包み 込む よう な 音 場 を 生成 する . 


@ フ ロン トー リア R デ ィ レ イ 
フロ ント L ン リア R の ディ レイ 時 間 を 指定 する . 


0 へ 90 (0 へ 90X kms: デ フォ ルト は 50) 
@ フ ロン ト L/ リ プ L ミ ックス 
フロ ント L/ リ ア L 出 力 に お ける , L 入 力 成分 に 対す る R 入 力 成分 の ミッ クス 
レー ト を 指定 する . 
0^50%( デ フォ ルト は 50) 
@ フ ロン ト R/ リ ア R ミ ックス 
フロ ント R/ リ ア R 出 力 に お ける , R 入 力 成分 に 対す る L 入力 成分 の ミッ クス 
レー ト を 指定 する . 


0^50%( デ フォ ルト は 50) 
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$Kara 


11H 


絆 似 カ ラオ ケ 


ソー ス 信 号 中 の 音声 信号 を 除去 し て か ら 出 力 す る . た だ し , ステ レオ 録音 さ 
れ た ソー ス に つい て の み 有 効 と な る . 


但 フ ロン ト L し ーー リ ア R 出 力 
フロ ント L ン リア R の 出力 レベ ル を 指定 する . 


0 て 100( デ フォ ルト は 100) 
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$ADPCM 


12H 


ADPCM 録 音 / 再 生 
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機 能 


ADPCM 録 音 / 再 生 を 行 う . 

入出 力 モ ー ド (IPCM モ ー ド の 設定 (AH=O0DH) 」 参 照 ) が 入力 に 設定 され て い 
る 場合 に は ADPCM 録 音 が , 出力 に 設定 され て いる 場合 に は ADPCM 再 生 が 選択 さ 
れる . 

ADPCM 録 音 は 16 ビッ ト サ ウ ンド デー タ を 帯域 圧 縮 し て 4 ビッ ト の デー タ に 
変換 する . また ADPCM 再 生 は , この 圧縮 され た デー タ を 元 の サウ ンド デー タ に 


展開 する . 


[ 誠 音 時 ] 
(入力 時 》 。 18 ピッ トー ロロ | 上 は 縮 


IlT1 
は ーー4 ビ ピット 


[再生 時 ] 
(出力 時 。 。 』 ピ ビット ー 
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注 意 


ADPCM 録 音 時 の 入力 端子 に は OUT1/0UT2 の いずれ か を 指定 する 必要 が ある . 
IN1/IN2 を 指定 する と , 圧縮 前 の デー タ が 取得 され る . 

ADPCM 録 音 時 に は , LINE-0UT 端 子 へ の 出力 は 自動 的 に ミュ ー ト され る . こ 
れ は 帯域 圧縮 し た デー タ を その まま スピ ー カ に 出力 する と 雑音 に な る た めで あ 
9 

ADPCM 再 生 時 に は , CD-DA お よび FM+LINE- IN から の 入力 が ミュ ー ト され 
る . これ は 通常 の PCM デ ー タ に 展開 処理 を 施す と 雑音 に な る た めで ある . 

ADPCM は 録音 / 再 生 専用 の ファ ンク ショ ン で ある ため , 入出 力 モー ド 0 で 実行 
させ る こと は で き な い . モー ド 0 で ADPCM の 「 フ ァ ン クシ ョ ン の 初期 化 (AH 
01H) 」 コ マン ド を 実行 する と エラ ー に な る . 同様 に , ADPCM が ロー ド さ れ て い 
こ モ ー ド 0 の 「PCM モ ー ド の 設定 (AH=0DH) 」 コ マン ド を 発行 する と エ 

SO、 
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PC カー ド 


第 1 章 ドラ イ バ ・ ア プリ ケー ショ ン の 開発 
学 ] 音 


ドラ イ バ ・ ア フリ ケー ショ ン の 
開発 


PC-9800 シ リー ズ で は JEIDA Ver4. 2/PCMCIA2. 1 仕様 に 準拠 し た IT/0 カ ー ド , メ 


モリ カー ド を 利用 で きる . 
カー ド に は , 大 きく 分 け て 以下 の 2 タイ プ が 存在 する . 


ol) 

メモ リカ ー ド に は 以下 の よ うな も の が ある . 
= ダフ ラッ ショ ラグ モリ り の ーー ド 

- SRAM カ ー ド 

- ROM カ ー ド 


これ ら の カー ド は すべ て 添付 の メモ リカ ー ド ドラ イ バ が 制御 を 行う た め , 特に ド 
ライ バ , アプ リケーション を 作成 する 必要 は な い . 


RM020 

1I/0 カ ー ド に は , 以下 の よう な も の が ある . 
NN 

AN の 

ー ATA カ ー ド 

加 380822NN 

ー- PCM カ ー ド 
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ここ で は , 1/0 カ ー ド 用 ドラ イ バ お よび アプ リケーション を 開発 する 際 の 作成 手順 
に つい て の 説明 を 行う . 
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1.1 ドラ イ バ , アブ リケーション の 
作成 手順 


一 CS ク ライ アン トド ライ バ の 作成 


_C5 ク ライ アン トド ライ バ と は , カー ドサ ービス か ら カ ー ド 状態 の イベ ント 通知 を 

受け て 動作 する ドライバ, また は アプ リケーション を 示す . ここ で は , カー ド の 富 
識 か ら コ ン フ ィ グ レー ショ ン , 制御 まで の すべ て を 自ら 行う ドライ バ の 作成 方 法 を 
示す 


條 初期 処理 
この 和 分 で は , CS クラ イア ント ドラ イ バ お よび アプ リ ケー ショ ン 起 動 時 の 初期 処理 
に つい て 説明 する . 


1. カ ー ド サー ビス の 存在 確認 
カー ドサ ービス の 存在 確認 は GetCardServicesInfo(0BH) ファ ンク ショ ン を 発 
行 し , 以下 の 項目 を 確認 する . 


・Signature ブ イー ルレ ド が "CS" で ある こと 
(注意 : ファ ンク ショ ン 発 行 和 前 に Signature ブ フィ ー ル ド は 0 に リセ ッ ト し て お く 
5) 
se ドー だ スズ の りり ビン ョ ング 02 1 以上 で め ある こと 
上 記 の 条件 を すべ て 満た さ な い 場合 に は た だ ち に 処理 を 中 断 す る こと . 


2. ク ライ アン ト 登 録 
カー ドサ ービス が すでに 組み 込ま れ て いる こと を 確認 し た の ち , ドラ イ バ を カー 
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ドサ ービス の クラ イア ント と し て 登録 する . クラ イア ント 登録 は , RegisterC1li en 
LO 用 メン クジ ショ ン を 発条 する こと で 且 う 。 

この OO フ アウ ツク ンション で クラ イア ンド の コー ルッ ク パ バン ドラ ベク ライ アン トド ト の 多 
イブ, 必要 と する イベ ント 通知 な ど を 設定 する . 

も し この と き , スロ ッ ト に カー ド が 挿入 され て いた 場合 ,、 カー ドサ ービス は クラ 
イア デン ト へ 疑似 CARD_INSERTION(40 イベ ント を 通知 する . そし て 最後 に , カー 
ド の 有無 に 関係 な く ク ライ アン ト の 登録 完了 を 知ら せる イベ ント と し て , カー ドサ 
ービス は REGISTRATION_COMPLETE(82H) イベ ント を 通知 する . 

登録 が 無事 終了 し た 場合 , クラ イア ント ハン ドル を カー ドサ ービス か ら 受 け 取 
り 。 以 矯 カ ー ド サー ビス と の アク セス は この クラ イア ント バン ドル を 用 いて 何 


ー 


ブッ 


注意 : カー ドサ ービス か ら す べ で て の カー ド に つい て の 句 似 CARD_INSERTION イ バシ 
ト を 受け る 場合 , RegisterClient プ ァ ン クシ ョ ン の の Attribute フィ ー ル ド 
の ビッ ト 3 と ビッ ト 4 を 1 に 設定 する 必要 が ある . 


@ カ ー ド 挿入 イベ ント 処理 

この コー ル バ ッ クイ ベン トト 処理 は , 組み 込み 時 の RegisterC1 ient(10H) ファ ン 
クシ ョ ン に より , コー ル バ ッ ク 通知 を 受け る か どう か を 選択 で きる . カー ド 挿 入 イ 
ベン ト は 以下 の 要因 で 発生 する . 


・ カ ー ド が ソケット に 挿入 され た . 

・ レ ジュ ー ム 時 に カー ド が 挿入 され て いる . 

・ カ ー ド が 挿入 され て いる と き に , RegisterClient ブ ファ ンク ショ ン に よっ て ク 
ライ アン ト が 登録 され た . 


カー ド が 挿入 され た 論理 ソケット 番号 は コー ル バ ッ ク 引数 の CX レジ スタ か ら 得 る 
こと が で きる . クラ イア ント は この 論理 ソケット 番号 を 使用 し て 以下 に 示す カー ド 
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挿入 イベ ント 処理 を 実行 する . 


1. カ ー ド 認識 

カー ドサ ービス か ら カー ド 挿 入 イ ベン ト が 通知 され た と き , まず は じ め に 自分 が 
設定 する カー ド で ある か どう か 確認 する 必要 が ある . 確認 方 法 は , カー ド の 属性 圭 
報 ( レ ベル 1 バー ジョ ンタ プル 等 ) で 判断 する . 

カー ド 属 性 情報 の タプ ルル ID の 検索 に は GetFirst/NextTruple(07H/AH) ファ ンク 
ショ ン を , 情報 を 入手 する に は GetTupl1eDate(0DH) ファ ンク ショ ン を 利用 する . 


2. 資源 の 確保 と コン フィ グレ ーション 
自分 が 設定 する カー ド が 見 つか っ た 場合 , 次 に クラ イア ント は 必要 な 資源 を カー 
ドサ ービス に 要求 し カー ド の 構成 を 確立 し な けれ ば な ら な い . 資源 の 要求 と コン 
フィ グレ ー ヨ ン の 手順 を 以下 に 示す . 
(①RequestI0(1FH) ファ ンク ショ ン を 発行 し, シス テム が 使用 する 1 /0 ボ ー ト を 
カー ドサ ービス に 要求 する . 要求 し た 資源 が すでに 使用 され て いる 時 に は , 別 
の 設定 可能 な 1/0 ポ ボー ト を 要求 する . すべ て の 1/0 ボ ポー ト が 使用 で き な い と き に 
は , その カー ド は 使用 で き な い こと に な る . 
I/0 ポ ー ト の 変換 が 必要 な カー ド ( 主 に AT 互換 機 を ター ゲッ ト に 作成 され た 
カー ド ) の 資源 要求 に つい て は , 1. 1 中 の 1/0 変 換 機能 で 説明 する . 
②RequestIRQ (20H) を 発行 し , ① と 同様 の 方 法 で 要求 する . 
③ 一 度 確保 し た 資源 を 再 設定 する 場合 は , その 資源 を Releas e10(1BH) /Relea se 
IRQ(1CH) ファ ンク ショ ン で リリ ー ス し て か ら , 再度 資源 を 要求 する . 
④RequestConfiguration(30H) ファ ンク ショ ン を 発行 し , 確保 し た 資源 の 構 戒 
を ソケット と カー ド に 設定 する . 
⑥⑤I/0 カ ー ド で メモ リウ ィ ン ドウ を 必要 と する カー ド は , メモ リウ ィ ン ド ツウ の 股 
定 を 行う . 設定 方 法 に つい て は 1. 1 中 の メモ リウ ィ ン ド ツウ の 設定 で 説明 する . 
⑥ 設 定 し た カー ド の 電圧 状態 や IRQO の イネ ー ブ ル / ディ セー ブル を 変更 し た い 場 合 
は , ModifyConfiguration(27H) ファ ンク ショ ン を 使用 する . 
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注意 : 一 度 , 資源 を 確保 する と 解放 する まで 次 の 要求 が で き な い . し た が っ て 
1I/0 の 資源 要求 は 成功 し た が , IRQ の 資源 要求 が 失敗 し て , また 別 の 1/0 資源 
を 要求 し な けれ ば な ら な く な っ た 場合 な ど は , 一 度 設定 し た 1/0 資 源 を 解放 
し て か ら , 再度 資源 の 要求 を 行う こと . また 資源 を 確保 し て も RequestConf 
iguration に 失敗 し た 場合 も , 必ず 確保 し た 資源 を 解放 する こと . 


@ カ ー ド 排出 イベ ント 処理 

この コー ル バ ッ クイ ベン ト は , 組み 込み 時 の RegisterClient(10H) ファ ンク シ 
ョ ン に より , コー ル バ ッ ク 通 知 を 受け る か どう か 選択 で きる . 

カー ド 排 出 イ ベン ト は 以下 の 要因 で 発生 する . 


・ カ ー ド が ソケット か ら 排 出さ れ た 
・ サ スペ ンド 時 に , カー ド が 挿入 され て いる 


カー ド が 排出 され た 論理 ソケット 番号 は コー ル バ ッ ク 引 数 の CX レジ スタ か ら 得 る 
こと が で きる . クラ イア ント は この 論理 ソケット 番号 を 使用 し て 以下 に 示す カー ド 
排出 イベ ント 処理 を 実行 する . 


1. カ ー ド 認識 

カー ドサ ービス か ら カ ー ド 排出 イベ ント が 通知 され た な ら ば , まず 始め に 自分 が 
設定 し た カー ド で ある か どう か 確認 し な けれ ば な ら な い . 確認 方 法 は 。 クラ イア ン 
ト が カー ド 設 定時 に フラ グ を セッ ト し て お り , その フラ グ を 参照 し て 自分 が 設定 し 
た カー ド か どう か を 判別 する . 


2. 資源 の 解放 

自分 が 設定 し た カー ド で あれ ば 以下 の 処理 を , そう で な けれ ば Status に SUCCESS 
を セッ ト し て た だ ち に 処理 を 終え る . 

① カ ー ド 構成 を ReleaseConfiguration フ ブフ ァ ン クシ ョ ン を 使用 し て 解放 する . 
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② 設 定 し た 資源 を 解放 する . 解放 の 順序 の 規定 は な い . 
・Release10: 1/0 ポ ボー ト を 解放 する 

・Release1lRQ: 割り 込み レベ ル を 解放 する 
・ReleaseWindow: メモ リ 右 域 を 解放 する 


注意 : 一 度 , カ ー ド の 構成 を RequestConfiguration で 確立 する と , ReleaseCo 
iguration で 構成 を 解除 する まで , 設定 し た I/0 領 域 や IRQ の 資源 を 解放 で き 
な い . た だ し , メモ リウ ィ ン ド ウ の 資源 は RequestConfiguration に 関係 な 
く , 確保 。 解放 が 可能 で ある . 


@CLIENT_INFO0 イ ベン ト 対 応 
CLIENT_INFO イ ベン ト は , クラ イア ント 情報 を 表示 する よう な ユー ティ リティ が 
GetClient Info(03H) ファ ンク ショ ン を 使用 し て , クラ イア ント に 関す る 情報 を 返 
すす び の に め カー ドサ ービス に KU C と き 。、 ルー ドー ビス の ら 和 ラ 当 ます の クラ イアン 
ト に 通知 する イベ ント で ある . この イベ ント を 受け 取っ た クラ イア ント は , カー ド 
サー ビス ヘ へ クラ イア ント 情報 を 提供 し な く て は な ら な い . 以下 に GetClientInfo フ 
ァ ン クシ ョ ン 発 行 時 の 流れ を 示す . 


1.GetClientInfo(03H) ファ ンク ショ ン を 発行 する . 

2. カ ー ド サー ビス は 情報 を 要求 され た クラ イア ント を 呼び 出す (CLIENT_INFO イ ベ 
ンド N)。 

3. ク ライ アン ト は 適切 な が クラ イア ント デー タ を カー ドサ ー ビス が 用 意 し た バッ ファ 
(イベ ント の Buffer 引 数 が 示す ポイ ンタ ) へ コビー する . 

4. カ ー ド サー ビス は クラ イア ント 情報 を 要求 元 に 返す . 


CLIENT_INFO イ ベン ト は , Buffer 引 数 で 渡さ れ た 引数 パケ ッ ト の 中 に サブ ファ 
ンク ショ ン を 持っ て いる . 各 ク ライ アン ト は その サブ ファ ンク ショ ン を 確認 し 
デア ンク グ ション C 応 し じ し だ た だ クライ テン 引 情 報 を 必 の お PC グー ドリ ボー トド ト ソ アンド ウテナ アイ で 
は カー ドサ ービス に 定義 され て いる 標準 の ク ライ アン ト 情 報 の 他 に 3 つの サブ ファ 
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ング ショ ン を 用 意 す ずる. 各 ク ライ アン トト が この イベ ント に 対応 ずる こと に よっ で て カ 
ー ド 情報 表示 / 設 定 ユ エー ティ リティ な どか ら 各 クラ イア ント が 設定 し た 資源 情報 や 
カー ド 種 別 な ど を 知る こと が で きる よう に な る . 


各 サ ブフ ァ ンク ショ ン で 返す 情報 の 構造 体 を 2.2 の CLIENT_INFO 構 造 体 で 
す . 


人 終了 負 理 
ドラ イ バ を 終了 する 際 に は , 必ず 以下 の 処理 を 実行 する こと . 


・ 使 用 し て いる シス テム の 資源 を カー ドサ ービス を 通し て すべ て 解放 する . 
・ カ ー ド サー ビス に クラ イア ント 登録 の 解除 を 通知 する . 


1. 資源 の 解放 

カー ドサ ービス は , 確保 し た 資源 を 解放 し な い 限 り そ の 資源 を 使用 し て いる も の 
と 判断 する た め , も し 解放 せ ず に 終了 し た 場合 , 再び ドラ イ バ を 組み 込ん で も 同じ 
資源 が 使用 で き な く な り , カー ド が 使用 で き な く な る 志 れ が ある . その た め , カー 
ド 排出 イ ベン ト の 資源 の 解放 と 同様 に 自分 が 設定 し た 資源 は 必ず 解放 する . た だ 
し , 終了 処理 の 時 点 で カー ド の 設定 を 行っ て いな い 場 合 , 資源 の 解放 は 必要 な い . 


2. ク ライ アン ト 登 録 の 解除 

資源 の 解放 が 完了 し た 後 , クラ イア ント は カー ドサ ービス に 対し て クラ イア ント 
の 登録 解除 を 行う . 解除 は Dereg isterClient (02H) ファ ンク ショ ン を 発行 する こ 
の 選び の で 条 う 。 も し Deregiastet6lient シ アァ ンク ショ ン で IN USE が 授 ら て で て きた と 
合 , 解放 され て いな い 資 源 が 存在 する こと を 示 し て いる の で , 資源 の 解放 要求 を 行 


ー 


め 記 
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一 非 CS クラ イア ント ドラ イ バ の 作成 


非 C?5 ク ライ アン トド ライ バ と は , カー ド の 設定 は 添付 の カー ド 目 動 設 定 ド ライ バ 
で 行い , その 設定 情報 を も と に 動作 する ドライ バ お よび アプ リケーション を 示す 
この 節 で は , カー ド 自 動 設 定 ド ライ バ に よっ て 設定 され た カー ド の 情報 を 取得 する 
方 法 に つい て 説明 する . 


人 初期 処理 
この 節 で は , 非 C6 ク ライ アン ト ドラ イ バ お よび アプ リケーション 起動 時 の 初期 外 
理 に つい て 説明 する . 


1. カ ー ド サー ビス の 存在 確認 
カー ドサ ービス の 存在 確認 は , 1.1 中 の CS クラ イア ント ドライ バ の 作成 で 示 し た 
方 法 で 行う . また ここ で 本 体 が 実装 し て いる 論理 ソケット 数 を 必ず 取得 する . 


2. カ ー ド 認識 
非 C? ク ライ アン トド ライ バ は , まず 起動 時 に 目 分 が 使用 する カー ド が ソケット に 
存在 する か を 確認 する 必要 が ある . 確認 手順 を 以下 に 示す . 
① カ ー ド の 属性 情報 (レベ ル 1 バー ジョ ンタ プル ) を 参照 し , 自分 の 使用 する カー 
ド か どう か を 確認 する . も し , 指定 ソケット に カー ド が 挿入 され て いな い 場 合 
, GetFirstTuple(07H) ファ ンク ショ ン 発 行 後 , NO0_CARD が 返っ て くる . 周 全 
情報 の 確認 は 1. 1 中 の カー ド 挿 入 イ ベン ト 処 理 の カー ド 認 識 を 参照 する こと . 
た ボード ト し で いる の と ド の の ラコ アア テク チャク クレ と ファ ンク ショ ンジ クン 
ル を サポ ー ト し て いる 場合 , 次 に 説明 する 設定 情報 の 取得 で 同時 に カー ド の 認 
識 を 行う こと が で きる . この 場合 , タプ ル を 検索 し て カー ド 認 識 処 理 を 行 う 必 
要 は な い . 
② こ の 処理 を サポ ー ト する カー ド が 検出 され る まで , また は 論理 ソケット 数 分 繰 
り 返 す . 
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(ざら 


. 設 定 情報 の 取得 
自分 が 使用 する カー ド が ソケット に 挿入 され て いる こと が 確認 で きた 場合 , その 

カー ド が 正常 に 設定 を 行わ むれ て いる か を 確認 する . 正常 に 設定 され て いる 場合 は 

その 設定 情報 の 取得 を 行う . 設定 情報 の 取得 手順 を 以下 に 示す . 

① 目 分 が 使用 する カー ド が 挿入 され て いる 論理 ソケット 番号 を 引数 と し て (Ext en 
ded)GetConfigurationIlnfo ブ ァ ン クシ ョ ン を 発行 する . 
2 ドド の の の ー ド の マラー ュ コラ フ ア ク チャ UD ク ノル と ノ テン クシ ョ ング ウル ん 
サボ ー ト し て いる 場合 , (Extended)GetConfi gurationlnfo か ら こ の 情報 が 
取得 で きる た め , ここ で カー ド 誰 識 を 行う こと も 可能 で ある . 

②(Extended)GetConfigurationInfo ブ ァ ン クシ ョ ン が 返し た 情報 の Attribut 
e フ ブフ ィ ー ル ド の ビッ ト 8( ク ライ アン ト ハ ンド ル の 有効 / 無 効 ビ ッ ト ) が 0 の 場合 
この カー ド は 正 し く 設定 され て いな い . この 場合 その 旨 を ユー ザ に 伝え た だ 
らち に 処理 を 終了 する . 

③ 正 し く 設 定 さ れ て いた 場合 , 得 た 情報 か ら 設 定 さ れ た 1/0 ア ドレ ス や IRQ な どの 
情報 を 得る . 

(④⑧I/0 カ ー ド で メモ リウ ィ ン ド ウ を 必要 と する カー ド は , メモ リウ ィ ン ド ツウ の 確 
保 を 行う . 確保 する 方 法 は 1.1 中 の メモ リウ ィ ン ド ツウ の 設定 で 説明 する . 

⑤ こ こ で 得 た 設定 情報 を も と に , ドラ イ バ お よび アプ リケーション が 動作 可能 こ 
な る よう に 準備 する . 


注意 : も し 使用 する メモ リウ ィ ン ド ウ の ベー ス ア ドレ ス / サ イ ズ が 固定 で あれ ば 
付属 の カー ド 目 動 設 定 ド ライ バ に よっ て ウィ ンド ウ の 割り 当て も 可能 で あ 
る . この 場合 , 上 記 ④ の の 処理 は 不用 で ある . 


一 |/0 変 換 機 能 


PC-9800 シ リー ズ で は , AT 互換 機 用 に 設計 され た カー ド を サポ ー ト する た め に 
1/0 ア ドレ ス 変 換 機能 を 持つ . 1/0 ア ドレ ス を 変換 する こと に より , 両機 の アー キテ 
クチ ャ の I/0 ア ドレ スマ ッ ピ ング の 違い を 吸収 する . 
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人 @|/0 変 換 の 設定 
1/0 変 換 の 設定 は NEC 固有 ファ ンク ショ ン (Extended Request10) を 使用 する . E 
xtended Request10 は VendorSpecific の サブ ファ ンク ショ ン で ある . この ファ ン 
クシ ョ ン の 詳細 に つい て は I1. 1 NEC 固 有 フ ァ ン クシ ョ ン 」 を 参照 する こと . 
設定 方 法 は , 資 湖 を 確保 する 際 , RequestIO0 フ ァ ン クシ ョ ン の 代わ り に Exten de 


う ユ 


ノー ニテ 


d ReqauestI0 フ ァ ン クシ ョ ン を 発行 する こと で 行う . この ファ ンク ショ ン は Regu es 
t10 プ ファ ンク ショ ン の パラ メー タダ に カー ド 1/0 ア デア ドレ ス 指定 が 追加 され た も の で あ 
る . 1/0 変 換 の 概念 図 を 以下 に 示す . 


システ エ 本 1 町 空間 カー ド の IL 空 間 
(8 の LT マッ プ 』 TOL 釘 マ ッ プ 』 
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人 @ | /0 変 換 情報 の 取得 

通常 , カー ド の 設定 情報 は GetConfigurationInfo フ ァ ン クシ ョ ン を 使用 し て 取 
得する が , この ファ ンク ショ ン に は 1/0 変換 情報 が 含ま れ な いた め , 1/0 変 換 情報 の 
取得 は , この 情報 を 追加 し て 返す NEC 固 有 フ ァ ン クシ ョ ン (Extended GetConfigur 
ationInfo) を 使用 する . Extended GetConfiguration Info は V endorSpecific 
の サブ ファ ンク ショ ン で ある . この ファ ンク ショ ン の 詳細 に つい て は 「1. 1 NEC 固 
有 フ ァ ン クシ ョ ン 」 を 参照 する こと . 


@ メ モリ ウィ ンド ウ の 設定 

カー ド 資 源 の 中 で , 1/0 領 域 と ITRQ は カード 設 定 を 確立 する (RequestConfigurat 
ion) 前 に 確保 し な けれ ば な ら な い が , ウィ ンド ウ は いつ で も 確保 する こと が で き 
る . 以下 に メモ リウ ィ ン ド ツウ の 使用 方 法 を 説明 する . 


1. メ モリ ウィ ンド ツウ の 確保 

カー ド の メモ リ を 使用 する 際 は , 使用 する 前 に ウィ ンド ツウ を 確保 する 必要 が あめ 
る . この ウィ ンド ツウ を 確保 する た め に R equestWindow(21H) ファ ンク ショ ン を 使用 
する . ウィ ンド ツウ の 確保 に 成功 する と ウィ ンド ウ ハ ン ドレ と ウィ ンド ウ の ベー ス ア 
ドレ ス を 取得 で きる . ウィ ンド ウ の 操作 は ウィ ンド ウ ハ ン ドル , ウィ ンド ウ へ の ア 
クセ ス は ウィ ンド ウ の ベー ス ア ドレ ス を 使用 する . 


2 2 の ーー ドス 由 の マツ ッ ピング 

ウィ ンド ウ を 確保 する こと が で きれ ば いつ で も その 領域 に カー ド メ モ リ を マッ ピ 
ング する こと が で きる . ウィ ンド ツウ を 確保 し た と き に 取得 し た ウィ ンド ウ ハ ン ドレ 
を MapMemPage (14H) ファ ンク ショ ン に 渡す こと で カー ド メ モ リ を マッ ピン グ す る こ 
CANG き の まだ マツ ピン シンク する の る メリタ イン (0/ トリ ラー トド ト モモン) ペグ みそ リ 
ウィ ンド ウ の イネ ー ブ ル / デ ィ セ ー ブ ル 等 , ウィ ンド ウ の 環境 を 変更 する 場合 は , M 
odifyWindow(17H) ファ ンク ショ ン を 使用 する . 
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3. メ モリ ウィ ンド ウ の 解放 

いま まで 使用 し て いた ウィ ンド ウ を 使用 し な く な っ た と き (処理 を 終了 する と き 
な ど ) は , 必ず 使用 し て いた ウィ ンド ツウ 資源 を 解放 する . ウィ ンド ツ 人 資源 の 解放 は R 
eleaseWindow(1DH) ファ ンク ショ ン に ウィ ンド ウ ハ ン ドル を 渡す だ け で よい . 


注意 :JEIDA Ver4.1/PCMCIA2. 0 対応 の 従来 クラ イア ント が 使用 する た め , 和 化 
使用 し て いた DA000-DBFFF 番 地 へ の ウィ ンド ツウ 割り 当て を し て は いけ な い . 
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1.2 概要 処理 フロ ー 


田 CS ク ライ アン トド ライ バ / ア プリ ケー ショ ン 
マク ラグ プア ント た が ラフ イノ ジア プ ソ クー ショ ン (/ の の 


副 


マク ラ ア アン トム だ ラフ ノ ツ アプ ソノ ソ ク ー シ ョ ン ツ 


マク ラ ア アン トム だ ラフ ノ ツ アプ ソノ クー ショ ン /(⑦ 


避 
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田 電 (? ク ライ アン トド ライ バ / ア プリ ケー ショ ン 


マデ 非 ②% ク ラプ アン トム た だ ラフ ノン ツア プク ーション (の 
ココ 


マ 疾 クラ アア ン ム が ラフ ノン ツア プ ノ ク ーション ツ 
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1.3 カー ド 環 境 設定 ユー ティ リティ 
の 使用 方 法 


カー ド 環 境 設定 ユー ティ リティ の 基本 的 な 機能 を 以下 に 示す . 


・ モ デム , お よび ネッ トワ ー ク の カー ド 用 標準 設定 値 の 定義 
・ カ ー ド サー ビス が 使用 可能 な ンス テム リソー ス の 表示 と 変更 


さら に , 拡張 機能 を 使用 する 場合 は オプ ショ ン “-a11” を 使用 する こと で , 以 
下 の 機 能 が 使用 可能 と な る . 


・PC カ ー ド 用 の 設定 パラ メー タ お よび 認識 パラ メー タ を 定義 する カー ドレ コー ド 
の 作成 / 修 正 と これ ら の レコ ー ド の カー ドラ イブ ラリ へ の セー ブ 
・PC カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア の 各種 パラ メー タ の デフ ォ ル ト 値 の 設定 


カー ド 環 境 設定 ユー ティ リティ は CARDID. INI フ ァイル と CSALLOC. INI フ ァイル ( 
CardID と CSALLOC の 初期 化 フ ァイル ) の 修正 を 行う 機能 を 持つ . 


注意 :CARDID. INIT ま た は CSALLOC. INI に 変更 を 加え た 場合 は 必ず シス テム を アデ 
ー ト し て , その 変更 が 有効 に な る よう に し な けれ ば な ら な い . 


カー ド 環 境 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ の 各 フ ィ ー ル レル ド で オン ライ ン ヘ ルプ が 利用 で き 
の 6 の グイ ー フ 2 ド の ホン ライン の ツル ルク に アク セス する の に ほ は の ー ク ノル を 赤 当 の クタ 
ィ イー ルド へ 移動 (も し く は その フィ ー ル ド を 反転 ) し , F1 キー を 押す . HELP キ ー を 
押す こと で も 利用 で きる . 
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1.4 JEIDA Ver4.1/PCMCIA2.0 と の 
互換 性 


この 章 で は , JEIDA Ver4.1/PCMCIA2.0 カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア と の 互換 件 
に つい て 説明 する . 

JEIDA Ver4.1/PCMCIA2.0 カ ー ドサ ポー ト ソ フト ウェア と の 互換 性 を 保つ た め 
に , JEIDA Ver4.2/PCMCIA2. 1 の PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア で は , 従来 互換 を 
保つ た め の SS ク ライ アン ト サ ポ ー ト ドライ バ を 提供 し て いる . 

以下 に この ドラ イ バ を 組み 込ん だ 状態 で の 制限 事項 を 示す. 以下 に 説明 され て い 
な い 項 目 に つい て は , JEIDA Ver4.2/PCMCIA2.1 カ ー ド サポ ー ト シフ トウ ェ ア と 完 
全 互 換 で ある . 


田 |/0 設 定 モ ー ド に つい て 


電 IDA Vef4 1POMGLA2. 0 カー ドサ ポー ト ソ ント トウ ュ ェ ア で サポ ー ト し て いた 1 /0 
設定 モー ド (SetI0Addr フ ァ ン クシ ョ ン で 設定 ) に つい て の 制限 事項 を 以下 に 示す . 


・ ス ルー モー ド 

AN NOR 

・ 基 本 アド レス 変換 

完全 互換 

・ 拡 娠 アド レス 変換 

以下 の 制限 付き で サボ ー ト 


拡張 アド レス 変換 を 設定 する 前 に 。 コンフィ グレ ーション レジ スタ が 正しく 設定 
SC の こと 
オプ ショ ン レ ジス タ に 設定 され た イン デック ス に 対応 し た エン トリ タプ ブル も し く 
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は , デフ ォ ル ト タ プ ル に 1/0 空 間 が 設定 され て いる こと . 

設定 され る 1 /0 空間 は 16 バ イト バウ ンダ リ で 3 人 箇所 以上 に 分 割 さ れ て いな いこ 
6 
画 資源 管理 テー ブル 


拡張 ボー ド の 資源 情報 を 設定 する ユー ティ リティ が な く な る た め , カー ド 情 報 
拡張 ボー ド 等 の 資源 情報 へ の アク セス ファ ンク ショ ン (SetResourc eTb1) の 機能 の 
うち , 拡張 バス 製品 リツ ー ス 情報 の 設定 が 不可 と な る . 


田 イ ベン ト 


JEIDA Ver4.1/PCMCIA2.0 カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア で サポ ボ ポート し て いた イベ 
ント の うち , ライ ト プ ロ テク トイ ベン ト は 発生 し な い . 


注意 : ライ ト プ ロ テク トト 状態 は GetStatus (0CH) ファ ンク ショ ン で 取得 する . 


1.5 NEC 固 有 フ ァ ン クシ ョ ン 


田 Extended RequestIO 


機能 : この ファ ンク ショ ン は 標準 の カー ドサ ービス ファ ンク ショ ン (Request10) 
に 1/0 変 換 要 求 機能 を 追加 し た も の で ある . 

この アア テック ショ ン は は カー ドサ ービス ファ ンク ショ ン VemdorSuneeifYe 4 
の サブ ファ ンク ショ ン で ある . 

以下 に VendorSpecific ブ ファ ンク ショ ン に 渡す 引数 ペケ ッ ト を 示す . 


ヤマ リ /6/720/5/ec/7/c/ こ 凝 ず ダ 数 ン ウマイ ケッ トム 


964 


第 1 章 ドラ イ バ ・ ア プリ ケー ショ ン の 開発 


CardPort1, CardPort2 は カー ド 本 体 が 使用 する 1/0 ボ ー ト の ベー ス ア ドレ ス を 設 
定 する . 0 を 指定 する と カー ドサ ービス は 本 体側 の ベー スポ ー ト アド レス と 同じ 値 
を 返し , 機能 的 に は 標準 の Request10 と 同等 の 機能 と な る . 

BasePort と CardPort の 関係 は 1. 1 中 の 1/0 変 換 機能 を 参照 する こと . 


その 他 , RequestI0 フ ァ ン クシ ョ ン と 同じ パラ メー タダ タ に つい て は RequestI0 ファ 
ンク ショ ン と 同等 の 機能 を 提供 する . 


画 Extended GetConfigurationlnfo 


機能 : この ファ ンク ショ ン は , 標準 の カー ドサ ービス ファ ンク ショ ン (GetConfig 
urationInfo) に 1/0 変 換 情 報 の 取得 を 追加 し た も の で ある . 

この ファ ンク ショ ン は ,。 カー ドサ ービス ファ ンク ショ ン vVendorSpeceific(84 有 
の 0 ウン アン クシ ション で あめ る 


以下 に VendorSpecific ブ ファ ンク ショ ン に 渡す 引数 ペケ ッ ト を 示す . 


マリ 6/7205oec/7/c/ こ 凝 ず 数 ン ウマイ ケッ トム 


CardPort1, CardPort2 は カー ド 本 体 が 使用 する I/0 ポ ボー ト の ベー ス ア ドレ ス を 設 
定 する . T/0 変 換 情報 な ど を 必要 と する ドラ イ バ / ア プリ ケー ショ ン な ど で 使 用 され 
連 

BasePort と CardPort の 関係 は 1. 1 中 の 1/0 変 換 機能 を 参照 する こと . 

その 他 , GetConfigurationlnfo ブ ァ ン クシ ョ ン と 同じ パラ メー タ に つい て は Ge 
tConfigurationInfo フ ァ ン クシ ョ ン と 同等 の 機能 を 提供 する . 
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1.6 CLIENT_INFO 構 造 体 


GetClientInfo(03H) ファ ンク ショ ン の サブ ファ ンク ショ ン に より , クラ イア ン 
ト に 関す る 情報 を 返す よう に カー ドサ ービス に 要求 し た と き , 情報 は CLIENT_INFO 
構造 体 に より 返さ れる . 


以下 に 各 サ ブフ ァ ン クシ ョ ン 共 通 の 構造 体 の ヘッ ダ を 示す . 


マ 識 遊 災 の ヘッ ダ 


サブ プ フ ァ ン クシ ョ ン は 上 記 Attributes ブ フィ ー ル レ ド の ビッ ト 8-15 で 示さ れる . 各 
クラ イア ント は この 情報 を も と に 適当 な クラ イア ント 情報 を 返す . また クラ イア ン 
ト は 実際 に 返す 情報 の 長 さ を InfoLen フ ィ ー ル ド に 入れ て 返す . た だ し , 格納 する 
情報 は MaxLen フ ィ ー ル ド が 示す 長 さ を 越え た て は な ら な い . 


田 BasicClientData( サ ブフ ァ ン クシ ョ ン No. =0) 


ヤ 2 /CC/ / 677 の 272 


田 GetGCIExtentionsInfo( サ ブフ ァ ン クシ ョ ン NO.=80H) 


補 2e77// ル 76777/ の 7 /777 の 2 
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SupportFunc フ ィ ー ル ド の 定義 


| | getCardh サ ゴ コ ァ ンタ ショ ン サ ポー ト 


定 二 済 ぁ (0) 
ietHamnryRangalnfn サ ゴ コ ァ ンカ ショ ン 補 サポ ボート 
49 0 


田 GetCardID( サ ブフ ァ ン クシ ョ ン NO. =81H) 


ヤ 7e762/ の // 


基本 的 な カー ド タ イ プ 文 字 列 の 定義 


カー ドラ イプ 
odaw* | モ =AuFWe テ A 
イー サ ネッ ト ア タブ 3 


1 申 hisk デ 導 邊 ディス 
Flash Care* 
Yaa 町 [aF" sn カー ド 
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田 GetMemoryRangelnfo( サ ブフ ァ ン クシ ョ ン NO. =85H) 


補 7e76772/ ル 772/7g6/777 の 


半 


Flags フ ィ ー ル ド の 定義 


IH | メモ リタ イプ (H= コ モン 1= ア トリ ピュー ト ) 


デー タバ パス 幅 (HB8 ビッ ト , 1=18 ピット) 


1.7 カス タム コー ド 仕 様 
画 カ ー ド 挿入 時 の カス タム コー ド ( カ ー ド 認識 ) 


エン トリ ボ ポイ ント: 
この カス タム コー ド の 先頭 アド レス . 
089 ミ DS=SB で far eall き され る 。 


NZ 
AX = この カス タム コー ド の 先頭 アド レス 
BX = common info 構 造 体 の アド レス 
( 呈 シス ムク グ イグ 
DX = CardID の Client Handle 
SI = 挿入 され た ソケット の SOCKET_DATA 構 造 体 の アド レス 
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出力 : 
AX = 0… 成 功 
1… 失 敗 


リザ ー ブ レ ジス タタ : 
BP, DI, DS 


田 カ ー ド 挿入 時 の カス タム コー ド ( カ ー ド 設定 ) 


ES ド に U ポ イジ ンド | 
この カス タム コー ド の 先頭 アド レス . 
686 ミ ESS で Fa eall され の る 、 


2 の 
AX = この カス タム コー ド の 先頭 アド レス 
BX = common info 構 造 体 の アド レス 
0 昭 こ 2 スグ AN タ イ アン 
DX = CardID の Client Handle 
SI = 挿入 され た ソケット の SOCKET_DATA 構 造 体 の アド レス 


中 
AX = 0O…: 成 功 
4… 失 敗 


リザ ー プ レジ スタ : 
BP, DI, DS 


田 カ ー ド 排出 時 の カス タム コー ド 
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5 ンド トリ ポイ ンド: 
この カス タム コー ド の 先頭 アド レス . 
CS=EDS=SS で Far call き れる ゐる 、 


2N の | 
AX = この カス タム コー ド の 先頭 アド レス 
BX = common info 構 造 体 の アド レス 
06 ン ンス テム トク イン 
DX = CardID の Client Handle 
SI = 挿入 され た ソケット の SOCKET_DATA 構 造 体 の アド レス 


出力 : 
76 由 。 


り が ニーダ レ ジス ク 、 
BP, DI, DS 


田 シ ステ ムタ イブ 
現在 の シス テム 状況 
0…DOS 


1…W1indows 


田 common_info 構 造 体 


common_info 構 造 体 は DO0S 用 と Windows 用 の 2 つが ある . カス タム コー ド に は , 現 
在 の シス テム 状況 に あっ た 構造 体 の ア ドレ ス が 渡さ れる . 
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ヤマ co7 浪 27 /772 雄 六 女 


AT モデ ム 、98 モ デム 、LAN カ ー ド の flags 
bitO0 : 0 挿入 順 
1 ソケット 順 
bit1 : 98 で は 無効 
bit3 : 1 Audio enable 
bit4 : 1 Ring enable 


田 SOCKET_DATA 構 造 体 


5 と 7 4 友信 伏 
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第 1 章 ドラ イ バ ・ ア プリ ケー ショ ン の 開発 


1.8 Type 軸 ス ロッ ト 搭 載 機 と 
Type I のみ 搭 載 機 の 
カー ドサ ービス の 差異 
マカ ー バ ゲー ど ビズ の 大 妊 


1.9 PCMCIA Iype ス ロッ ト 


PCMCIA Type 11 ス ロッ ト を 搭載 し た PC-9821Ne, PC-9801NX /C, NS/A, NL/R 
で , JEIDA Ver4.2/PCMCIA2. 1 仕様 に 準拠 し た PC カー ド を 使用 する に は , 別売 の PC 
カー ドサ ポー トウ ェ ア (PS98-1220-31) を 利用 する 必要 が ある . 

本 節 の 説明 で は , 以下 の 用 語 を 使用 する . 


別 之 品 版 … PC-9821Ne, PC-9801NX/C, NS/A, 
NL/R 用 の 別売 PC カー ドサ ボー ト ソ フト ウェ ア 
本 体 添付 版 … PC-9821Np 以 降 の 98NOTE, PC-9821Es に 添 付 の PC カー ド 


Ma ドン クト レク と アア 
従来 ドラ イ バ … PC-9821Ne, PC-9801NX/C, NS/A, NL/R 用 の SS クラ イア ント 
ドラ イ バ 


画 本 体 添付 該 と の 相違 
ヤズ 放 義 女 と の 着 間 
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@ | /0 変 換 機 能 

別売 品 版 で は , 本 体 添付 衣 同 様 PC-9800 シ リー ズ と AT 互換 機 両機 の アー キテ チク 
ャ の 1/0 マ ッ プ の 違い を 吸収 する た め の 機 能 を 提供 する . 

し か し 別売 品 版 と 本 体 添付 版 で は , ハー ドウ ェ ア 機 能 の 違い に より 1/0 変 換 方 式 
が 異な る 部 分 が ある . 

別売 品 版 で は , 以下 の よう な 2 種類 の I/0 変 換 方 式 が 存在 する . 

どちら の 変換 方 式 も シス テム 側 に マッ ピン グ さ れる 1 /0 領 域 は 。 ユー ザ 解 放 領 
域 (xxDOH-xxDFH) と な る . 


・ 基本 アド レス 変換 方 式 


図 の よう に , カー ド 上 の 1/0 ア ドレ ス 空 間 を , シス テム の 1/0 空 間 に 16 バ イト 変 
換 する . 


カー ド 本 [中 空間 ジス テ ュ の [ 池 空 間 
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・ 拡 張 ア ドレ ス 変 換 方 式 
較 の よう に , カー ド 上 の IL/0 ア ドレ ス 空 間 を , シス テム の 1/0 空 間 に 128 バ イト 変 
換 す る . 


カー ド 西 IL 四 空 間 = メメ エ ュ 本 [中 空間 

xxr ト 

【FF』 xrhF(xFHF 

xrhltxFh 

gl1hFtxdhF 1 

klIIEtIIW 

0 

wwH grxBhl ! 
HH ! 
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@⑱⑤ メ モリ ウィ ンド ウ 

別売 品 波 で は クラ イア ント が 使用 で きる メモ リ 領 域 が DA000H-DBFFFH(8K ) 固 
定 と な る . し か し , この 領域 は 本 体 で も 使用 され て いる メモ リ 領 域 で あや る た め , メ 
モリ ウィ ンド ウ を 使用 する CS クラ イア ント は , 本 体 添付 版 で 行っ て いた 処理 に メモ 
リ を シェ アリ ング する 処理 が 必要 と な る . この 処理 に 関し て は 「1.1 ドラ イ バ / ア 
プリ ケー ショ ン の 作成 手順 」 を 参照 する こと . 


田 ド ライ バ / ア プリ ケー ショ ン の 互換 性 


ソケット サー ビス の み サ ポー ト し て いた PC-98 21Ne, PC-9801NX/C, NS/A, NL/ 
R の SS 対応 ドラ イ バ / ア プリ ケー ショ ン は , すべ て その まま 動作 する . 


@CS ク ライ アン ト 

・1/0 を 必要 と する も の 

1/0 変 換 を 必要 と し , さら に 1/0 の 個数 が 16 個 を 越え る も の は , 別売 品 版 で は 拡 
張 ア ドレ ス 変 換 が 適応 され , シス テム 側 の 1I/0 マ ッ プ ング が 本 体 添付 版 と 異な る た 
め , ドラ イ バ 側 で 対応 し な く て は な ら な い . 


@ ラ イブ ラリ で の 設定 
別売 品 版 で は 以下 の よう な 制限 が ある . 
・1/0 変 換 を 指定 し て いる ライ ブラ リ で , 17 個 以上 の 1/0 を 必要 と する も の は 便 
用 不可 


・ サ イズ が SK 以 外 の メモ リウ ィ ン ド ウ を 必要 と する ライ ブラ リ は 使用 不可 
・DA000H-DBFFFH 以 外 の メモ リ 領 域 を 固定 で 設定 する ライ ブラ リ は 使用 不可 
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田 ド ライ バ / ア ブリ ケー ショ ン の 作成 手順 
別売 品 版 CO クラ イア ント 特有 な 処理 の み を 以下 に 説明 する . 


カー ドサ ービス の 存在 チェ ッ ク 
ます 、 ドラ タイ パソ アフ リケーション は カー ドサ ービス が 存在 する の か おう か の ヂ 
ェ ッ ク を 行う 必要 が ある . 
カー ドサ ービス の 存在 確認 は 。 カー ドサ ービス ファ ンク ショ ン GetCardServic es 
Info(0BH) を 使用 する . また , この と き に 返っ て くる CS ベン ダリ ビジ ョ ン に よっ て 
別売 品 版 CS か 本 体 添付 版 CS か を 判断 する こと が で きる . 別売 品 版 / 本 体 添 付 誠 両 用 
ドラ イ バ / ア プリ ケー ショ ン を 作成 する 場合 は ここ で 機種 判別 を 行う と よい . 


MG 
本 人 


@|/0 の 設定 

1/0 の 設定 は , 本 体 添付 版 と 同様 に (Extended) RequestI10 フ ァ ン クシ ョ ン を 使用 
する . 

1/0 変 換 機能 を 設定 する 場合 は , ExtendedReque st10 を 使用 する が , 別売 品 有 版 は 
本 体 添付 版 と 異な っ た { /0 変 換 機 能 を 持っ て いる た め , 従来 の ExtendedRequest 10 
の 引数 パケ ッ ト フ ィ ー ル ド に 1 /0 変 換 方 式 の 指定 を 行う 1/0 conv mode フ ィ ー ル ド 
が 追加 され て いる . 

各 I/0 変 換 設 定 の 詳細 に つい て は 「1. 1 NEC 固 有 フ ァ ン クシ ョ ン 」 を 参照 する こ 


ご 
@ メ モリ ウィ ンド ウ の 設定 
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メモ リウ ィ イン ドウ に つい て は , 設定 可能 な メモ リ 領 域 で ある DA000H-DBFFFH 
(8SK) は 本 体 で も 使用 きれ て いる メモ リ 領 域 で ある . 

し た が っ て , 別売 品 版 対応 の クラ イア ント は カー ド メ モ リ の アク セス を 行う 際 
に , メモ リウ ィ ン ド ウ を 占有 する こと が で き な い . 

別売 品 版 対 応 ク ライ アン ト で , メモ リウ ィ ン ド ウ を 使用 する ドラ イ バ パソ アプ リ ケ 
ーション は 次 に 示す 手順 で カー ド へ の メモ リア クセ ス を 行う 必要 が ある . 


1. メ モリ ウィ ンド ツウ の 確保 
メモ リウ ィ ン ド ウ の 確保 は , 本 体 添付 版 と 同様 に RequestWindow を 使用 する . そ 
の 後 は , RequestWindow で 取得 し た ウィ ンド ウ ハ ン ドル レ で メモ リ の 制御 を 行う . 


2. 割り 込み 処理 中 で の カー ド メ モ リア クセ ス 

以下 に , 割り 込み 処理 内 で カー ド メ モ リ を アク セス する 手順 を 示す . 

太 梓 は 別売 品 版 で 必ず 行わ れ な けれ ば な ら な い 女 理 を 示す . 

図 中 の GetSetWindowStatus ブ プ ァ ンク ショ ン の 詳細 に つい て は 「 田 NEC 固 有 ファ 
ンク ショ ン 」 を 参照 する こと . 


マ 芝 ググ 必 み 學 克 め で の カー ム バ メ ノア ク を スズ 


ココ 


3. メ モリ ウィ ンド ウ ア クセ ス の 注意 点 

カー ド メ モ リ を 割り 込み 処理 以外 (通常 処理 ) で アク セス する 場合 , メモ リウ ィ ン 
ドウ の セー ブ / リ スト ア (GetSetWindowStatus) を 行う 必要 は な い が , カー ドサ ー 
ビス か ら の イベ ント 通知 処理 お よび 割り 込み 処理 以外 の 処理 で 一 度 は ModifyWin 
dow を 呼び 出す 必要 が ある . RequestWindow を 呼び 出し た だ け で は , メモ リ の マッ 
ビ ピング が 正常 に 行わ れ な い 場 合 が ある の で 注意 する こと . 


4. メ モリ ウィンド ウ の 解放 
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メモ リウ ィ ン ド ウ の 解放 も 確保 時 と 同様 に 本 体 添付 胡 と 同じ で ある . Release Wi 
ndow を 呼び 出し て メモ リウ ィ ン ド ウ の 解放 を 行う こと . 


画 NEC 回 有 フ ファン クシ ョ ン 


で Extended ReguestIO 


機能 : この ファ ンク ショ ン は 標準 の カー ドサ ービス ファ ンク ショ ン (RequestI0) 
に 1I/0 変 換 要 求 機能 を 追加 し た も の で ある . 

この ファ ンク ショ ン は は 。 カー ドサ ザー ビス ファ ンク ショ ン VendorSpeetfie(34M) 
の プン アン クシ ジョン で ある , 

以下 に VendorSpecific ブ ファ ンク ショ ン に 渡す 引数 ペケ ッ ト を 示す . 


ママ ファ ンク ショ ン / に 凝 プ ダ ン ケッ ム 


1/0 conv mode フ ィ ー ル ド 以 外 は , 本 体 添付 版 の ExtendedReque stI0 と 同等 の 
機能 で ある . た だ し 別売 品 版 で は 2 つめ の 1/0 設 定 フ ィ ー ル ド が 予約 と な る . 
以下 に 各 1/0 変 換 時 の 設定 方 法 を す . 


AU 一 穫 ド 

1/0 conv mode = 0 

Base Port = 0O or 可変 

Num Port = 可変 

Card Port = (0 or Base Port 
・ 基 本 アド レス 交換 


[/0 conv mode = 0 
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Base Port = xxdOH (or 0) 
Num Port = 10H 
CaFd Pott = xxx0OH 
・ 拡 張 ア ドレ ス 交 換 
1/0 conv mode = 1 
Base Port = x0dOH or x8dOH (or 0) 
Num Port = 6OH 
ad MOiet = xxOOH or xx80H 


人 @Get/Set Windows Status 


機能 : 割り込み 処理 内 で , DA000H-DBFFFH 領 域 (6K) を アク セス する 場合 , 必ず ア 
クセ ス の 前 後 で メモ リウ ィ ン ド ウ 状 態 の セー ブ / リ スト ア を 行わ な けれ ば な ら な 
い . この ファ ンク ショ ン で DA000H-DBFFFH 領 域 の ウィ ンド ウ 状 態 を 取得 / 設 定 する 
OU SS 


割り 込み : 
INT 1FH 
人 : 
AH = CFH(PCMCIA 関 連 ) 
As 紀 07 介 
BH = 0 
BL 当 - 電 に ゃ 人 


0 ウィ ンド ツウ 状態 の 取得 
1 ウィ ンド ツ 状 態 の 設定 
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(BL = 1 の 時 ) 
CX ウィ ンド ウ モ ー ド 
DK. ネン ドウ パレ シク 


出力 : 
CF = 0 正常 終了 
AH = SUCCESS 
(BL = 0 の 時 ) 
(た ラコ ウツ イン ドウ モード 
DCー ウンド ウパ ンク 


注意 : 割り 込み 処理 内 で は , 割り 込み の 最初 に 取得 し た ウィ ンド ウ の 状態 (CX 尺 
レジ スク) と 同じ 値 を 必ず 割り 込み 処理 の 終了 で 設定 する こと . 


画 ド ライ バ 構 成 
カー ドサ ービス を 利用 する た め に CONF 1IG. SYS で 組み 込む ドライバ は 以下 の も の 
で あの 。 


SSMECIA. SYS Ne, Nx/C, NS/A NL/R 用 ソケット サー ビス 

CS. EXE Ne, Nx/C, NS/A, NL/R 用 カー ドサ ービス 
(ベン ダリ ビジ ョ ン 1、xx) 

CSALLOC.EXE 資源 確保 ユー ティ リティ 

CDCOMP.SYS SS クラ イア ント サポ ー ト ドライバ 

MCDRV.SYS メモ リカ ー ド ドラ イ バ 

HDCARD.SYS ATA カ ー ド ドラ イ バ 

CARDID.EXE カー ド 自 動 設定 ドラ イ バ 
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MS-DOS 

アブ リケーション 開発 
ガイ ド 


第 1 章 MS-D0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 
党 ] 音 
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MS-D0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の 
ガイ ドラ イン 


1.1 動作 継承 の た め の ガ イド ライ ン 


画 概 要 


本 部 は , MS-D0S 上 で 動作 する アプ リケーション を 改版 する 際 補 新規 に 開発 する 
際 に , ハー ドウ ェ ア を 直接 アク セス する こと を 極力 避け , 05 に よっ て サポ ー ト され 
る 標準 ファ ンク ショ ン を 利用 する こと に よっ て 今後 も 動作 を 継承 する た め の ガ イド 
ライ ン を 扱っ て いる . 

各 禁 止 事 項 の 実行 環境 に ある 表 は , 代替 手段 に よっ て 動作 保証 され る 実行 環境 で 
ある . 対応 する 実行 環境 は 以下 の 通り で , 〇 が 入っ て いる 実行 環境 が 保証 され て い 
9 


Windowg3. 1 ゴブ ルズ サ ガリ ロー シン モー ド 
WirndHowrgd ロ DOg ア プロ ケー ション 実 行 モ ー ド 


WindowgsMT3.1 1 ゴル スズ ガリ ロー シン モー ド 
WindowgsMT3. ロ 1 ゴル エズ ガリ ロー シン モー ド 
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1.2 ガイ ドラ イン 一 覧 


禁止 事項 : バス マス タ 機 能 を 有する 周辺 H/W を 直接 制御 し な い . 


代 奉 手段 : VDS を 使用 する . た だ し , WindowsNT で は バス マス タ は 未 サ ボ ポート. 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindeowsNT3. 1 
WindowsNT3. 
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禁止 事項 : カレ ンダ 時 計 を 直接 設定 / 参 照 し な い . 
代替 手段 : DOS の 下記 機能 を 使用 し , 日 付 ン 時 刻 の 設定 取得 を 行う. 


日 付 の 取得 
入力 条件 : AH=2Ah 
INT 21h 発 行 
出力 結果 : CX 年 (980 て 2099) 
DH 月 (1 へ て 12) 
DL 日 1^31) 
AL 曜日 (0= 日 , 1= 月 ,…6= 土 ) 


日 付 の 設定 
入力 条件 : AH=2Bh 

CX 年 (1980~2099) 

DH 月 (1 て 12) 

DL 日 (1^31) 

INT 21h 発 行 

出力 結果 : AL=00h : 有効 な 日 付 
AL=FFh : 無効 な 日 付 
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時 刻 の 取得 
入力 条件 : AH=2Ch 
INT 21h 発 行 
出力 結果 : CH 時 (0^23) 
CL 分 (0 て 59) 
DH 秒 (0^59) 
DL 秒 1/100 秒 (0-99) ( 注 ) 


時 刻 の 設定 

入力 条件 : AH=2Dh 
CH 時 (0^23) 
CL 分 (0^59) 
DH 秒 (0 て 59) 
DL=0 
DL 1/100 秒 ( 注 ) 
INT 21h 発 行 

出力 結果 : AL=00h : 有効 な 時 刻 
AL=FFh : 無効 な 時 刻 


( 注 ) PC-9821Xa10, Xa9, Xa7 以 降 の 機種 の み 対応 


Windows8.1 | の 
Windows95 | GO 


WindewsNT31 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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禁止 事項 : 


代 手 段 : 


第 1 章 MS-D0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


グロ ツイ プイ スク コントロー マン 回 定 デ ィ ス クラ ンド トロ テラ 
を 直接 操作 しない. 


下記 DOS 機 能 を 使用 レ し て フロ ッ ピ ィ イデ イィ スク ノン 固定 ディ スク へ の ア クセ 
ス を 行う . 詳細 は MS-DOS の プロ グラ マー ズリ ファ レン ス を 参照 . 


ファ イル ハン ドル の 作成 
グル 2N の 0 ルーン 
ジグ デイ 2 ルド ル の グロ ローズ 
アア ァイル ハン ドル が ら の リー ド 
ファイ ルレ ハン ドル へ の ライ ト 
ファ イル ポイ ンタ の 移動 

ディ レク トリ の 作成 

ディ レク トリ の 削除 

ファ イル 名 の 検索 な ど 


特に フロ ッ ピ イィ ディ スク に 対し て は , MS-DOS が サポ ー ト し て いな い フ 
ォ ー マ ッ ト を 使用 せ ず , 必ず MS-DOS を 経由 し て アク セス を 行う こと . 
これ ら の こと は , Network ドラ イブ へ の アク セス を サポ ボ ポート す る 上 で 
も 必須 で ある . 


Windows3.1 | の 
Windows95 | O 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


禁止 事項 : 固定 ディ スク の パー ティ ショ ン 情 報 を 参照 変更 し な い . 

代 奉 手段 アプ リケーション は , 物理 ドラ イブ と 論理 ドラ イブ の 対応 を 意識 (て 
は な ら な い . すなわち , パー ティ ショ ン 情 報 へ の アク セス を せ ず , す 
べ て の 論理 ドラ イブ を 等 価 に 扱わ な けれ ば な ら な い 
各論 理 ド ライ ブ の 論理 諸 元 な ど は , DOS の 下記 機能 で 取得 可能 で ある . 


ドラ イブ デー タ の 取得 Ch) 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


禁止 事項 : マウ ツウ スイ ンタ ーー フェイス の 直接 操作 を しない. 


代替 手段 : NEC 製 MOUSE ドラ イ バ ⑩S-DOS に 添付 ) を 使用 し , 定め られ た イン タダ ー 
フェ イス (INT 33h) を 用 いて マウ ス 機 能 を 実現 する . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


奈 正 事項 : プリ ンタ イン ター フェ イス の 直接 操作 を しない. 


代替 手段 : DOS の プリ ンタ 機能 (05h) を 使用 し て , DOS 添 付 の プリ ンタ ドラン 
経由 で 出力 が 可能 で ある . また , プリ ンタ BIOS NT 1Ah) を 使用 し 
て 出力 する こと も 可能 で ある . この 場合 , DOS で は 1 文字 単位 で の 出力 
に 対し て , プリ ンタ BIO0S で は 文字 列 単位 で の 出力 が 可能 に な る . 
これ ら の 手法 は , Ne twork プ リン タ へ の 出力 を サポ ー ト する 場合 に も 
必要 と な る . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-D0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


奈 止 事 項 : ROM BASIC 内 部 の 関数 (N88-BASIC イ ンタ プリ タ 内 の ROM サブ 
ルー チン ) を 使用 し な い . 


代 大 手 段 : 通常 , ROM サ ブ プルー チン を 使用 する 目的 は , 数 値 注 算 や 文字 烈 操作 妃 
の 基本 的 処理 を 簡単 に し , プロ グラ ム の 規模 縮小 を 図る こ と が 主 で あ 
る と 考え られ る . 高級 言語 (C, Pasca1 な ど ) を 使用 し て アプ ブリ ケー 
ショ ン を 開発 する 場合 , それ ら に 付属 の 標準 関数 を 使用 する こと で ROM 
サブ ルー チン を 使用 する 場合 と 同等 の 効果 が 得 ら れる . 


また , 基本 的 入出 力 を ROM サ プルー チン で 実現 し て いる 場合 , DOS の 持 
つ フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル で 代用 する こと が 可能 で ある . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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禁止 事項 


代 奉 手段 : 


第 1 章 MS-D0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


: ハード ウェ アマ ニュ アル ノ 市 販 技 術 情報 書籍 に 記載 され て いな 


い H/W 操 作 方 法 は しない. 


・ 画 面 表示 パラ メー タ と し て 標準 設定 値 以外 を 設定 し な い 
・ グ ラフ 8 色 モ ー ド 時 に E0000h 番 地 VRAM の 参照 変更 は し な い 


ノー ドウ ェ ア を 直接 制御 し , し か も 規定 され て いる 設定 値 ノ 操作 甘 : 
と は 異な る 制御 を 行う こと は , 将来 の ハー ドウ ェ ア で も 動作 結果 が 司 
じ に な る 保証 が 行え な いた め 禁 止 する . 


アプ リケーション は , 必ず 規定 され た 設定 値 で OS や BI0S の 機能 を 使用 
する こと . また , ハー ドウ ェ ア を 直接 操作 する 場合 で も 動作 を 保証 さ 
れ て いな い 設 定 を 行っ て は な ら な い . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-D0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


泰 止 事 項 : PC-8800 シリ ー ズ 互換 機能 は 使用 し な い . 


・40 カ ラム 表示 モー ド 

・ 簡 易 グ ラフ 機能 
・PC-8800 シ リー ズ 用 表示 フォ ント 
・ ラ イト ベン 機能 


代 共 手 段 : 漢字 表示 を 主体 と する 画面 で は , 漢字 が 横長 で 表示 され る 40 カ ラノ 
ー ド は 使用 され る 局面 が 少な いと 考え られ る . また , 40 カ ラム モー ド 
を 使用 する 理由 と し て , 大 き な 文 字 表 示 で 見 る 者 に アピ ー ル する こと 
が 考え られ る . し た が っ て , 性 能 な ど が 特に 問題 視 さ れる こと が 少な 
いた め , グラ フ 捕 画 に よる 40 カ ラム の 実現 も 可能 と 考え る . 


同様 に , 簡易 グラ フ も 98 本 来 の グラ フ で 表現 する こと が 可能 で ある . 
PC-8800 シ リー ズ 用 表示 フォ ント は , 本 来 は 解像度 の 低い CRT で も 福 訟 
性 の 高い 文字 を 表示 する た め の フ ォ ン ト で あり , 高 解像度 CRT が 標準 と 
な っ た 現在 で は , 単に 視覚 効果 を 求め る も の で ある と 考え られ る . 

ライ トペ ン 機 能 は , 現在 出 礁 され て いる PC-9800 シ リー ズ で は ハー ド 
ウェ ア 的 に サポ ー ト され て お ら ず , ソフ トウ ェ ア で の 使用 が 不可 と な 
っ て いる . 代替 手段 と し て タッ チ パ ネル が 考え られ る . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindowsNT3L1 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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禁止 事項 : 


代 奉 手段 : 


第 1 章 MS-D0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


拡張 メモ リ を 利用 する イン ター フェ イス と し て VCPI を 使用 し な 
い . 


単に DO0S で の 使用 可能 メモ リサ イズ を 増やし た い の で は あれ ば , EMS 
MS と いっ た 特定 の アド レス 空間 を 多重 化す る 仕組 み が 利用 で きる . こ 
れ ら は , アプ リケーション 自身 は リア ルモード で 動作 し な が ら , 必要 
な メモ リ を API に よっ て 確保 する も の で ある . し た が っ て , 通常 行 う メ 
モリ 確保 解放 を EMS や XMS の API に 置き 換え て いけ ば よい 

また , アプ リケーション 自身 が プロ テク トモ ー ド 動作 する の が DPMI や V 
CPI で ある . DPMI は , プロ テク トモ ー ド で の DOS 機 能 呼 び 出 し を サポ ボー 
ト す る も の で あり , リア ルモード 用 と し て 作成 され た アプ リ ケ ー シ ョ 
ン に プロ テク トモ ー ド へ の 切り 替え 処理 や セグ メン トン セレ クタ 変換 
, プロ テク トモ ー ド か ら の BTIOS 呼 び 出し 処理 (いずれ も DPMT の APT と 
し て 存在 ) を 追加 する . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindewsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-D0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 

禁 正 事項 : 割り込み ハ ンド ラ 内 で , スタ ッ ク 上 に 記憶 され た 戻り 番地 (CS 
: IP) を 参照 変更 し な い . 

代 奉 手段 : どこ で 割り 込み が 発生 し た か を 検出 する ため に , スタ ッ ク 上 の 戻 味 


地 を 参照 し て いる の で あれ ば , 割り 込み 処理 と 被 割り 込み 処理 と の 間 
で フラ グ 操 作 を 行え ば 解決 で きる . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | GO 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindeowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-D0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


禁止 事項 : 割り 込み ハン ドラ か ら 復 帰す る 際 に , IRET 偉 令 以 外 を 使用 し て 
は な ら な い . 


代 奉 手段 : 割り 込み 処理 か ら 被 割り 込み 処理 に 制御 を 戻す 際 に , 割り 込み の 発 E 
し た 場所 と は 異な る 場所 に 制御 を 移す た め に JMP 命 令 な ど を 使用 し て い 
る 場合 , 被 割り 込み 処理 に 制御 を 戻し て か ら 目的 の 場所 に ジャ ンプ す 
る よう に 修正 し , あく まで も TIRET 命 令 を 割り 込み 処理 の 最後 に お く . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindewsNT31 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-D0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


奈 正 事項 :DMA コ ント ロー ラ の AutoInitialize モ ー ド は 使用 し て は な ら 
ASY、 


代 医 手段 : 1 回 の DMA 転 送 が 終了 する ご と に DMA コ ント ロー ラ の アド レス レジ ンタ 
と カウ ント ワー ドレ ジス タ を 再 設 定 す る こと で AutoInitialize モ ー ド 
と 等 価 な 動作 と な る . 


また , CPU を 含め た シス テム の 高速 化 に より , 特に AutoInitialize モ 
ー ド を 使用 する 必要 が な く な りつ つ あ る . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindeowsNT3. 1 
WindowsNT3. 


注意 : Window sNT で は , DMA コン トロ ー ラ は 使用 で き な い . 代 苦 手段 と し て は 禁 
事項 「 フ ロッ ピ ィ ディ スク コン トロ ー ラ ノンノ 固定 ディ スク コン トロ ー ラ を 直接 
操作 し な い 」 の 代替 手段 を 参照 する こと . フロ ッ ピ イデ ィ ス クノ 固定 ディ ス 
ク 以 外 に 対す る 代 准 手取 は な い . 
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第 1 章 MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


禁 正 事項 : DMA Ch#O を 使用 し て 1MB 超 空間 へ の 転送 を し て は な ら な い . 


代 共 手 段 : 1MB を 越え る 空間 へ の DMA 転 送 に は Ch#3 を 使用 する . Ch#O は 最近 の D 
標準 実装 モデ ル の シス テム で 使用 し て いる た め , モー ド 変 更 で き な 
い . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindeowsNT3.1 
WindowsNT3. 


注意 : Window sNT で は , DMA コン トロ ー ラ は 使用 で き な い . 代 共 手 段 と し て は 克 
事項 「 フ ロッ ピ ィ ディ スク コン トロ ー ラ ノン 固定 ディ スク コン トロ ー ラ を 直接 
操作 し な い 」 の 代替 手段 を 参照 する こと . フロ ッ ピ イィ ディ スク ン 固 定 デ ィ ス 
ク 以 外 に た いす る 代 奉 手段 は な い . 
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第 1 章 MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


禁止 事項 : シス テム タイ マ の カウ ンタ レジ スタ を 割り 込み 発生 以前 に 読み 
軸 . し て 付か ら だ ない) 


MM 6 の 読み 出し は , 必ず クイ ムアツ ウト 割り 込み が 発生 し た 後 す T 


Windows3.1 | の 
Windows95 | の 


WindewsNT3L1 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


禁 正 事項 キー ボー ド の LED を 直接 制御 し て は な ら な い . 


代替 手段 : 実際 の キー 状態 と は 異な る LED 状 態 を 作り 出さ な いた め に も , LED 交 
は 直接 行っ て は な ら な い . 必ず BIOS 本 来 の 処理 担当 に 委ね る こと . 


Windows3.1 | の 
Windows95 | の 


WindewsNT3L1 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


禁止 事項 : キー ボー ド か ら の デー タ を 直接 H/W か ら 取 得 し て は な ら な い . 


代替 手段 : キー コー ド が 必要 な 場合 に は , キー ボー ド BIOS NT 18h) に よ 写 
ー タ 取得 で 得る こと が で きる . 文字 コー ド が 必要 な 場合 に は キー ボー 
FBIOS の ほか に , DOS の キー 入力 機能 (AH=01h/06h/07h/08h/0Ah, 1 
NT 21h) で 代用 する こと も で きる . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | GO 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindeowsNT3 ロ | 〇 | 
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禁止 事項 : 


代 娠 手段 : 


第 1 章 MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


VSYNC/HSYNC と 画面 表示 タイ ミン グ の 同期 を 期待 し て は な ら 
な い 、. 


実際 の VRAM 描画 に よっ て 期待 する 表示 タイ ミン グ を 作り だ し , 特 列 
示 効 果 を 実現 する . (表示 範囲 を 表示 タイ ミン グ で 決め る の で は な 
く , 実際 に VRAM を 操作 し て 決め る ) 


表示 タイ ミン グ と 描画 タイ ミン グ の バラ ンス で 作り 出さ れる 特殊 区 果 
は 不可 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindeowsNT31 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


禁止 事項 : テキ スト 画面 と グラ フ 画 面 の ドッ ト ず れ を 意識 し て は な ら 
AR 


代 夫 手段 テキ スト 画面 と グラ フ 画 面 の 野 線 を 合成 する 場合 , 1 ドッ ト の 隙間 太 


く 配置 せ ず , 少し 隙間 を 持た せる こと で テキ スト と 臣 線 が 重 な ら 
が いい 


Windows8.1 | の 
Windows95 | GO 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindeowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-D0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 

禁止 事項 : フォ ント パタ ー ン の 読み 出し プン 書き 出 し を Cc ウィ ンド ウ の 仁 得 
位置 か ら 行 っ て は な ら な い . 

代 共 手 段 : CRT BIOS (INT 18h) の フォ ント パタ ー ン 読み 出し 書き 込み を 全 胃 


する こと に より , 自動 的 に CGC ウィ ンド ツウ 中 の 規定 場所 か ら 読 み 書 き が 
開始 され る . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | GO 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindeowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


禁止 事項 : メモ リス イッ チ を 書き 換え て は な ら な い . 


代 共 手 段 : メモ リス イッ チ を 書き 換え る こと は , 同時 実行 中 の 他 の DOS ア プリ ゲ ケー 
ショ ン に も 影響 を 与え る た め , 行っ て は な ら な い . 


RS-232C の 通信 条件 設定 や プリ ンタ の 設定 を 行っ て いる 場合 , 拡張 DOS 
シス テム コー ル (INT ODCh) で 代用 可能 . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindewsNT31 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 


ae 0 よ メ モリ スイ ッ チ の 書き 換え に より , 他 の DO0S ア プリ ケー ショ 
ン に 影響 を 与え る こと は な い . 
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禁止 事項 : BGC/GRCG を 無 条 件 に 使用 し て は な ら な い . 
代替 手段 : EGC/GRCG を 使用 する 前 に , それ ぞ れ の 実装 有無 フラ グ を 参照 し て ヵ ら 
アク セス を 行う . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindeowsNT3 ロ | 〇 | 
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第 1 章 MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン 開 発 時 の ガイ ドラ イン 


:EMS フ ァ ン クシ ョ ン 5700h (メモ リ 領 域 の 移動 ) を 使用 し て は 


な ら な い . 


メモ リ 間 の 転送 は , CPU の 持つ ブロ ッ ク 転送 命令 な ど を 用 いて アプ 
ー ベ ジン ョ ッ 側 で 全う 、 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindewsNT3L1 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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禁止 事項 : 割り 込み ベク タ の 直接 参照 / 直 接 変更 を 行っ て は な ら な い . 


代替 手段 : DOS フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル (AH=25h/35h, INT 21h) を 用 いて 割 
み ベ クタ 設定 取得 を 行う . 


Windows3.1 | の 
Windows95 | の 


WindewsNT3L1 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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禁 正 事項 : 10.SYS/MSDOS. SYS の 作業 領域 を 直接 参照 変更 し て は な ら 
ARUY、 


代 共 手 段 : D0S フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル (ドラ イブ 諸 元 な ど ) 拡張 DO0S フ ァ ン クタ シン 


ョ ンコ ー ル で 提供 され て いる 機能 (論理 ドラ イブ テー ブル 取得 な 
は , 直接 作業 領域 を 参照 せ ザ ファ ンク ショ ンコ ー ル で 取得 する . 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindeowsNT3 ロ | 〇 | 
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禁止 事項 : 固定 ドラ イブ 割り 当て を 意識 し て は な ら な い . 2 ドラ イブ FD を 
前 提 に し て は な ら な い . 


代替 手段 : DO0S の IO0CTL フ ァ ン クシ ョ ン な ど で 実 際 の ドラ イブ 接続 状況 を 取得 し 
それ を 元 に アプ リケーション イン スト ー ラ の 動作 する 環境 を 設定 す 
る . 具体 的 に は どの ドラ イブ か ら ど の ドラ イブ に イ ンス トー ル す る か 
テー ザー の 起動 ドラ イプ は どこ か な ど を 判別 し 。 どの よう な ユー ザ 
= で お (人 作 守 に ポン スト ドトール で きる の よう に する の る 、 また ツウ ロッツ 世 イ 
ディ スク 同士 の コピ ビー の 必要 が ある 場合 , 固定 ディ スク を 使用 する な 
どの ドラ イブ 1 台 モ デル で の 対応 が 必要 . ( 例 : 仮想 FD ドラ イプ 機能 
使用 する な ど ) 


Windows8.1 | の 
Windows95 | の 


WindowsNT31 | 〇 | 
WindowsNT3 ロ | 〇 | 
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泰正 事項 シス テム 共通 域 お よび 1I0.SYS ワ ー ク エリ ア を 直接 参照 し 
な い 、. 


エリ ア 情 報 : エリ ア 名 称 DISK_INF 
が ドル レス 0000h:0460h047Fh 


エリ ア 内 容 の 説明 
SCST HD の 諸 元 (ユニ ッ ト 4 バ イト , #O^#7) 
・ セ クタ 数 
・ ヘ ッ ド 数 
・ シ リン タダ 数 
・ セ クタ 長 


代 医 手段 : SCSI BIOS の ファ ンク ショ ンコ ー ル に より 情報 を 取得 する . 


INT 1Bh 
AH=84h 
Al= デ バイ スタ イプ ユニ ッ ト 番 号 (40hA7b) 
[出力 情報 ] 
AlH= ス テー タス 情報 
Al= 携 続 さ れ て いる デバ イス の 容量 
BX= セ クタ 長 
CX= シ リン ダ 数 
DH= ヘ ッ ド 数 
DL= セ クタ 数 
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林 正 事項 : シス テム 共通 域 お よび TI0.SYS ワー クエ リア を 直接 参照 し な 


い . 

エリ ア 情 報 : エリ ア 名 称 CR_STS_ FLAG 
ドル レス 0000h:053h 

エリ ア 内 容 の 説明 

・bit7 遂 続 ディ スプ レイ タイ プ (標準 ディ スプ レイ ノ 専用 高 解 
像 度 デ ィ ス プレ イ ) 


DNS NG ググ クス クイ (ーー ドア クノ セス イノ / ドッ トド ト ア ググ ク 世 る ) 
・bit2 た ト U 思 は ー ト クイ プ (ペー チ ティ カル ライ ン ルン 商 ク ラッ ) 
・bit1l 行 あ た り の 文字 数 80 文学 /40 文 字 ) 

・bit0 画面 あたり の 行 数 ⑫5 行 20 行 ) 


代替 手段 : CCT BIOS の ファ ンク ショ ンコ ー ル に より 情報 を 取得 する . 
INT 18h 
AH=0Bh 
[出力 情報 ] 
AL= モ ー ド 設定 状態 (上 記 エ リア と 同情 報 ) 


注意 : ノー マル モー ド 時 の み 有 効 
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党 2 音 


AT 互換 機 ア ブリ ケー ショ ン 
移植 時 の ガイ ドラ イン 


本 資料 は , PC/AT 互換 機 用 に 開発 され た DO0S アプ リケーション を , PC-9800 シ リー 

ズ に 移植 する 際 に 考慮 し な けれ ば な ら な い ア ー キ テク チャ の 差異 情報 を まとめ た 資 
料 で ある . 

PC-9800 シ リー ズ は 現在 大 きく 分 類する と , PC-9801 xx と PC-9821xx シ リー ズ に 
分 けら れる . 本 資料 中 で は , 両者 に 関係 する 記載 に は , 「PC-98」 と いう 表現 を 用 い 
ua 


画 移 植 の 際 の 基本 指針 
@ 基 本 指針 


・DOS API (INT2xh) の 使用 

・ 機 種 に 依存 し な い ア プリ ケー ショ ン の 開発 を 推奨 

・ ア プリ ケー ショ ン 側 か ら の ハー ドウ ェ ア の 直接 制御 は 極力 避け た 移植 を 行う 

・ ソ フト ウェ アド ライ バ の 移植 の 際 に は , プラ グ 尺 プレ イ の コン セプト に 沿っ た 
柔軟 條 の ある ハー ドウ ェ ア リ ソ ー ス 使用 を 考慮 する こと . 

・NEC が 準備 する API を 極力 使用 する こと . (グラ フィ ッ ク API, アク セラ レー タ A 
PI, Game 用 API) 
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@ 推 奨 AP 


ディ スプ レイ API ①D ア クセ ラレー タ BIOS ( 順 火 サポ ー ト 予定 ) 
②AVGDRV. SYS 
⑬③ グ ラフ ィ ッ ク BIOS (INT 18h) 


・ シ リア ル TF (DRS-232C BIOS (INT 19h) 
・ パ ラ レル ITF ① プ リン タ BI0S (INT 1Bh) 
・ 固 定 デ ィ ス ク  (Q①ASPI マ ネー ジャ 対応 ドラ イ バ 

② デ ィ ス ク BIOS (INT 1Ah) 
・ タ イマ (DD09 ク アア ンク ショ ン (INT 21h) 

人 @ 推 奨 動作 環境 

・OS (①MS-DOS Ver5.0 以 上 
・ メ モリ 管理 ②EMS 

③DPMI 
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2.1 概要 


田 メ モリ マッ プ 


PC-98 に は アー キテ クチ ャ が 2 種類 あり , ビデ オ の 解像度 だ と メモ リマ ッ プ が 違 う . 
ノー マル ・ レ ゾ リ ュー ショ ン ・ モ ー ド と ハイ ・ レ ゾ リ ュー ショ ン ・ モ ー ド が ある . 

ハイ ・ レ ゾ リ ュー ショ ン ・ モ ー ド は CAD な どの 特殊 用 途 を 考慮 し た モー ド で ある . 
が ーッ レル ツリ ョ ーション シャ ポー ドド CO も ノラ クイック クン ノ セラ レー ク を 利用 し 
て 高 解像度 が 得 ら れる の で , ここ で は ノー マル ・ レ ゾ リ ュー ショ ン ・ モ ー ド の メモ 
リマ ッ プ の み 扱 う . 

PC-98 の メモ リマ ッ プ は AT 互換 機 と 非常 に 良く 似 て いる . 0S の API を 使用 し て いる 
限り その 違い を 気 に す る 必要 は な い . 


マメ ソノ マッ ン の 必 災 


以下 の アド レス の 範囲 は UMB と し て 利用 で きる . 
2 の の 一 4 た 
拡張 メモ リ の 管理 は XMS, EMS, DPMI の API を 使え ば 互換 性 が ある . 


画 |/0 ボ ー ト 


AT 互換 機 と PC-98 の I/0 ボ ー ト ア ドレ ス は その ほとん ど が 違う アド レス に な っ て 
いる .DMA コン トロ ー ラ , 割り 込み コン トロ ー ラ な ど 同 じ デ バイ ス が 使わ れ て いる が 
アド レス は 異な る . オン ボー ド の コン トロ ー ラ は AT 互換 機 の 場合 連続 し て いる が , PC 
-98 の 場合 偶数 また は 奇数 番地 に な っ て お り 不 連続 で ある . 

移植 の 際 は デバ イス の ベー ス I/0 ア ドレ ス と オフ セッ ト ア ドレ ス を 修正 する 必要 
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が ある . AT 互換 機 の 場合 , 隣 の 1/0 ポ ボー ト に アク セス する 場合 は ベー ス 1/0 ア ドレ ス 
に 十 1 す れ ば 良い が , PC-98 の 場合 は 十 2 し な けれ ば な ら な い . 
オプ ショ ン ボ ー ド は ボー ド の 設計 の よる の で 上 記 の 方 法 は 当て は ま ら な いこ と 
が ある . 


マル の が 一 人 の 数 (の 09 一 の 7 の 


マル の が 一 人 の 数 (の 一 の / グ 


マル の が 一 人 の 数 (の の 一 の 巡り 


マル の が 一 人 の 族 要 の 9 一 の 9 チノ 
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男 割 り 込 み ベ クタ 


害 | り 込 み ベ クタ の H ン ノ W 割 9 り 込み, BIOS 割 り 込み の 割り 当て が 異な る . 

アプ リケーション は H プ W, BIOS 割 り 込 み を な る べく 使わ な い 方 が よい . アデ アプリケ 
ーション は 0S が 提供 する API を 使う べき で ある . 

H ノ W を 制御 する デバ イス ドラ イ バ (H ノ W 割 り 込 み ベ クタ を 使う が 割り 込み コン ト 
ロー ラ の スレ ー プ の 割り 込み 番号 が 違う こと , また , カス ケー ド の レベ ル が 違う こと 
に 注意 する こと . 

AT 互換 機 で は 通常 末 使 用 の ベク タ の 値 は 0000 : 0000 で ある が PC-98 で は エラ ー 
を 表示 する アド レス を 指し て いる . よっ て ベク タ が 未 使 用 か を AT と 同じ 方 法 で チェ 
ッ ク し て は な ら な い . 


ヤマ 芝 グ みみ ベク タ の 履 妥 琴 / ル 7 の 一 が が 


ヤマ 芝 ググ 必 みみ ベク タ の ル 妥 琴 / ル 7 の ー// が 
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圏 ブ ー ト スト ラッ プ 


PC-98 に は リブ プー ト フ ァ ン クシ ョ ン が 無い リプ ブー ト す る に は FFFEF : 0000 ヘ ジャ 
ジン すし は よい 

PC-98 は 通常 05 を 起動 し た ドラ イブ が A : と な る . よっ て , アプ リケーション , 物 こ 
イッ ンス トー アラ は ドラ イク アサ イン を 回 走 し て なら な い アア リグ ーション や イン 
スト ー ラ は 0S が 提供 する API を 使っ て ドラ イブ の 種類 を 調べ る 必要 が ある . 

た と えば , MS -DO0S な ら , IoCt1 フ ァ ン クシ ョ ン を 使っ て , ドラ イブ が 固定 ディ スク 
か リム ー バ ブル か ロー カル か リモ ー ト か を 知る こと が で きる . 
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2.2 ハー ドウ ェ ア 


田 着 り 込 み コ ント ロー ラ 


AT 互換 機 と PC-98 は 同じ コン トロ ー ラ を 使用 し て いる が 1I/0 ア ドレ ス と 割り 込み 
レベ ル , そし て 各 レベ ル に 接続 され る デバ イス が 違う . 

AT 互換 機 で は EO1[ コ マン ド と し て 特殊 0I (作用 する レベ ル を 指定 ) を 用 いる こ 
と が ある が , PC-98 で は 非 特殊 EO1 (20H) を 使用 する の が 一 般 的 で ある . 


田 タ イマ 


AT 互換 機 で は カウ ンタ #0 (シス テム タイ マ ) が 常に イン ター バル タイ マ と し て 
動作 し て いる が , PC-98 で は 通常 割り 込み は マス ク さ れ て いて 動作 し て いな い . 

アプ リケーション デバ イス ドラ イ バ が イン ター パル タイ マ て と し て プロ グラ ょ し 
て も 良い が 推奨 し な い . イン ター バル タイ マ と し て 多重 に 使用 する た め の ル ー ル が 
無い か ら で あ る . イン ター バル タイ マ と し て 使え る も の に V-SYNC 割 りう 込み が ある . 


田 カ レン ダ 時 計 


PC-98 の カレ ン ン ダ 時 計 は 機種 に よっ て 異な る デバ イス を 使用 し て お り 年 号 の あ 
る も の と 無い も の が ある . よっ て 日 付 , 時 刻 の ファ ンク ショ ン は BIOS ま た は OS が 提 
供する API の 使用 を 推奨 する . 


注意 :V-SYNC 割 り 込 み を マス ク す る よう な アプ リケーション に お いて は , 以下 天 
に 留意 する こと . 
・V-SYNC 割 り 込 み を マス ク す る 必要 が な けれ ば V-SYNC 割 り 込 み を マス ク し て は 
な ら な い . 
・V-SYNC 割 りう 込み を マス ク す る 必要 が ある アプ リケーション は V-SYNC 割 り 込み 
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の マス ク が 必要 な 処理 の 直前 に マス ク を 行い , 処理 が 終了 し た ら 速 や か (に マス ク 
を 解除 する こと . また , この 際 , 割り 込み を マス ク す る 期間 は 可能 な 限り 短 時 間 と 
9 

弄 キー ボー 


キー ボー ド の ハー ドウ ェ ア ( RI 異な る . 

日 本 語 入力 を 可能 と する た め に は 0S が 提供 する API を 使用 し な けれ ば な ら な い , 
PC-98 で は 左右 の SHIFT 絡め 半 だ ずる こと は で き な い 

(65 キー 左 じ し かない 

Alt キ ー は GRPH キ ー を 代用 する . 


田 ビ デオ 


PC-98 の 標準 の ビデ オモ ー ド は テキ ス ト 80※X25x8 色 , グラ フィ ックス 640 ※X400 
X16 色 で ある . テキ スト と グラ フィ ックス は 重ね て 表示 する こと が で きる .CGA の テ 
キス トモ ー ド は この 標準 の ビデ オモ ー ド を 使用 すれ ば 移植 が 容易 で ある , 

AT 互換 機 の テキ スト 表示 は 文字 の フォ アグ ラン ド と バッ ク グ ラン ドカ ラー が 指定 
で きる が PC-98 に は この 機能 が な い . し か し , 前 述 の テキ スト , グラ フィ ックス の 重 
ね 合わ せ を 利用 すれ ば テキ スト の バッ ク グ ラン ドカ ラー を グラ フィ ックス を 使っ て 
実現 で きる . VGA か ら の 移植 は 256 色 グラ フィ ックス モー ド を 使用 すれ ば 640 X480 の 
解像度 が 得 ら れる . 

PC-98 の グラ フィ ックス アク セラ レー タダ は Windows の グラ フィ ックス アク セラ レ 
ーション の た め に 用 意 さ れ て いる も の で VGA 互 換 の 機能 は 保証 され て いな い . 

また , VGA BIOS も 用 意 し て いな い の で 使用 する 場合 は 各 チ ッ プ に 直接 アク セス し 
な けれ ば な ら な い . 


田 シ リア ル ボ ー 


PC-98 の シリ アル ポー ト は 調歩 同期 式 の ほか に 同期 欧 を サポ ー ト し て いる . 
調歩 同期 式 で は 19, 200bp s ま で の 転送 を 保証 し て いる . 同期 式 で は さら に 高速 な 
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転送 が 可能 で ある . 
ボー レー ト は タイ マ に 設定 する 分 周 値 で 決定 する . タイ マ の 源 振 は バス クロ ッ ク 
に よっ て 変わ る . バス クロ ッ ク の 値 は パラ レル レル レポート で 調べ る こと が で きる . 


田 バ ラ レ ル ボー 


PC-98 の パラ レレ ルレ ポート の ステ ー タ ス は Busy し か な い , 

プリ ンタ が 接続 され て いな いと き は NonBusy(Ready) と な っ た まま で ある . この 
状態 の と き 出力 デー タ は 失わ れる . これ を 加 避 する に は , ス トロ ー ブ プ 信 号 を オン に し 
て か ら 6Bu s y 信 号 を 一 定時 間 監 視 し て Busy 変 化す る 事 で プリ ンタ が デー タ を 受け 
取っ た と 確認 する 事 が で きる . 変化 し な い 場 合 は プリ ンタ が 接続 され て いな い . 


田 マ ウス 


PC-98 の マウ ス は H ン WW 割り込み が イン ター バレ タイ マ と な っ て いる . これ は AT 五 
換 機 の バス マウ ス と 同じ 仕組 み で ある . 

AT 互換 機 の マウ ス H ン W 割 り 込 み は マ ウス を 動か し た 時 に し が 割り 込み が 発生 し な 
い ヽ 


画 FD 

AT 互換 機 も PC-98 も 同じ デバ イス (NEC765) が ベー ス で ある . し か し , PC-98 は 単 
窓 度 記録 も サポ ー ト し て いる . 

PC-98 の FD の フォ ー マ ッ ト は 1024 バイ トン セク タ が 標準 な の で FDC を 直接 アク セ 


ス す る べ でき で は な い . 0S が 提供 する APT を 使用 すれ ば フォ ー マ ッ ト に 依存 し な い プ ロ 
グラ ム に な る . 


画 HD 
PC-98 の 標準 は SASI イ ンタ フェ ー ス の HD で ある が 最新 の 機種 で ご は IDE イ ンタ フェ 
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ー ス の HD を 使っ て SASI イ ンタ フェ ー ス を エミ ュ レー ショ ン し て いる . よっ て HD コン 

トロ ー ラ を 直接 アク セス する こと は 推奨 し な い . SCSI イ ンタ フェ ー ス も 同様 で ある . 
SCS ユ インタフェース の コン トロ ー ラ は 種類 が 多く それ ぞ れ に 対応 する の は 困難 で あ 
る . これ は AT 互換 機 で も 同様 で ある . 
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一 DI0S 


AT 互換 機 の BI0S と 対応 する PC-98 の BIOS 機 能 を 以下 に 示す . 


マ // の 江 記 の 錠 炎 / ル 7 7 の 7 一 7 が 


品 


マ // の 江 月 の 錠 数 / ル 7 7 が 77 の 7 


マ // の 江 懇 の 錠 数 /W7 747ー7⑦ 


弄 


@ ビ デオ 
(1) カー ソル 形状 の 設定 は テキ ス ト GDC へ 直接 プロ グラ ム す る 事 で 可能 . 
(2) カー ソル 位置 は テキ スト GDC か ら 読 み 出 す 事 が 可能 . 
(3③ デジ タル RGB を サポ ー ト する 機種 で の み 使 用 可能 . 
(4)PC-98 の ビデ オ BI0S に は 文字 を 表示 する ファ ンク ショ ン が 無い . よっ て アプ ブリ 
ケー ショ ン は 上 直接 VRAM に 書き 込む か 0S の API を 使用 し な けれ ば な ら な い . 


@⑯ シ ステ ム 構 成 情報 プ メ モリ サイ ズ 


(5) これ ら の 情報 は BI0S 作 業 域 か ら 取 得する . 以下 の 情報 が 格納 され る . 
・CPU 種 絢 クロ ッ ク 数 ステッピング 情報 
・ メ モリ サイ ズ は 1M バ イト 以下 , 1M 以 上 16M バ イト 以下 , 16M バ イト 以上 の 三 つ の 
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フィ ー ル ド に 分 け て 格納 され て いる . 
・ フ ロッ ピ イ ディ スク , SASI ノ SCS1I 固定 ディ スク の 接続 情報. 


ディ スク 

(6) PC-98 で は 自動 的 に 最適 値 を 設定 する の で サポ ボー ト し て いな い . 

(7) 診断 用 コマ ンド で ある た め サ ポー ト し て いな い . 

(8) BIOS 作 業 域 の ソリ ザル レル トス テー タス STO0 フ ィ ー ル ド に 情報 が 設定 する . 

(9) ドラ イブ タイ プ は BIOS コ マン ド の AL レジ スタ で 設定 する . 

(10) メデ ィ ア タイ プ は フォ ー マ ッ トコ マン ド の CH レジ スタ (セク タ 長 ) で 決定 
され る . 


@ シ ステ ム サ ー ビ ス 

(DU ポト ド し て し いい 

(12) 拡張 BI10S セ グ メ ント は 無い . 

(13) MS-DOS の マウ ス ドラ イ バ な ど 0S の 提供 する API を 使用 する . 


キーボー ド 

(14) キー ボー ドコ ント ロー ラ を 直接 プロ グラ ム す る 事 で 可能 . 

(15) BIOS 作 業 域 を 直接 操作 する こと で 可能 

(16) キー ボー ド 機 能 は 初期 の モデ ル か ら 互 換 性 が あり 拡張 機能 は 無い . 


価 ROM BASIC 
(17) BIOS の 内 部 で 使用 する た め の フ ァ ン クシ ョ ン で あり , アプ リケーション か ら 
は 利用 で き な い . 


@ ブ ー ト スト ラッ プ 
(18)FFFF : 0000 へ ジャ ンプ する . 
Ns 
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(20) 日 付 と 時 刻 は 同時 に 扱う .PC-98 の 時 刻 は 秒 の 単位 まで し か サポ ー ト し て い 


XS 
(21) タイ マ の 割 込 07H は イン タ ー ノ マレ で は 無く, タイ マ BIOS で 設定 し た タイ ム ア 


ウト 時 間 が 経過 する と 1 回 だ け 割 込 を 発生 する , 


(20) (21) へ の 付記 事項 :PC-9821 Xa10, Xa9, Xa7 以 降 の 機種 で は , 1 /100 秒 王 7 
に SSD IP か とう 0 
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第 6 部 
Windows 

アブ リケーション 開発 
カイ トド 


た と た - 4 ニー デデデ | 
第 1 草 
Windows 3.1 の 概要 


日 本 語 版 Windows が 最初 に 登場 し た の は 1 986 年 で ある . 当時 の Windows 1.0 の 仕 
様 は タイ リン グ ・ ウ ィ ン ド ウ を 採用 し た GUT (Graphical User Interface) 環 
境 , 疑似 マル チタ スク の 採用 , 640K バ イト の メモ リ 空 間 で の 動作 な ど で あ っ た . 
し か し , これ ら の 機能 を その 当時 の マシ ン 環 境 (80286 が まだ 珍し く , メモ リ の 実 
装 量 も 1M バ イト 程度 が 普通 だ っ た ) で 動作 させ る の は か な り 負 担 が 大 きく, 
Windows 1.0 の 普及 率 は 低かっ た . 

し か し , その 後 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ が 重ね られ る と 同時 に , CPU の 飛躍 的 な 性 能 の 同 
上 が , コン ピュ ー タ の 速度 向上 に 大 きく 頁 献 し , 1993 年 に バー ジョ ン 3. 1 が 発表 され 
る と , 急速 な 普及 を 見 せ た . そし て , 現在 は , 発売 され る ソフ トウ ェ ア の 殆ど が , Wind 
ows 対 応 の ツ ソフ トウ ェ ア と な る な ど , パソ ンコ ン 0S の 主流 と な っ て いる . 


画 Windows 3.1 の 特徴 
Windows は , MS-DOS の 欠点 を 補完 する 形 で 機能 を 拡張 し た オペ レー ティ ング 環境 


で ある . 完全 に 独立 し た オペ レー ティ ング シス テム で は な い . MS-DOS か ら 起 動 さ 
れ , 起動 後 も 一 部 の MS-DO0S シ ステ ムコ ー ル を 呼び 出し て いる . 
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HIHG ルー ド 員 エア 


EET 


テ | プ | 通 | な 
回 貞 E ブロ ッ タ デバ イス ドラ イ バ 
" 
プ | タ | | る 
し 1 想 想 デパ イス ドラ テイ テル エ 
B 


I 


MS-DOS か ら 拡 張 され た 点 は , 主 に 以下 の 3 点 で ある . 

(1) マル チタ スク 

(2 グラ スイ ルル ッ ラ ー サ ー テ イン クー ショ デー グズ (001) 
(3) 機種 に 依存 し な い グ ラフ ィ ッ ク 処 理 


@ ひ マルチ タス ク 


Windows で は 複数 の プロ グラ ム を 同時 に 実行 する こと が 可能 と な っ て いる . コー 
ザー は , 複数 の アプ リケーション を 同時 に 実行 状態 に し て お いて , アク ティ ブ な タ 
スク を 画面 上 で 切り 奪え る こと が で きる . 例え ば , 大 きい プロ グラ ム の コン パイ ル 
を 実行 し て いる 最 中 に , その 加 で 気 博 らし に ゲー ム を する と いっ た 使い 方 が 可能 こ 
な る . 

一 般 的 に ,。 マル チタ スク と いっ た 場合 に は , 「 プ リエ ンプ ティ ブ な マル チタ ス 
ク 」 の こと を 指す . 代表 的 な が プリ エン プティ ブ な マル チタ スク 0S と し て は Windows 
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NT や UNIX な ど が あげ られ る . し か し , Windows 3.1 は 「 ノ ンプ リエ ンプ ティ ブ な 
マレ 2 た グ ス ク | で ある 、 

プリ エン プティ ブ な マル チタ スク と は , タス ク の 切り 替え を タイ マ 割 り 込み な ど 
に より , オペ レー ティ ング シス テム が 強制 的 に 行う 方 世 で ある. ある アプ リ ケ ー シ 
ョ ン が , 時 間 の か か る 処理 を 行っ た 場合 で も , 他 の アプ リケーション は その 間 も 処 
理 を 続け る こと が で きる . 

一 方 , Windows で 採用 され て いる ノン プリ エン プティ ブ な マル チタ スク で は , タダ 
スク の 切り 奉 え は 各 ア プリ ケー ショ ン の 責任 に ま か さ れ て いる . 時 間 の か か る 処理 
NN 他 の アプ リケーション の 処 
理 は その 間 停 止 し て し まう . これ を 了 加 有 す る た め に は , Windows が 他 の アプ ブリ ケー 
明生 で に の ウ の に 
と に 確認 する 必要 が ある . メッ セー ジ キ ュ ー を 上 顔 繁 に 検査 し な い ア プリ ケー ショ ン 
は , CPU 時 間 を すべ て 消費 し て し まい , 他 の アプ リケーション に CPU を 切り 替え る こ 
と が で き な く な る . し ば し ば , 「Windows は 疑似 メル チタ スク で ある 」 と 言わ れる 
が , この 辺り が その 理由 と な っ て いる . 

現在 , 最も 多く 稼働 し て いる 80386 以 上 の CPU (386 ノ /486 ノ Pent ium) に は マル 
チタ スク 0S の た め の 機 能 が 内 蔵 され て いる . し か し , Windows1.0 が 発表 され た 当 
時 の CPU で ある 8086 に は , その よう な 機能 は 存在 し て いな か っ た . その た め , レノ 
ンプ リエ ンプ テディ ブ な マル チタ スク 」 を 採用 し , ソフ トウ ェ ア 的 に マル チタ スク を 
実現 し た . この アー キテ クチ ャ が , 現在 の Winodws 3.1 に も 引き 継が れ て いる . 

し か し , Windows 3.1 で も プリ エン プティ ブ な マル チタ スク を 実現 し て いる 部 分 
が ある . Windows を 386 エ ン ハ ンス ドモ ー ド で 起動 し た 場合 に は , MS-DOS を 複数 起 
動 す る こと が 可能 と な っ て いる . そし て , それ ぞ れ の MS-DOS 上 で MS-DO0S ア プリ ケ 
ーション を 実行 で きる . この , 複数 の 各 MS-DOS ア プリ ケー ショ ン と , Winodws アプ 
リケーション の CPU の 割り 当て は 時 分 割 に よっ て 行わ れ て いる . この 部 分 が 例外 的 
に , Windows に お いて プリ エン プティ ブ な マル チタ スク を 実現 し て いる . 
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プリ エッ ティ ゴ 玉 マル チ 訪 スウ 


WW1HH ロ WS 


ゴロ ダラ ュ 


ァ ッ ゴリ エッ ティ ゴイ 如 で マル チキ タス 放 


@ グ ラフ ィ カ ル ・ ユ ー ザ ー・ イ ンタ ー フ ェ ー ス (GUI) 


MS-D0S で は , 文字 で 表示 され る プロ ンプ ト に 対し て , 特定 の コマ ンド 文字 列 を 
キー ボー ド よ り 入 力 し て いた . 基本 的 に は 全て キャ ラク タ (文字 ) の 入出 力 で し か 
な か っ た . コン ピュ ー タ を 扱う に は まず キー ボー ド の 使い 方 を 覚え な けれ ば な ら 
な か っ た. 

それ に 対し て , Windows な ど で 採 用 され て いる GUI は , 視覚 的 に 入出 力 が 行わ し 
の 、 デイ スク レイ 届 、 グ ララ グラ ィ クル に ウィ ンド テイ コン ボボ クン スク セー 
72 やつ マウ ボーッ ルル な る が の 表 ホ きれ の 。 そし で マウ スカ クー ノン ル を マツ スス で 
動か し , ボタ ン を クリ ッ ク す る な ど し て 操作 する . キャ ラク タベース の イン ター フ 
ェ ー ス と 比べ て , 初心 者 に も 優 し く 直 和 観 的 に 操作 で きる と いう 特徴 が ある . 当然 キ 
ー ボ ー ド を 合わ な く て も ほとん どの 操作 が で き て し まう . ま た, 初心 者 だ け で な く 
エキ スパ ー ト に と っ て も , マウ ス 片 手 に 気軽 に 操作 で きる な どの メリ ッ ト が ある . 

これ ら の 便利 な 機能 が , Windows に は 標準 的 な GUT と し て 装備 され て いる . プロ 
グラ マー に は , GUI の た め の イ ンタ ー フ ェ ー ス が 関数 の 形 で 用 意 さ れ て いる の で 
それ ほど の 手間 を か ける こと な く , 作成 する アプ リケーション に イン プリ メン ト で 
きる 、 

Windows で は グラ フィ ッ ク に 関す る 操作 は 全て GDI (Graphics Device Inter 
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face) と 呼ば れる サブ シス テム が 受け 持っ て いる . アプ リケーション は ディ スプ レ 
イ へ の 表示 も プリ ンタ へ の 印刷 も 全て GDI に 対し て 命令 を 発行 する . アプ リ ケ ー シ 
ョ ン レ ベル で は 描画 デー タ の 内 容 は ハー ドウ ェ ア に 依存 し な い 形 式 に な っ て いる . 
GDI は 命令 を 受け 取る と 画面 表示 な ら デ ィ ス プレ イド ライ バ に , 印刷 な ら プ リン タ 
ドラ イ バ に , 描画 デー タ を 渡す . 各 ド ライ バ は , 渡さ れ た 描画 デー タ を ハー ドウ ェ 


ノー ニテ 


ア に 依存 し た 形 に 変え て , それ ぞ れ 捕 画 処理 を 行う . 


WIHn 定 号 
アゴ リー サ ョ アッ 


ディ スゴ ブレ イド ライ ブ プリッ タカ ド ライ 


さら に Windows 3.1 で は , 「TrueType ブ フォ ント 」 と 呼ば れる アウ トラ イン フォ 
ント の ドラ イ バ が GDI に 組み 込ま れ , 明 朝 体 と ゴシック 体 の 2 書体 を 標準 添付 し た 
これ ら の 機能 に より , WYSIWYG What You See Is What You Get) を 簡単 に 実 
現す る こと が 可能 と な っ て いる . 


@ 機 種 に 依存 し な い プ ログ ラム 
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Windows ア プリ ケー ショ ン は , 一 部 の 例外 を 除い て Windows さ え 動 作 す れ ば , ど 
の よう な コン ピュ ー ダ 上 で も 動作 する . Windows 0 機種 ご と の ハー ドウ 
ェ ア の 違い を 吸収 し て いる か ら で ある . Windows に は , 約 600 種 類 の 標準 的 な API ( 
Application Programming Interface) に り , これ ら の Windows A 
PIT のみ を 使用 し て 作成 され た プロ グラ ム に は 機種 依存 性 が な い . 逆 に , ハー ドウ ェ 
ア を 直接 制御 する よう な プロ グラ ム は 「 一 部 の 例外 」 と な り , 特定 の 機種 で し か 動 
作 し な い Windows ア デブ リケーション に な っ て し まう. 

MS-DO0S の プロ グラ ム に お いて も , MS-D0S が 用 意 し た シス テム ユー ル だ け を 使用 
し て いれ ば MS-D0S 汎 用 に な る が , Windows と は 逆 に ほとん どの MS-DOS ア プリ ケー 
ショ ン は 特定 の 機種 専用 と な っ て いた . な ぜ な ら , MS-DOS が 用 意 し た シス テム コー 
ル は , コン ピュ ー タ の 構成 要素 の 中 で , 基本 的 な 入出 力 デ バイ ス し か 対応 し て いな 
00800 ら だ 。 その だ の ツジ シフ イッ ノ 作 埋 な ご 和 は ア ブフ リケーション ラド ツ 
ェ ア を 直接 操作 する こと に な り , その 結果 特定 の 機種 で し か 動作 し な く な っ て い 
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Windows で は グラ フィ ッ ク や マウ ス , プリ ンタ , サウ ンド 二 動 画 な どの マル チ メ 
ディ ア ま で , か な り の 広範 囲 を Windows APIT が サポ ー ト し て いる . その た め , MS-D 
0S の 時 代 の よう に アプ リケーション が ハー ドウ ェ ア を 直接 制御 する 必要 性 は ほとん 
ど 和 無くなっ た . 

以上 の こと か ら , Windows プロ グラ ミン グ に お いて は , ハー ドウ ェ ア を 直接 制御 
する よう な こと は 厳禁 と し , API を 利用 し て プロ グラ ム を 作成 する の が 一 つの ポイ 
ント で ある . 

し か し , この よう に Window s で は 機種 に よる ハー ドウ ェ ア の 差 を 埋め る た め に 数 
々 の デバ イス ドライ バ や プロ グラ ム を 必要 と し て いる . その た め , シス テム の 内 名 
構造 は 非常 に 複雑 で ある . 


田 メ モリ 管理 と 動作 モー ド 


Windows は , 複数 の アプ リケーション プロ グラ ム を 同時 に 実行 させ る た め に , 効 
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率 良 く メ モリ 資源 を 管理 し な けれ ば な ら な い . Windows で の メモ リ 管 理 は お も に 
CO アタリ クー ショ ン が と 湖 有 晶 さ れる グ クロー ツル ビーツ と 省 ア フラ リク ーション 
が 使用 する ロー カル ヒー プ を 管理 する . 


※ モ リロ ゴー 


最 誠 dE パイ ト 


ささ ロー バル ビー 


最 広 は 坂 起 記憶 サイ ズ に 令 存 
「 ス タン ッ ンダ ー ド モー ド で は 主 記憶 サイ ゴ ) 


グロ ー バ ルレ ヒー プ は Windows シ ステ ム 全 体 の 共有 領域 で あり , Windows が 管理 し 
て いる 記憶 サイ ズ の 限界 まで 使え る . 一 方 , ロー カル ヒー プ は 各 ア プリ ケー ショ ン 
の 固有 の 傾 域 で あり , 最大 サイ ズ は 64K バ イト まで で ある . グロ ー バ ル ヒ ー プ に 空 
き 領域 が いく ら 残 っ て いて も , ロー カル ヒー プ を 使い 切る と メモ リ 不 足 と な る . 

Windows が 管理 する メモ リ 冠 間 は Windows の 動作 モー ド (スタ ンダ ー ド モー ドン ノ 3 
86 エ ン ハ ンス ドモ ー ド ) に よっ て 異な っ て くる . 


@ ス タン ダー ドモ ー ド 


この モー ド は 80286 
以上 の CPU で 動作 する (し か し , 日 本 諾 版 Windows 3.1 で は 動作 モー ド に か か わ 
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ら ず 80 386 以 上 が 必須 と な っ て いる ) . 16M バ イト まで の メモ リ 空 間 を 扱え る . ま 
た , 80286 の 機能 で ある 保護 機能 に よっ て , シス テム の 信頼 性 が 向上 し て いる . ス 
タン ダー ドモ ー ド で の MS-D0S の サボ ー ト は , Windows 3.1 よ り 廃 止 さ れ て いる . 


@386 エ ン ハ ンス ドモ ー ド 

この モー ド は 80386 以 上 の CPU で 動作 し , 4c< バ イト まで の メモ リ 空 間 を 扱え る . 8 
0386 の 仮想 記憶 機能 を 利用 し て , メモ リ を ディ スク に スワ ッ プ する こと も 可能 に な 
っ て いる . また , プロ ッ セ ッ サ の 仮想 86 モ ー ド を 活用 し , 複数 の DO0S 互 換 ボ ックス 
を 使用 で きる よう に な っ て いる . 

386 エ ン ハ ンス ドモ ー ド で は D0S 互 換 ボ ックス に , それ ぞ れ に 仮想 マシ ン を 割り 
当て る . 各 仮 想 マ シン ン に は 個別 の メモ リ , I/0 空 間 , MS-D0S 本 体 の コビー を 持っ て 
いる . そし て Windows は 各 仮 想 マ シン ン に スク リー ン 上 の ウィ ンド ウ を 割り 当て て い 
2 

この モー ド で は , 各 仮 想 マ シン と Windows ア プリ ケー ショ ン が , お 互い に 干渉 せ 
ず に 同時 実行 させ る こと が 可能 と な っ て いる (プリ エン プティ ブ な マル チタ スク と 
が 2 の) 。 圧 症 し 。 各 Windeows ア デジ リケーション 間 の 関係 ば ノン プリ テンプ ディ ン 今 
マル チタ スク で ある . 


一 DDE と OLE 


Windows は 複数 の アプ リケーション を 同時 に 動か す ナマ ル チ タ スク 機能 だ け で な 
く , さら に 複数 の アプ リケーション を 連携 し て 動作 させ る 機能 を 提供 し て いる . 
Windows 2.0 か ら 採用 され て いる DDE ⑩ynamic Data Exchange) は , 異な る 
ゲ メ リケーション 間 で デー クタ ク の リン レク を 謎 宮 す る と と の が で きる 、 例え ば ウーフ プ ョ 
で 文書 を 作成 し て いて , 文書 中 に ビッ トマ ッ プ を 貼り 付け た と し よう . そし て , そ 
の 後 ビ ツ ド マッ ク フ デ ー ク を 修 上 し より と ずる と よ 。 まず フロ グラ ム マ ネー シャ ー の ら 
グラ フィ ッ ク エ ディ タ を 起動 する . 次 に 文書 中 に 貼り 付け た ビッ トマ ッ プ ファ イル 
を 。 フ ァイル ダイ アロ グ で 醒 定 し で ボー プン する .、 そして, よう や く ビ ピッド ト マップ 
デー タ の 編集 作業 を 行え る . し か し , DDE の 機能 に より リン ク が 設定 され て いる 
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と , ワー プロ 上 の ビッ トマ ッ プ を ダブ ルク リッ ク す る だ け で , 自動 的 に グラ フィ ッ 
クエ ディ タ が 起動 し , 目的 の ファ イル が オー プン され る . 

この よう に DDE の 機能 を 利用 する こと に より , 異な る アプ リケーション を あ た か 
も 単 一 の アプ リケーション の よう に 利用 する こと が 可能 に な る . 

Windows 3.1 で は さら に OLE (Object Linking and Embedding) と 呼ば れる 
連携 機能 が 追加 され た . OLE も DDE と 同じ く ア プリ ケー ショ ン を 連携 させ る 機構 で あ 
る が , OLE で は デー タ を 受け 取る 側 (クラ イア ント ) は , 送り 側 (サー パ バ ) か ら と 送 
られ て くる デー タ の 形式 を 知ら な く て も よく な っ て いる . DDE で は , クラ イア ント 
が 対応 し て いな い デ ー タ は 扱え な か っ た が , OLE で は その よう な 場合 は OLE の DLL が 
表示 を 受け 持つ た め , 未知 の デー タ の 連携 も 可能 と な っ て いる . 

その ほか に ゃ も 0LE で は , クラ イア ント 側 の アプリケ ーション の メニ ュー か ら サ ー 
バ の アプ リケーション を 起動 し , 編集 し た も の を クラ イア ント 側 に 貼り 込む と いっ 
選 こ の と も で きる ポポ つっ て いる の 、 


1034 


第 2 章 Windows 3.1 の プロ グラ ミン グ 


系 2 草 


Windows 3.1 の プロ グラ ミン グ 


Windows ア プリ ケー ショ ン の プロ グラ ミン グ に は Wi ndows 独 特 の 作法 が あり , い 
まま で の MS-DOS の プロ グラ ミン グ の 考え 方 を その まま 持ち 込む こと は で き な い . プ 
ログ ラミ ング の 観点 か ら MS-DO0S と の 比較 を する と , 主 に 以下 の 5 点 が 上 異 な る . 


(1) イ ベン ト 駆 動 型 の プロ グラ ム 構 造 
(2) ハン ドル の 多用 

(3) リソー ス の 活用 

(4) API の 存在 

(5) デ バイ ス に 依存 しない プロ グラ ム 


田 イ ベン ト 駆 動 型 の ブロ グラ ム 構 造 


従来 の MS-D0S の 場合 は プロ グラ ム の 構造 は 基本 的 に は シー ケン シャ ル な 構 千 
と な る は ず で ある . つま り , プロ グラ ム に よっ て 決め られ た 順序 で 処理 が 進め られ 
る . 細か く 見 れ ば , ユー ザー の 選択 や 何ら か の 条件 に よっ て 分 岐 し た り , ハー ドウ 
ェ ア 割 り 込 み に よ っ て 一 時 的 に 分 岐 す る と いう こと も ある . し か し , それ ら の ケー 
ス も その 部 分 に 着目 し て みれ ば , プロ グラ マ の 論理 で 処理 が 順次 進め られ て いる . 

MS-DOS は , 開始 か ら 終 了 ま で 一 員 し て プロ グラ ム 自 身 が 制御 を 握っ て いる . 
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つま り , いっ た ん プロ グラ ム が 起動 さき れる と , プロ グラ ム は 自分 自身 で 終了 し な 
い 限 り ,。 オペ レー ティ ング シス テム の 制御 が 介入 する こと な く 動 き 続け て いる . 例 
えば , ユー ザー の キー 入力 を 待つ よう な 処理 の 場合 ユー ザー が キー を 押さ な し い 恨 
り プ ログ ラム は CPU を 専有 し , キー 入力 待ち の 処理 を ひたすら 続け る . MS-DOS の 夫 
合 に は , この 間 に ほ か の 処理 を 行う こと は 基本 的 に 考え な く て よい の で , これ で 特 
に 問題 は な い . 

Windows の プロ グラ ム は , プ ログラム の 実行 が 開始 され る と すぐ に 初期 化 を 行 
い , | メッ セー ジル ー プ 」 と 呼ば れる 制御 レー プ を 呼び 出す . 以後 プロ グラ ム の 実 
行 は すべ て この メッ セー ジル ー プ が 制御 する こと に な る . メッ セー ジル ー プ で は 
まず メッ セー ジ キ ュ ー に メッ セー シ ジ が 到着 する の を 待つ . メッ セー ジ キ ュ ー に メッ 
セー ジ が 到着 する と , その メッ セー ジ を 「 ウ ィ ン ド ウ プ ロ シー ジャ 」 と 呼ば れる 処 
理 に 送る 。 ジィ ンド ウツ クロ シー シャ で きき きま さま な イペ ント (キー ボー ド 六 力 
マウ ス の 移動 や クリ ッ ク , ほか の プロ グラ ム か ら の メッ セー ジ , タイ マ , etc… と 
いっ た , Windows が 管理 する ハー ドウ ェ ア や ソフ ト ウェ ア で 発生 する 動作 ) に 応じ 
て 対応 する ルー チン を 呼び 出す . イベ ント に 対応 する ルー チン は 必要 な 処理 を 行っ 
た 後 , た だ ち に メッ セー ジル ー プ に 制御 を 戻す (この 時 に 時 間 の か か る 処理 を 行っ 
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て し まう と , 他 の タス ク の 動作 が 停止 し て し まう の で 注意 が 必要 で ある ) . Window 
s ア プリ ケー ショ ン は 常に メッ セー ジル ー プ を 繰り 返し て 処理 し て いる . 

この よう に , Windows の プロ グラ ム は 何ら か の イベ ント が 発生 し て , それ に 計 応 
する 処理 を 行う こと か ら , 「 イ ベン トド リプ ブン 型 プ ログ ラム 」 と 呼ば れ て いる . 


田 ハ ンド ル の 多用 


Windows で は 個々 の ウィ ンド ウ や ボタ ン な どの , オブ ジェ ク 下 の 指 定 に ハン ドレ 
を 使用 する こと が 多い . ハン ドル と いう 考え 方 自体 は MS-DO0S の ファ イル ハン ドレ 
と 同じ で ある . MS-DOS で は , 動 的 に 確保 し た メモ リ は ポイ ンタ に より 保持 し て い 
た . し か し , Windows の シス テム は マル チタ スク を 実現 する た め に , プロ グラ ム の 
コー ド や デー タダ の メモ リ ・ ブ ロッ ク を 移動 する こと が ある . この た め , Windows で 
は ポイ ンタ に より メモ リ 領 域 を 保持 する こと は せ ず に ハン ドル で 保持 し て お き , 必 
要 な 時 に ハン ドル より メモ リ の ポイ ンタ を 取得 し て , メモ リ に アク セス する よ うに 
な っ て いる . 
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画 リ ソー ス の 活用 


Windows プ ログ ラム に は プロ グラ ム の コー ド 部 分 と は 独立 し て , リソー ス と 叶 ば 
れる デー タ が ある . Windows の 画面 に は 。 アイ コン , マウ スカ ー ソ ル 。 メニ ュー 
ダイ アロ グ ボ ックス , 各種 コン トロ ー ル (ボタ ン , コン ボボ ックス , エディ ッ ト , 
リス ト ボ ックス , スク ロー ル バ ー, テキ スト , etc…) な どの 要素 が あり , これ ら 
を まとめ て リソー ス と 呼ん で いる . 

Windows プ ログ ラム を 作成 する 場合 に は , メニ ュー や ダイ アロ グ ボ ックス な どの 
ユー ザー イン ター フェ ー ス を 作成 し な けれ ば な ら な い . これ ら は リソー スク 定義 ファ 
イル (に まとめ られ る . そう する こと に より , API 関数 の 呼出 し な ど を コー ディ ング 
する こと な く , ユー ザー イン ター フェ ー ス の 定型 的 な 部 分 を 定義 で きる . この 件 組 
み に よ っ て プロ グラ ミン グ の 効率 を 高め る だ け で な く , メモ リ 管 理 を より 効率 よく 
使用 する た め の 仕掛 け に も な っ て いる . 

Windows プ ログ ラム は コン パイ ル の あと , リン ク し た 実行 可能 形式 の ファ イル に 
リソー スス 定義 フ ァイル を リソー スコ ン パ イラ で 処理 し た も の を 付加 し て 作ら れる . 


画 API の 存在 


MS-D0S と Windows の 最も 異な る と ころ は , 非常 に 充実 し た 「API」 の 存在 が あげ 
られ る . MS-DOS に も 標準 的 な シス テム コー ル が 用 意 さ れ て いた が , 本 格 的 な アプ リ 
ケー ショ ン を 作る に は 圧倒 的 に 機能 が 不足 し て いた . その た め , MS-DOS の 世界 で 
は , BIOS の 呼び 出し や 1/0 ポ ボート アク セス が 当然 の よう に 行わ れ , それ ら の 知識 
が な けれ ば 本 格 的 な アプ リケーション を 作成 する こと は で き な か っ た . 

それ と は 反対 に , Win dows で は か な り の 広範囲 を Windows APT が サボ ポ ボート し て い 
る . その た め Windows プ ログ ラミ ング で は , MS-DOS の よう に 各 ア プリ ケー ショ ン が 
BIOS を 呼び 出し た り , T/0 ボ ー ト を アク セス する な ど と いっ た 必要 性 は ほとん と ど 無 
く な っ た . 逆 に , Windows ア プリ ケー ショ ン で は BIOS 呼 び 出 し , 1I/0 ポ ボー ト ア ク セス 
を 直接 行っ て は いけ な い . な ぜ な ら , Windows を 使用 する 上 で の 一 番 の メリ ッ ト で 
ある 「 機 種 依存 し な い ア プリ ケー ショ ン 」 と いう 利点 が 失わ れる か ら で あ る . 
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田 デ バイ ス に 依存 し な い ブ ログラム 


Windows プロ グラ ミン グ で は 周辺 機器 の 制御 も Windows が 行っ て くれ る の で , 大 
変 楽 に な っ て いる . 

MS-DO0S の 場合 , 例え ば プリ ンタ を 使っ て 細か い 制 御 を 行い 印刷 する た め に は 
プリ ンタ の 機種 ご と に 個別 に 対応 する 必要 が あっ た . し か し , Windows 0 
は , その プリ ンタ 用 の プリ ンタ ドラ イ バ さ え 用 意 す れ ば , アプ リケーション が プリ 
ンタ の 種類 を 気 に する 必要 は な い . 

また , GDI の 機能 こよ り , ディ スプ レイ や プリ ンタ な どの デバ イ ス に 依存 する こ 
と な く グ ラフ ィ ッ ク を サポ ー ト できる. さら に ディ スプ レイ の 表示 に 関し て も , 若 
干 の 考慮 を する だ け で 異な る 解像度 を サポ ー ト する こと が 可能 で ある . 
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党 3 音 
天 っ 早 
開発 ツー ル ガ イ ド 


う .1 Visual Basic 


Visual Basic が 発売 され る 以前 は , Windows ア プリ ケー ショ ン を 開発 する た め 
に は MS-C+SDK を 用 いて , MS-DOS の コマ ンド ライ ン 上 で 行い , Windows 上 の GUI 上 で 
の 本 格 的 な 開発 環境 は 存在 せ し な か っ た . 

し か し , Visual Basic の 韻 場 に よっ て , MS-DOS 上 の 開発 環境 に 比べ て は る が こ 
容易 に , か つ 効 率 よ く Windows ア プリ ケー ショ ン を 開発 する こと が 可能 に な っ た . 
コー ディ ング か ら デ バッ グ ま で の 一 連 の 作業 を Windows 上 で 行う こと が 可能 と な っ 
た だ け で な く , オブ ジェ クト 指向 の 考え 方 を 取り 入れ た 先進 的 な BASIC 言 語 が 採用 
され た . この BASIC は イン タプ リタ と な っ て お り , コン パイ ル 作 業 な ど を する こと 
な く , 気軽 に テス ト が で きる と いう メリ ッ ト が ある . また , EXE フ ァイル を 生成 す 
る 機能 を 備え て お り , Visua1 Bas ic を 持た な い 人 へ の 完成 品 の 配付 も 容易 に 行え 
絡 

Visual Basic で 特筆 すべ き 点 は , その 名 前 が 示す と お り ビ ジュ アル に ( 視 兆 
に ) , プロ グラ ム を 開発 する こと が で きる と いう 点 で ある . 

Visual Basic で の 開発 手順 は ,。 まず 「 フ ォ ー ム 」 と 呼ば れる ウィ ンド ウ に , ボ 
タン , リス ト ボ ックス , デキ スト エディ イット, etc… な どの 「 コ ント ロー ル 」 と 呼 
ば れる 部 品 を 貼り 付け て , プロ グラ ム の 外見 を 作成 する . も ちろ ん この 作業 は , マ 
ウス 操作 に よっ て 簡単 に 行え る よう に な っ て いる . 次 に , お の お の の 部 品 に 対し 
て , それ ぞ れ の イベ ント に 対応 する コー ド を 記述 する . フォ ー ム に 配置 し た コン ト 
ロー ル を ダブ ルク リッ ク す る と , その コン トロ ー ル の コー ドウ ィ ン ド ウ が 自動 桃 こ 
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開か れる . そこ に ソー スコ ー ド を 記述 する と , その イベ ント が 発生 し た と き に 実行 
され る よう に な る . 部 品 と , それ に 対す る 処理 が 直観 的 に 結び 付け られ て お り , プ 
ログ ラマ は アプ リグ ーション 固有 の 部 分 に 専念 で きる ,。 こ の よう に Visua] Basie 
で は テー ザー イン クー ショ ュー ズ の 部 分 の ソー スズ が ジロ グラ マ の 有 目 (2 仙 れ な いよ う 
に な っ て いる . 
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3.2 Visual (++ 


Visual C++ は , C++ だ け で な く 従 来 の SDK の 開発 環境 も 含ん だ Windows 上 で 動作 
する 統合 開発 環境 で ある . Visual C++ は , Visual Basic と 同じ く IVisua1 」 の 
名 が つい て いる が , Visua1l Basic ほ どの 手軽 さ は な い . プロ グラ ミン グ の 手順 な 
ども 全く 異な る も の に な っ て いる . し か し , 従来 の MS-C+SDK の 環境 と 比べ る と , 
大 幅 に 効率 的 な 開発 を 行え る よう に な っ て いる . 

そもそも , Visual Basic の よう な 手軽 さ を 求め て し まう と , 当然 その 分 プロ グ 
ラミ ング の 自由 度 が 限定 され て し まう と いう デメ リッ ト が ある . この あたり は , 複 
雑 で Windows シス テム に 依存 する よう な プロ グラ ム は Visua1 C+ で , 簡単 で 引 較 
的 小 規模 な も の は Vi sual Basic で ,。 と いう よう に プロ グラ マー が 目的 に 応じ て 使 
い 分 け を すれ ば よい . また , ユー ザー イン ター フェ ー ス 部 分 を Vi sual Basic で 作 
成 し , 複雑 な 内 部 処理 部 分 を C で 作成 し た DLL に する , と いっ た 組合 せ も 可能 で あ 
6 

実は , MFC (Microsoft Foundation Class liblary) と 呼ば れる マイ ク ロ ソ 
フト が 用 意 し た C++ の クラ スラ イブ ラリ を 利用 する と , 定型 的 な 部 分 の コー ド 応 
する 必要 が な く な り , Visual Bas ic に 近い イメ ー ジ で プロ グラ ム を 作成 する こと 
が で きる . し か し , MPC を 利用 する た め に は 当然 , C+ を マス ター し , オプ ジェ クト 
指向 プロ グラ ミン グ の 概念 を 理解 する 必要 が ある . これ ら の 知識 を 習得 する と , MF 
C を 利用 する こ と に っ て Vi sual Basic な み の 手 軽 さ で Visual C++ に よる プロ グラ 
ム 開 発 が 可 能 と な る . 


田 Visual WorkBench 
Visual C++ を 起動 する と Visua1 WorkBench が 起動 する . これ が Visual1 C++ の 


開発 作業 の 核 と な り , ソー ス の 編集 や デバ ッ グ 作業 , 各種 開発 ツー ル (後述 ) の 呼 
出し を 行う . MS-C の PWB (Programmer s WorkBench) に 相当 する ツー ル で ある . 
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画 ADDStudio 


AppStudio は , アプ リケーション の 外観 を 構成 する 各種 リソース の 編集 を 行 2. 
メニ ョ ーー グイ デア ログ ボッ クス 、 ア イコ ロン ショー トド カット 。 な ど と いろ た すべ で 
の リソー ス の 編集 を AppStudio で 作業 する . 


弄 ADDWizard 


C++ の 場合 の , アプ リケーション の スケ ルト ン を 自動 生成 する の が App Wizard で 
ある . ダイ アロ グ ボ ックス 上 に アプ リケーション の 基本 項目 DI か, ツールバー 
の 有無 , 印刷 ・ 印 刷 の プレ ビュ ー の 有無 な ど ) を チェ ッ ク す る と , ソー ス フ ァ イ 
ル ,。 リゾ ソース フ ァイル ,。 メイ ク ファ イル や モジ ュー ル 定 義 フ ァイル な ど を 自動 生成 
する . プロ グラ マ は 生成 され た ファ イル を 元 に , それ ら を 修正 し て アプ リ ケ ー シ ョ 
ン を 開発 し て いく . 


画 ClassWizard 


ClassWizard は C++ プ ログ ラム に お いて メッ セー ジ と メソ ッ ド (Wisua1 Basic 
の ロン ーッ や (に 條 当 )、 。 ラン ドド ロー ルル どの オン ショ ノド と メシ ツ ツ ド の 対応 う 
け を 行い メソッド の 梓 組 み を 自動 生成 する . 生成 され た メソ ッ ド の 中 に アプ リ ケ 
ーション 固有 の ソー スコ ー ド を 記述 する . この 部 分 は Visual Basic の よう に げ 
ベン ト に 対応 し た 処理 を 記述 する 」 と いう 作業 に 似 て いる . 
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3 う . う 3 Borland (C++ 


従来 Bor1and か ら は , TURBO C++ for Windows が 提供 され て いた が , Borland 
C++ が リリ ー ス され , Visua1 C++ と 同じ く 全 て の 作業 を Windows 上 で 行う こと が 可 
乳 ( に な っ た . Borland C++ に も AppExpert, ClassExpert, ResourceWordshop な 
どの 開発 ツー ル が 添付 され , 機能 的 に は Visua1 C++ と 同等 の も の に な っ て いる . 

も っ と も 異な る 点 は , 添付 され て いる クラ スラ イブ ラリ の 内 容 で ある . Borland 
C++( に は OBJECTWINDOWS (0WL) と いう クラ スラ イブ ラリ が 提供 され て いる . Visu 
al C++ に 添付 され て いる MFC は , オブ ジェ クト 指向 の 理想 を 追求 し た 設計 に な っ て 
いる が , 0WL は 実用 本 位 で 使い や すい (理解 し や すい ) 設計 に な っ て いる . 
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3.44 Borland Delphi 


Borland Delphi は Visua1 Bas ic の よう な 手軽 な 開発 環境 と , 本 格 的 な プロ グ 
ラム 作成 機能 を 併せ 持っ た 0b ject Pascal 系 ビジ ュ ア ル 開 発 ツ ー ル で ある . 基本 9 
に Visual Basic な ど と 同じ く , フォ ー ム に コン ポー ネン ト (Visual Basic の コン 
トロ ー ル に 相当 ) と 呼ば れる ツー ル 類 を 配置 し , プロ パテ ィ ン イ ベン ト を 組み 込ん 
で ビジ ュ ア ル 的 に プロ グラ ム を 作成 する . し か も , れっきとした Object Pasca1 コ 
ン パ イラ で も ある . 

Visual Basic で は , 作成 し た プロ グラ ム を EXE ファ イル 化す る こと も 可能 で あ 
っ た が , 画面 表示 に 関す る 処理 は ソー スコ ー ド に 落ち る こと は な か っ た . し か し 
Borland Del phi で は 画面 表示 の 処理 も Pascal の ソース と な っ た 上 で コン パイ ル さ 
れる . つま り , それ だ け よ り 細 か い 処 理 が 可能 と な り , し か も 実行 速度 も 速く な 
る . さら に , 実行 時 に は 特別 な DLL を 必要 と し な い . Borland Delphi は , あく ま 
で も コン バイ ラ で ある . その た め , Borland Delphi 自身 や , 他 の プロ グラ ム が が 呂 
び 出 す DLL を 作成 する こと も 可能 に な っ て いる . 

その ほか に も , Borland Delphi の 特長 と し て は , デー タベース の サポ ー ト が あ 
げ ら れる . Borland Database Engine (DBE) と いう デー タベース エン ジン が 組 
み 込 まれ て お り , dBASE や Paradox, お よび ODBC 経 由 の デー タ 操作 を 行う アプ リ ケ 
ーション を 作成 で きる . DBE は コン ポー ネン ト 化 され て いる の で , 他 の コン ポー ネ 
ント と 同様 に フォ ー ム に 配置 する だ け で デー タベース 機能 を 実現 で きる . 

Borland Delphi は , Visual Basic の 使い や すさ と , 本 格 的 な コン パイ ラ が う 
まく 融合 され た 開発 ツー ル と いえ る . 
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1. AV ドラ イ バ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


1.AV ド ライ バ 使用 の 
サン ブル ブロ グラ ム 


1.1 サン ブル プロ グラ ム 利 用 上 の 注意 


本 編 に 掲載 され て いる サン プル プロ グラ ム は , Microsoft C Ver. 7 で コン パイ 
ルレ され る こと を 前 提 と し た , C 言 語 に よる ソー ス フ ァ イル で す . nmake コ マン ド に よ 
り メ イク ファ イル を 利用 し て コン パイ ル し て で 下さい. 
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1.2 AVGDRV.SYS サン ブル ブ プログラム 


田 メ イク ファ イル (MAKEFILE) 


CC= と / 
の Pu た 6/S=s72/ た Oo の / s7 の O. 9 の / 
S72 た 0 の / 5s/72 ル ル の の / 
CO/ の /. の の / 77 の 7 の . の / 
の 2/ め /e. 0 の / 7/72/ た 2/ ず 
7// /. 2 の / 7725 ん の の / 
ひ //g7 た 2 の / の 2/ ん 0 の / 
レ / の 6 の 9/ ル 0 の / 
744 め =s72/ た exe s72 eX@ ず 
S72 た eX ル @ 5/72 ル 6Y@ まず 
CO/ の /. @X@ 77 の 7 の 6Y@ ず 
の 0/ の /e eXe 7/72/ た eX@ ず 
7///. er@ 2 人 eX@ まず 
ひ //g7 た ee の 2/ ん eX@ 
/ ル の 47 た. 
の /45=-/7 (7 の Z47/ め の ンプ / - 必 の 6/ogo 
//// 4=7 (が /469) 7 の 
/ グ 7797// ク グリ /// 


27/ . 『(77 の のめり 

》 (の 7 の の 74 | 72eg の 7 ル の の / 
》 (の た 7) し /96o 7 

. の り /. eX@ 


》(C の \ 77/746⑦ -o 9 の 》* し /96o の の ル 
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. の . 0 の / | 
? (の ?( び /4 の %) -c 2%*c 
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田 ヘ ッ ダ ファ イル (VIDE0.H) 


ノ 和 ※ 

メ 7 リル /@ の 67/7/7/ の 77 

メ ノ 

の の ege7 e//7 / 47 回 / / の 7 4 ル / 
の の ege7 e//7 の 7 / SS5% /4// / 磁 5Z/ 


ノ 欠 
メメ 72C/ の 
メ ノ 
2e7/7e の 7//7 ル 7 6 / な ce7 679 5/ 才 
_S@g/6@g の (4 ノア 2 の 7 ニ (C72//c/ 
_ 777 の 077, 4 4 5/ 
/ 


ノ 欠 

炎 CO/7S7277/ 

メ ノ 
メ 2e7//7e / と の 7 ルル /※ 7276 の 97 の e // ル e/ */ 
2e7//7e / ル /277/ の // ノ ※ 7/7776/// の 7 7//7 の e/ ※/ 


2/ プ 4///> 半 ク //^7 ヴ ム 7//// の? の / 
2e7//7e の の 47// の た み グ 
2e7/77e の の / ル 7 が 旭 。 み の 
2e7/77e の の 6Z/ 砂 佐 の み の 
2e7/77e の 45 人 7 砂 佐 。 み の 
2/ プ 7//2 半 クノ ///////47^7 コ み の / 
2/ プ ガ ///2 還 クノ //^79//P76 の 
2e7/77e の 5747/ (79 
2e7/77e の W た 人 72 
2/ プ 7//2 還 クノ //// づ 4/// 太 / ル み / め 
2e7/77e の WW の /7/7/ チ 。 の み 2 の 
2e7//7e の め / た の / の ング 
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メ 2e//7e の の み グ の 
メ 2e7//e の の 7 の み の ノ / 
メ e ア 7//e の WW の ZZ//77 の の 9 
メ 2e7//e の の 0777467 。 の グ 2 
メ e7//7e の 467 と 7 み 22 
72/ ガ 7//> 計 ク /// 痢 /////////// 症 還 半 クム 
メ e7//e の の ル 5/ デ グ 多 24 


ノ 欠 
の / の 7 の 7 ル /@ 
メ ノ 
夏 5/7 / ss72/ た レル / の eo の ルレ ( ル の 7 の ノ / 
ル O/ の @777_ レ / の 6 の の / レ ( ル O/ の ノ / 
/777 Cg/ / レ /9eo/ ル ( /7 た の 777 の 7 _ 25 * ノ / 
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画 ド ライ バ を 呼び 出す (VIDEODRV.) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


ガ //7c// の 6 / の eo 
夏 5/7 7 。s72/ た し / の eo の ルレ ( ル O/ の / / 
77/ の 7  / 夏 29  /egs,/ 
/7/ 7 
ノ ※ C7ec ん の // ル e/ /s 2 し ヲ //2 の /e Oo/ 7 の 7 2 */ 
//// 罰 =ooe7 ( 克 2 の 7) 三 克 // 
/e7//77 /4// / 
/ 
c/ose ( 妨 ノ , 
2// r/ の eo の /r ( W の 574Z/。 egs ノ / 
ノ 欠 
276X/7 ( 67 の レ し / の eo の ル ノ / 


メ ノ 
/e7//7 5 ん (た 655, 
/ 


ル O/ の @7 の / の eo の レル ( ro/ の ) / 
277 の 7 _/ 夏 29  /@gs/ 


2// r/ の eo の /r ( の W の Z/ egs / 


//77 Cg2// レ / の eo の レル ( /77 7 の 627/ の 7 _ 夏 6 * を egs ノア / 
S7//C7 5 た 25 5s/@gs,/ 


_S@g/6@92 の ( @s/egs /,/ 
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S/@gS. 6S 三 8/@Z の S. の 5/ 

/@gs-277. 7 ニ の 7 の 

_7779%X ( / ル 7 が 7 /egs, /egs,  @5/egs ノ / 
/@7//77 /@gS- ル 7/2 ど の / 


1053 


1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 ド ライ バ を 起動 する TART.) 


//7C// の 6 < く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


プ //7c// の er/ の eo 7/“ 


MO/ の 。 7277 (の 7 の) / 
7/ の 7 _/7 た 65 /@gs/ 


/ チ / s72/ た レ / の eo の ル () ) / 
め //77 チ / s726e// 627 の 7 s72/7 レ / の eo の /re/ (% ツ 坊 り と 
/egs. 7 27 ノ / 
er/ た (7 ノ / 


/egs. 7 2/ = の ダグ , 
/egs. 7 = の グ // 
/egs. カ // = の /, 
/ チ 7 4// r/ の eo/r ( W の の 7? の egs)) / 
め //77 / s726e// 9277 の 7 se/ s/77C 7 が 96 (% ノ 紗 ” 
/egs. / 27 ノ / 
er/ た (7 ノ / 


/egs. 7 2/ = み グ の / 

/egs. 7 7 = の 2. 

/egs. カ // = の の // 

/egs. カ 7 = の //, 

/egs. カ c/ = の の // 

/ チ / cg// r/9eo の 7 ( の W の 47/22 egs)) / 
//77 / s726// 6277 の 7 se/7 7 の 06 (% り 坊 と 

/egss. 7 27 ノ / 

er/ た (7 ノ / 


/ 
/ チ 7 Zg// r/ の eo の yr ( W の / ル Megs ノ ノア / 
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1. AV ドラ イ バ 使用 の サン プル プロ グラ ム 
//77 / s726// 627 の 7 se7 7 の 6 (% り 坊 と 


/egs. 7 27 ノ , 
er/7 (7 ノ / 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


画 ド ライ バ を 停止 する (STOP.6) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


プ //7c// の er/ の eo 7/“ 


MO/ の 7277 (LO の 7 の) / 
7/ の 7 _/7 た 65 /@gs/ 


@7 の レ / の eo の / レ 7( ノ , 
er/ た (の // 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 ド ライ バ の 状態 を 表示 する (STAT.() 


//7C// の 6 < く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 
//c// の 6 2//oe. / め 


ガ //7c// の 6 rr/ の eo 7 


ノ 和 ※ 
メ 7 リル /@ の 67/7/7/ の 77 
メ ノ 
か の e9e チ s//c7 / 
777 た ル e/ ゞ / の / 
/22/2 
フッ ガッ // 
6X762777/ の 77. 
/@S6/ ル 6/ 
の 6/ /2 ル 
/2/ /e7 ら 
の / s り /2 ア , 
/ 4/74 4 た / 


ノ 欠 
CO/77S72777 
メ ノ 
c の 7S7 72/ ※ Co7s7 5 が の /s//g2y2e// = / 
り //2//// ク 2742///2 計 
ヴー の /27@-C の / の / , 
- 印 の /27@-C の / の / , 
"の - の /27@-C の / の / , 
"7/ の - の /2/77@-C の / の / 
クダ の /27@-C の / の / , 
"マグ - の /27@-C の / の / 
"の /75/ の / バ ー の の / の / 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


"の の り /75/ の / バ ー の の / の / 

"7 の の /79/ の / イ ーー の / の / 

"ング の /75/ の / イ ーc の / の / 

"2 の //79 の / ル イー と の /o/“ 
/ 3 


ル O/ の 772/7 ( /77 2/g6 72/ ※*%2/gr / ノ / 
7/ の 7 _/ た 05 /@gs/ 
/474/4 久 た メ 72//g/ 
777 妨 / 725 ん / 


ノ ※ ge7 72 の /@ 5/Ze ※/ 
/egs. 7 2/ = の の , 
/ チ 7 4// r/ の eog/r ( W の の 7/ ル の egs)/)/ 
//777 / s726e// の 277 の 7 ge/ 72//e s/Ze(% ツ 示 ” 
/egs. 太 27 ノ / 
@X/ だ た (アッ | 
が 


ノ ※ g/ /2cg27e 72//e //77e/ */ 
72//e = (⑦4/4 ガ 74 た 2//2c ( /egs. え ノブ / 


ノ % ge7 /77/27/ の 7 */ 
/egs. 7 2/ = の // 
/egs. メ = 7 の 72 の /e/ 
/ チ 7 4// r/ の eog/r ( W の 7/ ル の egs))/ 
//777 ( s72e// の 6 の 277 の 7 ge7 //772/7727/ の 7 (% ソ 示 7 
/egs. 7 27 ノ / 
@X/A (アッ ) 


ノ \※ Ss/O み CO77e/775 の O7 7 の e 72//e */ 
///777 (4 ル み 27/Z の / ル e/ 太 「 ノ 
///777 (re/s/ の 7 %7 壇 7 , 72 の /e- ジ ル e/S/ の 7 ノ / 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


///777 ( 「s/ の OO/7 7 の 6 ノ / 
72/ (/= の 2s ん = ニア 725 ん テテ / 77254 < 7/) / 
/ チ / 72 の /e-27296 4 //2s ん / / 
///777 (8, 5 の の /s//2 ル 626/// ノ / 
/ 


/ 

///777 ( 碑 / ノ , 

///777 ( 747 の e/ Oo ア 7 ore//2 ル . %2 才 7 , 722/e- ジ ore//2 ル ノ / 
///777 ( 77 の e/ Oo /g2//e77e. 4%2 才 7 し 72 の /e-2/g//e76 // 
///777 ( 747 の e/ の O7 の /s//2ys. %2 才 / 722/e- ジ の /s の り /2 ル ノ / 


er/7 (の ノ / 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 表 示 を 開始 する (SHOW.0) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


プ //7c// の er/ の eo 7 


/77 772777 ( LO/ の / / 
7/ の 77 _/7 た 75 /@gs/ 


/egs. 7 2/ = ニ の ) 
/egs. 7 = 錠 7 の , 
/egs. カ // = の) 
/egs. 7 7 = の 


/7 / cg// r/9eog/r ( の 2 egs ノノ / 
//777 / s726// 627 の 7 co7 の の se (% 坊 し /egs. 27 ノ , 
er/ た (7 ノ / 


/ 
er/7 ( の ノ / 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


画 画 面 の 一 部 を マス ク す る (MASK.C) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


プ //7c// の er/ の eo 7 


/77 77277 ( ル MO/ の / / 
7/ の 7 _/7 た 75 /@gs/ 
777 ルル / の 77 7e/g7 た / 


/egs. 7 2/ = ニア // 

/ チ / cg// r/ の eo/ ル ( WW の り ル 5/ チ egs/// 
ん ///77 / s79e// 6277 の 7 ge7 s/Ze (% 坊 ” 

/egs. 7 27 ノ / 

er/ た (7 ノ / 

の 

ル / の 777 = /egs. えん 

/e/g77 = /egs, ル CX/ 


/egs. 7 2/ = の の た 
/egs. え / ル ニル 7 の の ノダ 
/egs. ア と C イ ニル 7/ の 7 の 9* マ ノダ 
/egs. / の の = 27 の /e/g77 *w 2 の / 2 ノダ タ ァ ク グ の 
/egs. / の / = 727 の 7/e/g77 * クノ / 2 の の * ウ ノダ タテ ァ グ 2 
//7777 ( s79e// 25 ん | (⑳7 4 の -⑳7 4 の 坊 ? 
/egs. メ / ル /egs. 7 の /egs ル cr /egs. 太 の / ノ / 
/ チ / 4// r/ の eo/r ( W の 7 egs) ) / 
//777 / s72e// の 9277 の 7 se た 7 795 ん (% の 示し 
/egs. 7 27 ノ , 
er/7 (7 ノ / 
り 
er/ た (の // 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 マ スク を 外す (FULL.O) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


プ //7c// の er/ の eo 7 


/77 77277 ( ル MO/ の / / 
7/ の 7 _/7 た 75 /@gs/ 
777 ルル / の 77 7e/g7 た / 


/egs. 7 2/ = ニア // 

/ チ / cg// r/ の eo/ ル ( WW の り ル 5/ チ egs/// 
ん ///77 / s79e// 6277 の 7 ge7 s/Ze (% 坊 ” 

/egs. 7 27 ノ / 

er/ た (7 ノ / 

の 

ル / の 777 = /egs. えん 

/e/g77 = /egs, ル CY/ 


/egs. 7 2/ = の の / 

/egs. ル / ル ニワ の, 

/@6gS. ル CX ニル 7 の 77, 

/egs. 7 7 = の 

/@gs. 7 の / = /e/g7 た た 

/ チ 7 2// r/ の eog/r ( W の 7 egs)) / 
//777 / s72e// の 9277 の 7 se/ /7725 ん 7 (% の 示 り 

/egs. 7 27 ノ / 

ら X/A た (ナッ) 


er/ た (の // 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


画 モ ノ ク ロ で 表示 する (MON0.0) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


プ //7c// の er/ の eo 7 


/77 772777 ( LO/ の / / 
7/ の 77 _/7 た 75 /@gs/ 


/egs. 7 2/ = WW/ チ た: 

/egs. カ 7 = ク 22, 

/egs. カ // = の) 

/egs. カ 7 = ニ / グ // 

/egs. 7 C/ ニー/ グ の , 

/egs. カ の 7 = / グ // 

/egs. 7 の / = ー/ グ の / 

/ チ 7 2// r/ の eo/ ル ( W の ル / た の 7 egs ) ) / 
//777 / s726e// 6277 の 7 772 ル e e77ec7 (% ツ 紗 ” 

/egss. 7 27 ノ / 

er/7 (7 ノ / 


er/ た (の // 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 カ ラー で 表示 する (COLOR.O) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


プ //7c// の er/ の eo 7 


/77 772777 ( LO/ の / / 
7/ の 7 _/7 た 75 /@gs/ 


/egs. 7 2/ = の ア / 

/egs. カ 7 = ク 22, 

/egs. カ // = の) 

/egs. カ 7 = ニ / グ // 

/egs. 7 C/ ニー/ グ の , 

/egs. カ の 7 = / グ // 

/egs. 7 の / = ー/ グ の / 

/ チ 7 2// r/ の eo/ ル ( W の ル / た の 7 egs ) ) / 
//777 / s726e// 6277 の 7 772 ル e e77ec7 (% ツ 紗 ” 

/egss. 7 27 ノ / 

er/7 (7 ノ / 


er/ た (の // 
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1. AV ドライ バ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


画 画 面 を 明る くす る (BRIGHT.O) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


プ //7c// の er/ の eo 7 


/77 7727/7 ( ル O/ の / / 
7/ の 7 _/7 た 75 /@gs/ 
7777 77/@ Co/o/ の ///g7 た co7772s// 


/ チ 7 Zg// r/ の eog/ ル ( W の 4647 た ZZ 衝 egs )/) / 
//777 / s72e// の 9277 の 7 ge/ s/Ze (% の 示し 
/egs. 27 ノ / 
er/ た (7 ノ / 


/ 

//e = 72 の /egs. 太 7, 

c の /o/ = ニ (72/ の /egs. 太 の /// 
///g77 = (Z72/egs. 7/ 

c の 77/2s7 ニニ (72/ ソ /egys. 万 c// 


/@gs. 7. 2/ ニニ ///g77 テル 7 の, 
/ チ / cg// r/ の eog/ ル ( WW の 7/77 ん egs ノ / / 
7//777 / s726e// の 9277 の 7 c7277ge ///g7 の ess (% ノ 示 ” 
/egss. 7 27 ノ / 
er/ た (7 ノ / 


/ 
er/7 ( の ノ / 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


画 画 面 を 暗く する (DARK.0) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ 2 
//7c// の 6 < の Os. / め 


プ //7c// の er/ の eo 7 


/77 7727/7 ( ル O/ の / / 
7/ の 7 _/7 た 75 /@gs/ 
7777 77/@ Co/o/ の ///g7 た co7772s// 


/ チ 7 Zg// r/ の eog/ ル ( W の 4647 た ZZ 衝 egs )/) / 
//777 / s72e// の 9277 の 7 ge/ s/Ze (% の 示し 
/egs. 27 ノ / 
er/ た (7 ノ / 


/ 

//e = 72 の /egs. 太 7, 

c の /o/ = ニ (72/ の /egs. 太 の /// 
///g77 = (Z72/egs. 7/ 

c の 77/2s7 ニニ (72/ ソ /egs. 万 c// 


/@gs. 7. 2/ ニニ ///g77 ーー 7 の, 
/ チ / cg// r/ の eog/ ル ( WW の 7/7 ん egs)/ / 
//777 / s726e// の 6 の 27 の 7 c7277ge ///g7 の ess (% ソ 紗 ” 
/egss. 7 27 ノ / 
er/ た (7 ノ / 


/ 
er/7 ( の ノ / 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


画 表 示 サ イズ を 倍 に する (DOUBLE.) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


プ //7c// の er/ の eo 7 


の ege7 s が /o7 / 
77 た の ツ 
ル 必 M7 
ルル ルル ア / 
/ 太 / 作 


//77 2777 ( LO/ の / / 
7/ の 7 _/f た 75 /@gs/ 
/////////// 作 半 /77/ 朋 
777 / の 77 7e/g7 た / 


/egs. 7 2/ = ニア // 
/ チ 7 Z4// r/ の eo/ ル ( WW の り ル 5/ チ egs/// 
め //77 / s726e// 6277 の 7 ge7 s/Ze (% ツ 坊 り と 
/egs. 太 27 ノ / 
er/ た (7 ノ / 


/ の 777 = /egs. えん 
/e/g77 = /egs, ル CXY/ 
//777 7 s72e6// %7 ァ 7 の の の 太 7e/g7 


ルル / の 777 *ー グ , 

/e/g77 ター グ / 

//777 ( s72e// 6%7 ァ %2 牧 し の の 太 7/e/g77 
/egs. 7 2/ = ニワ の ) 


/egs. え / ル ニー リル / の 7 の, 
/@6gs. ル CX 三 7e/g7 た , 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


/ チ 7 Zg// r/ の eo の / ル ( WW の り ル 5/ チ egs ノ // 
め //777 / s72e//。 627 の 7 scg/e (% 坊 
/egss. 7. 27 ノ / 
er/7 (7 ノ / 
/ 


7/7. の ニル の ツテ の 

の 77 ルイ ニル 7 ルル アニ の 

/77. ルル 7 の 77, 

/77. の 7 ニ /e/g77/ 

/egs. 7 2/ = ニ の ) 

/egs. メ の ルー 7 の MM/77/ 

/ チ 7 4// r/ の eog/ ル ( W の ル 久信 衝 egs// / 
//777 / s726// の 6 の 27 の 7 se7 7/790 ル (% ソ 示 

/egs. 7 27 ノ / 

er/ た (7 ノ / 

の 


er/ た (の // 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 表 示 サ イズ を 半分 に する (HALF.C) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


プ //7c// の er/ の eo 7 


の ege7 s が /o7 / 
77 た の ツ 
ル 必 M7 
ルル ルル ア / 
/ 太 / 作 


//77 2777 ( LO/ の / / 
7/ の 7 _/f た 75 /@gs/ 
/////////// 作 半 /77/ 朋 
777 / の 77 7e/g7 た / 


/egs. 7 2/ = ニア // 
/ チ 7 Z4// r/ の eo/ ル ( WW の り ル 5/ チ egs/// 
め //77 / s726e// 6277 の 7 ge7 s/Ze (% ツ 坊 り と 
/egs. 太 27 ノ / 
er/ た (7 ノ / 


/ の 777 = /egs. えん 
/e/g77 = /egs, ル CXY/ 
//777 7 s79e6//。ー  %7 ァ 67 の の の 7e/g7 ノ | 


7/ の 77 ノニ ク , 

/e/g77 ノニ ク , 

//777 ( s72e// 67 ァ %2 牧 し の の 太 7/e/g77 
/egs. 7 2/ = ニ の ) 


/egs. え / ル ニー リル / の 7 の, 
/@6gs. ル CX 三 7e/g7 た , 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


/ チ 7 Zg// r/ の eo の / ル ( WW の り ル 5/ チ egs ノ // 
め //777 / s72e//。 627 の 7 scg/e (% 坊 
/egss. 7. 27 ノ / 
er/7 (7 ノ / 
/ 


7/7. の ニル の ツテ の 

の 77 ルイ ニル 7 ルル アニ の 

/77. ルル 7 の 77, 

/77. の 7 ニ /e/g77/ 

/egs. 7 2/ = ニ の ) 

/egs. メ の ルー 7 の MM/77/ 

/ チ 7 4// r/ の eog/ ル ( W の ル 久信 衝 egs// / 
//777 / s726// の 6 の 27 の 7 se7 7/790 ル (% ソ 示 

/egs. 7 27 ノ / 

er/ た (7 ノ / 

の 


er/ た (の // 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


画 表 示 ウ ィ ン ド ウ の 大 き さ を 表示 する (WIN.0 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


プ //7c// の er/ の eo 7 


/77 7727/7 ( ル MO/ の / / 
7/ の 7 _/f た 75 /@gs/ 
S7//C7 57 た 5 sg/@gs,/ 
/77 必 / の 77 7e/g7 た / 
777 72/ %/ 


_S6g/62 の ( @s/egs ノ / 

S/@gS. 6S 三 8/@Z の S. の 5/ 

/egs. 27 = WW ル 7 人 

/egs. 7 2/ ニア // 

_7779 の 6 ( / ル 7 ん eggs ん egs @5/egs ノ / 


/P が / (ノニ =/egs え ルル / 
/P 2Z7 (ノニ = s/egs. @5, 
//7777 / s79e// ⑳7 4 の 区 う 約 *( の の テ 7 ノ リナ | 
//777 / s79e// 。「(⑳7 % の ァ (%7 % の 坊 ” 

※/ テイ ノ  *※( 必 テク ノリ */( テ ィ ク ノー *※( カ テマ ノリ | 
er/ た (の り の // 
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1. AV ドライ バ 使 用 の サン プル プロ グラ ム 


1.3 AVSDRV.SYS サン ブル ブロ グラ ム 


田 メ イク ファ イル (MAKEFILE) 


CC と = と / 
/// ク グリ // 己 本 
の の た (676=/7/ た の の / s/7o ル の の / レ / 太 9 の / カ / ル の の / //76. の の / 
7e の 0 の / の // た 6 の / 77277. 0 の / 7 の 6. の の / デ 
/@. の の / //2 ル の の / 
7 の 6=/ カ / た eye s72 ル ル er@ レ /7 eX@ 7/ ル 6@X@ //76. eX@6 ず 
7 ケ e の ee // た eX@ Z7/7277. 6 え @ /796. 6Y6@ 
/@C. 6 ル @ の /2 ル 6@X@ 
の の 746=-/7 (7 の Z47 め の ンプ / - 必 6/ogo 
////466=9 (が /46% 7 の の 
/ グ 7/ ラ 』 グ 7/ ク グリ /// 


2// . 》(77 の の 6 
》 (7 の 4) | pg が と の の / 


. の り /, eX@ 
》 (の 》 (77//746) -o 2 の 2* 7 の 7 レ 


ゅ (05 た 67) | /g み / カ 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 ヘ ッ ダ ファ イル (PCM.H) 


ノ 和 ※ 

メ 7 リル /@ の 67/7/7/ の 77 

メ ノ 

の の ege7 e//7 / 47 回 / / の 7 4 ル / 
の の ege7 e//7 の 7 / SS5% /4// / 磁 5Z/ 


ノ 欠 
メメ 72C/ の 
メ ノ 
2e7/7e の 7//7 ル 7 6 / な ce7 679 5/ 才 
_S@g/6@g の (4 ノア 2 の 7 ニ (C72//c/ 
_ 777 の 077, 4 4 5/ 
/ 


ノ 欠 
CO/77S72777 
メ ノ 
メ e ア 7//e / た 7 人 46 の 7 の 27" /※ 727e の 7 の e 7/ ル e/ */ 


2/ ガ 77/2 半 /// ん 7///// リ / 人 0 半 ノ イ // ノ ※ 7/776/// の 7 7 の e/ 7 の / / の 7 ※/ 
メ 2e7//e // ル 7/ の 7 み 2 の 2  /※ 76////7 7 の e/ 72/ Ssg */ 


メ 2e ア //e の / ル // の 7 の ノ ※ の の 7 CO の 772777 ※/ 
メ 2e7//e の W の 7 の 2 

メ 2e7//e の W の 7 の 6 

メ 2e7//e の W の 7 が / イ ーー/ 

メ 2e7//e の W の が 7 ルイ の 

メ 2e7//e の W の 7 人 7 た の 

メ 2e7//e の W の が 7 人 7 た 7 の 

メ 2e7//e の W の た 77 の 2 7/ 

メ 2e7//e の W の が 7 の 7 
メ 2e7//e の W の た 7Z2  /? 
メ 2e7//e の W の が 77 / ダ 
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2/ プ 7//2 半 ク //////(// 
2e7/77e の 57//7 
2/ プ 7//2 還 クノ //7/A7//(/ / 


7 の 
7/ 
/ 


2e7/77e の め / ル 7/7/4/ / チ ク グ タマ 


2e7//7e の の の 47 


メ 2e ア //7e 奴 //Z の // 
メ 2e ア 7//e 女 /72// 
メ 2e7//e 奴 Z 人 WW 
メ 2e ア 7///e 女人 7 
メ 2e7///e 奴 ZS ぐ 7 の 


Z2e7//7e 佐 / 學 4/ ル 
メ 2e7//e 偽 友 / 如 


メ 2e7//e 2Z7 の 2 
メ 2e7///e 7 の 

2e7//7e 7 の 2209 
2e ア //7e // グ グ の 2 
76 ア //7e //7 の 722 グ 
2e7//7e /7 の 772? 
2e ア //7e //7 の の グ / 
7e ア //7e //7 の 22 ク 
7e ア //7e //70Z/? 


Z2e7//7e 万 72444 


2e7//7e 7 
Z2e7//7e 77 
Z2e7//7e 万 WW 


ク 


の 

6 の 
の 7 の // 
7 の 
み の の 


の 
/ 


の 


1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


ノ ※ 太 /Ssg CO の 7 娘 277 ※/ 


ノ ※ Sg@7 の //77g 7 が 096 ※/ 


ノ ※ 77 ら 7 の / ア か の e 72/ //g2 ル ec. *※/ 


ノ ※ の /2 ル eo ケ e の ※/ 


/7 グ グ 7 の 


67//7e 7 が 67 み の 
2e7/77e 7// 破 7 の が 


2e7/77e / の た 


の 


ノ ※ 6@// の / CO96 7 の //2 ル レア 6 の C. ※/ 


ノ \※ sg の 7 の //7 み eo. 5S727//5 ※/ 
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メ 2e7//7e / の MM の 7/ / 
メ 2e///7e / の が 67 ク 
2e ア //7e /C/ // マ 
メ 2e///7e //M 人 6 タダ 
2e7///e / の WW/ 人 7 と / 


ノ 欠 
え / ル の @ 67/7/7/ の 7 
メ ノ 
の の 6e96 ア /77 の 7 の の 7 の /77 / 
6772/ _ 72/  %297/ 
775/g7767 /97g の 77se た . 
/ / の 7 の //7/ 
の の ege7 so/o7 / の の / 
の /72/ 7//272/2 
ケ e の 
7/2// 記 
6772/ ル の /27/ /@ 
S727// ゞ / 
/77 @777, 
7 の /77 s72/ た / 
775/g776 の / の 7  S/Z6@/ 
の の 7 の /77 LO/27/ /@ 


7 の 
の 77S/g776 の / の 7g の 76@,/ 
/ WW み , 
の の ege7 s/o7 の の 7/ 補 / 
Ss7o/ の //7 seg 
/ ナ o7 ア 
//7 /@e/ 
ム / た 7, 
// チ r ル の / 


//7 /7 た Cc の 7 の 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


/ 


772/ 


の 7 7 / 


1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


// ナ //7 た 7 た 
//7 /7 た seg/ 
ん e レ 

/e/7g7 の 7 

g27@ _S7@/, 

の /2 ル /7 婦 
の / ル ん / / グ / 


の の ege7 s が /o7 の の 學 W 人 / 
の 7 7 7 c の //6/, 


/ 


77g2/ 


S/7O/ た 
72/ 


727 の の 

S727/S_S9 ル ら 

s/ oO/ ル ん グ / グ /, 
s/ oO/ ん 2/209/ , 
の 2/92_S6 ど の / 

S/ /7206/ 


の 7////// 護 ////(/ の 


の の ege7 so/o7 と 7 の 7 / 
の 7 の 7 7 c ケ // ダ // 


/ 


7/// ダ 4 
72/ 


/ リ 7 S6 の , 
S727/s s2 ル 6 
s の oO/ ル を グ /39/// 


と / C の WW 7 が / 


の e9e s//o7 の 2 / 
7////7/ 憎 //7/4 仙 22///// の 7 麻 ///2/ 角 


77g2/ 


の // ル 6/ の / ル ん /27 グ / / 


/ パ / 人 / の 7 ey た co27 の / ル / 


/ WW. 


の の ege7 so/o7 /477Z 人 74 / 
7S/2776 の 72/  /e/g7 の 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


S7@/, 
9272/ // / 
/ 姓 77 


の ege7 s が /o7 77 の / 
S/7o// Oo77se7/ / グ 9/ / 
77Z 人 /277e/77/ // / 

/ 7 の 婦 2/ 


0 

7/7C7/ の 77S 

メ ノ 

夏 5/7 / Z/ec ん /7 の 7 レル ( し の / の ノ / 

夏 5/7 / ss72/ た の 7 の 7 レル ( し の 7 の ノ , 

ル O/ の @77 の 7 7 の / レ ( し ル O/ の ノノ / 

/777 cg// /7 の 7 ルレ ( /7 た /7/7 の 7 _ 夏 69 メリノ / 

夏 5/7 / s72/ た s7 の 97 ル ( し の 7 の ノ , 

ル O/ の @7 の _s7799/ レ ( LO/ の ノ / 

/77 た Cg// s/997/ ル ( /7 た /77/ の 7 _ 夏 69 を 77 た, 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


較 ド ライ バ を 呼び 出す (PCMDRV.0) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


//7c//6 /g み 7 カ 
メ 2e7//e 7 た グ 47/ の 7/ の 
s727/c 27 故 / 6/ ん / 


夏 57 7 c/ec ん /o7 の 7 ルレ (ro/ の ) / 
777 7 の , 


ノ ※ 7ec ん の // ル e/ /5 2 し 2//2 の /e o/ 7 の 7 2 ァ / 

/ チ // 太 =ooe7 (6 の リリ 三 克 // 
/e7//77 /4// , 

/ 


c/ose ( 妨 ノ , 
/e7//7 5 ん (た SS, 
/ 


夏 57 7 s 婦 / た 7 の の 7 ル (ro/ の ) / 
277 の 7 _/ 夏 29  /@gs/ 
S7//C7 の / 夏 5 ss/@gs/ 

/77 た /, 86g の 7 が se た 
6772/ 区 り 7// 
7 ア ///M め / の 7 7 辺 / 


ノ ※ 9/ /2c276 77@7 の / ア 7 の / / 久 957 の / ル e/ ※/ 
/ チ / _ の os g//oeye み ( s/Zeo7 / 妨 尽 2 が gseg)) / 
/eZ7//77 /4// / 


/ 
_//P 7 / 刀 / ん / = seg, 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


_// が / 7/ ん ) = の 


_S6g/@62 の ( @s/egs ノ , 
72/(/= の / ぐ て の な / ナ / 
が /7 7 た 74/ の 7/ た の 
の 7 = (72/ 772//2c ( 7777 が 7 ノ / 
ノ \※ 9 の 7 7 cg/e ん /s ん 7/ o/ / の 7 */ 
// ル co の 7_ WO/ ル ん 7 c7/////. の / 77 = 077 がめ, 
2/ ル - ジ co7 が 7_ 7 7 c7/////. // seg = gs/@gs. の 5, 
メ e/ の / た 
2/ ル -co7 娘 7_ の / ル を 7 c7/////. // /e/7 = ア //7 た 74 の 7 た) 
/ 


72/ (/= の /< て を な /) / 
メ / ナ //7Z グ 4/ の 7/ の 
// = (72/ 2//2c ( 7 の 4/ の チノ / 
ノ ※ の 77 7 cg/e / /s ん 7/ o/ /27 ※/ 
// ル - ジ eX た co の 7 六 07 MO/ ル を 7 c7////. た 77 = (77 の 7/ 
5/ ル - ジ eX た co の 7 の の 7 の / ん ん. 7 c7/////. // た seg ニニ s/@gs. の 5, 
メ e/ の / 
5/ ル - ジ eX た co の 7 の の 7 MO/ ん ん 7 c7/////. // /g/ = //7ZZ 4/ の 7 た / 


/ チ / _o の os g//oeye7 ( s/Zeo7 ( 7 の 2 gseg ノ ) / 
/eZ7//77 /4// / 
/ 


// ル -2er た co の 7 の の 7 の / ん / ル 7 S6 の ニニ S@6g/ 
// 6 / / の = seg, 
/P/ が た // 久 ノニ の 
の 77se7 = (7g2/ 契 / め / ル 7 の 277e/7 ーー (672/  / め / ル 7 
72/(/= の / て が の ナナ / 
/ リ カー の 775e7/ / / = 7 が se// 


/ リ ルー の 277e/7/ の /. /e7g7 の = の 


/ チ / cg// s/9 の ル ( の W の / ん 77747 / チ ク 劉 eggs, /Z 7(2/ ん ノノ / 
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/ 


1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


/e7//77 /4// , 
/ 


2// /c7 の 7 ( の / ル //7 の 7 ルル egs 
27e/7 ( @/7 の /7 の 7 レノ / 

27e// ( @7 の s7 の 97 // 

/e7//77 SC の (だ SO 


ル の / の e77 の _s77 の 7 ルレ ( ro/ の / / 


77 の 7 _/ 夏 29  /@gs/ 
6772/ % り 7// 
7/77 / 


ノ %※ 7G/77/77279 の // ル 6/ ※/ 
/egs.7// = ニア // 
2// s/ の yr ( の W の 47 必 egs の // 


ノ \※ ee 270/ ル ※/ 

_ の Os / ケ ee727 ( // ル -2er た c の 7 の の 7 MO/ ん / ル 7S6g ノ , 

72/(/= の / ぐ て の な // ア / 
り / = (72/ め め め / ル cg7 娘 の 7 MO/ ん 7 c7////. の / た o7, 
/ チ 7 / / の た ん が / ) か ee / / ノ / 

メ 

72/(/= の / て 欠 な ケ / ナ ア / 
り / = (7g2/ 7/ ん -2er た co の 7 の 7 WO/ ん ん c7 c7/////. //7 oO7 ア , 
/ チ 7 / / の た ん が / ) か ee / / ケ ノ / 

/ 

_ の os ee7e7 ( // 7 / 76/ ル ノノ, 


ル O/ の 。 6e/ の ん 727 ル ( r の 7/ の ノ / 


77/ の 7  _ 765  /@gs/ 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


ノ %※ 7G/77/77279 の // ル 6/ ※/ 
/egs. カ の / ニア) 
2// /o727 ル ( の の 57Z//W ん egs // 


Ft 


//77 Cg2// s/7 の 0 の 7 ルレ ( /77 の 7 の 627/ の 7 _ 夏 69 */egs。 7/7 た es / / 


S7//C7 5 た 25 sg/@gs,/ 


_S6g/62 の ( @s/egs ノ / 

9/@gS. 65 三 65, 

/@gs-277. 7 ニニ の 7 の 

_7779%y ( / ル 75//X ル /egs  /egs, @5/egs ノ / 
/@7//77 /@gS- ル 7/2 の / 


Ft 


C2// ん 7 の 7 ルレ ( /77 の 7 の 7/7/ の 7 _ 夏 69 */egs / / 
S7//C7 5 た 25 5s/@gs,/ 


7// 


_S@g/@2 の ( @5/egs ノ / 

S/@gS. 6S 三 8/@ZS. の 5/ 

/@gs-277. 7 ニ の 7 の 

_777 の の ( / ル 7/27/ /egs /egs, @5/egs ノ / 
/@7//77 /@gS- ル 7/2 の / 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 ド ライ バ を 初期 化す る (INIT.O 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


//c//96 の co み / 


2 
* 7/7C7/ の 77 ゞ 
メ ノ 
ル O/ の 。 7277 (の 7 の) / 
/ チ / c7ec ん /e7 の 7 ルレ (ノー デール //)/ 
//777 7 s72e//  「/ め 克 み / ル e/ 7/7s72//e の 壇 / ノ / 
er/ た (7 リノ ,/ 


/ 

/7 / s72/ た ん 7 の / レ (ノー/4// ) / 
//777 / s72e// の 277 の 7 s72/7 /W みみ / ル e/ 才 7 ノ / 
er/ た (7 ノ ,/ 


/ 
er/7 (の // 
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1.AV ドラ イ バ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 ド ライ バ の 設定 を 表示 する (SHOW.) 


//7C// の 6 く s7 の /2 / グ > 
//7c// の 6 < の Os. / め 


//c//96 の co み / 


2 
の 272 
メ ノ 
7/227  //eg// = / 
ググ 7 の 2 ググ の の 7 の 6 7 の 8 ググ 2 ジジ る だ 
/, 


ノ 和 ※ 

* 7/77C7/ の 77 ゞ 

メ ノ 

ル O/ の 。 7277 (の 7 の) / 
77 の 7 _/7 た 5  /@gs/ 
/77 た 人 
6772/ % り 7// 


ノ ※ c7ec ル ん の // ル e/ ※/ 

/ チ / c7ec ん /e7 の 7 ルレ (ノー/ ル /// 
//777 7 s72e//  「/ め 克 W み / ル e/ 7/7s72//e の 才 /" 
er/7 た (7 ノ / 

/ 


ノ ※ SO ルル の //776 ※/ 
7/(/= の / で て の ァ / ナ ア / 
/egs.7 2/7 ニ (/ < で マ 外 ノノ 
2// /7 の の ( W の の 7 の ん egs ノ / 
///777 (277. 2 の 2 と 7/ テ 7 
7/o2 の (ん egs. カ 2/ 4 の の 7 / / の /2g の 72 * 722 ノ 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


//7c72/ ( 碑 ノ / 


ノ ※ SO 77/ ア /276 ※/ 

2// /o727 ル ( WW の 7 イル egs /,/ 

/ ニ /egs.72/ テ ※ 7 の, 

///777 (「 女 7//7g /27e. / ル /.// ク =% の 27%% 4 の 27%% 示 7 
7 の ー/ / ノ / 


ノ ※ //7/77g S727/5 ※/ 
2// /c7 の の ( の の た 7/ た egs ノル 
///7777 ( 「 婦 /e 5 娘 し /egs. カ 27 2 | が アノ | 


ノ ※ s の 7 の ///7g 7e9/6/7C ル ア ※/ 
2// /g727 ル ( WW た / 夏 の め egs ノ / 
///777 (527 の ///g ケ e の - % ク 巡 祖 し //eg9//egs. 2// ノ / 


ノ * /W 76 */ 
c2// /g7 の 7 レル ( WW/7/W ん egs // 


///7777 (ZZW 7 の 6 7 2/ な な 
(/egs./2/4 7 272 | タル 

sW/7c/ (/egs 2/% を みみ の // 

c2s@ の の 2. / = /-o7 7 の 「, の //eg ん , 

c2s@ 7 の . / ケ = ニー ルル -67 7 の 7 の 0, の //eg ん , 

c2s@e % グ の . か = "ge/eo「, め /eg2 ん / 

ザ 

///777 (5 匠 し / ケ ノ 」 


///777 (の 5/ /72/7 so//ce. ノ ,/ 

sW/767 (/egs./2/% み の 7)/ 

cg2se の . / ケ = ーー/7. の -74 //./W7 / 條 -/ パ | //e2 ル ん, 
c2s6 /. / ケ = ー/7. の -74 //./ の 27, eg2 ん / 
cg2se ググ. / = ーー/7./ の た 7 。/ 人 た 7 // 條 -/ パ が eg ん / 
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2 の プ の. 
C25@ プ . 
29@ 2. 
2S@ の . 
25@ /. 
2S@ の . 


の 7/ 


の 7/ 


1. AV ドライ バ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


77 の - の | eg ん / 


5///9Z//72///29// 2 の メン / の 


///777 (6 米 し / ケ ノ / 


///777 (7 /77/7 so//ce. 「 ノ ,/ 
/egs. 放 2/ % の の チ ) / 


S/ 7Z77 


2s@ の . 
25@ /. 
25@ グ . 
2 の の: 
2?@ プ . 
29@ 2. 
2S@ の 
25@ /. 
2S@ の 


の 7/ 
の 7/ 
の 7/ 
の 7/ 
の 7/ 
の 7/ 


人 ル の た, eg ん / 

//// ガ ん 7 時 グン と / の 

の 7 の 7/ ク ./5/ eg ん / 
7/. た 7 / 作 -/ パ | の //e2 ル / 
の 777./5/ eg ん / 
/// ア ガバ 7 時 グン と / の 


///777 (5 米 。 / ケ ノ 」 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


画 入 力 ボ リュ ー ム を 調整 する (VLM.0) 


ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 


ガ //7c// の 6 


く S7 の / の 2 / め 
く の Os. / め 

く 7c77/. / グ 2 
く 7 の . / 

く CZ//e. / め 2 


"の 7 万 ノン 


メ 2e7//7e ん 人 】 
2e7//7e / 學 衝 72 


ル O/ の 772/7 ( /77 2/g6 72/ ※*%2/g レ / / 


/7/ 


7 し の // 


7/ の 77 _/7 た 5 /@gs/ 


ノ % cec ん の /re/ */ 
/7 / c/ec ん を /e77/ レ (ノー/4// ) / 


//777 / s79e// ん ル め WW み / ル e/ /7s72//eg 才 7 ノ / 


er/ た (7/ ノ / 


ノ \※ cec ん 2/g7/76779 ※/ 
7 た (969 の 人 后 . み メ イ 


7//77 / gs726/ ん 


"75226@. 7 レ /77 く LO// の 6-C/2 < く ル oO//7e6 め 匠 "ナメ 


er/ た (7 ナノ, 


の 77 = 27 の / ( 2/g//7/ /, 
///e の の の //@ み > ん ル 多 委 // 


め //777 / s726e// の 2 の LO//6 se/ec7 の /. 示 7 


2/g/7// /, 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


ーー// ノ *7. ぼ AM 婦 つの.… ん AM 娘 健 -7 


ル O/ = 27 の / ( 2/g// グ / /, 

/ チ / /s の 9/g/7 / %2/gP// グ / / // の / ぐ の // の / > 7 の の) / 
//777 / s72e// の 2 の LO の //76 の //e. 8 示 し 2/gr/ グ / ノ / 
6%/ た (し / ノレ 


/ 
o/ = 婦 ル の Z * ro/ / 7 の 7: 


ノ ※ s67 LO//76 ※/ 
/egs. 7 2/ = (67 で マタ / の / 
/ チ 7 cg// /c7r ( W の 7 の egs )) / 
//777 / s726e// の 6 の 27 の 7 se7 の //6 (% の 示し 
/egs. 太 27 ノ / 
@X/ だ た (アッ | 


/ 
er/7 ( の ノ / 


1087 


1. AV ドラ イ バ 使用 の サン プル プロ グラ ム 
田 ミ キシ ング レー ト を 変更 する (MIX.O) 


ガ //7c// の 6 く s7 の /2 /> 
//7c// の 6 < の Cs. / め 
//7c// の 6 <7Z77/. / グ > 
ば //7c// の 6 <72 / め > 
//7c// の 6 <c か の e / め 


ガ //7c//96 の ge み 7 / 


ル O/ の 772/7 ( /77 2/g6 72/ ※*%2/g レ / ノ / 
77 た  /276/ 
7/ の 7 _/7 た 75 /@gs/ 


ノ \※ cec ん の // ル e/ ※/ 

/ チ / c7ec ん /e7 の 7 ルレ (ノー デール //// 
//777 / s72e// ん / / み / ル e/ /7s72//eg 牧 /” ノ / 
er/ た (7 ノリ / 

/ 


ノ ※ Ce ん 2/g7 の 62779 ※/ 

た (2290 ラグ) タ 
//777 ( gs726// の 52g@. 志 77/ イ てく / ル 7-/272 の 7" 
の 7 た ( / 

/ 


/27e ニニ 2g7 の / ( 2g/gr//7// // 

/ チ (7 /s9/g/7 / *g/g//7/ / // /27e ぐ の // /g7e > 7 の の) / 
//777 ( s72e// の 2 の 77/ ル /7g /276@. %5 壇 , 2/gr//7// ノ / 
er/ た (7 ノ / 


/27e = / の の - /g276, 
/27e / 三 7 の , ノ ※ の . しほ 7 の つの.… 72 を 
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1.AV ドラ イ バ 使 用 の サン プル プロ グラ ム 
ノ ※ S67 太 / イ /77g /27@ ※/ 
/egs. 7 2/ ニニ /2769/ 


/ チ 7 cg// /o7 の 7 ( の W の の 7 ルイ egs ノ ノア / 
7//777 / se/ ん 


277 の 7 se7 77/ ル /27e (% の ) 編 ? 
/egs. / 27 ノ , 
er/ た で 7, 


er/ た の)/ 
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1.AV ドラ イ バ 使 用 の サン プル プロ グラ ム 


田 ミ ュー ト 状 態 を 変更 する (MUTE.) 


ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 


//7c// の 6 


く s7 の / の / め 
く の Os. / め 

く 7c77/. / グ 2 
く 7 の . / 

く CZ//e. / め 2 


"の 7 万 ノン 


ル O/ の 772/7 ( /77 2/g6 72/ ※*X2/g レ / ノ / 


7/77 gs 必 
7/ の 7 _/f た 75 /@gs/ 


ノ \※ cec ん の // ル e/ ※/ 

/ チ / c7ec ん /e7 の 7 ルレ (ノー デール //// 
//777 / s72e// ん / / み / ル e/ /7s72//eg 牧 /” ノ / 
er/ た (7 ノリ / 

/ 


ノ ※ Ce ん 2/g7 の 62779 ※/ 

た (2290 ラグ) タ 
//777 / s7 の 6e//。 7/s2ge- 才 /76 < の 7/o7 グ 坊 ^/ 
の 7 た ( / 


/ 
/ チ ( s ケ ge の ( の 7 2 の gr/7/ ノ フー テ の ) / 
S 必 ニ // 
/ e/se / チ (so7O ( oO77” g/gr/7/ ノ テク の ) / 
Ss ニ の / 
/ e/se / 
//777 / s72e// の 2 の se/ec7o/- 5 , 2/gr/7/ ノ / 
の 7 た (ググッ 
/ 
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1.AV ドラ イ バ 使 用 の サン プル プロ グラ ム 
ノ ※ 6 //7/77g ※/ 
/@gs. 7 2/ ニ gs 


/ チ 7 Zg// /o7 の 7 ( の W の 7 人 7 た 衝 egs))/ 
7//777 / se/ ん 


“9 の 7 の 7 se7 //7/77g s727e (% の 示 。 
/egs. / 27 ノ , 
er/ た で 7, 


er/ た の)/ 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 サ ンプ ブリ ング ビッ ト 数 を 切り 替え る (BIT.O) 


ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 


//7c// の 6 


く S7 の / の / め 
く の Os. / め 

く 7c77/. / グ 2 
く 7 の . / 

く CZ//e. / め 2 


"の 7 万 ノン 


ル O/ の 772/7 ( /77 2/g6 Cc72/ ※*X2/g レ / ノ / 
7/ の 7 _/7 た 05 /@gs/ 


ノ ※ C7ec ル ん の // ル e/ ※/ 
/ チ / c7ec ん /e7 の 7 レル (ノー ルル /)// 


//777 / s72e// ん / み / ル re/ /7s72//eg 孝 " ノ / 


er/ た (7 ナノ, 


ノ ※ g67 C///@77 96 ※/ 
/ チ 7 Zg// ん ge727r / の WW の の 7Z egs)// 
//777 ( s79e// 27 の 7 ge7 oc///677 7 の 96 (% の 砂 


/egs. 7 27 ノ , 


er/ た (7 ナノ, 


/ 


ノ ※ cec ん 2/g7/767759 ※/ 

27 (2/2 の 6 の) リッ プ 
//777 / s7 の 6e// 7/s2ge. 才 の 7 < の /7 の 編 ノ / 
er/ た (7/ ノ / 


/ が (9// の 7 の ( の び 。 の 2//7/ ) の ノア 
/egs. 7.2/ 4 多 / た た 

/ e/se / チ (so7 り ( 7 の ) g/gr/7/ ) テ の ) / 
/egs. 7. 2/ /= の の の 2, 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


/ ge/se / 
//777 7 s72e// の 22 の の //7.| 紛 し 2/g//7/ リ 
er/ た (7/ ノ / 


ノ ※ Ss67 / の 7 7 の 06 ※/ 

/ チ / cg// /c7 の 7 ( の W の 5 と 7Z egs)// 
//77 チ / s79e// 27797 se //7 % の し /egs. 太 27 ノ / 
er/ た (7 ノ / 

/ 

er/ た (の // 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 サ ンプ リン グチ ャ ネル 数 を 切り 替え る (CHAN. 0) 


ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 


//7c// の 6 


く S7 の / の / め 
く の Os. / め 

く 7c77/. / グ 2 
く 7 の . / 

く CZ//e. / め 2 


"の 7 万 ノン 


ル O/ の 772/7 ( /77 2/g6 Cc72/ ※*X2/g レ / ノ / 
7/ の 7 _/7 た 05 /@gs/ 


ノ ※ C7ec ル ん の // ル e/ ※/ 
/ チ / c7ec ん /e7 の 7 レル (ノー ルル /)// 


//777 / s72e// ん / み / ル re/ /7s72//eg 孝 " ノ / 


er/ た (7 ナノ, 


ノ ※ g67 C///@77 96 ※/ 
/7/ cg// ge7 の 7 ( W の 克 77 人 WM egs)// 


め //77 / s726// (277 の 7 goe/ oc///677 7 の 6 (% の の) 紗 ” 


/egs. 7 27 ノ , 


er/ た (7 ナノ, 


/ 


ノ ※ cec ん 2/g7/767759 ※/ 
7 (の 9766 た リザ 


//777 / s7 の 6e// 7/s2ge- 才 7/6727 く ////2 め の 入 ブ フィ 


er/7 (7 ノ / 


/egs. 7 2/ ん の 
/ チ ( s ケ の 7 の ( 「/?) 2/Zgr//7/ ノ ーー の // 
/egs. 2/ /= の 
/ e/se / チ Cs ケ o7 り ( アア, 2/Zgr/7/ ノ テー テ の )/ 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


/egs. 7. 2/ /= 72. 
/ e/se / チ Cs ケ o7 り ( Ss,) 2/Zgr/7// ノ テー の の) / 
/egs. 7. 2/ /= の の, 
/ ge/se / 
//777 / s72e// の 2 の c7277e/. 8 才 し 2/gr/7/ リノ 
er/ た (7 ノ / 


ノ ※ Ss67 / の 7 006 ※/ 

/ チ / cg// /c7 の 7r ( の W の 7Z egs))/ 
//777 7 s72e// 9277 の 7 se7 //7 (% の 幼 し /egs. 訪 の ノル 
@ た だ が 7 ナノ 


er/7 (の ノ / 
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1. AV ドライ バ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 サ ン ブ リ ング 周波 数 を 切り 替え る (FREQ.() 


ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 


//7c// の 6 


く S7 の / の / め 
く の Os. / め 

く 7c77/. / グ 2 
く 7 の . / 

く CZ//e. / め 2 


"の 7 万 ノン 


ル O/ の 77277 ( /77 2/g6 72/ ※*%2/g レ / / 


777 太 e の ,/ 
7/ の 7 _/ た 5 /@gs,/ 


ノ \※ cec ん の // ル e/ ※/ 

/ チ / c7ec ん /e7 の 7 ルレ (ノー デール //// 
//777 / s72e// ん / / み / ル e/ /7s72//eg 牧 /” ノ / 
er/ た (7 ノリ / 

/ 


ノ ※ Ce ん 2/g7 の 62779 ※/ 
た (2220 ラグ タ 
//777 / s726e// の /s2ge. 壇 7e の < が e の 塊 ) ノ / 
//777 / s72e6// eg. 多 7/2 訪 の の グ 72 巡 
77 の 2 8@2 グ / 2 7// 科 " ノ | 


er/ た (7 ノ / 

9 

/ チ Cs の の 7 の ( 外 7 の 7! gr/ ソ ノー テ の // 
ルル e9 = の. 

/ e/se / チ (sg の ( の 2 の の) ggr// ノ リー テ の ) / 
ルル e の 9 ニア // 

/ e/se / チ (sg の ( ク の? ggr// ノ テー の / 
ルル e@9 ニク グ / 


/ e/se /7 (so7 り の (7222? ggr// リ ノー の / 
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1. AV ドライ バ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


7@9 ニブ ヴァ 

/ e/se / チ (so の (77 の 7。 ggr//7/ ノ テー テ の ) / 
ge9 = ダグ / 

/ ge/se / チ (sg ( み ら 2 グ /" みみ gr/// ノ テー の ) / 
7@9 ニク ウ / 

/ e/se / た Cs な gg の ( うみ め ( の gr/ グ ノー テ の ) / 
ルル e9 ニ の. 

/ e/se / チ (Cs なの ( (ggr/ ソ ノー の )/ 
ee の 9 ニノ // 

/ e/se / 
//777 ( s79e// の gg ケ eg | 総 米 し g/gr/7/ ノル 
er/ た (7 ノ / 

/ 


ノ ※ s67 sg27 の ///7g ge の ※/ 
/egs. 7 2/ = ルル 6 の, 
/ チ / cg2// /c7 の 7r ( の W の た が の 2 egs ノ ノア / 
//777 / s72e// の 9277 の 7 se/7 ケル e の /27e % の 示し 
/egs. 7 27 ノ / 
6 た が 7 


er/7 (のり ノ / 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 入 出力 モー ド を 切り 替え る (MODE.0) 


ガ //7// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 


//7c// の 6 


く S7 の / の / め 
く の Os. / め 

く 7c77/. / グ 2 
く 7 の . / 

く CZ//e. / め 2 


"の 7 万 ノン 


ル O/ の 72/7 ( /77 2/g6 72/ ※*%2/g レ / / 


/77 


7//272/z 衣 


7/ の 7 _/ た 75 /egs/ 


ノ ※ c7ec ル ん の // ル e/ ※/ 

/ チ / c7ec ん /e7 の 7 ルレ (ノー デール //// 
//77 チ / se//  「/ め / み / ル e/ /7s72//eg 牧 「 ノ ) 
er/ た (7 ノリ,/ 


/ 


ノ ※ g@/ C///@777 76 */ 
/ チ / cg// /c7 の 7r ( の W の 7Z egs))/ 
ん //777 ( s79e// 27 の 7 ge7 oc///6@77 7 の 96 (% の 砂 


/egs. 7 27 ノ / 


er/ た (7 ナノ, 


のり 


ノ ※ Ce ん 2/g7/776779 ※/ 

/ チ /g/gc / ニ エク) / 
//777 ( gs726// の 52g@. 志 77096 <772962 壇 /。 ノ 
er/ た (7 ノ / 


296 ニニ 27 の / ( 2/g// 7/ // 
/ チ / / /s9/g/7  *2/gr/7/ / // oe ぐ の // Zope > の g) / 
//777 / s72e// の 2 の 77296. 5 示 / , 2/gr/7/ // 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


er/ た (7 ノ / 
/egs. 7 2/ 4 巡 7 の / 
/@gs. 2/ /= /7296, 


ノ ※ Ss67 / の 7 06 ※/ 

/ チ / cg// /c7 の 7 ( の W の 5 と 7Z egs)// 
//777 / s72e// の 6 の 27 の 7 se7 //7 (% の 坊 し /egs. 7 ノ , 
er/7 (7 ノ / 


/ 
er/7 (の ノ / 
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1. AV ドライバ 使 用 の サン プル プロ グラ ム 


田 サ ンプ ブリ ング し ファ イル へ 書き 込む (REC.() 


ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7C// の 6 


//7c// の 6 


く S7 の / の / め 

<s ア 5/ の の es. /> 
く の の Os, / ジ 
<7Zc777/. / め 

く / の . / グ 2 


の 7 万 ノン 


7e7//e が が /Z75/ チ (7o/ の 7 ググ 22 の 
67//7e の 05/ (775/g77e の 7 の 2 ググ 


MO/ の 。 7277 (ro/ の ) / 
7/ の 7 _/ た 5 /@egs/ 


の //2 の 2 信夫 / ク // 及 
/277 ヶ S/Z@, 
/7/ // 有 


775 /g776 び Se  /@/7 /6@s// た / 


72/ 


_ 72/ % の /772// 


ノ ※ Cec ル ん の // ル e/ ※/ 
/ チ / c7ec ん /e7 の 7 ルレ (ノー テル //)// 


//777 / s72e// ん ル め /W / み / ル e/ /7s72//eg 才 /” ノ / 


er/ た (7 ノ / 


/ 


ノ ※ g6/ C///@77 96 ※/ 
/ チ 7 Zg// ん gr / の WW の が 77 egs)// 
//777 ( s796e// 27 の 7 ge7 oc///6@77 7 の 96 (% の 砂 


/egs. 7 27 ノ , 


er/ た (7 ナノ, 


/ 
/egs. 7 2/ 4 の 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


/ チ 7/egsg み 2/ ぐ で 2 / 
7//777 ( s726e// の 2 の 7 の 6. c2777 の 7 s27 の //7g 才 7" ノ / 
er/ た (7/ ノ / 


ノ ※ 9/ /2c276@ 77@7O/ ル 7O/ //77e/ ※/ 

/ チ / _ の os g//oeye み ( 77 の (の 7 が 5/ と 7 の の, gseg)) / 
7 め //77 / s726// Cg277 の 7 2//ocg7e //77/ 乾 /” ノ / 
er/7 た (7 ノ / 


/ 
の の ( 2/77e/ ノ = seg: 
の の 7 (7 が ) = の 


ノ ※ 7 ん 6 CO77/O/ /2c ル */ 


の 7 77096 ニー// ノ ※ 672//7 06 */ 

7 7/e の ニー// ノ \※ の 672//7 s27 の ///7g /276 ※/ 
2// 謀 //2// 麻 = 攻 // ヲ /// リ //A ノ \ の /77e/ /5 の 7 772/77 270/ ア ※/ 
の 7 S72/ た 2 の / = //77e// ノ \ の /77e/ 2 の /ess *※/ 

の 7 Ss/Ze = / の 7// が 5/ だ / ノ \ の /77e/ s/Z@ ※/ 


7//777 / s726e// 7/7 み ル ん ey 7 の s72/7 s の の ///772// ノ / 
ge7C72/ ( ノ / 


ノ ※\ s79/7 / の を / 
/egs. メ = 7 の ge7/ 
/ チ / cg// /c77/r ( の W の Z27 egs ) ) / 
//777 / s79e// の 277 の 7 s72/7 sg7 の //7g (% り 細 う 
/egs. 7 27 ノ / 
CXY/ た / / // 


ノ ※ 2/7 7 の /W 207e */ 
7//e ( /e7 Ss727/s = ニ = / の WW/ 人 2) / 
//777 ( s72e// 6 の /2%% //77e/ /e7 チ 7 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


( 7/Z75// チ - /e7 9076 ノ * 7 の / 7/Z75/ デ ノ / 


77//s/ カ ( s7 の 6e// ノ / 
/ チ て ん 27/ た ( け )/ 
2// /o727 ル ( の 57// 人 egs ノ / 
//777 / s72e//  「 示 2 の 9/7e の 壇 。 ノ / 


er/7 7, 
/ 
s/ee の (クノ, 


/ 
//77 チ / se// 友 の 6/7e(% の 志 7 
の 7 S727/5 ノ / 


ノ \ ア //s/7 の 972 72 7//g ※/ 
/ チ / _o の os c/e27 ( の go7 の 7( の 婦人 W ル % 六 ノ )/ 
//777 ( s726e// cg777 の 7 C/6g27@ の 9272 7//e 才 7 ノ , 
er/ た (7 ノ / 
/ 
72/ ( s/Ze = の 7//7 が 5/ だ / s/Ze > の 
s/Ze -= (/o/ の Z 276/ チ ) / 
/eg7 = ニ (5/Ze ぐ (7/o/ の 太 75/2 の ) 2 77 の s/Ze 』 太 75/ チ / 
_ の os 嘱 /7e6 ( 力 7 が e/ /e カ es// ノ / 
//772/ ィ ァ ー /@7/ 


/ 
_ の os c/ose ( 暫 ノ / 
/ 
s/ee り ( /77 sec / / 
7/776 7 7 の 必 67/ 


7/776 ( 77e7 ノ / 
79/7 テー 96 の ,/ 
の の / 
7/76 ( 9 ノ / 
/ 妨 //e (7o み ぐ 妨 27 ノ / 
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1. AV ドライ バ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


田 デ ー タ ファ イル を 再生 する (PLAY.() 


ガ //7C// の 6 
///c// の 6 
ガ //7// の 6 
///c// の 6 
ガ //7// の 6 


ガ //7c// の 6 


く S7 の / の / め > 

く s ア 5/ の の es. /> 
く の の Os, / ジ 
<7c77/. /> 

く 7 の. / め > 


"の 7 / ノン 


7e7//e が /Z75/ チ (7o/7 の 7 ググ 222 の 
67//7e 05/ (775/g77e の 7 の 2 ググ) 


ル O/ の 。 7277 ( ル O/ の ) / 
7/ の 7 7 た 65 /@gs/ 


の /2 の / 人 肢 / ク / 月 
/277g ヶ S/@, 
/77 7 


77S /g776 び Se の /@77 /6@s// た / 
72/ 72/ % の /77e/ 契 / めど / 


ノ ※ 7ec ん の // ル 6@/ ※/ 
/ チ / c7ec ん /e7 の 7 ルレ (ノー/ ル /)// 


/ 


//777 / s79e// ん WW み / ル e/ /7s72//eg 孝 /” ノ / 
er/ た (7 ノ / 


ノ ※ ge C///@77 /7276 */ 
/ チ / cg// /c7 の 7r ( の W の の 7Z egs))/ 


//777 / s726// の 6 の 27 の 7 ge7 Zc///@77 /796 (% の 紗 ” 


ノン 


/egs. 27 ノ / 


er/ た (7 ノ / 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


/egs. 7 2/ ん の ア /, 

/ チ //egs. 太 2/> メ クノ / 
//777 ( s726// の 2 の 96@. 27707 //2 ル /72 才 7ー 
er/7 (7 ノ / 

/ 


ノ ※ 2/ /2c276 /7@7O/ ル 7 の / の //77e/ ※/ 

/ チ / _ の os g//2eye み 7 ( 7 の (の 7 が 5/ と 7 グ の, gseg)) / 
7//777 ( s726// cg77 の 7 g//ocg7e //77e/ 才 7" ノ / 
er/ た (7 ノ ,/ 


/ 
// 6 / //776/ / = gseg, 
// が / / //77e/ / = の 


ノ ※ /6g の の 7 7//2 ※/ 

/// _ gos ooe7 ( /o み の 7 し の 2 ルル % 妨 ノ ) / 
7//777 ( s726// Cg77 の 7 OO677 9272 7//e 志 7 ノ / 
er/ た (7 ノリ / 


/ 

の = //776e// 

72/ (gs/Z2e = 契 /7/ た 9/ チ / s/Ze > の s/Ze -= 727 の /es//7 / / 
/eg7 = ニ (5/Ze ぐ 7/g/ の ルル 75// グ の) 2 77 の s/Ze | 克 5/ チ / 
_ の Os /@e2 の ( 炉 / /@7 ん es//7 ノ / 
/ チ / /es//7 == の リリ ん eg ん, 
の 7/ ティ ニー /@s// た / 

/ 

_ の os c/gse ( カノ , 


ノ ※ 2 ん 6 CO77/O/ の /2c ル */ 


の 7 96 ニー// ノ ※ 672//7 06 */ 

/7 ee の 9 ニー// ノ \※ の 672//7 sg27 の ///7g /276 */ 
7 7 の 大 人 學 / ル ノ \ の /77e/ /5 の 7 772/77 7770/ ル ※/ 
の 7 S72/ た 2 の の 7 = //77e/, ノ ※ の /77e/ 2 の /ess */ 


の 7 S/Ze = //// が 9// チ ーー s/Ze,/  /※ //77e/ s/Ze ※/ 
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1. AV ドライバ 使用 の サン プル プロ グラ ム 


ノ \ s72/7 /W を / 
/egs. メ = 7 の 7/ 
/ チ 7 cg// /o7 の 7 ル ( の W の Z27 人 MM ん egs ノ ノア / 
//777 / s79e// の 277 の 7 s72/7 //2///7g (% り 幼 う 
/egs. 7 27 ノ / 
er/ た (7 ノ / 


ノ ※ 2/7 7 の /W 207e */ 
7//e ( 7 s727/5 ご 7 人 W/ 人 2) / 
//777 / s726e// 才 %9/2%% 2/77e/ /e7 り 
( の の 7 5/Ze 一 / の 7 の 27e / * 7 の の / カ os/Ze // 
77//s/ カ ( s796e// ノ / 
PO77 だ 0 
2// /g72/ ル ( の W の 57/Z/ 人 egs ノ / 


//777 ( s72e//  「 才 22o/7e の が 
6 た (リリ ノリ 
s/ee の (クノ, 
/ 
//777 / s72e// 才 Oo7e(% の 才 7 , 


/ の 7 s727/s ノ / 


s/gee り ( /77 sec / / 
7/77@ 7 7 の 必 767/ 


7/76 ( 7 の 77 ノ / 
79/7 テー S6O, 
の / 
7/76 ( 9 ノ / 
/ 妨 //e (7o み ぐ 7 ノ , 
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